
科目名 医療社会学 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15001研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ ○ △

授業概要
医療を対象とする社会学的観点から、組織構造・役割関係・価値体系・儀礼・行動システムに関する理解を深めます。保健・医療を取り
巻く諸問題を、文化・社会的視点から考察します。

学修到達目標
人間の生命や身体に深くかかわる保健・医療が、社会学ではどのようにとらえられているかを学びながら、「社会学」的な発想ができる
柔軟性を養うこと。

授業の進め方
医療社会学の中心的概念を学び、とくに行動変容理論については実習を含め、本講義で扱います。また、職場における健康増進への組織
的ならびに個人的取組強化に、個人の行動変容がどのように影響するかを考察します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1社会学とは何か 医療を対象とする社会学の視座について概説します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

2文化現象としての医療 医療を「文化」として捉えるとはどのようなことかを説明します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

3病者と患者 病者と患者の違いについて、医療社会学の概念である「病気行動」と「
病人役割」について学びます。

教科書(2-4頁)・配布プリントの
復習（4時間）

4医師―患者関係 医師-患者関係の歴史的変遷と今日的課題について概説します。 小テストに向け、教科書(2-10頁
）の復習をする（4時間）。

5医療施設 病院の成立から在宅ケアまでの歴史について学びます。 事前配布資料を読み、下調べをす
る（4時間）。

6医療制度 医療制度の違いについて、国別に概説します。 事前配布資料を読み、下調べをす
る（4時間）。

7スティグマ（烙印） ラベリング理論（逸脱の社会学）を概説します。 小テストに向け、教科書(22-29頁
）を復習する（4時間）。

8精神医療(1) 精神医療の歴史について学びます。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

9精神医療(2) 精神医療の具体的事例について、イタリアの精神医療を取り上げます。 授業中に提示する課題をする（4時間）。

10医療社会学と生命倫理学 医療社会学と生命倫理学の関係について説明します。 小テストに向け、これまでの講義
内容を復習する（4時間）。

11医療化論：総論 医療化論に関する全体的な概説をします。 教科書(64-67頁）・配布プリント
の復習をする（4時間）。

12医療化論：各論(1) 医療化の具体的事例として子どもの医療化について概説します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

13医療化論：各論(2) 医療化と脱医療化の具体的事例として同性愛について概説します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

14専門職と感情労働 保健医療領域における行動変容理論について学びます。 小テストに向け、これまでの講義
内容を復習する（4時間）。

15まとめ 講義全体のまとめ 総復習（4時間）

テキスト
「よくわかる医療社会学」黒田浩一郎・中川輝彦編（ミネルヴァ書房）　
ISBN:978-4-623-05821-1 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
出席レポート：15％　小テスト：25％　定期試験：60％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解
し、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける
。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問
題が解ける。C:授業の内容の60％程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り
組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
「医療社会学を学ぶ人のために」進藤雄三・黒田浩一郎編（世界思想社）
「現代医療の社会学」黒田浩一郎編（世界思想社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
社会学は言葉の定義に非常に厳格な学問です。最初は難しく感じるかもしれま
せんが、分からないときには積極的に質問してください。
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科目名 栄養情報処理 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15002研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ○ △

授業概要
本授業は実際に栄養士業務で使えるMicrosoft Word、Excel, Power Pointについて学習し、栄養計算ソフトを用い、パソコン上で栄養価
計算を行い、そのデータを帳票できることを目的としています。そのため、Microsoft Word、Excel, Power Pointや栄養計算ソフトの基
本操作ができることを目標とします。

学修到達目標
栄養士業務において、コンピュータはその業務を遂行する上で必要不可欠で、栄養計算等に使用していくことで、複雑な処理を正確で迅
速に行うことが学習のねらいとなります。具体的にはMicrosoft Word、Excel, Power Pointや栄養計算ソフトの基本操作ができることが
目標です。
授業の進め方
本講義は教員が提示する課題を各受講者がパソコンを用いて解決し、その結果を電子メールを用いて教員に報告するという学生参加型の
授業形態で行います。各自がパソコンを用いて課題を解決することを中心に行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
栄養調査のやり方、人を対象にした研究には、倫理審査・同意書・研究
計画書を作成し、研究機関の倫理審査委員会の承認を得る必要がありま
す。その手続きの流れや概念を学習します。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

2文献の検索方法 インターネットを使った文献の検索方法(PubMed)や論文の読み方につい
て学習します。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

3Microsoft Wordの基礎栄養情報処理で使われるMicrosoft Wordの基本操作について学びます。
具体的な文章記入例を挙げながら学習していきます。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

4Microsoft Wordの応用
栄養情報処理で使われるMicrosoft Wordの応用操作について学びます。
具体的な文章記入を学修し、独力でレポート作成ができるようになりま
す。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

5Excelの基礎 栄養情報処理で使われるMicrosoft Excelの基本操作について学びます
。具体的な情報処理例を挙げながら学習していきます。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

6Excelの応用
栄養情報処理で使われるMicrosoft Excelの応用操作について学びます
。具体的な情報処理例を挙げながら、データ入力および基本的な集計操
作を学習します。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

7Power Pointの基礎栄養情報処理で使われるMicrosoft PowerPointの基本操作について学びます。具体的な情報処理例を挙げながら学習していきます。
配布資料を熟読してください。
（4時間）

8Power Pointの応用
栄養情報処理で使われるMicrosoft PowerPointの応用操作について学び
ます。具体的な情報処理例を挙げながら、プレゼン資料の作成を学習し
ていきます。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

9「エクセル栄養君」(1) 栄養情報処理で使われる「Excel栄養君」の基本操作(1)について学びます。具体的な情報処理例を挙げながら学習していきます。

プリントを事前に読み、「
Excel栄養君」の基本操作に関す
る課題を作成してください。

10「エクセル栄養君」（2） 栄養情報処理で使われる「Excel栄養君」の基本操作(2)について学びます。具体的な情報処理例を挙げながら学習していきます。

プリントを事前に読み、「
Excel栄養君」の基本操作に関す
る課題を作成してください。

11「エクセル栄養君」（3） 栄養情報処理で使われる「Excel栄養君」の応用操作(1)について学びます。各自の食物摂取状況を入力しデータの出力と保存を学修します。

プリントを事前に読み、「
Excel栄養君」の基本操作に関す
る課題を作成してください。

12「エクセル栄養君」（4） 栄養情報処理で使われる「Excel栄養君」の応用操作(2)について学びます。各自の食物摂取状況を入力しデータの出力と保存を学修します。

プリントを事前に読み、「
Excel栄養君」の基本操作に関す
る課題を作成してください。

13食物摂取頻度調査基本操作 栄養情報処理で使われる「Excel栄養君」を使って、各家庭の食事を例にして食物摂取頻度調査を行います。

プリントを事前に読み、「
Excel栄養君」の基本操作に関す
る課題を作成してください。

14食物摂取頻度調査発表(1)
実際の栄養情報処理を学修するために家族の栄養を調査し、分析したも
のをMicrosoft Power point を用いてプレゼンテーションのスキルを学
びます。また、発表と資料の提出をします。

事前にプレゼンテーションスキル
を学修しておいてください。
（4時間）

15食物摂取頻度調査発表(2)
実際の栄養情報処理を学修するために家族の栄養を調査し、分析したも
のをMicrosoft Power point を用いてプレゼンテーションのスキルを学
びます。他者の発表にコメントを行います。

事前にプレゼンテーションスキル
を学修しておいてください。
（4時間）

テキスト
プリントの配布を持って、テキストに代えます。

成績評価の方法・基準
課題：80％　受講態度：20％
受講態度：栄養士業務として将来必須となるスキルであることを意識し、実習
の目的に沿って作業に積極的に参加する。
S：授業内容を高度に理解し栄養情報処理（課題）を実施できる。
A：授業内容を理解し、やや難しい課題に取り組むことができる。
B：授業内容のおおよそを理解し、課題を自力でできる。
C：マニュアル等を参照し、基本操作を完了できる。

参考書
「公衆栄養学実習」金田雅代・郡俊之・酒井徹・山本茂著（講談社サイエン
ティフィック）　ISBN：978-4-06-155355-2
その他、講義の中で随時紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回パソコン教室で演習を行います。特に、復習に力を注いで下さい。
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科目名 栄養統計学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25003研究室 非常勤

担当者 五十嵐　久人 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ○ △

授業概要
統計学の基礎を学ぶと共に、栄養学や医療分野に必要とされる統計解析上の応用的・実践的な知識や技術を修得し、今後の栄養学実験や
栄養業務分野の研究に反映させる能力を養います。

学修到達目標
栄養学で必要とされる統計学の基礎を習得できる。

授業の進め方
配布資料を中心に講義を行います。授業計画は以下の15回です。適宜、演習問題や課題を出しながら進めていきます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンスと統計学の概要
授業概要、学習目標、授業の進め方、評価方法について説明する。また
、統計学とはどのようなものかを学修します。

事前にシラバスを読み、確認事項
を整理しておく。授業後は学修内
容を整理する(4時間）。

2研究デザインと統計 様々な研究デザインの特徴と統計学との関係を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する(4時間）。

3データの型 量的データ、質的データの違いとその表し方を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する(4時間）。

4データの集計と代表値 データを集計・集約して表す方法を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

52変量の記述統計 2変量のデータの関係や相関、回帰について学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する(4時間）。

6母集団の分布と標本データ 推測統計の基本的な考えとして、母集団の分布と標本データの関係を学修します。

配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

7仮説の設定と検定の基本 統計的な仮説検証の原理と手順の基本を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する(4時間）。

8仮説の検証と検定（差の分析）
標本同士の比較から母集団に差があるかを検証する原理と手順を学修し
ます。

配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

9仮説の検証（ノンパラメトリックなデータの分析） ノンパラメトリックなデータを検証する原理と手順を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

10データ解析演習① 統計解析ソフトを使用したデータ解析の方法を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学習内容を整
理する（4時間）。

11データ解析演習② 統計解析ソフトを使用したデータ解析の方法を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

12データ解析演習③ 統計解析ソフトを使用したデータ解析の方法を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

13データ解析演習④ 統計解析ソフトを使用したデータ解析の方法を学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

14スクリーニング スクリーニングの意義と有効性について学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

15統計学と研究の質 統計学の理論と実際の調査研究とのギャップを学修します。
配布・指定された資料や参考書を
読むこと。授業後は学修内容を整
理する（4時間）。

テキスト
講義資料については適宜印刷・配布します。

成績評価の方法・基準
レポート：30％　小テスト：70％
小テストは授業の進行に応じ、2回程度を予定。＜成績の評価基準＞S：授業内
容を高度に理解し、批判的思考に基づく探求姿勢で課題に取り組み、応用問題
が解ける。A：授業内容を理解し、積極的な探求姿勢で課題に取り組み、やや難
しい応用問題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠
実に取り組み、応用問題が解ける。C：授業内容の60％程度を理解し、与えられ
た課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同程度の問題が解ける。

参考書
初回の授業時に紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
配布資料の予習と復習を行ってください。質問については、遠慮無く授業中に
積極的に行ってください。
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科目名 公衆衛生学Ⅰ 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25004研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 管理栄養士､栄養士､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
公衆衛生学Iでは、社会や環境との関連において特に健康と疾病を集団の事象としてとらえ、個人はもとより集団レベルにおける疾病の予
防と健康の保持・増進を図るためにはどうするかを学びます。人間集団の健康状態を把握するために国内外における保健統計、健康水準
の定義と意義、人口問題か�健康指標に及ぼす意味などを理解します。各個人の健康に関わる生活習慣や社会組織機構との関わりから健
康と社会について学修します。

学修到達目標
管理栄養士国家試験の受験資格、栄養士取得、栄養教諭資格の取得を目指します。これら資格取得のために必須要件となる健康と疾病を
基盤とする公衆衛生学に関する知識と理解の養成を目的とします。公衆衛生学はその学修領域は広範で複雑であることから、日常時から
社会問題についても関心を持ち極力身近な学問と認識して、能力を養うことを目標とします。
授業の進め方
健康と疾病との関係について、その予防対策を考慮した上で、年ごとに変化する関連統計情報や社会的報道等を資料として、身近な学問
としての公衆衛生学を展開していきます。配布資料およびプロジェクターを用いた授業を進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス・健康とは何か

授業概要、学習到達目標、授業の進め方、成績評価の方法などについて
説明、質問します。公衆衛生学の概念として、健康の概念、公衆衛生の
概念、定義を学習します。

事前にシラバスを読み、確認事項
を整理しておく。授業後は履修事
項をとりまとめる。（4時間）

2食生活と疾病
糖尿病・高血圧などは、乱れた生活習慣に起因すると考えられており、
さらにがんも食生活を改善することである程度予防できると考えられて
います。どのような食生活が疾病予防に望ましいのか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

3食の提供者の役割
主に学校や病院で献立を考えたり、患者さんの栄養指導や栄養管理を行
う、管理栄養士にとって食の提供とはどんな意味があるのだろうか。食
の提供者の役割を学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

4健康作り対策 健康作り政策の変遷、健康増進法、健康日本21（第二次）、健康管理の
進め方とその方法について学びます。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

5保健機能食品制度(トクホ）のはなし
生理学的機能や生物学的活動に影響を与える保健機能成分を含み、疾病
リスクの軽減が期待できると表示できる制度について学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

6心の健康作り
社会生活の変化に伴って仕事や生活に強い不安や悩みを持つ労働者が増
えてきました。健康的な生活を営むための心の健康作りについて学習し
ます。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

7小テストの実施と解説、質疑応答
第1回から6回までの授業の理解度をテストで確認し解説します。学生の
主体的な授業参加を促すため質疑応答を随時受け付けて進めます。

配付資料とテキストをもとにテス
ト対策や質問を準備してくる。
(4時間）

8太るカラクリ
肥満は、高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病を引き起こす原
因となります。 さらに動脈硬化、心筋梗塞や狭心症などのリスクを高
めます。どうして肥満になるのかについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

9ダイエット比較_糖質制限vs脂抜き
最近、糖質制限ダイエットが効率が良いと注目されているがどうしてだ
ろうか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

10統計資料 健康、疾病、行動に関わる統計資料の中から、人口静態統計（国勢調査
）、人口動態統計、生命表、平均寿命などについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

11環境保健 疾病のひきがねとなる環境要因にはどのようなものがあり、健康的・文
化的な生活をおくるためにはどのようにしたらいいのか学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

12食塩と高血圧 食塩の取り過ぎは高血圧の原因になります。健康寿命を延ばす食事に求
められるものについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

13食事の役割 私達は何のために食事をするのだろうか。食事の一次機能、二次機能、
三次機能について学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

14中毒（加熱してもアウトなもの）
食に関わる職業とする者は決して食中毒を起こしてはなりません。加熱
しても中毒を起こすものについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

15全体のまとめ、国試関連
授業の総括として、これまでの内容の要点を復習し、質疑応答を行いま
す。管理栄養士国家試験の必須科目としての公衆衛生学Iを概観します
。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

テキスト
講義に応じたプリントをその都度配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：70％　小テスト：20％　受講態度：10％
受講態度：各種資格取得に必要な科目であることから、受講態度としては能動
的で真摯であり、努力して、一定以上の試験成績を得ることを評価します。
評価：S：公衆衛生活動を非常によく理解し、私達、有資格者が果たす役割を俯
瞰的に論じられる。A：公衆衛生活動を活動をよく理解し、私達が果たす役割を
論じられる。B：公衆衛生活動をおおむね理解し、私達が果たす役割を論じられ
る。C：公衆衛生活動を60％程度理解し、私達が果たす役割を論じられる。

参考書
「管理栄養士の国家試験の要点」　ISBN：978-4-8058-5390-0
「佐々木敏の栄養データはこう読む! 」　ISBN：978-4789554428  疫学的な
データをもとにした食物やその摂取の仕方についての解説本

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康寿命の延伸には、どのような取り組みが考えられるだろうか。健康の根幹
である、食に関わる者として常に考えて言って欲しい課題です。
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科目名 公衆衛生学Ⅱ 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25005研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
「公衆衛生学Ⅱ」では、公衆衛生Iの内容を深め、社会や環境が人間の健康にどのように関わるか、人間の健康を保持増進するために社会
や環境はどうあるべきかなどを、社会・環境と健康の関係について毎日の身近な事例を通じて理解してきます。社会や環境が人間の健康
をどう規定し影響を及ぼすのか、あるいは人間の健康を保持増進するために社会や環境はどうあるべきかなどについて学習します。

学修到達目標
管理栄養士国家試験の受験資格、栄養士取得、栄養教諭資格の取得を目指します。これら資格取得のために必須要件となる健康と疾病を
基盤とする公衆衛生学に関する知識と理解の養成を目的とします。公衆衛生学はその学修領域は広範で複雑であることから、日常時から
社会問題についても関心を持ち極力身近な学問と認識して、能力を養うことを目標とします。
授業の進め方
健康と疾病との関係について、その予防対策を考慮した上で、年ごとに変化する関連統計情報や社会的報道等を資料として、身近な学問
としての公衆衛生学を展開していきます。配布資料およびプロジェクターを用いた授業を進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1衛生害虫駆除
食品にかかわる者として、職場環境（調理場・加工場・ホールなど）の
衛生状態はどのように清潔かつ衛生的であるべきか、学習していきます
。

事前にシラバスを読み、確認事項
を整理しておく。授業後は履修事
項をとりまとめる。（4時間）

2難病保健
現在の医療では治療法がなく慢性的に不都合な障害が一生涯続く難病が
あります。現状を知るとともに、彼らに対してどのような接したらよい
のだろうか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

3感染症対策
感染症には様々な感染方法があります。また、感染初期にはいかなる検
査法を駆使しても見つからないウインドウ期が存在します。食品を扱う
者は、どのように病原体を広めないようにするか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

4産業保健 私たち労働者は、職場において労働安全衛生法により健康や職場災害か
ら守られています。どのようにして守られているのか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

5環境と健康（水道）
私たちは、環境の影響を受けて生活しており、影響は健康に良いことも
悪いことも存在します。その中で水道の果たす役割にはどのようなもの
があるのか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

6食中毒予防
食品を扱うものにとって、起こしてはいけない事故に食中毒があります
。どのようにして安全な食材を得、また調理すればよいのか、公衆衛生
的な立場から学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

7小テストの実施と解説、質疑応答
第1回から6回までの授業の理解度をテストで確認し解説します。学生の
主体的な授業参加を促すため質疑応答を随時受け付けて進めます。

配付資料とテキストをもとにテス
ト対策や質問を準備してくる。
(4時間）

8生活習慣病予防
肥満は、高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病を引き起こす原
因となります。 さらに動脈硬化、心筋梗塞や狭心症などのリスクを高
めます。どのようにして生活習慣病を予防すればよいのか学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

9伝統的な食事の役割
そもそも食べるということは地域や伝統に根差した行為であり物差しで
ある。そのことを忘れてしまったために現代人は生活習慣病におちいり
やすくなってしまったのではないだろうかということを学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

10衛生統計
健康、疾病、行動に関わる統計資料の中から、人口静態統計（国勢調査
）、人口動態統計、生命表、平均寿命などを通じて日本人の衛生環境に
ついて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

11海外に於ける栄養状態 海外における栄養状態を知ることにより、日本人の食生活とどのように
異なるのか、生活習慣病予防のヒントを学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

12がんと予防 がんは生活習慣病の一種ととらえられている。どのような食事習慣や運
動習慣をすれば、健康寿命を延ばすことにつながるのか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

13健康格差を考える
寿命が短いことは、自己の責任のみだろうか。所得や住んでいる地域に
よって寿命が異なることが明らかになっているがその理由はなんだろう
？社会疫学の観点から学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

14機能性食品
特保に代表される食品は、食の三次機能に注目した商品です。どのよう
な成分にどのような機能があるのか、それはどのような実験で明らかに
されたのだろうか、学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

15全体のまとめ、国試関連
授業の総括として、これまでの内容の要点を復習し、質疑応答を行いま
す。管理栄養士国家試験の必須科目としての公衆衛生学IIを概観します
。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

テキスト
講義に応じたプリントをその都度配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：70％　小テスト：20％　受講態度：10％
受講態度：各種資格取得に必要な科目であることから、受講態度としては能動
的で真摯であり、努力して、一定以上の試験成績を得ることを評価します。
評価：S：公衆衛生活動を非常によく理解し、私達、有資格者が果たす役割を俯
瞰的に論じられる。A：公衆衛生活動を活動をよく理解し、私達が果たす役割を
論じられる。B：公衆衛生活動をおおむね理解し、私達が果たす役割を論じられ
る。C：公衆衛生活動を60％程度理解し、私達が果たす役割を論じられる。

参考書
「管理栄養士の国家試験の要点」栄養セントラル学院編著著　ISBN：978-4-
8058-5390-0
「健康格差」NHKスペシャル取材班著　ISBN：978-4-06-288452-5

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康寿命の延伸には、どのような取り組みが考えられるだろうか。健康の根幹
である、食に関わる者として常に考えて言って欲しい課題です。
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科目名 社会福祉概論 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25006研究室 非常勤

担当者 丸山　順子・合津　千香・福田　明・武村　淳
司 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ○ △

授業概要
社会福祉の基本知識を体系的に学習することに加え、専門家として関わる保健、医療、介護システム等を含め講義範囲とします。社会福
祉について基本的な考え方、制度やしくみ、サービスなどを学ぶとともに、生活者としての利用者理解を深めることを目的とします。

学修到達目標
1 生活する上で社会福祉はどのように関与しているか、基本的な考え方や原理・原則を述べることができます。2 社会福祉を構成する制
度の体系、サービス、法体系、そのもとで展開される具体的な援助活動を説明できます。　3 社会福祉の近接領域との連携の重要性につ
いて説明できます。4 生活者の視点で対象者の抱える課題を捉えることができます。
授業の進め方
講義では、基本的な概念や理論を踏まえた上で、具体的な実践事例を取り上げて、その意義を学生とともに考えていきます。また、福祉
現場の方の話や視聴覚教材なども活用します。基本的には講義形式とします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス（社会福祉とは）
「社会福祉」をどのように捉えるかについて、様々な角度から学びを深
め、本講義における社会福祉の概念を理解します。

事前にテキスト（P2-25）を通読
し、講義内で指示するテーマをま
とめ事後学修とします。(4時間)

2社会保障制度と社会福祉 わが国における社会保障制度（社会福祉制度、社会保険、公的扶助）の
体系や実施体制・組織を理解します。

事前にテキスト（P26-40）を通読
し、講義内で指示するテーマをま
とめ事後学修とします。(4時間)

3子ども家庭福祉 子どもを取り巻く社会状況（問題）および、子どもの育ちを保障する様
々な施策について理解します。

事前にテキスト（P41-56）を通読
し、講義内で指示するテーマをま
とめ事後学修とします。(4時間)

4障がい者福祉 障がい者福祉について、理念や基本的な考え方、障害の捉え方、障害者
総合支援法などの福祉サービスについて理解します。

事前にテキスト（P57-70）を通読
し、講義内で指示するテーマをま
とめ事後学修とします。(4時間)

5高齢者福祉 わが国の高齢者を取り巻く社会状況を理解したうえで、高齢者を支援す
る制度・政策を理解します。

事前にテキスト（P71-82）を通読
し、講義内で指示するテーマをま
とめ事後学修とします。(4時間)

6介護保険制度と専門職の役割
介護保険制度について学びます。利用者を支援するため、様々な専門職
がチームとなるため、それぞれの専門職の役割を理解します。

事前にテキスト（P83-99）を通読
し、講義内で指示するテーマをま
とめ事後学修とします。(4時間)

7低所得者福祉 低所得者に対する福祉制度を学びます。現在の格差社会において、大き
な社会問題とされている「貧困」との関連についても理解します。

事前にテキスト（P100-113）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

8地域福祉 地域福祉という、子どもや高齢者などの対象者別の福祉ではなく、地域
そのものを基盤とした福祉について理解します。

事前にテキスト（P114-127）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

9医療福祉
医療的ニーズを抱える人々が安心して治療を受けられるように支援し、
生活者としての自立を目的としている医療福祉の関わり方について理解
します。

事前にテキスト（P128-139）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

10精神保健福祉 精神障がい者について、歴史的背景から定義や取り巻く社会状況につい
て理解します。加えて自殺対策や認知症対策について学びます。

事前にテキスト（P140-153）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

11社会福祉施設の役割 わが国の社会福祉施設の役割について、戦後の歴史をふまえ、収容保護
から生活の場としての質の向上が求められてきた背景を理解します。

事前にテキスト（P156-166）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

12社会福祉を担う人々
社会福祉を担う人々について、福祉専門職に加え、他領域の専門職が関
わっていることを理解します。また、民生委員やボランティア、地域住
民も社会福祉を支えている人々の理解をします。

事前にテキスト（P167-176）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

13社会福祉の相談援助（ソーシャルワーク）
社会福祉の相談援助について、①目的と対象、②利用者に対する態度、
③展開プロセスについて理解します。

事前にテキスト（P177-188）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

14医療ソーシャルワーカーと多職種連携

医療ソーシャルワーカーと多職種連携について、実践事例を用いて理解
します。テキストの事例に加えて、事例を用いてグループワークを行い
ます。

事前にテキスト（P189-197）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

15まとめ（コメディカルへの期待）
講義のまとめとして、現代の社会福祉の諸問題振り返り、コメディカル
スタッフに期待する役割について理解します。

事前にテキスト（P198-205）を通
読し、講義内で指示するテーマを
まとめ事後学修とします(4時間)

テキスト
「コメディカルのための社会福祉概論（第3版）」鬼崎　信好著本郷秀和編
（講談社）　ISBN:978-4-06-156315-5 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：60％　出席レポート：40％
S：授業内容を高度に理解し、生活者の課題を講義内容から思考し説明すること
ができます。
A：授業内容理解し、生活者の課題を講義内容から説明することができます。
B：授業内容をおおよそ理解し、福祉祉制度の原理原則を説明できます。
C：授業に参加し、課題を抱える利用者が活用できる福祉サービス（講義内容で
学んだ）を選択するための知識を取得しています。

参考書
「認知症の人の心身と食のケア」長嶋紀一著（第一出版）　ISBN：978-4-
8041-1252-7  その人らしく最後まで生きるため、食が心身のケアである実践
例が書かれています。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
4名の教員で、毎回、テーマをもって講義を行います。社会福祉のしくみを理解
すると共に、支援を受けている利用者理解を深め、栄養指導等の意義や関わり
方、専門職としてのやりがいが認識できることを願います。
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科目名 労働と法 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB35007研究室 非常勤

担当者 松田　清 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ △ ○

授業概要
学生諸君も卒業すればほとんどが労働者となります。労働をして生計を立てていくことは現代社会にあって人間として当然のことでしょ
う。この講義では労働に関する法を勉強します。諸君の将来（現在も？）にとって重要な事柄を扱う講義です。また、この講義は資格取
得のためにも設置されています。したがって、おろそかな勉強では不十分であることを覚悟してください。最低限のリーガルマインド
（法的思考力）とリーガルノレッジ（法的知識）の修得を目指します。

学修到達目標
細かい知識の丸暗記は必要ありませんが、なぜ、民法の雇用の規定のほかに、労働法があるのか、労働法特有の考え方を、しっかり理解
することを目標とします。

授業の進め方
基本的に、テキストに沿って進めていきます。一般法である民法との比較という視点も交えながら、労働法特有の考え方を学んでいきま
す。また「生」の現実を知ってもらえるように、時には裁判例も紹介します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1はじめに 労働法とは　　労働法はなぜ生まれたのか、なぜ必要なのかについて講
義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

2労働法の登場人物 労働者　　使用者　　労働組合について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

3労働法の法源 労働契約、労働法規、判例法理等について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

4採用・採用内定・試用・人事異動
採用の自由と例外　採用内定とは　試用期間の意義　　配転　出向　転
籍について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

5懲戒　　労働契約の終了 企業秩序と懲戒処分　懲戒事由　　解雇　期間の定めのある労働契約の
期間満了について講義します。　　

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

6労働条件の変更非正社員の労働契約
労働条件変更の方法　就業規則の変更　労働協約の改訂　　有期契約労
働者　パートタイム労働者　派遣労働者について講義します。　

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

7雇用平等男女雇用機会均等法
均等待遇の原則　男女同一賃金の原則　男女雇用機会均等法の立法の経
緯とその後の改正　性別による差別の禁止について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

8労働者の人権擁護　　賃金 労働憲章　労働協約に関する規制　　賃金とは　休業手当　最低賃金について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

9労働時間その1 法定労働時間、三六協定等について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

10労働時間その2 労基法上の労働時間　変形労働時間制　フレックスタイム制　裁量労働
について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

11休暇・休業 年次有給休暇　育児・介護休業について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

12労災補償 労災保険　いわゆる労災民訴について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

13労働組合その1 団結権　団体交渉権　労働協約締結権について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

14労働組合その2 団体交渉権　不当労働行為救済制度について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

15まとめ まとめ（効果測定含む）
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当ページをしっか
りと読み込むこと。（4時間）

テキスト
「プレップ労働法(最新版)」森戸英幸著（弘文堂）　ISBN:978-4-335-31325-
7 (生協で購入してください。)
　知って役立つ労働法(厚生労働省HPよりダウンロード)

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　レポート：10％
S　課題に意欲的に取り組み、授業内容をすべて理解して、正しく文章で表現す
ることができるる。
A　授業で学んだことを理解し、文章で表現することができる。
B　授業で学んだことを概ね理解し、文章で表現することができる。
C　最低限押さえてほしい事項(授業で指示します)につい、理解し表現できる。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則として事前学修は必要ありませんが、事後学修に努めてください。
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科目名 衛生管理学 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA35008研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 食品衛生､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ○ △

授業概要
本授業は、作業・労働従事におけるこれら要因が及ぼす身体面ならびに精神面への作用とその対策と管理について学び、労働従事者の健
康障害の予防と健康の保持増進に寄与することの出来る人材の養成を目的とします。労働安全衛生法等を基盤として職域の健康管理体制
や健康影響について、作業環境管理、健康診断、作業関連疾患、労働災害などについて学修します。また、食物の安全と健康障害につい
て、どについて学習します。また、食物の安全と健康障害について、リスク分析の視点から食品衛生管理について講義します。

学修到達目標
任用資格としての食品衛生管理者ならびに食品衛生監視員資格の取得を目指します。これら資格取得のために必須要件となる労働安全衛
生管理全般に関する知識と理解を深めることを目的とします。その上で、食品衛生管理に特化した法的、事例的事項について学び、資格
取得後の実務において有効となる知識と能力を身につけることを目標とします。
授業の進め方
様々な産業分野と食品分野における作業上の衛生管理や健康管理のあり方とその実状について、労働安全衛生の法的基盤や物理的、化学
的ならびに生物的な有害因子の影響を理解するために、多様な配布資料およびプロジェクターを用いた授業を展開します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス・健康とは何か

授業概要、学習到達目標、授業の進め方、成績評価の方法などについて
説明、質問します。公衆衛生学の概念として、健康の概念、公衆衛生の
概念、定義を学修します。

事前にシラバスを読み、確認事項
を整理しておく。授業後は履修事
項をとりまとめる。（4時間）

2労働安全衛生法 労働安全衛生法における産業医や衛生管理者の役割、労働者の健康を損
なう有害業務から守る仕組み（関係法規）について学修します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

3有害業務の健康障害 作業環境における有害因子の種類や、健康障害の発生機序と典型的な症
状、作業環境測定法、労働衛生の三管理、について学修します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

4衛生管理体制と労働者の健康管理

安全衛生委員会、健康診断、医師による面接等、労働安全衛生法・労働
基準法に従った職場環境の衛生管理体制や労働者の健康管理について学
修します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

5健康作り対策 健康作り政策の変遷、健康増進法、健康日本21（第二次）、健康管理の
進め方とその方法について学びます。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

6心の健康作り
社会生活の変化に伴って仕事や生活に強い不安や悩みを持つ労働者が増
えてきた。健康的な生活を営むための心の健康作りについて学修します
。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

7小テストの実施と解説、質疑応答。
第1回から6回までの授業の理解度をテストで確認し解説します。学生の
主体的な授業参加を促すため質疑応答を随時受け付けて進めます。

配付資料とテキストをもとにテス
ト対策や質問を準備してくる。
(4時間）

8生活習慣病予防
肥満は、高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病を引き起こす原
因となります。 さらに動脈硬化、心筋梗塞や狭心症などのリスクを高
めます。どうして肥満になるのかについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

9健康格差を考える
寿命が短かった時、その人の自己責任といえるだろうか。所得や住んで
いる地域によって寿命が異なるのはなぜだろうか。社会疫学の観点から
学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

10統計資料 健康、疾病、行動に関わる統計資料の中から、人口静態統計（国勢調査
）、人口動態統計、生命表、平均寿命などについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

11環境保健 疾病のひきがねとなる環境要因にはどのようなものがあり、健康的・文
化的な生活をおくるためにはどのようにしたらいいのかを学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

12食塩と高血圧 食塩の取り過ぎは高血圧の原因になる。健康寿命を延ばす食事に求めら
れるものについて学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

13食事の役割 私達は何のために食事をするのだろうか。食事の一次機能、二次機能、
三次機能について学習します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

14喫煙問題
喫煙の害にはどのようなものがあるのだろう。健康日本21（第二次）に
おいてもCOPDの認知度を80％に向上させることが数値目標として掲げら
れている。喫煙の害にはどのようなものがあるのか、学修します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

15全体のまとめ、国試関連 授業の総括として、これまでの内容の要点を復習し、質疑応答を行いま
す。各種資格試験の必須科目としての衛生管理学を概観します。

配付・指定された領域のプリント
とテキストを読む。履修事項の要
点を整理・復習する。（4時間）

テキスト
講義に応じたプリントをその都度配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　小テスト：10％　受講態度：10％
受講態度：衛生管理者取得等に必要な科目であることから、受講態度としては
能動的で真摯であり、努力して、一定以上の試験成績を得ることを評価します
。評価：S：衛生管理活動を非常によく理解し、衛生管理者等が果たす役割を俯
瞰的に論じられる。A：衛生管理活動をよく理解し、衛生管理者等が果たす役割
を論じられる。B：衛生管理活動をおおむね理解し、衛生管理者等が果たす役割
を論じられる。C：衛生管理活動を60％程度理解し、衛生管理者等が果たす役割
を論じられる。

参考書
「シンプル衛生公衆衛生学」鈴木庄亮著　ISBN：978-4-524-25553-5
「衛生管理者試験問題集」（中央労働災害防止協会）　ISBN：978-4-8059-
1494-6

履修上の注意（学生へのメッセージ）
働きやすい職場環境を提供することは、企業にとって義務です。安全に働ける
職場環境作りに必要な法律や仕組みをよく知り、改善を通じて労働意欲を高め
てまいりましょう。
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科目名 労働安全衛生法 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB35009研究室 非常勤

担当者 松田　裕成 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ △ ○

授業概要
本講義では、まず日本の法体系の中での労働法体系の位置づけや性格について講義し、次に労働法体系の中での労働安全衛生法の位置づ
けや性格、労働安全衛生法と労働基準法など関連する法律との関係について解説します。その上で、労働安全衛生法の具体的内容につい
て説明しながら、労働安全衛生法が働く人や働く場所にどのように関わっているのかが理解できるようにします。

学修到達目標
細かな知識の丸暗記は必要ありませんが、労働安全衛生法の大枠をつかみ、この法律の目的をしっかりと理解できるようにすることを目
標とします。

授業の進め方
講義は指定したテキストを用います。法律科目なので法律用語や専門用語が頻繁に出てきますが、講義の中ではそれらの意味や定義はテ
キストに示されたものを用います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1法体系を理解する 法体系の中の労働法
労働法体系の中の労働安全について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

2事業場と業種 業種は事業場単位で個別に　　事業者と労働者　　
事業者の責務と労働者の責務について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

3労働災害防止計画 政府が作る基本対策　　計画の公表と変更　　中高年齢労働者の安全対
策について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

4安全衛生管理体制その1 全体像　衛生管理者　安全管理者　産業医について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

5安全衛生管理体制その2 作業主任者の選任　下請混在事業場での安全管理体制　安全委員会等に
ついて講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

6労働者の危険と健康障害を防止するために 事業者がすべきこと　建設業における救護措置について講義します。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

7機械等及び有害物に関する規制
危険な作業をする機械等に関する規制　　有害物質に関する規制　　有
害物質の譲渡、提供について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

8派遣労働者の安全衛生 派遣労働者の安全衛生はどうなっているのか　派遣元・派遣先の責任に
ついて講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

9安全衛生教育 安全衛生教育の目的　　能力向上教育　　教育の時間と費用について講
義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

10健康の保持増進のための措置
健康診断は会社の義務か　　健康診断の時間と費用　　自発的健康診断
　　職場のメンタルヘルスケアについて講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

11快適な職場環境の形成のための措置
快適な職場とは　　職場環境推進計画の認定制度　　VDTの作業時間と
作業管理について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

12安全衛生管理計画等 安全衛生改善計画の作成　　労働安全コンサルタントと労働衛生コンサ
ルタント　　厚生労働大臣などへの届出について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

13事業者の責任等 事業者の四重責任　　違反行為に対する罰則　　
安全配慮義務について講義します。

事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

14近年の法制度改革 法改正のあった部分を、フォローします。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

15まとめ 全体をもう一度見直し、法体系をつかみます。
事後学修として講義の際に指摘し
たテキストの該当部分を、しっか
りと読み込むこと。（4時間）

テキスト
「ここからはじまる早わかり労働安全衛生法」近藤恵子　小林浩志　中山寛
之著（東洋経済新報社）　ISBN:978-4-492-27058-5 (生協で購入してくださ
い。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
S課題に意欲的に取り組み、授業内容をすべて理解して、正しく文章で表現する
ことができる。A　授業で学んだことを理解し、正しく文章で表現することがで
きる。B　授業で学んだことを概ね理解し、文章で表現することができる。C　
最低限押さえてほしい事項(授業で指示します)について、理解し表現できる。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康栄養学科の学生諸君にとって、将来の職場の安全衛生は、密接にかかわる
事柄です。快適な環境の中で働くことを考える人は是非受講して下さい。
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科目名 解剖学Ⅰ 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15010研究室 S-03

担当者 進藤　政臣・川久保　雅友 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限､金曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､健康食品管理士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
健康と病気を考える上では、人体の構造を先ず知る必要があります。そこで、人体の肉眼的なレベルから顕微鏡的なレベルまでの構造、
およびそれに関連した機能を学びます。人体の全体像から入り、それを構成している各器官系の基本的な構造を学び、さらに器官を構成
する組織や細胞についても学びます。また、ヒトが如何にして作られ発育するか（発生学）についても、その概要を学びます。

学修到達目標
各臓器や器官についての構造とそれに関連した機能の概要を理解した上で、知らない人に対して説明できるようになることが到達目標と
なります。

授業の進め方
座学による講義形式で授業を行います。
教科書に沿って内容を説明しますが、理解をしやすくするため、必要に応じてプリントなども使用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1解剖学とは、器官とその系統、組織とその分類1
解剖学とはどういう科目か、器官・器官系、組織・細胞、上皮組織につ
いて講義します

教科書p.1～7を予習しておいてく
ださい．（4時間）

2組織とその分類2 支持組織、筋組織について講義します
教科書p.7～14を予習しておいて
ください．小テストの復習と知識
の整理をしてください．（4時間

3組織とその分類3 神経組織について講義します
教科書p.14～18を予習しておいて
ください．小テストの復習と知識
の整理をしてください（4時間）

4人体の名称と方向，骨格系総論1
人体の外形と構成、からだの方向用語、体部の形態に関する名称、骨格
系とは何か、骨のかたち等について講義します

教科書p.19～28を予習しておいて
ください．小テストの復習と知識
の整理をしてください（4時間）

5骨格系総論2 骨の構造、骨の発生と成長、骨の連結について講義します
教科書p.29～34を予習しておいて
ください．小テストの復習と知識
の整理をしてください（4時間）

6骨格系総論3、筋系総論 関節、筋のかたちと構造、筋のはたらきについて講義します
教科書p.35～37，73～78を予習す
ることと，小テストの復習と知識
の整理をしてください（4時間）

7脈管系総論1 血管、心臓について講義します
教科書p.103～113を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

8脈管系総論2 刺激伝導系、心臓の血管、肺循環と体循環、胎生循環について講義しま
す

教科書p.113～119，134～135の予
習、小テストの復習と知識の整理
をしてください（4時間）

9脈管系総論3 リンパ系、脾臓について講義します
教科書p.135～144を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

10脈管系総論4、消化器系1 胸腺、血液、血球、造血組織、消化管粘膜・腺について講義します
教科書p.144～149、151～154の予
習、小テストの復習と知識の整理
をしてください（4時間）

11消化器系2 口腔、歯、口蓋、舌、唾液腺について講義します
教科書p.154～164を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

12消化器系3 咽頭、食道、胃について講義します
教科書p.165～177を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

13消化器系4 十二指腸、空腸、回腸について講義します
教科書p.177～183を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

14消化器系5 大腸、肝臓の構造について講義します
教科書p.183～187を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

15消化器系6 肝臓の機能、胆嚢、膵臓について講義します
教科書p.187～193を予習し，小テ
ストの復習と知識の整理をしてく
ださい（4時間）

テキスト
「入門人体解剖学　第5版」藤田恒夫著（南江堂）　ISBN:978-4-524-24237-5
(生協で購入してください。)
必要に応じてプリント資料を配付します．

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　小テスト：20％
S: 各臓器の形態と構造，機能について充分理解している，A: 各臓器の形態と
構造についてほぼ理解している，B: 上記について8割程度理解している，C：上
記について6割程度は理解している．試験の難易度は管理栄養士国家試験とほぼ
同じレベルを想定

参考書
「日本人体解剖学　上巻、下巻」金子丑之助ほか著（南山堂）
「組織学」伊藤　隆ほか著（南山堂）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
予習、復習を十分に行い、正しく理解する努力をしてください。他の科目学修
の基礎になります。分からない時は、必ず質問してください。質問は授業中・
受講票への記載・オフィスアワーを利用してください．
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科目名 解剖学Ⅱ（含実習） 学年学期 1年後期 単位数 3 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15011研究室 S-03

担当者 進藤　政臣・川久保　雅友 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限､金曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､健康食品管理士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
前期の解剖学Ⅰに続いて、その他の系や器官について学び、その後、人体全体のモデルや器官モデルを使って、人体の構造を立体的に把
握します。

学修到達目標
講義・実習を通じて、各臓器や器官についての構造と機能の概要を理解することが到達目標となります。

授業の進め方
座学型式で講義を行います。
教科書により各器官について詳細に説明し、人体全体及び臓器モデルを学びます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1呼吸器系1 呼吸器系の概要、鼻腔、副鼻腔、喉頭、気管支について講義し，一部模
型を用いた実習を行います

教科書p.195～204を予習しておい
てください（5時間）

2呼吸器系2 肺について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.204～211の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

3泌尿器系、生殖器系1 腎臓，尿管，膀胱，精巣，精巣上体について講義し，一部模型を用いた
実習を行います

教科書p.213～224の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

4生殖器系2 精管、前立腺、陰茎、精子、卵巣、卵管、子宮について講義し，一部模
型を用いた実習を行います

教科書p.224～233の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

5生殖器系3、腹膜 胎盤、膣、外陰部、臓側腹膜、壁側腹膜、腹膜腔について講義し，一部
模型を用いた実習を行います

教科書p.233～239の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

6内分泌系 下垂体、松果体、甲状腺、上皮小体、副腎、膵臓について講義し，一部
模型を用いた実習を行います

教科書p.241～252の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

7神経系1 神経系の構成と分類について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.253～256の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

8神経系2 脊髄、延髄、橋について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.256～261の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

9神経系3 小脳、中脳、間脳（視床と視床下部）について講義し，一部模型を用い
た実習を行います

教科書p.261～266の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

10神経系4 大脳皮質と機能局在、大脳基底核について講義し，一部模型を用いた実
習を行います

教科書p.266～273の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

11神経系5 脳の血管、脳室について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.273～279の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

12神経系6 脳脊髄膜、脳脊髄液、脳神経Ⅰ・Ⅱについて講義し，一部模型を用いた
実習を行います

教科書p.279～286の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

13神経系7 脳神経Ⅲ～ⅩⅡについて講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.286～293の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

14神経系8 脊髄神経（分布と走行、主な脊髄神経）について講義し，一部模型を用
いた実習を行います

教科書p.293～299の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

15神経系9 自律神経（交感神経、副交感神経、腸管神経系）について講義し，一部
模型を用いた実習を行います

教科書p.300～305の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

16神経系10 伝導路（反射路、求心性伝導路、遠心性伝導路）について講義し，一部
模型を用いた実習を行います

教科書p.305～312の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

17感覚器系1 視覚器（眼球、付属器）について講義し，一部模型を用いた実習を行い
ます

教科書p.313～320の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

18感覚器系2 平衡聴覚器（外耳、中耳、内耳）、皮膚について講義し，一部模型を用
いた実習を行います

教科書p.321～332の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）
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授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

19発生学1 受精から着床まで、発生第2週と第3週、内胚葉、外胚葉、中胚葉、栄養
膜、神経溝・神経管について講義します

教科書p.333～340の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

20発生学2 各臓器の発達（発生第4～8週）、胚、胎児、胎生3月～出生について講
義します

教科書p.340～350の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

21骨格系各論1 あたまの骨（脳頭蓋、頭蓋底、顔面頭蓋）について講義し，一部模型を
用いた実習を行います

教科書p.37～46の予習，小テスト
の復習，知識の整理してください
（5時間）

22骨格系各論2 鼻腔と副鼻腔、脊柱（頸椎、胸椎、腰椎、仙椎）、肋骨、胸骨について
講義し，一部模型を用いた実習を行います

教科書p.46～57の予習，小テスト
の復習，知識の整理してください
（5時間）

23骨格系各論3 上肢（上肢帯，自由上肢）の骨格、骨盤について講義し，一部模型を用
いた実習を行います

教科書p.57～67の予習，小テスト
の復習，知識の整理してください
（5時間）

24骨格系各論4 自由下肢の骨格、股関節と膝関節について講義し，一部模型を用いた実
習を行います

教科書p.67～72を予習の予習，小
テストの復習，知識の整理してく
ださい（5時間）

25筋系各論1 あたまの筋、くびの筋、胸腹部の筋について講義し，一部模型を用いた
実習を行います

教科書p.78～92の予習，小テスト
の復習，知識の整理してください
（5時間）

26筋系各論2 上肢の筋、下肢の筋について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.93～102の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

27脈管系各論1 動脈系について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.119～127の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

28脈管系各論2 静脈系について講義し，一部模型を用いた実習を行います
教科書p.127～133の予習，小テス
トの復習，知識の整理してくださ
い（5時間）

29まとめと質疑1 前回までの全体のまとめと，全体を通じた質疑を行います
これまでの履修した部分を復習し
、理解しにくいところを整理して
おいてください（5時間）

30まとめと質疑2 前回に引き続き，これまでの全体のまとめと，全体を通じた質疑を行い
ます

これまでの履修した部分を復習し
、理解しにくいところを整理して
おいてください（5時間）

テキスト
「入門人体解剖学　第5版」藤田恒夫著（南江堂）　ISBN:978-4-524-24237-5
(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　小テスト：20％
S: 各臓器の形態と構造，機能について充分理解している，A: 各臓器の形態と
構造についてほぼ理解している，B: 上記について8割程度理解している，C：上
記について6割程度は理解している．試験の難易度は管理栄養士国家試験とほぼ
同じレベルを想定

参考書
「日本人体解剖学　上巻、下巻」金子丑之助ほか著（南山堂）
「組織学」伊藤　隆ほか著（南山堂）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
解剖学Ⅰの講義と同様です。実習に当たっては、教科書の図譜を十分観察する
ほか、人体模型の観察を徹底してください。質問は遠慮なくしてください。質
問は授業中・受講票への記載・オフィスアワーを利用してください．
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科目名 医学概論 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15012研究室 S-03

担当者 進藤　政臣 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限､金曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､健康食品管理士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ ○ △

授業概要
人の健康づくりに携わる職種は、医学や医療と密接な関係があります。したがって、医学や医療の正しい知識や現状を学ぶことにより、
健康の増進や疾病の予防をいかにするかを知ることが目的です。
医学は、人の健康と疾病について学ぶ学問であり、この講義では、医学の定義、構成分野、発達の歴史、さらに健康や疾病の基礎的知識
を学びます。その上で、倫理上の点も含めて、今日の医療の課題や問題点も学びます。

学修到達目標
医学や医療体制、疾病、医療倫理、患者の権利、チーム医療、労働者医療、災害医療など全般についての概要を理解できることを到達目
標とします。

授業の進め方
原則的には座学の講義形式で進めます。基本的な事項については、教科書に沿って説明します。問題点については個人個人の考え方を発
表しあって、より妥当な考え方に到達するように努めます。必要に応じてプリントも配布します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1医学の歴史 医学概論とは何か、医学史を学ぶ意義、古代から現在までの医学の流れ
、日本における医学の発展，について講義します

教科書p.1～14を予習しておいて
ください（4時間）

2病気とその治療・予防 健康の定義、病気の分類、医療の目的と治療法、療養施設等，について
講義します

教科書p.15～23を予習しておいて
ください（4時間）

3患者の診察と検査 病歴聴取、診察法、検査の種類と意義等，について講義します 教科書p.24～36を予習しておいて
ください（4時間）

4社会保障と医療保険 社会保障の概念と制度の成立・基盤、社会保険の種類、保健医療制度、
他国の医療制度等，について講義します

教科書p.37～47を予習しておいて
ください（4時間）

5日本の医療の現状と国民の意識
日本の医療の現状、国民の健康意識・受療行動、他国との比較、予防医
療など，について講義します

教科書p.48～61を予習しておいて
ください（4時間）

6わが国の医療の問題点と対策 医師不足、無医地区、救急医療、国の制度改革等，について講義します 教科書p.62～73を予習しておいてください（4時間）

7生活習慣病、健康日本21、産業保健
生活習慣病の概念、健康日本21の成果と課題、特定健診と保健指導、産
業保健等，について講義します

教科書p.74～89を予習しておいて
ください（4時間）

8高齢者医療、健康長寿と介護保険
健康長寿の現状、地域保健と老化防止、介護保険の概要と課題，につい
て講義します

教科書p.99～113を予習しておい
てください（4時間）

9リハビリテーション リハビリテーションの概念の変遷、身体障害者、ノーマリゼイション、
リハビリテーションの種類等，について講義します

教科書p.114～128を予習しておい
てください（4時間）

10医療職の役割とチーム医療 医療従事者の種類と業務、医療の現状とチーム医療の重要性等，について講義します
教科書p.129～145を予習しておい
てください（4時間）

11医療安全 医療事故・前事故事象の概念、事故の原因と対処、院内感染予防、医療
安全対策、安全管理体制，について講義します

教科書p.146～154を予習しておい
てください（4時間）

12災害医療、心身発達 災害医療の概要、過去の災害での教訓、災害医療体制、トリアージ、テ
ロリズム、心身の発達、母子保健、学校保健等，について講義します

教科書p.90～98、155～169を予習
しておいてください（4時間）

13医の倫理、患者の権利1 医療の倫理的側面、自己決定権、生殖医療等，について講義します 教科書p.170～178を予習しておい
てください（4時間）

14医の倫理、患者の権利2 遺伝子診断、脳死、臓器移植、緩和ケア、終末期医療，について講義し
ます

教科書p.179～187を予習しておい
てください（4時間）

15国際医療協力、医学研究 国際医療協力の概要、ODA、JICA、NGO、医学研究の倫理的原則、ヘルシ
ンキ宣言、疫学研究、EBM、臨床研究等，について講義します

教科書p.188～208を予習しておい
てください（4時間）

テキスト
「現代医学概論 第2版」柳澤信夫著（医歯薬出版）　ISBN:978-4-263-73164-
2 (生協で購入してください。)　必要に応じてプリント資料を配付します。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S: 医学・医療の歩みと，日本の医療の特徴，種々の歴史的・社会的・経済的・
倫理的・医療的課題を充分に理解している，A: 上記をほぼ理解している，B:
上記を8割程度は理解している，C： 6割程度は理解している．試験の難易度は
管理栄養士国家試験とほぼ同じレベルを想定

参考書
「医学概論」北村諭著（中外医学社）
「医学概論」日野原重明著（医学書院）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
医学史や現代医学の概要、医療体制を知ることにより、わが国の医療の概要を
理解し、疾病の予防を自ら考えてください。医学概論は教科書を通読すること
が大切です。講義前には是非教科書を読んでおいてください。
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科目名 生理学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25013研究室 S-24

担当者 河野　史倫 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日5限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､健康食品管理士､HACCP管理者､栄教一履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
健康とはどんな状態か？病気になる時、体の中ではいったい何が起こっているのか？それらを理解するためには、人間の体の正常な機能
を知っておく必要があります。本科目では、血液や心循環、筋収縮、神経伝達、内分泌、免疫、呼吸、消化・吸収など、身体機能の仕組
みについて幅広く講義を行います。運動や食習慣による健康づくりについて科学的に考えるための基盤となる知識を習得するのが目的で
す。

学修到達目標
ヒトの各身体機能について、それぞれの主な仕組みを説明できるようになることが目標です。

授業の進め方
講義は指定のテキストに沿って進めていきます。必要な部分は、テキストにはない写真やデータも参考にしながら、よりイメージしやす
くなるように解説していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1血液 血液組成と血液の機能、貧血について、テキストとスライドを使って解
説します。

テキストの第2章を読み、全体の
内容を把握しておくこと。授業ノ
ートをまとめ直す。（4時間）

2免疫 免疫反応とは何か？生体の防御機構とその害について、配布資料とスラ
イドを使って解説します。

授業後は授業ノートを再度まとめ
直す。（4時間）

3循環器1 心臓の仕組みと心電図の見方について、テキストとスライドを使って解
説します。

テキストの第3章（p37まで）を読
み全体の内容を把握しておくこと
。（4時間）

4循環器2 血管と血圧調節の仕組みについて、テキストとスライドを使って解説し
ます。

テキストの第3章（後半）を読み
全体の内容を把握しておくこと。
ノートをまとめ直す。（4時間）

5呼吸 肺の構造と酸素取り込み、肺活量とは何か？について、テキストとスラ
イドを使って解説します。

テキストの第4章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

6消化・吸収 各消化器官で水分や栄養がどのように吸収されるのか、テキストとスラ
イドを使って解説します。

テキストの第5章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

7腎機能と尿 腎臓の作りと尿の生成、利尿作用について、テキストとスライドを使っ
て解説します。

テキストの第6章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

8前半のまとめ 第1回～第7回までの講義内容に関する試験を実施し、解答と解説を行い
ます。

授業前半の内容をまとめ、理解し
ておくこと。（4時間）

9代謝 全身の代謝量を知る方法について、テキストとスライドを使って解説し
ます。

テキストの第7章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

10体温調節 熱の産生と放散、発汗のメカニズムについて、テキストとスライドを使
って解説します。

テキストの第8章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

11骨格筋 筋肉の種類と収縮の仕組みについて、テキストとスライドを使って解説
します。

テキストの第11章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

12神経伝達 神経細胞の作りと神経伝達の仕組みについて、テキストとスライドを使
って解説します。

テキストの第12章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

13自律神経 交換神経と副交感神経、体の機能を維持するための様々な反射について
、テキストとスライドを使って解説します。

テキストの第13章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

14脳機能 部位と役割、記憶、睡眠、情動が起こるメカニズムについて、テキスト
とスライドを使って解説します。

テキストの第14章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

15感覚器 視覚、聴覚、平衡感覚の仕組みについて、テキストとスライドを使って
解説します。

テキストの第15章を読み全体の内
容を把握しておくこと。ノートを
まとめ直す。（4時間）

テキスト
「やさしい生理学」彼末一之、能勢博編（南江堂）　ISBN:978-4-524-25417-
0 (生協で購入してください。)　第7版に改訂されたので注意すること

成績評価の方法・基準
小テスト：30％　定期試験：70％
S：各種生理機能について深く理解しているだけでなく、それらの知識を活用し
実際に生体内で起こる事象について的確な説明および考察ができる。A：授業内
容を細部まで理解し、毎時間のまとめの内容以外の問題も解ける。B：毎時間の
まとめの内容を完全に理解し、問われ方が変わっても正解できる。C：毎時間の
まとめの内容を理解し、それらに関する試験問題が解ける。

参考書
必要な場合は、プリントなどで配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
単に専門用語を覚えるだけではなく、自分の体に日頃起こることをイメージし
ながら講義を聞いてください。用語よりも”仕組み”全体を理解しようとする
ことで、より理解しやすくなります。
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科目名 生化学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25014研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､健康食品管理士､HACCP管理者､栄教一履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
生体を構成する物質の構造や機能を化学の言葉を用いて理解する学問が生化学です。
基礎化学や基礎生物学で得られた知識をもとに、生命現象に関わる主要物質の代謝や、エネルギー代謝ならびに内分泌系および神経系に
よる調節機構について紹介し、生体の恒常性の維持、いわゆるホメオスタ－シスに関する分子基盤について理解します。また、その破綻
がどのような疾病に結びつくかについても紹介します。

学修到達目標
糖質・脂質・たんぱく質・核酸など主要生体物質の代謝とその調節について深く理解し、他人に説明できるようになることや、生理学・
分子生物学・基礎栄養学・分子栄養学・臨床栄養学等の関連分野の理解に必要な考え方や学問的知識の基盤を形成できるようになること
を目的とします。
授業の進め方
基本的にはプリントと教科書を用いて座学形式で授業を進めます。課題として、演習問題を10回分課します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1細胞の構造と生体構成成分
生物を構成する基本単位である細胞について、細胞内小器官の構造と機
能について学びます。また、生体を構成している成分についても学びま
す。

教科書のp15-p24を読んでおくこ
と。講義後、p25 の問題を解くこ
と。（4時間）

2酵素とビタミン・ミネラル
生体内の化学反応は、すべてタンパク質の触媒分子である酵素により行
われています。酵素の性質と反応速度論について学ぶとともに、酵素活
性に影響を与えるビタミンとミネラルについても学びます。

教科書のp63-p75を読んでおくこ
と。講義後、演習問題1を提出す
ること。（4時間）

3糖質代謝① 糖質代謝総論、解糖

糖質代謝の全体像について学びます。消化・吸収後の血中から細胞内へ
のグルコースの取り込み機構とすべての生物に共通のグルコース代謝経
路である解糖系について学びます。

教科書のp111-p117を読んでおく
こと。講義後、演習問題2を提出
すること。（4時間）

4生体エネルギー　クエン酸回路と酸化的リン酸化

解糖系により生じたピルビン酸がミトコンドリアに入りクエン酸回路と
電子伝達系での酸化的リン酸化により水とCO2とエネルギーに変換され
るしくみを学びます。

教科書の第9章と第10章を読んで
おくこと。講義後、演習問題3を
提出すること。（4時間

5糖質代謝② グリコーゲン代謝
グルコースの貯蔵型であるグリコーゲンの合成と分解について学びます
。

教科書のp122-p124を読んでおく
こと。講義後、演習問題4を提出
すること。（4時間）

6
糖質代謝③ グリコーゲン
代謝の調節、ペントースリ
ン酸経路、ウロン酸経路

グリコーゲン代謝のホルモンによる調節と、グルコースの他の代謝経路
として、ペントースリン酸経路やウロン酸合成経路についても学びます
。

教科書の第10章の該当部分を読ん
でおくこと。講義後、演習問題
5を提出すること。（4時間）

7
糖質代謝④ 糖新生、その
他のヘキソースの代謝、糖
質代謝異常症

血糖を維持するための乳酸やアミノ酸からのグルコース合成系である糖
新生とホルモンによる解糖系と糖新生系の調節について学びます。フル
クトースやガラクトースの代謝や糖代謝異常症も学びます。

教科書の第10章の該当部分を読ん
でおくこと。講義後、演習問題
6を提出すること。（4時間）

8脂質代謝① リポタンパク質、トリグリセリド代謝
血中での脂質の存在様式と組織間での輸送経路ならびにトリグリセリド
代謝の概略について学びます。

教科書のp143-p147を読んでおく
こと。講義後、演習問題7を提出
すること。（4時間）

9脂質代謝② 脂肪酸代謝・エイコサノイド代謝

グルコースからの脂肪酸合成と鎖長伸長反応・不飽和化、ミトコンドリ
アでの分解系（β酸化）について学びます。また、エイコサノイドの代
謝も学びます。

教科書の第11章(p147-p152,
p158-p159)を読んでおくこと。
（4時間）

10脂質代謝③ ケトン体代謝 ケトン体とは何か、肝臓でのケトン体合成と筋肉でのケトン体分解について学びます。

教科書のp152-p154を読んでおく
こと。講義後、演習問題8を提出
すること。（4時間）

11脂質代謝④ コレステロール代謝、脂質代謝異常症
コレステロールの合成反応とコレステロールからの胆汁酸・ステロイド
合成について学びます。脂質代謝異常症についても学びます。

p154-p162を読んでおくこと。事
後にはp165-p166の問題をするこ
と。（4時間）

12ホルモンによる糖質・脂質代謝の調節
糖質・脂質代謝とその調節について全体的に復習します。ホルモンによ
る相互の調節関係について統合的に理解できるようにします。

教科書の第9章-第11章を復習して
おくこと。講義後、演習問題1-
8を見直すこと。（4時間）

13
タンパク質・アミノ酸代謝
① 窒素平衡、タンパク質
の分解、アミノ酸代謝

体タンパク質の代謝回転と分解機構、アミノ基転移反応について学びま
す。

教科書の第12章(p167-p174)を読
んでおくこと。（4時間）

14
タンパク質・アミノ酸代謝
② 尿素サイクル、非必須
アミノ酸の合成、代謝異常

尿素サイクルによるアンモニアの解毒、アミノ酸誘導体の生理活性物質
について学んだあと、アミノ酸代謝異常症も学びます。

教科書のp174-p189を読んでおく
こと。講義後、演習問題9を提出
すること。（4時間）

15ヌクレオチド代謝、代謝異常症
ヌクレオチドとは何か、プリン・ピリミジンヌクレオチドの代謝とヌク
レオチド代謝異常症について学びます。

教科書のp191-p200を読んでおく
こと。講義後演習問題10を提出す
ること。（4時間）

テキスト
「管理栄養士養成課程　化学・生化学」大村正史・本三保子・山田一哉編
（理工図書）　ISBN:9784844607861 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：95％　課題：5％
試験60-69点でC。試験70-79点でB。試験80－95点でA。演習課題をすべて期限内
に提出したうえで試験90点以上でS。

参考書
「カラーイラストで学ぶ　集中講義　生化学」鈴木敬一郎・本家孝一・大河
原知水・藤原範子編（メジカルビュー社）　ISBN：9784758300872  代謝の調
節や相互関係、臨床医学との関連について、Q&A 形式で書かれています。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
物質代謝の生理学的役割、調節のメカニズム、さらに代謝の相互関係や位置づ
けを、複合的に理解し、一つのストーリーとして人に説明できるようになるこ
とを意識して講義に臨んでください。

15



科目名 微生物学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25015研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 管理栄養士､食品衛生､健康食品管理士､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
感染症の原因となる様々な微生物について学習します。また、細菌がが産生する、下痢や嘔吐、発熱の原因となる毒素や、微生物由来成
分についての知識を身につけます。さらに、病原体や毒素などの外来の異物を非自己として認識し、それを排除する免疫のメカニズムに
ついても学習します。食に関する微生物を主に取り上げたいと思いますが、管理栄養士国家試験には食に直接関係の無い感染症や免疫に
関する問題が出題されるので、そのような問題にも対応できるような講義を行います。

学修到達目標
食を扱う場合、食材の腐敗、食中毒の発生は極力避けなくてはいけません。いずれも細菌や真菌(カビ)、ウィルスなどの微生物が原因と
なります。これらの微生物はどこにいるのか、どのような条件で増えるのか、病気の原因となるものは何かを学習し、将来管理栄養士と
して働く場合に最低限必要とされる専門知識を身につけることが目標です。
授業の進め方
教科書にそって解説します。最近は新聞やテレビなどのマスコミで感染症の流行が取り上げられることが多いため、そのような感染症な
ども取り上げて解説します。講義のテーマに関連する国家試験問題などを中心に、各講義時間に小テストを行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1微生物学の歴史 人類と微生物の共存や戦いの歴史について学びます。 教科書の1～10ページを読んでお
く（4時間）

2微生物学の基礎 1 微生物にはどのような種類があるかを学び、それらの違いを整理して理
解します。

教科書の11～20ページを予習し、
返却された小テストを復習する
（4時間）

3微生物学の基礎　2 微生物の生理と代謝を学び、微生物の増え方について理解を深めます。
教科書の21～34ページを予習し、
返却された前回の小テストで間違
えた部分を復習する（4時間）

4食品微生物学　1 自然界や食品中にどのような微生物が存在するかを知り、食品をどのよ
うに取り扱ったときに腐敗や食中毒の原因となるか理解します。

教科書の37～53ページを予習し、
返却された前回の小テストで間違
えた部分を復習する（4時間）

5食品微生物学　2　 発酵食品を例に、微生物を利用した食品製造について学び、人に役立つ
微生物がいることを理解します。

教科書の54～67ページを読んで予
習し、前回の小テストで間違えた
部分を復習する（4時間）

6病原微生物学　1　 微生物が起こす感染症(感染機構）について学ぶ。まずは細菌感染症の
種類や原因菌について整理します。

教科書71～99ページを読んで講義
に出席し、前回の小テストで間違
えた部分を復習する（4時間）

7病原微生物学　2 細菌以外の微生物（真菌、ウィルス、寄生虫など）による感染症の種類
や、それらの感染経路について学び、理解を深めます。

教科書の100～117ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

8病原微生物学　3 感染症の治療法(抗生物質と化学療法)について学び、近年問題となって
いる新興感染症、再興感染症との関連についても理解を深めます。

教科書の118～138ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

9滅菌と消毒 滅菌法、消毒法を学び、微生物を死滅、あるいは増殖させない方法を知
ります。

教科書の141～146ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

10免疫学　1　
免疫反応に関わる分子（抗原と抗体）、免疫に関わる細胞（免疫系の構
成と免疫応答）について学び、人体の感染防御機構について理解します
。

教科書の147～152ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

11免疫学　2　 免疫応答と、免疫を利用した病気の予防法(予防接種、血清療法および
免疫グロブリン療法)について学びます。

教科書の153～161ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

12免疫学　3　 免疫不全、アレルギー、自己免疫などを学び、免疫が体に不都合に働く
場合があることを知ります。

教科書の162～170ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

13微生物のバイオテクノロジー　1　
微生物を利用した技術（バイオテクノロジーの歴史と物質生産）につい
て学びます。

教科書の171～181ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

14微生物のバイオテクノロジー　2　
微生物を利用した技術の応用（遺伝子組み換え作物、環境浄化）につい
て学びます。

教科書の182～186ページを予習し
、返却された前回の小テストで間
違えた部分を復習する（4時間）

15講義のまとめ これまで行った小テストの解説を行って講義の要点を整理し、理解が不
足していると思われる点について重点的に復習します。

これまでの小テストを復習し、不
明な点は解説を聞く。それでも理
解できない点は質問する（4時間

テキスト
「微生物学(第3版)」小林秀光・白石淳編（化学同人）　ISBN:978-4-7598-
1239-8 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
病原微生物の種類と構造、それらが関係する感染症を説明できればC、微生物の
性質を理解し食中毒などの感染症を防ぐにはどのような処理や薬剤が有効か説
明できればB、微生物が体内に侵入した時の免疫応答を説明できればA、微生物
に関する基礎知識をもとに、発酵食品、食品の腐敗と保存、食物アレルギーな
どの複合的な現象を説明できればS。

参考書
「微生物の狩人」ポール・ド・クライフ著秋元寿恵夫　訳編（岩波文庫（岩
波書店））
「微生物vs.人類」加藤延夫著（講談社現代新書1771）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
新聞／ラジオ／テレビ等で話題になっている感染関連ニュース（食中毒を含む
）に注目し、常に情報収集をしながら講義に臨んで下さい。タイムリーな話題
を講義で取り上げて解説します。
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科目名 病理学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25016研究室 S-16

担当者 江原　孝史 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士､食品衛生､健康食品管理士､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
病理学は、病気の原因や本態を追究する学問であり、病気に関わるあらゆる学問の基礎になります。人の体には、細胞の変化によってが
んや糖尿病、高血圧、炎症などさまざまな病気がおこります。これらの病変の基礎を学びます。

学修到達目標
がん、アレルギー、炎症、高血圧などの原因とメカニズムについての知識を持ち説明できる。さらにアレルギー、炎症、高血圧などでお
こる臓器の肉眼的な変化と細胞レベルでの変化、がん細胞の特徴とがんの進展について説明できる。

授業の進め方
講義と顕微鏡実習で進めます。また過去の管理栄養士国家試験問題を実際に解きながら、知識の定着を促します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1病理学とは 病気の原因（外因、内因）、疾病の分類について学びます。 自分が過去に罹った病気について
原因、特徴を調べる。(4時間)

2細胞障害 細胞の構造、細胞小器官の変化と異常について学びます。 細胞の基本的構造を調べる。(4時
間）

3代謝異常 タンパク質、核酸、脂質、糖質、無機質、色素代謝異常について学びま
す。

教科書26－41ページを読んでくる
。ビリルビンと黄疸の関係につい
て調べる。(4時間）

4進行性病変 再生と創傷治癒、肥大、過形成、化生、異形成について学びます。
教科書42-47ページを読んでくる
。肥大はどんな臓器におこるか調
べる。（4時間）

5先天異常 先天性疾患、遺伝性疾患（顕性遺伝、潜性遺伝、伴性潜性遺伝）につい
て学びます。

教科書14-25ページを読んでくる
。色盲について調べる。（4時間
）

6病理検査 組織学的検査、電子顕微鏡、免疫組織学的検査、病理解剖について学び
ます。

臓器の固定法、プレパラートの作
成法を学ぶ。（4時間）

7循環障害(1) 充血、うっ血、出血の種類、ショックの分類、虚血とおこりやすい臓器
について学びます。

教科書48-59ページを読んでくる
。出血の種類とそれぞれの特徴に
ついて調べる。（4時間）

8循環障害(2) 血栓とその運命、塞栓の定義とその種類、梗塞、浮腫の原因について学
びます。

浮腫（むくみ）のチェックの方法
と浮腫の原因を学ぶ。4時間

9感染症 細菌、ウイルス、真菌、寄生虫による疾患について学びます。
教科書76-79ページを読んでくる
。新興感染症について調べる。
4時間

10炎症 炎症とは、炎症の3徴、急性炎症、慢性炎症について学びます。
教科書60-65ページを読んでくる
。肺炎の起炎菌について調べる。
4時間

11腫瘍 腫瘍の定義、良性腫瘍と悪性腫瘍の違いについて学びます。
教科書80-87ページを読んでくる
。良性腫瘍について調べる。4時
間

12悪性腫瘍(1) がんと肉腫の違い、がんの生物学、がん細胞の特徴について学びます。
教科書88-91ページを読んでくる
。がんの種類について調べる。
（4時間）

13悪性腫瘍(2) 日本人に多いがんについて、がんの予防、診断、治療について学びます
。

教科書92-97ページを読んでくる
。がんの診断の過程を調べる。
（4時間）

14免疫と免疫疾患 免疫のメカニズム、免疫疾患（自己免疫疾患）について学びます。
教科書66-70ページを読んでくる
。自己免疫疾患について調べる。
（4時間）

15移植 拒絶反応とGVHD（移植片対宿主病）、日和見感染、免疫抑制、免疫不全
について学びます。

教科書74-75ページを読んでくる
。日和見感染について調べる。
（4時間）

テキスト
「図解ワンポイント病理学」岡田英吉著（サイオ出版）　ISBN:978-4-
907176-47-1

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
S : 授業内容を高度に理解し、実習に積極的に取り組みかつ質問し、実習課題
の内容が特に優れ、定期試験も90点以上。A : 授業内容をよく理解し、実習に
積極的に取り組みかつ質問し、実習課題の内容が優れ、定期試験が80点以上。B
: 授業内容を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、実習課題の評価が良
で定期試験が70点以上。C : 授業の内容を理解し、与えられた課題に取り組み
、実習課題の評価が可で定期試験が60点以上。

参考書
「はじめの一歩の病理学」深山　正久編（羊土社）　ISBN：978-4-7581

履修上の注意（学生へのメッセージ）
各臓器の病理学的知識は、臨床医学各論のところで学びますが、参考書などで
自学自習をするよう心がけてください。
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科目名 生理学実習 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25017研究室 S-24

担当者 河野　史倫 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
「血液を循環させる」、「組織で栄養を使う」、「体の状態を維持する」、「筋肉を動かす」と言った、ヒトが持つ基礎的な生理機能を
測定・評価します。普段無意識に行われているカラダの機能には、必ずそれを支える仕組みが存在します。それらを実際に計測し、”デ
ータ”という客観的な情報として取り扱う考え方を養い、レポートや口頭発表による実験結果の報告方法について学びます。

学修到達目標
各種身体機能の測定方法を知り、それぞれの情報が持つ意味を理解することが基本的な目標です。さらに、異なる環境にさらされた時に
、どのようなメカニズムで身体機能が変化するのか、実験結果を基に考察できるようになることが最終的な目標です。

授業の進め方
少人数のグループに分けて実習を実施します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業の進め方、レポート作成方法についての説明と班分けを行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読んでおくこと
。（1時間）

2血液 血液の組成を調べる実習を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

3循環 心電図を測定する実習を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

4組織化学 各臓器の標本を作成し、顕微鏡で観察を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

5尿（1） 水分補給後の尿生成量を測定する実習を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

6尿（2） 発汗の尿生成量を測定する実習を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

7尿（3） 発汗の尿生成量を測定する実習を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

8筋電図 骨格筋の電気的な活動を記録し、姿勢制御や筋力発揮との関係を調べる
実習を行います。

「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

9筋疲労 最大随意筋力を測定する実習を行います。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

10酸素消費（1） 漸増負荷運動を行い、呼気ガス組成や心拍数、乳酸値を測定します。
「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

11酸素消費（2） 低酸素環境で漸増負荷運動を行い、呼気ガス組成や心拍数、乳酸値を測
定します。

「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

12酸素消費（3） 栄養条件を変え漸増負荷運動を行い、呼気ガス組成や心拍数、乳酸値を
測定します。

「生理学」テキストの、次回実習
に関係する部分を読む。レポート
をまとめること。（1時間）

13発表（1） 各班ごとに割り当てられたテーマについて口頭発表を行い、得られたデ
ータに対してクラス全体で討論します。

レポートの修正点をよく調べ、レ
ポートの内容をスライドにまとめ
る。（1時間）

14発表（2） 各班ごとに割り当てられたテーマについて口頭発表を行い、得られたデ
ータに対してクラス全体で討論します。

レポートの修正点をよく調べ、レ
ポートの内容をスライドにまとめ
る。（1時間）

15発表（3） 各班ごとに割り当てられたテーマについて口頭発表を行い、得られたデ
ータに対してクラス全体で討論します。

レポートの修正点をよく調べ、レ
ポートの内容をスライドにまとめ
る。（1時間）

テキスト
必要に応じてプリントを配布します。

成績評価の方法・基準
レポート：80％　課題：20％
S：実験結果を分かりやすく図示でき、得られたデータに対して引用情報等を用
いて的確に考察ができる。A：実験結果を分かりやすく図示し、それらを考察で
きる。B：実験結果を分かりやすく図示できる。C：課題レポートを提出し、内
容に不備がない。

参考書
「やさしい生理学」彼末一之、能勢博編（南江堂）　ISBN：978-4-524-
25417-0

履修上の注意（学生へのメッセージ）
測定データが何を意味するのか、常に考えながら実習に臨んでください。
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科目名 生化学実験 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25018研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 必修 科目種別 実験 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
生理的状態および病的状態のラットから血液や組織を採取し、血液中に含まれるグルコースおよび各種脂質の量を測定します。組織から
酵素を抽出し、解糖系・糖新生系酵素の活性を測定します。また、酵素タンパク質を電気泳動により分離して、解糖系酵素の抗体を用い
たウエスタンブロッティングを行い、酵素活性の変動が酵素タンパク質量の変化によるかどうかを解析します。さらに、組織から total
RNA を調製し、リアルタイム PCR 法を用いて、解糖系酵素遺伝子の発現量を定量します。

学修到達目標
生化学の講義で学んだ生体物質や代謝酵素等を、実際に「モノ」として扱うことにより、講義で得られた知識を実体験に裏打ちされた確
かな知識へと昇華することを目指します。

授業の進め方
実験は、生理学実習室にてグループ単位で行います。グループで実験を行うことでチームの一員としての役割を果たし、1つ1つの実験を
正確に行うことで確かな実験技術を習得し、レポート作成を行うことで科学的な思考の確立を目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実験ガイダンスと動物実験について

本実験の目的と到達目標について説明します。
本実験は動物実験を含むため、動物実験を行う上での注意点や意義につ
いても説明します。

動物実験の3Rについて理解を深め
ること。(1時間)

2実験動物からの試料の採取と保存
絶食ラットと再摂食ラットおよび糖尿病ラットとインスリン治療ラット
を解剖して、血清と肝臓・脾臓を採取して凍結保存します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。原理を理解しておく
こと。(1時間)

3血液成分の測定①（血糖量の測定）

絶食ラットと再摂食ラットおよび糖尿病ラットとインスリン治療ラット
の血中のグルコース濃度（血糖量）をムタロターゼ・グルコースオキシ
ダーゼ法を用いて測定します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

4血液成分の測定②（血中トリグリセリド量の測定）
絶食ラットと再摂食ラットおよび糖尿病ラットとインスリン治療ラット
の血中のトリグリセリド濃度を測定します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

5血液成分の測定③（血中遊離脂肪酸量の測定）
絶食ラットと再摂食ラットおよび糖尿病ラットとインスリン治療ラット
の血中の遊離脂肪酸濃度を測定します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

6酵素の抽出とタンパク質定量

肝臓と脾臓から解糖系酵素ピルビン酸キナーゼや糖新生系酵素セリン脱
水素酵素を含む細胞質画分を抽出して、Bradford 法を用いてタンパク
質量を定量します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

7酵素活性の測定①（ピルビン酸キナーゼ）
肝臓や脾臓由来の試料を用いて、解糖系酵素のピルビン酸キナーゼ活性
を測定します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

8酵素活性の測定②（セリン脱水素酵素）
肝臓や脾臓由来の試料を用いて、糖新生系酵素のセリン脱水素酵素活性
を測定します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

9タンパク質のポリアクリルアミドゲル電気泳動
酵素抽出液を SDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動 (SDS-PAGE) にか
けてタンパク質を分離します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

10ウエスタンブロッティング 特異抗体を用いた化学発光法により、ピルビン酸キナーゼアイソザイム（M 型および L 型）を検出します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

11total RNA の分離・精製・定量 ラットの肝臓、脾臓から、total RNA を分離・精製して、定量します。
プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

12逆転写反応、PCR 法 total RNA から cDNA を合成し、対象の遺伝子を PCR 法により増幅し
ます。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

13DNA のアガロ－スゲル電気泳動
前回実験で増幅された PCR 産物をアガロースゲル電気泳動にかけて確
認します。

プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

14リアルタイム PCR 法を用いた遺伝子発現の定量 L-PK, M-PK, 36B4 mRNA 量をリアルタイムPCR法を用いて定量します。
プロトコルを読んで手順を理解し
ておくこと。本日の結果と考察を
まとめておくこと。(1時間)

15まとめ 講義で学んだことと実験で行ったことを対比させながら、糖質・脂質代
謝とホルモンによる調節について復習し、理解を深めます。

生化学のノートを見直して、全体
像を理解すること。(1時間)

テキスト
1回目にプロトコルを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：60％　レポート：40％
受講態度とは、実験に対する取り組み態度を指す。実験に参加した程度でレポ
ートが50％できるとC。積極的に参加しレポートが60％できるとB。積極的に参
加しレポートが80％できるとA。積極的に参加したうえで、レポートがほぼ満点
だとS。

参考書
「特になし」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
実験器具や試薬は使い方を誤れば危険なこともあるため、実験中は集中して行
ってください。動物の命を犠牲にして行うため、真摯な態度で行ってください
。
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科目名 分子生物学 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25019研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 食品衛生 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
生命現象を分子のレベルで理解しようとするのが、分子生物学です。近年の組み換えDNA技術の進歩により、分子生物学は非常に速いスピ
ードで発展しています。また、医療や食品にも応用されるなど、数多くの関連分野への広がりを示しており、皆さんの今後の日常生活に
も様々な場面で深く関与すると思われます。本講義では、特に遺伝子発現の基本的制御とホルモンや神経伝達物質などのシグナルによる
発現調節メカニズムの面から詳しく紹介します。

学修到達目標
本講義では、分子生物学が明らかにした基本的概念・専門用語の定義・方法論を他人に説明できるようになるまで理解することを目的と
します。

授業の進め方
基本的にはプリントと教科書を用いて座学形式で授業を進めます。課題として、演習問題を9回分課します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ゲノムの構造 ゲノムとは何か？その構造は？について学びます。
教科書のp250-p252を読んでおく
こと。講義後、演習問題1を提出
すること。（4時間）

2DNA の複製と修復 遺伝子の本体である DNA の精緻な複製のメカニズムについて学びます
。

教科書の第17章を読んでおくこと
。講義後、演習問題2を提出する
こと。（4時間）

3遺伝子の転写と RNAプロセシング
遺伝子発現の最初の段階である DNA から RNA への遺伝情報の転写と
mRNA への成熟過程のメカニズムを学びます。

教科書のp254-p257を読んでおく
こと。講義後、演習問題3を提出
すること。（4時間）

4転写促進機構① 原核生物での遺伝子の転写制御機構をオペロン説をモデルとして学びま
す。

教科書の第17章(p261-p262)を読
んでおいてください。（4時間）

5転写促進機構② 真核生物での遺伝子の転写促進機構について時期・組織特異的発現メカ
ニズムの観点から学びます。

教科書の第17章の該当部分を読ん
でおくこと。（4時間）

6転写抑制機構 真核生物での遺伝子の転写抑制機構について、DNA メチル化やヒストン
脱アセチル化の面から学びます。

教科書の第17章を読んでおくこと
。講義後、演習問題4を提出する
こと。（4時間）

7翻訳 mRNA に写し取られた遺伝情報から、生命の表現型であるタンパク質が
どのようにして作られるかについて学びます。

教科書のp257-p260を読んでおく
こと。講義後、演習問題5を提出
すること。（4時間）

8細胞内情報伝達機構総論 細胞同士の間で行われる環境情報分子による伝達メカニズムの全体像に
ついて学びます。

教科書のp222-p224を読んでおく
こと。講義後、演習問題6を提出
すること。（4時間）

9受容体からのシグナル伝達経路①
G蛋白質共役型受容体からの 3 量体 G タンパク質を介した情報伝達に
ついて学びます。

教科書のp226-p227を繰り返し読
んでおくこと。（4時間）

10受容体からのシグナル伝達経路②
チロシンキナーゼ関連受容体のもつチロシンキナーゼ活性を介した情報
伝達経路について学びます。

教科書のp228-p229を読んでおく
こと。講義後、演習問題7を提出
すること。（4時間）

11ホルモンの作用機序 ホルモン作用の階層的フィードバック調節と細胞外シグナル分子による
遺伝子の転写調節について学びます。

教科書のp230を繰り返し読んでお
くこと。（4時間）

12ステロイドホルモンとその受容体 ステロイドホルモンによる遺伝子の転写調節機構について学びます。
教科書のp261-p262を読んでおく
こと。講義後、演習問題8を提出
すること。（4時間）

13栄養素による遺伝子発現の制御①
グルコースやコレステロールによる遺伝子の転写調節機構について学び
ます。

教科書の第17章の該当部分を読ん
でおくこと。（4時間）

14栄養素による遺伝子発現の制御②
脂溶性ビタミンによる遺伝子の転写調節機構やミネラルによる転写後調
節機構について学びます。

教科書の第17章を読んでおくこと
。講義後、演習問題9を提出する
こと。（4時間）

15
遺伝子多型、先天性代謝異
常症、ゲノムインプリンテ
ィング

遺伝子変異と体質や疾患との関わりやエピジェネティックな変化が遺伝
子発現にもたらす影響について学びます。

教科書の第17章(p270-p273)を読
んでおくこと。（4時間）

テキスト
「管理栄養士養成課程　化学・生化学」大村正史・本三保子・山田一哉編
（理工図書）　ISBN:9784844607861 (生協で購入してください。)　（生化学
で使用した教科書と同じです）

成績評価の方法・基準
定期試験：95％　課題：5％
試験60-69点でC。試験70-79点でB。試験80－95点でA。演習課題をすべて期限内
に提出したうえで試験90点以上でS。

参考書
「Essential細胞生物学原書第4版」中村桂子、松原謙一編（南江堂）　
ISBN：9784524261994

履修上の注意（学生へのメッセージ）
管理栄養士養成課程の必修単位ではありませんが、国家試験範囲の内容を含む
ため、積極的に履修してください。
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科目名 臨床医学各論Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA35020研究室 S-03

担当者 進藤　政臣 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限､金曜日1限

関連資格 管理栄養士､食品衛生､健康食品管理士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
チーム医療の一員として臨床栄養学の実践活動を行う上で必要な、各種疾患の原因・病理所見・症状・臨床検査所見・診断・治療方法な
どを学びます。臨床医学各論Ⅰで取り上げる疾患は、食事療法が重要なものが多く、その病態を正しく理解しておくことが必要です。し
たがって、臨床医学各論の内容に沿った各種疾患の知識を学ぶことになります。

学修到達目標
到達目標は、各疾患についての原因、病態、症候、検査所見、治療の概要を理解し、知らない人に対してその内容を説明できることでき
ることです。

授業の進め方
座学による講義形式で行います。
臨床医学各論の内容に合わせて、各疾患の知識を教科書に沿って説明します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1診療の流れ、疾病の成り立ち
診療の流れ、症状と徴候、疾病の種類・原因・診断等の概要について講
義します

教科書p.1～3を予習しておいてく
ださい（4時間）

2疾病診断の概要1 診察法、バイタルサイン、全身症候について講義します
教科書p.5～10を予習しておいて
ください．小テストを復習・整理
してください（4時間）

3疾病診断の概要2 局所症候、検査の種類と意義・限界等について講義します
教科書p.10～17を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

4疾病治療の概要 治療法の概説、終末医療、EBM等について講義します
教科書p.18～23を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

5栄養障害 飢餓、蛋白質・エネルギー栄養障害、悪液質、ビタミン欠乏症と過剰症
について講義します

教科書p.24～36を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

6肥満と代謝疾患1 肥満、メタボリック症候群について講義します
教科書p.37～44を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

7肥満と代謝疾患2 糖尿病について概念、病態、分類、症状、合併症について講義します
教科書p.45～52を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

8肥満と代謝疾患3 糖尿病の診断、治療、脂質異常症について講義します
教科書p.52～63を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

9肥満と代謝疾患4 高尿酸血症、痛風、先天代謝異常について講義します
教科書p.64～68を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

10消化器疾患1 嚥下障害、口腔・食道・胃・十二指腸の疾患について講義します
教。書p.69～75を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

11消化器疾患2 たんぱく漏出性胃腸症，炎症性腸疾患、過敏性大腸炎、下痢・便秘症に
ついて講義します

教科書p.75～82を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

12消化器疾患3 急性・慢性肝炎、肝硬変、脂肪肝、NASHについて講義します
教科書p.82～90を予習しておいて
ください．小テストの復習・整理
をしてください（4時間）

13消化器疾患4 胆石症、胆嚢炎、膵炎、消化器系の悪性腫瘍について講義します
教科書p.90～100を予習しておい
てください．小テストの復習・整
理をしてください（4時間）

14循環器疾患1 虚血・うっ血、血栓・塞栓、動脈硬化について講義します
教科書p.101～109を予習しておい
てください．小テストの復習・整
理をしてください（4時間）

15循環器疾患2 血圧、狭心症、心筋梗塞、不整脈、心不全について講義します
教科書p.109～121を予習しておい
てください．小テストの復習・整
理をしてください（4時間）

テキスト
「疾病の成り立ち：臨床医学（第3版）」津田博子、他著田中　明、加藤昌彦
編（建帛社）　ISBN:978-4-7679-0549-5 C3047 (生協で購入してください。)
　必要に応じてプリント資料を配付します。

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　小テスト：10％
S: 各臓器の構造と機能，症候や検査値の意義，各臓器の疾患について充分に理
解している，A: 上記についてほぼ理解している，B: 上記について8割程度理解
している，C：上記について6割程度は理解している．試験の難易度は管理栄養
士国家試験とほぼ同じレベルを想定

参考書
「スタンダード栄養・食物シリーズ4『疾病の成り立ちⅡ．臓器別の病気』」
近藤和雄ほか編（東京化学同人）　ISBN：978-4-8079-1436-4

履修上の注意（学生へのメッセージ）
臨床栄養学各論や栄養学実習とオムニバス形式で講義が行われます。疾患、栄
養、実践と一連の流れを理解してください。質問は授業中・受講票への記載・
オフィスアワーを利用してください．
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科目名 臨床医学各論Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA35021研究室 S-03

担当者 進藤　政臣 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限､金曜日1限

関連資格 管理栄養士､健康食品管理士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
臨床医学各論Ⅰに続いて、各種疾患の原因・病理所見・症状・臨床検査所見・診断・治療方法などを学びます。各論Ⅰと同様に、臨床医
学各論Ⅱで取り上げる疾患も、食事療法が重要なものが多く、その病態を正しく理解しておくことが必要です。したがって、臨床医学各
論の内容に沿った各種疾患の知識を学ぶ事になります。

学修到達目標
到達目標は、各疾患についての原因、病態、症候、検査所見、治療の概要を理解した上で、他人に説明できることことです。

授業の進め方
座学の型式で講義します。
臨床医学各論の内容に合わせて、各疾患の知識を教科書に沿って説明します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1腎・尿路系疾患1 糸球体腎炎、ネフローゼ、腎不全について講義します 教科書p.122～129を予習しておい
てください（4時間）

2腎・尿路系疾患2 糖尿病性腎症、慢性腎疾患について講義します
教科書p.129～132を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

3腎・尿路系疾患3 尿路結石・透析・酸塩基平衡について講義します
教科書p.133～136を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

4内分泌疾患 内分泌疾患の総論・病態，甲状腺・副腎の機能亢進症・低下症等につい
て講義します

教科書p.137～144を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

5神経疾患 神経症候の特徴，脳血管障害，パーキンソン病，認知症について講義し
ます

教科書p.145～150を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

6呼吸器疾患 慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、肺炎、肺癌について講義します
教科書p.151～157を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

7運動器疾患 骨粗鬆症、骨軟化症、変形性関節症、サルコペニア、廃用症候群，ロコ
モティブシンドローム，フレイルティについて講義します

教科書p.158～165を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

8生殖器疾患 妊娠高血圧症候群、子宮癌、乳癌、前立腺癌について講義します
教科書p.166～170を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

9血液系疾患 貧血の概要、種々の貧血、出血性疾患、白血病、悪性リンパ腫について
講義します

教科書p.171～177を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

10免疫・アレルギー疾患 食物アレルギー、膠原病・自己免疫疾患、免疫不全について講義します
教科書p.178～184を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

11感染症 病原体と感染症（総論）、性感染症、日和見感染、院内感染、抗菌剤、
薬剤耐性菌等について講義します

教科書p.185～189を予習しておい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

12周術期医療（手術と合併症）
手術に伴う全身の変化、胃全摘の術式、胃全摘後合併症等について講義
します

参考図書p.210～214を読んでおい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

13クリティカルケア サイトカインの種類と役割、SIRS、侵襲期の代謝変動等について講義し
ます

参考図書p.215～221を読んでおい
てください．小テストを復習・整
理してください（4時間）

14小児疾患 発育・発達についての総論，代表的小児疾患について講義します
プリント資料を配付します．復習
をしてください。小テストを復習
・整理してください（4時間）

15摂食障害 摂食障害の概念、神経性食欲不振症・過食症、種々の嚥下障害等につい
て講義します

プリント資料を配付します．復習
をしてください．小テストを復習
・整理してください（4時間）

テキスト
「疾病の成り立ち：臨床医学（第3版）」津田博子、他著田中　明、加藤昌彦
編（建帛社）　ISBN:978-4-7679-0549-5 C3047 (生協で購入してください。)
　必要に応じてプリント資料を配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　小テスト：10％
S: 各臓器の構造と機能，症候や検査値の意義，各臓器の疾患について充分に理
解している，A: 上記についてほぼ理解している，B: 上記について8割程度理解
している，C：上記について6割程度は理解している．試験の難易度は管理栄養
士国家試験とほぼ同じレベルを想定

参考書
「スタンダード栄養・食物シリーズ4『疾病の成り立ちⅡ．臓器別の病気』」
近藤和雄ほか編（東京化学同人）　ISBN：978-4-8079-1436-4

履修上の注意（学生へのメッセージ）
臨床栄養学各論、栄養学実習はオムニバス形式で講義が行われます。疾患、栄
養、実践と一連の流れを理解してください。質問は授業中・受講票への記載・
オフィスアワーを利用してください．
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科目名 食生活論 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC15022研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ ○

授業概要
人々の価値観やライフスタイルが多様化してきている現状を踏まえ、人間生活の基盤となる食の問題について、食という営みがもつ多面
性を理解し、総合的に考えていく力を培います。具体的には、栄養士・管理栄養士、栄養教諭、フードスペシャリストといった食・栄養
のプロフェッショナルの資格取得に関する導入教育的な学習を組み入れるとともに、食の機能と役割、食生活の変遷、食生活と文化、食
と健康、地域と食生活などについて学修します。

学修到達目標
知識：食を人間の生きる力の伸展や社会のあり方に結びつけて考え、これからの時代に適合した望ましい食生活のあり方を考察するため
の基礎力を修得します。食・栄養のプロフェッショナルの資格に関連する多くの専門科目に共通する基礎的事項を修得します。
能力：食生活指導の専門家としてのスタンスを確立します。
授業の進め方
基本的には、テキストや配布資料などをもとに講義形式で進めますが、各自の自主的研究や地元の「食」に関心を持って多様な実践を進
めている学外講師などとのディスカッション、アウトキャンパススタディなどを盛り込みながら、多様な学習形態で進めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1食・栄養のプロフェッショナルに求められるもの　

人々の価値観やライフスタイルが多様化してきている現在、食・栄養の
プロフェッショナルに求められるものは何か、その役割を担うための学
修について考えます。

テキスト2-12頁に目を通し質問事
項の把握（2時間）、事後にはレ
ポートのまとめ（2時間）

2食の機能と役割、食生活の変遷

栄養的な側面だけではなく、広い観点で食の機能と役割について考えま
す。また、食のあり方を伝える立場として、現状に至るまでの食生活の
変遷について理解します。

テキスト58-67頁を読む(2時間
）、事後には授業で扱ったデータ
の年次推移の再確認（2時間）

3食と健康 1：健康的な食べ方とは

健康の維持増進の観点から策定されている日本人の食事摂取基準の概要
を理解します。あわせて、食品群の考え方について理解し、対象者に合
わせて活用できるようにします。

テキスト14-17頁を読み質問事項
を把握する（2時間）、事後には
学修要点のまとめ（2時間）

4食と健康 2：食品成分表の概要説明（1）
食品成分表に関する基本的事項（食品群、エネルギー、主要栄養素等
）について理解を深めます。

テキスト18-19、26-35頁を読む
(1時間）、事後には配布プリント
の課題に取り組む(3時間）

5食と健康 3：食品成分表の概要説明（2）
食品成分の微量栄養素等について理解を深め、前回の講義内容とも合わ
せて、献立の栄養価を計算し、評価できるようにします。

テキスト36-44頁を読む（1時間
）、事後は配布プリントの課題に
取り組む（3時間）

6食事様式、食生活と文化 献立作成力を高めるために、日本食を中心として様々な食事様式につい
て学びます。また、食生活に関わる文化についても考察します。

テキスト68-76頁を読む(1時間
）、学修内容を踏まえアウトキャ
ンパスのテーマを設定する（3時

7地域と食生活 1：地産地消、食生活と環境

食・栄養のプロフェッショナルとして、地産地消を進める上で考えてお
くべきことについて、食生活と環境という視点も含めて理解を深め、考
察します。

事前事後に、今回の学習テーマに
関する情報収集、アウトキャンパ
ススタディの準備（4時間）

8地域と食生活 2：アウトキャンパススタディ（1）

アウトキャンパススタディとして、地域の農家を訪問して、農業生産者
がめざしていること、消費者に伝えたいと思っていることなどについて
地域の取り組み事例から学びます。

事前事後に、今回の学習テーマに
関する情報を整理し、レポート課
題をまとめる（4時間）

9地域と食生活 3：アウトキャンパススタディ（2）

アウトキャンパススタディとして、地域で地産地消を進めているシェフ
のレストランを訪問し、講話と料理の試食を通して、食・栄養のプロフ
ェッショナルとしてめざしたいことについて考察します。

事前事後に、今回の学習テーマに
関する情報を整理し、レポート課
題をまとめる（4時間）

10
食と健康 1：献立作成とそ
の評価：食品構成、栄養比
率等

アウトキャンパススタディでの学びを活かして、栄養価以外の視点も重
視した献立作成について学修します。また、食品構成の考え方、献立評
価のための栄養比率等について理解します。

事前に食品成分表の活用方法を復
習（3時間）、事後には確認テス
トに取り組む(1時間）

11食と健康 2：食事バランスガイドについて
献立作成及びその評価に用いる食事バランスガイドに関する理解を深め
、活用方法を学修します。

事前に食事バランスガイドに関す
る情報収集（2時間）、事後には
確認テストに取り組む（2時間）

12
食生活と文化 1：食事のマ
ナー、テーブルコーディネ
ート

食事様式ごとのマナーについて、基本的事項を理解し、日常生活で活用
できるようにします。また、食事を提供する際のテーブルコーディネー
トについて考えます。

事前に食事マナー等に関する情報
収集（2時間）、事後はレポート
課題のまとめ（2時間）

13食生活と文化 2：郷土食等
地域で郷土食等を伝えようとしている学外講師等を招き、その活動を知
ることで、それを食・栄養に関するプロフェッショナルとしてどのよう
に具現化していくかについて考えます。

事前に配布する資料に目を通す
（1時間）、事後はレポート課題
をまとめる（3時間）

14これからの食生活
現在、日本において進められている健康施策と食事とのかかわりについ
て、食物へのアクセスと情報へのアクセスという食環境づくりの視点で
考察します。

事前に自分の周りにある情報や取
組について考える（2時間）、事
後には要点をまとめる（2時間）

15講義全体のまとめ これまでの講義を振り返り、学修した事項を確認します。
事前にこれまでの内容に関する質
問事項を確認（2時間）、事後は
講義全体を振り返る（3.5時間）

テキスト
「めざせ！栄養士・管理栄養士　ナビゲーション」小野章史編（第一出版）
　ISBN:978-4-8041-1291-6 (生協で購入してください。)
「日本食品成分表2018　七訂　本表編」医歯薬出版編（医歯薬出版）　
ISBN:978-4-263-70723-4 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
S:到達達成目標の達成を目指し各回の授業内容をすべて理解し、探究姿勢をも
って課題に取り組み適切にまとめることができる。A: 到達達成目標を意識し、
各回の授業内容を理解して課題に取り組みまとめることができる。B: 到達達成
目標を意識し、各回の授業内容を概ね理解して課題に取り組み一定レベルのま
とめができる。C: 到達達成目標を理解して授業に臨み、各回の授業内容を概ね
理解して課題に取り組み最低限のまとめができる。

参考書
適宜、紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食品成分表等について解説するため、各種資格取得をめざす学生には強く履修
を勧めます。アウトキャンパスステディは土曜日に実施する予定です。使いや
すい電卓は必須アイテムです。
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科目名 食品学実験 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15023研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 実験 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 管理栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
食品を構成する各成分はその品質を決定する重要な要因であり、また食基本的な食品成分の定性・定量法の習得は食品を評価する上で不
可欠です。よって、本実験では、食品の基礎的な分析方法を習得するとともに、原料や製造方法による食品の加工特性の違いについて理
解を深めることを目的とします。食品中の主要成分である水分、脂肪、タンパク質、ビタミン類の分析法について習得します。また、食
品の安全性・毒性の評価法を習得し、さらに実験の後半では実際に食品を作り、習得した分析方法を用いて評価します。

学修到達目標
食品は単一な成分から構成されているものではありません。よって、食品の成分分析をするときに、目的となる成分のみをどのように分
離抽出するか、その原理はどのようなものかを理論的に考えられるように訓練します。よって、食品分析の基礎、器具、機器の基本的な
使い方を徹底的に習得してもらいます。
授業の進め方
指定したテキストとプリントに従い、グループに分かれて実験を行います。また、アウトキャンパススタディを1回実施します。実験終了
後にレポートを作成し、1週間以内に提出します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実験ガイダンス
15回の授業内容について説明します。実験を行う意義、心構え、危険性
について講義するとともに、食品成分表との関連についても説明します
。

実験プロトコールを配布します。
次の授業内容について予習してき
てもらいます。（1時間）

2器具、装置の説明
理化学実験室および精密機器室内の設備、機器、備品等について説明し
ます。また、実験を通して使用する器具の名前や使用方法について説明
します。さらに、これらを使った簡単な実験を行います。

習得した項目についてレポートに
まとめます。（1時間）

3試料の処理、試薬の調整
実験を通じ、使用する試料（大豆）の処理方法を習得します。また、液
体試薬の調整や粉末試料の分包を行います。試薬の調整は危険を伴いま
すので、試薬の特性について十分に説明してから作業を行います。

大豆について各自事前に調べ、習
得した項目についてレポートにま
とめます。（1時間）

4アウトキャンパススタディーの実施

食品の加工演習として、そば打ち体験を実施します。蕎麦は麺に加工す
ることは食品学的には問題が多くあります。その理由、麺への加工特性
を向上させる手法の学習と加工技術の習得を目的とします。

蕎麦について各自事前に調べ、習
得した項目についてレポートにま
とめます。（1時間）

5水分の測定
食品中の水分の測定方法を取得します。試料は大豆とします。食品の水
分含量が食品の保存や加工、分析に大きく影響します。その理由につい
て説明します。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

6糖の測定 糖にも多くの種類、味の性質の違いがあります。甘さの指標としての糖
含量について、市販されている果物を使って分析を実施します。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

7有機酸の測定（総有機酸）
食品中の有機酸の分析方法を修得します。本実験では食酢の酸度を測定
します。本実験では、滴定という操作が重要になります。滴定の方法を
十分に習得してもらいます。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

8灰分の分析
食品中の灰分について説明します。実験では、大豆中のカルシウムの定
量を行う最終目的としますが、その前段として大豆中の灰分の定量を行
います。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

9カルシウムの測定
食品中のカルシウムの分析について実験します。前回、大豆の灰分を定
量した試料を用いて、その前処理から機器による分析を行います。原子
吸光法を用い、大型の測定機器を用いた分析を行います。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

10ルチンの測定①
蕎麦の機能性成分であるルチン分析します。本実験は2回に渡って行い
ます。今回は、蕎麦からルチンを抽出しますが、食品から成分を抽出す
る方法、考え方について習得してもらいます。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

11ルチンの測定②
蕎麦の機能性成分であるルチン分析します。2回目は、抽出液中のルチ
ンを高速液体クロマトフグラフィーという分析機器を用いて分析します
。機器の測定原理、分析方法について習得してもらいます。

習得した項目についてレポートに
まとめます。この回が終了後にレ
ポートを提出します。(1時間）

12脂質の測定①
食品中の脂質の定量法について習得します。試料は大豆と蕎麦を用いま
す。それぞれ抽出方法が異なるため、その測定原理について説明します
。1回目はそれぞれの試料から脂質を抽出します。

習得した項目についてレポートに
まとめます。(1時間）

13脂質の測定②
1回目の実験で抽出された状態から、定量が行えるまでの処理を行いま
す。それぞれの食品中の脂質の色や状態を観察します。分析を通じ、食
品中の脂質の役割や食品への加工について説明します。

習得した項目についてレポートに
まとめます。この回が終了後にレ
ポートを提出します。(1時間）

14タンパク質の測定①
大豆中のタンパク質の定量を行う。一般的に行われるケルダール法の測
定原理、試料の処理、分析方法について習得します。また、簡単な装置
の作成を行います。

大きな危険が伴う実験ですので、
教科書やプロトコールをよく読ん
できてください。(1時間）

15タンパク質の測定②
大豆中のタンパク質の定量を行う。1回目で作成した試料を用いて分析
を行う。今までに使用してきた器具、機器を多く使うので、この時点で
基本的な使用法が習得できていることが望ましい。

習得した項目についてレポートに
まとめます。この回が終了後にレ
ポートを提出します。(1時間）

テキスト
「健康を考えた食品学実験」渡辺達夫ほか編（アイ・ケイコーポレーション
）　ISBN:978-4-87492-218-7 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
レポート：50％　定期試験：50％
試験の成績を50点以上を合格とし、レポート点を加算し素点として評価します
。よって、定期試験の点数が50点未満はDとなります。その他は、合計した素点
の通りA,B,C評価とします。成績上位数名をSとする場合があります。

参考書
「新版食品学実験書」菅原龍幸・青柳康夫編（建帛社）
「改訂食品学実験ノート」仮屋園璋著（建帛社）
「日本食品標準成分表2015年版（7訂）分析マニュアル・解説」（中央法規）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食品の基本的な成分の分析法および器具、機器の扱い方を取得することを目的
とします。実験の基礎知識および技術を習得し、食品成分表に掲載される数値
を詳細に把握し、献立作成の栄養計算等に役立つようにします。
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科目名 調理学実習Ⅰ 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15024研究室 非常勤

担当者 宮本　由香・石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
調理に際し、どうしたら食べ物がおいしくなるかを科学的な観点から理解することを目的とします。調理操作や条件と食物の性状との関
わりを理解するため、調理における条件の違い（温度、時間、力、添加物の成分など）が食べ物の性状に及ぼす影響について実習を実験
を通して検討しながら調理の基礎を学びます。併せて基本的な加工法についても実習します。調理に関する基本的な知識を習得できるこ
とが目標です。

学修到達目標
食材に適した調理方法を選択でき、ならびに、調理施設での衛生管理や健康維持増進につながる美味しい食事の提供および料理の考案が
できるようになることが目標です。

授業の進め方
数名を1グループとして共同で授業を行います。
実験開始前に講義とデモンストレーションを行います。実習後、試食、片付けを行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1調理学実験の概要と諸注意
調理学実験の概要、学習目標、授業の進め方、評価の方法について説明
します。調理実習室にて調理実習室の使用方法、使用上の留意事項を確
認します。

実習着（上下、帽子、シューズ
）を確認し、当日持参できるよう
用意をすること（1時間）。

2食品の計量
計量スプーンや秤などの計量器具を用いて食材の計量実習をする。正し
い使い方の修得と、食材による計量の留意点や適した計量器の選択、測
り手による誤差、量に対する感覚の差を実習を通して学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

3小麦粉の調理性①グルテンの性質（手打ちうどん）
小麦粉の種類について学びます。薄力粉、強力粉を使用しグルテンの抽
出実験をします。中力粉を使用し、手打ちうどんを実習します。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

4小麦粉の調理性②小麦粉の膨化（発酵パン）
強力粉、ドライイーストを用い、発酵パンを実習します。発酵に影響す
る添加物、グルテンの発達に影響する条件について学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

5乳・乳製品の加工　ヨーグルト・カッテージチーズ

身近な牛乳の加工品として、カッテージチーズの実習と、乳酸発酵ヨー
グルトの実習をします。乳たんぱく質の変性、乳酸発酵の原理を学びま
す。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

6大豆の加工　木綿豆腐 国産大豆を使用し、木綿豆腐を加工実習します。大豆たんぱく質の性質
を学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

7
砂糖の調理性①糖蔵（ジャ
ム）、果実中のペクチン質
のゲル

国産無農薬の夏みかんを使ったマーマレードの加工実習をします。果実
中のペクチン質を抽出する過程や糖蔵のための条件を学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

8砂糖の調理性②結晶性（加熱温度による状態の変化）
フォンダン、糖衣、カラメル、飴がけなど、砂糖溶液の加熱による製品
を実習します。加熱温度や添加物による製品への影響を学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

9野菜の調理性　色調変化 調理条件を変化させ、野菜の色素の変化や安定性の違いを実験し、おい
しく調理する条件を学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

10鶏卵の調理性①鮮度鑑別、熱凝固性

新鮮卵、貯蔵卵の鮮度鑑別実験から、それぞれの特徴を学びます。卵の
熱凝固性について条件をかえたゆで卵に調理し、保存の環境や加熱時間
等の違いを理解します。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

11鶏卵の調理性②起泡性、乳化性
卵白のメレンゲの立ちやすさと壊れにくさに対する添加物の影響を実験
します。マヨネーズの実習を通して卵黄の乳化性を理解します。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

12
抽出素材の調理性　寒天・
ゼラチン・カラギーナンの
特性

寒天・ゼラチン・カラギーナンを使用ゲルの物性の特徴や添加物の影響
を、機械測定と目視や触感、試食による官能評価を通して理解します。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

13揚げ物に関する実験 揚げ油の温度の目安、揚げる材料の量、揚げる材料の形状と吸油率、材
料の性質と吸油率を、天ぷらの実習を通して学びます。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

14だし汁の風味と調味　 素材別のだしの特徴を実習と試食による官能評価で理解します。また、
好ましい塩分濃度や温度による味の感じ方の違いを実習します。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

15おいしさの評価とまとめ
果汁を使わずに調整するジュースの実習過程を通して、おいしさに関係
する五感の働きを学びます。また、15回の実験実習についてのポイント
の確認、復習をし、後期の調理学実習Ⅱへの予習を促します。

実験プリントを読み作業の確認を
する。実験データの確認をし、レ
ポ―トを作成する（1時間）

テキスト
(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
レポート：40％　定期試験：40％　受講態度：20％

S:授業内容を高度に理解し安全な実習に配慮でき、調理操作理を応用し新たな
調理を生み出せる。A:授業内容を理解し積極的に取り組み、調理操作の原理や
食材の性質を相互に結びつけることができる。B:授業内容のおおよそが理解で
き、調理操作の原理や食材の性質を安全な操作で確認できる。C：授業の内容が
60%程度理解し安全に調理操作や食材の性質を確認でき安全な作業ができる。

参考書
「健康と調理のサイエンス」品川弘子・川染節江・大越ひろ著（学文社）
「NEW　調理と理論」山崎清子著（同文社）
「Nブックス　調理科学第4版」石原三妃他著森高初恵編著編（建帛社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
グループによる共同作業であり、効率よく、なおかつ安全に作業を進めるため
、役割分担など相談し、事故防止のために十分予習をして臨んでください。実
習内容の理解を深めるため、必ず復習しレポート作成してください。
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科目名 調理学実習Ⅱ 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15025研究室 S-07

担当者 石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､HACCP管理者､栄教一履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
調理学実習Ⅰで学んだことを踏まえて、さらに基礎的な調理技術を習得し、食品、調理器具の取り扱いを学びます。調理を実践する中で
食品の科学的な変化を理解し、おいしい食事を作れるようになることを目的とします。基本的なだしの取り方、炊飯から、煮物、焼き物
、蒸し物、揚げ物、炒め物等加熱調理操作、和え物等、非加熱調理操作を網羅するよう実習し、併せて季節の食材を使い、食材について
の知識を得ることを目標とします。

学修到達目標
基礎的な調理技術、食材の知識について学び、自らの食事を整えることができるようになることを目標とします。後期の授業であるので
、特に秋、冬の食材の使用法について習得することを目標とします。

授業の進め方
数名で班を作り、1回の授業で1食になるよう調理をします。はじめにデモンスントレーションを行い、授業の要点を説明します。デモン
スントレーション終了後に各班に分かれて調理、試食、片づけを行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業概要、学習目標、授業の進め方、レポートの書き方、評価の仕方に
ついて説明します。

調理学実習Ⅰで学んだ内容につい
て復習する。（1時間）

2日本料理の基礎①　炊飯とだしの取り方 炊飯、みそ汁、だし巻き卵、青菜のお浸しの調理を行います。
手順、材料を記録、事前に学習す
る。事後は栄養価計算他レポート
を作成する。（1時間）

3日本料理の基礎②　日常食 栗ご飯、炒り鶏、つみれ汁、わらび餅の調理を行います。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

4日本料理の基礎③　圧力鍋の使用
玄米飯、サバの味噌煮、のっぺい汁、酢の物、果汁かんの調理を行いま
す。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

5西洋料理の基礎①　乳製品の調理
マカロニグラタン、サラダ、ブラマンジェ、コーンクリームスープを調
理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

6西洋料理の基礎②　挽肉の調理
ハンバーグステーキ、人参のグラッセ、ポテトフライ、コンソメスープ
、パウンドケーキを調理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

7日本料理の基礎④　寿司 巻き寿司、いなり寿司、土瓶蒸し、寒天寄せを調理します。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

8日本料理の基礎⑤　秋の供応食
しめじご飯、茶碗蒸し、竜田揚げ。菊花蕪の甘酢漬、どらやきを調理し
ます。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

9中国料理の基礎①　米粉の調理
麻婆豆腐、大根と貝柱のスープ、揚げ春巻、米粉のケーキを調理します
。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

10中国料理の基礎②　魚の姿蒸し 清蒸魚、キュウリの辛味漬、炒飯、アーモンドクッキーを調理します。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

11行事食①クリスマスメニュー
チキンソテー、ワルドルフサラダ、ミネストローネ、パイナップルフロ
マージュを調理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

12行事食②　正月料理 おせち料理、雑煮を調理します。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

13茶道と懐石 茶菓子を調理し、茶道と懐石についての講義、実習を行います。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

14抽出素材の調理 寒天を中心としたゲル化剤、増粘剤についての特別講義、試食を行いま
す。

テーマについてのレポートを作成
する。（1時間）

15まとめ 授業の総括を行い、調理器具設備等の扱いを学びます。 これまでのレポートを復習してお
く（1時間）

テキスト
「明日の健康と調理」三輪里子監修著飯田文子、藤井恵子編（アイ・ケイコ
ーポレーション）　ISBN:978-4-87492-315-3 (生協で購入してください。)　
三輪里子監修
「食品成分表」（ 医歯薬出版）　ISBN:ISBN978-4-263-70723-4 (生協で購入
してください。)　香川芳子監修

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：30％　定期試験：40％
望ましい受講態度・・・事前学習を行い、実習の目的を理解し、積極的に且つ
協力的に、作品を完成させること。成績評価の基準・・・S:実習・レポートに
積極的に取組み、定期試験で極めて優れた作品を提出できる。A:実習・レポー
トに積極的に取組み、定期試験で優れた作品を提出できる。B:実習・レポート
に取り組み、必要な技術知識を習得し、定期試験で基準を満たす内容の作品を
提出できる。C：レポートを提出し、試験課題の基準に合う作品を提出できる。

参考書
「調理のためのベーシックデータ」松本仲子　監修編（女子栄養大学出版部
）　ISBN：978-4789503174
「映像で学ぶ　調理の基礎とサイエンス」　ISBN：978-4-906514-86-1

履修上の注意（学生へのメッセージ）
実習科目であるので欠席しないで下さい。火気、刃物の扱いには注意して、器
具は衛生的に取り扱い、各自身だしなみは清潔に。意欲を持って取り組さい。
授業外でも日常的に調理をするよう心がけてください。
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科目名 食品学総論 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15026研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
食物を構成する食品には、タンパク質、脂質、炭水化物、無機質、ビタミンなど生きていくために必要な成分が含まれています。各成分
の基本的性質や加熱、光などによる成分の変化および、それぞれの化学構造、理化学的性質などを学びます。さらに食品と関連のある色
、味、香りなど、食品を総合的に理解することにより、将来栄養士に就く者としての幅広い知識を養います。

学修到達目標
主要な食品成分の定義や基本的性質・化学変化等を化学構造などから化学的に理解すること、さらに色・味・香りなどの嗜好成分の化学
的性質を学び、食品を総合的に理解することです。食品成分の化学的特性と機能性等について論理的に説明できるようになることが最終
目標です。
授業の進め方
教科書を基本に、重要点をパワーポイント（PP）を使って講義します。講義資料としてPP原稿を配布するので、重要点の理解を中心に講
義を進めます。理解を深めてもらいたい内容については、DVD等の視聴覚教材も活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1人間と食品 食の歴史的変遷を解説した後、食品のもつべき特性、食品成分等につい
て学びます。

事前に教科書P1～P13までを読む
。教科書等を用い、授業内容を復
習してください。(4時間)

2食品中の水分
食品の多くは生物体を原料としており、食品の味や物性、加工や貯蔵な
どに水は重要な役割を有しています。ここでは、水の基本的性質（構造
と性質）、食品における水の性質等について学びます。

事前に教科書P32～P37までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

3炭水化物① 糖質（単糖・オリゴ糖）の化学

単糖の定義、単糖類の分類、単糖類の構造と化学的性質、単糖類の誘導
体等について講述します。さらに、オリゴ糖（主に二糖類）の種類と性
質、グリコシド結合等についても学びます。

事前に教科書P37～P47までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

4炭水化物② 多糖の化学と機能性
多糖類の分類（単純多糖と複合多糖）、多糖類の構造（結合様式）と化
学的性質、糖質の機能性等について学びます。

事前に教科書P47～P49までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

5炭水化物③ 食物繊維の化学と機能性
食物繊維の分類（不溶性食物繊維と水溶性食物繊維）、食物繊維の構造
（結合様式）、食物繊維の機能性等について学びます。

事前に教科書P49～P55までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

6脂質① 脂質の化学と機能性
脂質の定義、脂質の分類、脂肪酸の構造と化学的性質、単純脂質・複合
脂質・誘導脂質の化学構造と性質、機能性等について講述します。

事前に教科書P55～P65までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

7脂質② 油脂の性質
油脂の物理化学的性質は、脂肪酸組成や脂質の構造等の要因によって決
まります。ここでは油脂の全体的な性質を把握するために従来から用い
られてきけん化・ヨウ素化等を中心に学びます。

事前に教科書P65～P72までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

8タンパク質① アミノ酸・ペプチドの化学

タンパク質の構成単位はアミノ酸です。ここでは、まずはじめにアミノ
酸の定義、アミノ酸の種類、アミノ酸の構造と化学的性質等について学
びます。さらにペプチドとペプチド結合等について解説します。

事前に教科書P73～P77までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

9タンパク質② タンパク質の化学
タンパク質の構造（一次～四次構造）、タンパク質の種類と一般的性質
、タンパク質の変性等について学びます。

事前に教科書P78～P81までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

10タンパク質③ タンパク質の機能性

生体内の反応を触媒するタンパク質を酵素といい、多くの酵素が食品の
生産・加工などに広く利用されています。ここでは、酵素の特性、酵素
の種類、食品への応用（固定化酵素等）について学びます。

事前に教科書P82～P94までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

11無機質の化学と機能性
微量食品成分である無機質は、生物が健全な生活を営むうえで重要な栄
養成分の一つです。ここでは各種無機質の化学と機能性について学びま
す。

事前に教科書P94～P98までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。(4時間)

12ビタミン① 脂溶性ビタミンの化学と機能性

ビタミンの分類（脂溶性と水溶性ビタミン）、脂溶性ビタミン（A、D、
E、K）の構造と化学的性質、脂溶性ビタミンの機能性等について学びま
す。

事前に教科書P98～P104までを読
む。教科書等を用い授業内容を復
習してください。(4時間)

13ビタミン② 水溶性ビタミンの化学と機能性
水溶性ビタミン（B群、C）の構造と化学的性質、水溶性ビタミンの機能
性等について学びます。

事前に教科書P104～P111を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。(4時間)

14食品の嗜好成分① 色素成分

食品の色や味、香りはヒトの嗜好を満足させるうえで大きな役割を担っ
ています。ここでは、食品の色素成分の化学的特徴や変色の仕組み等に
ついて学びます。

事前に教科書P112～P119を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。(4時間)

15食品の嗜好成分② 呈味成分・香りの化学

呈味成分は、ヒトの嗜好を決定する要因の中で最も重要な因子です。こ
こでは、甘味を中心に、甘味の分類（糖・糖アルコール類、アミノ酸等
）と化学構造、特性等について講述します。

事前に教科書P120～P130を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。(4時間)

テキスト
「Nブックス　新版 食品学Ⅰ[第2版]」菅原龍幸、青柳康夫著（建帛社）　
ISBN:4-7679-0581-5 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
小テスト：20％　定期試験：80％
S:難しい応用問題が解ける。A:やや難しい応用問題が解ける。B:標準レベルの
応用問題が解ける。C:授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
「管理栄養士講座　食品学」辻英明、五十嵐脩著（建帛社）　ISBN：4-7679-
0457-9
「管理栄養士国家試験受験講座　食べ物と健康Ⅰ」　ISBN：4-8041-1229-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食品学総論は食品学各論等とも関連し、それらを学ぶ上で必要な基礎知識を含
んでいます。質問がある場合は、オフィスアワー等を利用してください。講義
計画に記載された「事前事後学修」を行い、講義に臨むようにしてください。
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科目名 食品学各論 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15027研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､HACCP管理
者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
食品の摂取は、ヒトの生命維持・健康増進および疾病改善において非常に重要です。それ故、ヒトに提供される食品は栄養に富み、安全
であることは元より、嗜好性、アメニティー性も重要な要素となります。よって、食品学の習得は、食品・栄養を学ぶ上でもっとも基礎
となる学問と位置づけられます。本講義では、食品に対する関心を深めると共に基礎的な知識の習得を目的とします。
本講義では、日常食品を十分に理解する事に重点を置き、講義します。

学修到達目標
管理栄養士国家試験の中で、出題数の多い分野である重要な科目です。覚える量も非常に多いです。しかし、1年後期の授業のため、4年
生まで勉強する機会も少なくなるのが現状です。本講義は、教科書を中心に必要事項を徹底的に記録し、参考書としても使えるように利
用していきます。また、国家試験で過去に出題された問題を資料としながら、どのように学習を進めていくかも指導します。
授業の進め方
テキストを使用した講義形式で行います。また、パワーポイントやビデオ等の教材も使用します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス　本講義の
ねらい、概要、テキスト等
について

授業の進め方、教科書の紹介、管理栄養士国家試験における食品学各論
の重要性について解説します。

授業内容をノートに記録できるよ
うにまとめてください。(4時間）

2食品学・・・食品と食物、成分、分類、消費と供給 食品を学ぶ背景について広く解説します。 授業中に話した内容をノートにま
とめてください。(4時間）

3食品成分表 食品成分表の使用方法について解説します。 授業中に話した内容をノートにま
とめてください。(4時間）

4穀類 食品中で最も重要と考える穀類について解説します。また、解説を通じ
たの項目についての進め方を把握してもらいます。

重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

5イモ類、豆類 イモ類、豆類およびそれらの加工品について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

6果実類、キノコ類、海藻類 果実類、キノコ類、海藻類およびそれらの加工品について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

7食肉類 食肉類（牛、豚、鶏、その他）について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

8乳類 乳および乳製品について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

9卵類 卵およびその成分、加工特性について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

10魚介類 魚類、その身の変化および鮮度について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

11食用油脂 油脂の化学的性質および油脂の加工方法等について解説します。
重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

12甘味料、調味料 甘味料、調味料について解説します。また、人工物と天然物との違いや
無添加の表示についても解説します。

重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

13香辛料、嗜好飲料、アルコール

より嗜好性の高い食品の需要や、体に及ぼす影響や効果についても解説
します。また、それらの製造方法は管理栄養士国家試験にも出題されて
いるので、実践的な講義も行います。

重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

14長野県産食品 長野県で生産されている、農、水産、畜産、林産の食品について解説し
ます。

重要事項を教科書に書き込むこと
、授業中に話した内容をノートに
まとめてください。(4時間）

15まとめ（管理栄養士国家試験対策を含む） 15回のまとめと管理栄養士国家試験対策を行います。 ノート、教科書の書き込みチェッ
クをしてください。(4時間）

テキスト
「食べ物と健康 食品学各論・食品加工学［演習問題付］」谷口亜樹子著（光
生館）　ISBN:978-4-332-04063-7 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：85％　出席レポート：15％
定期試験の成績のみで判定します。よって、Aは80～100、Bは70～79点、Cは
60～69点、60点未満をD評価とします。成績上位数名にSを付ける場合がありま
す。

参考書
「新訂原色食品図鑑」（建帛社）
「食品学」（東京化学同人）
「食品学」五十嵐脩編（建帛社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本科目は食品に関わる上で必要不可欠であり、また管理栄養士として幅広い習
得が不可です。調理、給食、食育等において幅広い知識と高度な調理技術によ
り、管理栄養士としてのスキル向上につながります。
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科目名 食品衛生学 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15028研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､健康食品管
理士､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
私たちは毎日の食事の中で適切な栄養摂取により、健康を維持しています。したがって、食事は栄養の供給源であると同時に安全性の高
いことが何よりも重要です。本講座では「食品の安全性」という視点から、食中毒、食品添加物、食品衛生行政、HACCP等、食品衛生に関
する広範囲な事項について学びます。そのなかで「食品の安全性」の重要性を認識し、安全性確保および衛生管理の方法について習得す
ることを目的とします。

学修到達目標
食品衛生に関する広範囲な事項（食品衛生行政と関連法規、食の安全性を脅かす危害因子等）の知識習得とともに、それらについて論理
的に説明できるようになること、さらにHACCPといった食品衛生管理の方法について説明できるようになることを目指します。食品衛生に
関する知識をベースに、食品の安全性を脅かす危害分析を自身の力で行えることが最終目標です。
授業の進め方
教科書を基本に、重要点をパワーポイント（PP）を使って講義します。講義資料としてPP原稿を配布するので、重要点の理解を中心に講
義を進めます。理解を深めてもらいたい内容については、DVD等の視聴覚教材も活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1食品衛生の概念と定義
食品の安全性を揺るがした事例をいくつか紹介しながら、食品の安全性
の重要性を認識してもらいます。食の安全とは何か、食品衛生学とはど
のような学問なのか、さらに食品衛生の定義について講述します。

事前に教科書P1～P6までを読む。
教科書等を用い授業内容を復習し
てください。（4時間)

2食品衛生行政と関連法規
食品衛生の対象と範囲、リスク分析、食品衛生関係法規、食品衛生行政
の役割と組織、食品衛生監視員と食品衛生管理者、コーデックス等につ
いて講述します。

事前に教科書P7～P19までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。（4時間)

3食品衛生と微生物
食品の変質や食中毒の発症を理解するためには、微生物の基礎的な事柄
を学習しなければなりません。微生物の種類、細菌の構造と増殖、真菌
やウィルス等について学びます。

事前に教科書P23～P35までを読む
。教科書等を用い、授業内容を復
習してください。（4時間)

4食品の変質とその防止
食品の変質（腐敗・変敗）と機序について講述します。また、腐敗の判
定法（化学的試験・微生物学的試験・官能試験等）、脂質の変敗の判定
法について説明した後、食品の変質防止法等についても触れます。

事前に教科書P133～P144を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

5食中毒①　食中毒の概要と発生状況

食中毒の概念（定義）、食中毒病因物質による分類、そして日本の食中
毒統計（年次推移・病因物質・原因物質・原因施設・発生季節）を解説
し、日本における食中毒の発生状況等について学びます。

事前に教科書P37～P45までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。（4時間)

6食中毒② 細菌性食中毒（サルモネラ食中毒他）

細菌性食中毒の各論として食中毒原因細菌別に講述します。サルモネラ
属菌、腸炎ビブリオ、病原大腸菌、カンピロバクターで、細菌の分布と
性質・原因食品・症状・予防等について学びます。

事前に教科書P45～P55までを読む
。教科書等を用い、授業内容を復
習してください。（4時間)

7
食中毒③ 細菌性食中毒
（黄色ブドウ球菌食中毒他
）

黄色ブドウ球菌、セレウス菌、ボツリヌス菌、ウェルシュ菌、ナグビブ
リオ、リステリア菌等で、細菌の分布と性質・原因食品・症状・予防等
について学びます。

事前に教科書P55～P64までを読む
。教科書等を用い、授業内容を復
習してください。（4時間)

8食中毒④ ウィルス性食中毒（ノロウィルス他）
ウィルス性食中毒（主にノロウィルス）の病原性、症状、原因食品、予
防等について学びます。

事前に教科書P64～P66までを読む
。教科書等を用い、授業内容を復
習してください。（4時間)

9食中毒⑤ 自然毒食中毒、化学性食中毒

自然毒食中毒の発生状況について解説した後、動物性自然毒や植物性自
然毒について、毒の化学構造や性質、症状、予防法等について学習しま
す。化学性食中毒ではアレルギー様食中毒について学びます。

事前に教科書P66～P82までを読む
。教科書等を用い授業内容を復習
してください。（4時間)

10食品と寄生虫疾患
食中毒以外の食品媒介感染症を学習します。特に寄生虫症について、寄
生虫の分布と生活史、性質、病原性と症状、感染経路の特徴を関連づけ
て学びます。

事前に教科書P95～P106を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

11有害物質による食品汚染①カビ毒

食品汚染物質であるカビ毒（マイコトキシン）について学びます。カビ
毒の種類、産生カビ、主な汚染食品、毒性、法規制等について講述しま
す。

事前に教科書P108～P111を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

12有害物質による食品汚染②残留農薬等

農薬の種類と人体への残留性を学んだ後、食品における残留農薬基準に
ついて、ポジティブリスト制度を中心に講述します。他に内分泌攪乱化
学物質、ダイオキシン類、PCB等の有害性についても学びます。

事前に教科書P111～P113を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

13食品添加物の概念、食品の表示

食品添加物の役割・分類、食品添加物の安全性試験と評価、一日摂取許
容量 (ADI)の設定、食品添加物の指定基準、使用基準、表示基準等につ
いて学びます。

事前に教科書P147～P158を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

14食品添加物の種類とその用途
主要な食品添加物（保存料、甘味料、酸化防止剤、着色料、発色剤など
）の物質名、用途名、表示法等を学びます。

事前に教科書P158～P169を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

15食品衛生の管理と対策 食品の安全を確保する手段としてのHACCPシステムの考え方、構築等に
ついて講述します。またISO22000ついても学びます。

事前に教科書P185～P193を読む。
教科書等を用い、授業内容を復習
してください。（4時間)

テキスト
「管理栄養と生命科学シリーズ　食品衛生の科学」熊田薫他編著（理工図書
）　ISBN:4-8446-0771-7 (生協で購入してください。)
「新訂　原色食品衛生図鑑」細貝祐太郎他編（建帛社）　ISBN:4-7679-6122-
4 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
小テスト：20％　定期試験：80％
S:難しい応用問題が解ける。A:やや難しい応用問題が解ける。B:標準レベルの
応用問題が解ける。C:授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
「管理栄養士講座　食品衛生学」太田房雄、西島基弘著（建帛社）　
ISBN：4-7679-0373-6
「ｻｸｾｽ管理栄養士講座食べ物と健康Ⅱ食品衛生学」　ISBN：4-8041-1282-4

履修上の注意（学生へのメッセージ）
最近の話題も紹介しながら、興味を持って受講してもらえるよう心がけます。
質問がある場合はオフィスアワー等を利用してください。講義計画に記載され
た「事前事後学修」を行ってから、講義に臨むようにしてください。
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科目名 食品化学実験 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15029研究室 非常勤

担当者 近藤　君夫　 必修選択 必修 科目種別 実験 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 管理栄養士､食品衛生､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
食品は、生物であるヒトの生命維持に不可欠な栄養素の源です。何がどれくらい必要であるかは、食品成分の分析に裏打ちされ明らかに
されてきました。食品化学実験では、代表的な栄養素の分析及びコメ品種の判定やアレルゲンの分析を取上げ、実験を通して食品につい
て総合的に考えるとともに、食品成分表に掲載される数値の意味について理解を深めることを目的とします。

学修到達目標
基本的な実験操作を習得し、正しい結果が得られるようにする。反応原理を理解し、分析値から含有量を計算し、考察する。

授業の進め方
栄養成分等の分析法を解説し、班ごとに実験を行い、授業項目ごとに目的、方法、結果、考察等をレポートにまとめ提出します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1はじめに 全体の計画を説明します。また、化学的なはかり方について学びます。 化学的濃度の表示の仕方について予習復習をする。（1時間）

2実験操作の基礎 化学実験に用いられる単位、濃度の単位、試薬の調製法、標定と力価に
ついて学びます。 レポート作成（1時間）

3食塩 モール法による食塩の定量法について学び、実験を行って試料の食塩量
を計算します。 レポート作成（1時間）

4ビタミンC（基礎） 滴定法によるビタミンCの定量法について学び、実験を行って試料中の
ビタミンC含有量を算出します。次回の実験計画を立案します。

実験計画に従い試料を準備します
。（1時間）

5ビタミンC（応用） 第4回で修得した滴定技術を活用し、応用実験により研究的に課題を解
決します。 レポート作成（1時間）

6薄層クロマトグラフィー クロマトグラフィーの原理を学び、緑色野菜に含まれる色素を分析しま
す。 レポート作成（1時間）

7米の品種判別1 コメからDNAを抽出し、PCR法によりDNAを増幅させます。 PCR法について予習しておく（1時
間

8米の品種判別2 PCR産物のアガロースゲル電気泳動を行い、泳動パターンから品種の判
定を行います。 レポート作成（2時間）

9ブドウ糖 酵素を用いたブドウ糖の比色分析法の原理を学び、検量線を作成し、試
料に含まれるブドウ糖を測定します。 レポート作成（1時間）

10食物繊維1 試料を酵素処理し消化性画分を分解します。溶剤処理により水溶性食物
繊維を回収します。

レポートは次回とあわせ提出
（1時間）

11食物繊維2 乾燥させた食物繊維の恒量を測定し、食物繊維量を算出します。 レポート作成（1時間）

12油脂1 食用油の酸価分析法について学び、実験を行って試料の酸価を算出しま
す。

レポートは次回とあわせ提出
（1時間）

13油脂2 食用油の過酸化物価分析法について学び、実験を行って試料の過酸化物
価を算出します。 レポート作成（1時間）

14アレルゲン分析 イムノクロマトグラフィーを利用したそばのアレルゲン分析法について
学び、実験を行いそばアレルゲンの有無を判定します。 レポート作成（1時間）

15まとめ 取組んだ各実験項目を復習し、化学的単位や濃度の計算法について、事
例課題に取組み、理解を深めます。

計算法の復習および分析法の原理
等の復習。（1時間）

テキスト
　プリント資料を配付します。

成績評価の方法・基準
受講態度：35％　レポート：35％　定期試験：30％
受講態度は、積極性、協調性、冷静さの視点から、レポートは、基本的事項の
記入の確認と、考察力および関連事項等を調査する能力から、定期試験では、
取扱った分析手法について理解度を評価し、総合点100～90をS、89～80をA、
79～70をB、69～60をCとします。

参考書
「健康を考えた食品学実験」和泉秀彦他著渡辺達夫、森光康次郎編（アイ・
ケイコーポレーション）　ISBN：978-4-87492-218-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
予習して、実験には積極的に協力して取り組み、結果は必ず記録することを身
につけるようにしてください。結果を食品成分表の記載値と比較したり、文献
等を調べ、レポートに取りまとめることにより、理解を深めてください。
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科目名 調理学 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA15030研究室 S-07

担当者 石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
本講義は、将来の栄養士管理栄養士として、栄養的に優れているだけではなく、嗜好的にも優れた食事を提供できるよう、調理に必要な
理論を習得することを目的とします。おいしさも含めた調理の科学について、基本的な事項を理解することを目標とします。①調理とお
いしさの関係、②食品素材の調理による変化、③調理操作、④調理器具、⑤食の文化などについて、最新の情報を交えながら論じます。
素材や操作、器具の扱いなどが複合的に影響して、食事が成り立つことを学びます。

学修到達目標
調理を「科学的」に理解し、素材の特性を生かし、調製することができる考察力や、それに基づく基礎的な知識が身についている。さら
に、対象者や食材、調理設備により、適切な調理を行うことができる判断能力が身についている。

授業の進め方
教科書を用いて各回のテーマに沿って講義を行います。教科書の内容に加えて、並行して開講されている調理学実習Ⅱを具体例として、
食材の変化や、操作・器具の特徴についてポイントを解説します。必要に応じてプリントを配布します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1食べ物の機能 食べ物には安全性、栄養性、嗜好性、生体調節性などの基本的特性があ
ります。それぞれの特性について解説します。

テキストP1～5までを事前に読む
（4時間）

2食べ物と環境 食に関係する地球の環境問題について解説します。 テキストP5～8までを事前に読む
（4時間）

3嗜好性の要因 おいしさを感じるしくみについて学びながら、人間と食べ物のおいしさ
とのかかわりについて解説します。

テキストP9～27までを事前に読む
（4時間）

4おいしさの評価方法 主観的評価、客観的評価それぞれの手法について概説します。 テキストP28～33までを事前に読
む（4時間）

5調理操作の基礎① 食品の調理操作の変化についての基礎理論について解説します。 テキストP35～42までを事前に読
む（4時間）

6調理操作の基礎② 食品の調理操作の変化についての基礎理論について解説します。 テキストP42～50までを事前に読
む（4時間）

7調理操作の種類 それぞれの調理操作とそれによって起こる科学的な変化について解説し
ます。

テキストP51～72までを事前に読
む（4時間）

8食事設計 食事設計に関する基本的な知識について解説します。 テキストP73～105までを事前に読
む（4時間）

9食品成分の調理機能 炭水化物、たんぱく質、脂質それぞれの特徴について解説します。 テキストP107～113までを事前に
読む（4時間）

10植物性食品の調理機能① 穀類、雑穀の特徴と、調理性について解説します。 テキストP114～126までを事前に
読む（4時間）

11植物性食品の調理機能② イモ類、豆類、野菜類、果実類の特徴と調理性について解説します。 テキストP127～148までを事前に
読む（4時間）

12動物性食品の調理機能① 食肉類の特徴と調理性について解説します。 テキストP148～154までを事前に
読む（4時間）

13動物性食品の調理機能② 魚介類、卵類、乳製品の特徴と調理性について解説します。 テキストP155～168までを事前に
読む（4時間）

14抽出食品素材 でんぷん、多糖類、などの抽出食品素材についての特徴と調理性につい
て解説します。

テキストP168～180までを事前に
読む（4時間）

15調味料・香辛料・嗜好品 調味料・香辛料・嗜好品の調理特性と調理上の効果について解説します
。

テキストP181～189までを事前に
読む（4時間）

テキスト
「Nブックス　調理科学（第4版）」森髙初惠　佐藤恵美子　編著著（建帛社
）　ISBN:978-4-7679-0583-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　定期試験：80％
望ましい受講態度とは・・・事前学習を行ったうえで、授業に臨み、重要な内
容をノートに記載する。また、真摯な態度で授業に出ること。
成績評価の基準・・・S：授業内容を高度に理解し、実践に基づいた応用的な
問題が解ける。A：授業内容を理解し、やや難しい応用問題が解ける。B：授業
内容のおおよそを理解し、試験問題の70％程度が解ける。C：授業の内容の
60％程度を理解している。

参考書
「21世紀の調理学〈1～7〉」川端晶子編著（建帛社）
「NEW　調理と理論」山崎清子　他著（同文書院）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
実際の調理に必要な理論です。真面目に取り組むことを望みます。
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科目名 食品衛生学実験 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25031研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 実験 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､健康食品管理士､HACCP管理
者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
様々な理化学試験や検査等を実際に行い、食品衛生学で習得した知識を確固たるものとします。また、食品の衛生微生物検査における基
礎的な手技を修得するとともに、その意義や原理を学びます。さらに、化学性食中毒の原因物質、食品添加物、農薬などを取り扱い、各
物質の検出原理および手法を修得し、食品の衛生的監視のセンスを養うことを目的とします。

学修到達目標
殺菌消毒の意義を理解し、確実に実践できるようになること、また食品衛生細菌（大腸菌､黄色ブドウ球菌等）の分離の原理を理解し、実
際の検査に応用できるようになることです。各種食品添加物、残留農薬、砒素等の分析方法を身につけ、実践面に応用できることです。

授業の進め方
実験は、4～5人程度の班単位となります。実験を開始する前に毎回、実験の意義や注意点を説明します。さらに実験項目ごとにレポート
の提出があります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス：実験の概要説明と一般的諸注意

食品衛生学実験で行う実験内容の概要を説明した後、実験の心構え、一
般的諸注意事項を説明します。さらにレポートの書き方、器具の洗浄方
法等を実践を交えて説明します。

事前にテキストを読んで臨んでく
ださい。復習して次回の実験に備
えてください。（1時間）

2衛生細菌試験① 空中落下菌と手指の衛生検査
衛生的環境管理の指標である空中落下菌の測定を行います。また、手指
の衛生検査を手形培地とルミテスターと用いて行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

3衛生細菌試験② 一般生菌数（生菌数）の測定
学生に試料を用意してもらい、試料中に含まれる一般細菌数を測定しま
す。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

4衛生細菌試験③ 大腸菌群の分離（定量試験）
学生に試料を用意してもらい、試料中に大腸菌群がいるかどうかを、選
択培地（デソ培地）を用いて行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

5衛生細菌試験④ 大腸菌群の分離（定性試験）
教員側で試料を用意し、大腸菌群の定性試験を行います。実験は、定性
試験用の選択培地（BGLB培地・EMB培地）を用いて行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

6衛生細菌試験⑤ 黄色ブドウ球菌の定性試験
手指、傷口などを試料とし、選択培地（卵黄加マンニット食塩寒天培地
）を用いて、黄色ブドウ球菌の定性試験を行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

7衛生細菌試験⑥ 有胞子細菌の分離
納豆を試料とし、芽胞の耐熱性を利用した淘汰培養法により、有胞子細
菌の分離を行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

8衛生細菌試験⑦ 細菌の形態観察　グラム染色法
大腸菌（グラム陰性菌）と黄色ブドウ球菌（グラム陽性菌）をグラム染
色し、光学顕微鏡にて形態観察を行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

9食品添加物 合成着色料の検出
毛糸染色法にて、食品から合成着色料を抽出し、薄層クロマトグラフィ
ーにて合成着色料の同定を行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

10残留農薬の検出試験① 固相抽出法を用いて、試料から農薬の抽出を行います。 事前にテキストを読んで臨んでく
ださい。（2時間)

11残留農薬の検出試験② ガスクロマトグラフ質量分析計（GCMS）を用いて、農薬の分析を行いま
す。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

12砒素の定量試験① 試料（乾燥ひじき）を、湿式分解法（硫酸-硝酸-過酸化水素水、
200℃で2時間）にて前処理します。

事前にテキストを読んで臨んでく
ださい。（2時間)

13砒素の定量試験② 原子吸光光度計にて砒素の分析をおこないます。
事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

14肉類の鮮度測定
肉類は水分含量が高く、細菌汚染を受けやすい食材であるため、取り扱
いや保存等の注意が必要です。ここでは魚を試料にし、腐敗以前の状態
を知る方法である、K値（鮮度判定恒数）測定を行います。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

15PCR法を利用した品種推定
試料からDNAを抽出し、種特異的なプライマーを混ぜ、ポリメラーゼ連
鎖反応（PCR）を行います。アガロースゲル電気泳動により判定します
。

事前にテキストを読んでください
。実験後にはレポートを提出して
ください。（2時間)

テキスト
「新訂　原色食品衛生図鑑」細貝祐太郎他編（建帛社）　ISBN:4-7679-6122-
4
他にプリントを配付します。

成績評価の方法・基準
レポート：40％　定期試験：40％　受講態度：20％
S:レポートおよび定期試験共に要求された程度を越えて優秀で、問題意識をも
って主体的に実験に取り組む。A:レポートおよび定期試験共に優秀で、主体的
に実験に取り組む。B:レポート、定期試験が共に要求を満たす成績で、実験態
度では特に問題が見あたらない。C:レポート、定期試験、実験態度を総合して
、単位修得を認める合格最低ラインである。

参考書
「食品衛生検査指針（理化学編2005）」（社団法人日本食品衛生協会）　
ISBN：4-8892-5003-9   厚生労働省監修
「食品衛生検査指針（微生物編2004）」（社団法人日本食品衛生協会）　

履修上の注意（学生へのメッセージ）
劇毒物など危険なものを扱うので、十分に説明を聞き理解して実験に臨むこと
が必要です。講義計画に該当する内容を配布テキストから探し、事前に読んで
おいてください。質問がある場合は、オフィスアワー等を利用してください。
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科目名 応用調理学実習 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA25032研究室 S-07

担当者 石原　三妃・宮本　由香 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
調理学実習Ⅰ、Ⅱ・調理学で学んだことを踏まえ、さらに調理についての知識と技術を習得することを目的とします。食材を、より嗜好
性高く調理するための下ごしらえや、工夫などを紹介しながら、多くの食材、調理操作を学びます。日本料理を中心としますが、長野県
の特産であるジビエについて学ぶ機会を持ちます。食の専門家として地域で活躍する基礎的な力を身につけることを目指します。

学修到達目標
幅広い知識を持って調理を行えるようになることを目標とします。最終的には、第三者に提供できる料理を調理することができるように
なることを目標とします。前期科目であるので、特に、春夏の食材の使い方を習得することを目標とします。

授業の進め方
数名で班を作り、実習します。外部から特別講師を招いて講習を行うこともあります。はじめにデモンスントレーションを行い、授業の
要点を説明します。デモンスントレーション終了後に各班に分かれて調理、試食、片づけを行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業の概要、授業の進め方、レポートの書き方、評価方法などについて
説明します。

献立作成のレポートを作成する。
（1時間）

2日本料理①　春の供応食 メバルの煮付け、たけのこの土佐煮　豆ご飯　ハマグリの吸い物　桜餅
を調理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

3西洋料理① サンドイッチ　ポルトガル風トマトサラダ　カスタードプリンを調理し
ます。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

4中国料理① 中国粥　白玉揚げ団子　ひき肉レタス包み　ナスの和え物を調理します
。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

5エスニック料理 チキンカレー、ターメリックライス、生春巻き、スパイスミルクティー
を調理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

6中国料理②　 担担麺、アスパラガスと鶏の炒め物、いかとセロリの和え物、氷糖銀耳
を調理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

7日本料理②　もち米の調理　葛粉の調理 オクラのとろろ汁、えび変わり揚げ、ゴマ豆腐、赤飯を調理します。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

8郷土料理 長野県を中心とした郷土料理を調理します。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

9食肉の調理 ジビエを含む食肉の調理と文化について講義形式で授業を行います。 ジビエについてのレポートを作成
する。（1時間）

10課題　松花堂弁当① 班ごとに松花堂弁当ぼ献立作成を行います。
松花堂弁当についてレポートを作
成し、献立内容について検討して
おく。（1時間）

11課題　松花堂弁当② 松花堂弁当試作を行います。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

12課題　松花堂弁当③ 松花堂弁当を作成し、学内の先生方に試食していただきます。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

13特別講義　ジビエ料理 シカ肉の解体を行います。 事前に作成したレポートを復習し
ておく。（1時間）

14特別講義　ジビエ料理 ジビエを用いた調理を行います。
手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

15西洋料理③西洋料理の供応 ビーフシチュー、シュークリーム、にんじんサラダ、レモンスカッシュを調理します。

手順、材料を記録紙に記入、事前
に学習する。事後は栄養価計算他
レポートを作成する。（1時間）

テキスト
「明日の健康と調理」三輪里子監修著飯田文子、藤井恵子編（アイ・ケイコ
ーポレーション）　ISBN:978-4-87492-315-3
「七訂食品成分表2017」香川芳子著（女子栄養大学出版部）　
ISBN:9784789510165 (生協で購入してください。)
明日の健康と調理は「調理学実習Ⅱ」で用いたテキストを継続して使用する
ため再度購入の必要はありません。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　課題：30％　定期試験：40％
受講態度とは・・実習の目的に沿って作業に積極的に参加し、班員と協力しな
がら作品を作り上げていくこと。評価基準：S:実習・レポートに積極的且つ自
主的に取り組み定期試験で応用的な内容について解ける。A:実習・レポートに
積極的に取り組み定期試験で応用的な内容について8割程度解ける。B:実習に積
極的に取り組み、レポートを完成させ、定期試験を7割程度解ける。C:レポート
を提出し、定期試験を6割程度解ける。

参考書
「調理のためのベーシックデータ 」（女子栄養大学出版部）　ISBN：978-
4789503174
「映像で学ぶ　調理の基礎とサイエンス」松崎政三、藤井恵子、寺本あい著

履修上の注意（学生へのメッセージ）
実習科目であるので欠席はしないようにしてください。火気、刃物の扱いには
注意して実習してください。一つ一つの操作に意味があることを意識して実習
するように心がけましょう。
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科目名 食品機能論 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA35033研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 管理栄養士､栄養士､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､健康食品管理士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
健康食品ブームの中、いわゆる体にいい食品またはその成分に関する正しい知識を持つことが必要な時代です。食品に含まれる成分は、
消化・吸収を経て生体に何らかの作用をしますが、そこに関わる生理機能について解説します。近年、生活習慣病がクローズアップされ
ており、それ故に健康食品産業の市場は拡大しています。しかし、正しい商品の知識と使用方法の認識を持って利用されていないのが現
状と思われます。本講義では、基本的な食品成分の機能性、さらに市場規模が拡大する特定保健用食品について解説します。

学修到達目標
管理栄養士国家試験においても出題される可能性が高い分野です。過去出題された本科目における問題に重点をおいて習得することはも
とより、ただ単に暗記するだけでなく、食品が摂取されてから効果を発揮するまでのプロセスをしっかり把握できるような知識を身に着
けてもらうことを目標とします。
授業の進め方
講義形式で行い、テキストを中心にプリント、論文紹介、スライドなどを用いて解説します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス　 授業全体の説明、教科書の紹介、進め方、定期テストの説明をします。 次回の講義に向けて、ノートの準備をしてください。(4時間）

2食品機能学とは 食品機能学について講義します。身近に存在する機能性食品、または普
段利用している食品の中に含まれる機能性成分について解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

3抗酸化（活性酸素除去）機能およびそれを有する食品

病気の原因の大部分を占める活性酸素が、どのように発生し、体のどこ
に障害を及ぼすか、またそれに対する体の対応と抗酸化作用のある食品
について解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

4消化吸収促進機能およびそれを有する食品
食べ物の消化吸収について再度解説するとともの、食品成分が消化吸収
にどのような係わりをするか解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

5
難消化，吸収阻害と微生物
活性機能とそれらを有する
食品

健康に寄与する観点から、食品の消化吸収に効果をもたらす食品成分に
ついて解説します。また、微生物を利用した加工食品の機能性について
解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

6脂質関連代謝機能とそれを有する食品－1

脂質は、栄養素といての役割だけでなく、体内で代謝され生体調整に大
きく関わっています。ここでは、食品中の脂質の種類、基本的な構造、
脂質の消化吸収について解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

7脂質関連代謝機能とそれを有する食品－2 消化吸収された脂質が発現する機能性について解説します。
講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

8酵素阻害機能とそれを有する食品

食品の消化吸収に関与する酵素群は、国家試験においても必出項目です
。体内における消化吸収にかかわる器官とそこに関与する酵素について
解説します。また、酵素活性に影響を及ぼす食品も解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

9免役系におよぼす機能 食品成分は、消化吸収のみならず、免疫系にも大きく栄養するものがあ
ります。食品成分が免疫系に及ぼす影響につて解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

10神経系におよぼす機能
食品成分が神経系に及ぼす影響について解説します。ヒトの体は自律神
経系によって調整されています。食品成分がポジティブに関与する例を
挙げ、またその効果を期待する市販される食品も紹介します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

11
ストレス、抗ストレス、ス
トレス緩和に関する機能と
食品

近年、よく聞くようになったストレスとは何か？また、ストレスが体に
及ぼす影響とそれを緩和する食品成分や商品について解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

12機能性食品（保健機能食品等）の制度

6000億円を終える特定保健用食品の市場を前に、国家試験においても本
項目は必出事項となっています。トクホを含めた機能性食品の制度等に
ついて解説します。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

13生活習慣病と食品の機能性について

生活習慣病の増加を背景に機能性食品の需要が高まっているのが現実で
す。ドラックストアにおける販売においては、商品と機能性の関連を的
確に説明することが重要です。本テーマについてまとめを行います。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

14
長野県地場産品が有する機
能性と商品化について考え
る

多種多様な食品が栽培、生産される長野県の未来について、機能性を追
求する食品の発掘と商品化について解説し、全員でディスカッションし
ます。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

15まとめとテスト対策
15回の授業のまとめとテスト対策を行います。今までの講義でとったノ
ートが取れているか、重要項目がしっかりマークされているかを確認し
ます。

講義で話した事柄をしっかりノー
トに記載できるように努力してく
ださい。(4時間）

テキスト
「食品機能学」青柳康夫編（建帛社）　ISBN::978-4-7679-0362-0 (生協で購
入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：85％　出席レポート：15％
テストの結果を重視します。60点以上を評価の対象とします。よって60点未満
はDとします。A,B,Cに関しては規定通り評価しますが、成績上位数をSとします
。

参考書
「健康と長寿への挑戦」木苗直秀編（南山堂）
「食品の科学」上野川修一　田之倉優編（東京同人科学）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食品の機能性は人の健康の維持増進に対して特に重要となってきました。保健
機能食品としての市場も拡大しています。管理栄養士として、食品の栄養素が
どのような機能性を発揮するかを習得することは必要不可欠です。
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科目名 食品微生物学（含実験） 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA35034研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 食品衛生､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
本講義では、発酵食品の製造や食品の変質に関与するカビの種類と形態、微生物制御を行なう上で重要な微生物の増殖と環境要因、食品
の腐敗･変敗の原因微生物とその作用、酒・味噌・チーズ等発酵食品製造における微生物の役割などについて解説します。また、アミノ酸
発酵・核酸発酵・抗生物質の生産・酵素生産の発酵生産法の原理を学ぶことにより、発酵生産や自然環境の保持などに微生物学的に取り
組む力をつけていきます。

学修到達目標
発酵食品の製造に関わる微生物を挙げ、その特徴について説明できること、また微生物を利用して製造される食品を挙げて、その生産方
法や発酵原理（微生物の役割）等を説明できることです。さらに、遺伝子操作による有用物質の生産について、その原理と応用について
説明できることが目標です。
授業の進め方
教科書を基本に、重要点をパワーポイントに纏めて講義を行います。理解を深めてもらいたい内容については、DVD等の視聴覚教材も活用
します。また、数回実験室にて微生物実験を行い、実験項目ごとにレポートの提出があります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1はじめに：食品と微生物との関わり
微生物の分類学上の位置を示した後、人類における食品と微生物との関
わりについて講述します。

事前に教科書P1～P33までを読む
。教科書等を使って授業内容を復
習してください。(4時間)

2微生物の種類・生理・代謝 微生物の種類を説明した後、食品微生物学として関連の深い細菌や真菌（カビや酵母）を中心に基本的な性質について学びます。

事前に教科書P35～P76までを読む
。教科書等を使って復習してくだ
さい。(4時間)

3微生物実験①　真菌の形態観察 前の講義で学んだ真菌（麹菌・酵母）の形態観察を行う。
前回の講義を復習して実験に臨ん
でください。実験後はレポートを
提出してください。(4時間)

4食品中の微生物相
食品は動植物由来なので、それぞれが特徴的な微生物相を形成していま
す。穀類、野菜と果実、食肉、乳製品、水産食品等の微生物相について
講述します。

事前に教科書P127～P143を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

5食品の悪変と保蔵
食品の悪変について解説した後、悪変の原因となる微生物と要因等につ
いて講述します。また、食品の悪変を防ぐための食品の保蔵方法と原理
について学びます。

事前に教科書P145～P187を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

6微生物の利用① 発酵食品：アルコール飲料
麹と麦芽の種類と役割について解説した後、清酒、ビール、ワイン等の
アルコール飲料の製造と酵母等の微生物の役割について講述します。

事前に教科書P189～P208を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

7微生物の利用② 発酵食品：調味料
調味食品の歴史と種類等について解説した後、味噌、醤油、食酢等の調
味食品の製造と各種微生物の役割について講述します。

事前に教科書P208～P214を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

8微生物の利用③ 発酵食品：乳製品等
発酵乳や乳酸菌飲料の歴史と種類等について解説した後、ヨーグルトの
製造と乳酸菌の役割について講述します。

事前に教科書P214～P218を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

9微生物実験②　 乳酸菌の純粋分離と生菌数の測定
前の講義で学んだ内容を実験を通して確認します。ここでは、ヨーグル
トを試料に、乳酸菌の分離と生菌数の測定を行います。

前回の講義を復習して実験に臨ん
でください。実験後はレポートを
提出してください。(4時間)

10微生物の利用④  アミノ酸発酵・核酸発酵等
アミノ酸発酵・核酸発酵の歴史を説明した後、目的物質を産生（蓄積
）させる発酵原理について学びます。

事前に教科書P219～P230を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

11微生物の利用⑤ 微生物酵素の利用

酵素を利用した原料加工や物質生産技術を概説した後、微生物酵素をつ
かった有用物質の生産原理（バイオリアクター等）について講述します
。

事前に教科書P241～P248を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

12微生物実験③　微生物酵素の分離と利用（応用）
前の講義で学んだ内容を受け、自然界からアミラーゼ産生菌の検索（ス
クリーニング）します。

前回の講義を復習して実験に臨ん
でください。実験後はレポートを
提出してください。(4時間)

13遺伝子操作とタンパク質工学
遺伝子操作による有用物質の生産とその有用性を説明した後、遺伝子組
換えの原理と応用について講述します。

事前に教科書P249～P264を読む。
教科書等を使って授業内容を復習
してください。(4時間)

14微生物実験④　組換えDNA実験（1）
前の講義で学んだ、遺伝子操作を実際に行う実験です。具体的には、麹
菌のアミラーゼ遺伝子をパン酵母に導入します。

前回の講義を復習して実験に臨ん
でください。実験後はレポートを
提出してください。(4時間)

15微生物実験⑤　 組換えDNA実験（2）

組換えDNA実験（1）の続きで、パン酵母が、麹菌のアミラーゼを産生す
ることができるようなったのかどうかをヨウ素デンプン反応を利用をし
て確認します。

前回の実験原理を復習して実験に
臨んでください。実験後はレポー
トを提出してください。(4時間)

テキスト
「食品微生物学（改訂版）」木村光著（培風館）　ISBN:4-563-03862-5 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
レポート：30％　定期試験：60％　受講態度：10％
S:レポートおよび定期試験共に要求された程度を越えて優秀で、問題意識をも
って主体的に実験に取り組む。A:レポートおよび定期試験共に優秀で、主体的
に実験に取り組む。B:レポート、定期試験が共に要求を満たす成績で、実験態
度では特に問題が見あたらない。C:レポート、定期試験、実験態度を総合して
、単位修得を認める合格最低ラインである。

参考書
「食品微生物学」高見伸治、西瀬弘、大塚暢幸、長澤治子、土居幸雄著（建
帛社）　ISBN：4-7679-0228-2
「微生物学実験書〈基礎と応用〉」小崎道雄、谷村和八郎著（建帛社）　

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食品微生物学（含実験）を履修する学生は微生物学を修得しておくことが望ま
しい。質問がある場合は、オフィスアワー等を利用してください。講義計画に
記載された「事前事後学修」を行ってから、講義に臨むようにしてください。
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科目名 食品の官能評価・鑑別法 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA35035研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日1限

関連資格 管理栄養士､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
我々を取り巻く食環境は非常に多彩であり、またグローバル化が進んでいます。故に、日本古来の食品であっても、その原材料を輸入に
依存する割合も高いのが現状です。また、食品は食品衛生上安全であることはもとより、美味しいことが重要視されるので、食品の品質
を適切に鑑別・評価することが重要です。本演習では食品を官能的また物理化学的に評価する手法(統計的処理を含む)を習得するととも
に、種々の食品の識別を通して食品に対する知識を深める事を目的とします。

学修到達目標
官能評価の演習を通じ、さまざまなパターンにおける食品の評価方法を習得することを目的とします。また、食品学各論のおさらいを含
め、食品を正しく評価するための知識を学び、管理栄養士国家試験に備えます。

授業の進め方
数人のグループに分かれて行い、テキストとプリントに従って演習を行います。演習終了後にレポートを作成し、1週間以内に提出するこ
とを課します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス：本講義の
ねらい、概要、テキスト等
について

食べ物を評価することは、普段の生活においても自然と行われているこ
とです。何気なく選んだ食品は、実はどのようにして選ばれたかを15回
にわたって解説します。

次回実施する事項について、教科
書を読んで来るようにして下さい
。(1時間）

2官能評価とは：概要、官能検査の基本と手法

食品を評価する手法として、官能評価というものがあります。さまざま
なシチュエーションやほしい情報によって、方法を変えて評価します。
官能評価全般について解説します。

次回から官能評価の演習を開始し
ます。教科書をよく読んできてく
ださい。(1時間）

3官能評価の手法 （2つの試料間の差の識別方法）

2つの試料の味の強さの違いを見分ける方法と、2つの試料のどちらを好
むかを選択する方法とその結果を統計解析して結論を導く演習を行いま
す。

教科書をよく読んで、演習の流れ
をつかんでください。(1時間）

43点識別試験法 3点識別試験法の演習を行います。試料はトマトジュースを用います。
2種類のトマトジュースの違いを識別できるかを判断する官能評価です

教科書をよく読んで、演習の流れ
をつかんでください。(1時間）

5スピアマンの順位相関係数 濃度の違う5種類の食塩水の濃度の違いを正しく判断できるかをみる官能評価です。濃度の濃い順に並べてもらいます。
教科書をよく読んで、演習の流れ
をつかんでください。(1時間）

6Newell&MacFrlaneの検定表を用いる検定

数種類の試料に順位をつけたとき、特定の2試料の間に差があるかどう
かをみる場合に用いられる官能評価です。試料間の差を簡便に判定する
ことができます。

教科書をよく読んで、演習の流れ
をつかんでください。（1時間）

7ケンドールの一致性
5つの銘柄のオレンジジュースに好みの順位を付けたとき、その結果が
パネル間の嗜好として有意に一致しているかをみる官能評価です。パネ
ルは5～6名で行います。

教科書をよく読んで、演習の流れ
をつかんでください。（1時間）

8評点法
3種類の試料についてみた目の良さ、テクスチャーの良さなどの性情を
質問するとともに総合的な良さに評点を付ける官能評価です。試料は食
パン、パネルは6名で行います。

教科書をよく読んで、演習の流れ
をつかんでください。（1時間）

9食品の化学的評価法
食品を化学的に評価する手法、機器について解説します。管理栄養士国
家試験の範囲にかかわるので、過去に出題された問題も提示しながら進
めます。

事前に教科書をよく読んでくるよ
うにしてください。ノートはしっ
かり取ってください。（1時間）

10食品の物理的評価法
食品を物理的に評価する手法、機器について解説します。管理栄養士国
家試験の範囲にかかわるので、過去に出題された問題も提示しながら進
めます。

事前に教科書をよく読んでくるよ
うにしてください。ノートはしっ
かり取ってください。（1時間）

11アウトキャンパススタディ 松本大学近郊で生産されている農畜産物の現場を見学に行きます。また、作業体験も実施します。

生産現場での体験、生産者の思い
を聞いた率直な感想をレポートに
まとめてください。（1時間）

12個別食品の鑑別 （穀類、マメ類、野菜・キノコ類）

食品学各論のおさらいにもなります。理栄養士国家試験の範囲にかかわ
るので、過去に出題された問題も提示しながら進めます。食品学各論の
教科書も使用します。

事前に教科書をよく読んでくるよ
うにしてください。ノートはしっ
かり取ってください。（1時間）

13個別食品の鑑別 （畜肉、卵、乳製品）

食品学各論のおさらいにもなります。理栄養士国家試験の範囲にかかわ
るので、過去に出題された問題も提示しながら進めます。食品学各論の
教科書も使用します。

事前に教科書をよく読んでくるよ
うにしてください。ノートはしっ
かり取ってください。（1時間）

14個別食品の鑑別 （魚介類、海藻類）

食品学各論のおさらいにもなります。理栄養士国家試験の範囲にかかわ
るので、過去に出題された問題も提示しながら進めます。食品学各論の
教科書も使用します。

事前に教科書をよく読んでくるよ
うにしてください。ノートはしっ
かり取ってください。（1時間）

15個別食品の鑑別 （飲料、インスタント食品）

食品学各論のおさらいにもなります。理栄養士国家試験の範囲にかかわ
るので、過去に出題された問題も提示しながら進めます。食品学各論の
教科書も使用します。また、試験対策について解説します。

事前に教科書をよく読んでくるよ
うにしてください。ノートはしっ
かり取ってください。（1時間）

テキスト
「新版　食品の官能評価・鑑別演習」日本フードスペシャリスト協会編（建
帛社）　ISBN:978-4-7679-0367-5　 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
出席レポート：15％　レポート：45％　定期試験：40％
テストの結果を重視します。40点以上を評価の対象とします。よって40点未満
はDとします。その上で出席とレポートの評価を加味し規定通りにA,B,Cの評価
としますが、成績上位数名をSとします。

参考書
「おいしさの表現辞典」川端晶子、淵上匠子編（東京堂出版）　ISBN：4-
490-10694-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
生活の中でより良い食品を選択する方法を学び、安心安全な食品を選択する知
識を持つことは栄養士として非常に重要です。多くの食品に触れ、より実践的
な内容にして行きます。演習前の予習をしっかり行って臨んでください。
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科目名 基礎化学Ⅰ（無機） 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL16001研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 食品衛生､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
ヒトはじっとしている時でも運動している時でも、体の中でエネルギーを作り出して使っています。食べ物を材料にしてこのエネルギー
を作り出すのは、体の中のいろいろな細胞で起こっている化学反応です。薪を燃やすたき火も、食べたものからエネルギーを作る反応も
、化学の目で見ると同じような反応です。この講義では、毎日の生活に関わる化学物質や化学反応に目を向け、「化学」の目でさまざま
な現象を理解できるようになることを目的とし、そのための基礎となる無機化学を中心に学習します。

学修到達目標
物質を構成する原子や分子の構造を学習し、化学反応を理解してその反応式が正しく書けるようになることが目標です。講義の終了時に
は元素の周期表を使いこなせるようになりましょう。

授業の進め方
教科書と配布資料を使って講義を行います。毎時間小テストを行います。高校時代化学を勉強しなかった人、化学が苦手だった人は参考
図書にあげた二つの教科書を読むのが良いでしょう。講義の中でも参考図書の内容を紹介します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1物質の構成粒子と物質の分類

物質を構成する基本的な粒子、原子の構造を学びます。さらに、原子が
結合してできる分子や、電子を得たり失ってできるイオンなど化学の基
礎を学習します。

教科書の第1章を予習してから講
義に出席してください（2時間）

2原子量、分子量、物質量
原子の相対質量を理解し、化学反応を考える基礎となる分子量、式量が
使いこなせるようになりましょう。また、モル濃度計算も抵抗なくでき
るようになることが目標です。

教科書の9～18ページの予習と、
返却された小テストの復習（4時
間）

3化学反応式
いろいろな化学反応式が書けるように練習問題を解きます。また、化学
反応式に基づき、反応前後の物質量の計算ができるようになることが目
標です。

教科書の18～22ページの予習と、
返却された小テストの復習（4時
間）

4原子の性質と周期律 原子の構造、特に電子配置に関わる電子殻と元素による電子配置の違い
について学習し、周期表と電子配置の関係を理解します。

教科書第3章の予習と、返却され
た小テストの復習（4時間）

5さまざまな化学結合 化学結合（イオン結合、共有結合、金属結合）がどのようにして形成さ
れているか、電子の配置から理解できるようにします。

教科書第4章の予習と、返却され
た小テストの復習（4時間）

6共有結合と分子 共有結合により形成される分子の構造と、その構造がどのようにして形
成されるか学習します。

教科書第5章の予習と、返却され
た小テストの復習（4時間）

7分子の極性と分子間に働く力

分子内に生じる電荷の偏りによって、分子、あるいは分子間にどのよう
な力が働くのか、その力は物質の性質にどのように影響を与えるのか学
習します。

教科書第6章の予習と、返却され
た小テストの復習（4時間）

8確認テストと解説 第1～6章までの理解度を、筆記試験で確認します。 教科書や小テストで、第1～6章を
復習する（6時間）

9化学平衡
化学平衡という考え方を理解し、平衡定数を計算できるようになること
、また、平衡移動についても説明できるようになることを目標とします
。

教科書第7章の予習と、返却され
た中間テストの復習（4時間）

10酸塩基反応
酸・塩基の定義を学び、強酸・弱酸、強塩基・弱塩基を正しく理解する
。また、中和反応とその結果生成する塩の性質についての理解を深めま
す。

教科書第8章の予習と、返却され
た中間テストの復習（4時間）

11酸塩基平衡と水素イオン濃度
水のイオン積、水素イオン濃度とpHの関係を理解し、モル濃度から水溶
液のpHを求められるようになることが目標です。

教科書第9章の予習と、返却され
た中間テストの復習（4時間）

12酸化還元反応 酸化還元反応を電子の動きから理解します。また、金属のイオン化傾向
を学習し、電池で電気が流れる原理を説明できるようになりましょう。

教科書第10章の予習と、返却され
た中間テストの復習（4時間）

13基礎化学実験① 水素イオン濃度の測定
pHメーターの原理と使い方を学び、様々な溶液のpHを測定する実験実習
です。

事前に配布する資料を読み、教科
書の8、9章を復習しておきましょ
う（4時間）

14基礎化学実験② 緩衝液・中和反応
中和滴定を行い、緩衝作用とはどのようなものかを実感する実験実習で
す。

事前に配布する資料を読み、教科
書の8、9章を復習しておきましょ
う（4時間）

15まとめ これまでの講義と実習の要点をまとめます。十分に理解できてない点を
再確認しましょう。

教科書や小テストを復習し、十分
に理解していない点がどこか調べ
ておく（4時間）

テキスト
「＜基礎固め＞化学、第2版」小島一光著（化学同人）　ISBN:978-4-7598-
1537-5 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
化学の基本となる周期表の情報を理解し、原子、分子の基本構造と、いくつか
の化学結合の違いを正確に説明できればC、化学反応式を書くことができ、化学
平衡の説明ができればB、さらに酸塩基反応や緩衝作用を説明できればA、酸化
還元反応を化学反応の基本である電子の移動から説明できればS。

参考書
「化学、入門編」日本化学会科学教育協議会「グル－プ・化学の本21」編
（化学同人）　ISBN：978-4-7598-109-2
「ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ理科教科書、化学」Suvi Aspholm著　ISBN：978-4-7598-1545-0

履修上の注意（学生へのメッセージ）
化学の基礎をしっかり身につけ、今まであやふやだったところをはっきりさせ
ます。朝起きてから夜寝るまでのいろいろな場面で、どのような化学反応が起
きているか考えてみて下さい。料理は最も身近な化学実験です。
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科目名 基礎栄養学 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA16002研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
　2年次以降で履修する応用栄養学、臨床栄養学等の応用系科目を履修するために必要とされる基本的な栄養学の知識を身につけることが
目的です。

学修到達目標
　五大栄養素の構造および機能、栄養素の消化吸収と代謝の初歩、食欲の調節、エネルギー代謝、水と電解質の代謝、遺伝子と栄養の初
歩までを理解できる事が到達目標です。

授業の進め方
　全て座学で行います。事前学習は不要ですが、復習は毎回配布する復習プリントを講義日から数日間の記憶が新しいうちに指示された
通りに学習して下さい。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1栄養、栄養素とは 栄養、栄養素という言葉の定義、五大栄養素について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

2糖質の栄養① 糖質の構造と分類について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

3糖質の栄養②・脂質の栄養① 糖質の機能、脂質の構造と分類について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

4脂質の栄養②・タンパク質の栄養① 脂質の機能、アミノ酸～タンパク質の構造と分類について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

5タンパク質の栄養② タンパク質の機能について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

6無機質の栄養 無機質の構造、分類、機能について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

7ビタミンの栄養 無機質の構造、分類、機能について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

8栄養素の消化吸収① 消化の分類、消化酵素による栄養素の消化、消化管ホルモンについて学
びます。

復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

9栄養素の消化吸収②・栄養素の代謝① 栄養素別吸収と体内循環、糖質の体内での代謝について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

10栄養素の代謝② 脂質、タンパク質の体内での代謝について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

11水分・電解質の代謝 水分の体内分布と1日の代謝、電解質による体内のpH調節、水分量調節
について学びます。

復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

12エネルギー代謝 体内でのエネルギ産生、ATP、基礎代謝、活動によるエネルギー代謝に
ついて学びます。

復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

13食物繊維と難消化性多糖 食物繊維と難消化性多糖の構造と機能について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

14食欲と摂食の調節 食欲と空腹の違い、脳やホルモンによる摂食調節機構について学びます
。

復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

15遺伝子と栄養 倹約遺伝子仮説、栄養素と遺伝子の関係について学びます。 復習プリントを履修後数日中に学
習して下さい。（4時間）

テキスト
「栄養科学イラストレイテッド　基礎栄養学」田地陽一編（羊土社）　
ISBN:9784758108744 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
管理栄養士として勤務可能な知識レベルにある者をA、そのうち特に優秀な者を
S、栄養士として勤務できる知識レベルにある者をB、栄養士としても知識が不
足している者をC、知識量が不足していて、栄養士としての勤務も困難である者
をDとします。

参考書
「栄養科学イラストレイテッド演習版　基礎栄養学ノート」田地陽一編（羊
土社）　ISBN：9784758108898
「健康・栄養科学シリーズ　基礎栄養学　改定第4版」奥恒行・柴田克己編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
各項目終了時に復習プリントを配布します。配布直後の講義の記憶があるうち
に、指示された方法に則りすみやかに復習してください。それが出来ずに試験
前にまとめて学習した学生の多くは、再履修となっています。
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科目名 基礎化学Ⅱ（有機） 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL16003研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 食品衛生､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ △ △ △

授業概要
　ヒトの体の成り立ちや機能、栄養・食品・医療を学ぶ上で必要とされる有機化合物について構造、性質、命名について理解する事を目
的としています。

学修到達目標
　特に健康栄養学科の学生においては物質の名称と構造、性質が重要となりますので、名称を見聞きして構造やそれに派生する性質が理
解できる事、逆に構造から名称をつける事ができるようになる事を目標としています。

授業の進め方
　13回は座学の講義、2回は実験を行います。実験は12月～1月を予定していますが、講義日程の関係で変更する可能性があります。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1有機化学の基礎① 有機化学とは？、有機化合物の分類法について学びます。 高校までの化学を復習しておく事
。（4時間）

2有機化学の基礎② 鎖式炭化水素の構造と命名法について学びます。 当日学んだ内容の復習をして下さ
い。（4時間）

3有機化学の基礎③ 環式炭化水素の構造と命名法について学びます。 当日学んだ内容の復習をして下さ
い。（4時間）

4応用有機化学① 糖質の分類について学びます。
基礎栄養学および食品学総論（糖
質）の復習をして下さい。（4時
間）

5応用有機化学② 糖質の構造について学びます。
基礎栄養学および食品学総論（糖
質）の復習をして下さい。（4時
間）

6応用有機化学③ 脂質の分類について学びます。
基礎栄養学および食品学総論(脂
質）の復習をして下さい。（4時
間）

7応用有機化学④ 単純脂質の構造について学びます。
基礎栄養学および食品学総論(脂
質）の復習をして下さい。（4時
間）

8応用有機化学⑤ 複合脂質の構造について学びます。
基礎栄養学および食品学総論(脂
質）の復習をして下さい。（4時
間）

9応用有機化学⑥ アミノ酸の構造と分類について学びます。
基礎栄養学および食品学総論(タ
ンパク質）の復習をして下さい。
（4時間）

10応用有機化学⑦ ペプチド、タンパク質の構造と分類について学びます。
基礎栄養学および食品学総論(タ
ンパク質）の復習をして下さい
（4時間）。

11応用有機化学⑧ 核酸の構造について学びます。 当日学んだ内容の復習をして下さ
い。（4時間）

12応用有機化学⑨ 核酸の分類について学びます。 当日学んだ内容の復習をして下さ
い。（4時間）

13実験① 脂質のケン化について（石鹸作り）学びます。 第6～8回の復習をして下さい。
（4時間）

14実験② 甘味を示す化合物の構造と呈味について学びます。 第4、5回の復習をして下さい。
（4時間）

15まとめ 第1～14回のまとめ
第1～14回までを復習し、わから
ない事を明確化しておく事（4時
間）

テキスト
「栄養科学シリーズNEXT　基礎有機化学」高橋吉孝・辻英明編（講談社サイ
エンティフィク）　ISBN:9784061553576 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、2回行う実験に積極的に参加しているか、実験レポートの提出期限
が守られたかで判断します。実験に特に積極的に参加した者をS、積極的に参加
した者をA、実験操作を見ていただけなど消極的だったものをB、特に消極的だ
った者をC、レポート提出が遅れたり、調べるべき内容が不足していた者をDと
します。

参考書
「大学への橋渡し　有機化学」宮本真敏・斉藤正治著（化学同人）　
ISBN：978-4-7598-1021-9
「ブルース　有機化学概説」Paula Y. Bruice著（化学同人）　ISBN：978-4-

履修上の注意（学生へのメッセージ）
この科目は基礎化学Ⅰ（無機）履修済みを前提として講義を行います。基礎栄
養学と連動して講義を行っていますので、可能な限り1年後期に受講する事を勧
めます。
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科目名 基礎栄養学実験 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA26004研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 必修 科目種別 実験 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
　五大栄養素の構造や機能を、実験を通して理解することを目的としています。

学修到達目標
　①基本的な実験器具を正しく使用できる事②実験を行う上での正しい振る舞い（身なり、実験態度、レポートのまとめ方）が出来る事
③適切な参考文献を検索、引用できる事④科学的に正しい考え方ができる事を到達目標としています。

授業の進め方
　1回目は実験の心得として、実験室での安全管理と試薬の濃度計算を学びます。2回目以降は4～5名で班を作り、テーマに沿った実験を
行っていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実験を行う上での心得・試薬濃度計算法
安全に実験を行う上での身なりや振る舞い、試薬の濃度計算（モル濃度
、規定、％）について学びます。

時間内に濃度計算の課題が出来な
かった人は、事後学習でマスター
する事。（1時間以上）

2試薬調製 第3回以降に使用する、用事調製でない試薬を分担して作ります。
事前学習として、濃度計算が出来
るようにしておく事。（1時間以
上）

3唾液アミラーゼの活性度測定
唾液アミラーゼの活性度を、ヨウ素デンプン反応の色の変化で調べます
。

事前学習は基礎栄養学（糖質の消
化）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

4パン酵母を用いた呼吸実験 パン酵母を検体として、糖質代謝を実験的に観察します。
事前学習は基礎栄養学（糖質の代
謝）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

5摂取した糖質源の違いによる血糖値の変動
同じエネルギー量の米、小麦、イモを食べたときの、血糖値の変化を調
べます。

事前学習は基礎栄養学（血糖値の
調節）、事後学習はレポート作成
。（1時間以上）

6タンパク質実験① タンパク質の熱変性を卵白を用いて、等電点沈殿をカゼインを用いて調
べます。

事前学習は基礎栄養学（タンパク
質の性質）、事後学習はレポート
作成。（1時間以上）

7タンパク質実験② 調理形態によるタンパク質の消化を、加熱卵白と生卵白で比較します。
事前学習は基礎栄養学（タンパク
質の性質）、事後学習はレポート
作成。（1時間以上）

8脂質実験① Holch法を用いて、動物肝臓から脂質を抽出します。
事前学習は基礎栄養学（脂質の性
質）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

9脂質実験② 第8回に抽出した脂質を、定量キットを用いて定量します。
事前学習は基礎栄養学（脂質の性
質）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

10パンクレアチンによるInvitro消化実験①
膵抽出物であるパンクレアチンによる、糖質の消化をヨウ素デンプン反
応、フェーリング反応にて観察します。

事前学習は基礎栄養学（糖質の消
化）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

11パンクレアチンによるInvitro消化実験②
膵抽出物であるパンクレアチンによる、脂質、タンパク質の消化を観察
します。（乳脂肪の消化、ゼラチンの消化）

事前学習は基礎栄養学（脂質、タ
ンパク質の消化）、事後学習はレ
ポート作成。（1時間以上）

12各種ビタミンの定性 ドリンク剤を試料として、ビタミンB1,B2,Cの定性を行います。
事前学習は基礎栄養学（ビタミン
）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

13
血清鉄の定量・食事内容に
よる尿成分の違い①事前説
明

動物血清を用いて血清鉄の定量を行います。次週実施する尿成分実験に
ついて事前説明（食事内容など）を行います。

事前学習は基礎栄養学（無機質
）、事後学習はレポート作成。
（1時間以上）

14食事内容による尿成分の違い② 尿検査を実施します。
事前学習は基礎栄養学（タンパク
質の代謝）、事後学習はレポート
作成。（1時間以上）

15実験手技のまとめ 第14回まで実施した実験手法について、特に実験器具の取り扱いについ
て復習します。

第14回までの実験操作について復
習しておく事。（1時間以上）

テキスト
(講義にて配布します。)
必要な資料は第1回目に配布します。

成績評価の方法・基準
レポート：90％　受講態度：10％
受講態度は、遅刻、身なり、実験の参加の様子で判断します。レポート、受講
態度とも、特に良かった者をS、良かった者をA、数回注意した者をB、頻回注意
した者をC、頻回注意しても改善できなかった者をDとします。

参考書
「イラスト栄養生化学実験」柏原秀孝ほか著（東京教学社）　ISBN：4-8082-
6019-0 C3047
「基礎化学実験安全オリエンテーション（DVD付）」山口和也・山本仁著（東

履修上の注意（学生へのメッセージ）
過去の成績の解析から、基礎栄養学の成績不振者に対し受講制限をかけます。
拙くても自力でレポートを書く姿勢を評価します。コピペやレポート販売サイ
トの使用が発覚したら、その時点で0点とし、再履修とします。
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科目名 分子栄養学 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA36005研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
　近年研究の進展が著しい分子生物学で用いられている技術が栄養や食品の分野でどのように利用されているかについて学ぶ事、そこか
ら自分なりの考えを持ち、それを卒業後、社会に出てから公私にわたって活かしてゆける事を目的としています。

学修到達目標
　栄養や医療に関わる諸問題を解決できるようになるため、科学的に正しい情報を収集し、その情報をもとに自分なりの判断や選択がで
きるようになる事、さらに、一般の人々に対して科学的に正しい情報を伝達できるようになる事が到達目標です。

授業の進め方
　前半数回で分子生物学の復習を行い、後半ではその技術が栄養学や医療の分野でどのように利用されているかを座学ならびに実験を通
して学びます。それを踏まえてグループワークを行い、自分の考えをまとめると共に他の受講生の考えにも触れてもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1分子生物学の基礎① DNAとRNA、タンパク質について学びます。 分子生物学で学んだ内容を復習し
ておいて下さい。（4時間）

2分子生物学の基礎② 分子生物学的研究手法について～PCRとその応用について学びます。 分子生物学で学んだ内容を復習しておいて下さい。（4時間）

3分子生物学の基礎③ 分子生物学的研究手法について～DNAアレイ、siRNAなどについて学びま
す。

分子生物学で学んだ内容を復習し
ておいて下さい。（4時間）

4分子生物学の基礎④ ヒトゲノム計画について学びます。 分子生物学で学んだ内容を復習し
ておいて下さい。（4時間）

5分子生物学の基礎⑤ 遺伝子多型と疾患、栄養について学びます。 基礎栄養学（遺伝子と栄養）を復
習しておいて下さい。（4時間）

6分子生物学の栄養学への応用①遺伝子組換え農作物 遺伝子組換え農作物とそれを利用した食品（原理）について学びます。
食品衛生学（遺伝子組換え食品
）を復習しておいて下さい。
（4時間）

7分子生物学の栄養学への応用①遺伝子組換え農作物 遺伝子組換え農作物とそれを利用した食品（応用）について学びます。 第6回の講義の復習（4時間）

8グループワーク① 遺伝子組換え農作物とそれを利用した食品について、まとめと討論を行
います。

第6、7回の講義の復習をしておい
て下さい。（4時間）

9グループワーク① 遺伝子組換え農作物とそれを利用した食品について、討論と発表を行い
ます。

第8回で討論不足のグループは討
論を時間外で行っておく事。発表
準備もしておく事。（4時間）

10分子生物学の栄養学への応用②栄養と遺伝子 生活習慣病と遺伝子と栄養①（肥満と遺伝子多型）について学びます。
第5回および基礎栄養学（遺伝子
と栄養）を復習しておいて下さい
。（4時間）

11分子生物学の栄養学への応用②栄養と遺伝子
生活習慣病と遺伝子と栄養②（栄養素の利用と遺伝子多型）について学
びます。

第5回および10回の復習をしてお
いて下さい。（4時間）

12分子生物学の栄養学への応用②栄養と遺伝子 生活習慣病と遺伝子と栄養③ALDH一塩基多型実験を行います。 第5回、10回、11回の復習をして
おいて下さい。（4時間）

13グループワーク② 生活習慣病と遺伝子と栄養について、まとめと討論を行います。 第5回、10～12回の復習をしてお
いて下さい。（4時間）

14グループワーク② 生活習慣病と遺伝子と栄養について、討論と発表を行います。
第13回で討論不足のグループは討
論を時間外で行う事。発表準備も
しておく事。（4時間）

15まとめ これまでの講義のまとめと総括を行います。 第1～14回の復習をしてきて下さ
い。（4時間）

テキスト
「栄養科学シリーズNEXT　分子栄養学」沖嶋直子、山田一哉他著宮本賢一他
編（講談社）(別途、指示します。）　平成30年4月頃には出版予定ですが、
遅れた場合は別途指示します。
上記のテキストの他、パワーポイント資料やプリント等を用いて講義します
。

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　受講態度：20％
受講態度は、グループワークでの積極性で判断します。自主的に司会や発表者
になるなど、特に積極的に行っていた者をS、積極的に参加していた者をA、討
論に参加できていた者をB、あまり自分の意見を述べられていなかった者をC、
全く自分の意見を述べられていなかった者をDとします。

参考書
「バイオ食品‐社会的受容にむけて‐」日本国際生命科学協会編（建帛社）
　ISBN：4-7679-6057-6 C3077  大谷明、粟飯原景昭監修
「遺伝子工学」近藤昭彦、柴崎誠司（編著）著（化学同人）　ISBN：978-4-

履修上の注意（学生へのメッセージ）
この講義は、分子生物学を履修済みかつ理解している事が前提です。そうでな
い学生は受講登録前に必ず相談して下さい。
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科目名 応用栄養学Ⅰ 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA26006研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
栄養ケアマネジメント、食事摂取基準論の理解にはじまり、生体の環境やストレスに対する適応について、栄養管理の基礎となるエネル
ギーや栄養の生理学的意義や科学的根拠の基本的知識と活用について学びます。

学修到達目標
栄養ケアマネジメント、食事摂取基準のエネルギー、各栄養素の必要量や科学的根拠を理解することです。また、ストレス適応の特徴を
理解し、学んだことを論理的に説明できることです。

授業の進め方
基本的に教科書とパワーポイントスライドを用いて講義を進めます。また必要に応じてプリント配布を行います。演習形式や学習内容の
確認テストを行うこともあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、栄養管理の概念
授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。栄養ケア・マネ
ジメント、栄養ケアプロセスについて学びます。

1章1を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

2栄養管理の進め方・考え方1
栄養スクリーニング、栄養評価、栄養診断、栄養介入、栄養モニタリン
グと評価、アウトカム管理システムの考え方を学びます。

1章、2章を予習し、講義内容を復
習します。（4時間）

3栄養管理の進め方・考え方2
栄養スクリーニング、栄養評価、栄養診断、栄養介入、栄養モニタリン
グと評価、アウトカム管理システムの進め方を学びます。

1章、2章を予習し、講義内容を復
習します。（4時間）

4栄養環境への適応と栄養必要量の科学的根拠1
代謝の基本的概念、摂食後、飢餓時の栄養代謝、栄養素必要量の算出方
法について学びます。

3章、4章を予習し、講義内容を復
習します。（4時間）

5栄養環境への適応と栄養必要量の科学的根拠2
代謝の基本的概念、摂食後、飢餓時の栄養代謝、栄養素必要量の算出方
法について学びます。

3章、4章を予習し、講義内容を復
習します。（4時間）

6食事摂取基準1 食事摂取基準の意義、算定、活用の基礎理論を学びます。
5章を予習し、食事摂取基準
2015年版の各論を復習します。
（4時間）

7食事摂取基準2 食事摂取基準の意義、算定、活用の基礎理論を学びます。
5章を予習し、食事摂取基準
2015年版の各論を復習します。
（4時間）

8成長、発達、加齢1 成長と発達、加齢に伴う栄養について学びます。 6章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

9成長、発達、加齢2 成長と発達、加齢に伴う栄養について学びます。 6章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

10生体リズムと栄養1 生体リズム、内分泌と代謝リズム、生活リズムと生体リズムについて学
びます。

14章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

11生体リズムと栄養2 生体リズム、内分泌と代謝リズム、生活リズムと生体リズムについて学
びます。

14章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

12運動、スポーツと栄養1 運動時の生体応答とエネルギー代謝、健康づくりのための身体活動、運
動、競技者の栄養について学びます。

15章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

13運動、スポーツと栄養2 運動時の生体応答とエネルギー代謝、健康づくりのための身体活動、運
動、競技者の栄養について学びます。

15章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

14ストレス、環境と栄養（温度、気圧、重力）1

ストレス、ストレスに対する生体の反応、ストレスと病気、ストレスに
対する細胞レベルの反応、酸化ストレス、ストレスと栄養、環境変化と
栄養について学びます。

16章、17章、18章、19章を予習し
、講義内容を復習します。（4時
間）

15ストレス、環境と栄養（温度、気圧、重力）2

ストレス、ストレスに対する生体の反応、ストレスと病気、ストレスに
対する細胞レベルの反応、酸化ストレス、ストレスと栄養、環境変化と
栄養について学びます。

16章、17章、18章、19章を予習し
、講義内容を復習します。（4時
間）

テキスト
「栄養科学シリーズNEXT 応用栄養学」木戸康博、小倉嘉夫、中坊幸弘編（講
談社）　ISBN:978-4-06-155380-4 (生協で購入してください。)　応用栄養学
Ⅱと共通

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、受講票での積極的な質問と授業中の発言を得点化して評価し、定
期試験と総合的に評価します。60点以上でC評価、70点以上でB評価、80点以上
でA評価とし、概ね95点以上でS評価とします。

参考書
「日本人の食事摂取基準2015年版」菱田明、佐々木敏編（第一出版）　
ISBN：978-4-8041-1312-8  食事摂取基準論で使用します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
最適な栄養ケアを行うためには、各ライフステージの特性と課題を理解する必
要があり、応用栄養学は基礎と実践を繋げる重要な分野です。学習内容を積極
的に予習、復習し、理解を深めていきましょう。
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科目名 応用栄養学Ⅱ 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA26007研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
栄養ケアマネジメント、食事摂取基準論の理解に加えて、各ライフステージの身体的・生理的特徴、栄養管理の基礎となるエネルギーや
栄養素の摂り方やその科学的根拠について学びます。

学修到達目標
栄養ケアマネジメント、食事摂取基準のエネルギー、各栄養素の必要量や科学的根拠を理解することです。また、各ライフステージの特
性を理解し、食事摂取基準を論理的に運用できることです。

授業の進め方
基本的に教科書とパワーポイントスライドを用いて講義を進めます。また必要に応じてプリント配布を行います。演習形式や学習内容の
確認テストを行うこともあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1妊娠期、授乳期の栄養1 妊娠期、授乳期の身体状況の変化について学びます。 7章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

2妊娠期、授乳期の栄養2 妊娠期、授乳期の栄養状態の評価、判定と栄養管理を学びます。 7章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

3乳児期の栄養1 身体状況の変化、乳児期の健康障害、栄養状態の評価と判定について学
びます。

8章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

4乳児期の栄養2 食事摂取基準、栄養管理について学びます。 8章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

5幼児期の栄養1 身体状況、栄養状態の変化、栄養状態の評価と判定について学びます。 9章を予習し、講義内容を復習します。（4時間）

6幼児期の栄養2 栄養素必要量と摂取安全域の考え方、栄養管理について学びます。 9章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

7学童期の栄養1 身体状況、栄養状態の変化、栄養状態の評価と判定について学びます。 10章を予習し、講義内容を復習します。（4時間）

8学童期の栄養2 栄養素必要量と摂取安全域の考え方、栄養管理を学びます。 10章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

9思春期の栄養1 身体状況、栄養状態の変化、栄養状態の評価と判定を学びます。 11章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

10思春期の栄養2 栄養素必要量と摂取安全域の考え方、栄養管理について学びます。 11章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

11成人期、更年期の栄養1 身体状況、栄養状態の変化、栄養状態の評価と判定について学びます。 12章を予習し、講義内容を復習します。（4時間）

12成人期、更年期の栄養2 栄養素必要量と安全域の考え方、生活習慣病のリスク、栄養管理につい
て学びます。

12章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

13高齢期の栄養1 身体状況、栄養状態の変化、栄養状態の評価と判定について学びます。 13章を予習し、講義内容を復習します。（4時間）

14高齢期の栄養2 食事摂取基準と摂取安全域の考え方、栄養管理について学びます。 13章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

15総括、備蓄の考え方 備蓄の考え方、応用栄養学Ⅰを含む）を振り返り、国家試験の解き方を
学びます。

20章、これまでの講義を振り返り
、自分の課題を見つけます。
（4時間）

テキスト
「栄養科学シリーズNEXT 応用栄養学」木戸康博、小倉嘉夫、中坊幸弘編（講
談社）　ISBN:978-4-06-155380-4 (生協で購入してください。)　応用栄養学
Ⅰと共通

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、受講票での積極的な質問と授業中の発言を得点化して評価し、定
期試験と総合的に評価します。60点以上でC評価、70点以上でB評価、80点以上
でA評価とし、概ね95点以上でS評価とします。

参考書
「日本人の食事摂取基準2015年版」菱田明、佐々木敏編（第一出版）　
ISBN：948-4-8041-1312-8  食事摂取基準論で使用します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
最適な栄養ケアを行うためには、各ライフステージの特性と課題を理解する必
要があり、応用栄養学は基礎と実践を繋げる重要な分野です。学習内容を積極
的に予習、復習し、理解を深めていきましょう。
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科目名 食事摂取基準論 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB26008研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ ○

授業概要
食事摂取基準は、栄養業務におけるわが国で唯一の包括的なガイドラインであり、栄養教育や給食管理を行う基本となる資料です。本講
義では、策定の基本的概念や数値の科学的根拠、利用にあたっての基本的な考え方、実践、運用について学びます。

学修到達目標
栄養管理、栄養教育等の実践現場において個人および集団を対象として食事摂取基準を基に栄養、食事管理ができることを目指します。
食事摂取基準の基本的な概念や活用方法を理解することを目指します。

授業の進め方
基本的に教科書とパワーポイントスライドを用いて講義を進めます。また必要に応じてプリント配布を行います。演習形式や学習内容の
確認テストを行うこともあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
オリエンテーション、「日
本人の食事摂取基準2015年
版」�の概要

授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。「日本人の食事
摂取基準」の概要、改定のポイント、策定の方針や特徴について学びま
す。

巻末オリジナル資料2̃21を予習し
、講義内容を復習する。（4時間
）

2策定方針と策定の基本的事項

対象とする個人並びに集団の範囲、エネルギー及び栄養素、指標の目的
と種類と概要、対象者の特性やライフステージ別の留意点について学び
ます。

総論1章、2章を予習し、講義内容
を復習する。（4時間）

3策定の留意事項 食事並び栄養素の指標の概念や特徴、調査研究の取り扱い、値の丸め方
について学びます。

総論の3章を予習し、講義内容を
復習する。（4時間）

4活用に関する基本的事項1 食事摂取基準の活用とPDCAサイクル、食事調査の概要とアセスメントのための食事調査方法について学びます。

総論4章並びに食事調査方法につ
いて予習し、講義内容を復習する
。（4時間）

5活用に関する基本的事項2 指標別にみた活用上の留意点、アセスメント並びに評価に関する留意点を学び、�食事摂取基準の活用方法を解説します。
総論4章を予習し、講義内容を復
習する。（4時間）

6エネルギー エネルギーの概念、エネルギーの評価からわかること、体重管理、重症
化予防、エネルギーの必要量について学びます。

各論1-1を予習し、講義内容を復
習する。（4時間）

7たんぱく質、総脂質等 たんぱく質並びに脂質の基準値の基本的事項と要点、最終的な数値につ
いて学びます。

1-2、1-3を予習し、講義内容を復
習する。（4時間）

8炭水化物、エネルギー産生栄養素バランス
炭水化物、エネルギー産生栄養素バランスの基準値の基本的事項と要点
、最終的な数値について学びます。

1-4、1-5を予習し、講義内容を復
習する。（4時間）

9脂溶性ビタミン 4種類の脂溶性ビタミンの基準値の基本的事項と要点、最終的な数値に
ついて学びます。

1-6 (1) 脂溶性ビタミンを予習し
、講義内容を復習する。（4時間
）

10水溶性ビタミン 9種類の水溶性ビタミンの基準値の基本的事項と要点、最終的な数値に
ついて学びます。

1-6 (2) 水溶性ビタミンを予習し
、講義内容を復習する。（4時間
）

11多量ミネラル 5種類の多量ミネラルの基準値の基本的事項と要点、最終的な数値につ
いて学びます。

1-7 (1) 多量ミネラルを予習し、
講義内容を復習する。（4時間）

12微量ミネラル、水 8種類の微量ミネラルの基準値の基本的事項と要点、最終的な数値につ
いて学びます。水の基本的事項と算定について学びます。

1-7 (2) 微量ミネラル、参考�の
水を予習し、講義内容を復習する
。（4時間）

13対象特性別（妊産婦、授乳婦、乳児、小児）
妊産婦・授乳婦、乳児、小児の特性や基本的事項、最終的な数値、今後
の課題について学びます。

参考資料1-1、1-2を予習し、講義
内容を復習する。（4時間）

14対象特性別（高齢者） 高齢者の特性や基本的事項、最終的な数値、今後の課題について学びま
す。高齢者における健康と栄養の関連について学びます。

参考資料1-3を予習し、講義内容
を復習する。（4時間）

15生活習慣病とエネルギー、栄養素との関連、総括

生活習慣病の発症予防と重症化予防の基本的な事項と関連の深いエネル
ギー、栄養素について�学びます。全体を通じて活用方法についてまと
めます。

参考資料2を予習し、講義内容を
復習する。（4時間）

テキスト
「日本人の食事摂取基準（2015年版）」菱田明、佐々木敏　監修編（第一出
版）　ISBN:978-4-8041-1312-8

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、授業への積極的な発言及び取り組みで評価します。S:授業内容を
高度に理解し、わからないことを積極的に探求し、課題に取り組み、難しい応
用問題が解ける。A：授業内容を理解し、授業でのわからないことを探求し、課
題に取り組み、やや難しい問題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与
えられた課題に着実に取り組み、応用問題が解ける。C：授業の内容の60%程度
を理解し、与えられた課題に取り組み、授業で行った例題と同レベルの問題が
解ける。

参考書
必要に応じて適宜紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
基礎栄養学等の基礎学問分野の理解が必要となります。これまでの講義を十分
に復習して講義に臨んでください。今後の実践分野での基盤となりますので、
積極的に不明な点をなくす癖をつけましょう。
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科目名 応用栄養学実習 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA36009研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
スクリーニング、栄養状態のアセスメント、栄養ケア計画、実施、モニタリング、フィードバックの一連の栄養マネジメントを学んだの
ち、ライフステージ別に特性を踏まえた献立の立案や実施、資料作成を実践的に学びます。

学修到達目標
ライフステージごとの特徴とそれぞれの食事摂取基準に対応した個人及び集団の栄養管理を理解を目指します。また、ライフステージご
との適切な栄養状態の評価、献立作成、調理方法を習得し、管理栄養士としての実務能力を身につけることです。

授業の進め方
プリント等を適宜利用し、個人及びグループに分かれて実習、演習を中心とした参加型の学習形態とします。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、リスクスクリーニング
授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。栄養リスクスク
リーニング演習を行います。

講義までに応用栄養学で学んだ栄
養ケアマネジメントを予習します
。（1時間）

2栄養アセスメント1 身体計測、エネルギー消費量の推定を行います。生化学検査、臨床検査
の評価を行います。

健康診断の結果（生化学、臨床検
査）などがあれば準備します。講
義内容をまとめます。（1時間）

3栄養アセスメント2 食事摂取量の算出と食事調査方法のまとめ、栄養アセスメント演習を行
います。

実習までに1日分の食事記録と料
理写真を撮影し、栄養ｱｾｽﾒﾝﾄのﾚﾎ
ﾟｰﾄを作成します。（1時間）

4個人及び集団における栄養管理
グループで個人の栄養管理計画の立案及び集団の栄養管理計画、社員食
堂向けの献立作成を行います。

健康成人の社員食堂を対象とした
献立作成ができるように料理の候
補を準備します。（1時間）

5妊娠期、授乳期の栄養管理1
妊娠期及び授乳期の特性と留意点について学び、栄養管理計画及び献立
作成を行います。

妊婦を対象とした献立作成ができ
るように料理の候補を準備します
。（1時間）

6妊娠期、授乳期の栄養管理2
前回立てた献立の調理を行い、妊婦向けのレシピ提案資料を作成します
。

料理を事前に試作し、レシピ提案
資料を完成させます。（1時間）

7乳児期の栄養管理1 乳児期のの特性と留意点について学び、離乳期ごとに合わせた栄養管理
計画、献立作成を行います。

乳児を対象とした献立作成ができ
るように料理の候補を準備します
。（1時間）

8乳児期の栄養管理2 調乳実習と前回立てた献立の離乳食を調理を行います。 料理を事前に試作し、献立の修正
を行い完成させます。（1時間）

9幼児、学童、思春期の栄養管理1
幼児期、学童期、思春期の特性と留意点について学び、学童期の集団の
栄養管理計画の作成を行います。

集団の栄養管理計画の作成につい
て予習し、講義内容を復習します
。（1時間）

10幼児、学童、思春期の栄養管理2
アレルギーの特性とアレルギー対応の留意点について学び、アレルギー
対応のおやつの献立作成、資料作成を行います。

アレルギー対応を対象とした献立
作成ができるように料理の候補を
準備します。（1時間）

11成人期、更年期の栄養管理 成人期、更年期の特性と留意点について学び、グループで健康教室の計画、立案を行い、内容の発表を行います。

成人期の健康課題について復習し
、健康教室のテーマを決めます。
（1時間）

12高齢期の栄養管理1 高齢期の特性と留意点について学び、嚥下機能が低下した高齢者を対象
とする栄養管理計画、献立作成を行います。

嚥下機能が低下した高齢者を対象
の献立作成ができるように料理の
候補を準備します。（1時間）

13高齢期の栄養管理2 前回立てた献立の調理を行い、官能検査、嗜好調査を行います。介助を
する場合の食べ方について学びます。

料理を事前に試作し、調理実習、
調査の結果をまとめます。（1時
間）

14運動時の栄養管理 エネルギー代謝量の測定もしくは体力測定を行います。得られたデータ
を元に運動処方を計画します。

健康づくりのための身体活動基準
を予習し、講義内容をまとめます
。（1時間）

15特殊環境における栄養管理 災害時に役立つパッククッキング（家庭版真空調理法）を行います。
パッククッキングについて調べて
おく。実習内容をまとめる。
（1時間）

テキスト
「日本食品成分表2018　七訂」医歯薬出版編（医歯薬出版株式会社）　
ISBN:978-4-263-70723-4 (生協で購入してください。)　その他の食品成分表
でも可。

成績評価の方法・基準
受講態度：25％　課題：25％　レポート：50％
受講態度はグループでの検討や資料作成などへの貢献度、積極的な実習参加を
得点化し、課題、レポートを併せて総合評価で100点満点の評価をします。評価
結果で60点以上をC評価、70点以上をB評価、80点以上をA評価、概ね95点以上を
S評価とします。

参考書
「栄養科学シリーズNEXT 応用栄養学」木戸康博、小倉嘉夫、中坊幸弘著（講
談社）　ISBN：978-4-06-155380-4
応用栄養学Ⅰ、応用栄養学Ⅱと共通

履修上の注意（学生へのメッセージ）
応用栄養学Ⅰ及びⅡを履修してください。応用栄養学で学んだ理論を実践形式
で学び、�管理栄養士としての実務能力を養いましょう。

45



科目名 スポーツ栄養学 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA36010研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
スポーツ栄養学を科学的根拠に基づき、基礎から応用まで幅広く学びます。スポーツ現場の現状と課題、それぞれの目標や状況に合わせ
た食事をどのように考えるか、競技特性に応じた適切な食事選択について解説します。

学修到達目標
スポーツ現場や健康増進現場の現状と課題を理解し、運動栄養学を活用した多領域からの栄養サポートを実践できるようにすることです
。

授業の進め方
基本的に教科書とパワーポイントスライドを用いて講義を進めます。また必要に応じてプリント配布を行います。演習形式や学習内容の
確認テストを行うこともあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、スポーツ現場
授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。管理栄養士が関
係するスポーツ現場の現状や課題について学びます。

自分自身が関心のあるスポーツや
健康増進の現場について情報収集
をします。（4時間）

2運動とトレーニングにおけるエネルギー代謝
エネルギーの定義、エネルギーバランス、エネルギー代謝を活用したス
ポーツの分類について学びます。

1章、2章1～3を予習し、講義内容
を復習します。（4時間）

3エネルギー消費量の評価とエネルギーバランス
エネルギー消費量の測定原理、測定方法を学びます。また、簡易な測定
方法を用いて競技者の例題や自分のエネルギー消費量を算出します。

2章4～6を予習し、講義内容につ
いて復習します。（4時間）

4スポーツ選手の身体組成 身体組成の測定モデル、測定方法について学びます。実際のデータや情
報を元に課題や活用方法、目標設定について学びます。

3章を予習、講義内容について復
習します。自分の体重、身体組成
の確認します。（4時間）

5トレーニング後、試合後のリカバリー
リカバリーの原則、リカバリーに関係する栄養素、成分の適切な摂取方
法について学びます。

4章を予習、講義内容を復習しま
す。リカバリーに適した食品や献
立を検討します。（4時間）

6試合前の食事 食環境の情報収集の手順や内容、実際、試合の時間に合わせた食事管理
、グリコーゲンローディングについて学びます。

5章を予習、講義内容を復習しま
す。糖質補給に適した食品や献立
を検討します。（4時間）

7スポーツ選手のたんぱく質、アミノ酸摂取
アミノ酸の生理的効果とパフォーマンスへの影響を学びます。プロテイ
ン摂取の現状と問題点、使用方法についてグループワークをします。

6章を予習、講義内容を復習しま
す。市販のアミノ酸、プロテイン
製品情報を確認します。(4時間)

8スポーツ選手の骨の健康と栄養摂取
競技別にみる選手の骨の特徴と骨の健康に対する運動の影響と問題点に
ついて学びます。

7章を予習、講義内容について復
習します。骨粗鬆症予防に適した
食品を検討します。（4時間）

9スポーツ選手の貧血予防と栄養摂取
スポーツ貧血とは、スポーツ貧血の予防と栄養摂取、競技力への影響に
ついて学びます。

8章を予習、講義内容を復習しま
す。貧血予防に適した食品を検討
します。（4時間）

10ビタミン、抗酸化物質と運動 エネルギー代謝と抗酸化作用に関わるビタミンについて学びます。
9章を予習、講義内容を復習しま
す。抗酸化成分が豊富な食品を検
討します。（4時間）

11水分補給 水分補給の意義と正しい水分補給の方法、体温調節、暑熱適応について
学びます。

10章を予習、講義内容を復習しま
す。市販のスポーツドリンクの情
報収集をします。（4時間）

12スポーツ選手のウエイトコントロール
エネルギーバランスと体重変化、減量と増量の現状と課題について学び
ます。

11章を予習、講義内容を復習しま
す。低・高エネルギーな食品、献
立を検討します。（4時間）

13サプリメントとエルゴジェニックエイド
サプリメントの目的別分類、利用の実態、ドーピング問題、健康食品に
ついて学びます。

12章を予習、講義内容を復習しま
す。健康食品の内容と分類につい
て情報収集します。（4時間）

14ジュニア及び女性選手の栄養摂取
発育、発達を考慮した栄養管理、女性の身体的特徴を考慮した栄養管理
、女子選手の三主徴について学びます。

13章を予習し、講義内容を復習し
ます。（4時間）

15スポーツ選手の栄養教育、食事管理
トレーニング計画やスケジュールに合わせた栄養教育、食事管理の方法
、留意点について学びます。

14章、15章について予習し、講義
内容を復習します。（4時間）

テキスト
「体育・スポーツ指導者と学生のためのスポーツ栄養学」樋口満・田口素子
　編著著（市村出版）　ISBN:978-4-902109-32-0 (生協で購入してください
。)

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、受講票での積極的な質問と授業中の発言を得点化して評価し、定
期試験と総合的に評価します。60点以上でC評価、70点以上でB評価、80点以上
でA評価とし、概ね95点以上でS評価とします。

参考書
「親子で学ぶスポーツ栄養学」柳沢香絵、岡村浩嗣　編著著（八千代出版）
　ISBN：978-4-8429-1615-6
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
栄養学的な用語だけでなく、運動に関する専門用語が増えてきます。単に食事
や栄養管理について理解するのではなく、多領域の理解を深めるためにわから
ないことを残さないように積極的に質問をしましょう。
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科目名 スポーツ栄養マネジメント演習 学年学期 3・4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA36011研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
スポーツ栄養マネジメントの原則と実際を学びます。実際に得られたデータを用いて競技力の向上や健康の増進、記録向上を目指したス
ポーツ栄養マネジメントの一連の流れを解説します。

学修到達目標
多様な専門知識を複合的に活用し、個人や集団の課題抽出、目標設定を行い栄養補給、栄養教育、行動計画の立案、知識のアウトプット
ができるようになることを目指します。また、コミュニケーション能力を高め、他職種の専門家と連携ができるようになることです。

授業の進め方
基本的にパワーポイントスライドを用いて講義を進めた後、演習を行います。
必要に応じてプリント等を配布します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、スポーツ栄養マネジメント
授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。スポーツ栄養マ
ネジメントの概要と一連の流れを学びます。

栄養ｹｱ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄについて予習し
、ｽﾎﾟｰﾂ栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄについて復習
します。（1時間）

2競技を知る 様々な競技について調査し、競技特性を学びます。調査した内容につい
てプレゼンテーションを行い発信力を養います。

事前に与えられた競技の情報を収
集し、発表後の情報を加えて競技
についてまとめます。（1時間）

3スクリーニング、アセスメント

スポーツ栄養マネジメントにおけるスクリーニング、アセスメントにつ
いて学びます。実際の選手データを基にアセスメント内容を検討します
。

アセスメント項目を調べておき、
アセスメントで用いる手法を復習
します。（1時間）

4アセスメントの実施1 食事調査、栄養調査の実際を学び、食事記録を用いた栄養価計算を行い
ます。

事前に3日分の食事記録と写真撮
影を行い、演習後は測定データを
評価します。（1時間）

5アセスメントの実施2 身体計測、簡易な体力測定について学び、身体計測、簡易な体力測定を
行います。

体力測定について予習し、演習後
は測定データを評価します。
（1時間）

6アセスメントの実施3 エネルギー収支について学び、自分の生活活動記録を用いて1日のエネ
ルギー消費量を算出します。

エネルギー消費量の算出方法を予
習し、演習後は測定データを評価
します。（1時間）

7課題抽出と目標設定 からだ作り期の特性について学び、実際のデータを基にグループワーク
を行い課題抽出と目標設定について検討します。

体重管理について予習し、演習内
容について復習します。（1時間
）

8栄養補給計画と献立作成 からだ作り期の目標に対して、グループで栄養補給計画を検討し献立作
成を行います。

からだ作りに適した料理の候補持
参します。献立作成した料理を実
際に作ります。（1時間）

9栄養教育と資料作成 からだ作り期の目標に対して、グループで栄養教育計画を検討し資料作
成（レシピ提案）を行います。

献立作成した料理より提案したい
料理の候補を決めておき、レシピ
を完成させます。（1時間）

10課題抽出と目標設定2 試合期の特性について学び、実際のデータを基にグループワークを行い
課題抽出と目標設定について検討します。

試合前、当日、後の食事について
予習し、演習内容について復習し
ます。（1時間）

11栄養補給計画と献立作成2 試合期の目標に対して、グループで栄養補給計画を検討し献立作成を行います。

試合前に適した料理の候補持参し
、献立作成した料理を実際に作り
ます。（1時間）

12栄養教育と資料作成2 試合期の目標に対して、グループで栄養教育計画を検討し資料作成（集
団指導用プレゼンテーション）を行います。

事前にプレゼンテーションの流れ
を検討し、事後はプレゼンテーシ
ョンを完成させます。（1時間）

13栄養教育の実践 作成したプレゼンテーションの発表をします。聴講して質疑応答に対応
する力を養います。

事前にプレゼンテーションを練習
します。質疑応答の内容について
復習します。（1時間）

14モニタリングとマネジメント評価
スポーツ栄養マネジメントにおけるモニタリング、マネジメント評価に
ついて学びます。実際の選手データを基にモニタリングを行います。

PDCAサイクルについて予習し、演
習内容を復習します。（1時間）

15総括、スポーツ栄養現場の実際
スポーツ栄養マネジメントの復習を行い、実際のスポーツ栄養現場での
活用事例、スポーツ現場と管理栄養士の役割について学びます。

スポーツ栄養マネジメントについ
て復習します。（1時間）

テキスト
　なし

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　課題：30％　レポート：40％
受講態度はグループでの検討や資料作成などへの貢献度、積極的な実習参加を
得点化し、課題、レポートを併せて総合評価で100点満点の評価をします。評価
結果で60点以上をC評価、70点以上をB評価、80点以上をA評価、概ね95点以上を
S評価とします。

参考書
「健康づくりと競技力向上のためのスポーツ栄養マネジメント」鈴木志保子
著（日本医療企画）　ISBN：978-4-89041-973-9
「親子で学ぶスポーツ栄養学」柳沢香絵、岡村浩嗣　編著著（八千代出版）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
スポーツ栄養サポートでは栄養学だけでなく、運動生理学、生化学のほか、栄
養教育など多岐にわたる専門知識が必要となります。これまで学んだ点の知識
を線として繋げていけるように復習しておきましょう。
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科目名 基礎カウンセリング演習 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA26012研究室 W-19

担当者 矢﨑　久・森川　真悠子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限､火曜日3限､木曜日2限､木曜日3限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ○ △

授業概要
講師2名によるオムニバス形式の講義です。講義前半部分はクライエント理解の助けとなるいくつかの心理アセスメントについて、その理
論と実際を学びます。後半部分では主要なカウンセリング理論と技法を演習を交えて学びます。

学修到達目標
管理栄養士にとって,健康面に問題を抱える患者（クライエント）に対して,数値から疾病の危険性や更なる悪化の可能性をしめすだけで
はなく,よりよい健康行動の獲得に資するための一助としてのカウンセリングについて,いくつかの理論と技法の実際を学修することを目
標とします。
授業の進め方
講義前半部分[こころの理解]は森川が，後半部分[カウンセリングの基礎]は矢﨑が担当します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1こころの理解　1 履修ガイダンス,学ぶ姿勢を知るために講義時間内に課すレポート作成
について説明します 事前：テキスト講読（4時間）　

2こころの理解　2 ストレスの概念，内分泌，自律神経・免疫系のストレス反応について学
びます

事前：テキスト予習（2時間)
事後：テキストおよびノートを用
いた復習とまとめ（2時間）

3こころの理解　3 寒冷・運動・精神性ストレス負荷によるストレス反応を測定します 事前：テキスト予習(2時間）　事
後：測定結果まとめ（2時間）

4こころの理解　4 精神性ストレスによる生体指標の変化を測定します 事前：テキスト予習（2時間）　
事後：測定結果まとめ（2時間）

5こころの理解　5 精神性ストレスの測定および評価をおこないます 事前：テキスト予習（2時間）　
事後：評価結果まとめ（2時間）

6こころの理解　6 質問紙を使った精神性ストレス評価について学びます 事前：テキスト予習（2時間）　
事後：評価結果まとめ(2時間）

7こころの理解　7 交流分析理論とエゴグラム検査法を学びます 事前：テキスト予習（2時間）　
事後：検査結果まとめ（2時間）

8カウンセリングの基礎　1 心理的発達の障害と精神疾患の基礎，カウンセリングの適用範囲を学びます

事前：テキスト予習（2時間）　
事後：テキスト再読、ノートまと
め（2時間）

9カウンセリングの基礎　2 心理的発達の障害（統合失調症,気分障害）について学びます
事前：テキスト予習（2時間）　
事後：テキスト再読、ノートまと
め（2時間）

10カウンセリングの基礎　3 精神疾患（神経症性障害,ストレス関連障害,身体表現性障害,生理的障害）について学びます

事前：テキスト予習（2時間）　
事後：テキスト再読、ノートまと
め（2時間）

11カウンセリングの基礎　4 精神疾患（パーソナリティ障害,心理的発達の障害ほか）について学びます

事前：テキスト予習（2時間）　
事後：テキスト再読、ノートまと
め（2時間）

12カウンセリングの基礎　5 カウンセリングの理論と技法（来談者中心療法）を学びます
事前：テキスト予習（2時間）　
事後：テキスト再読、ノートまと
め（2時間）

13カウンセリングの基礎　6 カウンセリングの理論と技法（来談者中心療法）を学びます
事前：事前配布プリントによる予
習（2時間）事後：プリント再読
、ノートまとめ（2時間）

14カウンセリングの基礎　7 カウンセリングの実際（来談者中心療法演習）を学びます
事前：事前配布プリントによる予
習（2時間）事後：プリント再読
、演習振返り（2時間）

15カウンセリングの基礎　8 カウンセリングの実際（認知行動療法）を学びます
事前：事前配布プリントによる予
習（2時間）事後：プリント再読
、演習全体まとめ（4時間）

テキスト
「臨床心理学入門」岩壁茂・福島哲夫・伊東絵美著（有斐閣）　ISBN:978-4-
641-22003-4 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
レポート：50％　定期試験：50％
レポートおよび課題提出と記述内容を総合して成績を判定します。
成績評価基準
　「S」:ストレスの概念と測定方法ならびに心理的発達と諸課題を理解し　　
　　カウンセリング理論と技法を遺漏なく理解している。
　「A」:　　　　　　　〃　　　　　ほぼ理解している。
　「B」:　　　　　　　〃　　　　　理解している。       　
　「C」: 　　　　　　 〃　　　　　おおよそがわかる。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
　心身両面に配慮できる専門職を目指してください。
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科目名 栄養教育論Ⅰ 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB26013研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ ○ △

授業概要
健康増進や疾病予防・治療のためには、食生活上の問題点を把握してそれを改善し、よりよい行動の継続を図らなければなりません。本
講義では、「栄養教育に関する基礎的知識」、「食行動変容に関わる行動科学理論」、「食環境等に関する情報収集と分析」、「対象者
のアセスメントとそれに基づいた栄養教育プログラムの作成」などについて学びます。

学修到達目標
知識：人々の食生活改善をサポートしていくために必要となる知識の基礎的な部分について修得すること。
能力：同学期に開講される給食管理実習での栄養教育実践の応用力の修得。
具体的到達目標：3年前期科目の栄養教育実習に必要な最低限度の実践基礎知識の修得と行動科学理論の概要に関して理解すること。
授業の進め方
基本的には、テキストを用いて進めますが、適宜配布資料等も用意します。また、演習形式による実践的学習もとり入れ、授業を進めま
す。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1栄養教育の重要性に関する理解
ヘルスプロモーションについて学ぶとともに、栄養教育の目的・目標、
栄養教育の対象と機会について学修します。

事前にテキスト3-13頁を読み
（1時間）、事後には確認テスト
を含め、要点をまとめる（3時間

2
栄養教育のための実践基礎
知識1 食事摂取基準、食品
構成と献立作成

給食管理実習での栄養教育を念頭において、給食提供を通した栄養教育
のために不可欠な基礎知識について確認し、より深く理解します。

事前にこれまでの科目で学修した
内容について復習（3時間）、事
後は要点のまとめ（1時間）

3
栄養教育のための実践基礎
知識2　食生活指針と食事
バランスガイド等

健康づくりのための食生活指針について学びます。また、食事バランス
ガイドについて給食提供場面で応用できるよう、演習も含めて学修しま
す。

事前に各種指針とテキスト81頁の
確認と復習(3時間)、事後は要点
のまとめ（1時間）

4
栄養教育のための実践基礎
知識2　各種指針と食品等
に関する表示

健康づくりのための身体活動指針、休養指針、睡眠指針について学びま
す。また、食品表示法と特別用途食品、外食料理栄養成分表示などにつ
いて学修します。

事前にテキスト167-173頁を読む
（1時間）、事後は確認テストも
含め、要点のまとめ（3時間）

5
栄養教育の方法 教材の選
択と作成、コミュニケーシ
ョンスキル等

栄養教育における教材の必要性、教材の種類や特徴について理解し、教
材を作成する場合の留意点について学びます。また、栄養教育を実施す
る上で必要となるコミュニケーシスキル等について学修します。

事前にテキスト109-110頁、117-
119頁を読む（2時間）、事後には
要点のまとめ(2時間）

6栄養教育の方法 教育形態別の特性と相互の関連

栄養教育にあたっての学習形態の種類についてそれぞれの特性を理解す
るとともに、個別学習と集団学習、その組み合わせなどについて相互関
連を理解し、学習形態を選択できるようにします。

事前にテキスト111-119頁を読む
(2時間)、事後は確認テストも含
めた要点のまとめ（2時間）

7食生活の変遷・疾病構造の変化と現在の栄養教育

疾病構造の変化に着目して、日本の食生活の変遷について考察します。
その変遷に伴ってこれまでにどのような観点で栄養教育が進められたの
かを知り、現在の栄養教育のあり方について考えます。

事前に配布する資料に目を通して
おく（2時間）。事後はレポート
課題のまとめ（3時間）

8行動科学理論と栄養教育 栄養教育において行動科学理論が適用されるようになった背景、および
適切な行動を獲得するための学習理論の概要について学修します。

事前にテキスト28-31頁を読む
（2時間）、事後は確認テストも
含め要点のまとめ（2時間）

9個人の行動変容に関する行動科学理論と栄養教育
オペラント学習理論、ヘルスビリーフモデル、トランスセオレティカル
モデル、計画的行動理論について学修します。

事前にテキスト32-37頁を読む
(1時間）、事後には確認テストも
含め要点のまとめ(3時間）

10
個人間の関係に着目した行
動科学理論と栄養教育、行
動変容技法

社会的認知理論、ソーシャルネットワーク・ソーシャルサポートについ
て学修します。合わせて、適切な行動変容技法について学び、栄養教育
への適用について考えます。

事前にはテキスト37-39頁を読む
(1時間）、事後には確認テストも
含め要点のまとめ（3時間）

11集団や社会の行動変容に関する理論

プリシード・プロシードモデル、コミュニティオーガニゼーション、ソ
ーシャルマーケティング、イノベーション普及理論などについて学修し
ます。

事前にテキスト39-54頁を読む
(1時間)、事後は確認テストも含
め要点のまとめ(3時間)

12組織づくり、地域づくりへの展開

組織づくり、地域づくりという観点で、自助集団、グループダイナミク
ス、エンパワーメント、ソーシャルキャピタルなどについて学修します
。

事前にテキスト65-72頁を読む
(1時間)、事後は確認テストも含
め、要点のまとめ(3時間）

13ポピュレーションアプローチとしての食環境づくり

栄養教育という観点から、食環境の概念、食物へのアクセス、情報への
アクセス、食環境整備に関連した法律・制度・施策等について学修しま
す。合せて栄養教育の国際的動向についても理解を深めます。

事前にテキスト73-83頁を読む
(2時間）、事後は確認テストも含
め要点のまとめ（2時間）

14栄養教育マネジメントの基礎

栄養教育マネジメントの枠組みについてPDCAサイクルと栄養ケアプロセ
スに基づいて考え、それを実施するためのファーストステップであるア
セスメント方法について学修します。

事前にテキスト84-95頁で質問事
項を把握(2時間）、事後は確認テ
スト含め要点のまとめ（2時間）

15全体のまとめ これまでに学んできたことを振り返り、理解できていない点を確認し、
質疑応答などを通して理解を深めます。

事前にこれまでの内容を復習し質
問事項等を把握(3時間）、事後は
全体の要点の再度確認(3時間）

テキスト
「新版へルス21　栄養教育・栄養指導論」辻とみ子、堀田千津子編（医歯薬
出版）　ISBN:978-4-263-70718-0 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
小テスト：10％　定期試験：90％
S:到達達成目標の達成を目指し各回の授業内容をすべて理解し、探究姿勢をも
って課題に取り組み適切にまとめることができる。A: 到達達成目標を意識し、
各回の授業内容を理解して課題に取り組みまとめることができる。B:到達達成
目標を意識し、各回の授業内容を概ね理解して課題に取り組み一定レベルのま
とめができる。C:到達達成目標を理解して授業に臨み、各回の授業内容を概ね
理解して課題に取り組み最低限のまとめができる。

参考書
「エッセンシャル栄養教育論第3版」春木敏、廣田直子ほか　著春木敏編（医
歯薬出版）　ISBN：978-4-263-70623-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
受講に向けては、授業以外の日常生活の中でも、食生活への関心を高め、さま
ざまな活動を通して異世代の人々と積極的にコミュニケーションをとる機会を
増やしてください。
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科目名 栄養教育論Ⅱ 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36014研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ ○ △

授業概要
栄養・健康教育の対象者は、身体的・精神的・社会的に様々な状況のもとで食生活を営んでいます。この講義では、2年後期の「栄養教育
論Ⅰ」で学んだ基礎的な内容を踏まえて、ライフステージ別・ライフスタイル別に、対象者のアセスメント方法、栄養教育の目標設定、
対象者に合わせた効果的な学習形態や教材の選択、教育活動の評価方法など、栄養教育のあり方について実践的に学びます。また、個別
教育と集団教育などの教育形態別に、グループ学習などを組み合わせて学習していきます。

学修到達目標
知識：各ライフステージ、ライフスタイル、健康・疾病状況等に応じた効果的な栄養教育のあり方について理解すること。
能力：実践的な栄養教育プログラムの作成能力と実践力、管理栄養士に求められる栄養教育プランニング能力、マネジメント能力を培う
こと。
授業の進め方
基本的にはテキストを用いた講義形式で進めますが、適宜配布資料等も用意します。また、栄養教育実習とも関連付けながら、特別講師
による講義やグループ学習形式による実践的学習もとり入れて授業を進めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1栄養教育マネジメントにおける栄養アセスメントほか

これまで履修した科目の学修内容に基づいて、PDCAサイクルによる栄養
教育マネジメントの枠組みを理解し、特に、プランニングに先立って実
施する栄養アセスメントの種類や方法について学修します。

事前にテキスト83-91頁を読む
(2時間）事後には確認テストも含
めた要点のまとめ（2時間）

2
栄養教育マネジメント1　
目標設定の考え方、プログ
ラムの作成

短期・中期・長期目標の設定、また、学習目標・行動目標・環境目標・
結果目標の考え方を理解し、栄養教育プログラムの作成にあたって必要
となる要素について学修します。

事前にテキスト91-110頁を読む
(2時間)、事後には確認テストも
含めた要点のまとめ（2時間）

3
栄養教育マネジメント2　
評価方法と栄養教育指導案
の作成

評価デザイン、及び、企画評価、プロセス評価、影響評価、結果評価、
経済評価などの考え方を理解し、前回の学修も踏まえた上で、栄養教育
指導案の作成方法について学修します。

事前にテキスト121-137頁にて質
問事項を把握（3時間）、事後は
確認テストの見直し（1時間）

4栄養カウンセリングの実際、コーチングの活用

学外講師を招き、栄養教育の現場において実施されている栄養カウンセ
リングについて理解を深め、コーチングスキルも含めて、対象者とのよ
りよりコミュニケーションのあり方について学修します。

事前にテキスト49-59頁にて質問
事項を把握(2時間）、事後は、レ
ポート課題に取り組む（2時間）

5
ヘルスプロモーションにお
ける教育アプローチと環境
アプローチ

栄養教育を広くとらえ、地域住民の健康づくりを進めるための教育アプ
ローチと環境アプローチについて、実践事例に基づいたプランニングに
ついて学修します。

事前に自分の周りで実施されてい
る取組を把握(2時間)、事後はレ
ポート課題のまとめ(2時間）

6妊娠期・授乳期における栄養・健康教育

妊娠期・授乳期の栄養特性・健康課題を理解し、このライフステージに
適した教材等を知った上で、実際にプログラムを作成し、それについて
プレゼンテーションできるよう学修を進めます。

事前に応用栄養学の学修内容を復
習(2時間)、事後は自分のプログ
ラムのブラッシュアップ(2時間)

7幼児期における栄養・健康教育

幼児期の栄養特性・健康課題を理解し、このライフステージに適した教
材等を知った上で、食育の視点も含めたプログラムを作成し、それにつ
いてプレゼンテーションできるよう学修を進めます。

事前に応用栄養学の学修内容を復
習(2時間)、事後は自分のプログ
ラムのブラッシュアップ(2時間)

8学童期・思春期における栄養・健康教育

学童期・思春期の栄養特性・健康課題を理解し、このライフステージに
適した教材等を知った上で、学校における栄養教育プログラムを作成し
、それについてプレゼンテーションできるよう学修を進めます。

事前に応用栄養学の学修内容を復
習(2時間)、事後は自分のプログ
ラムのブラッシュアップ(2時間)

9女性のライフステージを通じた栄養・健康教育

ライフステージに応じた女性の健康づくりのための教育プログラムを進
めている学外講師を招き、題材の扱い方や教育内容・手法について学び
、世代をつなぐ栄養教育の重要性について学修します。

事前に配布資料を読む(1時間）、
事後はレポート課題のまとめ(3時
間）

10成人期における栄養・健康教育と特定保健指導

成人期の栄養・教育のプランニングについて、特定保健指導を中心とし
て、その特性を踏まえて栄養教育プログラムを作成し、それについてプ
レゼンテーションできるよう学修を進ます。

事前に応用栄養学の学修内容を復
習(2時間)、事後は自分のプログ
ラムのブラッシュアップ(2時間)

11
高齢期における栄養・健康
教育、障害者への栄養・健
康教育

高齢期および障害者の栄養特性・健康課題を理解し、特に低栄養対策に
主眼をおいた栄養教育のあり方について理解を深めた上で、実際にプロ
グラムを作成し、プレゼンテーションできるよう学修を進めます。

事前に応用栄養学の学修内容を復
習(2時間)、事後は自分のプログ
ラムのブラッシュアップ(2時間)

12アスリートへの栄養教育
アスリート特有の栄養特性・健康課題について理解し、個人または集団
を対象としたプログラムを作成し、それについてプレゼンテーションで
きるよう学修を進めます。

事前に応用栄養学の学修内容を復
習(2時間)、事後は自分のプログ
ラムのブラッシュアップ(2時間)

13
地域住民を対象とした栄養
・健康教育実践のプランニ
ング

栄養教育実習で実施する地域住民を対象とした「おいでよ♪松大健康教
室」のプランニングを行います。それについてプレゼンテーションでき
るように学修を進めます。

事前に配布資料を読む(1時間）、
事後は自分のプランのブラッシュ
アップを図る(3時間）

14疾病状況に応じた栄養教育の進め方
疾病を有する人を対象とした栄養教育の進め方に関する基本的事項を理
解し、個別教育、集団教育の進め方について学修します。

事前に関連科目の内容を復習
（2時間）、事後は今後につなげ
られるよう要点をまとめる（2時

15疾病状況に応じた栄養教育の実際、全体のまとめ

疾病（肥満、糖尿病、高血圧、脂質異常症など）を有する人を対象とし
て栄養教育のプランニングを行います。また、講義全体の学修内容を振
り返ります。

講義ノートなどを見直し、疑問点
を明らかにする（2時間）、事後
には全般的な復習（3時間）

テキスト
「エッセンシャル　栄養教育論　第3版」春木敏、廣田直子　ほか　　著春木
敏編（医歯薬出版）　ISBN:978-4-263-70623-7 (生協で購入してください。)
　「栄養教育論Ⅰ」で用いたテキストを継続して使用します。

成績評価の方法・基準
レポート：10％　定期試験：80％　小テスト：10％
S:到達達成目標の達成を目指し各回の授業内容をすべて理解し、探究姿勢をも
って課題に取り組み適切にまとめることができる。A: 到達達成目標を意識し、
各回の授業内容を理解して課題に取り組みまとめることができる。B:到達達成
目標を意識し、各回の授業内容を概ね理解して課題に取り組み一定レベルのま
とめができる。C:到達達成目標を理解して授業に臨み、各回の授業内容を概ね
理解して課題に取り組み最低限のまとめができる。

参考書
「実践に役立つ栄養指導事例集」井川聡子、斎藤トシ子、廣田直子編（理工
図書）　ISBN：978-4-8446-0870-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
2年後期に開講される「栄養教育論Ⅰ」を踏まえて学習を進めますので、基本的
事項を復習しておいてください。また、「応用栄養学Ⅰ」、「応用栄養学実習
」などとも関連づけて学習のまとめをしてください。
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科目名 栄養教育実習 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36015研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ ○ △

授業概要
この授業では、栄養教育プログラムの作成・実施・評価について実習形式で学びます。個別教育形態においては、行動科学に基づいたプ
ランニングやカウンセリングテクニックを用いた学びに重点をおき、集団教育形態では、集団の特性をいかした教育手法、効果的なプレ
ゼンテーション、教材の考案と選択・作成能力を修得することに力点をおいて学びます。また、地域における健康づくりや食育を推進す
るための食環境づくりについても実践を通して学びます。

学修到達目標
知識：栄養教育マネジメントサイクルに沿ってプランニングするため、また人々に対してよりよい行動変容ならびにその継続をサポート
するための知識とスキルの修得。
能力：栄養教育の実践に必要な知識やスキルを実際の栄養教育実践に活かすことができる能力、成果を評価する能力の修得。
授業の進め方
テキストと、独自に作成した課題プリント等を用いて授業を進めます。個別の活動のほかに、グループ学習やディスカッションを多く取
り入れます。また、学外講師による講義・実習や地域住民の参加を得て実施する健康講座の運営等を通して実践的に学びます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
対象者の実態把握をどのよ
うに行うか 1 栄養・食事
調査、嗜好調査等

栄養教育マネジメントに不可欠な食物摂取状況に関する各種調査法につ
いての理解を深めるため、自分の食事を例として質問紙による調査を実
施します。また、食習慣や嗜好に関する調査を設計してみます。

各科目で学習した食事調査につい
て復習（30分）、事後にはレポー
ト課題に取り組む（1時間）

2
対象者の実態把握をどのよ
うに行うか 2 食事・生活
状況・身体状況調査

24時間思い出し法を実施する際の面接者に求められる資質を理解した上
で、ロールプレイなどを用いて調査スキルを学修します。また、生活・
身体状況のアセスメント方法について実測法も含めて、学修します。

事前に、この調査法の特徴を把握
する（30分）、事後にはレポート
課題に取り組む（1時間）

3
栄養アセスメントに基づい
たプランニング、不特定多
数人を対象とした栄養教育

栄養アセスメントに基づいた栄養教育のプランニングについて学修しま
す。合わせて不特定多数人を対象とした栄養教育の特色について考え、
食育に関するポスター作製を通して、実践的に学修します。

事前に、食育に関して伝えたい内
容を考える（30分）、事後にはま
とめの課題に取り組む（30分）

4
栄養教育の評価をどう行う
か：プランニングの重要性
と統計手法を用いた評価

栄養教育における評価を踏まえたプランニングの重要性について理解を
深めるとともに、得られたデータの評価に必要な統計手法について、実
際のデータをもとにして学修します。

事前に栄養教育の評価方法につい
て復習（30分）、事後にはレポー
ト課題に取り組む（1時間）

5傷病者を対象とした栄養カウンセリングの実際

学外講師として、病院での個別栄養指導経験がある管理栄養士を迎え、
傷病者に対する栄養カウンセリングの実際について、ロールプレイも含
めて実践的に学修します。

事前に講義で学修した栄養カウン
セリングの復習（30分）、事後に
はレポートのまとめ（30分）

6
栄養教育におけるグループ
カウンセリング（ロールプ
レイ）

前回実施した栄養カウンセリングに関する学修内容を踏まえ、グループ
ダイナミクスの活用につながるグループカウンセリングの効果的な実施
方法について、ロールプレイにより学修します。

事前にグループダイナミクスにつ
いて復習（30分）、事後にはレポ
ート課題のまとめ（30分）

7保健指導における食生活指導と運動指導

実際に特定保健指導業務を行っている管理栄養士と健康運動指導士を学
外講師として迎え、食事に関する指導の実際について学ぶとともに、運
動指導の実際と指導する際の留意点について学修します。

事前に特定保健指導について復習
（30分）、事後には学んだ内容を
レポートにまとめる（30分）

8
集団栄養教育のプランニン
グ：グループワーク(枠組
みの構築)

提示した対象者に対する集団栄養教育のプランニングについて、グルー
プ内でブレインストーミング方式で検討し時系列の枠組みを作成します
。さらに、その中の1回分の内容について検討します。

事前に栄養教育プログラムの復習
とプランニング（1時間）、事後
はプランの改善（30分）

9
集団栄養教育のプランニン
グ：グループワーク(詳細
内容の設計)

前回作成した集団栄養教育のプランについて、グループ内でバズセッシ
ョンを用いてディスカッションし、1回分の学習指導案を作成します。
合わせて使用する教材についての検討を進めます。

事前に自分の指導案の作成（1時
間）、事後には自分の指導案の改
善(30分）

10
集団栄養教育のプランニン
グ：グループ案の発表と討
議、栄養教育実践案の決定

各自が作成した指導案をもとにして、グループの指導案を作成します。
その後、プレゼンテーションを行い、全体でディスカッションし、集団
栄養教育のプランニングに関する学修のまとめとします。

事前に各自でプレゼンテーション
内容を考える（30分）、事後には
レポートのまとめ(30分）

11
ライフステージ・ライフス
タイル別栄養教育実践の準
備 1 教材の作成

各グループでプランニングするライフステージ・ライフスタイル別と、
個別・集団の教育形態を決めた上で、栄養教育実践の指導案の作成と教
材計画についてディスカッションし、教材を作成します。

事前に自分が作成したいプランを
決め、構想を練る(1時間）事後に
はレポートのまとめ(30分）

12
ライフステージ・ライフス
タイル別栄養教育実践の準
備 2 模擬実践

前回に引き続き、教材の作成等を進めます。その後、グループごとにロ
ールプレイで模擬講座を実施し、プランの概要を伝えます。全体のディ
スカッションにより各プランのブラッシュアップを図ります。

時間外に教材作成を進める（1時
間）、事後には各グループの内容
に関する評価のまとめ（30分）

13
ライフステージ・ライフス
タイル別栄養教育の実践演
習 1　準備～実践

本実習のまとめとして、A・Bクラス合同で地域住民を対象とした「おい
でよ♪松大健康教室」を運営します。自分たちが設定した各ブースでの
実践を共有して学修を進めます。

時間外に準備を進め、事前事後の
学習を通し講座運営に必要な知識
とスキルを高める（1時間）

14
ライフステージ・ライフス
タイル別栄養教育の実践演
習 2　実践～評価

地域住民を対象とした「おいでよ♪松大健康教室」の参加者の様子の観
察と講座アンケートからプロセス評価を行うとともに、各ブースの運営
等に関する評価を共有し、全体としての学修につなげます。

運営した講座について、各自で企
画評価、プロセス評価をまとめ、
レポートを作成する（1.5時間）

15全体のまとめ
本実習で扱った内容を振り返り、自分が修得した知識とスキルについて
バズセッションを行ってグループ内でまとめた後、全体会で発表し、学
修内容を確認します。

事前事後に、この実習で取り組ん
できた内容を振り返り、自己評価
を行う（30分）

テキスト
「実践に役立つ　栄養指導事例集」井川聡子、斎藤トシ子、廣田直子編（理
工図書）　ISBN:978-4-8446-0870-7 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：25％　出席レポート：25％　課題：50％
S:到達達成目標の達成を目指し探究姿勢をもってグループ学習に取り組み、授
業内容をすべて理解し、課題を適切にまとめることができる。A:到達達成目標
を意識し、積極的にグループ学習に取り組み、授業課題をまとめることができ
る。B:到達達成目標を意識し、各回の授業内容を理解して課題に取り組み、ま
とめることができる。C: 到達達成目標を理解して授業に臨み、各回の授業内容
を概ね理解して課題に取り組み、まとめることができる。

参考書
「エッセンシャル　栄養教育論　第3版」春木敏、廣田直子　ほか著春木敏編
（医歯薬出版）　ISBN：978-4-263-70623-7  「栄養教育論Ⅰ・Ⅱ」で用いた
テキストです。授業で使用するので持参してください。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
既習の専門科目を総合して考える必要があり復習は不可欠です。データ整理や
プレゼンテーション等では情報処理関係能力も求められます。学外講師による
実習や学外者対象の栄養教育実践は通常の時間帯外で行う可能性があります。
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科目名 栄養教諭論 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC36016研究室 非常勤

担当者 岩根　美ゑ子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
栄養教諭の社会的使命、役割、職務内容や可能性について学びます。これらをふまえ、学校や地域社会の特色を生かし、管理栄養士の専
門性と教育に関する資質を併せ持つ「栄養教諭」としての基本を身につけることをねらいとします。
栄養教諭として、児童・生徒に正しい食生活を指導し、生活習慣病の予防の必要性を理解させ、心身共に健全に成長するように教育を行
う視点や、食文化、環境と食生活、家庭と食生活の関係について取り上げます。

学修到達目標
学校給食の歴史を学び、栄養教諭制度の設立について、21世紀の教育・食に関する指導、食育全般について理解を深め、子ども達が心身
共に健やかな成長ができる為に生きた教材としての給食作りに取り組むことができる。

授業の進め方
最初は講義形式で授業を進めます。自ら考えて実践できる力を養うためにも必要に応じてグループ討議を行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1栄養教育論は何を学ぶ学問なのか理解する

栄養教諭の制度と役割
　・栄養教諭制度創設の趣旨と意義
　・栄養教諭の使命、役割、職務内容

教科書を読んで学校給食の歴史か
ら栄養教諭創設の流れを復習する
(3時間)

2学習指導要領の改定による基本的な主旨がわかる

食に関する指導の基礎的知識
　・子どもの発育・発達と教育
　・食に関する指導の計画・実施・評価

発達段階に応じた食に関する指導
について復習する(3時間)

3食育基本法の改定の主旨を理解する
児童及び生徒の栄養に関する現状と課題
　・児童・生徒の食生活の実態

食育推進計画の重点課題について
復習する(3時間)

4学校給食法の改定のポイントを理解する

食文化の変遷と学校教育
　・日本人の食生活と学校給食
　・地場産物の活用と郷土食

食育が教育の一環として明記され
目標が食育の視点から4つから7つ
になったことを復習する(4時間)

5
栄養教諭の職務について給
食の管理と食に関する指導
を理解する

学校給食の実際
　・学校給食の意義、役割　　　・給食の栄養管理
　・給食における個別対応

職務について給食の管理と食に関
する指導（1口別指導含）の一体
化について復習する(4時間)

6
献立の生きた教材化の為の
食に関する指導について理
解する

食に関する指導計画（1）
　・「食に関する指導」のねらい
　・食に関する指導に係る全体的計画の立て方

教科のない食育について、各教科
と連携して行う為、全体計画の必
要性について復習する(4時間)

7全体計画を作成してみよう 食に関する指導計画（2）　・食に関する指導に係る全体的計画立案演習
規模や施設、人数を想定し実際に
作成してみる(4時間)

8栄養教諭の職務について理解できた まとめ 栄養教諭の社会的使命について再
確認する(4時間)

テキスト
「三訂 栄養教諭論 〔第3版〕 －理論と実際－」（建帛社）　ISBN:978-4-
7679-2108-2 (生協で購入してください。)
「食に関する指導参考資料」（東山書房）　ISBN:978-4827814927 (生協で購
入してください。)
プリント配布

成績評価の方法・基準
評価は、出席回数を充足していることを条件とし、試験、授業内で作成したレ
ポート・課題への取組み、討議への参加等を総合的に判定します。
S:なぜ学校に栄養教諭が創設されたか理解し、児童生徒への食育を行う為、給
食の管理と食に関する指導の一本化に取り組める　A:栄養教諭の職務内容を理
解し、学校・地域・家庭との連携した食育が理解できる　B:児童生徒に正しい
食生活習慣を身につけさせる為、生きた食材としての給食作りができる　C:学
校給食の歴史を学び、児童生徒への食育の必要性が理解できる

参考書
講義時に指示をします。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
一部視聴覚教材を使用し、内容をレポートで確認することがあります。口頭で
述べたこともきちんとノートにとるようにしてください。
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科目名 学校栄養教育論 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC36017研究室 非常勤

担当者 岩根　美ゑ子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
栄養教諭は、児童・生徒に対する食の指導を担う専門職として、発育成長期にある幼児、および、児童・生徒の健康や栄養に関わる課題
を正しく捉え、その改善に向けて食の指導のあり方を考える能力の修得が必要です。この講義では、幼児、及び、児童・生徒の栄養にお
ける課題について、身体の健康という側面だけではなく、心の健康状況や社会とのかかわりという視点を含めて理解することをねらいと
します。

学修到達目標
子ども時代に健康につながる嗜好や食習慣をつくることで、生涯の健康を得られることがわかり、栄養教諭は学校、家庭、地域をつなぐ
コーディネーターとしての重要な使命があることを理解できる。

授業の進め方
最初は講義形式で授業を進めます。栄養に関する課題をより深く理解し、自ら考えて、食の指導の実践につなげる力を養うためにも、必
要に応じてグループ討議をとり入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1幼児期の食育の目標について理解する 幼児期の栄養上の課題と幼児期までに修得したい基本的な食習慣 めざす子ども像につなげる食育を
復習する(3時間)

2食べる意欲を育てる食育について学ぶ 幼児期の課題改善に向けた働きかけのあり方（グループワークと発表） 子どもの嗜好の仕組みとその発達を理解しまとめる(3時間)

3人間の育ちの基礎は食育であることを学ぶ 児童・生徒における現状の健康課題と食生活
人づくりの基本は、知育徳育体育
の基礎にある食育をきちんとする
ことにあることを復習する(3時間

4国民健康栄養調査の結果から、健康課題を読みとる 国民の健康課題と児童・生徒の健康課題との係り
国民健康栄養調査の推移より児童
・生徒の健康課題の係りをまとめ
る(4時間)

5保護者へのアプローチの仕方について学ぶ 児童・生徒の栄養上の課題と学校・家庭における食の指導 学校と家庭の連携の大切さをまと
める(4時間)

6
幼児期からの食育を通して
基本的な生活習慣を身につ
けることの大切さを学ぶ

児童・生徒の栄養課題改善を考えた食の指導が国民の食生活に及ぼす影
響

おいしい食事の作れる親になる為
には、どのような支援が必要かま
とめる(4時間)

7学校・家庭・地域一体となって食育の推進を図る
幼児、児童・生徒の栄養課題を地域において考えていくためには（グル
ープワークとディスカッション）

学校・家庭・地域が互いに情報交
換を行い一体となって推進するこ
とを復習する(4時間)

8栄養教育は一人では推進できないことを理解する まとめ 食の専門家としてコーディネート
の重要性をまとめる(4時間)

テキスト
「三訂 栄養教諭論 〔第3版〕 －理論と実際－」（建帛社）　ISBN:978-4-
7679-2108-2 (生協で購入してください。)
「食に関する指導参考資料」（東山書房）　ISBN:978-4827814927 (生協で購
入してください。)
学習指導要領解説書、小・中学校教科書、プリント配布

成績評価の方法・基準
評価は、出席回数を充足していることを条件とし、課題に沿って作成した「学
習指導案」レポート・課題への取組み、討議への参加、筆記試験等を総合的に
判定します。S:子どもの成長過程を理解し心身共に健全な成長ができるよう、
食の専門家･コーディネーターとしての働きが理解できる A:食の指導の実践に
は、学校･家庭･地域をつなぐコーディネーターとしての重要な使命を理解する
B:生涯の健康につながる嗜好や食習慣について広く理解を求める為の努力がで
きる C:子どもの成長期における健康や栄養に関する課題が理解できる

参考書
講義時に指示をします。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
一部視聴覚教材を使用し、内容をレポートで確認することがあります。口頭で
述べたこともきちんとノートにとるようにしてください。
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科目名 食教育指導法 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC36018研究室 非常勤

担当者 廣田　直子・岩根　美ゑ子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
栄養教諭論、学校栄養教育論をふまえ､小･中学校等における食に関する指導を演習することにより、教材研究や学習指導案の作成等をよ
り実際的に理解することをねらいとします。
グループ別に、児童、生徒や地域の実態を可能な範囲で把握し、これに即した学習指導案を計画し、実際に食に関する模擬授業を実施し
ます。また、よりよい指導ができるよう工夫や改善点について討議をし、模擬授業を改善していきます。

学修到達目標
児童・生徒の実態把握による課題が設定でき、教科書、学習指導要領解説書を理解し、課題解決の為の指導案が作成でき、教材としての
給食を使って実際に授業することができる。

授業の進め方
主にグループによる演習とします。（人数による）

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1学校教育の仕組みについて理解する

オリエンテーション　
前期で学んだ栄養教諭の誕生について復習、使命役割、職務内容から学
校教育の中での仕組みを学ぶ

食に関する指導の重要性について
復習し、教育者としての資質を理
解する(4時間)

2
学校における食に関する指
導の位置付けについて学習
指導要領から理解する

食に関する指導の位置付けについて、全体計画の重要性、実態把握の大
切さ、食育の視点、学習指導要領を読む

全体計画により年間の指導内容や
活動が示されていることを理解す
る(4時間)

3
教科における食に関する指
導について関わりから理解
できる

家庭分野（（小）家庭科（中）技術家庭科）、保健領域（（小）保育科
（中）保健体育科）、その他の教科との関わり（全教科）

基本的な食に関する指導と食育の
取り組みについて理解する(4時間
)

4
教科外の教育活動における
食に関する指導についての
関わりが理解できる

道徳、特別活動（学級活動）の時間における食に関する指導、総合的な
学習の時間等

教科における食に関する指導と教
科外における食に関する指導の違
いを復習しまとめる(4時間)

51単位時間の学習指導案の作成方法を理解する
実習の手引きや学習指導要領の解説書から、標準的な指導案を使って学
習する

指導案の成り立ちについて理解を
深める(4時間)

6
自分の設定した課題につい
てどの教科で解決するか決
定できる

グループワークにて（演習について、教科、題材選定）1単位の授業の
進め方、演習方法

教科書と学習指導要領を読み指導
案を完成させる(4時間)

7指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施（1）　Aグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

8指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施（2）　Bグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

9指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施（3）　Cグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

10指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施（4）　Dグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

11指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施（5）　Eグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

12指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施(6)　Fグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

13指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施(7)　Gグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

14指導案に添って模擬授業ができる
模擬授業の実施(8)　Hグループ
グループ別に模擬授業の実践練習をし、討議・検討する。

模擬授業についての研究会でもら
った意見を元に指導案の修正を行
い、検討してみる(4時間)

15
学校、家庭、地域との連携
の大切さと、個別的な相談
指導の大切さを理解する

まとめ
・栄養教諭の重要な職務について
・提出レポートの確認

提出レポートの確認をし落ちのな
いように作成する(4時間)

テキスト
「三訂 栄養教諭論 〔第3版〕 －理論と実際－」（建帛社）　ISBN:978-4-
7679-2108-2 (生協で購入してください。)
「食に関する指導参考資料」（東山書房）　ISBN:978-4827814927 (生協で購
入してください。)
学習指導要領解説書、小・中学校教科書、プリント配布

成績評価の方法・基準
評価は、出席回数を充足していることを条件とし、授業内で作成したレポート
・課題への取組み、グループ発表・討議への参加等を総合的に判定します。
S:実態把握による課題が満足でき、課題解決の為に、教科書･学習指導要領を理
解し、指導案が作成でき、給食を使って授業ができる A:課題設定でき、教科書
にそった指導案が作成でき、教職を使って授業ができる B:課題設定でき、指導
案を作成し給食を使って授業ができる C:実態把握による課題が設定でき、指導
案が作成できる

参考書
講義時に指示をします。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
各自が課題意識をもって授業に臨み、問題解決に向けて積極的に授業に参加し
てください。
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科目名 臨床栄養学総論Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36019研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士､栄養士､健康食品管理士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
疾病・身体状況に対応した栄養補給法、食事と医薬品の相互作用、臨床症候と栄養障害の評価、臨床における客観的栄養評価と栄養診断
、傷病者の栄養ケアプロセスについて学習します。

学修到達目標
医療・介護・福祉における栄養管理について学び、対象者の栄養管理を関連職種と連携して行うことができるようになることを目指しま
す。

授業の進め方
疾病・身体状況に対応した栄養補給法、食事と医薬品の相互作用、臨床症候と栄養障害の評価、臨床における客観的栄養評価と栄養診断
の基本事項について講義した後、管理栄養士国家試験問題による演習で知識を定着させます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1臨床栄養の概念 意義と目的、ノーマリゼーション、QOLについて学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

2医療・介護保険制度 医療・介護制度の基本について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

3医療福祉介護と臨床栄養 クリニカルパス・リスクマネジメント・インフォームドコンセントにつ
いて学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

4アセスメントの意義と方法 スクリーニング、傷病者・要支援・介護者への栄養アセスメントについて学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

5傷病者の栄養アセスメント 問診・臨床診査、臨床検査、身体計測、食事調査について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

6栄養ｹｱの目標設定と計画 目標設定と栄養投与量の算定について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

7栄養ｹｱの目標設定と計画 栄養補給法の選択と他職種との連携について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

8栄養食事療法と栄養補給法 経口栄養法（一般・特別食）の目的、種類、実施について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

9栄養食事療法と栄養補給法 経腸栄養法（一般・特別食）の目的、種類、実施について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

10栄養食事療法と栄養補給法 経静脈栄養法の目的、種類、実施について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

11教育・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞと再評価 傷病者への栄養教育、症状や栄養状態のモニタリングについて学習しま
す。 過去問題の予習復習（4時間）

12薬と栄養・食事の相互作用 栄養・食品が医薬品に及ぼす影響について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

13薬と栄養・食事の相互作用 医薬品が栄養・食事に及ぼす影響について学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

14栄養ケアの記録 問題志向型診療記録（POMR)と栄養ケアプロセスの記録方法（PES等)を
比較します。 過去問題の予習復習（4時間）

15総括 定期試験の解説の後、講義のまとめを行います。 試験対策（4時間以上）

テキスト
「ステップアップ栄養健康科学シリーズ12　臨床栄養学」藤岡由美子他著東
山幸恵編（化学同人）　ISBN:978-4-7598-1902-1 (生協で購入してください
。)　開講後に指示します
「Clinical Nutrition　Textbook」藤岡由美子著藤岡由美子編（成進社印刷
）(講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
小テスト：50％　定期試験：50％
S：到達目標に掲げられた各基本事項について90％以上説明できる
A：到達目標に掲げられた各基本事項について80％以上説明できる
B：到達目標に掲げられた各基本事項について70％以上説明できる
C：到達目標に掲げられた各基本事項について60％以上説明できる

参考書
「国際標準化のための栄養ケアプロセス用語マニュアル」日本栄養士会著
（第一出版）　ISBN：978-4-8041-1270-1

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回小テストを行いますので全回出席を前提としています。体調管理も学びだ
と心得てください。最終週にテストを行い、試験期間に授業の総括を行います
。
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科目名 臨床栄養学各論Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36020研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
臨床医学各論Ⅰで学ぶ疾患・病態時の栄養ケアプロセス（Nutritiona Care System:NCP)について学びます。栄養ケアプロセスとは、国際
的に標準化された栄養管理システムで「栄養アセスメント」、「栄養診断」、「栄養介入」、「栄養モニタリングと評価」の4段階で構成
され、何れもコード番号が付与された標準用語(International Dietetics & Nutritional Terminology:IDNT)で記録します。

学修到達目標
疾患・病態時の体内代謝、生理学的･病理学的所見に基づいて栄養管理の必要性を理解し、栄養ケアプロセスについて説明できることを目
指します。

授業の進め方
栄養・代謝・内分泌系、消化器系、循環器系疾患の栄養ケアプロセスについてにおける栄養管理の基本事項と栄養ケアプロセスについて
講義をした後、管理栄養士国家試験問題による演習で知識を定着させます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1栄養ケアプロセス1 栄養ケアプロセスの概要を学習します。 ケーススタディ（4時間）

2栄養ケアプロセス2 栄養ケアプロセスの各段階（栄養アセスメント、栄養診断、栄養介入、
評価とモニタリング）を学習します。 ケーススタディ（4時間）

3患者講演会 炎症性腸疾患の病態及び栄養・食事療法を学習します。 課題レポート作成（4時間）

4特別講演会 運動療法におけるコーチングを実技を通して学習します。 課題レポート作成（4時間）

5栄養障害 エネルギータンパク質栄養障害、ビタミン・ミネラル欠乏症・過剰症の
栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

6代謝系疾患 肥満、メタボリック・シンドロームの栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

7代謝系疾患 糖尿病の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

8代謝系疾患 脂質異常症の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

9代謝系疾患･消化器疾患 高尿酸血症・痛風～胃食道逆流症の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

10消化器疾患 胃・十二指腸潰瘍～炎症性腸疾患の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

11消化器疾患 肝臓疾患の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

12消化器疾患 胆嚢・膵臓疾患の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

13循環器疾患 虚血～動脈硬化・高血圧の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

14循環器疾患 狭心症～心不全の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

15総括 定期試験の解説の後、講義のまとめを行います。 試験対策（4時間以上）

テキスト
「ステップアップ栄養・健康科学シリーズ12　臨床栄養学」藤岡由美子他著
東山幸恵編（化学同人）(生協で購入してください。)
「Clinical Nutrition　Textbook」藤岡由美子著藤岡由美子編（成進社印刷
）(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
小テスト：50％　定期試験：50％
S：各疾患の栄養ケアプロセスを90％以上説明できる
A：各疾患の栄養ケアプロセスを80％以上説明できる
B：各疾患の栄養ケアプロセスを70％以上説明できる
C：各疾患の栄養ケアプロセスを60％以上説明できる

参考書
「糖尿病食事療法のための食品交換表　第7版」日本糖尿病学会著日本糖尿病
学会編（文光堂）　ISBN：978-4-8306-6046-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回小テストを行いますので全回出席を基本としています。体調管理も学びだ
と心得て下さい。最終週にテストを行い、試験期間に授業の総括を行います。
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科目名 臨床栄養学実習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36021研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
臨床栄養学総論Ⅰで学ぶ栄養ケアプロセスについて、臨床栄養学各論Ⅱで学ぶ疾患ごとに実習します。

学修到達目標
病態や症例における栄養評価・栄養診断に基づく栄養補給計画を作成し、計画に応じた食事が調整できることを目指します。

授業の進め方
栄養・代謝・内分泌系、消化器系、循環器系疾患における栄養補給計画のための献立作成、調理実習、臨床検査、症例検討等を行います
。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション スケジュール確認、白衣試着、入院から食事提供までを学習します。 実習書の予習復習（1時間）

2食事計画：献立作成 常食の献立作成を行います。 献立作成（1時間）

3食事計画：献立作成 常食から形態別コントロール食（軟食）へ献立を展開します。 献立作成（1時間）

4食事計画：調理実習 形態別モデル献立の調理実習を行います。 レシピ試作（1時間）

5食事計画：献立作成 形態別コントロール食の献立を修整します。 献立作成（1時間）

6糖尿病：食事計画 糖尿病食事療養のための食品交換表の使い方を学習します。 食事記録（1時間）

7糖尿病：調理実習 糖尿病モデル献立の調理実習を行います。 レシピ試作（1時間）

8糖尿病：献立作成 糖尿病食（エネルギーコントロール食）の献立に展開します。 献立作成（1時間）

9糖尿病：臨床検査 経口糖負荷試験、尿検査、食事記録の栄養価計算を行います。 栄養価計算（1時間）

10糖尿病：栄養評価 糖尿病食事療養のための食品交換表と栄養成分表の値を比較します。 栄養価計算（1時間）

11肝・胆・膵疾患：栄養計画 症例検討から栄養計画を立案します。 実習書の予習復習（1時間）

12肝・胆・膵疾患：献立作成 肝臓・胆嚢・膵臓疾患の献立作成を行います。 献立作成（1時間）

13循環器疾患：心肺蘇生法 心肺蘇生法、AED（自動体外式除細動器）の使用法を学習します。 講義の復習（1時間）

14臨床検査、献立作成 血圧、動脈硬化の検査、塩分コントロール食の献立作成を行います。 献立作成（1時間）

15総括：試験、課題 試験の解説の後、課題の総括を行います。 試験対策（1時間以上）

テキスト
「わかりやすい疾患別栄養ケア・マネジメント－献立から指導まで－」藤岡
由美子他著江上いすず他編（学建書院）　ISBN:978-4-7624-0885-4  (生協で
購入してください。)
「糖尿病食事療法のための食品交換表第7版 」日本糖尿病学会著日本糖尿病
学会編（文光堂）　ISBN:978-4-8306-6046-7 (生協で購入してください。)
「Clinical Nutriton Workbook」藤岡由美子著藤岡由美子編（成進社印刷）

成績評価の方法・基準
課題：50％　定期試験：50％
S：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が90％以上できる
A：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が80％以上できる
B：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が70％以上できる
C：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が60％以上できる

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
全回出席を基本としています。体調管理も学びだと心得て下さい。課題の提出
は締め切りを厳守してください。最終週にテストを行い、試験期間に授業の総
括を行います。
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科目名 臨床栄養学総論Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36022研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
疾病・身体状況に対応した栄養補給法、食事と医薬品の相互作用、臨床症候と栄養障害の評価、臨床における客観的栄養評価と栄養診断
、傷病者の栄養ケアプロセスについての理解を深めるため、症例・事例にもとづく講義と演習を行います。

学修到達目標
提示された症例・事例について、栄養管理に必要な情報収集とその理由、栄養評価、栄養診断、栄養介入、栄養モリタリング・評価（判
定）、関連職種との連携について説明できることを目指します。

授業の進め方
疾病・身体状況に対応した栄養補給法、食事と医薬品の相互作用、臨床症候と栄養障害の評価、臨床における客観的栄養評価と栄養診断
、傷病者の栄養ケアプロセスについての講義の後、症例検討（ケーススタディ）による演習を行い知識を定着させます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 臨地実習報告会、実習課題の説明、自己評価票の記入を行います。 自己評価票の記入（4時間）

2栄養管理計画書 栄養管理計画書を作成します。 課題の準備・まとめ（4時間）

3栄養指導実施記録 問題志向型診療記録による栄養ケアプロセスの記録を行います。 課題の準備・まとめ（4時間）

4ケーススタディ 主観的包括的評価（SGA）及び客観的栄養評価（ODA）を行います。課題の準備・まとめ（4時間）

5ケーススタディ 栄養アセスメント･プランニング・モニタリングを行います。 課題の準備・まとめ（4時間）

6ケーススタディ 危機管理（事故・災害時対策）について学習します。 課題の準備・まとめ（4時間）

7栄養ケアプロセス 脳血管障害を併発したⅡ型糖尿病患者の栄養ケアプロセスを学習します
。 課題の準備・まとめ（4時間）

8栄養ケアプロセス 肝硬変の栄養ケアプロセスを学習します。 課題の準備・まとめ（4時間）

9栄養ケアプロセス クローン病の栄養ケアプロセスを学習します。 課題の準備・まとめ（4時間）

10栄養ケアプロセス 慢性閉塞性呼吸不全（COPD)の栄養ケアプロセスを学習します。 課題の準備・まとめ（4時間）

11栄養ケアプロセス 術前化学療法時の栄養ケアプロセスを学習します。 課題の準備・まとめ（4時間）

12栄養ケアプロセス ダイピング症候群の栄養ケアプロセスを学習します。 課題の準備・まとめ（4時間）

13管理栄養士の使命と役割 災害時の避難所運営（HUG)における管理栄養士の役割を演習します。課題の準備・まとめ（4時間）

14管理栄養士の使命と役割 管理栄養士のドキュメンタリーや映像作品を視聴します。 課題の準備・まとめ（4時間）

15総括 定期試験の解説の後、講義のまとめを行います。 試験対策（4時間以上）

テキスト
「ステップアップ栄養・健康科学シリーズ12　臨床栄養学」藤岡由美子他著
東山幸恵編（化学同人）　ISBN:978-4-7598-1902-1 (生協で購入してくださ
い。)
「Clinical Nutrition Textbook」藤岡由美子著藤岡由美子編（成進社印刷
）(講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
課題：50％　定期試験：50％
S：提示された症例の栄養ケアプロセスを90％以上説明できる。
A：提示された症例の栄養ケアプロセスを80％以上説明できる。
B：提示された症例の栄養ケアプロセスを70％以上説明できる。
C：提示された症例の栄養ケアプロセスを60％以上説明できる。

参考書
「国際標準化のための栄養ケアプロセス用語マニュアル」日本栄養士会著
（第一出版）　ISBN：978-4-8041-1270-1
　

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回課題の評価を行いますので全回出席を基本としています。体調管理も学び
だと心得てください。最終週にテストを行い、試験期間に授業の総括を行いま
す。
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科目名 臨床栄養学各論Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36023研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
臨床医学各論Ⅰで学ぶ疾患・病態時の栄養ケアプロセス（Nutritiona Care System:NCP)について学びます。栄養ケアプロセスとは、国際
的に標準化された栄養管理システムで「栄養アセスメント」、「栄養診断」、「栄養介入」、「栄養モニタリングと評価」の4段階で構成
され、何れもコード番号が付与された標準用語(International Dietetics & Nutritional Terminology:IDNT)で記録します。

学修到達目標
疾患・病態時の体内代謝、生理学的･病理学的所見に基づいて栄養管理の必要性を理解し、栄養ケアプロセスについて説明できることを目
指します。

授業の進め方
腎臓、内分泌、神経、呼吸器、運動器、血液、免疫・ｱﾚﾙｷﾞｰ、小児、生殖器、老年期の各疾患、感染症、周術期・ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱにおける栄養
管理の基本事項と栄養ケアプロセスについて講義をした後、管理栄養士国家試験問題による演習で知識を定着させます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1腎疾患 糸球体腎炎・ネフローゼ症候群・腎不全の栄養ケアプロセスを学習しま
す。 過去問題の予習復習（4時間）

2腎疾患 糖尿病性腎症・慢性腎臓病の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

3腎・尿路系疾患 人工透析・腹膜透析・尿路結石の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

4内分泌疾患 甲状腺機能亢進症～先天性代謝異常の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

5脳・神経疾患 脳出血･脳梗塞の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

6摂食障害 神経性食欲不振症～摂食機能障害の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

7呼吸器疾患 慢性閉塞性肺疾患（COPD）の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

8血液疾患 貧血・出血性疾患の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

9運動器疾患 骨粗鬆症～ロコモティブシンドロームの栄養ケアプロセスを学習します
。 過去問題の予習復習（4時間）

10免疫・アレルギー疾患 食物アレルギー～免疫不全の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

11感染症･悪性腫瘍 病原微生物～癌（緩和ケア）の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

12周術期・クリティカルケア ダンピング症候群・外傷・熱傷の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

13乳幼児・小児疾患 小児肥満・糖尿病・腎臓病の栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

14生殖器疾患・老年症候群 妊娠糖尿病～フレイルティの栄養ケアプロセスを学習します。 過去問題の予習復習（4時間）

15総括 定期試験の解説の後、講義のまとめを行います。 試験対策（4時間以上）

テキスト
「ステップアップ栄養・健康科学シリーズ12　臨床栄養学」藤岡由美子他著
東山幸恵他編（化学同人）　ISBN:978-4-7598-1902-1 (生協で購入してくだ
さい。)
「Clinical Nutrition　Textbook」藤岡由美子著藤岡由美子編（成進社印刷
）(講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
小テスト：50％　定期試験：50％
S：各疾患の栄養ケアプロセスを90%以上説明できる
A：各疾患の栄養ケアプロセスを80%以上説明できる
B：各疾患の栄養ケアプロセスを70%以上説明できる
C：各疾患の栄養ケアプロセスを60%以上説明できる

参考書
「腎臓病食品交換表第9版治療食の基準」黒川清著中尾俊之他編（医歯薬出版
）  978-4-263-70674-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回小テストを行いますので全回出席を基本としています。体調管理も学びだ
と心得て下さい。最終週にテストを行い、試験期間に授業の総括を行います。
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科目名 臨床栄養学実習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36024研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
臨床栄養学総論Ⅰで学んだ栄養管理（ケア）プロセスについて、臨床栄養学各論Ⅱで学ぶ疾患ごとに実習します。

学修到達目標
病態や症例における栄養評価・栄養診断に基づく栄養補給計画を作成し、計画に応じた食事が調整できることを目指します。

授業の進め方
臨床栄養学各論Ⅱで扱った腎臓、内分泌、神経、呼吸器、運動器、血液、免疫・アレルギー、小児、生殖器、老年期の各疾患、感染症、
周術期・クリティカルケアにおける栄養補給計画のための献立作成、調理実習、臨床検査、症例検討等を行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 24時間蓄尿検査の説明、臨地実習の準備（希望調査、自己紹介書）を行
います。 蓄尿、食事調査（1時間）

2腎疾患：食事計画 腎臓病食品交換表の使い方、調理実習の準備（発注書）を説明します。 自己紹介書作成（1時間）

3腎疾患：調理実習 腎臓病の特殊食品を利用したモデル献立の調理実習を行います。 レシピ試作（1時間）

4腎疾患：栄養評価 腎臓病食品交換表による栄養計算、24時間蓄尿結果の分析を行います。栄養価計算（1時間）

5腎疾患・脳血管障害 腎不全の献立作成、摂食機能障害の食事介助 献立作成（1時間）

6腎疾患・摂食障害 糖尿病性腎症の献立作成、POMSと唾液ｱﾐﾗｰｾﾞ測定を行います。 献立作成（1時間）

7腎疾患・呼吸器疾患 人工透析の献立作成、呼吸機能検査を行います。 献立作成（1時間）

8血液疾患：臨床検査 貧血検査、食物アレルギー除去食の献立作成を行います。 献立作成（1時間）

9運動器疾患：臨床検査 骨密度の測定、ロコモティブシンドローム・テストを行います。 ロコモ25、ロコトレ（1時間）

10アレルギー疾患：調理実習 食物アレルギー除去食（モデル献立）の調理実習を行います。 レシピ試作（1時間）

11アレルギー疾患：治療 アドレナリン自己注射薬の講習を行います。 講義レポート作成（1時間）

12摂食機能障害：調理実習 嚥下調整食（モデル献立）の調理実習、刻み食、ムース食の試食を行い
ます。 レシピ試作（1時間）

13摂食機能障害：臨床検査 嚥下機能検査、リハビリテーション（構音機能訓練、嚥下食の試食）を
行います。 講義の復習（1時間）

14総括：調理実習 栄養成分別コントロール食の調理実習を行います。 レシピ試作（1時間）

15総括：試験、課題 試験、課題の総括、臨地実習キックオフを行います。 試験対策（1時間以上）

テキスト
「わかりやすい疾患別栄養ケア・マネジメント－献立から指導まで－」藤岡
由美子他著江上いすず他編（学建書院）　ISBN:978-4-7624-0885-4 (生協で
購入してください。)
「腎臓病食品交換表第9版治療食の基準」黒川清著中尾俊之他編（医歯薬出版
）　ISBN:978-4-263-70674-9 (生協で購入してください。)
「Clinical Nutrition Workbook」藤岡由美子他著藤岡由美子編（成進社印刷
）(講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
課題：50％　定期試験：50％
S：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が90％以上できる
A：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が80％以上できる
B：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が70％以上できる
C：病態時の栄養補給計画に応じた食事の調整が60％以上できる

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
全回出席を基本としています。体調管理も学びだと心得て下さい。課題の提出
は締め切りを厳守してください。最終週にテストを行い、試験期間に授業を行
います。
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科目名 公衆栄養学Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC36025研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日5限

関連資格 管理栄養士､栄養士､食品衛生､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ ○

授業概要
公衆栄養学の目的や概念を理解し、国や地域、職域、学校、諸外国等で行われている公衆栄養活動の現状と課題について学びます。
国や地域（県、市町村、地区など）、職域、学校等における健康・栄養問題とその要因、対象者（対象集団）のニーズを把握し、地域社
会や組織がその課題を解決するため設定した目標を達成できるよう、より効果的・効率的な公衆栄養プログラムを計画・実施・評価する
マネジメントに必要な基礎知識、理論と手法を学びます。

学修到達目標
「公衆栄養学」、「公衆栄養活動」について学ぶことで、地域社会の中で健康・栄養・食生活の改善のために様々な立場で様々な取り組
みが行われていること、その活動は重要であり、身近であることを理解し、取り組むことが必要であると思うようになる。

授業の進め方
基本的にはテキスト及び配布資料を使用して、パワーポイントスライドで講義をすすめます。学習単位ごとに確認問題を提供します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1公衆栄養学とは、歴史と概念
公衆栄養の意義、目的、我が国の公衆栄養活動の歴史、求められる公衆
栄養活動について学びます。

指定テキストの第1章を事前に読
み、公衆栄養の概念や活動につい
て予習しておく。（4時間）

2我が国の健康・栄養問題① 我が国の公衆栄養活動の歴史とともに、管理栄養士・栄養士養成制度、その根拠法となる栄養法について学びます。

教科書第3章1,2を事前に読んでお
くこと。配布資料を見直し、復習
。（4時間）

3我が国の健康・栄養問題② 我が国の健康・栄養問題の現状と課題について学びます。公衆栄養活動に求められる食環境について、現在に至るまでの変遷を学びます。

教科書第2章3,4を事前に読んでお
く。授業配付資料の見直し、教科
書で復習。（4時間）

4我が国の健康・栄養問題③ 少子化と長寿社会の現状における栄養・健康問題について、国民生活基礎調査などのデータを基に学びます。

教科書第2章1,2を事前に読んでお
くこと。小テストに向け、配付資
料等見直し、復習。（4時間）

5我が国の栄養政策① 我が国の健康づくり対策の根拠法となる「健康増進法」について学びま
す。

教科書第1章2とp.270～271を事前
に読んでおくこと。配布資料を見
直し、復習。（4時間）

6我が国の栄養政策② わが国の健康づくり政策の概念と歴史的変遷を通し、公衆栄養全体計画
と事業計画の展開について学びます。

教科書第3章5を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習。
（4時間）

7我が国の栄養政策③ 国民健康・栄養調査の目的と沿革、内容、調査方法、最新の調査結果に
ついて学びます。

厚労省HP国民健康・栄養調査の
H27,28年報告書を事前に読み、不
明な点を整理する。（4時間）

8我が国の栄養政策④ 国民健康・栄養調査の調査結果と活用について学びます。
配布資料を事前に読んで予習して
おくこと。授業配付資料等を見直
し復習。（4時間）

9健康・栄養問題の現状と課題と栄養政策① 国民健康・栄養調査結果の変遷より、食事や食生活の変化を学びます。
教科書第2章3,4を事前に読んでお
くこと。授業配付資料を見直し復
習。（4時間）

10健康・栄養問題の現状と課題と栄養政策②
食環境の観点より、食環境の変化を食品生産、流通およびフードバラン
スシートより学びます。

教科書第2章5を事前に読んでおく
こと。授業配布資料を見直し復習
。（4時間）

11諸外国における健康・栄養問題の現状と課題
諸外国の健康・栄養問題現状（先進諸国、開発途上国）と栄養政策及び
国際的な栄養行政組織について学びます。

教科書第2章6、第3章6を事前に読
んでおくこと。配布資料を見直し
復習。（4時間）

12栄養疫学① 栄養疫学の概要について学びます。
教科書第5章1,2を事前に読んでお
くこと。配布資料を見直し、復習
。（4時間）

13栄養疫学② 栄養疫学の研究例を基に、EBNとする研究論文の方法と結果を中心に読
み方を学びます。

配布資料を事前に読んでおくこと
。配布資料を見直し、理解を整理
すること。（4時間）

14栄養疫学③ 曝露情報としての食事摂取量を推定する調査の方法、要因間の分析と評
価について学びます。

教科書第5章3を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習。
（4時間）

15栄養疫学④ 健康・疾病と食事摂取・栄養素等との関連について学びます。
教科書第4章4,5、第5章4と配布資
料を事前に読んでおくこと。配布
資料を見直し、復習。（4時間）

テキスト
「管理栄養士課程「栄養管理と生命科学シリーズ」公衆栄養学の科学」大和
田浩子/中山健夫著（理工図書）　ISBN:978-4-8446-0790-8C33340 (生協で購
入してください。)
公衆栄養学Ⅱでも使用します。

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、授業への積極的な発言及び取り組みで評価します。
S:授業内容を高度に理解し、わからないことを積極的に探求し、課題に取り組
み、難しい応用問題が解ける。A：授業内容を理解し、授業でのわからないこと
を探求し、課題に取り組み、やや難しい問題が解ける。B：授業内容のおおよそ
を理解し、与えられた課題に着実に取り組み、応用問題が解ける。C：授業の内
容の60%程度を理解し、与えられた課題に取り組み、授業で行った例題と同レベ
ルの問題が解ける。

参考書
「「わかりやすいEBNと栄養疫学」」佐々木敏著（同文書院）　ISBN：978-4-
8103-1316-1
他、必要に応じて適宜紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
公衆栄養学は実践的な科目です。集団の健康・栄養改善のために、実際に社会
の中でどんな取り組みが行われているのか、日頃から新聞・専門雑誌などを通
して関心を持ってみるようにしてください。
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科目名 公衆栄養学Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC36026研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日3限

関連資格 管理栄養士､食品衛生 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ ○

授業概要
国や地域、職域、学校等における健康・栄養問題とその規定要因、対象者（対象集団）のニーズの把握、地域社会や組織の目標設定、目
標を達成するためのより効果的・効率的な公衆栄養プログラムを計画・実施・評価するためのマネジメントに必要な基礎知識、理論と手
法を学び、実際の取組み事例も学びます。加えて、栄養疫学の手法を理解し、「健康・疾病」と「栄養素・食品摂取」との関連を学びま
す。　　　

学修到達目標
公衆栄養活動をすすめるために必要な栄養疫学が理解と活用を身につけ、公衆栄養マネジメントのプロセスに沿って、その活動を組み立
てることができるようになる。

授業の進め方
基本的にはテキスト及び配布資料を使用して、パワーポイントスライドで講義をすすめます。学習単位ごとに確認問題を提供します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1健康・栄養政策指針とツール
健康づくり政策実施に関連する食生活指針、運動指針、睡眠指針、食事
バランスガイド等について学びます。

教科書第3章4を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

2公衆栄養学マネジメント① 公衆栄養学マネジメントの考え方・プロセスについて学びます。
教科書第6章を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

3公衆栄養学マネジメント② 公衆栄養学アセスメントの目的と方法について、食事摂取基準の地域集団への活用および質問調査の方法・活用まで学びます。

教科書第7章を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

4公衆栄養学マネジメント③ 公衆栄養学プログラムの目標設定について学びます。
教科書第8章を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

5公衆栄養マネジメント④ 公衆栄養学プログラムの計画について学びます。
教科書第9章を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

6公衆栄養マネジメント⑤ 公衆栄養プログラムの実施の概要について学びます。
教科書第10章を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

7公衆栄養マネジメント⑥ 食育基本法と国や県、地域における食育基本計画について学びます。
教科書第12章1を事前に読んでお
くこと。配布資料を見直し、復習
する。（4時間）

8公衆栄養マネジメント⑦ 根拠法となる「高齢者の医療の確保に関する法律」より、地域や職域に
おける一次予防政策である特定健診・特定保健指導について学びます。

教科書第12章3を事前に読んでお
くこと。配布資料を見直し、復習
する。（4時間）

9公衆栄養マネジメント⑧ 公衆栄養プログラムの評価について学びます。
教科書第11章を事前に読んでおく
こと。配布資料を見直し、復習す
る。（4時間）

10地域公衆栄養活動① わが国の公衆栄養全体計画と事業計画への展開について「健康日本
21（二次）」を学びます。

教科書、参考資料を事前に読んで
おくこと。配布資料を見直し、復
習する。（4時間）

11地域公衆栄養活動②
長野県の栄養・食生活の現状と課題、これからの対策について学びます
。長野県健康増進課食育・栄養係課長補佐から直接講義をいただきます
。

長野県HP健康増進から県栄調査、
食育活動を読み、予習する。授業
配付資料を復習する。（4時間）

12地域公衆栄養活動③ 保健所の栄養・食生活の現状と課題、これからの対策について学びます
。県保健福祉事務所管理栄養士から直接講義をいただきます。

事前に行政栄養士の業務指針、長
野県内の配置を調べる。授業配付
資料を見直し、復習。（4時間）

13地域公衆栄養活動④ 市町村の栄養・食生活の現状と課題、これからの対策について学びます
。松本市健康づくり課管理栄養士から直接講義をいただきます。

松本市HPの公衆栄養活動を調べる
。11、12、13回授業配付資料を見
直し、違いを整理（4時間）

14地域公衆栄養活動⑤ 健康と栄養の情報収集と発信、これからの公衆栄養活動への期待、行政
栄養士の活動について、国民健康・栄養調査の最新結果から考えます。

国民健康・栄養調査HPの最新結果
を予習。公衆栄養活動の課題と取
組みを各自整理する。（4時間）

15地域公衆栄養活動まとめ
県及び市町村おける公衆栄養活動の違いを理解し、行政栄養士の活動の
姿や、地域における様々な公衆栄養活動について学びを深めます。

教科書第10章,行政栄養士の業務
指針、外部講師の講義と併せて理
解を深める。（4時間）

テキスト
「管理栄養士養成課程「栄養管理と生命科学シリーズ」公衆栄養の科学」大
和田浩子/中山健夫著（理工図書）　ISBN:978-4-8446-0790-8C3340 (生協で
購入してください。)
公衆栄養学Ⅰで使用したテキストです。

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
S:授業内容を高度に理解し、わからないことを積極的に探求し、課題に取り組
み、難しい応用問題が解ける。A：授業内容を理解し、授業でのわからないこと
を探求し、題に取り組み、やや難しい問題が解ける。B：授業内容のおおよそを
理解し、与えられた課題に着実に取り組み、応用問題が解ける。C：授業の内容
の60%程度を理解し、与えられた課題に取り組み、授業で行った例題と同レベル
の問題が解ける。

参考書
「公衆栄養学」田中平三、徳留信寛、伊達ちぐさ編（南江堂）　ISBN：978-
4-524-26166-6
他、必要に応じて適宜紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
日頃から新聞・専門雑誌などを読んで関心を持ち、集団の健康・栄養改善のた
めに、地域・社会でどんな取り組みが行われているのか、栄養情報が正しい情
報であるかなど意識して取り組んで下さい。
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科目名 公衆栄養学実習 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NC36027研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日3限

関連資格 管理栄養士､食品衛生 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ ○

授業概要
公衆栄養マネジメントの考え方と手法を理解し、必要に応じてデータを収集・分析・活用しながら、公衆栄養プログラムの計画・実施・
評価をするための基礎的な手法を学びます。前半では「健康・栄養・食生活アセスメント」として、食事調査の実施、データ処理、結果
のまとめ、評価までを実際に体験します。後半では「自治体における栄養改善事業の策定」を体験します。

学修到達目標
公衆栄養マネジメントの考え方と手法を理解し、必要に応じてデータを収集・分析・活用しながら、公衆栄養プログラムの計画・実施・
評価をするための基礎的な力を身につけることを目指します。

授業の進め方
「公衆栄養学Ⅱ」と並行して進めます。教科書やプリント等を適宜利用しながら、基本的にグループに分かれて実習を行います。グルー
プ演習後、ディスカッション・発表などを行う参加型の学習形態とします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
実習の概要説明を行います。食事摂取量調査実施のため「食物摂取状況
調査票」について配布し、調査実施期日、記入方法などについて説明し
ます。

事前にシラバスを読んでおく。決
められた3日間の食物摂取量調査
を実施します。（1時間）

2健康・栄養・食生活アセスメント①

実施してきた食物摂取状況調査票3日間の記入の確認をし、2人がペアと
なり、お互いにその記入内容について聞き取り確認をします。調査票に
記入された料理の分解について学び、実習します。

自分の食事摂取量調査の記録確認
。料理の分解法を復習し、確実に
できるようにする。（1時間）

3健康・栄養・食生活アセスメント②

食物摂取状況調査票から摂取食品名及び重量を確定し、エクセル栄養君
に入力できるようにしていきます。食生活・生活習慣調査を実施し、回
答を集計用のエクセル表へ入力を始めます。

重量画定した食事調査記録のエク
セル栄養君への入力を終了してく
る。（1時間）

4健康・栄養・食生活アセスメント③

食生活・生活習慣調査の回答の集計表へ入力します。食物摂取状況につ
いてエクセル栄養君から個人結果を出力し、アセスメントを行います。
食事摂取基準2015の活用の仕方を学びます。

事前に食事摂取基準2015の集団へ
の活用部分を復習。個人結果へア
ドバイス記入する。（1時間）

5健康・栄養・食生活アセスメント④

食生活・生活習慣調査の集計方法を実習します。3年生全体の食事摂取
量調査データを集団食事調査として分析、アセスメントするためのデー
タチェックを進めます。

エクセルソフトを活用した集計を
復習し、グラフを2つ作成し、課
題提出とする。（1時間）

6健康・栄養・食生活アセスメント⑤
グループごと3年生の食事摂取量調査データの分析を行い、その分析結
果をまとめた結果説明資料を作成します。

事前に食事摂取基準の集団への活
用を再度復習する。グループで協
力して分析を進める。（1時間）

7健康・栄養・食生活アセスメント⑥
グループでの3年生の食事摂取量調査結果説明資料の作成、発表準備を
行います。

グループ内で協力して分析し、説
明資料作成、発表準備を進める。
（1時間）

8健康・栄養・食生活アセスメント⑦
3年生食事摂取量調査結果をグループごと、プレゼンテーションします
。

グループ協力して説明資料の作成
、発表原稿を作成し、発表に備え
る。（1時間）

9役立つ情報源、情報検索方法演習

保健に関する情報の検索方法について長野県及び周辺県を例に実習しま
す。栄養改善事業策定演習の準備として、グループごと長野県内の市町
村を選定し、その市町村の保健データの収集を開始します。

様々な情報の検索方法について、
PCを使い地域診断ができるように
復習しておく。（1時間）

10栄養改善事業策定①
選定した市町村の保健データの収集、現在実施されている事業等につい
て収集し、地域診断を行います。地域診断より健康課題を選定し、対象
とする年代を選定します。

市町村の保健データ等の収集をグ
ループで協力して進め、グループ
内で共有しておく。（1時間）

11栄養改善事業策定② 選定した課題について、プリシード・プロシードモデルを用いて関連要
因を整理します。

プリシード・プロシードモデルを
公衆栄養学教科書で復習。要因分
析の方法を復習。（1時間）

12栄養改善事業策定③
選定した課題を改善するための方策（教育アプローチ、環境アプローチ
）について、グループで検討を進め、事業企画案の作成を開始します。

改善事業の案を提案できるよう検
討。事業の要領等グループで分担
して作成をすすめる。（1時間）

13栄養改善事業策定④ 検討された改善のための事業案の評価方法について検討し、具体的に表
記する。

公衆栄養学Ⅱの事業評価方法を復
習し、企画した事業の評価方法を
検討。発表準備（1時間）

14栄養改善事業策定⑤ 事業案のプレゼンテーション資料の作成を行い、グループ発表の準備を
します。

グループ発表に向けて、資料作り
発表PP作成に積極的に協力する。
（1時間）

15栄養改善事業策定⑥ グループごと検討された事業案について、プレゼンテーションを行いま
す。

グループ発表に向けて役割分担し
、スムースに発表ができるように
準備してくる。（1時間）

テキスト
「公衆栄養学実習」井上浩一、川野因、本田栄子編（建帛社）　ISBN:978-4-
7679-0468-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：80％　受講態度：20％
受講態度：グループ活動への貢献度をみていきます。
S:公衆栄養活動をよく理解し、実習課題、グループ活動・発表に意欲的に取り
組み、リーダー的役割を果たている。　A：公衆栄養活動を理解し、実習課題、
グループ活動・発表に積極的に取り組んでいる。　B：公衆栄養活動をおおよそ
理解し、実習課題、グループ活動・発表に積極的に取組んでいる。　C：公衆栄
養活動について60%程度理解し、実習課題、グループ活動・発表に協力的に取り
組んでいる。

参考書
「調理のためのベーシックデータ」（女子栄養大学出版）
「食品80キロカロリーガイドブック」（女子栄養大学出版）
「毎日の食事のカロリーガイド」（女子栄養大学出版）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
PCを使用して検索や計算等を行うことが多くなります。グループに1台のノート
PCの配置はありますが、自分のPCの使用が可能な学生は持参してください。グ
ループ活動への積極的参加を望みます。
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科目名 給食計画論 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB26028研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
わが国の健康・栄養・食生活の変化に伴う給食の役割と関係法規の変遷を知り、給食を運営するための業務の種類、それを実施するため
に必要な知識・技能を学習します。さらに、特定多数人に継続的に食事を提供する給食の運営計画、運営するための業務内容、施設・設
備、諸経費、人材等と栄養・食事計画と献立の位置づけ、給食献立の作成に必要な技能などを学習します。

学修到達目標
給食の関連法規の理解、給食を運営するために必要な運営計画、業務内容、施設・設備、諸経費、人材、栄養・食事計画と献立の位置づ
け等を理解することを目標とします。

授業の進め方
教科書を中心に講義を行います。必要に応じて資料を配布します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1給食の概念 給食施設の意義・役割、給食の種類と特徴、給食の関連法規、給食施設
における管理栄養士・栄養士の配置について講義します。

教科書を予習する。関連法規や管
理栄養士・栄養士の配置について
復習する。（4時間）

2給食の運営とマネジメント 給食運営業務の流れ、給食の運営とマネジメントについて講義します。
教科書を予習する。給食運営の流
れやマネジメントの方法について
復習する。（4時間）

3栄養・食事管理 栄養・食事管理とその評価、食事環境の整備について講義します。
教科書を予習する。栄養・食事管
理、食事環境の整備について復習
する。（4時間）

4献立管理 献立計画、献立について、各施設の献立、献立の評価について講義しま
す。

教科書を予習する。献立計画、献
立の意義等について復習する。
（4時間）

5生産管理 給食における生産管理、大量調理の品質管理について講義します。
教科書を予習する。生産管理、品
質管理について復習する。（4時
間）

6品質管理 品質の概念、給食における品質管理、品質の評価について講義します。
教科書を予習する。給食における
品質管理について復習する。
（4時間）

7食材管理 給食における食材管理、発注・検収、食材費の評価について講義します
。

教科書を予習する。食材管理、発
注・検収、食材費評価について復
習する。（4時間）

8衛生・安全管理 衛生・安全管理とその関連法規、評価、事故発生時の対応について講義
します。

教科書を予習する。衛生安全管理
、関連法規、事故発生時の対応を
復習する。（4時間）

テキスト
「管理栄養士養成テキストブック　給食経営管理論」片山直美　原正美著
（㈱みらい）　ISBN:978-4-86015-439-4 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S:授業の内容を高度に理解するとともに、そこから発展して考えることができ
る。A:授業の内容を理解し、自分の言葉で説明できる。B:授業の内容をおおよ
そ理解できている。C:授業の内容の60%程度を理解できている。

参考書
「日本人の食事摂取基準（2015年版）」（第一出版）　ISBN：978-4-8041-
1312-8
「食品成分表」（女子栄養大学出版部）　ISBN：978-4-7895-1008-0

履修上の注意（学生へのメッセージ）
専門基礎科目の理解を基に講義します。他教科の復習もしっかりしておいてく
ださい。
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科目名 給食実務論 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB26029研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
給食運営業務の流れに沿って、演習形式で、栄養・食事計画、献立、その他給食運営に必要な帳票の作成を行いながら、給食運営に関わ
るために必要な知識・技術を習得します。

学修到達目標
栄養・食事計画の立案、献立作成、その他給食運営に必要な帳票の作成ができるようになることを目標とします。

授業の進め方
教科書とプリントを用いて、演習形式で授業を進めていきます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1栄養計画の立案 対象者のアセスメントをもとに、栄養計画（給与栄養目標量、栄養教育
）を立案します。

給与栄養目標量の作成の仕方、給
食における栄養教育について復習
する。（4時間）

2献立作成 献立の立て方の講義の後、実際に献立作成を行います。 立てた献立を実際に調理し、味や
彩、量を確認する。（6時間）

3食品構成表の作成 食品構成表を作成します。
食品構成表の作成方法を復習する
。構成表を用いた献立作成の準備
をする。（4時間）

4食品構成表を用いた献立作成

食品構成表を用いた献立作成の方法および複数日の献立を作成するとき
の考え方の講義の後、実際に複数日の献立を構成表を用いて作成します
。

立てた献立を実際に調理し、味や
彩、量を確認する。（6時間）

5作業指示書、作業工程表の作成
作業指示書、作業工程表の作成方法の講義の後、各自の立てた献立を用
いて作業指示書、作業工程表を作成します。

作業指示書、作業工程表を作成す
るポイントを復習する。（4時間
）

6衛生・安全指示書の作成 衛生・安全指示書の作成方法の講義の後、各自の立てた献立を用いて衛
生・安全指示書を作成します。

衛生・安全指示書を成するポイン
トを復習する。（3時間）

7発注書、日計表の作成 発注書、日計表の作成方法の講義の後、各自の立てた献立を用いて発注
書および日計表を作成します。

献立に使用する食材の価格を調査
する。発注書、日計表を作成する
ポイントを復習する。（4時間）

テキスト
「管理栄養士養成テキストブック　給食経営管理論」片山直美、原正美著
（㈱みらい）　ISBN:978-4-86015-439-4 (生協で購入してください。)　「給
食計画論」と同じテキストです
「給食のための基礎からの献立作成　大量調理の基本から評価まで」上地洋
子・片山直美　他著（建帛社）　ISBN:978-4-7679-0570-9  (生協で購入して
ください。)

成績評価の方法・基準
課題：100％
S:給食実務および関連業務について高度に理解し、給食運営の計画が立てられ
る。また、帳票等の作成も問題なくできる。A:給食実務および関連業務につい
て理解し、給食運営の計画が立てられる。また、帳票等の作成ができる。B:給
食実務および関連業務についておおよそ理解し、給食運営の計画が立てられる
。帳票等の作成ができる。C:給食実務および関連業務について、60%程度理解し
、給食運営の計画が何とか立てられる。帳票等の作成が何とかできる。

参考書
「日本人の食事摂取基準（2015年版）」（第一出版）　ISBN：978-4-8041-
1312-8
「食品成分表」（女子栄養大学出版部）　ISBN：978-4-7895-1008-0

履修上の注意（学生へのメッセージ）
専門基礎科目および給食計画論の理解をもとに授業を進めます。しっかりと復
習をしたうえで受講してください。
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科目名 給食管理実習 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB26030研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 管理栄養士､栄養士､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
給食の運営に関する各管理業務を体験することにより、熟知した基礎的な知識・技術を総合し、応用力ならびに給食を運営管理できる能
力を修得することを目的としています。給与栄養目標量および喫食者の嗜好をふまえた献立を立案します。そしてその献立を実際に130食
提供する過程を通して、衛生管理、生産（調理）管理、サービス管理を実習します。また、食事の品質を高めるための調査・実測等も行
い、「計画‐実施‐供食‐評価」の一連の業務を実習します。

学修到達目標
①給与栄養目標量および喫食者の嗜好などをふまえ給食の条件に応じた食品構成の立案、献立の作成ができること、②給食の提供を計画
・実施・評価できること、③設備条件および献立に応じたCCPの設定と管理ができることが目標です。

授業の進め方
給食の効果的な運営管理を行うために必要な大量調理に関する基礎知識を学習し、実際に130人分の給食の献立作成、調理、提供を行いま
す。各回3コマ連続開講、1回あたり270分の実習です。本実習では、実習食費として約3000円が必要となります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、献立、各種帳票の作成

衛生・安全管理に基づいた給食管理実習室の使い方や、実習の進め方に
ついてオリエンテーションを行います。その後、グループに分かれて各
グループが提供する献立および各種帳票の作成を行います。

給食計画・実務論、特に衛生管理
や献立作成を復習し、献立作成の
準備をしてくる。（4時間）

2給食提供準備（1） モデル献立を50食分調理することを通して、大量調理施設における生産
管理、衛生・安全管理等を学び、大量調理機器の扱い方も学びます。

モデル献立の作業工程を、作業時
間や衛生管理も含めしっかりとイ
メージしてくる。（1時間）

3給食提供準備（2） グループ献立を試作することを通して、本作時の生産管理、運営管理、
衛生・安全管理の検討を行います。

グループ献立を試作し、味等だけ
でなく、作業工程等もしっかりと
確認してくる。（2時間）

4給食提供（1）
給食における栄養士業務を学びます。※給食提供（1）～（6）は、各グ
ループの役割を週ごとにローテンションするので、学ぶ順番はグループ
により異なります。

給食提供の際栄養士がすべき内容
を把握してくる。提供後は、課題
を整理する。（2時間）

5給食提供（2） 実際に給食を提供することを通して、給食における作業管理を学びます
。

提供献立の作業工程を、作業時間
や衛生管理も含めしっかりとイメ
ージしてくる。（1時間）

6給食提供（3） 実際に給食を提供することを通して、給食における衛生管理を学びます
。

提供献立の作業工程をしっかりと
確認するとともに、当日の各自の
課題を決めてくる。（1時間）

7給食提供（4） 実際に給食を提供することを通して、給食に関する施設・設備管理を学
びます。

提供献立の作業工程をしっかりと
確認するとともに、当日の各自の
課題を決めてくる。（1時間）

8給食提供（5） 給食を通して行う栄養教育を学びます。
提供献立に関する内容、さらにそ
こから栄養教育に発展させる内容
について予習する。（1時間）

9給食提供（6） 帳票作成とその意義を学びます。 各種帳票の作成方法について予習
する。（1時間）

10実習全体のまとめ、プレゼンテーション
各グループで本実習を通して学んだこと、次への課題等をまとめ、パワ
ーポイントを使用して発表します。

本実習を通して学んだこと、次の
実習に向けての課題等をまとめ、
発表の準備を行う（2時間）

テキスト
「給食マネジメント実習（第2版）」（医歯薬出版）　ISBN:978-4-263-
70728-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：40％　定期試験：20％
S:喫食対象に応じた献立作成がスムーズにでき、自分で工夫することもできる
。給食運営および管理をよく理解し、自ら率先して運営することができる。
A:喫食対象に応じた献立作成がスムーズにでき、給食運営および管理を理解し
、自ら運営することができる。B:喫食対象に応じた献立作成ができ、給食運営
および管理を理解し、運営することができる。C:喫食対象に応じた献立作成が
何とかでき、多少の助けがあれば給食を運営することができる。

参考書
「大量調理」（学建書院）　ISBN：978-4-7624-0872-4
「給食経営管理論」三好恵子、山部秀子、平澤マキ著（第一出版）　
ISBN：978-4-8041-1316-6

履修上の注意（学生へのメッセージ）
大量調理を行うためには、自主性、責任感、コミュニケーション能力が必要と
なります。本実習を通して、それらの能力も身に着けるよう積極的に取り組ん
でください。
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科目名 給食経営管理論 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB26031研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
給食には、特定多数の人々の健康状態および栄養状態の改善・維持・向上、QOLの向上を目標とした栄養・食事管理を効率的かつ効果的に
継続していくことが求められています。これらを実施していくためのシステムおよびマネジメントについて、経営管理の理論に基づき学
修してきます。

学修到達目標
特定多数の人々の健康状態および栄養状態の改善・維持・向上、QOLの向上を目標とした栄養・食事管理を効率的かつ効果的に継続して実
施していくためのシステムおよびマネジメントについて、経営管理の理論に基づき理解することを目標とします。

授業の進め方
教科書を中心に講義を行います。必要に応じて資料を配布します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1施設・設備管理 給食施設・設備の基準と関連法規、機器、レイアウト、作業動線につい
て講義します。

教科書を予習する。施設・設備の
基準や関連法規について復習する
。（4時間）

2経営管理（1） 経営管理の意義・目的、機能と展開について講義します。
教科書を予習する。経営管理の意
義・目的、機能と展開について復
習する。（4時間）

3経営管理（2） 経営組織、経営資源、経営戦略について講義します。
教科書を予習する。経営組織、経
営資源、経営戦略について復習す
る。（4時間）

4マーケティング マーケティングの意義・目的、機能、戦略、給食経営における活用につ
いて講義します。

教科書を予習する。マーケティン
グおよび給食経営への活用につい
て復習する。（4時間）

5顧客管理 顧客管理の意義・目的、給食における顧客サービス、顧客満足度の把握
と評価・意義について講義します。

教科書を予習する。顧客管理につ
いて復習する。（4時間）

6人事・労務管理 人事・労務管理の意義・目的、人事・労務管理の範囲、人材育成につい
て講義します。

教科書を予習する。人事・労務管
理について復習する。（4時間）

7給食運営の委託 委託給食の目的、形態および方法、関連法規について講義します。
教科書を予習する。委託給食の目
的、形態、関連法規について復習
する。（4時間）

8生産管理 給食における生産統制、新調理システムについて講義します。
教科書を予習する。給食における
生産統制、新調理システムについ
て復習する。（4時間）

9原価管理 原価管理の意義・目的、給食における原価・会計管理、原価管理の評価
について講義します。

教科書を予習する。給食における
原価管理について復習する。
（4時間）

10危機管理 危機管理の目的、災害・事故の種類と影響、危機管理対策について講義
します。

教科書を予習する。給食における
危機管理について復習する。
（4時間）

11事務・情報管理 事務・情報管理の意義・目的、給食業務と事務・情報管理、事務・情報
管理のIT化について講義します。

教科書を予習する。給食における
事務・情報管理について復習する
。（4時間）

12各種給食施設の運営の特徴（1）児童福祉施設、学校
児童福祉施設および学校給食の特徴、関連法規、運営・経営管理につい
て講義します。

教科書を予習する。児童福祉施設
および学校給食について復習する
。（4時間）

13
各種給食施設の運営の特徴
（2）事業所、高齢者・介
護施設

事業所および高齢者・介護施設給食の特徴、関連法規、運営・経営管理
について講義します。

教科書を予習する。事業所および
高齢者・介護施設給食について復
習する。（4時間）

14
各種給食施設の運営の特徴
（3）医療施設、障碍者福
祉施設

医療施設および障碍者福祉施設給食の特徴、関連法規、運営・経営管理
について講義します。

教科書を予習する。医療施設およ
び障碍者福祉施設給食について復
習する。（4時間）

15外食産業と給食のこれから 外食産業と給食のこれからの課題および管理栄養士の役割について講義します。
外食産業と給食の課題を分析し、
解決方法を考える。（4時間）

テキスト
「管理栄養士養成テキストブック　給食経営管理論」片山直美、原正美著
（㈱みらい）　ISBN:978-4-86015-439-4 (生協で購入してください。)　前期
科目「給食計画論」と同じテキストです。
「給食のための基礎からの献立作成　大量調理の基本から評価まで」上地洋
子・片山直美　他著（建帛社）　ISBN:978-4-7679-0570-9 (生協で購入して
ください。)　前期科目「給食実務論」と同じテキストです。

成績評価の方法・基準
出席レポート：10％　定期試験：90％
S:授業の内容を高度に理解するとともに、そこから発展して考えることができ
る。A:授業の内容を理解し、自分の言葉で説明できる。B:授業の内容をおおよ
そ理解できている。C:授業の内容の60%程度を理解できている。

参考書
「日本人の食事摂取基準（2015年版）」（第一出版）　ISBN：978-4-8041-
1312-8
「食品成分表」（女子栄養大学出版部）　ISBN：978-4-7895-1008-0

履修上の注意（学生へのメッセージ）
前期科目の「給食計画論」「給食実務論」をよく復習したうえで受講するよう
にしてください。
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科目名 給食経営管理実習 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36032研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､HACCP管理者､栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
給食管理実習等で学んだことをもとに、各施設を想定した給食提供を通じて、給食を経営管理の視点から学びます。管理栄養士が給食経
営管理の分野で専門性を発揮するために必要な知識と技術を習得することを目的としています。各施設を想定した給食を提供することを
通して、各施設に応じた食事の提供や生産管理の方法を実習し、さらに、組織・人事・労務管理、施設・設備管理、会計・原価管理につ
いても学んでいきます。

学修到達目標
①給食施設の種類別の給食経営管理の特徴を理解し、運営計画を立てることができること、②施設の種類による栄養・食事管理の特徴を
理解し、食事を提供することができること、③複数の食種の生産管理と品質管理ができること、④施設における組織・人事・労務管理、
施設・設備管理、会計・原価管理について理解することが目標です。
授業の進め方
各施設の給食を立案し実際に調理、提供することを通して、施設に合わせた給食の運営や、複数の献立の生産・品質管理、経営管理の方
法を学びます。各回3コマ連続開講、1回あたり270分です。本実習では、実習食費として約5000円が必要となります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、献立作成
実習の進め方についてオリエンテーションを行います。その後、グルー
プに分かれて、各グループが提供する献立作成を行います。

実習室の使い方、衛生管理、各施
設の特徴について復習、献立作成
の準備をしてくる。（4時間）

2給食提供準備（1） 献立、各種帳票、栄養指導媒体作成を行います。 各種帳票の意義や書き方について
復習してくる（1時間）

3給食提供準備（2） グループ献立の試作を行い、運営・経営管理の視点から献立の検討を行
います。

グループ献立の試作を通して、味
等だけでなく作業工程等もしっか
りと確認してくる。（2時間）

4給食提供（1）事業所給食
給食における管理栄養士業務を学ぶ。※給食提供（1）～（6）は、各グ
ループの役割を週ごとにローテンションするので、学ぶ内容の順番はグ
ループにより異なります。

提供献立の作業工程と、管理栄養
士がすべき業務内容をしっかりと
把握してくる。（2時間）

5給食提供（2）高齢者施設給食 実際に給食を提供することを通して、給食の運営管理を学びます。
提供献立の作業工程を、作業時間
や衛生管理も含めしっかりとイメ
ージしてくる。（1時間）

6給食提供（3）学校給食 実際に給食を提供することを通して、給食の経営管理を学びます。
提供献立の作業工程をイメージす
るとともに、提供にかかるコスト
について考えてくる。（1時間）

7給食提供（4）病院給食 給食の運営全般に係る衛生管理を包括的に学びます。
提供献立の作業工程をイメージす
るとともに、衛生管理についてま
とめてくる。（1時間）

8給食提供（5）保育所給食 給食を通して行う対象者に合わせた栄養教育を学びます。
提供献立の内容、さらにそこから
栄養教育に発展させる内容につい
て予習してくる。（1時間）

9給食提供（6）事業所給食 帳票作成とその意義、活用方法を学びます。 給食の経営管理に必要なことを復
習してくる。（1時間）

10実習全体のまとめ、プレゼンテーション
各グループで本実習を通して学んだこと、次への課題等をまとめ、パワ
ーポイントを使用して発表します。

本実習を通して学んだこと、次の
実習に向けての課題等をまとめて
くる。（2時間）

テキスト
「給食マネジメント実習（第2版）」（医歯薬出版）　ISBN:978-4-263-
70728-9 　2年後期科目「給食管理実習」と同じテキストです。

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：40％　定期試験：20％
S:施設に応じた献立作成がスムーズにでき、工夫することもできる。経営管理
をよく理解し、自ら率先して運営計画を立て、運営することができる。A:施設
に応じた献立作成がスムーズにでき、経営管理を理解し、自ら運営計画を立て
、運営することができる。B:施設に応じた献立作成ができ、経営管理を理解し
、運営計画を立て、運営することができる。C:施設に応じた献立作成が何とか
でき、多少の助けがあれば運営計画を立て、運営することができる。

参考書
「大量調理」（学建書院）　ISBN：978-4-7624-0872-4
「施設別給食献立集」（建帛社）　ISBN：978-4-7679-0349-1
「給食のための基礎からの献立作成」（建帛社）　ISBN：978-4-7679-0570-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
大量調理を行うためには、自主性、責任感、コミュニケーション能力が必要と
なります。本実習を通して、それらの能力も身に着けるよう積極的に取り組ん
でください。
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科目名 臨地実習Ⅰ（給食の運営） 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB36033研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 管理栄養士､栄養士､栄教一 履修条件 履修の手引きに明記されている
「臨地実習」のために修得しておかなけれ

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
実際に給食を提供している施設での実習を通して、それまで学内で学んだ知識や技術を統合し、給食運営の一連の業務の実践的な知識と
技術の習得を目指します。

学修到達目標
①献立作成から栄養・食事管理、提供までの一連の業務に必要な知識と技術を習得する、②衛生管理が実際の給食施設でどのように実施
されているか理解する、③給食運営を行うための施設・設備管理および作業領域について理解する、④施設の給食が、対象者の特性に応
じて実施され、給食の運営に際して考慮すべき点が多岐にわたっていることを理解することが目標です。
授業の進め方
実際に給食を提供している事業所、福祉施設、学校給食センター等の施設で、実際の業務を体験しながら学びます。実習教科担当教員と
の連携・調整体制を保った上で、施設の管理栄養士が直接指導を行いますが、実習期間中は教員による巡視指導もあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1施設の栄養計画（1） 実習施設の栄養計画がどのように行われているかを、見学・体験する中
で学んでいきます。

実習施設や喫食者の特徴をよく理
解してから臨む。（1時間）

2施設の栄養計画（2） 実習施設で行われている栄養計画について見学・体験したことをまとめ
、学びを深めていきます。

実習施設や喫食者の特徴をよく理
解してから臨む。（1時間）

3食材管理、調理、作業管理（1）
実習施設の厨房での業務を見学・体験する中で、特に食材管理について
学んでいきます。

食材管理、調理、作業管理につい
て復習しておく。（1時間）

4食材管理、調理、作業管理（2）
実習施設の厨房での業務を見学・体験する中で、特に調理作業について
学んでいきます。

食材管理、調理、作業管理につい
て復習しておく。（1時間）

5食材管理、調理、作業管理（3）
実習施設の厨房での作業を見学・体験する中で、特に作業管理ついて学
んでいきます。

食材管理、調理、作業管理につい
て復習しておく。（1時間）

6献立作成（1） 実習施設の見学・体験を通して、実習施設で提供する献立にはどのよう
な工夫や配慮が必要かを学びます。 献立作成の準備を行う。（30分）

7献立作成（2） 実習施設に沿った献立を作成します。 作成した献立の試作を行う。
（1.5時間）

8献立作成（3） 作成した献立を実習施設の管理栄養士に評価していただき、実際に施設
で提供できるような献立に修正していきます。

修正した献立の試作を行う。
（1時間）

9衛生・危機管理（1） 実習施設の厨房での作業を見学・体験する中で、厨房での衛生・危機管
理がどのように行われているかを学んでいきます。

衛生・危機管理についてよく復習
してから臨む。（1時間）

10衛生・危機管理（2） 実習施設全体の衛生・危機管理がどのように行われているかを、見学・
体験する中で学んでいきます。

衛生・危機管理についてよく復習
してから臨む。1時間）

11衛生・危機管理（3） 実習施設の衛生・危機管理が確実に、なお効率よく行われるための工夫
を、見学・体験をする中で学んでいきます。

衛生・危機管理についてよく復習
してから臨む。（1時間）

12帳票管理 実習施設の帳票管理がどのように行われているかを、見学・体験をする
中で学んでいきます。

帳票管理についてよく復習してか
ら臨む。（1時間）

13給食の評価方法 残食調査、嗜好調査など、実習施設の給食の評価がどのように行われて
いるかを、見学・体験する中で学んでいきます。

給食の評価方法についてよく復習
してから臨む。（1時間）

14給食の個別対応 実習施設ではどのように個別対応が行われているかを、見学・体験する
中で学んでいきます。

給食の個別対応について復習して
から臨む。（1時間）

15他職種との連携 実習施設の管理栄養士・栄養士がどのように他職種と連携して対象者の
栄養管理および給食提供を行っているかを見学し、学びます。

実習施設の他職種について予習す
る。（1時間）

テキスト
事前指導時に紹介します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　課題：70％
S:実習施設の特徴をよく理解し、給食運営について多角的に理解できた。実習
期間中常に積極的に学ぼうとする姿勢が見られた。A:実習施設の特徴をよく理
解し、給食運営について理解できた。実習期間中常に積極的に学ぼうとする姿
勢が見られた。B:実習施設の特徴を理解し、給食運営について理解できた。実
習期間中常に学ぼうとする姿勢が見られた。C:実習施設の特徴を理解し、給食
運営についておおよそ理解できた。実習期間中は学ぶ姿勢が見られた。

参考書
「臨地・郊外実習の実際」（（社）日本栄養士会（社）全国栄養士養成施）
　ISBN：なし  （社）日本栄養士会より購入できます
「臨地・郊外実習のてびき」（化学同人）　ISBN：978－4－7598－1041－7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
臨地実習は実習施設により日程や学ぶ内容が異なります。各自で臨地実習計画
を作成し、担当教員との連携を密に保ってください。臨地実習の事前事後指導
を必ず受講してください。
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科目名 臨地実習Ⅱ（給食経営管理論・臨床栄養学） 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB46034研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子・成瀬　祐子 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士 履修条件 履修の手引きに明記されている
「臨地実習」のために修得しておかなけれ

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ ◎

授業概要
臨地実習は、学内の講義、実験・実習・演習で習得した成果を社会で活かす実践トレーニングの第一歩です。管理栄養士が活躍する現場
で実際に業務や関連職種と協働する機会を体験します。

学修到達目標
1.管理栄養士の職務、社会的役割および責任に関して報告書を作成し説明できる、2.管理栄養士の職務に基づいて自らの課題やその改善
点等を文書で提案できる、3.管理栄養士と関連職種との相互関係を職務内容と関連付けて考察できる、4.管理栄養士の職務や専門性につ
いて発表を行い討議できる、5.発表会や討議を通じて、考え方や知識の幅を広げることができることを目指します。
授業の進め方
学内事前学習では、共通学習事項（管理栄養士の使命や役割、関連職種との関わり～業務日誌、報告書等の基本事項）を演習する。学内
事後学習では、実習施設ごとの個人面談とガイダンス形式の報告会を開催する。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1事前学習：共通学習事項1 管理栄養士の使命や役割、協働する関連職種との関わりを学習します。 課題のまとめ（1時間）

2事前学習：共通学習事項2 協働する関連職種を例挙し、それぞれの役割を学習します。 課題のまとめ（1時間）

3事前学習：共通学習事項3 対象者の基本的権利、インフォームド・コンセント、個人情報の保護（守秘義務）を学習します。 課題のまとめ（1時間）

4事前学習：共通学習事項4 対象者の接遇に際し配慮しなければならない注意点を学習します。 課題のまとめ（1時間）

5事前学習：共通学習事項5 社会人として適切な身だしなみ、言葉遣いや礼儀について学習します。 課題のまとめ（1時間）

6事前学習：共通学習事項6
HACCPシステム等に基づく大量調理の理論と実際に食事が提供されるま
での一連のプロセスを理解し、対象者の特性に応じた献立作成について
学習します。

課題のまとめ（1時間）

7事前学習：共通学習事項7 業務日誌・報告書作成等の基本事項について理解します。 課題のまとめ（1時間）

8臨地実習：臨床栄養1 経口栄養、経管栄養、経静脈栄養（末梢補給・中心静脈補給）の適応症
例、使用される代表的な栄養剤等に関する基本事項を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

9臨地実習：臨床栄養2 術前・術後或いは慢性疾患における栄養管理の基本事項を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

10臨地実習：臨床栄養3 患者の栄養評価・栄養診断の特徴・意義について学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

11臨地実習：臨床栄養4 チーム医療における関連職種、および管理栄養士の役割を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

12臨地実習：臨床栄養5 入院患者および外来患者の栄養指導データベース作成、POSによる栄養
指導記録の作成の基礎を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

13臨地実習：臨床栄養6 代表的な栄養・代謝・内分泌疾患、消化器疾患、循環器疾患、腎・尿路
系疾患について食事療法の基本事項をふまえた献立を作成します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

14臨地実習：臨床栄養7 栄養管理に関わる基本的臨床検査データの読み取りを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

15臨地実習：臨床栄養8 医療施設における治療食の意義・役割を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

16臨地実習：臨床栄養9 対象者の心身の特徴に基づいた食事介助の基本を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

17臨地実習：給食経営管理1 利用者の状況に対応した給食サービスの意義・役割を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

18臨地実習：給食経営管理2 調理従事者への衛生教育の重要性について学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）
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授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

19臨地実習：給食経営管理3 組織・人事・労務管理について学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

20臨地実習：給食経営管理4 施設・設備管理について学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

21臨地実習：給食経営管理5 食材管理、生産管理について学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

22臨地実習：給食経営管理6 会計・原価管理について学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

23臨地実習：給食経営管理7 利用者の状況に応じた献立作成、調理、盛りつけを行います。 日誌と課題のまとめ（1時間）

24事後学習1 実習施設毎に個人面談を行います。 課題のまとめ（1時間）

25事後学習2 管理栄養士の職務、社会的役割及び責任に関する報告書を作成します。 課題のまとめ（1時間）

26事後学習3 管理栄養士の職務に基づいた自らの課題や改善点を提案します。 課題のまとめ（1時間）

27事後学習4 管理栄養士と関連職種との相互関係を考察します。 課題のまとめ（1時間）

28事後学習5：報告会準備 管理栄養士の職務や専門性について発表や討議する準備を行います。 発表準備（1時間）

29事後学習6：報告会 報告会での発表や討議を通して、考え方や知識の幅を拡張します。 発表準備（1時間）

30事後学習7：総括 臨地実習後の課題を設定し、問題点や解決方法を文書化します。 実習ノートのまとめ（1時間）

テキスト
「臨地実習ノート」藤岡由美子他著藤岡由美子他編（松本大学）(講義にて配
布します。)
「わかりやすい疾患別栄養ケア・マネジメント―献立から指導まで―」藤岡
由美子他著（学建書院）　ISBN:978-4-7624-0885-4 (生協で購入してくださ
い。)

成績評価の方法・基準
課題：100％
S：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が90%以上できる
A：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が80%以上できる
B：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が70%以上できる
C：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が60%以上できる

参考書
「糖尿病食事療法のための食品交換表第7版」日本糖尿病学会著日本糖尿病学
会編（文光堂）　ISBN：978-4-8306-6046-7
「腎臓病交換表第9版治療食の基準」黒川清著中尾俊之他編（医歯薬出版）　

履修上の注意（学生へのメッセージ）
事前事後指導では、到達目標の各項目についての主観的評価（自己評価）と客
観的評価（確認テスト）を行います。
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科目名 臨地実習Ⅲ（公衆栄養学） 学年学期 4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB46035研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日3限

関連資格 管理栄養士 履修条件 履修の手引きに明記されている
「臨地実習」のために修得しておかなけれ

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
地域保健・栄養活動の要となる県保健福祉事務所（保健所）や市町村保健センター等において、地域住民の健康の保持増進のために実施
されているポピュレーションアプローチやハイリスクアプローチの実際について学びます。また、各種法令や地域のニーズに基づき多用
な栄養改善事業が実施されていることを学ぶとともに、様々な職種との連携、人的資源の開発・育成の実際について体験的に学びます。

学修到達目標
県保健福祉事務所(保健所）及び市町村での実際の公衆栄養活動を体験的に学ぶことで、地域における栄養改善事業の計画・実施・評価の
総合的マネジメント能力を習得します。

授業の進め方
学内での公衆栄養学及び実習の授業及び事前指導を基に、保健所、市町村保健センター等において、実際の業務を体験しながら学びます
。担当教員と連携・調整の上、実習先管理栄養士からの指導を受けます。実習終了後は実習内容の共有のため報告会を行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1事前指導①オリエンテーション、心構え

実習先を決定し、臨地実習Ⅲの目的、内容、実習前の事前学修、心構え
、書類等について説明します。実習先の保健所（保健福祉事務所）、市
町村行政栄養士の業務の違いを理解できるよう説明します。

事前にシラバスの確認、行政栄養
士業務指針を読み、実習先の業務
の理解を進めておく。（1時間）

2事前指導②実習先について 自己紹介書を完成します。実習先の地域診断を行い、個人の実習課題の設定を行います。

事前に自己紹介書を下書きし、実
習先の地域診断を行う。個人課題
シートを完成。（1時間）

3事前指導③地域診断
実習先の地域診断結果はグループで共有し、完成し、グループ課題の設
定をします。実習先との事前打ち合わせ日程の調整、行き方、持ち物等
の確認をします。

事前に地域診断を完成。グループ
課題、事前準備等グループ内で確
実に確認し合う。（1時間）

4事前指導④事前準備の確認 実習課題シートの作成を確認します。実習先に応じた準備（検便など）について確認します。事後指導、報告会について説明します。

実習課題シートの完成、準備事項
を各自確認する。グループごと日
程等を最終確認する。（1時間）

5事前指導⑤事前打ち合わせ 実習先に出かけ、実習施設の管理栄養士と事前打ち合わせを行います。
事前打合せの確認を確実に行う。
打合せ後、内容を教員に報告、課
題の準備を開始する。（1時間）

6事前指導⑥ 直前ガイダンスとして、心構え、必要な書類、服装、髪型、態度などに
ついて最終確認を行います。

実習ノートのシートの記入作成を
完了し、グループ課題の取組みを
協力してすすめる。（1時間）

7実習①実習日1日 実習先オリエンテーション、実習先保健福祉事務所の概要、県行政管理
栄養士の業務について学びます。

体調等を整えて臨むこと。実習終
了後、1日を振り返り、わからな
いことは調べる。（1時間）

8実習②実習日2日
保健福祉事務所管内の市町村の概要と市町村行政栄養士の活動について
学びます。設定した個人課題、グループ課題の解決について、保健福祉
事務所管理栄養士と相談して、取り組みを開始します。

実習内容を確認して臨むこと。実
習終了後、1日を振り返り、わか
らないことは調べる。（1時間）

9実習③実習日3日 保健福祉事務所管内市町村へ出向き、市町村管理栄養士の業務について
、具体的事業（乳児健診、教室など）の見学等を通して学びます。

実習内容を確認して臨むこと。実
習終了後、1日を振り返り、わか
らないことは調べる。（1時間）

10実習④実習4日 保健福祉事務所管内市町村へ出向き、市町村管理栄養士の業務について
、具体的事業（乳児健診、教室など）の見学等を通して学びます。

実習内容を確認して臨むこと。実
習終了後、1日を振り返り、わか
らないことは調べる。（1時間）

11実習⑤実習5日
保健福祉事務所開催の研修会（特定給食施設従事者研修会、食生活改善
推進員育成研修など）開催の準備を経験し、研修会に参加し、管理栄養
士の業務の実際を学びます。実習のまとめをします。

最終日提出書類に不備がないよう
に準備する。実習終了後、実習日
程・内容を整理する。（1時間）

12事後指導①
報告会開催、実習ノート等のまとめについて、スケジュールを説明しま
す。報告会での報告内容について実習先ごとに決め、報告会に向けての
準備を始めます。

グループで報告したい事業をまと
めて提出。報告内容決定後、協力
して準備開始する。（1時間）

13事後指導②報告会準備1
報告会発表の内容、発表用スライドについて、教員と相談、調整をしま
す。報告会準備について実行委員を決め、報告会運営の役割を決めます
。

グループごと協力して報告内容を
整理。教員と相談調整後、報告用
スライド作成を開始。（1時間）

14事後指導③報告会準備2 報告会発表用スライドの作成、発表原稿の作成をすすめ、発表の模擬練
習をします。報告会抄録へのスライドを完成させます。

グループでスライド、報告原稿を
協力し作成する。報告会抄録スラ
イドを期日に提出。（1時間）

15事後指導④報告会
報告会当日、実行委員の運営により、実習グループごとプレゼンテーシ
ョンを行います。実習先指導管理栄養士の参加を得て、助言をいただき
ます。

グループの報告の練習等報告会準
備へ施曲的に協力。報告会後、実
習ノートを整え提出。（1時間）

テキスト
「臨地実習ノート」

成績評価の方法・基準
出席レポート：50％　実技：50％
出席レポート：実習ノートの地域診断、日誌、課題の記入状況
実技：実習先指導者の評価及び自己評価を勘案、併せて報告発表への協力状況
、貢献度
S:実習の事前・事後、実習中の評価が特に優れている。
A：実習の事前・事後、実習中の評価が優れている。
B：実習の事前・事後、実習中の評価が良好である。
C：実習の事前・事後、実習中の評価が普通である。

参考書
「臨地・校外学習の手引き」（化学同心）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
現場での実習期間は事前打ち合わせと実習5日間です。
学内での事前・事後学習、報告会の運営、プレゼンテーションも含めて実践力
を養えるよう、主体的に取り組んでください。
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科目名 臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 学年学期 4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB46036研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 管理栄養士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ ◎

授業概要
管理栄養士は栄養サポートチーム（NST）において中心的な役割を担い、糖尿病療養指導及び透析予防、摂食・嚥下リハビリテーション、
呼吸器ケア、緩和ケア、褥瘡管理、感染症対策などのチーム医療において他職種と連携しながら患者の栄養状態を改善し、疾病の治療に
貢献することを期待されています。チーム医療における管理栄養士及び管理栄養士と協働する関連職種の業務と役割、栄養管理の質の改
善を目指して標準化された栄養ケアプロセスを学習します。

学修到達目標
1.疾患態時の体内代謝・生理的・病理学的所見に基づいて栄養ケアプロセスの必要性を理解し説明できる、2.症例の栄養評価、栄養診断
、栄養介入、栄養モニタリング・評価、関連職種との連携について理解し説明できることを目指します。

授業の進め方
管理栄養士の専門性と社会的役割や責任を高めることが期待されているチーム医療における栄養ケアプロセスについて、実際の症例・事
例を通して習得します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1チーム医療1 チーム医療における管理栄養士の役割を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

2チーム医療2 チーム医療における医師の役割と管理栄養士との連携を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

3チーム医療3 チーム医療における看護師の役割と管理栄養士との連携を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

4チーム医療4 チーム医療における薬剤師の役割と管理栄養士との連携を学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

5チーム医療5 チーム医療におけるコメディカルの役割と管理栄養士との連携を学習し
ます。 日誌と課題のまとめ（1時間）

6栄養ケアプロセス1 糖尿病療養指導における栄養ケアプロセスを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

7栄養ケアプロセス2 糖尿病透析予防における栄養ケアプロセスを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

8栄養ケアプロセス3 摂食・嚥下リハビリテーションにおける栄養ケアプロセスを学習します
。 日誌と課題のまとめ（1時間）

9栄養ケアプロセス4 呼吸器ケアにおける栄養ケアプロセスを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

10栄養ケアプロセス5 緩和ケアにおける栄養ケアプロセスを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

11栄養ケアプロセス6 褥瘡管理における栄養ケアプロセスを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

12栄養ケアプロセス7 感染症対策における栄養ケアプロセスを学習します。 日誌と課題のまとめ（1時間）

13総括1 実習施設毎に個人面談を行います。 報告書作成（1時間）

14総括2 臨地実習報告会で発表・討議を行います。 報告会準備（1時間）

15総括3 臨地実習報告書を作成します。 実習ノートのまとめ（1時間）

テキスト
「臨地実習ノート」藤岡　由美子他著（松本大学）(講義にて配布します。)
「臨床栄養学実習」藤岡由美子他著塚原丘美他編（医歯薬出版）(別途、指示
します。）　9月刊行予定のため、ISBNを記載しておりません。
「わかりやすい疾患別栄養ケアマネジメント－献立から指導まで－」藤岡由
美子他著（学建書院）　ISBN:978-4-7624-0885-4

成績評価の方法・基準
課題：100％
S：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が90%以上できる
A：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が80%以上できる
B：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が70%以上できる
C：自らの課題やその改善点を文書で提案でき発表や討議が60%以上できる

参考書
「国際標準化のための栄養ケアプロセス用語マニュアル」日本栄養士会著
（第一出版）　ISBN：978-4-8041-1270-1

履修上の注意（学生へのメッセージ）
管理栄養士国家試験の受験資格を取得するためには、臨地実習Ⅲ（公衆栄養学
）と臨地実習Ⅳ（臨床栄養学）の何れかを選択します。将来医療現場で活躍す
ることを想定し自らの課題に対して積極的に取組む方の履修を希望します。
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科目名 総合栄養学演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36037研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
　1年次に履修した基礎栄養学について、関連する科目との関わりも含めてさらに深く学び、管理栄養士として必要とされる知識の定着を
目的としています。

学修到達目標
　管理栄養士として働く上で必要な知識として、管理栄養士国家試験に合格できるレベルの栄養学の知識がつく事を学修到達目標として
います。

授業の進め方
　課題を何も見ず解く、教科書等を見て解きなおす、講義担当者による解説を繰り返します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1受講ガイダンス 事前事後学習など、効果の高い受講方法について説明します。 基礎栄養学の復習をしてきて下さ
い。（1時間）

2栄養・栄養素 栄養と栄養素の定義、栄養素の過不足による疾患について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

3食欲と摂食調節 脳やホルモン、生理活性物質による、食欲と摂食の調節について学びま
す。

配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

4栄養素の消化吸収 三大栄養素の消化・吸収およびビタミン、無機質の吸収の特性について
学びます。

配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

5糖質の栄養・代謝① 糖質の構造、機能、代謝について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

6糖質の栄養・代謝② 糖質の構造、機能、代謝について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

7脂質の栄養・代謝① 脂質の構造、機能、代謝について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

8脂質の栄養・代謝② 脂質の構造、機能、代謝について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

9タンパク質の栄養・代謝① タンパク質の構造、機能、代謝について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

10タンパク質の栄養・代謝② タンパク質の構造、機能、代謝について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

11ビタミンの栄養 ビタミンの構造と機能、体内利用について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

12無機質の栄養 無機質の構造と機能、体内利用について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

13水・電解質代謝 水と電解質の体内分布、代謝、水分量やpHの調節について学びます。 配布プリントを指示通りに予習してきて下さい。（1時間）

14エネルギー代謝 エネルギーの産生、ATP、基礎代謝、活動エネルギー消費について学び
ます。

配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

15遺伝子と栄養 倹約遺伝子、栄養素の利用と遺伝子多型について学びます。 配布プリントを指示通りに予習し
てきて下さい。（1時間）

テキスト
「栄養科学イラストレイテッド演習版　基礎栄養学ノート　改定第2版」田地
　陽一編（羊土社）　ISBN:978-4-7581-0891-1 (生協で購入してください。)
その他の講義資料と復習の教材は、その都度配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
管理栄養士として勤務できるレベルに達している者をA、そのうち特に優秀な者
をS、栄養士として勤務できるレベルに達している者をB、栄養士としても必要
な知識が不足している者をC、そのうち特に知識が不足しており、栄養士として
の勤務も困難と判定されるものをDとします。

参考書
「健康・栄養科学シリーズ　基礎栄養学」奥恒行・柴田克己編（南江堂）
これ以外にも「基礎栄養学」の教科書を参考にすると良い。国家試験対策の
参考書は絶対に使用しないこと。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
管理栄養士として働く事を希望する学生は必ず受講して下さい。演習中に指示
された事は国家試験に合格し、管理栄養士として働く際に必要な知識を身に着
けるためのものです。必ず実施・実践して下さい。
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科目名 総合栄養学演習Ⅱ 学年学期 3年通年 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36038研究室

担当者 各教員 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 管理栄養士 履修条件 （臨地実習事前事後指導を含みます）

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
専門基礎科目、専門科目の講義・実習で学んできた内容を系統的に整理し、体系立てて理解することを目的に、演習形式で授業を進めて
いきます。臨地実習の事前事後指導も行います。

学修到達目標
専門基礎科目、専門科目で学んできた内容を横断的に理解できることが目標です。具体的には管理栄養士国家試験問題の約6割以上は正解
できる程度の理解と，他の人に対して説明できるようになることを目指します。

授業の進め方
各教科担当の教員がオムニバス形式で講義を担当します。各回、理解度の確認テスト（小テスト）の問題を解き、その問題の解説を中心
とした講義を行います．講義では必要に応じて資料を配付します．また、臨地実習の事前事後指導も行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1臨地実習Ⅰ事前【臨地実習について】 臨地実習の目的、学ぶこと、実習の進め方、心構えなどを説明します。 関連科目の復習（1時間）

2臨地実習Ⅰ事前【実習施設について】
実習施設の種類（高齢者施設、保育所、学校、事業所）およびそこで提
供される給食の特徴について講義します。

各施設の特徴を予習、復習する
（1時間）

3臨地実習Ⅰ事前【課題について】 実習中の課題設定の方法、および課題の進め方について説明します。 実習中に学ぶ課題を決め、その進
め方を考える（1時間）

4臨地実習Ⅰ事前【マナー講座 】 実習に必要な社会人としてのマナーについて学びます。
マナーについて予習する。まだで
きていなかったことを身に付けら
れるよう復習する（1時間）

5臨地実習Ⅰ事前【高齢者施設の給食について】
高齢者施設の管理栄養士を講師に招き、実際の施設での給食提供の様子
や工夫について学びます。

高齢者施設について予習する。講
義の内容をまとめる（1時間）

6臨地実習Ⅰ事前【高齢者の嚥下、食事介助について】
高齢者施設の言語聴覚士を講師に招き、高齢者の嚥下について、また食
事介助について学びます。

高齢者の嚥下について予習する。
講義の内容をまとめる（1時間）

7臨地実習Ⅰ事前【臨地実習Ⅱ報告会への参加】
臨地実習を経験した4年生から実習で学んだことや体験したことなどを
聞き、臨地実習に向けての必要な準備等を整理します。

事前に実習に関する疑問等を整理
する。今後の実習への準備につい
て整理する（1時間）

8臨地実習Ⅰ事前【個別面談】
個別に面談を行い、事前訪問の練習および実習で学んでくることや課題
について確認を行います。

マナーの復習。個人課題等も説明
できるようにしておく。面談で指
摘されたことの改善（1時間）

9臨地実習Ⅰ事前【事前訪問】
実習施設を訪問し、実習の進め方や課題について打ち合わせを行います
。

マナーの復習、打ち合わせ内容の
整理。打ち合わせに基づいて実習
の準備を進める（1時間）

10食べ物と健康（1） 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、
理解度を確認する小テストを行います。

食べ物と健康分野の講義、実験・
実習で学んだことをよく復習して
から講義に臨むこと。（1時間）

11食べ物と健康（2） 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、
理解度を確認する小テストを行います。

食べ物と健康分野の講義、実験・
実習で学んだことをよく復習して
から講義に臨むこと。（1時間）

12食べ物と健康（3） 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、
理解度を確認する小テストを行います。

食べ物と健康分野の講義、実験・
実習で学んだことをよく復習して
から講義に臨むこと。（1時間）

13食べ物と健康（4） 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、
理解度を確認する小テストを行います。

食べ物と健康分野の講義、実験・
実習で学んだことをよく復習して
から講義に臨むこと。（1時間）

14社会環境と健康 社会環境と健康分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義
、理解度を確認する小テストを行います。

社会環境と健康分野の講義、実験
・実習で学んだことをよく復習し
てから講義に臨むこと（1時間）

15臨地実習Ⅰ事後【事後面談】
個別に面談を行い、報告書に基づいて実習で学んできたこと、気づいた
ことなどの確認を行います。 報告書の作成（1時間）

16臨地実習Ⅰ事後【総括、報告会について】
全体で臨地実習の総括を行います。報告会に使用するパワーポイントの
作成方法、発表方法等の説明を行います。

実習内容のまとめ。パワーポイン
トの作成（1時間）

17臨地実習Ⅰ事後【報告会練習（個別）】 個別に時間を設定し、報告会の練習を行います。 報告会の練習（1時間）

18臨地実習Ⅰ事後【報告会】 小グループに分かれて、一人一人がパワーポイントを使用して、実習施設のことや学んだこと、今後の課題等を報告します。
報告会の練習。報告会で学んだこ
とをまとめる（1時間）
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授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

19臨地実習Ⅰ事後【報告会を終えて】
事前指導、実習、報告会で学んだことを振り返り、今後の各自の課題を
整理します。

今後の課題とその進め方を考える
（1時間）

20臨地実習Ⅲ事前【臨地実習について】 臨地実習の目的、学ぶこと、実習の進め方、心構えなどを説明します。 関連科目の復習（1時間）

21臨地実習Ⅲ事前【行政管理栄養士について】 行政の管理栄養士を講師に招き、行政の実際の業務について学びます。 行政の業務について予習する。講義の内容をまとめる（1時間）

22人体の構造と機能（1） 人体の構造と機能の分野について、問題を解いた後、解説を中心とした
講義、理解度を確認する小テストを行います。

生化学で学んだことをよく復習し
てから講義に臨むこと。（1時間
）

23人体の構造と機能（2） 人体の構造と機能の分野について、問題を解いた後、解説を中心とした
講義、理解度を確認する小テストを行います。

解剖学，生理学，病理学，微生物
学，臨床医学で学んだことをよく
復習してから講義に臨む（1時間

24人体の構造と機能（3） 人体の構造と機能の分野について、問題を解いた後、解説を中心とした
講義、理解度を確認する小テストを行います。

解剖学，生理学，病理学，微生物
学，臨床医学で学んだことをよく
復習してから講義に臨む（1時間

25給食経営管理論 給食経営管理論の分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講
義、理解度を確認する小テストを行います。

給食経営管理論の講義，実習で学
んだことをよく復習してから講義
に臨むこと。（1時間）

26栄養教育論 栄養教育論分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、理
解度を確認する小テストを行います。

栄養教育論分野の講義、実験・実
習で学んだことをよく復習してか
ら講義に臨むこと。（1時間）

27基礎栄養学 基礎栄養学分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、理
解度を確認する小テストを行います。

基礎栄養学分野の講義、実験・実
習で学んだことをよく復習してか
ら講義に臨むこと。（1時間）

28公衆栄養学 公衆栄養学分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、理
解度を確認する小テストを行います。

公衆栄養学分野の講義、実験・実
習で学んだことをよく復習してか
ら講義に臨むこと。（1時間）

29臨床栄養学 臨床栄養学分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、理
解度を確認する小テストを行います。

臨床栄養学分野の講義、実験・実
習で学んだことをよく復習してか
ら講義に臨むこと。（1時間）

30応用栄養学 応用栄養学分野について、問題を解いた後、解説を中心とした講義、理
解度を確認する小テストを行います。

応用栄養学で学んだことをよく復
習してから講義に臨むこと。
（1時間）

テキスト
基礎専門科目，専門科目の各科目のテキスト。その他必要に応じて提示しま
す。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
管理栄養士として勤務できるレベルに達している者をA、そのうち特に優秀な者
をS、栄養士として勤務できるレベルに達している者をB、栄養士としても必要
な知識が不足している者をC、そのうち特に知識が不足して者をDとします。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
予習・復習をしっかりとして授業に臨むようにしてください。
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科目名 総合栄養学演習Ⅲ 学年学期 4年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46039研究室

担当者 各教員 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 管理栄養士 履修条件 （臨地実習事前事後指導を含みます）

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
専門基礎科目、専門科目の講義・実習で学んできた内容を系統的に整理し、体系立てて理解することを目的に、演習形式で授業を進めて
いきます。臨地実習の事前事後指導も行います。

学修到達目標
専門基礎科目、専門科目で学んできた内容を横断的に理解できることが目標です。具体的には管理栄養士国家試験問題の約8割以上は正解
できる程度の理解と，他の人に対して説明できるようになることを目指します。

授業の進め方
各教科担当の教員がオムニバス形式で担当します。各回、該当科目の問題を解き、その問題の自己学習の後、担当教員からの指導を行い
ます。定期試験の詳細はオリエンテーション時に説明します。また、臨地実習の事前事後指導も行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1人体の構造と機能・疾病の成り立ち(1)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

2人体の構造と機能・疾病の成り立ち(2)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

3人体の構造と機能・疾病の成り立ち(3)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

4人体の構造と機能・疾病の成り立ち(4)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

5社会・環境と健康 社会・環境と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習
し、その後教員からの指導を行います。

社会・環境分野で学んだことをよ
く復習してから講義に臨むこと。
（1時間）

6食べ物と健康(1) 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、
その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

7食べ物と健康(2) 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、
その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

8食べ物と健康(3) 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、
その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

9給食経営管理論 給食経営管理論について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、そ
の後教員からの指導を行います。

給食経営管理論の講義・実習で学
んだことをよく復習してから講義
に臨むこと。（1時間）

10栄養教育論 栄養教育論の問題を解いた後、教科書等で自己学習し、その後教員から
の指導を行います。

栄養教育論の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

11基礎栄養学 基礎栄養学について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、その後
教員からの指導を行います。

基礎栄養学の講義，実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

12公衆栄養学 公衆栄養学について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、その後
教員からの指導を行います。

公衆栄養学の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

13臨床栄養学 臨床栄養学について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、その後
教員からの指導を行います。

臨床栄養学の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

14応用栄養学 応用栄養学について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、その後
教員からの指導を行います。

応用栄養学の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

15まとめ 応用力試験問題を解いた後に、解答・解説書のコピーを配布しますので
、自主学習してください。

全体で学んだことをよく復習して
から講義に臨むこと。（3時間）

テキスト
基礎専門科目，専門科目の各科目のテキスト．その他必要に応じて提示しま
す。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
管理栄養士として勤務する事が出来る知識レベルにある者をA、うち特に優れて
いた者をS、栄養士として勤務できるレベルにある者をB、栄養士として勤務す
るにも知識が不足している者をC、うち特に不足している者をDとします。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
予習・復習をしっかりとして授業に臨むようにしてください。自己学習時間を
有効活用するためにも、教科書や実習書、配布資料等は必ず持参して下さい。
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科目名 総合栄養学演習Ⅳ 学年学期 4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46040研究室

担当者 各教員 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
専門基礎科目、専門科目の講義・実習で学んできた内容を系統的に整理し、体系立てて理解することを目的に、演習形式で授業を進めて
いきます。臨地実習の事前事後指導も行います。

学修到達目標
専門基礎科目、専門科目で学んできた内容を横断的に理解できることが目標です。具体的には管理栄養士国家試験問題の約9割以上は正解
できる程度の理解と，他の人に対して説明できるようになることを目指します。

授業の進め方
各教科担当の教員がオムニバス形式で講義を担当します。各回、理解度の確認テスト（小テスト）の問題を解き、自己学習の後、担当教
員からの指導を行います。定期試験の詳細はオリエンテーション時に説明します。また、臨地実習の事前事後指導も行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1人体の構造と機能・疾病の成り立ち(1)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

2人体の構造と機能・疾病の成り立ち(2)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

3人体の構造と機能・疾病の成り立ち(3)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

4人体の構造と機能・疾病の成り立ち(4)
人体の構造と機能・疾病の成り立ち分野について、問題を解いた後、教
科書等で自己学習し、その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

5社会・環境と健康 社会・環境と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習
し、その後教員からの指導を行います。

社会・環境分野で学んだことをよ
く復習してから講義に臨むこと。
（1時間）

6食べ物と健康(1) 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、
その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

7食べ物と健康(2) 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、
その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

8食べ物と健康(3) 食べ物と健康分野について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、
その後教員からの指導を行います。

当該分野の講義・実習で学んだこ
とをよく復習してから講義に臨む
こと。（1時間）

9給食経営管理論 給食経営管理論について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、そ
の後教員からの指導を行います。

給食経営管理論の講義・実習で学
んだことをよく復習してから講義
に臨むこと。（1時間）

10栄養教育論 栄養教育論について、問題を解いた後、教科書等で自己学習し、その後
教員からの指導を行います。

栄養教育論の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

11基礎栄養学 基礎栄養学について、問題を解いた後、解説を中心とした講義を行いま
す。

基礎栄養学の講義，実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

12公衆栄養学 公衆栄養学について、問題を解いた後、解説を中心とした講義を行いま
す。

公衆栄養学の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

13臨床栄養学 臨床栄養学について、問題を解いた後、解説を中心とした講義を行いま
す。

臨床栄養学の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

14応用栄養学 応用栄養学について、問題を解いた後、解説を中心とした講義を行いま
す。

応用栄養学の講義・実習で学んだ
ことをよく復習してから講義に臨
むこと。（1時間）

15まとめ 応用力試験問題を解いた後に、解答・解説書のコピーを配布しますので
、自主学習してください。

全体で学んだことをよく復習して
から講義に臨むこと。（3時間）

テキスト
基礎専門科目，専門科目の各科目のテキスト．その他必要に応じて提示しま
す。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
管理栄養士として勤務できる知識レベルにある者をA、そのうち特に優れた者を
S、栄養士として勤務できるレベルにある者をB、栄養士として勤務するにも知
識が不足している者をC、そのうち、特に知識が不足している者をDとします。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
予習・復習をしっかりとして授業に臨むようにしてください。当日の学習効果
を得るために、該当科目の教科書、実習書、配布物等は必ず持参して受講して
下さい。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
いくつかのテキストを使用し、発酵、遺伝子工学など、微生物が関係する身近な技術、最新技術について学習します。また、みそ、甘酒
、ヨーグルトなどの発酵食品や、酵母を使ったパンなどを作り微生物のはたらきを実体験します。

学修到達目標
通常の講義や実習などでは充分に学習できない、微生物とその応用技術に関する専門的な知識を身につけるとともに、実際に微生物のは
たらきを観察し、微生物を利用した食品作りをとおして微生物の働きを観察することが目標です。

授業の進め方
教科書を交互に読み、不明な点については相互に質問し、議論を通して互いの知識を深めていきます。また、より専門的な書物などでの
調査が必要な場合は、調べてレポート等で報告します。発酵食品で興味のあるものを作ってみます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1アルコール発酵 人類が古来より利用してきた発酵技術が、最初のバイオテクノロジーだ
ったことを学びます。

参考書の14～29ページを予習し、
世界の酒製造法についてまとめる
（4時間）

2グルコース代謝
グルコースの代謝経路と、代謝に関連する酵素について学習します。ま
た、人類が様々な代謝産物をどのように利用してきたかについての知識
を身につけます。

参考書の30～42ページを予習し、
グルコースの代謝経路を図にまと
める（4時間）

3パン、チーズの生産と微生物 乳酸菌、酵母、カビを利用した食品生産の詳細を学びます。
参考書の42～55ページを予習し、
チーズの生産に使われている微生
物を表にする（4時間）

4チーズに使われる微生物の分離・培養
市販のブルーチーズ、カマンベールチーズから、生産に使われているカ
ビの分離培養を試みます。

培地の作製、分離したカビの顕微
鏡観察を行う（4時間）

5アジアの発酵食品 酒、しょうゆ、その他のアジアでつくられている発酵食品と利用されて
いる微生物について学びます。

参考書の55～60ページを予習し、
アジアの発酵食品と、利用されて
いる微生物を表にする（4時間）

6発酵とはどのような反応か
発酵技術は、その反応機構が明らかにされる以前から人類により利用さ
れてきました。発酵反応の過程がどのように明らかにされたかを学びま
す。

参考書の61～67ページを予習する
（4時間）

7天然酵母の分離
発酵食品に欠かせない酵母について、自然界にどのような酵母が存在す
るか調べます。具体的には、種々の果物を発酵させて酵母の分離を試み
ます。

果物の発酵と酵母用の培地作製。

8天然酵母の同定 第7回で分離した酵母を糖の資化性を利用して同定し、自然界から分離
される酵母の種類を決定します。

酵母によって利用する糖の違いを
予習し、一覧表にまとめる（4時
間）

9生体触媒：酵素 生細胞中の化学反応を触媒する酵素について、酵素発見の歴史的経過と
、酵素の基本的な性質について学習します。

参考書の70～82ページを予習し、
酵素の発見に関わった研究者の業
績をまとめる（4時間）

10酵素の構造と機能
酵素に代表されるタンパク質の機能は、その3次元構造と密接に関わっ
てい、ます。構造と機能の解明に最初に使われた酵素、リゾチームにつ
いて学習します。

参考書の83～92ページを予習し、
パスツールの業績をまとめる
（4時間）

11酵素のパートナー
酵素はそれ自身で化学反応を触媒するものと、酵素活性に補酵素や補因
子を必要とするものがあります。多くの補酵素はビタミンに由来するの
で、ビタミンと酵素の関係を整理します。

参考書の93～94ページを予習し、
補酵素として働くビタミンを一覧
表にする（4時間）

12酵素の産業利用 高峰譲吉が消化酵素を商品として発売したように、酵素は様々な産業に
利用されています。食品生産と洗剤への酵素利用について学びます。

参考書の94～103ページを読み、
バイオ洗剤に使われている酵素の
由来や性質をまとめる（4時間）

13タンパク質工学
酵素の産業利用では、目的に合う酵素が最新のタンパク質工学技術によ
り生み出されています。タンパク質工学によりどのようなことができる
のか学びます。

参考書104～114ページを読み、タ
ンパク質の3次元構造がどのよう
に決まるかをまとめる（4時間）

14固定化酵素
酵素を経済的に産業利用するために、酵素の固定化という技術が開発さ
れました。そのメリットをまとめ、成功例としてフルクトースシロップ
の生産過程を学習します。

参考書の114～123ページを予習し
、酵素を固定化する利点を整理す
る（4時間）

15食糧・アミノ酸産生 前回に続き、様々な固定化酵素の利用例を学びます。さらに、細胞を固
定化した固定化細菌、固定化酵母の有用性についても学習します。

参考書の124～136ページを予習し
、新しい固定化酵素、固定化微生
物を考案、提案する（4時間）

テキスト
授業時に紹介する

成績評価の方法・基準
受講態度：80％　レポート：20％
ゼミへの出席、討論での発言や質問の回数、問題提議できたかなどで評価しま
す。また、実験レポートも評価に使います。発酵現象を生理・生化学的に説明
できればC、教科書に書かれている分子生物学の手法を具体的に説明できれば
B、身の回りで実際に実用化されているバイオテクノロジー技術を見つけだし、
応用されている技術を正確に説明できればA、自然界の微生物を使った新たな技
術の概略を提案できればS。

参考書
「EURO版バイオテクノロジーの教科書(上)」ラインハート・レンネバーグ著
小林達彦(監修)、田中暉夫/奥原正國(訳)編（講談社）
必要な本は紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
生活の様々な分野で活用されている微生物について、幅広い知識を身につけま
しょう。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習ⅠではⅡと合せ、食育・栄養教育のあり方について、総合的、研究的に探求します。2年次までの各科目の学修内容について、特に
栄養教育分野で不可欠な事項に関する理解を深めた上でゼミナール内でのディスカッションや、学内外での実践活動等を行います。ヘル
スプロモーションにおける教育アプローチとしての栄養教育活動について考察することを主眼としますが、環境アプローチとしての食環
境整備についても考えます。理論と実践をつなぐ地域における活動を重視して進めます。

学修到達目標
態度：栄養教育分野の研究に対する情熱を高めること。
知識・スキル：地域における食の課題に気づき、その解決を図るために、学術的にアプローチしていく知識とスキルの修得。
具体的到達目標：4年次の卒業研究のイメージをつくること。
授業の進め方
基礎的事項についてグループ学習を行った後、地域における活動に関する実践活動計画を作成し、それに基づいた実践活動をアウトキャ
ンパススタディとして実施します。その実践に基づいたディスカッションなどを中心として進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
この演習のねらいと活動内容に関する説明を踏まえて、1年間というゼ
ミナール活動において、取り組みたいこと、学びたいこと、1年後の自
分の姿の向上などをテーマとしてディスカッションを行います。

事前・事後にめざす姿をイメージ
し取り組みたいこと、学びたいこ
とについて考える（1時間）

2研究活動について考える1卒業生の研究論文集から

これまでゼミナール生が取り組んだ卒業研究の論文を読んで、どのよう
な研究がなされてきたのかを知り、そのような研究を進めるために必要
な研究マインド、知識・スキルについて考えます。

事前配布の論文集に目を通し、こ
れまでの卒業研究の概要を把握し
質問事項を確認する(1時間）

3
栄養教育に関するフィール
ド活動1-1　活動計画の作
成

イベント時にセットする情報へのアクセスとしての栄養教育の実践に向
けた計画案について、ディスカッションします。具体的には、情報提供
の目的、使用する教材、評価方法について検討します。

これまでに学修した栄養教育マネ
ジメントに関するプランニングの
部分について復習する（1時間）

4栄養教育に関するフィールド活動1-2　活動実践

主として子どもを含む家族を対象として、イベント時にセットする情報
へのアクセスに関する栄養教育実践をアウトキャンパススタディとして
実施します。

各自で活動実施にあたって必要と
なる知識やスキルについて自己学
修を進める（1時間）

5
栄養教育評価に関する講義
　栄養教育に関するフィー
ルド活動1-3　活動評価

栄養教育の評価に関する解説から、これまでの講義の学修内容を振り返
り、アウトキャンパススタディとして実施した栄養教育実践に関する企
画評価、プロセス評価のまとめとディスカッションを行います。

これまでに学修した栄養教育マネ
ジメントの評価に関する復習をし
質問事項を把握する（30分）

6食事指導力の向上に向けた栄養教育実践活動1

具体的に食事に関する指導を行う場合、料理提案は必須条件であること
から、レシピ提案活動を行います。対象者の設定と目的、題材等につい
てディスカッションし、方針を決定します。

1人1品のレシピ提案ができるよう
レシピの検討と試作、提案文書の
作成を行う（2時間）

7
研究活動について考える2
　4年生のプレゼンテーシ
ョンから

4年生の卒業研究計画に関するプレゼンテーションを踏まえて、卒業研
究のテーマ、研究計画の作成について考え、研究マインドを高め、自分
がしたい研究に求められる知識・スキルを確認します。

自分が取り組んでみたい研究テー
マについて、研究ノートにまとめ
てみる（1時間）

8
栄養教育に関するフィール
ド活動2-1　活動計画の作
成

食育を題材として、不特定多数人を対象とした栄養教育実践に向けて、
目的、活動内容、使用教材、評価方法等についてディスカッションし、
計画案を作成します。

これまでに食育に関連して学修し
た内容について復習し、自分の計
画案をまとめる（1時間）

9栄養教育に関するフィールド活動2-2　活動実践

食育を題材として、不特定多数人を対象とした栄養教育実践をアウトキ
ャンパススタディとして実施します。様々な機関や組織の関係者とのチ
ームとしての協働活動のあり方について学修します。

各自で活動実施にあたって必要と
なる知識やスキルについて自己学
修を進める（1時間）

10
栄養教育に関するフィール
ド活動2-3　活動評価
食育推進に関する講義

アウトキャンパススタディとして実施した栄養教育実践に関する企画評
価、プロセス評価、結果評価のまとめとディスカッションを行います。
適宜、現在の日本における食育推進に関しての学修を振り返ります。

活動実践を振り返り、協働活動を
進めるにあたって自分が修得すべ
き事項についてまとめる（30分）

11
栄養教育に関するフィール
ド活動3-1　活動計画の作
成

食物へのアクセスとしての食事提供を通した課題解決のための栄養教育
実践に向けて、目的の確認、活動支援方法、使用教材、評価方法等につ
いてディスカッションし、自分たちなりの計画案を作成します。

給食経営管理分野の関連事項につ
いて復習し、自分の計画案を作成
する（1時間）

12栄養教育に関するフィールド活動3-2　活動実践

食事提供を通じた栄養教育実践をアウトキャンパススタディとして実施
します。特に、活動の結果評価としての経済評価に関する視点を重視し
、経営管理に求められる事項を意識して学修します。

各自で活動実施にあたって必要と
なる知識やスキルについて自己学
修を進める（1時間）

13
栄養教育に関するフィール
ド活動3-3　活動評価とま
とめ

アウトキャンパススタディとして実施した栄養教育実践に関して、経済
評価も含めた各種評価項目をまとめ、それに基づいてPDCAサイクルの
Actionについてディスカッションを行います。

活動実践を振り返り、経済評価の
課題を解決するために必要となる
事項についてまとめる（30分）

14栄養教育に関するフィールド活動4　活動計画の作成

年間計画で実施されている健康づくり教室の一環として実施する講座の
運営に関して、継続プログラムの特色を踏まえ、目的の確認、実施方法
について検討し、自分たちの提案をまとめます。

講座運営に関する提案のまとめ
（1時間）、事後は実施に向けて
のスキルアップ（1時間）

15先行研究の探索方法
これまでの活動を振り返り、自分の卒業研究テーマとして設定したい内
容について考えます。また、夏季休業中の自己学修に向けて、先行研究
の探索に必要な論文検索方法について学修します。

長期休業中に、自分が関心をもつ
テーマについて、先行研究、論文
を探し、読んでおく（2時間）

テキスト
テキストは用いず、必要に応じて参考図書を紹介するほか、配布資料等を用
意します。

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　レポート：60％
受講態度とは実践活動中の態度等の観察評価をさす。S:高いモチベーションで
活動に参加し、活動から得た知識やスキル等を卒業研究に結び付け、研究計画
の詳細を述べることができる。A:積極的に活動に参加し、活動から得た知識や
スキル等を卒業研究に結び付け、研究計画を述べることができる。B: 活動に参
加したことを踏まえて研究計画について述べることができる。C: 参加した活動
等をもとにして研究計画の一部について述べることができる。

参考書
「食事調査マニュアル はじめの一歩から実践・応用まで　第3版」特定非営
利活動法人 日本栄養改善学会 (監修, 監修) 編（南山堂）　ISBN：978-4-
525-63333-2

履修上の注意（学生へのメッセージ）
これまでの専門科目、特に実践系科目のつながりを考えながら復習しましょう
。研究・実践活動が中心となり、アウトキャンパススタディも組み入れるため
、設定された授業時間以外での活動（夜間や休日）も多くなります。

80



科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年通年 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 前期：月曜日1限後期：月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
専門書や総説を輪読したり、内容を要約・発表したりすることにより、研究に必要な基本的知識の習得を目指します。夏季休暇中には先
輩の実験を手伝って、基本的技術の習得を目指します。

学修到達目標
健康栄養演習は、4年次の卒業研究に向けての準備段階と位置づけています。そこで、研究室とはどういうところかということを学んだり
、卒業研究を行うために必要な基本的な科学的知識や技術の習得にも努めてもらいます。その中で、各自の研究課題の発見や基礎的学習
能力の向上を目指します。
授業の進め方
6名程度の学生を受け持ちゼミナール形式で進めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業のねらいと2年間を見通したゼミナール活動について考えていきま
す。

先輩の卒業論文発表会の発表要旨
集を読んでくる。(4時間)

2栄養学の基礎知識の習得(1)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

3栄養学の基礎知識の習得(2)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

4栄養学の基礎知識の習得(3)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

5栄養学の基礎知識の習得(4)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

6栄養学の基礎知識の習得(5)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

7栄養学の基礎知識の習得(6)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

8栄養学の基礎知識の習得(7)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

9栄養学の基礎知識の習得(8)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

10栄養学の基礎知識の習得(9)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

11栄養学の基礎知識の習得(10)
「未来の栄養学」を輪読し、内容を要約します。栄養学で今後必要とさ
れる分野に関する知識を整理します。

「未来の栄養学」を予め読んでお
き、段落ごとの内容を要約してお
く。事後は、修正する。(4時間)

12医学的基礎知識の習得(1)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

13医学的基礎知識の習得(2)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

14医学的基礎知識の習得(3)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

15医学的基礎知識の習得(4)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

テキスト
　教員より適宜提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
受講態度とは、演習時の準備状況・発表の仕方の程度を指す。一応発表できる
とC。内容をある程度理解しながら発表できるとB。内容を深く理解しながら発
表できるとA。内容を深く理解しながらよりよい発表できるとS。

参考書
教員より適宜提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
実験研究を通して、自分を成長させたいと真剣に思う気持ちや失敗が続いても
全く新しいことにチャレンジしてやろういう強い気持ちをもっていることが臨
まれます。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習は、4年次の卒業研究において発展的・応用的に研究活動をするための基礎を学ぶものと位置づけています。研究分野は食品化学分
野です。具体的には、科学的知識を習得するために関連の専門書を輪読したり、また技術面では微生物・動物細胞の取り扱い方（培養方
法）、実験試薬の取り扱い等になります。研究をする意義やそれを実践する上での心構え、研究室とはどういうところか等についても学
びます。

学修到達目標
専門書等を読んで、その要点を解りやすい言葉で発表できるようになること、また学生-教師間あるいは学生間で積極的にディスカッショ
ンする姿勢を身につけることが目標です。

授業の進め方
専門分野の勉強会では、学内外における様々な専門書などを教材にし、学生による要点の発表およびそれに対する議論を中心に行います
。教員からの一方的な講義形式ではなく、学生間のディスカッションも重視します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1前期オリエンテーション 授業のねらいと2年間を見通したゼミナール活動について説明します。 事前にシラバスを読んでください。(1時間)

2専門基礎知識を学ぶ（1）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（ニュー
トリゲノミックスの①）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教
員が解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

3専門基礎知識を学ぶ（2）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（ニュー
トリゲノミックスの②）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教
員が解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

4専門基礎知識を学ぶ（3）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（ゲノム
、プロテオーム）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解
説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

5専門基礎知識を学ぶ（4）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（遺伝子
多型とは）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を加
えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

6専門基礎知識を学ぶ（5）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（遺伝子
多型と栄養）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を
加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

7専門基礎知識を学ぶ（6）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（生活習
慣病を起こしやすい遺伝子多型）を輪読し、その要点を述べてもらい、
その後教員が解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

8専門基礎知識を学ぶ（7）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（肥満関
連遺伝子について）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が
解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

9専門基礎知識を学ぶ（8）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（テーラ
ーメイド栄養学①）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が
解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

10専門基礎知識を学ぶ（9）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（テーラ
ーメイド栄養学②）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が
解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

11専門基礎知識を学ぶ（10）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（ニュー
トリエピジェネティックス）を輪読し、その要点を述べてもらい、その
後教員が解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

12専門基礎知識を学ぶ（11）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（人間行
動と遺伝子多型）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解
説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

13専門基礎知識を学ぶ（12）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（時計遺
伝子と概日リズム）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が
解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

14専門基礎知識を学ぶ（13）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（時計遺
伝子と生活習慣病）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が
解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

15専門基礎知識を学ぶ（14）
研究を行う上で必要な専門基礎知識を学びます。学生は専門書（未来の
栄養学とは）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を
加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

テキスト
「教員より指示します。」

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：60％
受講態度とは、専門書の輪読やテーマごとの議論への参加等を指します。
S:要求された程度を越えて優秀である。A:優秀である。B:要求を満たす内容で
ある。C:単位修得を認める合格最低ラインである。

参考書
「教員より指示します。」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本演習は、4年次の卒業研究を行うための準備として専門基礎知識を蓄え、研究
的探求心を高めるために行います。事前にテキストを読むなど、主体的に臨ん
でください。長期休暇を利用して、実験方法等を教えます。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習では、卒業研究ならびに管理栄養士国家試験対策の準備段階としての位置づけから、専門分野の文献収集の方法や研究方法、結果
の評価法ならびに国試傾向などについて指導し、理解を深めます。また、研究方法論全般について学び、調査・研究へのデザイン能力、
栄養物質や有害物質の食事摂取量評価などについて統計学的手法に基づいて評価する力を養います。

学修到達目標
専門書・研究論文の読み方を習得し、その要点を解りやすい言葉で発表できるようになること、また学生-教師間あるいは学生間で積極的
にディスカッションする姿勢を身につけること、グループの中で協調性をもって活動していくことが目標です。

授業の進め方
論文の抄読会を通じて、多数の専門論文を読破していきます。自分や仲間が紹介した論文の要点が迅速にわかるようになること、学生間
や学生と教員間での自由な討論の場をつくることを重視します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1前期オリエンテーション 授業の狙いと、2年間を見通したゼミ活動について説明します。 事前にシラバスを読んでください
。（1時間）

2記述統計 研究を行っていく上で重要な知識の習得。記述統計量の表し方（平均値
や中央値）、論文の読み方について学習します。

テキスト1日目を熟読してくださ
い。（1時間）

3仮説検定（1）
有意差を表すP値の意味や「統計的な差」と「臨床的（実際に意味のあ
る）差」の違い、信頼区間、標準誤差などについて学習します。また、
論文の読み方について学習します。

テキスト2日目を熟読してくださ
い。（1時間）

4仮説検定（2）
有意差を表すP値の意味や「統計的な差」と「臨床的（実際に意味のあ
る）差」の違い、信頼区間、標準誤差などについて学習します。また、
論文の紹介と議論を行います。

テキスト2日目を熟読してくださ
い。（1時間）

5疫学研究のデザイン（1）
P（参加者）E（研究）C（何と比較するか）O（アウトカム）の理解、観
察・介入研究、ケースコントロール・コホート研究、前向き・後ろ向き
研究などを学習します。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト3日目を熟読してくださ
い。（1時間）

6疫学研究のデザイン（2）
P（参加者）E（研究）C（何と比較するか）O（アウトカム）の理解、観
察・介入研究、ケースコントロール・コホート研究、前向き・後ろ向き
研究などを学習します。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト3日目を熟読してくださ
い。（1時間）

7統計テストの選び方（1）
変数の種類（連続変数、2値のカテゴリー変数、順序のあるカテゴリー
変数、順序のないカテゴリー変数）、何と何を比較するのか、正規分布
か、などを学習します。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト4日目を熟読してくださ
い。（1時間）

8統計テストの選び方（2）
変数の種類（連続変数、2値のカテゴリー変数、順序のあるカテゴリー
変数、順序のないカテゴリー変数）、何と何を比較するのか、正規分布
か、などを学習します。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト4日目を熟読してくださ
い。（1時間）

9T検定、U検定（1） スチューデントのT検定、正規分布でなくても使えるマンホイットニー
のU検定を学びます。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト5日目を熟読してくださ
い。（1時間）

10T検定、U検定（2） スチューデントのT検定、正規分布でなくても使えるマンホイットニー
のU検定を学びます。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト5日目を熟読してくださ
い。（1時間）

11対応ありのT検定、符号付き順位和検定（1）
対応ありのT検定、ウイルコクスン符号付き順位和検定について学びま
す。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト6日目を熟読してくださ
い。（1時間）

12対応ありのT検定、符号付き順位和検定（2）
対応ありのT検定、ウイルコクスン符号付き順位和検定について学びま
す。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト6日目を熟読してくださ
い。（1時間）

13
分散分析・クラリスワリス
検定、フリードマン検定
（1）

3群以上の比較である、分散分析（ANOVA)・クラリスワリス検定、フリ
ードマン検定を学びます。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト7日目を熟読してくださ
い。（1時間）

14
分散分析・クラリスワリス
検定、フリードマン検定
（2）

3群以上の比較である、分散分析（ANOVA)・クラリスワリス検定、フリ
ードマン検定を学びます。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト7日目を熟読してくださ
い。（1時間）

15線形回帰と相関係数 単回帰、重回帰、ピアソンの相関係数、スピアマンの相関について学習
します。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト8日目を熟読してくださ
い。（1時間）

テキスト
「みんなの医療統計ー12日間で基礎理論とEZRを完全マスター」新谷歩著（講
談社）　ISBN:978-4-06-156314-8 (生協で購入してください。)
ゼミで使用しますので、必ず購入して下さい。

成績評価の方法・基準
課題：70％　受講態度：30％
論文紹介と議論が主な課題となります。自分が興味を持った分野について論文
を集め、皆の前で紹介すること、聴講の際には、しっかりと議論に参加してく
ださい。
S:要求された程度を越えて優秀である。
A:優秀である。
B:要求を満たす内容である。
C:単位修得を認める合格最低ラインとなります。

参考書
「公衆栄養学実習」金田雅代・郡俊之・酒井徹・山本茂著（講談社サイエン
ティフィック）　ISBN：978-4-06-155355-2
その他、講義の中で随時紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本演習は、4年次の卒業研究を行うための準備として、専門知識を得ること、必
要なスキルを身につけるのがねらいです。長期休暇を利用して、健康調査も予
定しています。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
健康と食の関連について社会学的観点から考察します。柔軟な思考力の養成を目標とします。「食」は身体的な健康の基盤となる重要な
ものであると同時に、精神的・社会的な健康に多大な影響を及ぼします。「食」に関連するさまざまな社会・文化的な側面に着目し、「
食べる」という行為がもつ意味を社会学の観点から考察します。食事を共にすること（家族で食事をすること）がもつ重要な意味や作用
といった身近な事例から、メディアを中心として伝えられる食品添加物の問題、世界的な食糧問題まで扱う予定です。

学修到達目標
現代社会における食に関する課題を発見し、解決するための論理的思考能力と、学習内容を他者に伝えるプレゼンテーション能力を身に
つけること。

授業の進め方
各テーマについて教員が短い講義を行い、そのあと全員で議論する形式で進めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業の目的と2年間のゼミナール活動について考えます。 シラバスを確認する（1時間）。

2食べることの社会学とは 食に関する事象を社会学的視点でみることについての解説をし、討論し
ます。 講義内容を復習する（1時間）。

3食の社会学のテーマ(1) 社会のマクドナルド化についての解説をし、討論します。 事前配布資料を読み、下調べをす
る（1時間）。

4食の社会学のテーマ(2) ファストフードについての現状を解説し、討論します。 事前配布資料を読み、下調べをし
ます（1時間）。

5食の社会学のテーマ(3) ファストフードをテーマとするドキュメンタリーを鑑賞します。 内容をまとめる（1時間）。

6食の社会学のテーマ(4) ファストフードをテーマとするドキュメンタリーを鑑賞します。 講義内容をまとめ、レポートとし
て提出する（1時間）。

7食の社会学のテーマ(5) 肥満と食品産業についてアメリカの事例を紹介し、討論します。 講義内容の要点をまとめる（1時
間）。

8食の社会学のテーマ(6) アメリカの食品産業についての解説をし、討論します。 講義内容をまとめる（1時間）。

9テーマ設定に向けて 研究テーマの設定について討論します。 研究テーマを考えておく（1時間
）。

10テーマ設定 各自のテーマ設定について報告し、討論します。 配布プリントをする（1時間）。

11プレゼンテーション ゼミ報告の方法について解説します。 配布プリントをする（1時間）。

12先行研究レビュー 各自のテーマに沿った文献収集、レジメの作成について解説します。 配布プリントをする（1時間）。

13ゼミ報告(1) 学生はゼミ報告をします。 ゼミ報告の準備をする（1時間
）。

14ゼミ報告(2) 学生はゼミ報告をします。 ゼミ報告の準備をする（1時間
）。

15ゼミ報告(3) 学生はゼミ報告をします。 ゼミ報告の準備をする（1時間
）。

テキスト
　学生が選択するプレゼンテーションのテーマによって、使用テキストは異
なります。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
受講態度には、ディスカッションへの参加度が含まれます。
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組むことができる。A:授業内容を理解し、積極的な探究姿勢を
もって課題に取り組むことができる。B:授業内容のおおよそを理解し、与えら
れた課題に誠実に取り組むことができる。C:授業の内容の60％程度を理解し、
与えられた課題に誠実に取り組むことができる。

参考書
「マクドナルド化する社会」ジョージ・リッツァ著早稲田大学出版編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
英語の文献を使用する場合があるので、最低限の英語読解力は必要になります
。演習には学生の自主性が強く求められます。次回演習までに、指示された準
備は必ず済ませてください。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日5限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
健康栄養学演習ⅠとⅡを合わせ、公衆栄養学分野について2年次までの学習を発展させ、総合的、研究的に学びます。
4年次の卒業研究課題の発見に向けて先行研究論文等より情報を収集し、ゼミ内でディスカッションを行い、卒業研究活動に繋げていきま
す。

学修到達目標
健康寿命の延伸に関わる食・栄養に関する課題について、自主的に取り組み、学術信頼度の高い情報を収集する手段を修得します。また
ゼミメンバーと討論を得て、研究テーマの発見に繋げます。

授業の進め方
各自で興味あるテーマのキーワードから情報を収集しつつ、研究に関わっていく文献を取捨選択できるようにします。報告会で紹介し、
ゼミメンバーでディスカッションを重ね、公衆栄養学分野への研究活動を深めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業ガイダンスを行います。演習の進め方や、文献の探し方、読み方、
発表方法などを説明します。

シラバスを確認し、ゼミ活動の構
想を立てる。（1時間）

2研究課題へのアプローチ（1）
各自で健康と食・栄養をテーマとした課題となる問題について情報を収
集します。

自分が興味あるテーマに沿った書
籍、文献など読み、討論の準備を
する。（1時間）

3研究課題へのアプローチ（2）
各自で健康と食・栄養をテーマとした課題となる問題について情報を収
集します。

自分が興味あるテーマに沿った書
籍、文献など読み、討論の準備を
する。（1時間）

4研究課題へのアプローチ（3）
各自で健康と食・栄養をテーマとした課題となる問題について情報を収
集します。

自分が興味あるテーマに沿った書
籍、文献など読み、討論の準備を
する。（1時間）

5研究課題へのアプローチ（4）
各自で健康と食・栄養をテーマとした課題となる問題について情報を収
集します。

自分が興味あるテーマに沿った書
籍、文献など読み、討論の準備を
する。（1時間）

6研究課題となるキーワードのまとめ
作業の進捗状況の報告として、各自で興味ある課題となるテーマ（キー
ワード）について発表します。ゼミメンバーで討論します。

書籍、文献等を読み、内容を発表
できるようにまとめる。（1時間
）

7研究課題への再アプローチ（1）
各自で絞った課題に沿って熟考しつつ先行研究論文などを検索し、テー
マについて掘り下げます。

書籍、文献等を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

8研究課題への再アプローチ（2）
各自で絞った課題に沿って熟考しつつ先行研究論文などを検索し、テー
マについて掘り下げます。

書籍、文献等を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

9研究課題への再アプローチ（3）
各自で絞った課題に沿って熟考しつつ先行研究論文など検索し、テーマ
について掘り下げます。

紹介する書籍、文献等を読み、内
容を発表できるように準備をする
。（1時間）

10先行研究論文など検索のまとめ（1）
各自で絞ったテーマに沿って、先行研究論文などを検索した結果をまと
めとして中間発表の準備を行います。

紹介する書籍、文献等を読み、内
容を発表できるように準備をする
。（1時間）

11先行研究論文など検索のまとめ（2）
各自で絞ったテーマに沿って、先行研究論文などを検索した結果をまと
めとして中間発表の準備を行います。

先行研究論文より発表できるよう
にまとめる。（1時間）

12中間発表 研究活動のベースとなる先行研究論文について紹介し、ゼミメンバーで
討論します。

研究活動のための研究方法の概要
を理解しておく。（1時間）

13研究方法を学ぶ（1） 研究活動のベースとなる先行研究論文を基に研究の方法について各自が
理解を深めます。また、討論を通じゼミメンバーで共有します。

研究活動のための研究方法を確認
しておく。（1時間）

14研究方法を学ぶ（2） 研究活動のベースとなる先行研究論文を基に研究の方法について各自が
理解を深めます。また、討論を通じゼミメンバーで共有します。

研究活動や方法を理解し、研究テ
ーマの方向性を考えておく。
（1時間）

15研究方法を学ぶ（3） ゼミでの討論を踏まえ、各自の研究テーマについて方向性を見据えます
。

研究活動や方法を理解し、研究テ
ーマの方向性を確定できるように
考えておく。（1時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
S:情報収集や討論等への参加を常に積極的に行った。文献等の内容をまとめて
伝わりやすいプレゼンができる。A:情報収集や討論等への参加を常に積極的に
行った。文献等の内容をまとめて伝えることを意識したプレゼンができる。
B:情報収集や討論等への参加を積極的に行った。文献等の内容をまとめてプレ
ゼンをすることができる。C:情報収集や討論等への参加を前向きに行った。文
献等の内容をまとめてプレゼンすることが何とかできる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康と食に広い関心を持ち、まずは新聞、雑誌からでもいいので、楽しく積極
的に情報収集に取り組んでください。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-07

担当者 石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
調理科学分野について、2年次までの学習を発展させ、総合的、研究的に深く学ぶことをねらいとします。また、総合的学習能力の向上を
めざします。4年次の卒業研究に向け各自の研究課題を発見することを目標とします。4年生と共に学びながら、卒業研究のテーマをみつ
けていきます。

学修到達目標
食についての課題発見能力を身につけ、様々な分析手法を理解し、専門領域の向上を目指します。また、ゼミナールの中のディスカッシ
ョンを通して議論の仕方を学習すると共に、論理的思考力や批判的思考力、情報リテラシーあるいはプレゼンテーション能力などを向上
させることが目標となります。
授業の進め方
調理学・調理科学分野についてゼミナール形式で進めます。文献講読、実験実習、地域のイベント運営参加を含みます。必要に応じて授
業時間外にも実験、作業を行うことがあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業のねらいと2年間を見通したゼミナール活動について考えていきま
す。

事前にシラバスを読む。卒業生の
発表会の内容を読み、ゼミ活動の
構想を立てる。（4時間）

2食を取り巻く諸問題（1） 現在、食においてどのようなことが問題になっているか考察・討議します。

テーマについて自分なりに事前学
習を進める。授業後は問題の視点
を整理しておく。（4時間）

3食を取り巻く諸問題（2） 現在、食においてどのようなことが問題になっているか考察・討議します。

テーマについて自分なりに事前学
習を進める。授業後は問題の視点
を整理しておく。（4時間）

4食を取り巻く諸問題（3） 現在、食においてどのようなことが問題になっているか考察・討議します。

テーマについて自分なりに事前学
習を進める。授業後は問題の視点
を整理しておく。（4時間）

5食を取り巻く諸問題（4） 現在、食においてどのようなことが問題になっているか考察・討議します。

テーマについて自分なりに事前学
習を進める。授業後は問題の視点
を整理しておく。（4時間）

6先行研究や文献の利用(1)自己の課題に関する先行研究や文献の探し方を理解して、実際に読み、まとめていきます。

事前に興味を持った課題を決める
。授業後は先行研究や文献をよく
読み、まとめる。（4時間）

7先行研究や文献の利用(2)自己の課題に関する先行研究や文献の探し方を理解して、実際に読み、まとめていきます。

事前に興味を持った課題を決める
。授業後は先行研究や文献をよく
読み、まとめる。（4時間）

8食に関するゼミ発表(1) 自己課題に関する文献調査を行い、発表します。その後相互に討議します。
発表原稿を準備する。
（4時間）

9食に関するゼミ発表(2 自己課題に関する文献調査を行い、発表します。その後相互に討議しま
す。

発表原稿を準備する。
（4時間）

10食に関するゼミ発表(3) 自己課題に関する文献調査を行い、発表します。その後相互に討議します。
発表原稿を準備する。
（4時間）

11食に関するゼミ発表(4) 自己課題に関する文献調査を行い、発表します。その後相互に討議します。
発表原稿を準備する。
（4時間）

12試料調製の理解(1) 物性測定用ゲルの実験試料調製を行います。 物性測定用ゲルの実験試料調製を
行います。

13試料調製の理解(2) パンの実験試料調製を行います。 調製方法について指示書を読み、
理解する。（4時間）

14試料調製の理解(3) ゲル状介護食の実験試料調製を行います。 調製方法について指示書を読み、
理解する。（4時間）

15試料調製の理解(4) ゾル状介護食の実験試料調製を行います。 調製方法について指示書を読み、
理解する。（4時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
望ましい受講態度とは・・・自ら問題意識をもち、ゼミのメンバーと協力して
積極的に調査実験、その他ゼミ活動に参加すること。
評価基準・・・S:ゼミ活動や課題に極めて積極的に取り組み、自ら研究課題を
見つけられる。A:ゼミ活動や課題に積極的に取り組み、研究課題を見つけられ
る。B:ゼミ活動や課題に取り組み、研究課題を決定できる。C:ゼミ活動を行い
、課題について検討できる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
受身ではなく、自主的に学ぶ姿勢が必要です。色々なことに興味を持って、積
極的に行動してください。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
糖尿病や炎症性腸疾患の食事会の企画運営や患者との交流を通して病態や治療についての理解を深め、患者会の役割について学びます。
災害時要配慮者のオーダーメイドチェックリストを作成し備蓄状況を調査します。新しい栄養管理ソフトの有効性を調査します。

学修到達目標
栄養の現象を的確に捉え問題点を把握して課題解決に向けた目標を設定し、計画を立て実施し結果を解析して評価を行った結果を論文に
まとめ、発表会や討議を通じて考え方や知識の幅を広げます。

授業の進め方
糖尿病と炎症性腸疾患の病態や食事療法に関する文献研究により卒業論文の準備を行います。糖尿病教室とIBD食事会の企画運営に取り組
みます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1文献検索1-1 糖尿病に関する文献検索を行います。 文献検索（4時間）

2文献検索1-2 糖尿病に関する文献検索を行います。 文献検索（4時間）

3文献レビュー1-1 糖尿病に関する文献レビューを行います。 文献レビュー（4時間）

4文献レビュー1-2 糖尿病に関する文献レビューを行います。 文献レビュー（4時間）

5文献検索2-1 炎症性腸疾患に関する文献検索を行います。 文献検索（4時間）

6文献検索2-2 炎症性腸疾患に関する文献検索を行います。 文献検索（4時間）

7文献レビュー2-1 炎症性腸疾患に関する文献レビューを行います。 文献レビュー（4時間）

8文献レビュー2-2 炎症性腸疾患に関する文献レビューを行います。 文献レビュー（4時間）

9文献検索3-1 災害時の備蓄に関する文献検索を行います。 文献検索（4時間）

10文献検索3-2 災害時の備蓄に関する文献検索を行います。 文献検索（4時間）

11文献レビュー3-1 災害時の備蓄に関する文献レビューを行います。 文献レビュー（4時間）

12文献レビュー3-2 災害時の備蓄に関する文献レビューを行います。 文献レビュー（4時間）

13実践活動（糖尿病）1 糖尿病食のメニューを考えます。 献立作成（4時間）

14実践活動（糖尿病）2 糖尿病食のメニューを試作します。 試作調理（4時間）

15実践活動（糖尿病）3 運営計画を立案します。 運営計画（4時間）

テキスト
「臨床栄養」（医歯薬出版）(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:計画通りに研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。
A:指導により研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。
B:計画通りに問題意識を持ち課題解決が行える。
C:指導により問題意識を持ち課題解決が行える。

参考書
「Nutrtion Care」（メディカ出版）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食事会の実践活動はグループ単位で、研究は個人で進めます。前期で論文を完
成するという画期的な取組に挑戦します。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
　本演習は4年次に実施する卒業研究の準備段階として、基礎的な研究能力を身に着ける事を目的としています。TVやインターネットなど
による情報過多の昨今、栄養情報は玉石混合です。その中から科学的に正しい情報を正しい形で対象者に伝える事は管理栄養士の責務で
す。よって、本演習では科学的に正しい情報を検索、精査し、わかりやすく伝えられるようになる事を目的とし、演習、実験、学内外で
の活動等を進めていきます。

学修到達目標
　科学的に正しい情報を検索、精査し、言葉やプレゼンテーション資料を効果的に用いて、他の人々にわかりやすく伝えられるようにな
る事、卒業研究を遂行するのに必要な実験・実習の手技を身に着ける事を学修到達目標とします。

授業の進め方
　情報収集と精査、人へ伝える練習として、事前に指示された内容に関するプレゼンテーションを行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 2回目以降に使用する資料を配付し、発表の仕方を説明します。
2回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

2プレゼンテーション① テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
3回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

3プレゼンテーション② テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
4回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

4プレゼンテーション③ テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
5回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

5プレゼンテーション④ テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
5回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

6プレゼンテーション⑤ テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
6回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

7プレゼンテーション⑥ テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
6回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

8プレゼンテーション⑦ テーマに沿った説明資料を用いて、プレゼンテーションを行います。
6回目担当者は資料を作成し発表
に備える。それ以外の人は資料に
目を通し予習する。（1時間）

9文献の検索 研究に必要な文献をデータベースで検索する方法を習得し、実際に検索
します。

卒業研究で行いたいテーマについ
て考えてくる事。（1時間）

10抄読会① 第7回に検索した文献について、順番にプレゼンを行います。
担当者は文献を読み込んで理解し
、配布資料を作成しておく事。
（1時間）

11抄読会② 第7回に検索した文献について、順番にプレゼンを行います。
担当者は文献を読み込んで理解し
、配布資料を作成しておく事。
（1時間）

12抄読会③ 第7回に検索した文献について、順番にプレゼンを行います。
担当者は文献を読み込んで理解し
、配布資料を作成しておく事。
（1時間）

13抄読会④ 第7回に検索した文献について、順番にプレゼンを行います。
担当者は文献を読み込んで理解し
、配布資料を作成しておく事。
（1時間）

14抄読会⑤ 第7回に検索した文献について、順番にプレゼンを行います。
担当者は文献を読み込んで理解し
、配布資料を作成しておく事。
（1時間）

15まとめ 14回までの内容をまとめ、総括し、健康栄養演習IIの準備をします。これまでの内容を復習しておく事（1時間）

テキスト
初回講義日に配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
発表の出来、質問への対応、積極的に質問していたかなどから判断します。誰
に対してもわかる資料を作成しわかりやすく説明した人をA、そのうち特に優れ
た人をS、ある程度わかりやすい資料を作成し説明出来た人をB、わかりにくい
資料や説明だった人をC、非常に分かりにくい資料や説明だった人をDとします
。積極的に質問できた人をA、そのうち特に優れた人をS、教員が多少水を向け
ないと質問できなかった人をB、教員が勧めなければ質問できなかった人をC、
教員が勧めても質問できなかった人をDとします。

参考書
必要に応じて指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康栄養演習Iでは、資料を調べわかりやすく人に伝えるレッスンを行います。
積極的な受講を希望します。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本講座は、1・2年次までに学んだ基礎・専門知識を基本に、特に食品学、加工学、機能学を中心に研究活動を行っていきます。また、本
学の教育の特色であるアウトキャンパス・スタディーとして、農作物等の1次生産者、食品加工メーカーおよび研究機関など、教科書に無
い知識の積極的な取得を目指します。これらを通じて、4年次の卒業研究に向け学生各自の研究課題の決定と、総合的な学習能力の向上を
目指します。また、地域のニーズがあれば、商品開発にも積極的に参加してもらいます。

学修到達目標
企業、行政等の依頼を受け、活動することが非常に多く、多彩な動きをします。しかし、授業等が多く、活動に参加する機会が少ないの
が現状です。その中において、研究室の動きとしっかり連携を組み、できる限る活動に参加する心構えを持つこと、自主的にまた積極的
に活動に参加すること、さらに報告、連絡、相談がしっかりできるようにすることを目標とします。
授業の進め方
研究の基礎として、文献を通して研究の現状把握と課題の探索を行います。また、学生の研究に対する自主性・積極性を重視したいので
、基本的には学生を中心としたゼミ・ディスカッションを実施します。必要性を各自見出して研究を組み立て、実行します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス(1) 年間計画と活動内容についてお話します。 ゼミノートを付けるように準備し
てください（1時間）

2ガイダンス(2) 今までの研究活動を紹介します。 ゼミノートを付けてください。
（1時間）

3面談(1) 個人面談を行います。希望するテーマ、就職、学習、資格取得について
話します。面談の無い学生は4年生の研究の手伝いをします。

面談記録、活動記録を付けてくだ
さい。（1時間）

4面談(2) 個人面談を行います。希望するテーマ、就職、学習、資格取得について
話します。面談の無い学生は4年生の研究の手伝いをします。

面談記録、活動記録を付けてくだ
さい。（1時間）

5面談(3) 個人面談を行います。希望するテーマ、就職、学習、資格取得について
話します。面談の無い学生は4年生の研究の手伝いをします。

面談記録、活動記録を付けてくだ
さい。（1時間）

6勉強会(1) 食品加工についてゼミを行います。（食品の凍結と解凍）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

7勉強会(2) 食品加工についてゼミを行います。（食品の膨化）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

8勉強会(3) 食品加工についてゼミを行います。（生地物性）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

9勉強会(4) 食品加工についてゼミを行います。（食品の凝固）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

10勉強会(5) 食品加工についてゼミを行います。（食品の乾燥）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

11勉強会(6) 食品加工についてゼミを行います。（食品の変色）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

12勉強会(7) 食品加工についてゼミを行います。（食品の劣化）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

13勉強会(8) 食品加工についてゼミを行います。（抽出）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

14勉強会(9) 食品加工についてゼミを行います。（抽出）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

15勉強会(10) 食品加工についてゼミを行います。（抽出）
ゼミの内容をまとめ、自分なりの
学習ノートを作成してください。
（1時間）

テキスト
プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
全員で同じ研究テーマに取り組みますので、進捗状況を100％評価します。また
、報告、連絡、相談の有無も評価対象とします。
A:積極的に研究テーマに取り組み、一定の成果を出すことができる。
B:積極的に研究テーマに取り組むことができ、後期につながる成果を出すこと
ができる。
C:研究に取り組むことができる。
最も評価の高い学生はSとします。

参考書
プリントを配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
基礎知識を深め、食品の研究開発に応用できるように学習します。
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
給食や食に関する課題を発見し、解決方法を模索します。食に関連する文献を読み、ゼミ内で発表・討論しながらこの分野への造詣を深
めていきます。ゼミ内での発表や討論を通してプレゼンテーション能力も身につけていきます。

学修到達目標
①給食や食に関する課題発見能力、②文献をはじめとした情報収集・分析の方法を身につける、③プレゼンテーション能力を向上させる
ことを目標とします。

授業の進め方
給食や食に関する文献の輪読や発表、討論をしながら、この分野への造詣を深めていきます。また、4年生の研究を一緒に行うことで、研
究手法を学んでいきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 演習の進め方や、文献の探し方、読み方、発表方法などを説明します。
自分が給食や食にどのように関心
があるのかを改めて考えてくる。
（1時間）

2食について考える（1） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

3食について考える（2） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

4食について考える（3） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

5食について考える（4） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

6食について考える（5） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

7食について考える（6） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

8食について考える（7） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

9食について考える（8） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

10食について考える（9） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

11食について考える（10） 学生が順番に食に関する書籍を紹介し、その内容について討論します。
紹介する書籍を読み、内容を発表
できるように準備をする。（1時
間）

12研究手法を学ぶ（1） 4年生の研究活動を一緒に行うことで、研究の手法や、研究デザインに
ついて学びます。

研究活動や方法を理解しておく。
（1時間）

13研究手法を学ぶ（2） 4年生の研究活動を一緒に行うことで、研究の手法や、研究デザインに
ついて学びます。

研究活動や方法を理解しておく。
（1時間）

14研究手法を学ぶ（3） 4年生の研究活動を一緒に行うことで、研究の手法や、研究デザインに
ついて学びます。

研究活動や方法を理解しておく。
（1時間）

15研究手法を学ぶ（4） 4年生の研究活動を一緒に行うことで、研究の手法や、研究デザインに
ついて学びます。

研究活動や方法を理解しておく。
（1時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
S:情報収集や討論等への参加を常に積極的に行った。文献等の内容をまとめて
伝わりやすいプレゼンができる。A:情報収集や討論等への参加を常に積極的に
行った。文献等の内容をまとめて伝えることを意識したプレゼンができる。
B:情報収集や討論等への参加を積極的に行った。文献等の内容をまとめてプレ
ゼンをすることができる。C:情報収集や討論等への参加を前向きに行った。文
献等の内容をまとめてプレゼンすることが何とかできる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食に広い関心を持ち、積極的に取り組んでください
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科目名 健康栄養演習Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36041研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
これまでの学修内容を基盤とし、ゼミ内でディスカッションや実践を通じて応用栄養学並びに運動栄養学分野の研究を行います。主に健
康寿命の延伸に関する分野や競技者への介入研究、生理学的研究について理論と実践を学ぶとともに、論文抄読を通じて4年次の卒業研究
のテーマに繋げます。

学修到達目標
応用栄養学並びに運動栄養学分野に対する関心を持ち、健康分野や競技活動における課題を抽出し、解決のために科学的に考察できる知
識やスキルを持つことです。

授業の進め方
研究に関する基本事項をグループ学習した後、研究活動の計画を作成する。その後研究活動計画に基づき、ディスカッション、論文抄読
会、共同研究などを進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。ゼミで取り組み
たいこと、学びたいことについてディスカッションします。

ゼミで取り組みたいことを検討し
ます。（1時間）

2研究活動とは 卒業生の取り組んだ卒業研究論文を読み、これまでの研究の流れを理解
します。今後の研究への取り組み姿勢、研究の方法について学びます。

卒業論文を読んでおきます。
（1時間）

3研究活動1-1　調査計画書の作成準備
調査計画書の作成に向けて、論文検索の方法やポイント、研究背景、目
的、仮説、方法の考え方について学びます。

自身が興味があるテーマについて
論文検索をして、講義後は調査テ
ーマを決めます。（1時間）

4研究活動1-2　調査計画書の作成
主に健康増進や競技者を対象とした調査計画書を作成します。計画書の
まとめ方、書式について学びます。

ワードの使用方法を予習しておき
、計画書を完成させます。（1時
間）

5研究活動1-3　調査票の作成準備
調査計画に準じた質問項目の検討、フェイスシート、調査票の作成方法
を学びます。

調査論文等を読み、質問項目につ
いて予習します。（1時間）

6研究活動1-4　調査票の作成
選択肢や回答の種類、解析方法について学びます。作成した質問項目に
ついて評価、検討、ディスカッションをします。

調査票を完成させておき、講義後
に修正します。（1時間）

7研究活動1-5　調査 調査計画に基づき、対象者に調査を行います。収集したデータの入力方
法を学び、データ入力、解析のためのシートを作成します。

対象者への調査を行い、エクセル
の使用方法を予習します。（1時
間）

8研究活動1-6　解析 収集したデータ解析を行います。統計の目的、方法、留意点について学
び、得られたデータについて考察します。

調査データを解析できるようにま
とめます。（1時間）

9研究活動1-7　調査のまとめ
調査内容の考察をまとめて、プレゼンテーションを作成します。プレゼ
ンテーションの流れ、作成方法、留意点について学びます。

パワーポイントの使用方法を予習
します。（1時間）

10研究活動1-8　調査の報告、評価
調査内容について各自発表します。調査内容の評価、発表の方法につい
てディスカッションします。

発表練習をしておき、調査内容に
ついて自己評価をまとめます。
（1時間）

11研究課題の検討
調査の評価を基に対象者の抱える課題、研究の背景を検討するためのデ
ィスカッションをします。各自の次回調査及び研究のテーマを考えます
。

調査評価より課題を考えておき、
次回の調査、研究テーマを決めま
す。（1時間）

12先行研究の検索 これまでの調査及び今後の調査、研究について関連する先行研究を探索
します。論文検索方法、ポイントについて学びます。

論文検索の手順について予習しま
す。（1時間）

13論文抄読について 検索した先行研究について論文抄読会の準備を行います。論文を読むポ
イント、紹介の方法について学びます。

論文を事前に読み、抄読会の準備
をします。（1時間）

14論文抄読会1 論文抄読会を行います。紹介された論文について意見交換を通じて、論
文の構成や手法について学びます。

抄読会の準備をして、紹介した論
文の要点をまとめます。（1時間
）

15論文抄読会2 論文抄読会を行います。紹介された論文について意見交換を通じて、論
文の構成や手法について学びます。

抄読会の準備をして、紹介した論
文の要点をまとめます。（1時間
）

テキスト
　特定のテキストは用いず、必要に応じて参考図書等を準備します。

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：60％
ゼミ研究に関連する実験及び実習への取組と定期的な報告、課題を総合的に評
価します。検索した論文をまとめることが単位認定の条件でC評価、まとめた内
容を説明できることでB評価とします。また、自分の実験、実習をまとめること
でA評価、説明できることでS評価とします。

参考書
必要に応じて参考図書を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
これまでの専門科目を十分に復習してください。また、研究や実践活動では設
定された授業時間以外の活動となる場合があります。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
いくつかのテキストを使用し、発酵、遺伝子工学など、微生物が関係する身近な技術、最新技術について学習します。また、みそ、甘酒
、ヨーグルトなどの発酵食品や、酵母を使ったパンなどを作り微生物のはたらきを実体験します。

学修到達目標
通常の講義や実習などでは充分に学習できない、微生物とその応用技術に関する専門的な知識を身につけるとともに、実際に微生物のは
たらきを観察し、微生物を利用した食品作りをとおして微生物の働きを観察することが目標です。

授業の進め方
教科書を交互に読み、不明な点については相互に質問し、議論を通して互いの知識を深めていきます。また、より専門的な書物などでの
調査が必要な場合は、調べてレポート等で報告します。発酵食品で興味のあるものを作ってみます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1DNA二重らせん 遺伝子工学技術の基礎となるDNAの構造を復習し、DNA二重らせん構造解
明の経緯についても詳しく学びます。

参考書の138～151ページを予習し
、DNA二重らせん構造を再学習し
ておく（4時間）

2核酸合成酵素 核酸の合成に関わるDNA合成酵素とRNA合成酵素について詳しく学習しま
す。また、それらの酵素の応用面についても学びます。

参考書の152～155ページを予習し
、核酸合成酵素についてまとめる
（4時間）

3遺伝暗号の解読と遺伝子発現機構
遺伝子の構造、発現機構（転写制御）、タンパク質への翻訳機構の詳細
を学修します。

参考書の156～165ページを予習し
、チーズの生産に使われている微
生物を表にする（4時間）

4リボソームとタンパク質合成
細胞内タンパク質合成装置であるリボソームの構造と、リボソームが行
うタンパク質合成（翻訳）のメカニズムを詳細に学びます。

参考書の166～172ページを予習す
る（4時間）

5遺伝子組換え技術の基礎 遺伝子工学、遺伝子組換え技術で使用されるベクター、酵素について、
構造や機能、使用法を学修します。

教科書の173～177ページを読し、
遺伝子ベクター酵素についてまと
める（4時間）

6遺伝子クローニング法 実際に行われた過去の実験例を参考に、遺伝子のクローニング技術の実
際を学びます。

教科書の177～184ページを予習す
る（4時間）

7有用遺伝子のクローニング法

有用な遺伝子をクローニングするときに必要となる逆転写法と、人工的
なDNA合成方法を学びます。また、遺伝子組換え技術の安全性について
、これまでどのような議論がなされたか学修します。

参考書の184～188ページを予習し
、cDNA合成法についてまとめる
（4時間）

8糖尿病とインスリン
遺伝子組換え技術の治療薬への応用は、ペプチドホルモンの産生から始
まった。この技術の有用性を理解するため、ヒトの病気とホルモンの関
連を糖尿病とインスリンを例に学修します。

参考書の189～195ページを予習し
、糖尿病とインスリンの作用を整
理する（4時間）

9遺伝子組換え体のスクリーニング法
ラットのプロインスリンのクローニングを例に、遺伝子組換え体の作製
法と組換え体の検出法について学びます。

教科書の195～203ページを予習し
、遺伝子組換え体のスクリーニン
グ法をまとめる（4時間）

10初めて細菌で作ったヒトのタンパク質

遺伝子組換え技術を使って最初に細菌でつくられたペプチドホルモン、
ソマトスタチンを例に、大腸菌を使った有用タンパク質の合成法を学修
します。

教科書の203～211ページを予習し
、ベクターの使い方を整理する
（4時間）

11初期のインスリン産生 遺伝子組換えインスリンの産生技術がどのように変遷したかを知るため
に、初期の遺伝子組換えインスリン産生法を学修します。

教科書の212～220ページを予習し
、インスリンの作用機序を整理す
る（4時間）

12実用化された遺伝子組換えインスリン
大腸菌、酵母を用いたヒトインスリン前駆体産生法と、タンパク質工学
による人工インスリン変異体作製法を学びます。

教科書の220～224ページを読み、
治療薬として使われているインス
リン産生法を整理する（4時間）

13動物細胞を用いた遺伝子組換え技術
動物細胞への遺伝子導入法、タンパク質産生法を学修し、その将来性に
ついて整理します。

教科書224～230ページを読み、哺
乳動物細胞を使った有用タンパク
質産生法をまとめる（4時間）

14日本のバイオテクノロジー チーズ製造に使われる凝乳酵素、キモシンの開発過程を参考に、遺伝子組換え技術とその有用性について学修します。

教科書の230～236ページを予習し
、キモシンの製造過程をまとめる
（4時間）

15遺伝子組換え技術と微生物
最新技術として様々な分野での応用が進んでいる遺伝子組換え技術に、
微生物がいかに貢献してきたか整理し、それぞれの微生物を使うメリッ
ト、デメリットについて討論します。

これまでの資料で理解不足の点を
整理し、討論を通して完全に理解
するように努める（4時間）

テキスト
授業時に紹介する。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
ゼミへの出席、討論での発言や質問の回数、問題提議できたかなどで評価しま
す。発酵現象を生理・生化学的に説明できればC、教科書に書かれている分子生
物学の手法を具体的に説明できればB、身の回りで実際に実用化されているバイ
オテクノロジー技術を見つけだし、応用されている技術を正確に説明できれば
A、自然界の微生物を使った新たな技術の概略を提案できればS。

参考書
「EURO版バイオテクノロジーの教科書(上)」ラインハート・レンネバーグ著
小林達彦(監修)、田中暉夫/奥原正國(訳)編（講談社）
「図解でよくわかる発酵のきほん」舘博　監修編（誠文堂新光社）　

履修上の注意（学生へのメッセージ）
生活の様々な分野で活用されている微生物について、幅広い知識を身につけま
しょう。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習ⅡではⅠに引き続き、食育・栄養教育のあり方について、総合的、研究的に探求します。演習Ⅰに引き続き、ゼミナール内でのデ
ィスカッションや実践活動等を行ない実践力を培うことを重視します。ヘルスプロモーションにおける教育アプローチとしての栄養教育
活動について考察することを主眼としますが、環境アプローチとしての食環境整備についても考えます。理論と実践をつなぐ地域におけ
る活動を重視し、4年次の卒業研究テーマ設定に向けた論文抄読会も実施します。

学修到達目標
態度：栄養教育分野の研究に対する情熱を高めること。
知識・スキル：地域における食の課題に気づき、その解決を図るために、学術的にアプローチしていく知識とスキルの修得。
具体的到達目標：4年次の卒業研究に関する計画の概要を作成すること。
授業の進め方
基礎的事項についてグループ学習を行った後、地域における活動に関する実践活動計画を作成し、それに基づいた実践活動をアウトキャ
ンパススタディとして実施します。その実践に基づいたディスカッション、論文抄読会、共同研究などによって進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1論文抄読会1 各自が長期休業中に検索して収集した論文について抄読会を実施します
。論文を読むときのポイントについて学修します（発表者2-3名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

2食事指導力の向上に向けた栄養教育実践活動2

地域住民へのレシピ提案活動に向けて、専門職が発信する食・栄養情報
の提供方法のあり方について考え、対象者の設定と目的、題材等につい
てディスカッションして、方針を決定します。

1人1品のレシピ提案ができるよう
レシピの検討と試作、提案文書の
作成を行う（2時間）

3論文抄読会2
各自が長期休業中に検索して収集した論文について抄読会を実施します
。栄養教育分野の論文形式について、論文構成に関する意見交換を通し
て学修します（発表者2-3名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

4栄養教育に関するフィールド活動1-1　活動実践

健康づくり教室の一環としての1講座における栄養教育実践をアウトキ
ャンパススタディとして実施し、食事選択に関する指導、グループダイ
ナミクスの活用について実践的に学修します。

各自で活動実施にあたって必要と
なる知識やスキルについて自己学
修を進める（1時間）

5
栄養教育に関するフィール
ド活動1-2　活動評価とま
とめ

アウトキャンパススタディとして実施した講座の栄養教育実践に関して
、企画評価、プロセス評価、結果評価のまとめとディスカッションを通
して、グループ学習形式のポイントについて学修します。

事前に自分なりの活動評価をまと
める(1時間）、各自の活動で学修
成果を活かす

6論文抄読会3
各自が長期休業中に検索して収集した論文について抄読会を実施します
。特に、研究で用いられている栄養教育に関する理論、統計解析方法に
着目してディスカッションし、理解を深めます（発表者2-3名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

7
卒業研究について考える1
　4年生のプレゼンテーシ
ョンから

抄読会を通して学修した内容と、4年生の卒業研究中間発表会における
プレゼンテーションとディスカッションを踏まえて、各自が卒業研究テ
ーマとして設定したい内容について絞り込みを行います。

自分が取り組んでみたい研究テー
マについて、研究ノートにまとめ
る（1時間）

8論文抄読会4　食育および食事調査等に関する研究

各自が絞り込んだ研究テーマに関する先行研究を探索し、収集した論文
について抄読会を実施します。研究方法に着目してディスカッションし
、各自の研究計画の作成につなげます（発表者1-2名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

9論文抄読会5　教育アプローチとしての研究

各自が絞り込んだ研究テーマに関する先行研究を探索し、収集した論文
について抄読会を実施します。研究方法に着目してディスカッションし
、各自の研究計画の作成につなげます（発表者1-2名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

10論文抄読会6　主として食環境整備に関する研究

各自が絞り込んだ研究テーマに関する先行研究を探索し、収集した論文
について抄読会を実施します。研究方法に着目してディスカッションし
、各自の研究計画の作成につなげます（発表者1-2名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

11論文抄読会7　社会の変容理論等に着目した研究

各自が絞り込んだ研究テーマに関する先行研究を探索し、収集した論文
について抄読会を実施します。研究方法に着目してディスカッションし
、各自の研究計画の作成につなげます（発表者1-2名）。

発表予定者は読んだ論文の発表準
備、事後には各自発表論文の特徴
と要点のまとめ（2時間）

12
卒業研究について考える2
　4年生の卒業研究発表会
から

抄読会を通して学修した内容と、他のゼミナール生も含めた卒業研究発
表会における4年生のプレゼンテーションと質疑応答を踏まえて、各自
が卒業研究テーマとして設定したい内容について具体的に考えます。

自分が取り組んでみたい研究テー
マについて、研究ノートにまとめ
る（1時間）

13論文抄読会8　その他関連分野の研究

各自が絞り込んだ研究テーマに関する先行研究を探索し、収集した論文
について抄読会を実施します。研究方法に着目してディスカッションし
、各自の研究計画の作成につなげます（発表者1-2名）。

読んだ論文の発表準備、事後には
各自発表論文の特徴と要点のまと
め（2時間）

14
卒業研究について考える3
　先行研究の探索と研究計
画概要の作成

各自が設定しようとしている卒業研究テーマについて、先行研究を探索
し、研究方法、得られた成果と今後の課題等を整理し、各自、卒業研究
計画の概要をまとめます。

事前に、設定した研究テーマにつ
いて、論文を収集し、事後には研
究計画づくりを進める（1時間）

15
卒業研究について考える4
　研究テーマ、研究概要に
関するプレゼンテーション

各自がまとめた研究概要についてゼミナール内でプレゼンテーションし
、質疑応答とディスカッションを踏まえて、研究計画の詳細を検討しま
す。

質疑応答とディスカッションを踏
まえて、詳細な研究計画を作成す
る（1時間）

テキスト
テキストは用いず、必要に応じて参考図書を紹介するほか、配布資料等を用
意します。

成績評価の方法・基準
レポート：90％　受講態度：10％
受講態度とは実践活動中の態度等の観察評価を指す。S:高いモチベーションで
活動に参加し、活動から得た知識やスキル等を卒業研究に結び付け、研究計画
の詳細を述べることができる。A:積極的に活動に参加し、活動から得た知識や
スキル等を卒業研究に結び付け、研究計画を述べることができる。B: 活動に参
加したことを踏まえて研究計画について述べることができる。C: 参加した活動
等をもとにして研究計画の一部について述べることができる。

参考書
「食事調査マニュアル はじめの一歩から実践・応用まで　第3版」特定非営
利活動法人 日本栄養改善学会 (監修, 監修) 編（南山堂）　ISBN：978-4-
525-63333-2

履修上の注意（学生へのメッセージ）
これまでの専門科目、特に実践系科目のつながりを考えながら復習しましょう
。研究・実践活動が中心となり、アウトキャンパススタディも組み入れるため
、設定された授業時間以外での活動（夜間や休日）も多くなります。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
専門書や総説を輪読したり、内容を要約・発表したりすることにより、研究に必要な基本的知識の習得を目指します。夏季休暇中には先
輩の実験を手伝って、基本的技術の習得を目指します。

学修到達目標
健康栄養演習は、4年次の卒業研究に向けての準備段階と位置づけています。そこで、研究室とはどういうところかということを学んだり
、卒業研究を行うために必要な基本的な科学的知識や技術の習得にも努めてもらいます。その中で、各自の研究課題の発見や基礎的学習
能力の向上を目指します。
授業の進め方
6名程度の学生を受け持ちゼミナール形式で進めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1医学的基礎知識の習得(5)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

2医学的基礎知識の習得(6)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

3医学的基礎知識の習得(7)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

4医学的基礎知識の習得(8)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

5医学的基礎知識の習得(9)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

6医学的基礎知識の習得(10)「インスリン」を輪読し、内容を説明してもらいます。インスリンについて基礎医学的視点・臨床医学的視点から学びます。

「インスリン」を予め読んでおき
、段落ごとの内容を説明する。事
後は、知識を整理する。(4時間）

7専門的知識の習得(1)
「ホルモンと食品成分による遺伝子発現の制御」の総説を輪読し、内容
を説明してもらいます。研究対象の遺伝子の生物学的意義を理解します
。

「総説」を予め読んでおき、段落
ごとの内容を説明する。事後は、
知識を整理すること。(4時間)

8専門的知識の習得(2)
「ホルモンと食品成分による遺伝子発現の制御」の総説を輪読し、内容
を説明してもらいます。研究対象の遺伝子の生物学的意義を理解します
。

「総説」を予め読んでおき、段落
ごとの内容を説明する。事後は、
知識を整理すること。(4時間)

9専門的知識の習得(3)
「ホルモンと食品成分による遺伝子発現の制御」の総説を輪読し、内容
を説明してもらいます。研究対象の遺伝子の生物学的意義を理解します
。

「総説」を予め読んでおき、段落
ごとの内容を説明する。事後は、
知識を整理すること。(4時間)

10専門的知識の習得(4)
「ホルモンと食品成分による遺伝子発現の制御」の総説を輪読し、内容
を説明してもらいます。研究対象の遺伝子の生物学的意義を理解します
。

「総説」を予め読んでおき、段落
ごとの内容を説明する。事後は、
知識を整理すること。(4時間)

11専門的知識の習得(5)
「ホルモンと食品成分による遺伝子発現の制御」の総説を輪読し、内容
を説明してもらいます。研究対象の遺伝子の生物学的意義を理解します
。

「総説」を予め読んでおき、段落
ごとの内容を説明する。事後は、
知識を整理すること。(4時間)

12文献検索・各種データベース検索法
パソコンを用いて、PubMed からの文献検索や DNA の塩基配列から遺伝
子情報を検索する方法について学びます。

予めパソコン操作に慣れておくこ
と。事後、自分が関心のある文献
や遺伝子を検索する。(4時間）

13卒業研究のテーマを探す(1) これまでの学習や討論をもとに、卒業研究のテーマを決めていきます。 卒業研究のテーマを考え、それに関する資料を収集する。(4時間)

14卒業研究のテーマを探す(2) これまでの学習や討論をもとに、卒業研究のテーマを決めていきます。 卒業研究のテーマを考え、それに関する資料を収集する。(4時間)

15卒業研究のテーマ発表 自分の卒業研究のテーマについて発表・検討します。
発表用資料を準備する。事後には
テーマについてまとめておく。
(4時間)

テキスト
　教員より適宜提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
受講態度とは、演習時の準備状況・発表の仕方の程度を指す。一応発表できる
とC。内容をある程度理解しながら発表できるとB。内容を深く理解しながら発
表できるとA。内容を深く理解しながらよりよい発表できるとS。

参考書
  教員より適宜提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
実験研究を通して、自分を成長させたいと真剣に思う気持ちや失敗が続いても
全く新しいことにチャレンジしてやろういう強い気持ちをもっていることが臨
まれます。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習は演習Ⅰに引き続き、4年次の卒業研究において発展的・応用的に研究活動をするための基礎を学ぶものと位置づけています。研究
分野は食品化学分野です。具体的には、科学的知識を習得するために関連の専門書を輪読したり、また技術面では微生物・動物細胞の取
り扱い方（培養方法）、実験試薬の取り扱い等になります。研究をする意義やそれを実践する上での心構え、研究室とはどういうところ
か等についても学びます。演習後半には、4年次の卒業研究における研究テーマの決定をします。

学修到達目標
専門書・研究論文を読んで、その要点を解りやすい言葉で発表できるようになること、また学生-教師間あるいは学生間で積極的にディス
カッションする姿勢を身につけることが目標です。

授業の進め方
専門分野の勉強会では、学内外における様々な専門書、研究論文などを教材にし、学生による要点の発表およびそれに対する議論を中心
に行います。教員からの一方的な講義形式ではなく、学生間のディスカッションも重視します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1専門知識を学ぶ（1）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
とは）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を加えま
す。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

2専門知識を学ぶ（2）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
による血糖調節作用）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員
が解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

3専門知識を学ぶ（3）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（糖尿病とイ
ンスリン①）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を
加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

4専門知識を学ぶ（4）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（糖尿病とイ
ンスリン②）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を
加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

5専門知識を学ぶ（5）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
抵抗性と肥満）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説
を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

6専門知識を学ぶ（6）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
発見までの道のり）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が
解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

7専門知識を学ぶ（7）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
の生合成・分泌・構造）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教
員が解説を加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

8専門知識を学ぶ（8）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
療法）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を加えま
す。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

9専門知識を学ぶ（9）
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は専門書（インスリン
製剤の進歩）を輪読し、その要点を述べてもらい、その後教員が解説を
加えます。

事前にテキストを読む。自分なり
に要点をまとめて臨んでください
。(1時間)

10研究論文紹介①
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は研究論文（ホルモン
と食品成分による時計遺伝子SHARPsの発現調節）を輪読し、その後教員
が解説を加えます。

事前に配布した論文を読んでおく
。講義後には要点をまとめてくだ
さい。(1時間)

11研究論文紹介②
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は研究論文（ホルモン
と食品成分による時計遺伝子SHARPsの発現調節）を輪読し、その後教員
が解説を加えます。

事前に配布した論文を読んでおく
。講義後には要点をまとめてくだ
さい。(1時間)

12研究論文紹介③
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は研究論文（ホルモン
と食品成分による時計遺伝子SHARPsの発現調節）を輪読し、その後教員
が解説を加えます。

事前に配布した論文を読んでおく
。講義後には要点をまとめてくだ
さい。(1時間)

13研究論文紹介④
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は研究論文（ホルモン
と食品成分による時計遺伝子SHARPsの発現調節）を輪読し、その後教員
が解説を加えます。

事前に配布した論文を読んでおく
。講義後には要点をまとめてくだ
さい。(1時間)

14研究論文紹介⑤
研究を行う上で必要な専門知識を学びます。学生は研究論文（ホルモン
と食品成分による時計遺伝子SHARPsの発現調節）を輪読し、その後教員
が解説を加えます。

事前に配布した論文を読んでおく
。講義後には要点をまとめてくだ
さい。(1時間)

15卒業研究テーマを決める 教員とディスカッションした後、4年次の卒業研究のテーマを決めます
。

事前に自分の考えてまとめておく
。(1時間)

テキスト
「教員より指示します。」

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：60％
受講態度とは、専門書の輪読やテーマごとの議論への参加等を指します。
S:要求された程度を越えて優秀である。A:優秀である。B:要求を満たす内容で
ある。C:単位修得を認める合格最低ラインである。

参考書
「教員より指示します。」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本演習は、4年次の卒業研究を行うための準備として専門知識を蓄え、研究的探
求心を高めるために行います。事前にテキストを読むなど、主体的に臨んでく
ださい。長期休暇を利用して、実験方法等を教えます。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習では、卒業研究ならびに管理栄養士国家試験対策の準備段階としての位置づけから、専門分野の文献収集の方法や研究方法、結果
の評価法ならびに国試傾向などについて指導し、理解を深めます。また、研究方法論全般について学び、調査・研究へのデザイン能力、
栄養物質や有害物質の食事摂取量評価などについて統計学的手法に基づいて評価する力を養います。

学修到達目標
専門書・研究論文の読み方を習得し、その要点を解りやすい言葉で発表できるようになること、また学生-教師間あるいは学生間で積極的
にディスカッションする姿勢を身につけること、グループの中で協調性をもって活動していくが目標です。

授業の進め方
論文の抄読会を通じて、多数の専門論文を読破していきます。自分や仲間が紹介した論文の要点が迅速にわかるようになること、学生間
や学生と教員間での自由な討論の場をつくることを重視します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1後期オリエンテーション
授業の狙いと、2年間を見通したゼミ活動について説明します。単回帰
、重回帰、ピアソンの相関係数、スピアマンの相関について学習します
。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト8日目を熟読してくださ
い。（1時間）

2リスク比、オッズ比、ロジスティック回帰分析（1）
リスク比やオッズ比の計算法、ロジスティック回帰分析について学びま
す。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト9日目を熟読してくださ
い。（1時間）

3リスク比、オッズ比、ロジスティック回帰分析（2）
リスク比やオッズ比の計算法、ロジスティック回帰分析について学びま
す。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト9日目を熟読してくださ
い。（1時間）

4リスク比、オッズ比、ロジスティック回帰分析（3）
リスク比やオッズ比の計算法、ロジスティック回帰分析について学びま
す。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト9日目を熟読してくださ
い。（1時間）

5リスク比、オッズ比、ロジスティック回帰分析（4）
リスク比やオッズ比の計算法、ロジスティック回帰分析について学びま
す。また、論文の紹介と議論を行います。

テキスト9日目を熟読してくださ
い。（1時間）

6感度・特異度など（1） 検査法における感度、特異度、ROC図について学習します。また、論文
の紹介と議論を行います。

テキスト10日目を熟読してくださ
い。（1時間）

7感度・特異度など（2） 検査法における感度、特異度、ROC図について学習します。また、論文
の紹介と議論を行います。

テキスト10日目を熟読してくださ
い。（1時間）

8生存率の解析（1） 累積イベント率を計算するカプランマイヤーを学習します。また、論文
の紹介と議論を行います。

テキスト11日目を熟読してくださ
い。（1時間）

9生存率の解析（2） 累積イベント率を計算するカプランマイヤーを学習します。また、論文
の紹介と議論を行います。

テキスト11日目を熟読してくださ
い。（1時間）

10研究に必要なサンプル数（1）

研究に必要なサンプル数を計算してから研究をはじめる必要があります
。その方法について学習します。また、論文の紹介と議論を行います。 テキスト12日目を熟読してください。（1時間）

11研究に必要なサンプル数（2）

研究に必要なサンプル数を計算してから研究をはじめる必要があります
。その方法について学習します。また、論文の紹介と議論を行います。 テキスト12日目を熟読してください。（1時間）

12質問票の整理（1）
質問票による調査結果をエクセルに入力し集計します。入力ミスのチェ
ックや解決法などについて学びます。また、論文の紹介と議論を行いま
す。

配布資料を熟読してください。
（1時間）

13質問票の整理（2）
質問票による調査結果をエクセルに入力し集計します。入力ミスのチェ
ックや解決法などについて学びます。また、論文の紹介と議論を行いま
す。

配布資料を熟読してください。
（1時間）

14論文紹介と議論 これまで学習してきた手法を駆使して論文の紹介と議論を行う。 配布資料を熟読してください。
（1時間）

15卒業論文テーマを決める 教員とディスカッションし、4年次の卒業論文のテーマを決めます。 事前に自分の考えをまとめておい
てください。（1時間）

テキスト
「みんなの医療統計ー12日間で基礎理論とEZRを完全マスター」新谷歩著（講
談社）　ISBN:978-4-06-156314-8 (生協で購入してください。)
ゼミで使用しますので、必ず購入して下さい。

成績評価の方法・基準
課題：70％　受講態度：30％
論文紹介と議論が主な課題となります。自分が興味を持った分野について論文
を集め、皆の前で紹介すること、聴講の際には、しっかりと議論に参加するこ
と。S:要求された程度を越えて優秀である。A:優秀である。B:要求を満たす内
容である。C:単位修得を認める合格最低ラインとなります。

参考書
「公衆栄養学実習」金田雅代・郡俊之・酒井徹・山本茂著（講談社サイエン
ティフィック）　ISBN：978-4-06-155355-2
その他、講義の中で随時紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本演習は、4年次の卒業研究を行うための準備として、専門知識を得ること、必
要なスキルを身につけるのがねらいです。長期休暇を利用して、健康調査も予
定しています。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
健康と食の関連について社会学的観点から考察します。柔軟な思考力の養成を目標とします。「食」は身体的な健康の基盤となる重要な
ものであると同時に、精神的・社会的な健康に多大な影響を及ぼします。「食」に関連するさまざまな社会・文化的な側面に着目し、「
食べる」という行為がもつ意味を社会学の観点から考察します。食事を共にすること（家族で食事をすること）がもつ重要な意味や作用
といった身近な事例から、メディアを中心として伝えられる食品添加物の問題、世界的な食糧問題まで扱う予定です。

学修到達目標
現代社会における食に関する課題を発見し、解決するための論理的思考能力と、学習内容を他者に伝えるプレゼンテーション能力を身に
つけること。

授業の進め方
各テーマについて学生が調べて報告する形式で進めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1テーマ設定の見直し 各自のテーマについて方向性を定めます。 配布プリントをする（1時間）。

2研究テーマの報告 研究テーマ、目的について報告します。 報告の準備をする（1時間）。

3先行研究レビュー 研究テーマについての先行研究レビューをします。 講義内容の復習をする（1時間
）。

4先行研究レビュー 研究テーマについての先行研究レビューをします。 講義内容の復習をする（1時間
）。

5先行研究レビュー 研究テーマについての先行研究レビューをします。 講義内容の復習をする（1時間
）。

6先行研究レビュー 学生が自身の研究テーマについて先行研究レビューを行い、討論します
。 報告準備をする（1時間）。

7先行研究レビュー 学生が自身の研究テーマについて先行研究レビューを行い、討論します
。 報告準備をする（1時間）。

8先行研究レビュー 学生が自身の研究テーマについて先行研究レビューを行い、討論します
。 報告準備をする（1時間）。

9先行研究レビュー 学生が自身の研究テーマについて先行研究レビューを行い、討論します
。 報告準備をする（1時間）。

10先行研究レビュー 学生が自身の研究テーマについて先行研究レビューを行い、討論します
。 報告準備をする（1時間）。

11卒業研究に向けて これまでの授業内容のまとめを行います。 講義内容の復習をする（1時間
）。

12卒業研究に向けて これまでの授業内容のまとめを行います。 講義内容の復習をする（1時間
）。

13卒業研究に向けて ゼミナールでの討論を踏まえ、各自の卒業研究計画をたてます。 卒業研究チェックシートを完成さ
せる（1時間）。

14卒業研究に向けて テーマの確定とそれについての討論をします。 卒業研究チェックシートを完成さ
せる（1時間）。

15卒業研究に向けて 各自卒業研究のチェックシートを仕上げます。 春季休業中の課題学習を行う
（1時間）。

テキスト
使用テキストは各自異なりますので、必要に応じて指定します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
受講態度には、ディスカッションへの参加度が含まれます。
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組むことができる。A:授業内容を理解し、積極的な探究姿勢を
もって課題に取り組むことができる。B:授業内容のおおよそを理解し、与えら
れた課題に誠実に取り組むことができる。C:授業の内容の60％程度を理解し、
与えられた課題に誠実に取り組むことができる。

参考書
「フード・ポリティクス―肥満社会と食品産業」マリオン・ネッスル著新曜
社編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
英語の文献を使用する場合があるので、最低限の英語読解力は必要になります
。演習には学生の自主性が強く求められます。次回演習までに、指示された準
備は必ず済ませてください。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
公衆栄養学分野について、健康栄養学演習Ⅰまでの学習を発展させ、総合的、研究的に深く学びます。4年次の卒業研究に向けて研究課題
を発見し、研究活動に繋げていきます。

学修到達目標
健康栄養学演習Ⅰより引き続き、健康寿命の延伸に関わる食・栄養に関する課題を発見する能力を高めるため、情報収集を重ねる中で、
信頼性の高い研究デザイン、適正な方法などについて判断するための基礎力を修得します。

授業の進め方
興味ある研究テーマに関する先行研究論文を抄読会でゼミメンバーと討論しながら、公衆栄養学分野への造詣を深め、研究活動の計画を
作成していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 卒業研究に向けて、ゼミ内での討論を踏まえ、各自の研究のテーマにつ
いて方向性を確定します。

調査、研究に必要な準備を整え、
学習を自主的に進める。（1時間
）

2研究テーマの設定 各自が設定したテーマを基に、研究計画概要の作成をします。
テーマ報告のための調査、研究に
必要な準備を整え、学習を自主的
に進める。（1時間）

3研究テーマ報告 各自の研究テーマと目的について報告をします。
調査、研究に必要な準備を行い、
学習を自主的に進め研、究テーマ
報告を整える。（1時間）

4テーマに沿った先行研究論文の検索（1）
各自がテーマに沿った先行研究論文をCINII等から検索し、必要となる
論文を収集します。

各自が関心ある先行研究論文を読
み、紹介できるように準備する。
（1時間）

5テーマに沿った先行研究論文の検索（2）
各自がテーマに沿った先行研究論文をCINII等から検索し、必要となる
論文を収集します。

各自が関心ある先行研究論文を読
み、紹介できるように準備する。
（1時間）

6テーマに沿った先行研究論文の検索（3）
各自がテーマに沿った先行研究論文をCINII等から検索し、必要となる
論文を収集します。

各自が関心ある先行研究論文を読
み、紹介できるように準備する。
（1時間）

7テーマに沿った先行研究論文の検索（4）
各自がテーマに沿った先行研究論文をCINII等から検索し、必要となる
論文を収集します。

各自が関心ある先行研究論文を読
み、紹介できるように準備する。
（1時間）

8テーマに沿った先行研究論文の検索の中間報告
各自が絞ったテーマに沿って先行研究論文を検索した結果の中間報告
（分かったことなど）を行います。

テーマとする先行研究論文の目的
と背景、結果と論点を明確にして
おく。（1時間）

9テーマに沿った先行研究論文の補強検索（1）
各自が絞ったテーマに沿って、中間報告会での検討内容を基に、必要な
情報を先行研究論文より収集し、研究計画に向けて再構築をします。

テーマとする先行研究論文を収集
し、読み込む作業を行う。（1時
間）

10テーマに沿った先行研究論文の補強検索（2）
各自が絞ったテーマに沿って、中間報告会での検討内容を基に先行研究
論文より補強し、研究計画作成に向けて内容の改善を図ります。

テーマとする先行研究論文を収集
し、読み込む作業を行う。（1時
間）

11テーマに沿った先行研究論文の補強検索（3）
各自が絞ったテーマに沿って、中間報告会での検討内容を基に先行研究
論文より補強し、研究計画作成に向けて内容の改善を図ります。

テーマとする先行研究論文を収集
し、読み込む作業を行う。（1時
間）

12卒業研究計画準備（1） 卒業研究テーマの確定に向けた妥当性の検討を行います。（①タイトル
②問題と目的③方法④仮説⑤引用文献形式に沿って進めます。）

テーマとする先行研究論文を収集
し、読み込み定型化しまとめる。
（1時間）

13卒業研究計画準備（2） 卒業研究テーマの確定に向けた妥当性の検討を行います。（①タイトル
②問題と目的③方法④仮説⑤引用文献形式に沿って進めます。）

テーマとする先行研究論文を収集
し、読み込み定型化しまとめる。
（1時間）

14卒業研究計画準備（3） 卒業研究テーマの確定に向けた妥当性の検討を行います。（①タイトル
②問題と目的③方法④仮説⑤引用文献形式に沿って進めます。）

卒業研究のテーマを考え、定型化
してまとめたもの発表し、討論で
きるようにする。（1時間）

15卒業研究計画の確定 卒業研究計画の確定を目指します。倫理的配慮が必要なものがあれば申
請手続きをします。

卒業研究の計画を立て、関連資料
をまとめる。（1時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
S:情報収集や討論等への参加を常に積極的に行った。文献等の内容をまとめて
伝わりやすいプレゼンができる。A:情報収集や討論等への参加を常に積極的に
行った。文献等の内容をまとめて伝えることを意識したプレゼンができる。
B:情報収集や討論等への参加を積極的に行った。文献等の内容をまとめてプレ
ゼンをすることができる。C:情報収集や討論等への参加を前向きに行った。文
献等の内容をまとめてプレゼンすることが何とかできる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康と食に広い関心を持ち、積極的に取り組み、確実に進めてください。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-07

担当者 石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
調理科学分野について、健康栄養演習Ⅰでの学習を発展させ、総合的、研究的に深く学ぶことをねらいとします。また、総合的学習能力
の向上をめざします。4年次の卒業研究に向け各自の研究課題を発見することを目標とします。4年生と共に学びながら、卒業研究のテー
マを明確にしていきます。

学修到達目標
健康栄養演習Ⅰに引き続き、食についての課題発見能力を身につけ、様々な分析手法を理解し、専門領域の向上を目指します。また、ゼ
ミナールの中のディスカッションを通して議論の仕方を学習すると共に、論理的思考力や批判的思考力、情報リテラシーあるいはプレゼ
ンテーション能力などを向上させることが目標となります。
授業の進め方
調理学・調理科学分野についてゼミナール形式で進めます。文献講読、実験実習、地域のイベント運営参加を含みます。必要に応じて授
業時間外にも実験、作業を行うことがあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1水分測定方法の理解（1） 水分測定方法を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

2水分測定方法の理解（2） 水分測定方法を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間

3水分測定方法の理解（3） 水分測定方法を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

4実体顕微鏡観察(1) 実態顕微鏡観察を実践します。 観察方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

5実体顕微鏡観察(2) 実態顕微鏡観察を実践します。 観察方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

6物性測定装置の理解(1) レオナーを用いて物性測定を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

7物性測定装置の理解(2) レオナーを用いて物性測定を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

8物性測定装置の理解(3) レオナーを用いて物性測定を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

9物性測定装置の理解(4) レオナーを用いて物性測定を実践します。 測定方法について指示書を読み理
解する。（4時間）

10データ解析方法の理解(1)ゲルの測定データを解析します。 解析方法について、解説書を読み
理解しておく。（4時間）

11データ解析方法の理解(2)パンの測定データの解析を行います。 解析方法について、解説書を読み
理解しておく。（4時間）

12データ解析方法の理解(3)ゲル状介護食測定データの解析を行います。 解析方法について、解説書を読み
理解しておく。（4時間）

13データ解析方法の理解(4)ゾル状介護食測定データの解析を行います。 解析方法について、解説書を読み
理解しておく。（4時間）

14官能評価の実際（1） 官能評価のパネルとして実験に参加し、実験方法を理解します。 官能評価について解説書を読み理
解する（4時間）

15官能評価の実際（2） 官能評価結果を分析を行う。 統計についての解説書を読み改易
方法を理解する。（4時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
望ましい受講態度とは・・・自ら問題意識をもち、ゼミのメンバーと協力して
積極的に調査実験、その他ゼミ活動に参加すること。
評価基準・・・S:ゼミ活動や課題に極めて積極的に取り組み、自ら研究課題を
見つけられる。A:ゼミ活動や課題に積極的に取り組み、研究課題を見つけられ
る。B:ゼミ活動や課題に取り組み、研究課題を決定できる。C:ゼミ活動を行い
、課題について検討できる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
受身ではなく、自主的に学ぶ姿勢が必要です。広い視野で学習内容に興味を持
って、積極的に行動してください
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
糖尿病や炎症性腸疾患の食事会の企画運営や患者との交流を通して病態や治療についての理解を深め、患者会の役割について学びます。
災害時要配慮者のオーダーメイドチェックリストを作成し備蓄状況を調査します。新しい栄養管理ソフトの有効性を調査します。

学修到達目標
栄養の現象を的確に捉え問題点を把握して課題解決に向けた目標を設定し、計画を立て実施し結果を解析して評価を行った結果を論文に
まとめ、発表会や討議を通じて考え方や知識の幅を広げます。

授業の進め方
糖尿病と炎症性腸疾患の病態や食事療法に関する文献研究により卒業論文の準備を行います。糖尿病教室とIBD食事会の企画運営に取り組
みます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実践活動（糖尿病）1 栄養教育媒体を作成します。 資料作成（4時間）

2実践活動（糖尿病）2 会場準備を行います。 会場準備（4時間）

3実践活動（糖尿病）3 糖尿病教室を開催します。 栄養教育・調理（1時間）

4実践活動（糖尿病）4 アンケートを集計します。 集計作業（4時間）

5実践活動（糖尿病）5 集計結果をまとめます。 報告書作成（4時間）

6実践活動（炎症性腸疾患）1 炎症性腸疾患食のメニューを考えます。 献立作成（4時間）

7実践活動（炎症性腸疾患）2 炎症性腸疾患食のメニューを試作をします。 試作調理（4時間）

8実践活動（炎症性腸疾患）3 運営計画を立案します。 運営計画（4時間）

9実践活動（炎症性腸疾患）4 栄養教育媒体を作成します。 資料作成（1時間）

10実践活動（炎症性腸疾患）5 会場準備を行います。 会場準備（4時間）

11実践活動（炎症性腸疾患）6 炎症性腸疾患食事会を開催します。 栄養教育・調理（4時間）

12実践活動（炎症性腸疾患）7 アンケートを集計します。 集計作業（4時間）

13実践活動（炎症性腸疾患）8 集計結果をまとめます。 報告書作成（4時間）

14卒業研究発表会 卒業研究発表会の運営と先輩のサポートを行います。 質疑応答・討論（4時間）

51卒業論文 先輩から課題を引き継ぎます。 引継（4時間）

テキスト
「臨床栄養」（医歯薬出版）

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:計画通りに研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。
A:指導により研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。
B:計画通りに問題意識を持ち課題解決が行える。
C:指導により問題意識を持ち課題解決が行える。

参考書
「Nutrition Care」（メディカ出版）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食事会の実践活動はグループ単位で、研究は個人で進めます。前期で論文を完
成するという画期的な取組に挑戦します。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
　本演習は4年次に実施する卒業研究の準備段階として、基礎的な研究能力を身に着ける事を目的としています。TVやインターネットなど
による情報過多の昨今、栄養情報は玉石混合です。その中から科学的に正しい情報を正しい形で対象者に伝える事は管理栄養士の責務で
す。よって、本演習では健康栄養演習Iに引き続き、科学的に正しい情報を検索、精査し、わかりやすく伝えられるようになる事を目的と
し、演習、実験、学内外での活動等を進めていきます。

学修到達目標
　卒業研究を遂行するのに必要な実験・実習の手技を身に着ける事を学修到達目標とします。

授業の進め方
　前半は、梓森祭のゼミナール展示を通じて、先輩から卒業研究の引継ぎを行ってもらいます。その後、実験ノートの書き方を学び、そ
れぞれの研究テーマに沿った実験を開始してもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・研究テーマ引継ぎ①
後期の予定の確認と、梓森祭の準備を通して、先輩の研究テーマについ
て知ってもらいます。

先輩の研究テーマを基に、自分の
研究テーマを考える（1時間）

2研究テーマ引継ぎ② 梓森祭の準備を通して、先輩の研究テーマについて知ってもらいます。 先輩の研究テーマを基に、自分の研究テーマを考える（1時間）

3研究テーマ引継ぎ③ 梓森祭の準備を通して、先輩の研究テーマについて知ってもらいます。 先輩の研究テーマを基に、自分の研究テーマを考える（1時間）

4実験ノートの書き方 実験ノートについて、なぜ必要なのか、どのように書くと良いのかにつ
いて講義します。

当日配布した資料を読みかえし、
ノートの書き方を熟知する事
（1時間）

5研究テーマ選定 卒業研究のテーマを決めます。
これまでの演習内容から、自分の
研究テーマについて考え、必要な
資料をそろえておく事（1時間）

6研究準備① 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究の準備を行い
ます。

当日行った内容について復習する
事（1時間）

7研究準備② 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究の準備を行い
ます。

当日行った内容について復習する
事（1時間）

8研究活動① 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

9研究活動② 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

10研究活動③ 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

11研究活動④ 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

12研究活動⑤ 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

13研究活動⑥ 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

14研究活動⑦ 卒業研究の準備として、各自の決めたテーマに沿って研究を進めます。 当日行った内容について復習する事（1時間）

15まとめ これまで14回のまとめを行います。
これまで行った研究活動について
まとめ、今後の予定を立てる事
（1時間）

テキスト
必要に応じて適宜指示、配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
受講態度は、各テーマに沿った内容を積極的に行っていたか否かで判定します
。積極的に取り組めた人がA、そのうち特に優れた人をS、ある程度取り組めた
人をB、積極的に取り組めなかった人をC、全く取り組めなかった人をDとします
。

参考書
必要に応じて適宜指示、配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
　後半は、研究テーマ別に集まってもらい実験を進めてもらいますので、時間
割上の健康栄養演習以外の時間になる事もあります。積極的に研究に取り組む
ことを希望します。

101



科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本講座は、1・2年次までに学んだ基礎・専門知識を基本に、特に食品学、加工学、機能学を中心に研究活動を行っていきます。また、本
学の教育の特色であるアウトキャンパス・スタディーとして、農作物等の1次生産者、食品加工メーカーおよび研究機関など、教科書に無
い知識の積極的な取得を目指します。これらを通じて、4年次の卒業研究に向け学生各自の研究課題の決定と、総合的な学習能力の向上を
目指します。また、地域のニーズがあれば、商品開発にも積極的に参加してもらいます。

学修到達目標
企業、行政等の依頼を受け、活動することが非常に多く、多彩な動きをします。しかし、授業等が多く、活動に参加する機会が少ないの
が現状です。その中において、研究室の動きとしっかり連携を組み、できる限る活動に参加する心構えを持つこと、自主的にまた積極的
に活動に参加すること、さらに報告、連絡、相談がしっかりできるようにすることを目標とします。
授業の進め方
研究の基礎として、文献を通して研究の現状把握と課題の探索を行います。また、学生の研究に対する自主性・積極性を重視したいので
、基本的には学生を中心としたゼミ・ディスカッションを実施します。必要性を各自見出して研究を組み立て、実行します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス(1) 後期の活動についてお話します。 ゼミノートを付けてください。
(1時間）

2ガイダンス(2) 大学祭出展について検討します。 ゼミノートを付けてください。
(1時間）

3ガイダンス(3) 大学祭の準備をします。 ゼミノートを付けてください。
(1時間）

4勉強会(1) 食品加工についてのゼミを行います。（調理科学　炊飯）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

5勉強会(2) 食品加工についてのゼミを行います。（調理科学　揚げ物）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

6勉強会(3) 食品加工についてのゼミを行います。（調理科学　焼き物）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

7勉強会(4) 食品加工についてのゼミを行います。（調理科学　煮物）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

8勉強会(5) 食品加工についてのゼミを行います。（調理科学　蒸し物）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

9勉強会(6) 食品加工についてのゼミを行います。（製菓理論　クッキー）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

10勉強会(7) 食品加工についてのゼミを行います。（製菓理論　プリン）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

11勉強会(8) 食品加工についてのゼミを行います。（製菓理論　パイ）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

12勉強会(9) 食品加工についてのゼミを行います。（製菓理論　パン）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

13勉強会(10) 食品加工についてのゼミを行います。（食品加工　製粉）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

14勉強会(11) 食品加工についてのゼミを行います。（食品加工　製麺）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

15勉強会(12) 食品加工についてのゼミを行います。（1年間のまとめ）
ゼミ内容をまとめ、自分なりのゼ
ミノートを作成してください。
（1時間）

テキスト
プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
全員で同じ研究テーマに取り組みますので、進捗状況を100％評価します。また
、報告、連絡、相談の有無も評価対象とします。
A:積極的に研究テーマに取り組み、一定の成果を出すことができる。
B:積極的に研究テーマに取り組むことができ、後期につながる成果を出すこと
ができる。
C:研究に取り組むことができる。
最も評価の高い学生はSとします。

参考書
プリントを配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
基礎知識を深め、食品の研究開発に応用できるように学習します。
卒業研究に向けた準備期間として学習を進めます。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
給食や食に関する課題を発見し、解決方法を模索します。食に関連する論文を読み、ゼミ内で発表・討論しながらこの分野への造詣を深
めるとともに、研究手法を学んでいきます。ゼミ内での発表や討論を通してプレゼンテーション能力も身につけていきます。
後半は、卒業研究テーマを決め、研究計画を作成するために、各自の関心の強い事項をさらに探求し、卒業研究の準備を進めていきます
。

学修到達目標
①給食や食に関する課題発見能力、②文献をはじめとした情報収集・分析の方法を身につける、③様々な研究手法を知る、④プレゼンテ
ーション能力を向上させることを目標とします。

授業の進め方
給食や食に関する文献の輪読や発表、討論をしながら、この分野への造詣を深めていきます。また、4年生の研究を一緒に行うことで、研
究手法を学んでいきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1研究手法を学ぶ（1） 4年生の研究活動を一緒に行うことで、研究の手法や、研究デザインに
ついて学びます。

研究活動や方法を理解しておく。
（1時間）

2研究手法を学ぶ（2） 4年生の研究活動を一緒に行うことで、研究の手法や、研究デザインに
ついて学びます。

研究活動や方法を理解しておく。
（1時間）

3食に関する研究を知る（1）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

4食に関する研究を知る（2）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

5食に関する研究を知る（3）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

6食に関する研究を知る（4）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

7食に関する研究を知る（5）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

8食に関する研究を知る（6）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

9食に関する研究を知る（7）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

10食に関する研究を知る（8）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

11食に関する研究を知る（9）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

12食に関する研究を知る（10）
各自が順番に食に関する研究論文を紹介し、その内容について討論しま
す。

各自が関心のある研究論文を読み
、紹介できるように準備をする。
（1時間）

13卒業研究のテーマを決める（1） これまでの学習をもとに、卒業研究のテーマを決めていきます。 卒業研究のテーマを考え、関連資
料を探す。（1時間）

14卒業研究のテーマを決める（2） これまでの学習をもとに、卒業研究のテーマを決めていきます。 卒業研究のテーマを考え、関連資
料を探す。（1時間）

15卒業研究のテーマを決める（3） これまでの学習をもとに、卒業研究のテーマを決めていきます。 卒業研究のテーマを考え、関連資
料を探す。（1時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：50％
S:情報収集や討論等への参加を常に積極的に行った。文献等の内容をまとめて
伝わりやすいプレゼンができる。A:情報収集や討論等への参加を常に積極的に
行った。文献等の内容をまとめて伝えることを意識したプレゼンができる。
B:情報収集や討論等への参加を積極的に行った。文献等の内容をまとめてプレ
ゼンをすることができる。C:情報収集や討論等への参加を前向きに行った。文
献等の内容をまとめてプレゼンすることが何とかできる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食に広い関心を持ち、積極的に取り組んでください。
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科目名 健康栄養演習Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL36042研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
これまでの学修内容を基盤とし、ゼミ内でディスカッションや実践を通じて応用栄養学並びに運動栄養学分野の研究を行います。主に健
康寿命の延伸に関する分野や競技者への介入研究、生理学的研究について理論と実践を学ぶとともに、論文抄読を通じて4年次の卒業研究
のテーマを決定します。

学修到達目標
応用栄養学並びに運動栄養学分野に対する関心を持ち、健康分野や競技活動における課題を抽出し、解決のために科学的に考察できる知
識やスキルを持つことです。また、卒業研究に関する概要を作成することとします。

授業の進め方
研究に関する基本事項をグループ学習した後、研究活動の計画を作成します。その後研究活動計画に基づき、ディスカッション、論文抄
読会、共同研究などを進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1研究活動1　調査、研究計画書の作成

主に健康増進や競技者を対象とした調査、研究を行います。背景、目的
、仮説、方法、評価についてディスカッションし調査、研究計画書を作
成します。

調査、研究に必要な知識やスキル
について自己学習します。（1時
間）

2研究活動2　調査、研究の実践
計画に基づいて調査、研究を実施します。適切な方法で行われているか
、自身の知識、スキルが活かされているか、課題について学びます。

調査、研究に必要な知識やスキル
について自己学習します。（1時
間）

3研究活動3　調査、研究の実践（継続）
計画に基づいて調査、研究を実施します。適切な方法で行われているか
、自身の知識、スキルが活かされているか、課題について学びます。

調査、研究に必要な知識やスキル
について自己学習します。（1時
間）

4研究活動4　調査、研究の評価とまとめ
調査、研究の結果についてまとめ、ディスカッションを通じて、調査、
研究の評価を行います。評価の方法、ポイントについて学びます。

調査、研究結果の集計を進めます
。（1時間）

5論文抄読会1 論文抄読会を行います。紹介された論文について意見交換を通じて、論
文の方法や統計解析、考察について学びます。

抄読会の準備をして、紹介した論
文の要点をまとめます。（1時間
）

6論文の抄読会2 論文抄読会を行います。紹介された論文について意見交換を通じて、論
文の方法や統計解析、考察について学びます。

抄読会の準備をして、紹介した論
文の要点をまとめます。（1時間
）

7卒業研究中間発表会への参加
卒業研究中間発表会に参加し、プレゼンテーション及び質疑応答を通じ
て、卒業研究テーマと内容について絞り込みます。

今後の卒業研究のテーマについて
まとめます。（1時間）

8論文抄読会3 各自が絞り込んだテーマに沿った先行研究を探索して論文抄読会を行い
ます。各自の研究計画に繋がるようにディスカッションします。

抄読会の準備をして、紹介した論
文の要点をまとめます。（1時間
）

9論文抄読会4 各自が絞り込んだテーマに沿った先行研究を探索して論文抄読会を行い
ます。各自の研究計画に繋がるようにディスカッションします。

抄読会の準備をしておき、紹介し
た論文の要点をまとめます。
（1時間）

10論文抄読会5 各自が絞り込んだテーマに沿った先行研究を探索して論文抄読会を行い
ます。各自の研究計画に繋がるようにディスカッションします。

抄読会の準備をしておき、紹介し
た論文の要点をまとめます。
（1時間）

11論文抄読会6 各自が絞り込んだテーマに沿った先行研究を探索して論文抄読会を行い
ます。各自の研究計画に繋がるようにディスカッションします。

抄読会の準備をしておき、紹介し
た論文の要点をまとめます。
（1時間）

12卒業研究発表会への参加 他のゼミを含めた卒業研究発表会に参加し、プレゼンテーション及び質
疑応答を通じて、卒業研究テーマと内容について具体的に検討します。

卒業研究のテーマについてまとめ
ます。（1時間）

13卒業研究の準備1 これまでの抄読会や論文検索の結果をまとめテーマに関する整理を行い
ます。エビデンステーブルの作成方法やポイントを学びます。

研究テーマに関する情報収集を行
い、エビデンステーブルを作成し
ます。（1時間）

14卒業研究の準備2 各自が絞り込んだテーマに関するエビデンステーブルを作成し、各自の
卒業研究計画の概要をまとめ、課題等を整理します。

研究テーマに関する情報収集を行
い、エビデンステーブルを整理し
ます。（1時間）

15論文抄読会2 各自がまとめたエビデンステーブルを基にディスカッションを行い、研
究計画の詳細を検討します。

ディスカッションを通じて、研究
計画を作成します。（1時間）

テキスト
　特定のテキストは用いず、必要に応じて参考図書等を準備します。

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　レポート：60％
ゼミ研究に関連する実験及び実習への取組と定期的な報告、課題を総合的に評
価します。卒業研究計画書を作成することが単位認定の条件でC評価とし、卒業
研究計画のゼミ内発表でB評価、計画書ならびに発表の出来栄えの良いものを
A評価とします。S評価は概ね、学会発表のできる内容のものとします。

参考書
必要に応じて参考図書を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
これまでの専門科目を十分に復習してください。また、研究や実践活動では設
定された授業時間以外の活動となる場合があります。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
3年次のゼミを通して学習した、細菌や酵母などの微生物、モデル動物のキイロショウジョウバエなどを使って、興味のある研究分野で研
究テーマを設定します。研究テーマを選んだ理由や研究目的を明確にし、研究目的を達成するための手法や情報収集の手段を決めます。
研究目的を達成するために必要な実験を計画し、実験を行いデータを取得します。得られた結果とその結果に対する考察をゼミで紹介し
、ディスカッションを通して自分の研究内容をブラッシュアップします。

学修到達目標
各自が○○を明らかにしたい、はっきりさせたいという明確な研究目的をもち、あらゆる手法を駆使して目的の達成に取り組みます。最
終的には得られた成果を整理・考察し、一つの論文にまとめます。ゼミ仲間の研究に対して助言やアイデアを提案できるようになること
も重要です。
授業の進め方
研究の進め方は、各自の自主性に任せます。行き詰まった場合はゼミ生全員でアイデアを出し合い、ディスカッションを通して解決法を
模索します。定期的に研究の進捗具合を報告し、研究を進展させる方向を絞っていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1研究テーマの設定(1) 3年次のゼミで行った実験等を参考に、具体的な研究テーマ、研究目的
を設定します。卒研生の半分(3人)の研究テーマを決定します。

あらかじめ研究テーマ、目的、そ
の具体的な達成法を考えておく
（2時間）

2研究テーマの設定(2) 3年次のゼミで行った実験等を参考に、具体的な研究テーマ、研究目的
を設定します。卒研生の半分(3人)の研究テーマを決定します。

あらかじめ研究テーマ、目的、そ
の具体的な達成法を考えておく
（4時間）

3具体的な研究法を決める(1)

卒研生の半分(3人)について、研究目的を達成するための具体的な方法
を検討・決定します。また、卒研生は関連論文を集め、その内容紹介を
行います。ゼミ生は全員参加し、アイデアを提案します。

あらかじめ各卒研生の研究テーマ
、内容を聞いておき、アイデアを
考えておく（4時間）

4具体的な研究法を決める(2)

卒研生の半分(3人)について、研究目的を達成するための具体的な方法
を検討・決定します。また、卒研生は関連論文を集め、その内容紹介を
行います。ゼミ生は全員参加し、アイデアを提案します。

あらかじめ各卒研生の研究テーマ
、内容を聞いておき、アイデアを
考えておく（4時間）

5実験(1) 討論の結果決定した方法に基づいて各自自主的に実験を行い、得られた
結果の整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

6実験(2) 討論の結果決定した方法に基づいて各自自主的に実験を行い、得られた
結果の整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

7実験(3) 討論の結果決定した方法に基づいて各自自主的に実験を行い、得られた
結果の整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

8実験(4) 討論の結果決定した方法に基づいて各自自主的に実験を行い、得られた
結果の整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

9経過報告(1)
ゼミ生全員参加のもと、3人の卒研生がパワーポイントでまとめた実験
の途中経過（得られた結果と考察）を紹介します。参加者は質問やアイ
デアの提案を通して、研究がうまく進むように貢献します。

パワーポイントによるプレゼンテ
ーションの作製と事後の修正
（6時間）

10経過報告(2)
ゼミ生全員参加のもと、3人の卒研生がパワーポイントでまとめた実験
の途中経過（得られた結果と考察）を報告します。参加者は質問やアイ
デアの提案を通して、研究がうまく進むように貢献します。

パワーポイントによるプレゼンテ
ーションの作製と事後の修正
（6時間）

11実験(5) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

12実験(6) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

13実験(7) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

14実験(8) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

15実験(9) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

テキスト
　特に指定しません。必要な文献を各自集めます。

成績評価の方法・基準
課題：100％
実験を準備し、実験を行ってデータを出せればC、データの整理を行い、プレゼ
ンテーションができればB、自分が出したデータの考察ができればA、さらに自
分のアイデアで研究を発展させる事ができればS。

参考書
  特に指定しません。必要な文献を各自集めます。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
皆さんが興味を持っている内容で研究テーマを設定します。楽しみながら研究
を進めましょう。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究ⅠとⅡを継続して進めます。栄養調査方法の開発ならびに栄養調査を中心とした人々の食生活のあり方に関する調査研究、様々
なライフステージ・ライフスタイルの人々を対象とした教育理論・行動科学理論に基づく効果的な栄養教育のあり方に関する研究、ヘル
スプロモーションの考え方に基づく食環境づくりや地域におけるネットワークづくりに関する研究など、栄養教育に関連した研究テーマ
を設定して、主体的に研究に取り組みます。原則として1人1テーマを設定して研究を進めます。

学修到達目標
気づき：研究の重要性とおもしろさを理解します。
能力：栄養学の専門家としての深い洞察力、応用力、科学的根拠に基づいた考え方ができる栄養教育実践者としての資質を高めます。
具体的到達目標：上記を踏まえた上で、各自が研究活動に取り組み、中間での成果のまとめを行います。
授業の進め方
3年次に各自が設定した研究テーマの確認、研究計画の見直しを行った後、個別に研究活動を進めます。この間、個別指導を受けながら研
究を深めていきます。また、ゼミナール内での発表やディスカッションを経て見直しを行い、研究活動を深めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
卒業論文作成までのスケジ
ュールの確認と研究計画の
見直し

3年次に考えた卒業研究に関する活動がどこまで進んでいるかを発表し
合います。その後、卒業論文作成と研究発表会までのスケジュールを確
認し、研究計画を見直します。

これまでに取り組んだ内容につい
ての発表準備(2時間）、事後には
研究計画の再構築。(2時間）

2先行研究の探索と論文の読み込み

見直しを行った研究計画にそって、先行研究を探索し、収集した論文を
読み込みます。それを踏まえて研究方法とスケジュールを見直し、それ
を研究ノートにまとめます。

各自で、研究計画に沿った先行研
究の探索と論文の読み込み。
（4時間）

3研究計画の再確認
再構築した研究計画を発表し合って、各自の計画の妥当性と研究成果の
見通しについてディスカッションし、さらにブラッシュアップを図りま
す。

事前には研究計画に関する発表準
備(2時間）、事後には課題を踏ま
えた計画のまとめ直し（2時間）

4研究活動の推進1 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め、必要に応じて
課題をまとめて個別指導を受ける
。（4時間）

5研究活動の推進2 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め、必要に応じて
課題をまとめて個別指導を受ける
。（4時間）

6研究活動の推進3 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め、必要に応じて
課題をまとめて個別指導を受ける
。（4時間）

7ここまでの研究活動に関するプレゼンテーション

ここまで進めてきた研究活動について、3年ゼミナール生に、研究テー
マ、目的、方法、進捗状況と課題についてプレゼンテーションします。
そこでの質疑応答やコメントに基づいて研究活動を見直します。

事前にプレゼンテーションのまと
め（2時間）、事後は課題を踏ま
えた修正の検討。（2時間）

8研究活動の推進4 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め（4時間）、必
要に応じて課題をまとめ、個別指
導を受ける。

9研究活動の推進5 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め（4時間）、必
要に応じて課題をまとめ、個別指
導を受ける。

10研究活動の推進6 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め（4時間）、必
要に応じて課題をまとめ、個別指
導を受ける。

11研究活動の推進7 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で研究計画にそった活動やデ
ータ収集を進め（4時間）、個別
指導を受ける。

12研究活動の推進8 それぞれの研究テーマに合わせて、研究計画にそった活動やデータ収集
を進めます。個別指導を受けて、研究の方向性を確認します。

各自で活動を進め（4時間）、必
要に応じて課題をまとめ、個別指
導を受ける。

13ここまでの研究のまとめ ここまでの研究成果やデータをまとめ、論文執筆に向けての課題を確認
します。

各自で研究成果や現時点での課題
をまとめる。（2時間）事後には
課題解決の検討（2時間）

14ここまでの研究成果に関するプレゼンテーション

ここまで進めてきた研究の成果と課題についてプレゼンテーションを行
い、相互の質疑応答やコメントに基づいて、研究のまとめにあたっての
課題の解決を図ります。

事前にプレゼンテーションのまと
め（2時間）、事後には提示され
た課題の修正（2時間）

15ここまでの研究活動・論文執筆計画の作成

これまでの研究活動を振り返り、長期休業中に進めなければならない活
動について整理します。また論文執筆計画を作成して発表し、意見交換
を行います。

長期休業中に取り組む内容につい
ての計画案作成（2時間）、意見
交換を踏まえた直し（2時間）

テキスト
　テキストは用いません。

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:卒業研究に関する高いモチベーションを有し、新規性や有用性が認められる
知見を見出すための緻密な計画が作成され、研究活動が推進されている。A:卒
業研究を積極的にとらえ、新規性または有用性が認められる知見を得るための
計画が作成され、研究活動が推進されている。B: 卒業研究について独自性のあ
る知見を得るための計画が作成され、研究活動に取り組んでいる。C:卒業研究
の計画を作成し、研究活動に取り組んでいる。

参考書
研究テーマにより、適宜参考文献や関連の論文等を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
3年次の健康栄養演習で栄養教育分野を選択していることを前提とします。時間
割上の設定枠以外でも研究活動や研究のまとめを進めることが必須となります
。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
「ホルモンと栄養素」ならびに「発癌」による遺伝子の転写調節機構の解析に関する分子生物学的研究を行います。前者に関しては、血
糖調節ホルモンであるインスリンや栄養素である炭水化物・脂質による遺伝子の転写調節機構に関して、SHARP-1 や SHARP-2 という転写
因子に注目して研究を行います。後者に関しては、ZHXファミリー転写抑制因子に注目して、主に発癌抑制・細胞増殖抑制機構の解明を目
指します。これらの転写因子の発現や活性を調節する食品成分も探索していきたいと考えています。

学修到達目標
研究を通して、生命現象を科学的に分析・判断・理解する視点を養ってもらいます。また、研究成果を卒業論文としてまとめたり、口頭
発表することにより、研究内容を文章でも口頭でも正確に他人にわかりやすく説明できる能力の開発を目指します。

授業の進め方
実験を中心として研究を行います。学生には、それぞれ自分の好奇心を刺激するテーマを選んでもらい、教員と相談しながら責任を持っ
て研究を進めてもらいます。必要に応じて関連文献を発表してもらい、ゼミ単位で最新の科学情報を共有できるようにします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1卒業論文作成スケジュールの確認
卒業論文発表会までのスケジュールを確認して、研究計画書の作成に取
りかかります。

事前に研究テーマを明確にしてお
く。事後に研究計画書を作成する
。(4時間)

2研究テーマの再確認 研究テーマについて「何を」「どこまで明らかにするのか」について再
確認します。

研究計画書を作成しておく。事後
に修正し、完成させる。(4時間)

3研究テーマの検討(1) 各自の研究テーマについての概要や先行研究について調べた内容、研究
計画を発表してもらいます。互いに批判的に議論します。

予め資料の作成・配布を行い、発
表後には内容を修正する。(4時間
)

4研究テーマの検討(2) 各自の研究テーマについての概要や先行研究について調べた内容、研究
計画を発表してもらいます。互いに批判的に議論します。

予め資料の作成・配布を行い、発
表後には内容を修正する。(4時間
)

5研究テーマの検討(3) 各自の研究テーマについての概要や先行研究について調べた内容、研究
計画を発表してもらいます。互いに批判的に議論します。

予め資料の作成・配布を行い、発
表後には内容を修正する。(4時間
)

6実験データの収集(1) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

7実験データの収集(2) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

8実験データの収集(3) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

9実験データの収集(4) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

10実験データの収集(5) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

11実験データの収集(6) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

12実験データの収集(7) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

13実験データの収集(8) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

14実験データの収集(9) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

15中間報告会 各自の卒業研究の進捗状況を発表します。 資料を作成しておく。(4時間)

テキスト
各自のテーマに応じて、個別に提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：70％
実験を行い、卒業論文を提出すればC。実験を多く行えばB、実験をより多く行
えばA、実験を最も多く行えばS。

参考書
各自のテーマに応じて、個別に提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
通常の時間割以外での研究活動も普通のことだと思ってください。大学生活の
総仕上げだと思って取り組んでください。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究Ⅰ・Ⅱを通じて、研究を行い続ける忍耐力、客観的な事実に基づいた理解と考察のできる力を養ってほしいと考えています。実
験結果を図にしたり、最終的に論文にすることは重要な作業です。そして研究成果を発表し、他者に理解・納得してもらうことも大切で
す。この3年次から始まった一連の演習で身についた総合力は、将来管理栄養士として働く上で大変に重要な力になると考えています。
3年次の健康栄養演習で学んだ科学的知識と基礎的な実験技術習得を受け、卒業研究Ⅰを開始します。

学修到達目標
ゼミナールや発表会等を通して、学生自身の見解や主張を他の学生達に理解できるように発表したり、議論することにより、学生自身の
研究分野に関連する深い理解力と洞察力を磨きます。

授業の進め方
学生各自に卒業研究のテーマを与えます。定期的にゼミナールを開催し、各自の研究の進み具合および今後の展望などを活発に議論しま
す。前期末には中間発表会を開催します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 各自の卒業研究テーマについて概要を確認した後、卒業研究発表会まで
のスケジュールを説明します。

事前に卒業研究テーマを明確にす
る。スケジュールに沿った研究計
画を各自が作成する。(4時間)

2実験技術の習得①　細胞培養法

実験で取り扱う動物細胞の性質等を説明した後、培養方法と操作原理を
教えます。各自が一つ一つの操作法を確認しながら実験を行い、操作を
習得します。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

3実験技術の習得②　細胞継代法

動物細胞を維持管理する重要性を説明した後、細胞継代方法を教えます
。各自が一つ一つの操作法を確認しながら実験を行い、操作を習得しま
す。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

4実験技術の習得③　トータルRNAの回収法
細胞からのトータルRNAの回収法を、原理を交えて教えます。各自が一
つ一つの操作法を確認しながら実験を行い、操作を習得します。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

5実験技術の習得④　逆転写反応
逆転写反応によるcDNAへの変換方法を、原理を交えて教えます。各自が
一つ一つの操作法を確認しながら実験を行い、操作を習得します。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

6実験技術の習得⑤　リアルタイムPCR法
リアルタイムPCR法による遺伝子発現量の測定を行います。各自が一つ
一つの操作法を確認しながら実験を行い、操作を習得します。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

7実験技術の習得⑥　データ解析
リアルタイムPCR法によって得られたデータの解析法について説明しま
す。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

8実験技術の習得⑦　ウェスタンブット法
タンパク質を検出するウェスタンブット法について教えます。各自が一
つ一つの操作法を確認しながら実験を行い、操作を習得します。

事前に実験操作を確認する。事後
は実験マニュアルを書き実験が出
来る状態にする。(4時間)

9卒業研究活動① 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

10卒業研究活動② 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

11卒業研究活動③ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

12卒業研究活動④ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

13卒業研究活動⑤ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

14卒業研究活動⑥ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

15中間発表会 卒業研究で取り組んできた研究成果を中間発表する場です。実験結果か
ら考察できることを、聴衆に解りやすくかつ論理的に説明します。

事前に発表練習を行い、本番に臨
んでください。会場で得た指摘を
記録に残してください。(4時間)

テキスト
「教員より指示します。」

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　レポート：80％
受講態度と中間発表により評価します。受講態度とは、研究テーマに対する実
験の取り組み状況等を指します。
S:要求された程度を越えて優秀である。A:優秀である。B:要求を満たす内容で
ある。C:単位修得を認める合格最低ラインである。

参考書
「教員より指示します。」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
研究活動がメインです。研究の進行状況や実験の内容によっては、多くの時間
を要することも十分に考えられます。通常の時間割以外の時間も研究活動とし
て考えてほしい。論文等を事前に読んで実験に臨んでください。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習は3年次の「健康栄養演習」を始点とする活動を押し進め、卒業論文にまとめます。各自の研究テーマについて、調査・研究活動を
行います。その方向性は、(1)食の機能性や安全性、有効性に関する文献上の検討（メタアナリシス）、(2)長野県、本学学生の生活習慣
、食事状況調査（3）他県における生活習慣、食事状況調査などについて、学外機関や団体、行政機関および学内教員との連携を求めて、
実験的・文献的検討・考察を進めていきます。

学修到達目標
これまでの学習知識や体験等を生かして研究を進め、その成果を卒業論文として取りまとめていくことが最大の目標となります。また同
時に、研究を進めていく上で必要となる論理的思考力や情報リテラシーなどの能力、文章表現力やプレゼンテーション能力といった論文
作成や成果発表に必要な能力の獲得や向上、人格形成も広い意味での学修目標となります。
授業の進め方
個々の研究テーマに応じてそれぞれ個別に指導することが多くなりますが、各自の研究を受講生全体で相互に議論する機会も設定し、問
題の抽出・解決アプローチの共有化を図り、多角的な視点から研究を深めたり、視野を広げて論文完成を目指していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1卒業研究の実施計画
どのようなテーマを、どのように進めていくか、社会情勢やこれまでに
得た体験、知識、集めた資料に基づいた知識などを生かして議論を行う
ことで、研究テーマを決めていきます。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

2研究テーマの検討
各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
する。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

3研究テーマの検討と資料・データの収集（1）

各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
する。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

4研究テーマの検討と資料・データの収集（2）

各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
する。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

5研究テーマの検討と資料・データの収集（3）

各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
する。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

6研究テーマの検討と資料・データの収集（4）

研究テーマに基づいて、資料や情報、先行論文の収集と精読、調査表の
配付と集計等を行います。集めた論文については、抄読会で発表しゼミ
生と情報共有します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

7研究テーマの検討と資料・データの収集（5）

研究テーマに基づいて、資料や情報、先行論文の収集と精読、調査表の
配付と集計等を行います。集めた論文については、抄読会で発表しゼミ
生と情報共有します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

8研究テーマの検討と資料・データの収集（6）

研究テーマに基づいて、資料や情報、先行論文の収集と精読、調査表の
配付と集計等を行います。集めた論文については、抄読会で発表しゼミ
生と情報共有します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

9研究テーマの検討と資料・データの収集（7）

研究テーマに基づいて、資料や情報、先行論文の収集と精読、調査表の
配付と集計等を行います。集めた論文については、抄読会で発表しゼミ
生と情報共有します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

10研究テーマの検討と資料・データの収集（8）

研究テーマに基づいて、資料や情報、先行論文の収集と精読、調査表の
配付と集計等を行います。集めた論文については、抄読会で発表しゼミ
生と情報共有します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

11
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（1）

研究テーマに基づいて、資料や情報、先行論文の収集と精読、調査表の
配付と集計等を行います。集めた論文については、抄読会で発表しゼミ
生と情報共有します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

12
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（2）

各自の研究の実施とデータの整理検討をします。また、得られたデータ
の入力や解析などの指導を行います。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

13
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（3）

各自の研究の実施とデータの整理検討をします。また、得られたデータ
の入力や解析などの指導を行います。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

14
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（4）

各自の研究の実施とデータの整理検討をします。また、得られたデータ
の入力や解析などの指導を行います。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べてください。（4時間
）

15
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（5）

各自の研究の実施とデータの整理検討をします。また、得られたデータ
の入力や解析などの指導を行います。

集めた論文については、抄読会で
発表しゼミ生と情報共有します。
（4時間）

テキスト
その都度指示します。

成績評価の方法・基準
課題：50％　受講態度：50％
望ましい受講態度：研究者の第一歩となる活動です。研究の意義をよく理解し
ゼミ生と協力しながら進めます。常識ある社会人としてもつべき協調性や真摯
な態度も身につけます。
評価：S：研究内容を高度に理解しゼミ生と切磋琢磨しながら研究を実施できる
。A：研究内容を理解し、積極的に研究を遂行できる。B：研究のおおよそを理
解し研究を遂行できる。C：研究内容を理解し遂行できる。

参考書
「みんなの医療統計基礎編」新谷歩著　ISBN：978-4-06-1563314-8
「みんなの医療統計　多変量解析編」新谷歩著　ISBN：978-4-06-156321-6

履修上の注意（学生へのメッセージ）
卒業研究を進めていくためには、課題解決に向けた前向きな姿勢と努力が必要
です。他の人たちとの共同作業も必要になってきますので、社会人としても人
格の形成に役立ちます。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
医療社会学の視点から、慢性疾患患者に対する「食事療法」を考察します。いくつかの慢性疾患の治療・管理においては、患者本人や家
族による食事療法が重視されています。日常生活に直結する食事療法の継続は非常に困難であると指摘されており、患者や家族を支える
さまざまなサポートが試みられています。食事療法の継続がなぜそれほど困難なのか、障害となっているものは何か、そして食事療法が
日常生活に与える影響とは何かを考えます。

学修到達目標
現代社会における食に関する課題を発見し、解決するための論理的思考能力と、学習内容を他者に伝えるプレゼンテーション能力を身に
つけること。

授業の進め方
卒業論文のテーマを設定し、必要な場合は質的調査（一次資料収集）を自ら実施していただきます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1春季課題の報告　1 学生は、春季休業中の課題についてプレゼンテーションを行い、その後
討論します。

プレゼンテーション準備をする
（4時間）。

2春季課題の報告　2 学生は春季休業中の課題についてプレゼンテーションを行い、その後討
論します。

プレゼンテーション準備をする
（4時間）。

3卒業研究テーマ設定　1 卒業研究のテーマについて最終決定し、それについて討論します。 テーマを決め、構想最終案を作成
する（4時間）。

4卒業研究テーマ設定　2 卒業研究のテーマについて最終決定し、それについて討論します。 テーマを決め、構想最終案を作成
する（4時間）。

5各自ゼミ報告　1 各自のテーマに従ってゼミ報告をし、討論します。 ゼミ報告の準備をする（4時間
）。

6各自ゼミ報告　2 各自のテーマに従ってゼミ報告をし、討論します。 ゼミ報告の準備をする（4時間
）。

7各自ゼミ報告　3 各自のテーマに従ってゼミ報告をし、討論します。 ゼミ報告の準備をする（4時間
）。

8卒業論文執筆に向けて　1 論文執筆に必要な情報を共有します。 配布プリントをする（4時間）。

9卒業論文執筆に向けて　2 論文執筆に必要な情報を共有します。 配布プリントをする（4時間）。

10研究テーマの深化　1 各テーマについて、教員が社会学的観点からの議論を紹介し、討論しま
す。 討論のまとめをする（4時間）。

11研究テーマの深化　2 各テーマについて、教員が社会学的観点からの議論を紹介し、討論しま
す。 討論のまとめをする（4時間）。

12研究テーマの深化　3 各テーマについて、教員が社会学的観点からの議論を紹介し、討論しま
す。 討論のまとめをする（4時間）。

13前半のまとめ　1 前半の授業・討論・プレゼンテーションから論文構成を考えます。 配布プリントをする（4時間）。

14前半のまとめ　2 前半の授業・討論・プレゼンテーションから論文構成を考えます。 配布プリントをする（4時間）。

15夏季休業中の研究計画 夏季休業中の研究計画をたてます。 計画書の準備をする（4時間）。

テキスト
学生が選択する卒業論文のテーマによって、使用テキストは異なります。必
要に応じて指定します。

成績評価の方法・基準
課題：100％
卒業論文により評価します。
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組むことができる。A:授業内容を理解し、積極的な探究姿勢を
もって課題に取り組むことができる。B:授業内容のおおよそを理解し、与えら
れた課題に誠実に取り組むことができる。C:授業内容の60%程度を理解し、与え
られた課題に誠実に取り組むことができる。

参考書
「医療社会学」進藤雄三著世界思想社編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
医療社会学の基本的な概念をすでに学んでいる学生が望ましいです。
卒業研究の準備は学生自身が積極的に進めてください。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日5限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究ⅠとⅡを継続して進めます。ヘルスプロモーションの考え方に基づく健康寿命延伸を目標とした食環境づくりにかかわる食環境
全般と栄養に関する研究テーマを設定し、主体的に研究に取り組みます。調査などでグループとなった場合でも、各自がテーマを設定し
役割をもって協働して研究を進めます。

学修到達目標
（1）主体的に研究活動を計画に沿って実施できる。（2）調査や実験の場合、データの集計と分析ができる。（3）栄養学を専門とする科
学的根拠に基づいた探求的資質を高められる。

授業の進め方
3年次に各自（グループ）が設定した研究テーマの確認、研究計画の見直しを行った後、個別に研究活動を進めます。この間、個別指導を
受けながら研究を深めていきます。また、ゼミ内での発表やディスカッションを経て見直しを行い、研究活動を深めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1卒業論文作成までのスケジュールと研究計画の確認
卒業論文作成と研究発表会までのスケジュールと各自（グループ）が
3年次に作成した研究計画の仮説、成果等を確認します。

これまでに取り組んだ内容につい
ての確認を行い(2時間）、事後は
研究計画の実施準備（2時間）

2研究活動の実施（1） 研究の方向性とスケジュールを確認しながら、調査もしくは実験などか
らデータの収集を進めます。

各自で、研究計画に沿って活動を
進めます。（4時間）

3研究活動の実施（2） 研究の方向性とスケジュールを確認しながら、調査もしくは実験などか
らデータの収集を進めます。

各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、調査・実験を
行う。（4時間）

4研究活動の実施（3） 研究の方向性とスケジュールを確認しながら、調査もしくは実験などか
らデータの収集を進めます。

各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、調査・実験を
行う。（4時間）

5研究活動の実施（4） 研究の方向性とスケジュールを確認しながら、調査もしくは実験などか
らデータの収集を進めます。

各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、調査・実験を
行う。（4時間）

6研究活動の実施（5） 研究の方向性とスケジュールを確認しながら、調査もしくは実験などか
らデータの収集を進めます。

各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、調査・実験を
行う。（4時間）

7研究活動の実施（6） 研究の方向性とスケジュールを確認しながら、調査もしくは実験などか
らデータの収集を進めます。

各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、調査・実験を
行う。（4時間）

8研究活動の実施（7） 調査もしくは実験などから得られたデータの集計と統計分析を行います
。

各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、データの集計
と分析を行う。（4時間）

9研究活動の実施（8） 調査もしくは実験などから得られたデータの統計分析を行います。
各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、データの集計
と分析を行う。（4時間）

10研究活動の実施（9） 調査もしくは実験などから得られたデータの統計分析を行います。
各自で活動を進め、必要に応じて
指導を受けながら、データの集計
と分析を行う。（4時間）

11研究活動の実施（10） 調査もしくは実験などから得られたデータ分析の結果より仮説に基づき
考察をします。

各自で研究計画に沿った活動を進
め結果より考察作業を行う。
（4時間）

12研究活動の実施（11） 調査もしくは実験などから得られたデータ分析の結果より仮説に基づき
考察をします。

各自で研究計画に沿った活動を進
め結果より考察作業を行う。
（4時間）

13研究活動のまとめ（1） ここまでの研究成果やデータをまとめ、論文執筆に向けての課題を確認
します。

各自で研究成果や現時点での課題
をまとめる。（2時間）事後には
課題解決の検討。（2時間）

14研究活動のまとめ（2） ここまでの研究成果やデータを図やグラフでまとめ、論文執筆に向けて
論文構成の確認とともに研究成果報告の発表の作業も進めます。

作成した図表等をプレゼンテーシ
ョン用にまとめる。（4時間）

15研究成果報告
研究の成果と課題についてプレゼンテーションを行い、ゼミ内で質疑応
答によって得られたコメントに基づいて、研究のまとめに対する課題の
解決を図ります。

論文執筆の計画を作成し（2時間
）、進める。（2時間）

テキスト
　テキストは用いません。

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:卒業研究に関する高いモチベーションを有し、新規性や有用性が認められる
知見を見出すための緻密な計画が作成され、研究活動が推進されている。A:卒
業研究を積極的にとらえ、新規性または有用性が認められる知見を得るための
計画が作成され、研究活動が推進されている。B: 卒業研究について独自性のあ
る知見を得るための計画が作成され、研究活動に取り組んでいる。C:卒業研究
の計画を作成し、研究活動に取り組んでいる。

参考書
研究テーマにより、適宜参考文献や関連の論文等を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
時間割上の設定枠以外でも研究活動を進めることが必要となります。定期的に
進捗状況を報告しつつ、ゼミ内での検討を重ね、まとめていきます。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-07

担当者 石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
健康栄養演習で取り組んだ内容をさらに深く調査・研究し、その結果に基づいて、自分なりの見解や主張を他の人にわかるように論理展
開しながらまとめる作業を行い、専門分野に関連する科学者としての資質の向上や、栄養学の専門家としての深い洞察力と応用力の向上
をめざします。

学修到達目標
食についての問題意識を持ち、課題解決に向け、1つのテーマについて深く研究するための力を養うこと。

授業の進め方
1～3名で班を作り、研究テーマを決めて自主的に研究活動を行います。実験研究、調査研究により進め方は異なりますが、1年かけて計画
→実験・調査を行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1卒業論文作成スケジュールの確認
卒業論文発表会までのスケジュールを確認して、研究計画書の作成に取
りかかります。

事前に研究テーマを明確にしてお
く。次時までに研究計画書を完成
する。（4時間）

2研究テーマの再確認
研究テーマについて「何を」「どこまで明らかにするのか」について再
確認し、自分の置かれている状況に照らし合わせて、現実的に可能かど
うか再確認します。

事前に研究テーマの内容について
概観しておく。授業後、研究計画
を見直す。（4時間）

3研究テーマの検討(1)
各自の研究テーマについての概要や先行文献について調べた内容、研究
計画を発表します。また、その発表内容について相互に検討します。
（担当は1班）

発表者は発表準備をしておく。発
表された内容について、自分なり
に調べてみる。（4時間）

4研究テーマの検討(2)
各自の研究テーマについての概要や先行文献について調べた内容、研究
計画を発表します。また、その発表内容について相互に検討します。
（担当は2班）

発表者は発表準備をしておく。発
表された内容について、自分なり
に調べてみる。（4時間）

5研究テーマの検討(3)
各自の研究テーマについての概要や先行文献について調べた内容、研究
計画を発表します。また、その発表内容について相互に検討します。
（担当は3班）

発表者は発表準備をしておく。発
表された内容について、自分なり
に調べてみる。（4時間）

6研究テーマの最終検討と資料・データの収集(1)

研究テーマおよび研究計画の最終検討を行います。また、先行研究、文
献、アンケート作成など各自のテーマに合わせて、資料・データ収集
（準備を含む）を開始します。

検討結果を受けて最終的なテーマ
設定をする。資料・データ収集の
準備を始める。（4時間）

7資料・データの収集(2) 資料・データ収集に関して個別指導をします。
各自のテーマ内容に応じた資料･
データの収集を進める。（4時間
）

8資料･データの収集(3) 資料･データ収集に関して個別指導をします。
各班のテーマ内容に応じた資料･
データの収集を進める。（4時間
）

9論文構成を考える。資料･データの収集(4)

論文の構成の仕方について全体指導をした後、各グループごと章立てを
考えてみます。また、引き続き資料･データ収集に関して個別指導をし
ます。

事前に論文構成を考える。各自の
テーマ内容に応じた資料･データ
の収集を進める。（4時間））

10章立てを検討する。資料･データの収集(5)
章立てを相互に検討したり、個別に指導したりします。また、引き続き
資料･データ収集に関しても個別指導をします。

章立ての発表準備をする。各自の
テーマ内容に応じた資料･データ
の収集を進める。（4時間）

11章立ての最終検討と決定。論文の書き方(1) 章立てを決定します。また、論文の書き方について全体指導をします。
章立てを検討する。論文の書
き方について復習する。（4時間
）

12論文の書き方(2)および、論文の初稿を作成する(1)
論文の書き方について指導した上で、第1章「はじめに（研究の動機･目
的）」の作成に取りかかります。

論文の書き方を理解し、第1章を
執筆する。（4時間）

13論文の初稿を作成する(2)第1章について相互に読み合い、内容および書き方や言い回しについて検討します。

事前に第1章をまとめておき、検
討した結果に基づき修正する。
（4時間）

14論文の初稿を作成する(3)第2章「研究の方法」について相互に読み合い、内容および書き方や言い回しについて検討します。

事前に第2章をまとめておき、検
討した結果に基づき修正する。
（4時間）

15
長期休みの研究･執筆計画
を
立てる。

研究の進捗状況を確認し、夏休み中に行う研究や、執筆について計画を
練り直し、夏休み明けに初稿が完成できるようにします。

夏休みにやるべき内容についてま
とめる。（4時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：60％

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
通常の時間割以外での研究活動が多いので意欲を持って取り組んでください。
事前に文献を読み、担当教員と相談して研究を進めてください。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 15 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
糖尿病や炎症性腸疾患の食事会の企画運営や患者との交流を通して病態や治療についての理解を深め、患者会の役割について学びます。
災害時要配慮者のオーダーメイドチェックリストを作成し備蓄状況を調査します。新しい栄養管理ソフトの有効性を調査します。

学修到達目標
栄養の現象を的確に捉え問題点を把握して課題解決に向けた目標を設定し、計画を立て実施し結果を解析して評価を行った結果を論文に
まとめ、発表会や討議を通じて考え方や知識の幅を広げます。

授業の進め方
先行研究からの情報収集、アンケート調査と解析を行います。前期に論文を完成させ、後期は食事会の準備に専念し、終了次第卒業発表
会の準備を行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1論文の背景と目的　1 研究課題に関する論文を要約します。 背景のまとめと修正（4時間）

2論文の背景と目的　2 研究課題に関する論文を要約します。 背景のまとめと修正（4時間）

3論文の方法　1 研究課題の調査方法をまとめます。 方法のまとめと修正（4時間）

4論文の方法　2 研究課題の調査方法をまとめます。 方法のまとめと修正（4時間）

5論文の結果　1 調査結果をまとめます。 結果のまとめと修正（4時間）

6論文の結果　2 調査結果をまとめます。 結果のまとめと修正（4時間）

7論文の考察　1 問題点を整理し改善策を考察します。 考察のまとめと修正（4時間）

8論文の考察　2 問題点を整理し改善策を考察します。 考察のまとめと修正（4時間）

9論文の結論と表題 論文全体から結論をまとめて表題をつけます。 結論と表題の修正（4時間）

10論文の抄録 論文全体から抄録をまとめます。 抄録の修正（4時間）

11実践活動（糖尿病）　1 今年度の課題について文献検索を行います。 文献検索（4時間）

12実践活動（糖尿病）　2 糖尿病食のメニューを考えます。 献立作成（4時間）

13実践活動（糖尿病）　3 糖尿病食のメニューを修正します。 献立修正・試作（4時間）

14実践活動（糖尿病）　4 糖尿病食の試食会を行います。 試作調理（4時間）

15実践活動（糖尿病）　5 糖尿病教室の運営計画を立案します。 運営計画（4時間）

テキスト
「臨床栄養」医歯薬出版編（医歯薬出版）(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　レポート：50％
S:計画通りに研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。
A:指導により研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。
B:計画通りに問題意識を持ち課題解決が行える。
C:指導により問題意識を持ち課題解決が行える。

参考書
「Nutrition Care」（メディカ出版）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食事会の実践活動はグループ単位で、研究は個人で進めます。前期で論文を完
成するという画期的な取組に挑戦します。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
3年次の健康栄養演習で取り組んだ内容の中からテーマを選択し、そのテーマに関してさらに深く調査・研究してもらいます。各自選択し
たテーマに基づき、実験や活動を行う他、関連する文献を検索、購読し、研究に活かしてもらいます。さらに、可能な限り国内の学会で
発表する機会を設けますが、その発表要旨を作成してもらいます。

学修到達目標
各自選択したテーマについて、目標の70％までの研究成果を上げる事を到達目標とします。具体的には、5月に開催される日本食品化学学
会、9月に開催される日本栄養改善学会で発表できるだけの研究結果を得る事です。

授業の進め方
主に3年生の健康栄養演習を踏まえたテーマを自主的に選択してもらいます。実験の進行上、毎週決まった時間に1コマ15回来れば良いわ
けではありません。必要に応じて自主的に時間を作って研究を進めてもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1受講ガイダンス 今後の研究計画についてガイダンスを行います。 健康栄養演習で学んだ事を復習し
てくる事。(4時間以上)

2実験実習① それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行ってもらいます。 研究テーマに合わせて適宜指示し
ます。(4時間以上)

3実験実習② 第2回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第2回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

4実験実習③ 第3回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第3回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

5実験実習④ 第4回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第4回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

6実験実習⑤ 第5回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第5回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

7実験実習⑥ 第6回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第6回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

8実験実習⑦ 第7回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第7回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

9実験実習⑧ 第8回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第8回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

10実験実習⑨ 第9回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第9回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

11実験実習⑩ 第10回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第10回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

12実験実習⑪ 第11回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第11回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

13実験実習⑫ 第12回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第12回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

14実験実習⑬ 第13回の結果を踏まえて、それぞれの研究テーマに沿った研究活動を行
ってもらいます。

第13回の内容をフィードバックし
、準備しておく事。(4時間以上)

15前期のまとめ これまでの研究成果についてまとめ、学会発表や卒業論文執筆の準備を
します。

これまでの実験実習成果をまとめ
ておいてください。(4時間以上)

テキスト
それぞれの研究テーマに沿った資料を、適宜配布あるいは検索する事を指示
します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
受講態度は、研究への積極性で評価します。教員が指示しなくても自主的に研
究が進められたらA、そのうち、特に優秀な研究成果を収めたらS、全体の半分
程度指示しないと進められなかったらB、研究活動の大半を指示待ちだった場合
をC、指示しても研究を進められなかった場合をDとします。

参考書
必要に応じて適宜指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
時間割上以外の時間帯、休日や放課後にも実験や実践活動を行います。バイト
や他の活動を入れている学生は時間の配分を考えて卒業研究を優先して下さい
。自主的に行動する事を強く望みます。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本研究室は、長野県の伝統的食材・料理の保存および食品学的アプローチと長野県産地場産品の新規有効利用法の開発を柱とした研究活
動を行います。1年間の研究活動を通して、物の考え方、問題提起、解決法のプロセスなど、問題を解決する力を養うことをねらいとしま
す。また、長野県産地場産品にスポットをあて、研究課題を探索し実行します。各自、もしくは数名のグループごとに研究テーマを設け
、最終的には卒業論文として提出してもらいます。企業とのコラボによる開発業務も多く、全員で取り組んでいきます。

学修到達目標
長野県の食のスペシャリストを目指し、また本研究室の活動の中核となる6次産業推進をはかるため、1次、2次、および3次産業への積極
的な介入を行います。すなわち、農業、加工業、流通、サービスの場をそれぞれ経験してもらいます。また、企業や農家、行政の方々と
直接かかわる中で、食に関する問題解決型の開発業務を行います。このプロセスを卒業論文にまとめることを目標とします。
授業の進め方
各自テーマを持って、1食品の加工を完全に習得する作業を行います。また、企業や行政から依頼のある業務については、グループを組み
課題として取り組みます。また、アウトキャンパスを積極的に行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 1.本年度取り組む研究内容についての説明と卒業研究のテーマ決定
2．研究ノートの作成と記載方法について

研究ノートを準備する。ノートを
付ける意義、重要性を理解する。

2研究テーマの整理
1．研究テーマについて調査活動を行う。資料、文献等の収集、まとめ
を行います。
2．研究に必要な材料、器具、機器についてまとめます。

研究ノートを付けます。（2時間
）

3研究テーマの遂行(1) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

4研究テーマの遂行(2) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

5研究テーマの遂行(3) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

6研究テーマの遂行(4) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

7研究テーマの遂行(5) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

8研究テーマの遂行(6) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

9研究テーマの遂行(7) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

10研究テーマの遂行(8) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

11研究テーマの遂行(9) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

12研究テーマの遂行(10) 各自、研究テーマに従って活動します。月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

13研究テーマの遂行(11) 各自、研究テーマに従って活動します。月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

14研究テーマの遂行(12) 各自、研究テーマに従って活動します。月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（2時間）

15中間報告会 研究テーマについて中間報告会を行います。
報告内容につて指摘された点、質
問等をまとめ、今後の活動に生か
します。（4時間）

テキスト
必要に応じて試料を配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
卒業研究に向けて、研究テーマの遂行状況を100％評価します。就職活動と並行
しますので、特に報告、連絡、相談の有無も評価対象とします。
A:積極的に研究テーマに取り組み、一定の成果を出すことができる。
B:積極的に研究テーマに取り組むことができ、後期につながる成果を出すこと
ができる。
C:研究に取り組むことができる。
最も評価の高い学生はSとします。

参考書
必要に応じて試料を配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
卒業研究に集中できるように、4年生で再履修が内容に、学習を進めてきてくだ
さい。

115



科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究では、各自のテーマに沿った研究計画を立て、実施・検証し、卒業論文にまとめていきます。卒業研究Ⅰでは、研究計画を立て
、実施・検証することが中心となります。

学修到達目標
卒業研究では、各自のテーマに沿った研究計画を立てて実施し、最終的に卒業論文にまとめることが目標となります。その過程で、卒業
研究Ⅰでは、計画を立てる力、研究を推進する力、論理的にまとめる力を向上させることも目標です。

授業の進め方
各自に研究テーマを設け、テーマに応じて進めていきます。定期的に報告会を開き、進捗状況の報告と討論を行うことで、各自の研究テ
ーマへの理解を深めながら研究を進め、卒業論文を作成していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 卒業研究の進め方についてオリエンテーションを行います。 各自の卒業研究テーマに関連した
先行研究を調査する。（4時間）

2研究計画を作成（1） 卒業研究を進めるための研究計画をたてます。 先行研究を調査し、研究計画を考
えてくる。（4時間）

3研究計画を作成（2） 卒業研究を進めるための研究計画をたてます。 先行研究を調査し、研究計画を考
えてくる。（4時間）

4研究計画を作成（3） 卒業研究を進めるための研究計画をたてます。 先行研究を調査し、研究計画を考
えてくる。（4時間）

5研究計画を作成（4） 卒業研究を進めるための研究計画をたてます。 先行研究を調査し、研究計画を考
えてくる。（4時間）

6論文の構成を考える（1） 卒業論文の構成を考え、研究計画が妥当かどうかを検討していきます。 論文の構成を考え、研究計画の見直しを行ってくる。（4時間）

7論文の構成を考える（2） 卒業論文の構成を考え、研究計画が妥当かどうかを検討していきます。 論文の構成を考え、研究計画の見直しを行ってくる。（4時間）

8中間発表 各自の研究内容をゼミ内で発表、討論することで、各々の研究計画を検
討します。

研究内容をまとめ発表できるよう
に準備する。（4時間）

9資料・データ収集、分析（1） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

10資料・データ収集、分析（2） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

11資料・データ収集、分析（3） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

12資料・データ収集、分析（4） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

13資料・データ収集、分析（5） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

14資料・データ収集、分析（6） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

15資料・データ収集、分析（7） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　課題：80％
S:常に積極的に卒業研究に取り組み、研究を計画的に進められた。必要な情報
・データの収集、分析が的確にできた。A:常に積極的に卒業研究に取り組み、
研究を進められた。必要な情報・データの収集、分析ができた。B:積極的に卒
業研究に取り組んだ。情報・データの収集、分析ができた。C:前向きに卒業研
究に取り組んだ。情報・データの収集が何とかできた。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食に広い関心を持ち、積極的に取り組んでください。
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科目名 卒業研究Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46043研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
健康寿命延伸に関わる体力と栄養に関する調査研究、競技者や競技特性に関する生理学的な基礎研究並びに栄養サポート、環境整備等の
介入研究など運動栄養学分野に関連した研究に取り組みます。原則1人1テーマを設定します。

学修到達目標
管理栄養士として課題に対して科学的根拠に基づいた情報収集や分析、発信ができるようになることです。各自の研究テーマに応じて研
究活動を行い、研究のプロセスを理解し、研究活動の成果として卒業論文の準備をします。

授業の進め方
各自が設定した研究計画の見直しを行い、個別に指導を受けながら研究活動を行います。ゼミ内での発表、ディスカッションを経て、卒
業論文の完成を目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
研究計画の確認とこれまでの活動の進捗についてディスカッションしま
す。卒業論文作成と研究発表会までのスケジュールより研究計画を見直
します。

これまでの取り組みをまとめます
。研究計画の再検討を行います。
（4時間）

2研究計画の検討1
見直した研究計画に沿って、先行研究の論文検索、読み込みを行いエビ
デンステーブルを作成、�研究方法の見直し、�研究計画をまとめます
。

研究計画に沿った先行研究の論文
検索、読み込み、まとめを行いま
す。（4時間）

3研究計画の検討2 研究計画のディスカッションを行い、各自の計画、仮説、成果について
研究計画をまとめます。

研究計画の準備を進め、研究計画
を完成させます。（4時間）

4研究活動の実施1 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

5研究活動の実施2 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

6研究活動の実施3 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

7研究活動の実施4と中間報告

各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。ゼミ内でディ
スカッションを行い、個々の研究活動を見直します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

8研究活動の実施5 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

9研究活動の実施6 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

10研究活動の実施7 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

11研究活動の実施8 各自の研究テーマ、計画に沿って研究活動を実施し、データ収集を行い
ます。適宜個別指導を行い、研究の方向性を確認します。

各自の計画に応じて活動し、活動
状況をまとめ、報告、指導を受け
ます。（4時間）

12研究活動のまとめ これまでの研究成果やデータをまとめ、論文執筆に必要な課題、スケジ
ュールの見直しを行います。

各自の研究成果やデータをまとめ
ます。（4時間）

13研究成果の報告1
これまでの研究成果やデータについてゼミ内でプレゼンテーション、デ
ィスカッションをより、論文執筆の課題や進め方について確認します。

研究成果やデータのプレゼンテー
ションをまとめておく。論文執筆
の準備を進める。（4時間）

14研究成果の報告2
これまでの研究成果やデータについてゼミ内でプレゼンテーション、デ
ィスカッションをより、論文執筆の課題や進め方について確認します。

研究成果やデータのプレゼンテー
ションをまとめます。論文執筆の
準備を進めます。（4時間）

15論文執筆の準備 これまでの研究活動を振り返り、夏季休業中に進める活動について整理
します。論文執筆にあたり構成、書き方について学びます。

論文執筆の計画を作成して、講義
を踏まえて修正します。（4時間
）

テキスト
　特定のテキストは用いず、必要に応じて参考図書等を準備します。

成績評価の方法・基準
課題：90％　受講態度：10％
卒業論文作成に向けて、各自の実験及び実習と、その定期的な報告、他ゼミ研
究への取組を総合的に評価します。自分の実験及び実習を実施することが単位
認定の条件でC評価です。定期的な報告を行うことでB評価、報告書の出来栄え
によりA評価、概ね学会発表ができることでS評価とします。

参考書
必要に応じて参考図書を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
3年次の健康栄養演習を選択していることが前提となります。また、研究や実践
活動では設定された授業時間以外の活動となる場合があります。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
前期で取り組んだ研究テーマについて、引き続き研究を続けます。研究目的に沿った実験手法身につけ、関連する情報の収集を続けなが
ら、最終目標である卒業論文の作成に向け、データを集積します。得られた結果とその考察をゼミで紹介し、ディスカッションを通して
自分の研究内容をブラッシュアップします。

学修到達目標
研究目的を再度明確にし、あらゆる手法を駆使して目的の達成に取り組みます。最終的に得られた成果を整理・考察し、一つの論文にま
とめます。ゼミ仲間の研究に対して助言やアイデアを提案できるようになることも重要です。

授業の進め方
研究の進め方は、各自の自主性に任せます。前期に行った研究を継続して下さい。行き詰まった場合はゼミ生同士でアイデアを出し合い
、ディスカッションを通して解決法を模索します。定期的に研究の進捗具合を報告し、研究の進展方向を絞っていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実験(10) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

2経過報告（3）
ゼミ生全員参加のもと、3～4人の卒研生がパワーポイントでまとめた実
験の途中経過（得られた結果と考察）を報告します。参加者は質問やア
イデアの提案を通して、研究がうまく進むように貢献します。

パワーポイントによるプレゼンテ
ーションの作製と事後の修正
（6時間）

3経過報告（4）
ゼミ生全員参加のもと、3～4人の卒研生がパワーポイントでまとめた実
験の途中経過（得られた結果と考察）を報告します。参加者は質問やア
イデアの提案を通して、研究がうまく進むように貢献します。

パワーポイントによるプレゼンテ
ーションの作製と事後の修正
（6時間）

4実験（11） 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

5実験(12) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

6実験(13) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

7実験(14) 報告会での討論を参考にして各自自主的に実験を続け、得られた結果の
整理を行います。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

8成果報告(1) これまでの研究成果をまとめて、ゼミ生全員参加のもと報告会を行いま
す。卒業生の半分が報告者です。研究目的の到達度をチェックします。

パワーポイントで研究成果をまと
め、プレゼンテーション用の資料
を作成する。（6時間）

9成果報告(2) これまでの研究成果をまとめて、ゼミ生全員参加のもと報告会を行いま
す。卒業生の半分が報告者です。研究目的の到達度をチェックします。

パワーポイントで研究成果をまと
め、プレゼンテーション用の資料
を作成する。（6時間）

10卒業論文の作成(1) 得られた成果をもとに、卒業論文の作成を始めます。必要に応じて追加
の実験をしたり、参考文献を集めます。

実験が不足している部分は、追加
実験を行う（2時間）

11卒業論文の作成(2) 得られた成果をもとに、卒業論文の作成を続けます。必要に応じて追加
の実験をしたり、参考文献を集めます。

実験が不足している部分は、追加
実験を行う（2時間）

12卒業論文の作成(3) 得られた成果をもとに、卒業論文の作成を続けます。必要に応じて追加
の実験をしたり、参考文献を集めます。

実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

13卒論発表会の練習(1)
まとめた卒論の内容にそって、卒論発表会の練習を行います。全員口頭
で発表を行います。ゼミ参加者は不明瞭な点を質問し、より上手い発表
ができるように準備を手伝います。

結果のまとめと、事後の整理と修
正（6時間）

14卒論発表会の練習(2)
まとめた卒論の内容にそって、卒論発表会の練習を行います。全員口頭
で発表を行います。ゼミ参加者は不明瞭な点を質問し、より上手い発表
ができるように準備を手伝います。

結果のまとめと、事後の整理と修
正（4時間）

15卒業論文の最終版作成 卒業論文の発表練習での意見を参考に、卒業論文を仕上げます。 実験の準備、結果の整理と結果の
考察を行います（4時間）

テキスト
　特に指定しません。必要な文献を各自集めます。

成績評価の方法・基準
課題：100％
実験を準備し、実験を行ってデータを出せればC、データの整理を行い、プレゼ
ンテーションができればB、自分が出したデータの考察ができればA、さらに自
分のアイデアで研究を発展させる事ができればS。

参考書
  特に指定しません。必要な文献を各自集めます。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
皆さんが興味を持っている内容で研究テーマを設定します。楽しみながら研究
を進めましょう。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
栄養調査方法の開発ならびに栄養調査を中心とした人々の食生活のあり方に関する調査研究、様々なライフステージ・ライフスタイルの
人々を対象とした教育理論・行動科学理論に基づく効果的な栄養教育のあり方に関する研究、ヘルスプロモーションの考え方に基づく食
環境づくりや地域におけるネットワークづくりに関する研究など、栄養教育に関連した研究テーマを設定して、主体的に研究に取り組み
ます。原則として1人1テーマを設定して研究を進めます。

学修到達目標
気づき：研究の重要性とおもしろさがわかること。
能力：栄養学の専門家としての深い洞察力、応用力、科学的根拠に基づいた考え方ができる栄養教育実践者としての資質が高まること。
具体的到達目標：上記を踏まえた上で、各自が研究活動の成果として卒業論文をまとめます。
授業の進め方
各自が設定した研究テーマの確認、研究計画の見直しを行った後、個別に研究活動を進めます。この間、個別指導を受けながら研究を深
めていきます。また、ゼミナール内での発表やディスカッションを経て見直しを行い、最終的に、完成論文をまとめます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1論文の初稿を作成する1
各自で、卒業研究論文の各項目の組み立てについて検討します。また、
先行研究などを基にして作成した「緒言」について相互に読み合い、意
見交換を行います。

論文構成の大項目、小項目の設定
(1時間）、事後に「緒言」部分に
ついて書き直す(3時間）

2論文の初稿を作成する2 各自が執筆した初稿論文の「研究方法」の部分について相互に読み合い
、意見交換を行います。

論文の初稿として「研究方法」の
部分を執筆（2時間）、事後には
意見を踏まえて見直す（2時間）

3論文の初稿を作成する3 各自が執筆した初稿論文の「研究結果」の部分について、特に図表の示
し方を中心として相互に確認し合い、意見交換を行います。

「研究結果」の部分に組み入れる
図表のまとめ（3時間）、事後の
見直し（1時間）

4ミニ中間発表会の準備
論文の初稿についての検討結果を踏まえて、ゼミナール内で行う中間発
表会の準備を進めます。具体的には抄録の作成とプレゼンテーションフ
ァイルの検討を行います。

初稿に基づいた抄録の検討（3時
間）、事後にプレゼンテーション
ファイルの作成(2時間）

5ミニ中間発表会
卒業研究について、ゼミナール4年生のみによる中間発表会を開催し、
質疑応答やディスカッションを通して、プレゼンテーションのブラッシ
ュアップを図ります。

事前に抄録集を作成配布し、各自
の発表内容に関する質問やコメン
トを考える（3時間）

6ゼミナール内での中間発表会の準備

ミニ中間発表会でのコメントを踏まえて、またその後に整理できた研究
成果を加え、3年生も含めて実施する中間発表会の準備を進めます。具
体的には抄録とプレゼンテーションファイルの作成を行います。

プレゼンテーション内容について
見直して修正（2時間）、最終稿
について検討（3時間）

7ゼミナール内での中間発表会の準備

ミニ中間発表会でのコメントを踏まえて、またその後に整理できた研究
成果を加え、3年生も含めて実施する中間発表会の準備を進めます。具
体的には抄録とプレゼンテーションファイルの作成を行います。

プレゼンテーション内容について
見直して修正（2時間）、最終稿
について検討（3時間）

8ゼミナール内での中間発表会

3年生も含めて中間発表会を行い、質疑応答やディスカッションを行い
ます。そこでのコメントを基にして論文の最終稿を執筆する上での改善
点を把握します。

事前に抄録集を作成配布し、各自
の発表内容に関する質問やコメン
トを考える（3時間）

9論文の最終稿を作成する1 中間発表会で得た成果を活かし、最終的な研究成果に基づいて論文の最終稿を作成し、個別指導に基づいて修正を加えていきます。 最終稿の執筆を進める（4時間）

10卒業研究発表会の準備1 各自が執筆した最終稿を基にして卒業研究発表会の抄録を作成するとと
もに、発表のプレゼンテーションファイルを作成します。

論文の最終稿と抄録を完成させて
（5時間）提出

11卒業研究発表会の準備2 発表会に向けて、発表シミュレーションを行って、プレゼンテーション
のブラッシュアップを図り、さらに発表練習を行います。

プレゼンテーションファイルまた
はポスターを作成する（5時間）

12卒業研究発表会 各自で、口頭またはポスター発表を行い、聴講者とのディスカッション
を通して自分の研究成果について考えます。

発表時のコメントに基づいて論文
修正が必要な場合は、論文を修正
して再提出する（5時間）

13卒業研究活動のまとめ1 各自が取り組んできた卒業研究を振り返り、課題と成果について、ゼミ
ナールの3年生に伝えたいことをまとめます。

自分の卒業研究を振り返って、
3年生に伝えたいコメントをまと
めておく（3時間）

14卒業研究活動のまとめ2 各自がまとめたゼミナールの3年生に伝えたいコメントについて、3年生
に対してプレゼンテーションを行います。

事前に、プレゼンテーション内容
をまとめておく（3時間）

15
まとめ　3年生の卒業研究
テーマ等に対するアドバイ
ス

3年生各自がまとめた研究概要に関するプレゼンテーションを聴講し、
研究活動に関するアドバイスを行います。

3年生の研究概要に目を通し、ア
ドバイスを考えておく（3時間）

テキスト
テキストは用いません。

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:高いモチベーションをもって卒業研究に取り組み、新規性や有用性が認めら
れる知見について緻密な卒業研究論文をまとめている。A:積極的に卒業研究に
取り組み、新規性または有用性が認められる知見を卒業研究論文としてまとめ
ている。B: 積極的に卒業研究に取り組み、独自性のある知見を卒業研究論文と
してまとめている。C:卒業研究に取り組み、その成果を卒業研究論文としてま
とめている。

参考書
研究テーマにより、適宜参考文献や関連の論文等を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
3年次の健康栄養演習で栄養教育分野を選択していることを前提とします。時間
割上の設定枠以外でも研究活動や研究のまとめを進めることが必須となります
。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
「ホルモンと栄養素」ならびに「発癌」による遺伝子の転写調節機構の解析に関する分子生物学的研究を行います。前者に関しては、血
糖調節ホルモンであるインスリンや栄養素である炭水化物・脂質による遺伝子の転写調節機構に関して、SHARP-1 や SHARP-2 という転写
因子に注目して研究を行います。後者に関しては、ZHXファミリー転写抑制因子に注目して、主に発癌抑制・細胞増殖抑制機構の解明を目
指します。これらの転写因子の発現や活性を調節する食品成分も探索していきたいと考えています。

学修到達目標
研究を通して、生命現象を科学的に分析・判断・理解する視点を養ってもらいます。また、研究成果を卒業論文としてまとめたり、口頭
発表することにより、研究内容を文章でも口頭でも正確に他人にわかりやすく説明できる能力の開発を目指します。

授業の進め方
実験を中心として研究を行います。学生には、それぞれ自分の好奇心を刺激するテーマを選んでもらい、教員と相談しながら責任を持っ
て研究を進めてもらいます。必要に応じて関連文献を発表してもらい、ゼミ単位で最新の科学情報を共有できるようにします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実験データの収集(10) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

2実験データの収集(11) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

3実験データの収集(12) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

4実験データの収集(13) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

5実験データの収集(14) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

6実験データの収集(15) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

7実験データの収集(16) 実験を行い、データを収集します。 各自のテーマに応じて実験を行い
、データを収集する。(4時間)

8実験データのまとめ(1) 実験データをまとめて統計解析を行い、図表やグラフを作成します。
データを統計処理しておく。エク
セル等から図を作成する。(4時間
)

9実験データのまとめ(2) 実験データをまとめて統計解析を行い、図表やグラフを作成します。
データを統計処理しておく。エク
セル等から図を作成する。(4時間
)

10論文の書き方 論文の構成を解説します。それぞれの項目では、何をどのように書くべ
きかを学びます。

各自の実験データをまとめておく
。事後に論文を書き始める。(4時
間)

11論文を作成する(1) 論文の初稿を個別指導します。 論文の初稿を作成する。(4時間)

12論文を作成する(2) 論文の第2稿を個別指導します。 論文の第2稿を作成する。(4時間)

13論文を作成する(3) 論文の最終稿を個別指導します。 論文の最終稿を作成する。(4時間
)

14ゼミ発表会 ゼミ内で発表会を行い、最終チェックを行います。 発表用資料を完成させてくる。資
料等を再修正する。(4時間)

15卒業研究のまとめ 卒業論文の印刷など総まとめを行います。 印刷原稿を完成させておく。(4時
間)

テキスト
各自のテーマに応じて、個別に提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：70％
実験を行い、卒業論文を提出すればC。実験を多く行えばB、実験をより多く行
えばA、実験を最も多く行えばS。

参考書
各自のテーマに応じて、個別に提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
通常の時間割以外での研究活動も普通のことだと思ってください。大学生活の
総仕上げだと思って取り組んでください。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-10

担当者 髙木　勝広 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究Ⅰ・Ⅱを通じて、研究を行い続ける忍耐力、客観的な事実に基づいた理解と考察のできる力を養ってほしいと考えています。実
験結果を図にしたり、最終的に論文にすることは重要な作業です。そして研究成果を発表し、他者に理解・納得してもらうことも大切で
す。この3年次から始まった一連の演習で身についた総合力は、将来管理栄養士として働く上で大変に重要な力になると考えています。
3年次の健康栄養演習で学んだ科学的知識と基礎的な実験技術習得を受け、卒業研究Ⅱを開始します。

学修到達目標
ゼミナールや発表会等を通して、学生自身の見解や主張を他の学生達に理解できるように発表したり、議論することにより、学生自身の
研究分野に関連する深い理解力と洞察力を磨きます。

授業の進め方
学生各自に卒業研究のテーマを与えます。定期的にゼミナールを開催し、各自の研究の進み具合および今後の展望などを活発に議論しま
す。卒業研究Ⅰから引き続き研究を行い、卒業論文発表会を開催します。最後に卒業論文を提出してもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1卒業研究活動⑦ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

2卒業研究活動⑧ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

3卒業研究活動⑨ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

4卒業研究活動⑩ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

5卒業研究活動⑪ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

6卒業研究活動⑫ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

7卒業研究活動⑬ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

8卒業研究活動⑭ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

9卒業研究活動⑮ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

10卒業研究活動⑯ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

11卒業研究活動⑰ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

12卒業研究活動⑱ 卒業研究テーマに従って個人個人が実験を行います。教員は必要に応じ
て学生とディスカッションし、問題点や課題などを適切に指導します。

事前に実験計画を立てて臨む。事
後は結果を記録に残し適切に指導
を受ける。(4時間)

13卒業研究発表会予行練習 卒業研究発表会の予行練習を行います。専門的な表現に偏っていないか
、聴衆に解りやすくかつ論理的になっているか等を確認します。

事前に発表スライド・原稿を作成
します。事後には、指摘された部
分の訂正を行います。(4時間)

14卒業研究発表会 卒業研究で取り組んできた研究成果を発表する場です。実験結果から考
察できることを、聴衆に解りやすくかつ論理的に説明します。

事前に発表練習を行い、本番に臨
んでください。会場で得た指摘を
記録に残してください。(4時間)

15卒業研究のまとめ 卒業研究の総まとめを行います。 各自で卒業研究の総括をして臨ん
でください。(4時間)

テキスト
「教員より指示します。」

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　レポート：80％
受講態度と卒業論文により評価します。受講態度とは、研究テーマに対する実
験の取り組み状況等を指します。
S:要求された程度を越えて優秀である。A:優秀である。B:要求を満たす内容で
ある。C:単位修得を認める合格最低ラインである。

参考書
「教員より指示します。」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
研究活動がメインです。研究の進行状況や実験の内容によっては、多くの時間
を要することも十分に考えられます。通常の時間割以外の時間も研究活動とし
て考えてほしい。論文等を事前に読んで実験に臨んでください。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本演習は3年次の「健康栄養演習」を始点とする活動を押し進め、卒業論文にまとめます。各自の研究テーマについて、調査・研究活動を
行います。その方向性は、(1)食の機能性や安全性、有効性に関する文献上の検討（メタアナリシス）、(2)長野県、本学学生の生活習慣
、食事状況調査（3）他県における生活習慣、食事状況調査などについて、学外機関や団体、行政機関および学内教員との連携を求めて、
実験的・文献的検討・考察を進めていきます。

学修到達目標
これまでの学習知識や体験等を生かして研究を進め、その成果を卒業論文として取りまとめていくことが最大の目標となります。また同
時に、研究を進めていく上で必要となる論理的思考力や情報リテラシーなどの能力、文章表現力やプレゼンテーション能力といった論文
作成や成果発表に必要な能力の獲得や向上、人格形成も広い意味での学修目標となります。
授業の進め方
個々の研究テーマに応じてそれぞれ個別に指導することが多くなりますが、各自の研究を受講生全体で相互に議論する機会も設定し、問
題の抽出・解決アプローチの共有化を図り、多角的な視点から研究を深めたり、視野を広げて論文完成を目指していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（1）

どのようなテーマを、どのように進めていくか、社会情勢やこれまでに
得た体験、知識、集めた資料に基づいた知識などを生かして議論を行う
ことで、研究テーマを決めていきます。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

2
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（2）

各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
します。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

3
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（3）

各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
します。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

4
研究テーマごとの資料・デ
ータの収集・分析など
（4）

各自の研究テーマに基づいて、概要や先行研究について情報収集を行い
、研究計画を発表します。また、相互に研究計画や概要について、検討
します。調査表の配付方法・倫理審査なども議論します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

5論文の書き方、執筆スケジュールの確認（1）
得られた知識についてのまとめ方の指導、卒業論文の執筆方法や図、表
、参考文献の取り扱い方について指導します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

6論文の書き方、執筆スケジュールの確認（2）
得られた知識についてのまとめ方の指導、卒業論文の執筆方法や図、表
、参考文献の取り扱い方について指導します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

7論文の書き方、執筆スケジュールの確認（3）
得られた知識についてのまとめ方の指導、卒業論文の執筆方法や図、表
、参考文献の取り扱い方について指導します。

興味を持った点や不明な点などを
自分で調べる。（4時間）

8中間発表会 各自の中間発表を行い、スケジュールの確認やブラッシュアップを行い
ます。

ゼミ生の発表を聞いて興味を持っ
た点や不明な点などを自分で調べ
る。（4時間）

9卒業論文の下書き原稿を作成する（1）
論文の最終稿を個別に指導します。発表会のプレゼン資料の作成を開始
します。

卒業論文の下書き原稿を作成して
くる。（4時間）

10卒業論文の下書き原稿を作成する（2）
論文の最終稿を個別に指導します。発表会のプレゼン資料の作成を開始
します。

卒業論文の下書き原稿を作成して
くる。（4時間）

11卒業論文発表会のプレゼンテーションの練習（1）
各自の発表形式に基づいたプレゼンテーション資料の作成と発表練習を
行い、ブラッシュアップします。

卒業論文発表資料を作成してくる
。（4時間）

12卒業論文発表会のプレゼンテーションの練習（2）
各自の発表形式に基づいたプレゼンテーション資料の作成と発表練習を
行い、ブラッシュアップします。

卒業論文発表資料を作成してくる
。（4時間）

13卒業論文発表会のプレゼンテーションの練習（3）
各自の発表形式に基づいたプレゼンテーション資料の作成と発表練習を
行い、ブラッシュアップします。

卒業論文発表資料を作成してくる
。（4時間）

14卒業論文発表会のプレゼンテーションの練習（4）
各自の発表形式に基づいたプレゼンテーション資料の作成と発表練習を
行い、ブラッシュアップします。

卒業論文発表資料を作成してくる
。（4時間）

15卒業研究のまとめ 卒業論文の印刷・お礼状の作成など、卒業研究の総まとめを行います。
印刷及び製本を行ってくる。お礼
状なども作成してくる。（4時間
）

テキスト
「みんなの医療統計ー12日間で基礎理論とEZRを完全マスター」新谷歩著（講
談社）　ISBN:978-4-06-156314-8 (生協で購入してください。)
その都度指示します。

成績評価の方法・基準
課題：50％　受講態度：50％
望ましい受講態度：研究者の第一歩となる活動です。研究の意義をよく理解し
ゼミ生と協力しながら進めます。常識ある社会人としてもつべき協調性や真摯
な態度も身につけます。
評価：S：研究内容を高度に理解しゼミ生と切磋琢磨しながら研究を実施できる
。A：研究内容を理解し、積極的に研究を遂行できる。B：研究のおおよそを理
解し研究を遂行できる。C：研究内容を理解し遂行できる。

参考書
「みんなの医療統計基礎編」新谷歩著（講談社）　ISBN：978-4-06-1563314-
8

履修上の注意（学生へのメッセージ）
卒業研究を進めていくためには、課題解決に向けた前向きな姿勢と努力が必要
です。他の人たちとの共同作業も必要になってきますので、社会人としても人
格の形成に役立ちます。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
医療社会学の視点から、慢性疾患患者に対する「食事療法」を考察します。いくつかの慢性疾患の治療・管理においては、患者本人や家
族による食事療法が重視されています。日常生活に直結する食事療法の継続は非常に困難であると指摘されており、患者や家族を支える
さまざまなサポートが試みられています。食事療法の継続がなぜそれほど困難なのか、障害となっているものは何か、そして食事療法が
日常生活に与える影響とは何かを考えます。

学修到達目標
現代社会における食に関する課題を発見し、解決するための論理的思考能力と、学習内容を他者に伝えるプレゼンテーション能力を身に
つけること。

授業の進め方
二次資料による研究も可能です。プレゼンテーション、ディスカッションを繰り返し行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1夏季課題発表　1 夏季休業中の課題について、学生はプレゼンテーションをします。 プレゼンテーションの準備をする
（4時間）。

2夏季課題発表　2 夏季休業中の課題について、学生はプレゼンテーションをします。 プレゼンテーションの準備をする
（4時間）。

3卒論構想発表　1 学生は卒業論文構想を報告し、討論します。 構想のまとめをする（4時間）。

4卒論構想発表　2　 学生は卒業論文構想を報告し、討論します。 構想のまとめをする（4時間）。

5論文中間報告　1 論文個別指導をします。 論文執筆を進める（4時間）。

6論文中間報告　2 論文個別指導をします。 論文執筆を進める（4時間）。

7論文中間報告　3 論文個別指導をします。 論文執筆を進める（4時間）。

8論文中間報告　4 論文個別指導をします。 論文執筆を進める（4時間）。

9論文中間報告　5 論文個別指導をします。 論文執筆を進める（4時間）。

10論文の最終稿を作成する　1 論文最終稿の個別指導をします。 論文の最終稿を作成する（4時間
）。

11論文の最終稿を作成する　2 論文最終稿の個別指導をします。 論文の最終稿を作成する（4時間
）。

12論文の最終稿を作成する　3 論文最終稿の個別指導をします。 論文の最終稿を作成する（4時間
）。

13卒論発表会の準備　1 卒論発表会の資料、PPTを作成します。 発表会の準備をする（4時間）。

14卒論発表会の準備　2 卒論発表会の資料、PPTを作成します。 発表会の準備をする（4時間）。

15卒論発表会を終えて 卒論発表会の振り返りをします。 反省等のまとめをする（4時間
）。

テキスト
学生が選択する卒業論文のテーマによって、使用テキストは異なります。必
要に応じて指定します。

成績評価の方法・基準
課題：100％
卒業論文により評価します。
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組むことができる。A:授業内容を理解し、積極的な探究姿勢を
もって課題に取り組むことができる。B:授業内容のおおよそを理解し、与えら
れた課題に誠実に取り組むことができる。C:授業内容の60%程度を理解し、与え
られた課題に誠実に取り組むことができる。

参考書
「医療の社会学」進藤雄三著世界思想社編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
医療社会学の基本的な概念をすでに学んでいる学生が望ましいです。
卒業研究の準備は学生自身が積極的に進めてください。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-04

担当者 平田　治美 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
ヘルスプロモーションの考え方に基づく健康寿命延伸を目標とした食環境づくりにかかわる食環境全般と栄養に関する研究テーマを設定
し、主体的に研究に取り組みます。調査などでグループとなった場合でも、各自がテーマを設定し明確な役割をもって協働して研究を進
めます。

学修到達目標
（1）主体的に研究活動を計画に沿って実施できる。（2）調査や実験の場合、データの集計と分析ができる。（3）栄養学を専門とする科
学的根拠に基づいた探求的資質を高められる。以上を踏まえ各自が研究活動の成果として卒業論文にまとめる。

授業の進め方
各自（グループ）が設定した研究テーマに基づき研究活動を進めます。この間、個別指導（データ集計・分析、評価および考察等）を受
けながら研究を深め、ゼミ内での発表とディスカッションを経て、卒業論文を完成させます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1初稿論文作成（1）
卒業論文作成と研究発表会までのスケジュール確認します。各自（グル
ープ）の研究のベースとなった先行研究論文を基に論文作成を進めます
。

論文構成に基づいてまとめます。
（4時間）

2初稿論文作成（2） 各自（グループ）の研究のベースとなった先行研究論文を基に論文作成
を進めます。

論文構成に基づいてまとめます。
指導を受け、修正しつつ確実に進
めます。（4時間）

3初稿論文作成（3） 大幅な修正が必要としない程度までの完成形を目指します。その段階で
提出してもらいます。

論文構成に基づいてまとめます。
指導を受け、修正しつつ確実に進
めます。（4時間）

4初稿論文の検討（1） ゼミ内でそれぞれの論文を読み合わせした後ディスカッションをします
。その内容を検討したうえで修正など行います。

最終稿に向けて、論文の内容を高
めていきます。（4時間）

5初稿論文の検討（2） ゼミ内でそれぞれの論文を読み合わせした後ディスカッションをします
。その内容を検討したうえで修正など行います。

最終稿に向けて、論文の内容を高
めていきます。（4時間）

6ゼミ内発表準備（1） 卒業研究発表会に向けたゼミ内発表を行います。プレゼンテーションの
構成を考え、理論展開することで簡潔にまとめていきます。

プレゼンテーションをパワーポイ
ントで作成します。（4時間）

7ゼミ内発表準備（2） 卒業研究発表会に向け、ゼミ内発表会を行います。プレゼンテーション
の構成を考え、理論展開することで簡潔にまとめていきます。

プレゼンテーションをパワーポイ
ントで作成します。（4時間）

8ゼミ内発表
卒業論文発表会に向けて、ゼミ内の質疑応答を得てシュミレーションを
行います。また論文の最終稿完成へのための修正点を把握し、改善を図
ります。

発表に用いる各スライドの構成、
見易さなどを修正します。（4時
間）

9論文最終稿作成（1） ゼミ内発表で得た成果を活かし、指導に基づき修正を加え、論文の最終
稿を作成します。 最終稿執筆を進める。（4時間）

10論文最終稿作成（2） ゼミ内発表で得た成果を活かし、指導に基づき修正を加え、論文の最終
稿を作成します。 最終稿執筆を進める。（4時間）

11論文最終稿作成（3） ゼミ内発表で得た成果を活かし、指導に基づき修正を加え、論文の最終
稿を完成させます。

論文の最終稿と発表抄録を完成さ
せ提出する。（5時間）

12卒業論文発表会準備（1） 発表会に向けてプレゼンテーション内容の修正と改善を図りつつ、リハーサルを重ねます。

各自で研究成果や現時点での課題
をまとめる。（2時間）事後には
課題解決の検討。（2時間）

13卒業論文発表会準備（2） 発表会に向けてプレゼンテーション内容の修正と改善を図りつつ、リハーサルを重ねます。

各自で研究成果や現時点での課題
をまとめる。（2時間）事後には
課題解決の検討。（2時間）

14卒業論文発表会 各自（グループ）で口頭もしくはポスター示説発表を行う。聴講者との
質問等を通して研究成果の評価と考察を行います。

発表時のコメントに基づき論文修
正が必要であれば修正して提出す
る。（4時間）

15卒業研究活動のまとめ 収集した文献資料やデータの整理を行い3年生の引継ぎとアドバイス、
卒業研究の総括を行います。

3年生への資料引継ぎ作業、3年生
研究概要に目を通しアドバイスで
きるよう用意する。（3時間）

テキスト
　テキストは用いません。

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:卒業研究に関する高いモチベーションを有し、新規性や有用性が認められる
知見を見出すための緻密な計画作成と研究活動が推進され、成果を論文にまと
めた。A:卒業研究を積極的にとらえ、新規性または有用性が認められる知見を
得るための計画作成と研究活動が推進され、論文にまとめた。B: 卒業研究につ
いて独自性のある知見を得るための計画作成と研究活動に取り組み論文にまと
めた。C:卒業研究の計画を作成し、研究活動に取り組み論文にまとめた。

参考書
研究テーマにより、適宜参考文献や関連の論文等を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
時間割上の設定枠以外でも研究活動を進めることが必要となります。定期的に
進捗状況を報告しつつ、ゼミ内での検討を重ね、まとめていきます。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-07

担当者 石原　三妃 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究Ⅰで取り組んだ内容をさらに深く調査・研究し、その結果に基づいて、さらなる専門分野に関連する科学者や栄養学の専門家と
しての深い洞察力と応用力の向上をめざします。また、プレゼンテーションの技術を高めることもねらいとします。最終的に卒業論文と
して提出します。

学修到達目標
食についての問題意識を持ち、解決に向け、1つのテーマについて深く研究する力を養うこと。さらに専門知識を深め、基本的な研究の手
法、発表法を習得すること。

授業の進め方
1～3名で班を作り、研究テーマを決めて自主的に研究活動を行います。卒業研究Ⅰの学びを継続する形で計画→実験・調査→データ解析
→まとめの順で進めます。文献講読、卒論発表も行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1論文初稿の発表(1) 論文の初稿を相互に読み合い討議します。また、併せて個別指導を行い
ます。

論文の初稿を完成してくる。討議
・指導された内容にについて、加
筆修正を行う。（4時間）

2論文初稿の発表(2) 論文の初稿を相互に読み合い討議します。また、併せて個別指導を行い
ます。

論文の初稿を修正する。討議・指
導された内容にについて、さらに
加筆修正を行う。（4時間）

3中間発表プレゼンテーション資料作成
中間発表会に向けてプレゼンテーション資料を作成します。全体的な指
導と個別指導をします。

初稿に基づきプレゼンの構想を練
ってくる。指導内容を受けプレゼ
ン資料を作成する。（4時間）

4中間発表会 中間発表を行い、ゼミナールの3年生も含めた形で、発表内容について
検討します。

プレゼン資料を完成する。
（4時間）

5論文の第2稿を作成する(1)論文の第2稿を個別指導します。 論文の第2稿を作成する。（4時間
）

6論文の第2稿を作成する(2)論文の第2稿を個別指導します。 論文の第2稿を作成する。（4時間
）

7論文の第2稿を作成する(3)論文の第2稿を個別指導します。 論文の第2稿を作成する。（4時間
）

8論文第2稿の発表・検討 論文第2稿の発表・検討論文の第2稿を発表し、相互に検討します。
論文の第2稿を完成させ、発表準
備をしてくる。検討結果に基づき
修正する。（4時間）

9論文の最終稿を作成する(1) 論文の最終稿を個別指導します。 論文の最終稿を作成する。
（4時間）

10論文の最終稿を作成する(2) 論文の最終稿を個別指導します。 論文の最終稿を作成する。
（4時間）

11論文の最終稿を完成し、提出準備を完了する(3)
論文の最終稿を最終指導をします。また、提出用の卒業論文を相互点検
します。

論文の最終稿を完成してくる。最
終点検に応じた修正をする。
（4時間）

12卒論発表会のプレゼンテーション資料作成 発表会に向けて、プレゼンテーション資料を作成します。 プレゼン資料を作成する。
（4時間）

13卒論発表会リハーサル 3･4年生合同の発表会を行い、最終チェックならびに検討をします。
発表用プレゼン資料を完成し
てくる。検討内容を修正する。
（4時間）

14卒業論文発表会のプレゼンテーション資料作成 最終的なプレゼンテーション資料を検討します。
卒論発表会用プレゼンテーション
資料を完成してくる。検討内容を
修正する。（4時間）

15卒業研究のまとめ 卒業研究のまとめ卒業論文の印刷、資料整理など、卒業研究の総まとめ
を行います。

印刷原稿を完成させてくる。デー
タ整理を行ってくる。（4時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　課題：60％
望ましい受講態度とは・・・自ら問題意識をもち、ゼミのメンバーと協力して
積極的に調査実験、その他ゼミ活動に参加すること。
評価基準・・・S:ゼミ活動や課題に極めて積極的に取り組み、自ら研究課題を
解決できる。A:ゼミ活動や課題に積極的に取り組み、研究課題を解決できる。
B:ゼミ活動や課題に取り組み、指導教官のアドバイスに基づき研究課題を解決
できる。C:ゼミ活動を行い、指導教官のアドバイスの基で研究課題を解決でき
る。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
通常の時間割以外での研究活動が多いので意欲を持って取り組んでください。
担当教員と相談して研究・発表を進めてください。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-11

担当者 藤岡　由美子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
糖尿病や炎症性腸疾患の食事会の企画運営や患者との交流を通して病態や治療についての理解を深め、患者会の役割について学びます。
災害時要配慮者のオーダーメイドチェックリストを作成し備蓄状況を調査します。新しい栄養管理ソフトの有効性を調査します。

学修到達目標
栄養の現象を的確に捉え問題点を把握して課題解決に向けた目標を設定し、計画を立て実施し結果を解析して評価を行い、それらを報告
書や論文に取りまとめます。発表会や討議を通じて考え方や知識の幅を広げます。

授業の進め方
栄養の現象を的確に捉え問題点を把握して課題解決に向けた目標を設定し、計画を立て実施し結果を解析して評価を行い、それらを報告
書や論文に取りまとめます。発表会や討議を通じて考え方や知識の幅を広げます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1実践活動（糖尿病）1 糖尿病教室の栄養教育媒体を作成します。 媒体作成（4時間）

2実践活動（糖尿病）2 糖尿病教室の会場準備を行います。 会場準備（4時間）

3実践活動（糖尿病）3 糖尿病教室を開催します。 調理・栄養教育（4時間）

4実践活動（炎症性腸疾患）1 炎症性腸疾患食のメニューを考えます。 献立作成（4時間）

5実践活動（炎症性腸疾患）2 炎症性腸疾患食のメニューを修正します。 献立修正・試作（4時間）

6実践活動（炎症性腸疾患）3 炎症性腸疾患食のメニューの試作会を行います。 試作調理（4時間）

7実践活動（炎症性腸疾患）4 炎症性腸疾患食事会の運営計画を立案します。 計画立案（4時間）

8実践活動（炎症性腸疾患）5 炎症性腸疾患食事会の栄養教育媒体を作成します。 資料作成（4時間）

9実践活動（炎症性腸疾患）6 炎症性腸疾患食事会の会場準備を行います。 会場準備（4時間）

10実践活動（炎症性腸疾患）7 炎症性腸疾患食事会を開催します。 栄養教育・調理（4時間）

11卒業研究報告会1 パワーポイント・ポスターを作成します。 資料作成（4時間）

12卒業研究報告会2 パワーポイント・ポスターを修正します。 資料修正（4時間）

13卒業研究報告会3 発表の練習をします。 発表練習（4時間）

14卒業研究報告会4 質疑応答の練習をします。 討論（4時間）

15卒業研究報告会5 口頭・ポスター発表を行います。 発表練習（4時間）

テキスト
「臨床栄養」（医歯薬出版）(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
レポート：100％
S:計画通りに研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。　　　　
A:指導により研究を遂行し考え方や知識の幅を広げられる。　　　　
B:計画通りに問題意識を持ち課題解決が行える。
C:指導により問題意識を持ち課題解決が行える。

参考書
「Nutrition Care」（メディカ出版）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食事会の実践活動はグループ単位で、研究は個人で進めます。前期で論文を完
成するという画期的な取組に挑戦します。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究Iで得られた研究成果を、栄養改善学会および梓森祭のゼミナール展示、卒業研究発表会においてプレゼンテーションし、さらに
卒業論文にまとめます。

学修到達目標
学会、ゼミナール展示あるいは卒業研究発表会において、適切なポスター、展示資料あるいは発表資料を作成し、質問者からの質疑応答
に適切に解答できるような知識を身につける事、さらに得られた研究成果を卒業論文としてまとめ、期日までに提出する事を到達目標と
します。
授業の進め方
栄養改善学会、ゼミナール展示のポスターを作成し発表します。その質疑応答も踏まえて、必要であれば追加実験を行い、最終的に卒業
論文にまとめます。最後の総まとめとして、卒業研究発表会で口頭あるいはポスター発表を行ってもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・論文の書き方 ポスター作製および論文執筆についてのガイダンスを行います。 卒業研究Iの成果をまとめ、関連
論文を読んでおく事（4時間）

2資料作成・論文添削① 学会や梓森祭の展示資料を作成する事を通して3年生へ研究を引き継ぎ
ます。論文の添削を行います。

論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

3資料作成・論文添削② 学会や梓森祭の展示資料を作成する事を通して3年生へ研究を引き継ぎ
ます。論文の添削を行います。

論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

4資料作成・論文添削③ 学会や梓森祭の展示資料を作成する事を通して3年生へ研究を引き継ぎ
ます。論文の添削を行います。

論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

5資料作成・論文添削④ 学会や梓森祭の展示資料を作成する事を通して3年生へ研究を引き継ぎ
ます。論文の添削を行います。

論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

6論文添削⑤ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

7論文添削⑥ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

8論文添削⑦ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

9論文添削⑧ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

10論文添削⑨ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

11論文添削⑩ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

12論文添削⑪ 執筆中の論文の添削を行います。 論文を指示に沿って書く事、関連
する論文を読む事（4時間）

13論文添削⑫・卒業研究発表会準備①
卒業論文を仕上げる。卒業研究発表会で用いるポスター、あるいはパワ
ーポイント、および発表原稿を添削します。

ポスター、パワーポイント、発表
原稿を作成しておく事（4時間）

14卒業研究発表会準備② 卒業論文を仕上げる。卒業研究発表会で用いるポスター、あるいはパワ
ーポイント、および発表原稿を添削します。

ポスター、パワーポイント、発表
原稿を作成しておく事（4時間）

15卒業研究発表会 口頭、あるいはポスターにて研究成果を発表します。
発表資料、原稿を完全なものにし
、発表の練習を行う事（4時間）

テキスト
選択する研究テーマにより変わるため、講義開始時に指示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：30％　実技：20％
受講態度は平素の実験や研究活動、抄読会への参加状況で判断する。
課題は卒業論文の内容とし、実技は卒業研究発表会の発表内容とする。
いずれも大学生として質の高いものはA、そのうち特に高いものをS、大学生相
当であるものがB、大学生としてやや難があるものをC、大学生として評価でき
ないものをDとする。

参考書
必要に応じて指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
卒業研究I同様、毎週1コマ15回来れば良いというものではありません。自主的
に進めて下さい。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
本研究室は、長野県の伝統的食材・料理の保存および食品学的アプローチと長野県産地場産品の新規有効利用法の開発を柱とした研究活
動を行います。1年間の研究活動を通して、物の考え方、問題提起、解決法のプロセスなど、問題を解決する力を養うことをねらいとしま
す。また、長野県産地場産品にスポットをあて、研究課題を探索し実行します。各自、もしくは数名のグループごとに研究テーマを設け
、最終的には卒業論文として提出してもらいます。企業とのコラボによる開発業務も多く、全員で取り組んでいきます。

学修到達目標
長野県の食のスペシャリストを目指し、また本研究室の活動の中核となる6次産業推進をはかるため、1次、2次、および3次産業への積極
的な介入を行います。すなわち、農業、加工業、流通、サービスの場をそれぞれ経験してもらいます。また、企業や農家、行政の方々と
直接かかわる中で、食に関する問題解決型の開発業務を行います。このプロセスを卒業論文にまとめることを目標とします。
授業の進め方
各自テーマを持って、1食品の加工を完全に習得する作業を行います。また、企業や行政から依頼のある業務については、グループを組み
課題として取り組みます。また、アウトキャンパスを積極的に行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 後期進めるべき研究内容、日程等の確認を行います。 研究ノートを付ける。（2時間）

2研究テーマの遂行(1) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

3研究テーマの遂行(2) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

4研究テーマの遂行(3) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

5研究テーマの遂行(4) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

6研究テーマの遂行(5) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

7研究テーマの遂行(6) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

8研究テーマの遂行(7) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

9研究テーマの遂行(8) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

10卒業論文発表会の準備(1)卒業論文発表会の準備について打ち合わせをします。
研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

11卒業論文発表会の準備(2)卒業論文発表会の準備をします。
研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

12研究テーマの遂行(1) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

13研究テーマの遂行(2) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

14研究テーマの遂行(3) 各自、研究テーマに従って活動します。
月一回の報告会を実施します。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

15研究テーマの遂行(4) 各自、研究テーマに従って活動します。卒論のまとめ、データ等のまと
め、後輩への引き継ぎを行います。

研究ノートをつけます。疑問点に
ついては自分で資料収集等を行い
解決につなげます。（4時間）

テキスト
必要に応じて資料を提供します。

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
受講態度、すなわち卒業研究の進捗を100％として評価します。
A：計画した卒論内容について研究が完結し、質の高い卒論を作成する。
B：卒論の内容について研究に一定の結論を導き、卒論を完成する。
C：卒論の目的を達成できなかったが、卒論としてまとめる。
D：研究、卒論ともに期日までに完成しない。
なお、成績の最優秀者1名をSとします。

参考書
必要に応じて資料を提供します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
管理栄養士国家試験に向けた学習と並行して研究活動を進めます。限られた時
間を有効に使えるよう、1年生からしっかり学習を積み重ねてきてください。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-09

担当者 成瀬　祐子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
卒業研究では、各自のテーマに沿った研究計画を立て、実施・検証し、卒業論文にまとめていきます。卒業研究Ⅱでは、研究計画を実施
し、その内容を検証し、論文にまとめていきます。その過程において、論理的にまとめる力やプレゼンテーション能力の向上を目指しま
す。

学修到達目標
卒業研究では、各自のテーマに沿った研究計画を立てて実施し、最終的に卒業論文にまとめることが目標となります。その過程で、卒業
研究Ⅱでは、研究を推進する力、論理的にまとめる力、プレゼンテーション能力を向上させることも目標です。

授業の進め方
各自に研究テーマを設け、テーマに応じて進めていきます。定期的に報告会を開き、進捗状況の報告と討論を行うことで、各自の研究テ
ーマへの理解を深めながら研究を進め、卒業論文を作成していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1中間発表 各自の研究内容をゼミ内で発表、討論することで、今後の研究の進め方
を検討します。

研究内容をまとめ発表できるよう
に準備する。（4時間）

2資料・データ収集、分析（1） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

3資料・データ収集、分析（2） 各自のテーマにあわせて、資料・データの収集および分析を行います。
資料・データ収集の準備、収集し
た資料・データの整理を行う。
（4時間）

4論文作成（1） 収集した資料・データ等を用いて論文を作成していきます。 論文を作成していく。（4時間）

5論文作成（2） 収集した資料・データ等を用いて論文を作成していきます。 論文を作成していく。（4時間）

6論文作成（3） 収集した資料・データ等を用いて論文を作成していきます。 論文を作成していく。（4時間）

7論文作成（4） 収集した資料・データ等を用いて論文を作成していきます。 論文を作成していく。（4時間）

8論文作成（5） 収集した資料・データ等を用いて論文を作成していきます。 論文を作成していく。（4時間）

9論文作成（6） 収集した資料・データ等を用いて論文を作成していきます。 論文を作成していく。（4時間）

10卒業論文発表準備（1） 卒業論文発表に向けてプレゼンテーションの準備をしていきます。
パワーポイントやポスターなど、
プレゼンテーションの媒体を作成
する。（4時間）

11卒業論文発表（2） 卒業論文発表に向けてプレゼンテーションの準備をしていきます。
パワーポイントやポスターなど、
プレゼンテーションの媒体を作成
する。（4時間）

12卒業論文発表（3） 卒業論文発表に向けてプレゼンテーションの準備をしていきます。
パワーポイントやポスターなど、
プレゼンテーションの媒体を作成
する。（4時間）

13ゼミ内発表会 3，4年生合同で、ゼミ内の卒業論文発表を行い、発表準備や卒業研究の
仕上げを行っていきます。

ゼミ内発表会の準備をする。
（4時間）

14卒業研究のまとめ 卒業研究発表会の準備を行い、また、これまでに収集した資料・データ
や文献の整理を行います。

卒業研究発表会の準備をする。
（4時間）

15卒業研究のまとめ 卒業研究発表会の準備を行い、また、これまでに収集した資料・データ
や文献の整理を行います。

卒業研究発表会の準備をする。
（4時間）

テキスト
必要に応じて提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　課題：80％
S:常に積極的に卒業研究に取り組み、研究を計画的に進められた。その内容を
しっかりと論文の形にまとめ、わかりやすくプレゼンもできた。A:常に積極的
に卒業研究に取り組み、研究を計画的に進められた。その内容を論文の形にま
とめ、わかりやすくプレゼンもできた。B:積極的に卒業研究に取り組み、その
内容を論文の形にまとめ、わかりやすくプレゼンもできた。C:前向きに卒業研
究に取り組み、研究の内容をなんとか論文の形にまとめ、プレゼンできた。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食に広い関心を持ち、積極的に取り組んでください。
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科目名 卒業研究Ⅱ 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL46044研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ △ △ △ △ △

授業概要
健康寿命延伸に関わる体力と栄養に関する調査研究、競技者や競技特性に関する生理学的な基礎研究並びに栄養サポート、環境整備等の
介入研究など運動栄養学分野に関連した研究、論文作成に取り組みます。原則1人1テーマを設定します。

学修到達目標
管理栄養士として課題に対して科学的根拠に基づいた情報収集や分析、発信ができるようになることです。各自の研究テーマに応じて研
究活動を行い、研究のプロセスを理解し、研究活動の成果として卒業論文を仕上げます。

授業の進め方
各自が設定した研究計画の見直しを行い、個別に指導を受けながら研究活動を行います。ゼミ内での発表、ディスカッションを経て、卒
業論文を完成させます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1論文初稿の作成1 卒業研究論文の検討をします。各自が作成した論文について相互で読み
合いディスカッションを行います。

論文執筆を進め、緒言部分の見直
し、修正を行います。（4時間）

2論文初稿の作成2 卒業研究論文の検討をします。各自が作成した論文について相互で読み
合いディスカッションを行います。

論文執筆を進め、方法、結果、図
表部分の見直し、修正を行います
。（4時間）

3論文初稿の作成3 卒業研究論文の検討をします。各自が作成した論文について相互で読み
合いディスカッションを行います。

研究計画の準備を進め、研究計画
を完成させます。（4時間）

4論文初稿の検討1 論文初稿の内容を踏まえて抄録の作成、発表の準備を行います。
論文初稿を完成させ、抄録の作成
、発表内容の検討します。（4時
間）

5論文初稿の検討2 卒業研究について発表練習を行い、抄録、プレゼンテーションの内容に
ついてディスカッションを行います。

発表練習を行い、抄録集を完成さ
せます。（4時間）

6卒業研究中間発表会の準備 これまでのディスカッションや指導を踏まえて、研究成果を整理しゼミ内の研究中間発表会の準備を行います

中間発表会のプレゼンテーション
、抄録集完成を完成させます。
（4時間）

7卒業研究中間発表会 ゼミ内で中間発表会を行い、質疑応答やディスカッションを行う。論文
最終稿の作成にあたり、課題を明確にします。

発表練習を行い、抄録集を事前に
確認し、各自の発表に対するコメ
ントを検討します。（4時間）

8論文最終稿作成1 中間発表を踏まえて、論文の最終稿を作成し、個別指導に基づいて修正
を加えます。

論文の執筆を進めます。（4時間
）

9論文最終稿作成2 論文執筆を進め、個別指導で修正を加えます。 論文の執筆、修正を行います。
（4時間）

10卒業研究発表会準備1 各自の論文最終稿に基づき、卒業研究発表会の抄録並びにプレゼンテー
ションの作成を行います。

論文の最終稿と抄録を完成させて
提出します。（4時間）

11卒業研究発表会準備2 卒業研究発表会に向けて、発表会のリハーサルを行い、プレゼンテーシ
ョンの改善を行います。

プレゼンテーションの修正を行い
、完成させます。（4時間）

12卒業研究発表会 口頭、ポスター発表を行い、聴講者とのディスカッションを通じて、研
究成果の評価、考察を行います。

必要に応じて、論文の修正、再提
出を行います。（4時間）

13卒業研究のまとめ1 各自の研究活動を振り返り、得られた成果と課題についてまとめます。 卒業研究の振り返りを行います。（4時間）

14卒業研究のまとめ2 各自の研究成果と課題について発表を行います。今後のゼミで研究テー
マを引き継いでいけるようにディスカッションします。

事前に発表内容をまとめます。発
表後は要点をまとめます。（4時
間）

15卒業研究のまとめ3 3年生の研究概要について確認し、今後の研究活動に関するディスカッ
ションを行います。

研究概要を復習し、3年生に対し
てアドバイスします。（4時間）

テキスト
　特定のテキストは用いず、必要に応じて参考図書等を準備します。

成績評価の方法・基準
レポート：90％　受講態度：10％
卒業研究に関連する各自の実験及び実習への取組と定期的な報告、課題を総合
的に評価します。卒業論文を完成させることが単位認定の条件でC評価、作成し
た論文を発表できることでB評価とし、出来栄えの良いものをA評価とします。
S評価は概ね査読付きの論文投稿ができるものとします。

参考書
必要に応じて参考図書を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
3年次の健康栄養演習を選択していることが前提となります。また、研究や実践
活動では設定された授業時間以外の活動となる場合があります。
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科目名 食品流通論 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB27001研究室 E-02

担当者 金子　能呼 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､HACCP管理者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
フードスペシャリストとして理解しておかなければならない食品消費の態様と、食品流通の基本的な仕組みと、その重要性について講義
する食物学に関する科目になります。私たちの生活に欠かすことのできない食料を、安全に届けるという社会的な使命を担っているのが
食品流通です。食生活の変化に伴い、消費者ニーズが多様化する中で、食品流通がどのような展開を見せているか、具体的な事例を示し
ながら説明します。より実践的な知識を身につけていただけるよう、マーケティングの視点からも考察を加えます。

学修到達目標
フードスペシャリストとして理解すべき「食品流通」に関する知識を身につけることを基本的な目標としています。マーケティングの視
点からも考察を加えることで、視野を広げ、柔軟な発想と積極的な実践力を備えた社会人になるためのコンピテンスを鍛えることも狙い
とします。課題の解決に向けて、主体的に携わることのできる総合的な能力を強化することを最終目標とします。
授業の進め方
講義の内容は、指定テキストに沿ったものになりますが、講義ではパワーポイントを用いて具体例などを示しながら説明を加えます。食
生活やフードビジネスに関係する社会事件や話題などについても取り上げて、その背景や影響についても解説します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1食生活の変化　豊かな食生活を支える食市場

食生活とその変化について説明します。近年だけでなく、戦後から現在
に至るまでの変化を時系列で確認します。食生活の内容だけでなく、食
事スタイルの変化にも注目してください。

テキストP2～16を読んでください
（1時間）。図表を確認しながら
復習しましょう（3時間）。

2食生活の変化　消費者の食品消費の変化

食料品の品目別消費や栄養素摂取に見られる変化など、消費内容に示さ
れる顕著な動きに着目し、解説します。グラフを観察しながら，変化の
推移を把握しましょう。

テキストP17～26を読んでくださ
い（1時間）。データを分析・検
証しましょう（3時間）。

3食生活の変化　食生活の多様化

食の外部化を促す要因について説明をします。自らの生活環境を観察し
てみると、理解が容易になるでしょう。外部化に対するニーズについて
、理解を深めましょう。

テキストP27～32を読んできてく
ださい（1時間）。データを分析
してみましょう（3時間）。

4食品の流通　
生鮮食品と加工食品の中間流通について説明します。「中間」流通の役
割を理解しましょう。また消費者の購入先である食品の小売流通につい
て業態別に解説を加えます。

テキストP34～59を読んでくださ
い。幅広い内容なのでしっかり復
習しましょう。（4時間）

5外食･中食産業のマーチャンダイジング1

「外食」について、その始まりから発展過程、そして現在に至るまでの
動向を、具体的な事例を取り入れながら説明します。外食に対するニー
ズの変化に着目し、知識を習得しましょう。

テキストP60～64を読みましょう
（1時間）。講義後メモをまとめ
直してください（4時間）。

6チェーンシステム
チェーンレストランの登場は外食業界を大きく変えました。チェーンシ
ステムの経営の仕組みや食材調達など、具体的な事例を取り上げながら
解説します。身近な企業から多くを学びましょう。

テキストP60～64を読んでくださ
い（1時間）。講義中のメモを整
理しましょう（3時間）。

7外食･中食産業のマーチャンダイジング2

「中食」の誕生、「中食」市場、「中食」商品について講義します。「
中食」とは何を指すのか理解し、どんな「中食」商品が求められている
のか考察してみましょう。

テキストP65～69を読んできてく
ださい。中食の利用状況を検証し
てみましょう。（4時間）

8主要食品の流通1
商品の分類と商品特性を理解し、温度帯別食品流通の実情について把握
しましょう。流通システムの背景にも目を向けると理解が促されます。
混同しないようにメモを取りながら受講しましょう。

テキストP72～79を読んでくださ
い（1時間）。内容を整理し復習
しましょう（4時間）。

9主要食品の流通2
生鮮食品だけでなく、加工食品などの食品（16分野）について、流通の
特性を解説します。各商品の流通上の特徴について把握し、取り扱いに
対する理解を深めましょう。

テキストP80～124を読んできてく
ださい（1時間）。メモを整理し
ておきましょう（3時間）。

10フードマーケティング1
フードビジネスとフードマーケティングについて講義します。マーケテ
ィングの考え方については、事例を用いて説明します。用語を覚えよう
とするのではなく、考え方を身につけるようにしましょう。

テキストP126～128を読んできて
ください。身近なフードビジネス
を観察しましょう。（4時間）

11フードマーケティング2
マーケティングの4Pについて説明を加えます。Product、Price、
Place、Promotionについて、具体的な活動内容を講義します。暗記しよ
うとするのではなく、イメージをつかむようにしてください。

テキストP129～138を読んできて
ください。4Pについて整理し直し
ましょう。(4時間)

12フードマーケティング　ケーススタディ1

事例を取り上げ、外食産業のマーケティングについて解説します。食生
活の変化を捉え、ニーズの対応に成功した事例から学び、実践につなげ
る手がかりを得てください。

外食産業について情報収集しまし
ょう（2時間）。講義後メモをま
とめ直しましょう(2時間)。

13フードマーケティング　ケーススタディ2

長野県内の食品製造業を事例として取り上げ、そのマーケティングにつ
いて解説します。食生活の変化を捉え、ニーズの対応に成功した事例か
ら学び、実践につなげる手がかりを得てください。

長野県の食品製造業について情報
収集しましょう。講義後メモをま
とめ直しましょう。(4時間)

14食料消費の課題1
フード関連産業と環境問題の関わりは、理解しておくべき重要なテーマ
です。環境問題と事業活動について説明し、重視されているグリーンマ
ーケティングの展開についても解説を加えます。

テキストP140～143を読んできて
ください（1時間）。新しい情報
を確認しましょう（3時間）。

15食料消費の課題2
輸入食料が増える中で、在留農薬などが問題視されるなど、安全性に対
する懸念材料も増えています。食品の安全確保に対する行政の対応や、
HACCPやトレーサビリティのシステムについて説明します。

テキストP144～152を読んできて
ください。制度やシステムの復習
をしましょう。（4時間）

テキスト
「三訂　食品の消費と流通」日本フードスペシャリスト協会編（建帛社）　
ISBN:978-4-7679-0538-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　定期試験：70％
S：到達目標達成のため主体的かつ探究心を持って授業に参加し、講義内容を正
しく理解し、文章で工夫して表現、説明することができる。A：到達目標達成の
ため主体的かつ探究心を持って授業に参加し、講義内容を正しく理解し、文章
で表現，説明することができる。B：到達目標を達成するために授業に参加し、
講義内容を文章で表現できる。C：授業に参加し、講義で学んだことを文章化す
ることができる。＊授業中はメモをとること。

参考書
「現場で使える！コトラー理論」神樹兵輔著（日本文芸社）　ISBN：978-4-
537-25959-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本科目は「フードスペシャリスト」修得コース指定の科目なので、同資格取得
希望者は、必ず履修してください。視野を広げ、多面的に食品流通を捉えると
ともに、マーケティングの考え方も身につけてください。
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科目名 フードスペシャリスト論 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NA27002研究室 非常勤

担当者 中村　昌子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ○ △

授業概要
消費者のニーズが多様化また高度化する中、食品の安全性や機能性を正しく判断し、消費者にとって有益な食品知識を普及させられる人
材の育成を目指します。また、販売促進やサービス，食産業の動向に至るまで幅広く学び、社会での実践力を養います。食の生産から消
費の過程における食品の品質判断、食品情報の収集と取捨選択・提供などフードスペシャリストとして必要な専門知識と技術を身につけ
ることを目的とします。

学修到達目標
フードスペシャリストの基礎知識として、日本・世界の食生活、食品産業の役割、食品の品質規格・表示、食情報と消費者保護について
学び、フードスペシャリスト資格取得、専門フードスペシャリスト資格取得を目指します。

授業の進め方
家庭の食のほか、スーパーマーケット、レストランなど食を取り巻く産業の観察や研究といった現場を見据えた学習を中心に行います。
基本的にテキストと配付資料を用いて講義を行い、小テストを数回実施します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス　 本講義のねらい、概要について テキストを事前に読む。（4時間
）

2フードスペシャリストとは フードスペシャリストの概念、業務とその専門性。フードスペシャリストの活躍分野について学びます。
テキストP1～16を事前に読む。
（4時間）

3フードスペシャリストの責務
健康と快適な食生活への貢献、食育への貢献、健全な殖産業への貢献、
地球環境への貢献について学びます。

テキストP17～27を事前に読む。
前回の内容を復習する。（4時間
）

4人類と食物 人類の歩みと食物について学びます。
テキストP29～37を事前に読む。
前回の内容を復習する。（4時間
）

5食品加工・保存技術史 伝統的食品加工・保存技術から現代の加工食品の発展について学びます
。

テキストP38～46を事前に読む。
前回の内容を復習する。（4時間
）

6世界の食 世界の食作法、食の禁忌と忌避、世界各地の食事情について学びます。
テキストP47～62を事前に読む。
前回の内容を復習を復習。（4時
間）

7日本の食 日本の食物史、食の地域差について学びます。 テキストP63～73を事前に読む。
前回の内容を復習。（4時間）

8食の地域差、現代日本の食生活
日本食の地域差、戦後の食生活変化、食生活の現状と消費生活について
学びます。

テキストP73～94を事前に読む。
前回の内容を復習。（4時間）

9現代日本の食生活 食生活の変化と食産業、食料の供給と食料自給率、環境と食について学
びます。

テキストP94～106を事前に読む。
前回の内容を復習。（4時間）

10食品の安全性 残留農薬に関わる法律、分析方法、残留の実態について学びます。 前回の内容を復習。（4時間）

11食品産業の役割① フードシステムと食品産業、食品製造業の規模と動向、食品製造業の目
的と特徴、食品卸売業について学びます。

テキストP107～119を事前に読む
。前回の内容を復習。（4時間）

12食品産業の役割② 食品小売業、外食産業について学びます。
テキストP119～125を事前に読む
。前回の内容を復習。（4時間）

13食情報と消費者保護① 食情報の発信と受信、食情報の濫用、食情報の管理について学び、食に
関するレポートを作成します。

テキストP165～173を事前に読む
。前回の内容を復習しレポート作
成。（4時間）

14消費者保護、食品の品質規格と表示
食の安全、消費者保護の制度、食品の品質規格・表示に関わる法律、
JAS法による規格と表示について学びます。

テキストP127～145、174～181を
事前に読む。（4時間）

15食品の品質規格と表示② 食品衛生法、健康増進法、その他の法律による表示、コーデックス規格
について学びます。

テキストP145～164を事前に読む
。前回の内容を復習。（4時間）

テキスト
「四訂フードスペシャリスト論」(公社)日本フードスペシャリスト協会編
（建帛社）　ISBN:978-4-7679-0604-1 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：50％　受講態度：20％　レポート：30％
受講態度は、授業への参加度（積極的な発言、取り組み、姿勢等）で評価しま
す。

参考書
「改訂食品の安全性」(社)日本フードスペシャリスト協会編（建帛社）　
ISBN：978-4-7679-0574-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
　フードスペシャリスト修得コース指定の科目なので、同資格取得希望者は、
必ず履修してください（2単位）。食分野への興味を持ち、普段から様々な食情
報に注目しておきましょう。
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科目名 フードマネジメント論（含ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論） 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB37003研究室 E-02

担当者 金子　能呼 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ ◎

授業概要
「食品流通論」の応用科目にあたります。フードスペシャリストとして理解しておかなければならない食品消費の態様と、食品流通の基
本的な仕組みと、その重要性について講義する食品流通･消費に関する科目になります。食生活の変化に伴い消費者ニーズが多様化する中
で、食品流通がどのように展開しているか、具体的な事例を示しながら説明します。実践的な知識を身につけていただけるよう、マーケ
ティングの視点からも考察を加えます。マーケティングの考え方を習得し、多角的に食品流通を捉えるようにしてください。

学修到達目標
フードスペシャリストとして理解すべき「食品流通」に関する知識を身につけることを、基本的な目標としています。マーケティングの
視点からも考察を加えることで、視野を広げ、柔軟な発想と積極的な実践力を備えた社会人になるためのコンピテンスを鍛えることも狙
いとします。課題の解決に向けて、主体的に携わることのできる総合的な能力を強化することを最終目標とします。
授業の進め方
講義の内容は、指定テキストに沿ったものになりますが、講義ではパワーポイントを用いて具体例などを示しながら説明を加えていきま
す。食生活やフードビジネスに関係する社会事件や話題などについても取り上げて、その背景や影響についても解説します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1フードビジネスとマーケティング

フードビジネスについて解説をしたうえで、マーケティングの定義や考
え方について講義します。マーケティングの考え方を理解し、身につけ
、活用できるようにしましょう。

テキストの5章を読んできてくだ
さい。ノートを整理し，復習して
おきましょう。（4時間）

2マーケティングの基本
ニーズ、マーケット、セグメンテーション、ターゲット、ポジショニン
グといったマーケティングの枠組みとなる戦略について具体例を用いて
説明します。用語を覚えるのではなく、イメージを掴みましょう。

参考文献の該当箇所に目を通して
きてください。疑問点を調べてお
きましょう。（4時間）

3マーケティング・ミックス（商品戦略・価格戦略）

マーケティングの4Pのうち、商品戦略（商品要素、ネーミング、ブラン
ド、ライフサイクル）と価格戦略（価格決定の3タイプ、価格政策）に
ついて、フードビジネスの事例を取り上げて講義します。

テキストの5章を読んできてくだ
さい。4Pを正しく理解できるよう
復習しましょう。（4時間）

4
マーケティング・ミックス
（流通戦略・プロモーショ
ン戦略）

マーケティングの4Pのうち流通戦略（流通経路、流通戦略、卸売業者の
役割）とプロモーション戦略（広告、イベント、PR、接客、ディスプレ
イ）について、事例を用いて解説します。

参考文献の該当箇所に目を通して
きてください。メモをまとめ直し
ましょう。（4時間）

5外食業のマーケティング戦略

外食業はサービス業でもあります。ここではサービス業のマーケティン
グについて解説します。外食業者が提供するのは「食事」だけではなく
、他の要素も重視すべきであることが認識できるはずです。

テキストの3章を読んできてくだ
さい。ケーススタディに挑戦して
みましょう。（4時間）

6サービス商品の特徴
外食業者が提供する「サービス」の特徴について講義します。商品とし
てのサービスは、目に見えないことなど、モノとは異なる特徴を有して
いるため、そのマーケティング戦略にも相違が示されています。

前回の復習と講義中とったメモの
整をしてください。時間外学修は
復習を重視します。（4時間）

7外食業のケーススタディ
事例を取り上げ、外食産業のマーケティングについて解説します。食生
活の変化を捉え、ニーズの対応に成功した事例から学び、実践につなげ
る手がかりを得てください。

身近な外食企業について観察し、
情報収集した上で分析してみまし
ょう。（4時間）

8食生活の変化
食生活の変化について時系列に解説します。また、併せてニーズの変化
についても説明し、安全志向が顕著になっていること、簡便化もトレン
ドになっていることなどを講義します。

テキストの1章を読んできてくだ
さい。メモをまとめ直し，復習し
ましょう。（4時間）

9ニーズに対応した新しいフードビジネス

フードビジネスの変化をとらえ、新規事業として登場しているビジネス
があります。それらを事例として、解説を加えます。刻々と変化するビ
ジネスの現場と、ニーズを先回りする企業の姿勢に注目しましょう。

身近なフードビジネスについて観
察し、情報収集した上で分析して
みましょう。（4時間）

10アグリビジネスとマーケティング

日本農業の現状についてお話しします。また、食料自給率の問題に目を
向け、国内における食料供給体制について理解を深めましょう。さらに
長野県の農業についても解説を加えます。

長野県の農業について事前に調べ
ておきましょう。講義後メモをま
とめ直してください。（4時間）

11農産物のブランド化
農産物のブランド化は容易ではありません。しかしながら、ブランド化
に成功し、地域産品を有利な条件で取引している事例があります。マー
ケティングの視点で農産物のブランド化について考察してください。

前回の復習と講義中のメモを整理
してください。授業時間外学修は
復習を重視します。（4時間）

12地域のフードビジネス
商品のブランド化に成功しただけではなく、農業を地域の産業として発
展させ、地域を活性化させることに成功した事例について説明します。
圧倒的な産地力と、関わる人の動きに着目してください。

地域の食に携わる企業を調べてお
きましょう。講義後はメモをまと
め直してください。（4時間）

13アグリビジネスのケーススタディ

アグリビジネスの変化をとらえ、新規事業としてに登場しているネット
ビジネスを事例として、解説を加えます。刻々と変化するビジネスの現
場と、ニーズを先回りする企業の姿勢に注目しましょう。

注目に値するアグリビジネスにつ
いて、情報収集し、掘り下げて調
べてみましょう。（4時間）

14フードビジネスにおけるカラーマーケティング

“色”はマーケティングにおいて重要な役割を果たしています。本講義
では色が効果的に使用されている事例などを説明します。色への関心を
高め、日常的にも色の効果を活用してください。

前回の復習と講義中のメモを整理
してください。授業時間外学修は
復習を重視します。（4時間）

15食品と情報
氾濫する食の情報について解説します。収集するまでもなく、どこから
ともなく集まってくる情報に対し、過敏に反応する必要はありません。
食に関わる情報を冷静に識別し、活用することの重要性を説明します。

テキストの6章を読んできてくだ
さい。メモをまとめ、復習してく
ださい。（4時間）

テキスト
「新版　食品の消費と流通」日本フードスペシャリスト協会編著（建帛社）
　ISBN:978-4-7679-0538-9 (生協で購入してください。)　（前年度の「食品
流通論」を受講していない学生のみ）

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　定期試験：70％
S：到達目標達成のため主体的かつ探究心を持って授業に参加し、講義内容を正
しく理解し、文章で工夫して表現、説明することができる。A：到達目標達成の
ため主体的かつ探究心を持って授業に参加し、講義内容を正しく理解し、文章
で表現，説明することができる。B：到達目標を達成するために授業に参加し、
講義内容を文章で表現できる。C：授業に参加し、講義で学んだことを文章化す
ることができる。＊授業中はメモをとること。

参考書
「現場で使える！コトラー理論」神樹兵輔著（日本文芸社）　ISBN：978-4-
537-25959-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
マーケティングの知識は、ビジネスの現場だけでなく、日常的な生活の中でも
多様な場面で活用することができます。視野を広げ、ものの見方を鍛えながら
、実践力を身につけてください。
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科目名 フードコーディネート論Ⅰ 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB37004研究室 非常勤

担当者 宮本　由香 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ､ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ ◎

～2015年度

授業概要
食事はエネルギーや栄養摂取の目的だけでなく、美味しさ、食べる楽しみといった心の安らぎを感じ、食卓は憩いの場会においては人々
のコミュニケーションツールです。社会のニーズやあらゆる価値観に合わせて快適な「食」を提供できるよう、食文化や歴史をもとに、
メニュープランニングや食空間のデザイン、サービスマナーといった「食」のコーディネートを学びます。食のアメニティ（快適性）を
創造できる力を養い、「食空間」を演出する側であるフードスペシャリストとして活躍できる人材育成を目指します。

学修到達目標
「快適な食事」「食を通した心地よさ」を提供できるよう、ホスピタリティ、アメニティを理解することを目標とします。社会のニーズ
に合った食企画の立案から課題解決のためのプロセス、食のコーディネート力を学び、「快適な食」を実践できる指導力を身に着けるこ
とが目標です。
授業の進め方
基本的には教室での講義を主とし、教科書を用いて授業を進めます。テーブルウェアやセッティング等についてはデモンストレーション
や実習、映像媒体も使用します。フードコーディネート業務を学生自身に企画立案、実習、プレゼンテーションしてもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
フードコーディネートの基
本理念

授業概要、学習目標、授業の進め方、評価方法についての説明をします
。フードコーディネート業務について説明そし、食におけるホスピタリ
ティ、アメニティの精神と、おいしさの本質を学びます。

ﾃｷｽﾄP1～13を事前に読む。ﾌｰﾄﾞｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾄ業務と調理学、官能評価と
の関連を復習。（4時間）

2食事の文化①日本の食事の変遷
日本の食事の歴史的変遷（食べ物、食べ方、料理様式）について解説し
、現在の日本社会における食生活の課題を見つけ出します。

テキストP15～27を事前に読む。
時代変遷と食の特徴を復習し、食
事様式の名称を覚える。（4時間

3食事の文化②行事食、外国の食事

日本の行事食の意味と食べ物を学びます。外国の食文化について、宗教
による食物禁忌、世界の主食、外国の料理（食材や調理法の特徴）を説
明します。

テキストP28～33を事前に読む。
地域や家庭で実践されている行事
食を調べておく。（4時間）

4
食卓のコーディネート①コ
ーディネートの概要とスタ
イル、中国料理の食卓のセ

テーブルコーディネートの要点（TPOとスタイル）を説明する。スタイ
ルについては映像媒体を使用します。中国料理の食器とセッティング方
法を説明します。

テキスト第2章の小テスト復習。
テキストP35～37、54、55を事前
に読む。（4時間）

5
食卓のコーディネート②日
本料理の食卓のコーディネ
ート

和食器の種類、大きさ、用途、材質について、実物の食器に触れながら
特徴を知り、適切な使用方法を理解します。会席料理のセッティングを
学びます。

テキストP37～43を事前に読む。
実習や自宅で使用している食器で
種類や材質を復習する。（4時間

6
食卓のコーディネート③西
洋料理の食卓のコーディネ
ート

西洋料理の食器の種類、大きさ、用途、材質については実物の食器に触
れながら、食卓のセッティングについてはデモンストレーションしなが
ら説明します。食卓のスタイルの分類を映像で説明します。

テキストP45～55を事前に読む。
レストラン等でのセッティングス
タイルをリサーチする。（4時間

7
食卓のサービスとマナー
①基本理念と日本料理のサ
ービスとマナー

サービスとマナーの基本理念を知り、個人レベルから国際的な食のマナ
ーの違いを説明します。会席料理のサービスとマナー、食事作法を説明
します。

テキスト第3章小テストの復習。
テキストP57～66を事前に読む。
箸使いの実践。（4時間）

8食卓のサービスとマナー②中国料理、西洋料理
中国料理、西洋料理のサービスのスタイルとマナーの特徴を説明します
。ブッフェ、パーティについて、種類や内容、方法を説明します。

ﾃｷｽﾄP67～80を事前に読む。日本
、中国、西洋の各料理のｻｰﾋﾞｽとﾏ
ﾅｰの違いを復習。（4時間）

9メニュープランニング メニュープランニングの要件と料理様式別の献立について説明します。
テキスト第4章の小テスト復習。
テキストP81～98を事前に読む。
実習献立との比較。（4時間）

10食空間のコーディネート
食空間のレイアウト、インテリア、設備についての基礎知識を学びます
。カラーについては、サブテキストを使用し、配色について実践します
。

テキスト第5章の小テスト復習。
テキストP99～121を事前に読む。
色の特性の復習。（4時間）

11フードサービスマネジメント
フードサービスマネジメントについてレストランの起業を例として基本
業務を説明します。

テキスト第6章の小テスト復習。
テキストP123～143を事前に読む
。（4時間）

12食の企画と実践コーディネート
食企画の実践事例を用いての業務の流れを通して基礎スキルを身に着け
ます。

テキスト第7章小テストの復習。
テキストP145～163を事前に読む
。（4時間）

13講義まとめ
テキスト第1章～第8章のまとめとしてポイントを説明し、フードコーデ
ィネート業務の専門用語等についての理解の確認をします。また、食卓
スタイルセッティング演習についての説明と作業計画をたてます。

テキスト全体についての復習をし
ておくこと。（4時間）

14食卓スタイルセッティング演習

グループごとに、決められたスタイルに合わせた食卓セッティングを演
習し、コーディネーション技法を実習します。実習食堂にてセッティン
グ演習し、食卓を撮影します。

食卓のｺﾝｾﾌﾟﾄに合ったｼｰﾝの設、
必要物品の選定と作成。撮影ﾃﾞｰﾀ
を発表用にまとめる。（4時間）

15企画演習のまとめ
各グループごとの演習作業についてパワーポイントにて発表してもらい
講評します。食におけるイメージのコーディネーション技法について、
学生グループの作品を通して共有し、実践に生かせる工夫を会得します

イメージスタイルの名称と特徴を
復習する。食関連店舗のイメージ
を分類してみる。（4時間）

テキスト
「新版フードコーディネート論　第2版」（社）日本フードコーディネート協
会編（建帛社）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　小テスト：10％　課題：30％　定期試験：40％
S:授業内容を高度に理解するとともに、応用的思考力に基づいた食事業の計画
、立案ができる。A:授業内容を理解し、積極的な姿勢で食事業の計画、立案が
できる。B:授業のおおよそを理解し、与えられた食事業の計画、立案ができる
。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、例題の
食事業の展開が理解できる。

参考書
「食卓のコーディネート（基礎）」発行所　優しい食卓著フードデザイン研
究会編（共立速記印刷株式会社）
「新版ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ教本3級試験対応ﾃｷｽﾄ」　ISBN：978-4-388-15321-3

履修上の注意（学生へのメッセージ）
「食」を企画・提供する立場となる事を意識し、食のイベントや店舗でのリサ
ーチなど日常生活で主体的に学習しましょう。食の提供について調理実習をは
じめとした他履修科目との内容とつなげて理解を深めましょう。
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科目名 フードコーディネート論Ⅱ 学年学期 4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB47005研究室 非常勤

担当者 宮本　由香・石原　三妃 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ ◎

授業概要
食に関して、衛生、栄養を基本に、快適な食環境に対する正しい知識に基づいた情報を、消費者はじめ食事業者に対し、さまざまな価値
観に合わせてコンセプトを具現化できる力を養成します。食にかかわる分野の専門家を連携、活用させるために、食文化を深め、高めて
いくことを目指します。

学修到達目標
食材と調理、テーブルウェアと配置、食事スタイルに合わせた設計やアイテムの提案や食企画や製品開発に、ホスピタリティ精神を持っ
た対応ができるようになる。

授業の進め方
教室での講義の他、演習やアウトキャンパスにてフードコーディネート業務の実際を見学、体験学習します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
フードコーディネートの業
務の実際

授業概要、学習目標、授業の進め方、評価方法についての説明をします
。フードコーディネート業務について、連携職種や、地域における業務
を確認します。

身近なフードコーディネート業務
の調査をする。連携する職種を調
べる（4時間）。

2地域資源の掘り起こし① 出身地の食の資源を調査、確認。グループワークにて演習形式にて、調
査しまとめ、発表します。

必要な農業、経済等の調査データ
の確認をしておくこと（4時間
）。

3地域資源の掘り起こし② 出身地の人材（有名人）資源を調査、確認。グループワークにて演習形
式にて、調査しまとめ、発表します。

地域の有名人について経歴等を調
べておくこと（4時間）。

4食環境のコーディネート① デモンストレーションならびに映像にて、イメージスタイルを理解し、対象に合った演出を学びます。

店舗や映像でイメージスタイルを
確認、復習しておくこと（4時間
）。

5食環境のコーディネート② イメージスタイルの分類を演習にて実践します。スタイルテキストブックの制作。

食空間の例をイメージスタイル別
に収集と分類作業をしておくこと
（4時間）。

6食環境のコーディネート③ フードスタイリングの講義と演習を行います。
料理盛り付けについての生記事や
試料を、イメージスタイル別に収
集、分類しておく（4時間）。

7食空間のコーディネート④ 食空間のあり方について、講義と演習を行います。 地域社会の食空間を観察、特徴を
調査する（4時間）。

8食空間のコーディネート⑤ 食空間の内装デザインについて、講義と演習を行います。 食事の用途に応じたアイテムを調
べる（4時間）。

9食空間のコーディネート⑥ 食関連パッケージのデザイン、開発について、講義と演習を行います。 食事の用途に応じたパッケージを収集、調査する（4時間）。

10フードコーディネート業務の実際
フードコーディネート業務の現場（テレビ撮影、レストランプロデュー
ス、レシピ開発等）を見学します。（アウトキャンパス）

見学後、業務の流れをレポートで
まとめる（4時間）。

11フードサービスマネジメント
フードコーディネート業務の現場（テレビ撮影、レストランプロデュー
ス、レシピ開発等）を見学します。（アウトキャンパス）

見学後、業務の流れをレポートで
まとめる（4時間）。

12食の企画と実践コーディネート
フードコーディネート業務の現場（テレビ撮影、レストランプロデュー
ス、レシピ開発等）を見学します。（アウトキャンパス）

見学後、業務の流れをレポートで
まとめる（4時間）。

13食卓スタイルセッティング演習
テーマに合わせてイメージスタイルを決定し、対象、コンセプトに合っ
たテーブルコーディネート演習とグループワークを行います。

テーマに合わせたコンセプトを制
作する（4時間）。

14食の商品開発演習 地域資源（食、人）を活用した商品開発の企画提案演習を行います。 プレゼンテーションの準備、作成
（4時間）。

15企画演習のまとめ フードコーディネーターとして必要なスキルや資質定着ならびに向上の
ための課題提案を行います。

グループワーク資料の作成。レポ
ート作成（4時間）。

テキスト
「食卓のコーディネート（基礎）」やさしい食卓著フードデザイン研究会
（協立連記印刷株式会社）編(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　課題：40％　定期試験：40％
S:授業内容を高度に理解するとともに、応用的思考力に基づいた食事業の計画
、立案ができる。A:授業内容を理解し、積極的な姿勢で食事業の計画、立案が
できる。B:授業のおおよそを理解し、与えられた食事業の計画、立案ができる
。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、例題の
食事業の展開が理解できる。

参考書
「新版　フードコーディネート教本　3級試験対応テキスト」日本フードコー
ディネーター協会著（株式会社　柴田書店）　ISBN：978-4-388-15321-3

履修上の注意（学生へのメッセージ）
様々な「食」企画の依頼に対応するには、連携する食関連の専門職の業務を理
解する必要があります。日頃から、食に関する様々な業種の業務をメディアだ
けでなく、現場に赴いてリサーチしましょう。
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科目名 栄養薬理学 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB37006研究室 S-08

担当者 沖嶋　直子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 健康食品管理士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ ○

授業概要
　管理栄養士は、栄養学の知識だけでなく、食事と薬の相互作用についての知識や、傷病者の栄養管理や食事教育を行う上で併用される
医薬品についても知識を持っている必要があります。また、健康食品管理士は、栄養のみならず医薬品の知識も必要とされます。この科
目では、管理栄養士や健康食品管理士として働く上で必要とされる薬理学や医薬品について学びます。

学修到達目標
管理栄養士、健康食品管理士として必要とされる薬学、薬理学、治療薬に関する知識を身につけ、職業現場で活用できるようになる事が
学修到達目標です。

授業の進め方
基礎栄養学、基礎化学II、解剖学、生理学、生化学、臨床医学各論、臨床栄養学で学んだ知識を基に、各疾患で使用される薬物治療につ
いて講義します。各テーマに関連する知識がある事を前提としているため、事前に関連科目を復習してから講義に臨んでください。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1医薬品の基礎知識 薬について基本的な内容を学びます。 事前に教科書1～29ページを読ん
でおいて下さい。（4時間）

2医薬品の体内動態・医薬品の作用及び副作用
医薬品のADME（摂取、吸収、代謝、排泄）について学び、次いで医薬品
の作用、副作用についても学びます。

事前に教科書32～60ページを読ん
でおいて下さい。（4時間）

3糖尿病治療薬 糖尿病治療薬について学びます。
事前に糖質代謝、糖尿病に関する
復習をしておいて下さい。（4時
間）

4脂質異常症治療薬 脂質異常症治療薬について学びます。 事前に脂質異常症に関する復習を
しておいて下さい。（4時間）

5肝・胆・膵疾患治療薬 肝臓、胆のう、膵臓疾患治療薬について学びます。
事前に肝・胆・膵疾患に関する復
習をしておいて下さい。（4時間
）

6循環器疾患治療薬① 高血圧治療薬を中心に、血圧を調整する薬物について学びます。
事前に血圧の調整や高血圧症に関
して復習しておいて下さい。
（4時間）

7循環器疾患治療薬② 狭心症、心筋梗塞、不整脈治療薬について学びます。 事前に関連科目の復習をしておい
て下さい。（4時間）

8消化器疾患治療薬 肝・胆・膵以外の消化器疾患治療薬について学びます。
事前に消化吸収や消化器疾患の復
習をしておいて下さい。（4時間
）

9腎・尿路系疾患治療薬 腎・尿路系疾患治療薬について学びます。
事前に腎機能や腎・尿路系疾患の
復習をしておいて下さい。（4時
間）

10内分泌疾患・運動器治療薬 内分泌、骨粗鬆症および痛風治療薬について学びます。
事前に内分泌機能と疾患に関する
復習をしておいて下さい。（4時
間）

11呼吸器疾患治療薬 喘息の他、呼吸器疾患で使用される薬について学びます。
事前に呼吸機能と呼吸器疾患の復
習をしておいて下さい。（4時間
）

12生殖器疾患・血液疾患治療薬 生殖器疾患および血液疾患で使用される治療薬について学びます。 事前に生殖器及び血液の復習をし
ておいて下さい。（4時間）

13免疫・アレルギー疾患治療薬 アレルギー疾患治療薬を中心に、免疫系に作用する薬を学びます。 事前にアレルギー疾患の復習をし
ておいて下さい。（4時間）

14感染症治療薬 抗生物質、抗菌薬を中心に、感染症治療で使われる薬について学びます
。

事前に微生物学や感染症の復習を
しておいて下さい。（4時間）

15食物成分と医薬品の相互作用
食物成分と医薬品の相互作用について、いくつかの具体例を中心に講義
します。

事前に教科書65～79ページを読ん
でおいて下さい。（4時間）

テキスト
「栄養科学シリーズNEXT　栄養薬学・薬理学入門」川添禎浩、古賀信幸編
（講談社サイエンティフィク）　ISBN:978-4-06-155366-8 (生協で購入して
ください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
NSTや臨床において、多職種と十分なディスカッションが出来るレベルにある者
をS、臨床、あるいは健康食品管理士として支障なく勤務できるレベルにある者
をA、管理栄養士として充分な知識を持つ者をB、管理栄養士としても知識が不
足している者をC、特に不足している者をDとします。

参考書
「栄養薬理学」田中芳明、中村強編（建帛社）　ISBN：978-4-7679-0556-3
「NEW 薬理学」田中千賀子、加藤隆一編（南江堂）　ISBN：978-4-524-
26088-1

履修上の注意（学生へのメッセージ）
この講義は、授業の進め方で示した科目の単位が取得できている、あるいは履
修中である事を前提に講義します。これらの単位が取れていない学生は、事前
に担当者に相談の上受講登録をして下さい。
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科目名 健康食品関連法規 学年学期 3年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NB37007研究室 非常勤

担当者 鈴木　仁志 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 健康食品管理士 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ ○

授業概要
「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、「健康増進法」、「食品衛生法」、「JAS法」の概要について
学び、保健機能食品やいわゆる健康食品などの法的取り扱いや健康食品に関する問題点とそれを解決するために何が必要かについて学習
します。さらに健康食品の法令違反事例などを取り上げ、医薬品と食品の明確な区別や、科学的根拠に基づく有効性や安全性についても
言及します。

学修到達目標
「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、「健康増進法」、「食品衛生法」、「JAS法」の法律の主旨を
理解している。国民の健康増進や、食品の安全性の確保等の観点から健康食品に関する正しい情報の提供を行えるスキルを身につけてい
る。
授業の進め方
プリントなどの資料により、法律の概要を学びます。具体的事例をあげて、健康食品と法律との関係や問題点などを学びます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
「医薬品、医療機器等の品
質、有効性及び安全性の確
保等に関する法律」

医薬品の定義を学ぶ中で、食品との違いや、目的、表示方法等について
解説します。

医薬品と食品の区別について復習
する。（4時間）

2「健康増進法」① 法律の概要について解説します。 法律の概要を復習する。（4時間
）

3「健康増進法」② 特別用途食品、栄養表示基準などについて解説します。 講義内容を復習する。（4時間）

4「食品衛生法」① 法律の概要について解説します。 法律の概要を復習する。（4時間
）

5「食品衛生法」② 具体例をあげて、食品添加物、栄養機能食品、アレルギー表示等につい
て解説します。

栄養機能食品について、まとめる
。（4時間）

6「JAS法」① 法律の概要について解説します。 法律の概要を復習する。（4時間
）

7「JAS法」② JAS規格、品質表示基準等について具体例をあげて解説します。 講義内容を復習する。（4時間）

8その他国内外関連法規とまとめ
健康食品に関するその他国内外の関連法規について概略を解説し、健康
食品の問題点等についてまとめをします。

健康食品の問題点をまとめる。
（4時間）

テキスト
必要な資料を適宜配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　小テスト：35％　レポート：35％
受講態度：授業への取組、質疑応答、事前事後学修のことを指します。
S：授業内容を高度に理解し批判的思考力に基づく探求姿勢をもって課題に取り
組み例題からは難しい応用問題が解ける。A：授業内容を理解し積極的な探求姿
勢をもって課題に取り組みやや難しい応用問題が解ける。B：授業内容のおおよ
そを理解し与えられた課題に誠実に取り組み応用問題が解ける。C：授業の内容
の60％程度を理解し与えられた課題に誠実に取り組み授業で示した例題と同レ
ベルの問題が解ける。

参考書
「健康食品取扱マニュアル」東京都福祉保健局・東京都生活文化局編（薬事
日報社）　ISBN：978-4-8408-1376-1 C3047

履修上の注意（学生へのメッセージ）
食品の安全性や健康に及ぼす機能については、多くの法律が関与しています。
法律の主旨を理解し、品質や安全性、機能性が科学的根拠に基づくものか否か
を常に念頭に、正しい情報を提供できるスキルを学んでほしい。
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科目名 スポーツ外傷・障害学 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37008研究室 非常勤

担当者 赤羽　勝司・江原　孝史 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
本講義の目的は、①スポーツ外傷や運動を起因とする疾病について、それらの発生メカニズムを知り、②運動中のケガと疾病の予防およ
びその対処方法について知ることである。
講義内容は次の通りである。①受傷頻度が高い整形外科的疾患（四肢の外傷、腰痛症、痙攣や捻挫、オーバーユースによる膝や肘の障害
）②リハビリテーションの実際③特異的な環境で発生する傷害（熱中症や凍傷）④心臓突然死および貧血

学修到達目標
スポーツ現場で受傷、発症する疾病について理解をした上で、それぞれに対する基礎的な対処方法やリハビリテーションについての知識
を整理することができることを目標とする。

授業の進め方
教官の経験や学生諸君の体験を活かし、運動中に発生しやすい事例を紹介していく。外傷および疾病について、その予防と治療、そして
リハビリテーションについて解説する。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1スポーツ医学総論 スポーツ医学の概論について説明します。 テキストP1～27の概要を整理する
（4時間）。

2スポーツ外傷と障害について スポーツ外傷・障害の概論について説明します。
テキストP29～39の概要を整理し
、スポーツ外傷と障害の違いにつ
いて整理する（4時間）。

3部位別スポーツ外傷と障害（頭部・頸部） 頭部・頸部の外傷・障害について説明します。
テキストP55～61の概要を整理し
、頭部・頸部のスポーツ外傷と障
害の違いを整理する（4時間）。

4部位別スポーツ外傷と障害（肩関節） 上肢の外傷・障害①：肩関節について説明します。
テキストP62～72の概要を整理し
、肩関節部のスポーツ外傷と障害
の違いを整理する（4時間）。

5部位別スポーツ外傷と障害（肘関節） 上肢の外傷・障害②：肘関節について説明します。
テキストP72～83の概要を整理し
、肘関節部のスポーツ外傷と障害
の違いを整理する（4時間）。

6部位別スポーツ外傷と障害（手関節） 上肢の外傷・障害③：手・指関節について説明します。
テキストP83～89の概要を整理し
、手関節部のスポーツ外傷と障害
の違いを整理する（4時間）。

7部位別スポーツ外傷と障害（体幹部） 体幹の外傷・障害について説明します。
テキストP89～100の概要、体幹・
骨盤部のスポーツ外傷と障害の違
いについて整理する（4時間）。

8部位別スポーツ外傷と障害（股関節） 下肢の外傷・障害①：股関節について説明します。
テキストP100～105の概要、股関
節部のスポーツ外傷と障害の違い
について整理する（4時間）。

9部位別スポーツ外傷と障害（膝関節） 下肢の外傷・障害②：膝関節について説明します。
テキストP105～123の概要、膝関
節部のスポーツ外傷と障害の違い
について整理する（4時間）。

10部位別スポーツ外傷と障害（足関節） 下肢の外傷・障害③：足部・足関節について説明します。
テキストP123～139の概要、足関
節部のスポーツ外傷と障害の違い
について整理する（4時間）。

11アスレティックリハビリテーションの概要 アスレティックリハビリテーション①：理論について説明します。
テキストP39～55の概要を整理し
、アスレティックリハビリテーシ
ョンについて整理する（4時間

12
アスレティックリハビリテ
ーションの概要（応急処置
）

アスレティックリハビリテーション②：実際について説明します。
テキストP39～55の概要を整理し
、応急処置方法について整理する
（4時間）。

13アスレティックリハビリテーションの実際 アスレティックリハビリテーション③：実際について説明します。
テキストP39～55の概要を整理し
、具体的方法について整理する
（4時間）。

14内科的スポーツ障害の概要 暑さと寒さによる障害／疲労などについて説明します。
テキストP147～185の概要を整理
し、急性障害について整理する
（4時間）。

15内科的スポーツ障害の概要 急性障害（疾患）／突然死などについて説明します。
テキストP147～185の概要を整理
し、慢性障害について整理する
（4時間）。

テキスト
「スポーツ指導者のためのスポーツ医学　改訂第2版」小田清一、福林徹、河
野一郎　編集編（南江堂）　ISBN:978-4-524-24034-0 (生協で購入してくだ
さい。)　\3,360

成績評価の方法・基準
小テスト：20％　定期試験：80％
S:各回の内容を理解（小テスト）し、定期試験において9割程度の理解をしてい
ること。A:各回の内容を理解（小テスト）し、定期試験において8割程度の理解
をしていること。B:各回の内容を理解（小テスト）し、定期試験において7割程
度の理解をしていること。C:各回の内容を理解（小テスト）し、定期試験にお
いて6割程度の理解をしていること。

参考書
「スポーツ外傷・障害マニュアル」　ISBN：4-7529-3020-X  \3,200
「わかる！スポーツ傷害　第1版」　ISBN：978-4-524-26487-2  \3,240
「種目別スポーツ傷害の診療」　ISBN：978-4-524-23886-6  \6,700

履修上の注意（学生へのメッセージ）
スポーツ現場での実体験を通しながら講義を進めていきます．傷害や病気によ
り運動を中断せざるを得ない状況を想定し，予防や対処法について学んで欲し
いと願います．運動学や解剖学の知識を整理しておくと．理解しやすいです．

138



科目名 スポーツ医学 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37009研究室 非常勤

担当者 能勢　博・田邉　愛子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
ヒトでは安静時に比べ運動時には代謝レベルは最大8倍に、トップアスリートでは16倍にまで上昇しますが、それに伴い生体は各種恒常性
調節系の能力をその最大限にまで発揮させます。一方、トレーニングや栄養摂取はそれら調節系能力を改善しますが、ヒトの恒常性維持
能力の可塑性や環境適応能力には限界があり、それらを理解し現場での問題解決に生かします。

学修到達目標
①エネルギーの摂取、燃焼、運動、酸素摂取、運搬、排泄のメカニズムについて理解します。
②①のメカニズムを向上させるための運動トレーニングおよび食事摂取方法について理解します。
③トップアスリートに加え中高年を中心とした一般人の健康維持および疾患治療としての運動トレーニング方法を理解します。
授業の進め方
講義はスライドとプリントを用いて行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1スポーツ医科学とは？ イントロダクション
シラバスを読み、スポーツ医学に
関することについて調べておく
（4時間）

2運動時のエネルギー消費 基質代謝、呼吸商、アシドーシス、エネルギー供給系についてスライド
とプリントにもとづき解説します。

配付プリントの復習
（4時間）

3運動時のエネルギー回復 筋グリコーゲン回復、エネルギー摂取のタイミング、アスリートの健康
管理についてスライドとプリントにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

4運動と骨格筋 骨格筋の形状と特性、筋収縮、筋繊維タイプ、随意最大筋力についてス
ライドとプリントにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

5運動と呼吸 換気の基本、運動中の換気亢進についてスライドとプリントにもとづき
解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

6運動と循環 心電図、心拍出量、運動時の血圧、循環調節についてスライドとプリン
トにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

7運動と神経、内分泌 脳の運動中枢、運動時のホルモン分泌・制御についてスライドとプリン
トにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

8運動と体温調節 熱産生・放散経路、体温調節中枢と効果器、高温化の運動、暑熱馴化と
トレーニングについてスライドとプリントにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

9筋力トレーニング（1） 等尺性・等張性収縮、神経系の適応についてスライドとプリントにもと
づき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

10筋力トレーニング（2） 筋力トレーニングの方法、測定方法についてスライドとプリントにもと
づき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

11持久性トレーニング（理論編）
最大酸素摂取量、Fickの法則についてスライドとプリントにもとづき解
説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

12持久性トレーニング（実践編）
最大酸素摂取量、トレーニング不可の算出、血液量、トレーニング効果
を上げる方法についてスライドとプリントにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

13中高年の運動処方（1） 中高年の体力、モチベーション、介護予防、スポーツと健康についてス
ライドとプリントにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

14中高年の運動処方（2） インターバル速歩、地域密着型スポーツクラブについてスライドとプリ
ントにもとづき解説します。

配布プリントの予習・復習
（4時間）

15まとめ 講義全体のまとめ 疑問点の整理
（4時間）

テキスト
プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％
受講態度は、授業への参加度（発言・取組み）で評価します。
課題レポート・試験：70％で評価します。
Sは90%以上の場合、Aは90点未満～80点以上の場合、Bは80点未満～70 点以上の
場合、Cは70点未満～60 点以上の場合、Dは60点未満不合格

参考書
「やさしい生理学【改訂第6版】」彼末一之、能勢　博編（南江堂）　
ISBN：978-4-524-26229-8
看護師、理学療法士などパラメディカルスタッフを対象とした教科書

履修上の注意（学生へのメッセージ）
　「まず、自分自身がより強くなりたい」という体育系の部活に属する学生に
受講してほしい、と思います。生理学などの本を読んで、人間の身体の基本的
な構造、役割などを把握しておくようにしてください。
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科目名 トレーニング科学の理論と実際 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37010研究室 S-15

担当者 山本　薫・根本　賢一 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
トレーニング科学に関した情報の蓄積に伴い、トレーニング現場で必要な知識も増えています。この授業では、トレーニングの目的に応
じた負荷と量を設定し、正確な方法で指導できる実践力を身につけることを目的とします。トレーニングを安全でかつ効果的に行うため
の手順と方法を理解し、トレーニングの必要性と、実践する際の留意点をも各部位別に学びます。

学修到達目標
筋力や持久力を安全で効果的に向上させるための原則や留意点を理解し、各種のトレーニング実習を通して、その具体的な組み立て方を
修得することを目標とします。

授業の進め方
講義室とトレーニングルームを併用しながら理論演習という形式で授業を進めていきます。講義はこちらが用意したプリント及びスライ
ドを使用しながら授業を行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス、トレーニング概論

授業概要、学習目標、授業の進め方、評価の仕方について説明します。
トレーニングの意義と目的、トレーニング効果を決定する要因について
解説します。

健康づくりと運動の講義の第4回
目に実施した内容を復習しておく
こと(4時間)。

2トレーニングの原理・原則 効果的にトレーニングを実施するための条件について解説します。
各自が行っているトレーニング目
的及び内容をまとめておく(4時間
)。

3体力とトレーニング 体力の概念、運動トレーニングの有益性について解説します。 体力要素の分類を各自でまとめて
おくこと(4時間)。

4トレーニングと安全管理 安全にトレーニングを実施するための諸条件について解説します。 配布したプリント及び内容を復習
しておくこと(4時間)。

5ウォーミングアップとクーリングダウン及び体操
ウォーミングアップ、クーリングダウンの方法、目的別の体操実施法及
び指導法(理論と実習)について解説します。

ウォーミングアップ、クーリング
ダウンの必要性について事前に調
べておくこと(4時間)。

6トレーニング理論と方法① 持久性体力トレーニングについて解説します。
持久力体力を規定する要因、持久
性体力を計測する方法について事
前に調べておくこと(4時間)。

7トレーニング理論と方法② レジスタンストレーニングについて解説します。
レジスタンストレーニングの名称
について事前に調べておくこと
(4時間)。

8トレーニング理論と方法③ パワー・スピードトレーニングについて解説します。
パワー、スピードの体力テストの
方法について事前に調べておくこ
と(4時間)。

9トレーニング理論と方法④ ストレッチングと柔軟性トレーニングについて解説します。 柔軟性を規定する要因について事
前に調べておくこと(4時間)。

10トレーニング計画① カウンセリングによる目標設定と形態計測方法と手順について解説しま
す(実習)。

カウンセリングした内容を基に、
パートナーのトレーニング目標を
まとめておくこと(4時間)。

11トレーニング計画② 体力テストの方法と手順について解説します(実習)。
パートナーの形態計測結果、体力
測定の結果を活用できるように整
理しておくこと(4時間)。

12トレーニング計画③ 測定データを基に、トレーニングメニューを作成します(実習)。
作成したトレーニングメニューの
内容がトレーニングに適当なもの
か再確認しておく(4時間)。

13トレーニングの実践と指導①
13,14回でトレーニング実施者と指導する者を入れ替えて、トレーニン
グ又はパートナーの指導をします(実習)。

トレーニング実施した者、指導し
た者それぞれの立場での感想、反
省をまとめておく(4時間)。

14トレーニングの実践と指導②
13,14回でトレーニング実施者と指導する者を入れ替えて、トレーニン
グ又はパートナーの指導をします(実習)。

トレーニング実施した者、指導し
た者それぞれの立場での感想、反
省をまとめておく(4時間)。

15体験報告とまとめ パートナーのトレーニング指導(及び実施)での報告と、第1から14回ま
での講義のまとめをします。

これまでの講義及び実習で使用し
たプリントを中心に復習しておく
こと(4時間)。

テキスト
必要時にこちらでポイントを記したプリントを用意します。

成績評価の方法・基準
定期試験：70％　レポート：10％　課題：20％
S:授業内容をきわめて高度に理解するとともに、探求姿勢をもって課題演習等
に取り組み高度な活動成果を示している。A:授業内容を理解し、積極的な探求
姿勢をもって課題演習に取り組み良好な活動を示している。B:授業内容のおお
よそを理解するとともに、与えられた課題演習等に誠実に取り組み、授業のね
らいで求める活動成果の2/3程度の達成が認められる。C:授業内容の一部を理解
するとともに、授業のねらいで求める活動成果の1/2程度の達成が認められる。

参考書
「トレーニング科学」北川薫編（文光堂）　ISBN：978-4-8306-5164-9
「トレーニング指導者テキスト」（大修館書店）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
トレーニングルームでの実習時には運動着、室内シューズを必ず持参してくだ
さい。毎回の講義終了前に、次回講義の概要や予習等について説明をします。
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科目名 健康づくりと運動 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37011研究室 S-21

担当者 根本　賢一 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日5限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
健康の維持・増進を図ることや体力の向上を目的とした場合、やみくもに身体を動かすのではなく、各個人に適した運動計画(何の目的で
、どのような運動で、どのくらいの時間)を立てて実践することで、運動の効果を効率良く獲得することが出来ることです。本講義では、
有酸素性運動、無酸素性運動の様式上の違い及び無酸素性作業閾値についても理解を深めるとともに、各種運動の効果的で且つ安全な実
施法とその効果についても解説をしていきます。

学修到達目標
運動不足による生活習慣病が蔓延する現代社会に即応した、健康づくりのための運動トレーニングに関する基礎的な知識を習得すること
を目標とします。

授業の進め方
基本的には教科書とスライドを用いながら授業を進めます。しかし、教科書のみではなく、必要に応じてプリントも配布して使用します
。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1今なぜ健康が大切か 高齢化する我が国の現状と健康づくり施策について、健康運動指導士の
社会的役割について解説します。

健康づくり施策と健康運動指導士
について事前に調べておくこと
(4時間)。

2運動基準・運動指針 運動指針2006、身体活動基準2013とアクティブガイドについて解説しま
す。

健康づくりのための身体活動につ
いての理解を深めておくこと(4時
間)。

3生活習慣病と運動 生活習慣病と生活習慣の関連、生活習慣病予防のための運動について解
説します。

健康な生活習慣と、生活習慣病発
症予防についてまとめておくこと
(4時間)。

4トレーニング概論 トレーニングの原理・原則について解説します。
効果的にトレーニングを実施する
ためには何が必要か事前に調べて
おくこと(4時間)。

5トレーニングの基礎理論 トレーニング条件と反応・トレーニング強度について解説します。
前回講義で挙げた専門用語につい
て事前に調べておくこと(4時間
)。

6有酸素性運動と無酸素性運動① 有酸素性運動・無酸素性運動の特徴、運動効果について解説します。
有酸素性運動・無酸素性運動の特
徴を各自で調べて整理しておくこ
と(4時間)。

7有酸素性運動と無酸素性運動② 最大酸素摂取量、無酸素性作業閾値について解説します。
最大酸素摂取量、無酸素性作業閾
値が意味するもの、評価法と合わ
せて整理しておくこと(4時間)。

8身体活動強度とエネルギー 身体活動強度の違いによるエネルギー供給の仕組みについて解説します。

前回講義で挙げた専門用語につい
て事前に調べておくこと(4時間
)。

9ウォーキング・ジョギング① ウォーキング、ジョギングの運動特性について解説します。
配布した資料を参考に、ウォーキ
ングとジョギングの特性をそれぞ
れ整理しておくこと(4時間)。

10ウォーキング・ジョギング②
ウォーキング、ジョギングの実施法とその運動効果について解説します
。

配布資料を参考に、ウォーキング
とジョギングの実施法と効果につ
いて整理しておくこと(4時間)。

11ストレッチング ストレッチングの種類とその目的、効果について解説します。
ストレッチングの実施法(留意点
含む)について事前に調べておく
こと(4時間)。

12レジスタンストレーニング レジスタンス運動の分類、至適強度の設定法、トレーニングの実際について解説します。

レジスタンストレーニングの実施
法(留意点含む)について事前に調
べておくこと(4時間)。

13ウォーミングアップとクーリングダウン
ウォーミングアップ、クーリングダウンの目的とその実施法について解
説します。

講義時に配布したプリントを基に
理解を深めておく(4時間)。

14運動プログラムの作成 健康づくりと運動プログラムの作成の基礎及びポイントについて解説し
ます。

心拍数の計測法、推定最高心拍数
の算出法を確認し、％HRR法につ
いては復習しておくこと(4時間

15まとめ 1回～14回までの講義内容のまとめをそれ以前に使用したスライドをも
とに行います。

これまでの講義で配布したプリン
ト及び内容を復習しておくこと
(4時間)。

テキスト
「人生はピンピンきらりワークブック誰でもできる健康運動実践法」根本賢
一著（オフィスエム社）　ISBN:978-4-900918-94-8 (生協で購入してくださ
い。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　出席レポート：20％
S:授業内容をきわめて高度に理解し、毎回のレポートも高度なものを提出して
いる。A:授業内容を良く理解し、毎回のレポートも良好なものを提出している
。B:授業内容のおおよそを理解し、毎回のレポートも提出している。C:授業内
容の2/3を理解し、毎回のレポートも提出している。

参考書
「健康運動指導士養成講習会テキスト(上・下)」（財団法人健康・体力づく
り事業財団）
「健康運動実践指導者用テキスト」（財団法人健康・体力づくり事業財団）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康運動指導士及び健康運動実践指導者の資格取得を目指す者に限らず、豊か
な暮らしを営む基本である「健康づくり」を学ぶ以上は、常に社会の動向に目
を向け問題意識を持って授業に臨んでください。
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科目名 レクリエーション論 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37012研究室 S-22

担当者 中島　弘毅 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
現代社会は、物質的豊かさから心の豊かさを求める時代へと変化してきています。この様な中においては、レクリエーションおよび余暇
は人生の中で主要な位置を占め、より重要性を増してきています。ここでは、現代社会におけるレクリエーションの必要性を学ぶととも
に、レクリエーション支援およびレクリエーションサービスなどについての基礎的知識の習得を目指します。また、余暇先進国を事例に
取り、我が国のあり方について考えます。レクリエーションイベント企画の現場も提供します。

学修到達目標
日本の現代社会における課題を理解し、レクリエーションを通してどのような支援ができるのかを考える能力を身につけます。また、レ
クリエーション支援に必要なプログラムの企画立案についても学び、企画立案し、プレゼンテーションする能力を身につけます。

授業の進め方
テキストを用いながら、各テーマについて説明していきます。また、その都度、テーマに対して自ら考えることを大切にし、グループワ
ークを取り入れながらそれぞれの意見を出し合い、議論を深めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 本講義の概要と進め方について、また、レクリエーション資格について
説明します。豊かさとは何かについて考えます。

豊かさとは何かについて復習する
。（4時間）

2現代社会における問題について考えます。
現代社会における問題点、QOLの時代における余暇の位置づけを通して
人生・社会を豊かにするために何が重要なのかを考えます。

現代社会の問題について調べてく
る。真の豊かさについて復習する
。（4時間）

3
レクリエーションの意義、
必要性ついて考えましょう
。

レクリエーションの語源、レクリエーションの概念の変遷について学び
ます。

レクリエーションの定義について
調べてくる。（4時間）

4遊び学説としてのレクリエーションについて 遊びの生理学的な価値と遊びの社会学的な価値について学びます。 遊びの定義について調べてくる。
（4時間）

5レクリエーション運動の歴史について
古代ギリシャのレジャー観と古代ローマのレジャー観について学びます
。

両者の違いについて復習する。
（4時間）

6近現代におけるレクリエーションの歴史
産業革命から米国におけるレクリエーションの広がりについて学びます
。

産業革命とレクリエーションの展
開について調べてくる。（4時間
）

7レクリエーション支援について
レクリエーション支援の概念、使命、種類と方法、行動指針について学
びます。

レクリエーション支援者に期待さ
れる役割について復習する。
（4時間）

8ライフスタイルとレクリエーションについて

ライフステージごとの課題に対して「心の元気」を目的とするレクリエ
ーション活動が媒体としてスポーツを取り込む効果と重要性について考
えます。

自らライフステージごとの課題を
選択し、どの様な支援ができるか
を復習する。（4時間）

9レクリエーション事業とは
レクリエーション事業の考え方、事業展開の手順（Plan-Do-See）、企
画段階の実際について学びます。また、個々人のアセスメントに基づい
たプログラム計画企画書の内容について学びます。

個々人のアセスメントに基づいた
プログラム計画について復習する
。（4時間）

10レクリエーションイベント企画について
レクリエーションイベントの企画書に必要な内容及び市民を対象とした
プログラムの作り方と安全管理について学びます。

レクリエーション活動における安
全管理について調べてくる。
（4時間）

11レクリエーションイベント企画の実際（1）
グループでレクリエーションイベントのアイデアを出し合い、企画書の
骨子を作成します。

役割分担をして担当部分を完成さ
せる。（4時間）

12レクリエーションイベント企画の実際（2） グループでレクリエーションイベントの企画書を作成します。 発表原稿を作成する。（4時間）

13レクリエーションイベント企画の実際（3）
プレゼンテーションをするためにパワーポイントでスライド及び発表原
稿を完成させ、発表の練習をします。

より良いプレゼンテーションを実
施するために練習をし、質疑応答
対策を立てる。（4時間）

14
レクリエーション事業計画
のプレゼンテーション
（1）

レクリエーション事業計画のプレゼンテーションを行います。
他者のプレゼンテーションを聞き
、気がついた事をまとめ、復習す
る。（4時間）

15
レクリエーション事業計画
のプレゼンテーション
（2）

レクリエーション事業計画のプレゼンテーション＆まとめをします。
他者のプレゼンテーションを聞き
、気がついた事をまとめ、復習す
る。（4時間）

テキスト
「レクリエ－ション支援の基礎」(財)日本レクリエーション協会編　
ISBN:978-4-931180-81-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：50％　レポート：10％　課題：30％　出席レポート：10％
課題には、プレゼンテーションとレクリエーション現場体験を含みます。
S：95点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上

参考書
「スポレク活動で健康寿命を延伸」公益財団法人　日本レクリエーション協
会著

履修上の注意（学生へのメッセージ）
積極的に仲間と議論をし、テーマについて考えて行きましょう。
講義計画に該当する内容をテキストから探し、読んでおきましょう
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科目名 発育発達論 学年学期 3・4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37013研究室 S-17

担当者 田邉　愛子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
スポーツ指導者や教育現場では、子どもたちの身体がどのような過程を経て大人へと成長していくかを理解することは重要なことです。
そこでは単に遺伝的な素質が変容する過程としての変化ではなく、どのように子どもたちの才能を開花させるか、といった視点による発
育発達理解が重要となります。ヒトが誕生してから思春期、そして成人以降の老化と体力や運動能力などの関連を理解するとともに、体
力と遺伝的要因や運動の実践の有無など後天的要因との関連についても学習します。

学修到達目標
ヒトが誕生し、乳児期、思春期を向かえやがて加齢とともに老化します。その過程における発育発達の理解を深め、年齢による身体の変
化と性差における差異を説明できるようになること。

授業の進め方
発育・発達に関して思考し、講義、作業、討論等を行う中でその認識を深めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1「発育」「発達」の概念 ガイダンス：発育・発達とはを考えます シラバスを熟読すること（4時間
）

2生理学的年齢 発達をどう捉えるか遺伝的な影響要因の理解を深めます 年齢についての定義を調べること
（4時間）

3出産と乳幼児 ヒトの誕生と乳児期の運動能力および栄養について知識を深めます 事前の配布されるプリントを読む
こと（4時間）

4身体運動発現の順序性 幼児の運動能力の測定の問題点について課題を検討し測定方法について
理解できるようにします

基礎運動技能について予習をして
おくこと（4時間）

5成長期における骨格の発達 発育・発達期の身体的特性①　身長・体重・骨格の発育および子どものけがについて理解できるようにします
骨格の構造について予習をしてお
くこと（4時間）

6成長期における技術の発達
発育・発達期の身体的特性②　スキャモンの発育曲線と神経・筋コント
ロール能力について説明できるし、コーチング方法について知識を深め
ます

スキャモンの発育曲線を予習して
おくこと（4時間）

7運動能力構造の変化 発育・発達期の身体的特性③　筋と筋力の発達について筋肉の種類や特
徴などを理解し説明できるようにします

プリントの復習すること（4時間
）

8身体発達に影響する要因と問題
発育・発達期の身体的特性④　エネルギー代謝量と最大酸素摂取量の発
達について理解し説明できるようにします

プリントを復習すること（4時間
）

9女性における発育発達 発育・発達期の身体的特性⑤　女性の身体発達について性差の違いを理
解できるようにします

女性の特徴について予習しておく
（4時間）

10性差による疾病やスポーツ障害について
性差における疾病やスポーツ障害の特徴について学び、その対処方法を
理解できるようにします

スポーツ障害の発生起因などを予
習しておくこと（4時間）

11老化メカニズム 老化と運動①　高齢者の身体的特徴について理解を深めます 高齢者の特徴を調べておくこと
（4時間）

12老化メカニズム 老化と運動②　高齢者の体力と効果的な運動処方について理解を深めま
す

高齢者の体力の基準値を調べてお
くこと（4時間）

13高齢者の心身機能 老化と運動③　高齢者の運動に対する応答について説明します 細胞・組織における老化について
予習をしておくこと（4時間）

14「健康とは」を考える 運動・栄養・休養からヒトにおける健康を総合的に理解できるようにし
ます

事前課題について資料作成をして
おくこと（4時間）

15まとめ 講義全体のまとめと試験に向けて注意点などを説明します 今まで使用したプリントを熟読し
ておくこと（4時間）

テキスト
　コースパケット（参考文献等の資料を集めた冊子）を授業の中で配布しま
す

成績評価の方法・基準
レポート：10％　定期試験：90％
授業内レポートを評価し、定期試験では授業のプロセスの中で身につけた知識
を評価します。95％以上のより高いレベルに達すればS、80%以上の理解度をA、
70％以上をB、60％以上をCとします。

参考書
「健康運動実践指導者用テキスト」財団法人健康・体力づくり事業財団編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
・授業の中で行う共同作業、および討論への積極的な参加を望みます。
・健康運動実践指導者用テキストを事前に読んでおくことが望ましい。

143



科目名 機能解剖学 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37014研究室 非常勤

担当者 関　賢一・江原　孝史 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
人体を構成する、骨・筋肉・神経について基礎医学の知識を深める。さらに、骨･筋肉・神経については、その一つ一つを単に覚えるので
はなく、「関連付け」を重要視していきます。その統合によって「運動学」へ展開できるようにします。日常生活動作やスポーツ動作に
おける骨・関節・筋の連動性についても学習を深めていきます。さらに、「トレーニング」「コンディショニング」「スポーツ傷害」な
どとの関連性を示しながら履修を進めます。

学修到達目標
講義終了時には、学生が「体のつくり」について十分理解できており、人に説明する能力を持っている事を目指していきます。
身体運動に関係する骨・筋肉の名称と機能を中心に理解を深めていきます。筋骨格系の学習を進めながら、力学的な背景を理解し、トレ
ーニングの理論的背景を形成できるようにしていきます。
授業の進め方
本授業においては、人間の筋骨格系の機能解剖を取り上げ、本分野を専門に著した教科書をベースとして授業を進める形態です。 授業内
容の復習を行うレポート学習を通して習得度を高めていくようにします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1身体の仕組みと働き「筋肉の仕組み」 筋肉の構造と機能についてテキストを用いて解説します。 配布資料にて事後に復習（4時間
）

2身体の仕組みと働き「骨と関節の仕組み」 全身の骨の名称を覚えることと、関節の構造についての学習をします。
テキスト「身体運動の機能解剖学
」p1－3　p10－17　を事前予習
（4時間）

3身体の仕組みと働き「呼吸循環器の構造と役割」
呼吸循環器系の構造について学習し、エネルギー供給についての理解も
深めます。 配布資料にて事後復習（4時間）

4脊柱の構造と役割 脊柱を構成する頚椎・胸椎・腰椎の中心に骨・関節・筋・その機能につ
いて学習します。

テキスト「身体運動の機能解剖学
」p197-226　を事前予習（4時間
）

5肩甲帯及び肩関節の構造と役割
肩甲骨、及び肩甲上腕関節を中心に骨・関節・筋・その機能について学
習します。

テキスト「身体運動の機能解剖学
」p27-64　を事前予習（4時間）

6上腕・前腕・手指及び肘関節の構造と役割
上腕・前腕・手指及び肘関節の骨・関節・筋・その機能について学習し
ます。

テキスト「身体運動の機能解剖学
」p65-108　を事前予習（4時間）

7骨盤及び股関節の構造と役割 骨盤及び股関節の骨・関節・筋・その機能について学習します。
テキスト「身体運動の機能解剖学
」p125-154　を事前予習（4時間
）

8大腿の構造と役割 大腿部の骨・関節・筋・その機能について学習します。 配布資料にて事後復習（
4時間）

9膝関節の構造と役割 膝関節及び周囲の骨・関節・筋・その機能について学習します。
テキスト「身体運動の機能解剖学
」p155-168　を事前予習（4時間
）

10下腿及び足関節の構造と役割 下腿及び足関節の骨・関節・筋・その機能について学習します。
テキスト「身体運動の機能解剖学
」p169-195　を事前予習（4時間
）

11足部の構造と役割 足部の骨・関節・筋について学習します。 配布資料を事後復習（4時間）

12日常生活動作及びスポーツ動作時の機能解剖学
日常生活動作及びスポーツ動作時における骨・筋・関節の機能について
学習します。 配布資料にて事後復習（4時間）

13バイオメカニクス1「力学の基本」
バイオメカニクスの基礎について用語やてこの原理を中心に学習します
。

配布資料にて事後復習する。
（4時間）

14バイオメカニクス2「スポーツ動作と力学」

スポーツ動作時におけるバイオメカニクスを中心に学習、陸上・水中・
回転など、また道具（ボール）についての基礎的な力学的特徴も学習し
ます。

配布資料にて事後復習（4時間）

15まとめ 講義全体のまとめをします。 テキスト・配布資料にて事前事後
学習（4時間）

テキスト
「身体運動の機能解剖（改訂版）」（医道の日本社）　ISBN:4-7529-3063-3
(生協で購入してください。)　\4,300
S：授業内容を高度に理解するとともに、例題からは難しい応用問題が解ける
。A：授業内容を理解し、積極的な姿勢で課題に取り組み、やや難しい応用問
題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り
組み、応用問題が解ける。C：授業の内容の60％程度を理解し、与えられた課
題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　レポート：10％

参考書
「ボディ・ナビゲーション」（医道の日本社）　ISBN：4-7529-3078-1
\3,800
「筋・骨格系のキネシオロジー」（医歯薬出版）　ISBN：4-263-21287-8

履修上の注意（学生へのメッセージ）
学習内容は膨大で、記憶しなければならない事が多いですが、健康に関わる仕
事をする上で基礎となる知識です。スポーツ外傷学・障害、トレーナー実習・
リハビリテーション概論の基礎学習に有効です。
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科目名 スポーツ実技Ⅲ（水中運動） 学年学期 3・4年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37015研究室 S-17

担当者 田邉　愛子 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
エアロビックダンスの特性と効果についての認識を踏まえ、ダンスの一連の運動動作を実習し、その特徴や留意点を認識することを目的
とします。運動を提供する相手の性別、年齢、体力、目的によって運動強度の水準に違いがあることを理解した上で、速さや動きなどに
より変わってくる運動強度を、心拍数の上がり方などで確かめながら、反応の違いを実習します。

学修到達目標
服装、用具、シューズ、床の性質などの条件があることや音楽の特徴や指導上の注意事項を理解した上で、実際に運動プログラムを作り
、実施する上での留意事項を認識しながら、指導できるようになることを目標とします。

授業の進め方
教科書を基に、エアロビックダンスの基礎を机上で学び、平行して実際に体を動かしての実技も行います。受身の授業ではなく、実際に
指導者として人前に立つことも経験していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス
授業概要、学習目標、授業の進め方、評価の仕方についての説明をしま
す。正しい姿勢を身に着け、学生同士でチェックをしたり、指導したり
する経験をしていきます。

正しい姿勢を常に心がける（1時
間）

2エアロビックダンスの特性や効果、受講者の特性

エアロビックダンスが持つ特性や効果について、説明します。また、受
講者の年代や性別の特性の違いを説明します。後半は、エアロビックダ
ンスを実際に体験します。

テキストP131、132を事前に読ん
でおく。特性や効果について、復
習する。（1時間）

3ステップ ローインパクトやハイインパクトの、さまざまなステップの名称や種類
を紹介します。

ステップの種類を覚えるとともに
、テレビCMやダンスシーンなど日
常目にするステップを意識する（

4動きの展開
さまざまなステップを組み合わせたり、ステップに合わせて上肢の動き
を組み合わせ、さらに動きを展開させていく方法を説明し、実践します
。

複数のステップを組み合わせた動
きを考えてくる（1時間）

5ウォーミングアップ
静的ストレッチングと動的ストレッチングの違いや、ウォーミングアッ
プの重要性を説明し、エアロビックダンスのウォーミングアップで必要
な動きを実践します。また、事前学修で考えてきたステップを実践し、

ステップの種類をかえて、組み合
わせを考えてくる。自分の安静時
心拍数を計ってくる（1時間）

6強度の調整
心拍数などから運動強度を推定する方法を説明し、自分の目標心拍数を
計算します。また、動きの中で運動強度を調整する方法を説明して実践
します。

自分が考えた組み合わせを、反復
の中で強度を上げていくものを作
成する（1時間）

7音楽 音楽のBPMや曲調、音の構成などを説明します。BPMによっても強度が変
わることも説明し、体験します。

日常に聞く音楽で、音の構成やカ
ウントを意識する（1時間）

8指導の方法
声や動作で指示を出すキューイングなど、指導の技法を説明します。ま
た、学生同士で自分が考えた動きを、タイミングなどに気をつけながら
指導を実践します。

動きを考えるとともに、指示を出
すタイミングや声のかけ方などを
シュミレーションする（1時間）

9筋力トレーニング 自重負荷を使った筋力トレーニングを説明し、体験します。前回に引き
続き、強度アップやキューイングを意識した指導の体験も行います。

トレーニングの内容を復習。必要
なものは日常に取り入れる。
（1時間）

10クールダウン 運動時のクールダウンの必要性を説明し、実践します。キューイングな
どを意識した指導の体験も引き続き行います。

実技発表に向け、動きを完成させ
ていく（1時間）

11グループ作成、発表 個々での作成、指導も行いつつ、グループで意見を出しあって動きを作
り上げます。

実技発表に向けて、動きを完成さ
せていく（1時間）

12傷害、環境 エアロビックダンスによる障害や、安全に行うためのプログラミング、
シューズや服装の注意などを説明します。

実技発表に向けて、動きを完成さ
せる（1時間）

13実技発表（第1グループ） 第1グループの実技発表を行います。他のグループは発表グループの指示に従って実際に指導を受けます。 発表準備及び反省（1時間）

14実技発表（第2グループ） 第2グループの実技発表を行います。他のグループは発表グループの指示に従って実際に指導を受けます。 発表準備及び反省

15実技発表（第3グループ） 第3グループの実技発表を行います。他のグループは発表グループの指示に従って実際に指導を受けます。 発表準備及び反省（1時間）

テキスト
「健康運動実践指導者用テキスト」財団法人　健康・体力づくり事業財団編
(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
実技：70％　定期試験：30％
「実技」は、授業内で行う実技発表です。95％以上のより高いレベルに達すれ
ばS、80%以上の理解度をA、70％以上をB、60％以上をCとします。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
将来、指導者になることを想定して授業を進め、最終的には人への指導を全員
が行います。指導者として、相手にわかりやすい言葉使いや説明の仕方、見本
になる姿勢など、日頃から意識を持ち、授業にも臨んで下さい。
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科目名 スポーツ心理学 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37016研究室 S-20

担当者 齊藤　茂 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
本講義では、運動・スポーツ心理学、中でも「健康心理学」に関する理論を中心に学んでいきます。具体的には、「心の健康」（適応と
不適応）に関する様々な理論、「ストレスマネジメント」に関する理論（心理学的ストレスモデル（認知的評価）やアセスメント等）及
び「行動変容理論」（「トランスセオレティカル・モデル」を中心に）について学びます。

学修到達目標
受講者各自が、健康運動の指導現場へ応用できる実践的知識及び技能（ストレスマネジメントの方法や行動変容のための働きかけ等）を
修得することを到達目標とします。また、日常生活においても自分自身の心の状態に興味を持ち、自らの生活に役立てられることを望ん
でいます。
授業の進め方
講義が中心となりますが、授業内容に即したビデオ、DVD等の視聴覚教材等を適宜提示活用しながら、作業や討論を交え授業を進めます。
また、実際に心理テスト等の体験を通して、心理テストの内容と同時に、自分自身の心の状態についても知ることができます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 心理テストを体験した後、本講義についてのガイダンスを行います。 シラバスを熟読し、講義内容につ
いて理解しておく。（2時間）

2心の健康とは？①
心の健康とは「心が病んでいないばかりではなく、個人が社会の中で快
適に適応している状態」であるとされている。この「適応している」状
態（あるいは「不適応」）とはどういうことなのか考えます。

精神的に健康な人とは具体的にど
のような人か、各自が考えを持ち
授業に参加をする。（4時間）

3心の健康とは？②
心の健康とは、具体的にどのような状態をいうのか、様々な研究者の理
論に共通するポイントについて学びます。また、高齢者の心理的特徴を
子どもや青壮年の心理と比べながら理解します。

事前に配布されたテキスト（コー
スパケット）の該当部分を熟読し
てくる。（4時間）

4心の健康とは？③ 第3回に引き続き、心の健康について、様々な研究者の理論に共通する
ポイントについて学びます。

事前に配布されたテキスト（コー
スパケット）の該当部分を熟読し
てくる。（4時間）

5心の健康とは？④ 「適応」とは逆の「不適応」について、適応に悩む「人格障害」等の例
を取り上げて具体的に学びます。

事前に配布されたテキスト（コー
スパケット）の該当部分を熟読し
てくる。（4時間）

6ストレスマネジメントの理解①
ストレス（反応）について、テキスト（コースパケット）をもとに学び
ます。

事前に配布されたテキスト（コー
スパケット）の該当部分を熟読し
てくる。（4時間）

7ストレスマネジメントの理解②
心理学的ストレスモデル（認知的評価）について、テキスト（コースパ
ケット）をもとに学びます。

各自の実体験と照らし合わせて考
えてみる。（4時間）

8ストレスマネジメントの理解③

ストレスのアセスメント（ストレスを修飾する要因である性格や行動パ
ターンも含む）について、テキスト（コースパケット）をもとに学びま
す。

ストレスのアセスメント結果につ
いて、考察を行う。（4時間）

9ストレスマネジメントの理解④

交流分析の理論について学びます。実際に交流分析を体験することを通
して、自分自身の交流のパターンを理解し、ストレスマネジメントに役
立てます。

交流分析の結果について、自分な
りの分析を行い、レポートを作成
する。（4時間）

10ストレスマネジメントの理解⑤
一般的なストレス対処法（ストレスコーピング）について、テキスト
（コースパケット）をもとに学びます。

日常から自分が用いているストレ
スへの対処法について考えてみる
。（4時間）

11ストレスマネジメントの理解⑥
ストレス対処法について、カウンセリングや自己開示を中心により専門
的に学びます。

日常から自分が用いているストレ
スへの対処法（自己開示）につい
て考えてみる。（4時間）

12運動実践に伴う心理社会的効果

運動実践に伴う恩恵（気分の改善や抑うつの改善）と弊害（摂食障害や
バーンアウト等）について、テキスト（コースパケット）をもとに学び
ます。

運動実践に伴う恩恵と弊害につい
て考えてみる。（4時間）

13行動変容の理論
「トランスセオレティカル・モデル」について、行動変容プロセス、行
動変容ステージ、及び構成概念間の関係（ステージマッチド介入）につ
いて、テキスト（コースパケット）をもとに学びます。

自分が実際に指導者になった際、
どのように応用できるか考えてみ
る。（4時間）

14行動変容理論の実践的適用
指導者と受講者のミスマッチに気づき、その解決法について考える。個
別指導における動機づけ、カウンセリングについて、受講者同士のディ
スカッションを取り入れながら学びます。

自分が実際に指導者になった際、
どのように応用できるか考えてみ
る。（4時間）

15まとめ これまでの講義のまとめを行いながら、定期試験のための対策を行いま
す。

これまでの講義について復習を行
い、不明な点等は質問できるよう
に準備を行う。（6時間）

テキスト
コースパケット（参考文献等の資料を集めた冊子）を授業の中で配布します
。

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　受講態度：20％
S：授業に対して積極的かつ探究的に参加し、授業内容を様々な事象に対して応
用ができるレベルにまで理解している。A：授業に対して積極的に参加し、授業
内容を理解している。B：授業に対して積極的に参加し、授業内容をおおよそ理
解している。C：授業内容について最低限理解している。
なお、受講態度は授業における課題等に取組む姿勢により評価します。

参考書
「健康運動指導士養成講習会テキスト下」（健康・体力づくり事業財団）
「スポレク活動で健康寿命を延伸」（日本レクリエーション協会）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
競技スポーツ及びコーチングに関する内容は、2年次後期開講のスポーツカウン
セリングおよび3年次前期開講のスポーツコーチング論で主に扱うため、これら
の講義を併せて受講することを奨励します。
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科目名 安全・救急法（含実習） 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37017研究室 S-16

担当者 江原　孝史 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
救命救急について、特に心肺蘇生とAEDの使い方について学ぶとともに救急を要するようないろいろな状況と対処の仕方を知る。応急手当
の手技を学び、日常遭遇するケガに対処する方法を身につけます。

学修到達目標
救命しなければいけない場面に遭遇してもあわてず必要な行動と処置ができるようになること。

授業の進め方
教室での講義と、体育館における実習とを組み合わせて行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 安全救急法についてー学ぶにあたってのこころがまえや態度と普段から
のこころがけとトレーニングが重要であること学びます。

事前に過去に自分が学んだ救命救
急処置を復習する。(4時間）

2心肺蘇生 心肺蘇生とAED、心肺蘇生の必要性を学びます。　
テキスト1-9ページを読み、救命
の4つの連鎖を暗記する。(4時間
）

3虚血性心疾患 心臓の働きと狭心症、心筋梗塞の病態と症状を学ぶます。心臓が原因で
突然死することが多いことを学びます。

心臓の解剖と機能、冠状動脈につ
いて学ぶ。(4時間）

4呼吸困難 肺の働きと病気、呼吸困難の原因を学びます。 肺の解剖と呼吸のメカニズムを学
ぶ。(4時間）

5低体温症 低体温症について、低体温症になった場合の対処の仕方について学びま
す。

最近おきた低体温症の事例につい
て調べる。(4時間）

6溺水 乳幼児から高齢者までの各年代における溺水の特徴、溺水の予防につい
て学びます。

テキスト38ページを読む。最近お
きた溺水の事例を調べる。(4時間
）

7救急蘇生 (1) 松本広域消防署による実習① 救急蘇生法　呼吸のチェック　呼吸停止
の確認　胸骨圧迫法を学びます。

テキスト10-24ページを読む。
(4時間）

8救急蘇生 (2)
松本広域消防署による実習② 救急蘇生法　AEDの使い方　人工呼吸法、
を学びます。本番のつもりで行います。消防署で行われる口頭指導の
DVDを見ます。

事後にシチュエーションを変えて
口頭指導の問答を作る。(4時間）

9救急蘇生　(3)
窒息、気道異物除去法、アナフィラキシーショックへの対処の仕方、エ
ピペンの使い方について学びます。蜂刺されによるアナフィラキシーシ
ョックのDVDを見ます。

蜂さされ以外の原因によるアナフ
ィラキシーショックの事例を調べ
る。(4時間）

10応急手当 (1) 日赤講師による実習：　体位と移動　RICE処置について学びます。
テキスト25-30ページを読む。さ
まざまな救急の場面を想定したシ
ナリオを作る。(4時間）

11応急手当　(2) 日赤講師による実習：三角巾の使い方，止血，骨折，捻挫に対する処置
とテーピングについて学びます。

テキスト25-30ページを読む。身
の回りの物で三角巾に代わるもの
を捜し試してみる。(4時間）

12やけど やけどの種類と分類、やけどの面積推定のための9の法則について学び
ます。

テキスト33-36ページを読む。自
分の住む地域でこった最近の火災
の頻度について調べる。(4時間）

13中毒 食中毒、ガス中毒の種類と対処法について学びます。 いろいろな中毒の事例を調べる。
(4時間）

14熱中症 熱中症の種類と対処法、脱水について学びます。
テキスト33ページを読む。経口補
水液を作成し、脱水のメカニズム
について調べる。(4時間）

15災害 災害への対処、リスクマネージメント、救護法を学びます。 事前に大きな災害の事例について
調べる。(4時間）

テキスト
「応急手当講習テキスト　救急車がくるまでに（改訂3版）」（東京法令出版
）
必要な時はプリント、資料を配布する。

成績評価の方法・基準
実技：60％　定期試験：30％　レポート：10％
S : 授業内容を高度に理解し、実技に積極的に取り組みかつ質問し、レポート
の内容が特に優れ、定期試験も9割以上。A : 授業内容をよく理解し、実技に積
極的に取り組み評価が優れ、レポートの内容が優れ、定期試験が8割以上。B :
授業内容を理解し、実技に誠実に取り組み、レポートの評価が良で定期試験が
7割以上。C : 授業の内容を理解し、実技に取り組み、レポートの評価が可で定
期試験が6割以上。

参考書
「アトラス応急処置マニュアル」（南江堂）  山本保博監訳
「スポーツ指導者のためのスポーツ外傷・障害改訂第2版」市川宣恭編（南江
堂）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
一刻を争う救命救急の処置をしっかり学びましょう。いつ、どこで、ケガや病
気に突然、遭遇するか分かりません。救急時の最低限の応急手当の仕方を身に
つけよう。
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科目名 運動と栄養 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37018研究室 S-05

担当者 長谷川　尋之 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

～2015年度

授業概要
身体活動量の多い市民から競技者まで、最高のパフィーマンスを発揮するための食生活について学習します。運動栄養学を科学的根拠に
基づき理解を促し、個人や競技特性に応じた食品選択、適切なタイミングの食事摂取について解説します。

学修到達目標
スポーツの競技特性と期分けに応じた栄養管理、食事選択の考え方を理解するとともに、自身への活用、他者への指導に運動栄養学をア
ウトプットできることです。

授業の進め方
基本的に教科書とパワーポイントスライドを用いて講義を進めます。また必要に応じてプリント配布を行います。演習形式や学習内容の
確認テストを行うこともあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション、栄養学概論
授業ガイダンス（本講義の狙い、進め方）を行います。食物と栄養素と
食品について学び、自身の食生活を振り返ります。

1章を予習し、授業までに日々の
食事を記録し、体重測定を行いま
す。（4時間）

2スポーツ栄養の基本的な考え方
運動と栄養の効果、競技者の三原則、競技者の食事の目的を学び、理想
の食事バランスを学びます。

1章を予習し、理想の食事バラン
スについて復習し日々の食事選択
に活用し、記録します。（4時間

3運動とエネルギー エネルギー産生、エネルギーの内訳について学び、エネルギー消費量の
測定方法を学びます。

2章を予習し、エネルギー消費量
の測定方法、エネルギーの算出方
法を復習します。（4時間）

4エネルギー必要量 エネルギー収支と体重変化、推定エネルギー必要量の簡易な算出方法を
学びます。

2章を予習し、推定エネルギー必
要量の算出方法を復習、応用でき
るようにします。（4時間）

5運動のためのエネルギー源 エネルギー産生に重要な糖質と脂質について代謝と補給方法について学びます。

3章を予習し、講義内容を復習し
、糖質の摂取量を算出できるよう
にします。（4時間）

6体づくりの栄養と食事 たんぱく質の代謝と必要量、摂取方法について学びます。
5章を予習し、アミノ酸の種類、
たんぱく質の質、量を測定する方
法を復習します。（4時間）

7スポーツとビタミン ビタミンの種類、働き、スポーツで気をつけるビタミンについて学びま
す。

6章を予習し、エネルギー代謝と
ビタミン、抗酸化作用とビタミン
を復習します。（4時間）

8スポーツとミネラル ミネラルの種類と働き、スポーツで気をつけるミネラルについて学びま
す。

7章を予習し、骨とミネラル、貧
血とミネラルについて復習します
。（4時間）

9運動中の栄養補給 スポーツ活動中の水分補給の方法、内容について学びます。 4章を予習し、熱中症予防と対策
について復習します。（4時間）

10体重管理、体重階級制のあるスポーツの栄養
体重管理が必要な競技の理解、望ましい体重管理、体重、身体組成の測
定方法について学びます。

8章を予習し、身体組成の測定方
法について復習します。（4時間
）

11競技特性と栄養、食事 瞬発系・パワー系スポーツ、持久系スポーツの栄養と食事の特徴、現状
と課題について学びます。

9章、10章を予習し、競技特性と
種目を整理し講義内容を復習しま
す。（4時間）

12競技特性と栄養、食事 球技、チームスポーツ、冬季スポーツの栄養と食事の特徴、現状と課題
について学びます。

11章、12章を復習し、競技特性と
種目を整理し講義内容を復習しま
す。（4時間）

13ジュニアアスリート、女性アスリートの栄養、食事
発育、発達が関係するジュニアアスリート、特有の健康課題をもつ女性
アスリートの栄養、食事管理について学びます。

13章を予習し、発育、発達と�女
子アスリートの3主徴を復習しま
す。（4時間）

14スポーツ選手の栄養サポート
栄養サポートの現状と課題、栄養管理の具体的な方法、教育の実際につ
いて学びます。

14章、15章を予習し、講義の内容
を復習して、日々の食事の改善に
取り組みます。（4時間）

15サプリメント サプリメントの利用とドーピング問題、サプリメントを選ぶ場合の考え
方について学びます。

16章を予習し、サプリメントの分
類、情報収集の方法、ドーピング
について復習します。（4時間）

テキスト
「市民からアスリートまでのスポーツ栄養学」岡村浩嗣、藤井久雄、河合美
香、宮崎志帆、小清水孝子、横田由香里、柳沢香絵著岡村浩嗣編（八千代出
版）　ISBN:978-4-8429-1539-5 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　受講態度：10％
受講態度は、受講票での積極的な質問と授業中の発言を得点化して評価し、定
期試験と総合的に評価します。60点以上でC評価、70点以上でB評価、80点以上
でA評価とし、概ね95点以上でS評価とします。

参考書
「ジムに通う人の栄養学」岡村浩嗣著（講談社）
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
競技に取り組む学生、指導者を目指す学生など、それぞれの視点で目的意識を
持ち講義内容の予習、復習、そして現場での実践に取り組んでください。
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科目名 運動生理学 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37019研究室 S-24

担当者 河野　史倫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
健康になるため、または健康を維持するために運動を行います。運動は様々な生理的刺激となり、カラダはそれに対して適応する過程で
運動効果が表れます。スポーツの場面においてパフォーマンスを向上するためにトレーニングを行うことは、カラダの適応能力をさらに
引き出しているということになります。本科目では、運動がどのような生理的刺激となり、身体機能にどのような影響を与えるのかにつ
いて講義を行います。

学修到達目標
運動がどのような生理的刺激となるのか、運動によってカラダはどんな反応を示すのか、それらを結びつけるメカニズムを理解し的確に
説明できること、運動がなぜ健康づくりに重要なのかを科学的に考察できるようになることを目標とします。

授業の進め方
講義は指定のテキストに沿って進めていきます。板書やスライドも必要に応じて併用します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1運動と疾病 生活習慣や加齢に伴う疾病について、若年期の生理機能と比較しながら
テキストとスライドを使って解説します。

テキストの14章を読んでおくこと
（4時間）

2代謝 運動中のエネルギー代謝について、テキストとスライドを使って解説し
ます。

授業ノートをまとめ直し、テキス
トの5章を読んでおくこと（4時間
）

3骨格筋1 筋の構造と収縮の仕組み、テキストとスライドを使って解説します。
授業ノートをまとめ直し、テキス
トの1章を読んでおくこと（4時間
）

4骨格筋2 筋の種類と性質の違いについて、テキストとスライドを使って解説しま
す。

テキストの1章を読んでおくこと
。前回の講義内容を復習しておく
こと。（4時間）

5神経1 骨格筋がどのように神経支配を受けているのか、テキストとスライドを
使って解説します。

授業ノートをまとめ直し、テキス
トの2章を読んでおくこと。（4時
間）

6神経2 筋力調節、神経筋で起こる反射について、テキストとスライドを使って
解説します。

テキストの2章を読んでおくこと
。前回の講義内容を復習しておく
こと。（4時間）

7神経・筋の可塑性 運動・トレーニングによる神経・筋の変化について、テキストとスライ
ドを使って解説します。

授業ノートをまとめ直し、テキス
トの1章～2章を読み直しておくこ
と。（4時間）

8前半のまとめ 前半の講義内容に関する試験を実施し、解答と解説を行います。
第1回～第7回の授業で作成したノ
ートを復習し、重要な点は説明で
きるようにする。（4時間）

9呼吸 酸素の取り込みと消費、運動強度による酸素消費量の変化について、テ
キストとスライドを使って解説します。

テキストの3章を読んでおくこと
。授業後は、7章もしっかり読ん
でおくこと。（4時間）

10循環 心機能と運動による血圧変化について、テキストとスライドを使って解
説します。

テキストの4章を読んでおくこと
。授業後は、7章もしっかり読ん
でおくこと。（4時間）

11体温 体温と体水分調節、運動や暑熱による脱水や熱中症について、テキスト
とスライドを使って解説します。

テキストの6章と10章を読んでお
くこと。授業後は、7章もしっか
り読んでおくこと。（4時間）

12運動と栄養 栄養によるエネルギー代謝やトレーニング効果の変化、サプリメントの
効果について、テキストとスライドを使って解説します。

テキストの8章と12章を読んでお
くこと。（4時間）

13骨 骨の構造と運動負荷の影響、宇宙飛行士の骨密度低下について、テキス
トとスライドを使って解説します。

テキストの11章を読んでおくこと
。（4時間）

14免疫 運動による免疫機能の変化、筋損傷した時の免疫システムについて、テ
キストとスライドを使って解説します。

テキストの9章を読んでおくこと
。（4時間）

15老化 加齢に伴う身体機能の変化や運動による老化予防の仕組みについて解説
します。

授業後はノートをまとめ、重要な
点は説明できるようになること。
（4時間）

テキスト
「運動生理学　生理学の基礎から疾病予防まで」小山勝弘、安藤大輔、山北
満哉、北川淳、小野悠介、藤田諒著小山勝弘、安藤大輔編（三共出版）　
ISBN:978-4-7827-0687-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
小テスト：30％　定期試験：70％
S：各種生理機能について深く理解しているだけでなく、それらの知識を活用し
実際に生体内で起こる事象について的確な説明および考察ができる。A：授業内
容を細部まで理解し、毎時間のまとめの内容以外の問題も解ける。B：毎時間の
まとめの内容を完全に理解し、問われ方が変わっても正解できる。C：毎時間の
まとめの内容を理解し、それらに関する試験問題が解ける。

参考書
必要に応じてプリント等を配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
生体機能の可塑性は複雑な仕組みであり、まだ分かっていないこともたくさん
あります。本講義で得た知識を使って、実際に運動やトレーニングの方法や妥
当性を科学的に考えることができるようになってほしいです。
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科目名 体力測定と評価 学年学期 3・4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37020研究室 S-21

担当者 根本　賢一 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日5限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
適当な運動プログラムを提供するためにも、複数の体力要素についての測定を行い、得られた測定値を評価基準と比較して適切に評価す
る必要があります。形態および機能に関する種々の項目を理解するとともに得られた結果を適正に評価する手法を学びます。特に、心肺
持久力の指標である最大酸素摂取量や無酸素性作業閾値や、筋力についての様々な測定法や意義を理解し得られたデータの解析法まで理
解していきます。

学修到達目標
形態および各機能に関する種々の測定方法とその意義を理解し、適正に測定・評価できる力を修得することを目標とします。

授業の進め方
第1回から9回までは、講義室にてこちらで用意したプリントとスライドを利用しながら授業を進めていきます。10回から14回までは実際
にフィールド及びトレーニングルーム内にある測定機器・装置などを用いながらの演習形式で授業を行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要、学習目標、授業の進め方、評価の仕方についての説明します
。

各自がこれまでに経験した体力測
定項目を挙げ、その実施法につい
てまとめておくこと(4時間)。

2体力測定の活用法 体力測定の目的及び活用法、評価方法(平均値、標準偏差、伸び率、標
準得点)について解説します。

標準得点を使用した評価方法につ
いてよく復習しておくこと(4時間
)。

3身体組織の測定法と評価
体脂肪測定法、推定誤差が生じる原因、体脂肪率を推定する種々の計算
、皮下脂肪分布と男女差、身体活動量と皮下脂肪分布について解説しま
す。

配布資料をよく読み、特に体脂肪
測定量の原理と測定方法について
理解を深めておく(4時間)。

4体力と運動能力・体力構成要素の測定法

適正な体力測定の条件、体力と運動能力の関係、年齢に伴う体力水準の
変化および性差、体力を構成する項目の測定方法と評価法について解説
します。

配布資料を読み、適正な測定条件
と項目別に測定方法と評価法につ
いて理解を深めておく(4時間)。

5新体力テストの測定とその評価
新体力テストの測定項目及び評価法、健康と関連する体力要素について
解説します。

本日配布した資料を読み、新体力
テストの実施法を復習しておくこ
と(4時間)。

6持久性体力の測定および評価法 最大酸素摂取量、無酸素性作業閾値について解説します。
専門用語を事前に調べ、直接法に
よる測定方法とその判定法につい
て復習しておくこと(4時間)。

7筋力測定とその評価 筋力測定の意義、筋力測定実施の留意点、筋力測定方法とその評価法に
ついて解説します。

専門用語を事前に調べ、筋力測定
法とその評価法について復習して
おくこと(4時間)。

8介護予防に関する体力測定とその評価①
介護予防の考え方、介護予防事業とその対象者、介護保険制度(又は以
外)の介護予防事業について解説します。

専門用語を事前に調べる。配布資
料をよく読み、介護保険制度につ
いて理解を深めておく(4時間)。

9介護予防に関する体力測定とその評価②
介護予防における体力測定の意義と測定項目、高齢者の身体活動能力に
ついて解説します。

高齢者の体力測定での留意点と実
施法について調べておくこと(4時
間)。

10中年者のフィールドテスト(新体力テストの実施法) 新体力テストの測定項目を実際に測定します。
第5回目の講義内容をよく復習し
ておくこと(4時間)。

11中年者のフィールドテスト(測定値に対する評価法) 第10回目の講義で測定したデータを基に、評価表を作成します。
前回の各自及びグループのデータ
を事前に整理しておくこと(4時間
)。

12高齢者の体力測定(持久力)高齢者の持久力測定の意義、持久力測定実施上の留意点、持久力測定方法と評価法について解説します。

前回の講義後に配布したプリント
をよく読み、専門用語を事前に調
べておくこと(4時間)。

13高齢者の体力測定(筋力) 高齢者の筋力測定の意義、筋力測定実施上の留意点、筋力測定方法と評価法について解説します。

前回の講義後に配布したプリント
をよく読み、専門用語を事前に調
べておくこと(4時間)。

14
体力評価の実施・データ加
工・フィードバックについ
て

第12、13回の講義で測定したデータを基に評価表を作成します
(VO2maxの推定含む)。

第12、13回で測定した各自及びグ
ループのデータを事前に整理して
おくこと(4時間)。

15講義全体のまとめ 第1～14回までの講義のまとめを今までに使用したスライド及び資料を
もとに行います。

これまでの講義で配布したプリン
ト及び内容をよく復習しておくこ
と(4時間)。

テキスト
各回こちらでポイントを記したプリントを用意します。

成績評価の方法・基準
レポート：10％　課題：20％　定期試験：70％
S:授業内容をきわめて高度に理解するとともに、探求姿勢をもって課題演習等
に取り組み高度な活動成果を示している。A:授業内容を理解し、積極的な探求
姿勢をもって課題演習に取り組み良好な活動を示している。B:授業内容のおお
よそを理解するとともに、与えられた課題演習等に誠実に取り組み、授業のね
らいで求める活動成果の2/3程度の達成が認められる。C:授業内容の一部を理解
するとともに、授業のねらいで求める活動成果の1/2程度の達成が認められる。

参考書
「健康運動実践指導者用テキスト」（財団法人健康・体力づくり事業財団）
「健康づくりのための体力測定評価法」（金芳堂）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康運動実践指導者の資格取得を目指す以上、常にその自覚を持って授業に臨
んでください。トレーニングルームでの実習時には運動着、室内シューズを必
ず持参してください。　
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科目名 スポーツ実技Ⅱ（エアロビックダンス） 学年学期 3・4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37021研究室 S-17

担当者 田邉　愛子 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日5限

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
エアロビックダンスの特性と効果についての認識を踏まえ、ダンスの一連の運動動作を実習し、その特徴や留意点を認識することを目的
とします。運動を提供する相手の性別、年齢、体力、目的によって運動強度の水準に違いがあることを理解した上で、速さや動きなどに
より変わってくる運動強度を、心拍数の上がり方などで確かめながら、反応の違いを実習します。

学修到達目標
服装、用具、シューズ、床の性質などの条件があることや音楽の特徴や指導上の注意事項を理解した上で、実際に運動プログラムを作り
、実施する上での留意事項を認識しながら、指導できるようになることを目標とします。

授業の進め方
教科書を基に、エアロビックダンスの基礎を机上で学び、平行して実際に体を動かしての実技も行います。受身の授業ではなく、実際に
指導者として人前に立つことも経験していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス
授業概要、学習目標、授業の進め方、評価の仕方についての説明をしま
す。正しい姿勢を身に着け、学生同士でチェックをしたり、指導したり
する経験をしていきます。

正しい姿勢を常に心がける（1時
間）

2エアロビックダンスの特性や効果、受講者の特性

エアロビックダンスが持つ特性や効果について、説明します。また、受
講者の年代や性別の特性の違いを説明します。後半は、エアロビックダ
ンスを実際に体験します。

テキストP131、132を事前に読ん
でおく。特性や効果について、復
習する。（1時間）

3ステップ ローインパクトやハイインパクトの、さまざまなステップの名称や種類
を紹介します。

ステップの種類を覚えるとともに
、テレビCMやダンスシーンなど日
常目にするステップを意識する（

4動きの展開
さまざまなステップを組み合わせたり、ステップに合わせて上肢の動き
を組み合わせ、さらに動きを展開させていく方法を説明し、実践します
。

複数のステップを組み合わせた動
きを考えてくる（1時間）

5ウォーミングアップ
静的ストレッチングと動的ストレッチングの違いや、ウォーミングアッ
プの重要性を説明し、エアロビックダンスのウォーミングアップで必要
な動きを実践します。また、事前学修で考えてきたステップを実践し、

ステップの種類をかえて、組み合
わせを考えてくる。自分の安静時
心拍数を計ってくる（1時間）

6強度の調整
心拍数などから運動強度を推定する方法を説明し、自分の目標心拍数を
計算します。また、動きの中で運動強度を調整する方法を説明して実践
します。

自分が考えた組み合わせを、反復
の中で強度を上げていくものを作
成する（1時間）

7音楽 音楽のBPMや曲調、音の構成などを説明します。BPMによっても強度が変
わることも説明し、体験します。

日常に聞く音楽で、音の構成やカ
ウントを意識する（1時間）

8指導の方法
声や動作で指示を出すキューイングなど、指導の技法を説明します。ま
た、学生同士で自分が考えた動きを、タイミングなどに気をつけながら
指導を実践します。

動きを考えるとともに、指示を出
すタイミングや声のかけ方などを
シュミレーションする（1時間）

9筋力トレーニング 自重負荷を使った筋力トレーニングを説明し、体験します。前回に引き
続き、強度アップやキューイングを意識した指導の体験も行います。

トレーニングの内容を復習。必要
なものは日常に取り入れる。
（1時間）

10クールダウン 運動時のクールダウンの必要性を説明し、実践します。キューイングな
どを意識した指導の体験も引き続き行います。

実技発表に向け、動きを完成させ
ていく（1時間）

11グループ作成、発表 個々での作成、指導も行いつつ、グループで意見を出しあって動きを作
り上げます。

実技発表に向けて、動きを完成さ
せていく（1時間）

12傷害、環境 エアロビックダンスによる障害や、安全に行うためのプログラミング、
シューズや服装の注意などを説明します。

実技発表に向けて、動きを完成さ
せる（1時間）

13実技発表（第1グループ） 第1グループの実技発表を行います。他のグループは発表グループの指示に従って実際に指導を受けます。 発表準備及び反省（1時間）

14実技発表（第2グループ） 第2グループの実技発表を行います。他のグループは発表グループの指示に従って実際に指導を受けます。 発表準備及び反省(1時間）

15実技発表（第3グループ） 第3グループの実技発表を行います。他のグループは発表グループの指示に従って実際に指導を受けます。 発表準備及び反省（1時間）

テキスト
「健康運動実践指導者用テキスト」財団法人　健康・体力づくり事業財団編
(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
実技：70％　定期試験：30％
「実技」は、授業内で行う実技発表です。95％以上のより高いレベルに達すれ
ばS、80%以上の理解度をA、70％以上をB、60％以上をCとします。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
将来、指導者になることを想定して授業を進め、最終的には人への指導を全員
が行います。指導者として、相手にわかりやすい言葉使いや説明の仕方、見本
になる姿勢など、日頃から意識を持ち、授業にも臨んで下さい。
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科目名 健康運動指導実習Ⅰ 学年学期 3・4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37022研究室 S-15

担当者 山本　薫 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 実践指導者 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
身体組成およびウォーキング・ジョギング、自体重筋トレなどの健康運動の特徴と、運動トレーニングの効果的で安全な方法を理解し、
中高年者を対象にした指導の習得を目指します。様々な運動強度でトレーニングを実施しながら、自覚的な感覚・心拍数などの測定を含
め、指導に必要な知見を得て指導に生かしていきます。指導者として必要な知識・技術に加え、思いやりのこころを持って指導にあたる
大切さを学びます。

学修到達目標
日本や諸外国における健康づくりの施策を理解する。中高年に対して安全で効果的な運動指導方法を習得する。健康づくりのための身体
活動・体力向上のトレーニング理論と実践を踏まえ、的確な指導ができるようになる。

授業の進め方
講義室と体育館を併用しながら理論演習という形式で授業を進めていきます。健康づくり運動の基礎的知識を習得し、専門用語の理解を
深め、実際に運動プログラムも作成します。※演習の内容や順番は調整変更することがあります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1健康とは オリエンテーション、授業の目標、展開内容について説明をします シラバス、テキスト及び参考書を
熟読すること（1時間）

2健康づくりの施策と健康増進について
健康と健康増進の概念（WHO健康の定義、オタワ憲章）、日本における
健康づくりの施策(身体活動基準・指針)について説明します

参考書の第一章を熟読すること
（1時間）

3ウォーミングアップ・　クーリングダウン
ウォーミングアップ・クーリングダウンの実施方法と注意点を説明しま
す。

運動習慣について、実施頻度の高
い種目を調査してくること（1時
間）

4ウォーキング・ジョギングの特性について

ウォーキングの正しいフォームや注意点及び効果、運動強度を基にした
消費カロリーの計算方法など、その運動特性を説明します。また実習を
交えて指導します。

ウォーキングについて調べておく
こと、計算機を用意しておくこと
（1時間）

5ウォーキングプログラム(実習)
ウォーキング(低/中/高強度)の消費エネルギー消費量の算出方法を理解
し、強度設定や頻度などプログラムを作成する時の注意点を説明します

テキスト・参考書を熟読し、計算
機を用意しておくこと（1時間）

6ジョギングプログラム(実習)

ジョギングの運動効果、基本的フォーム、注意点を説明します。また、
運動強度から算出する消費エネルギーと指導上の注意点について実習を
交え指導します。

ジョギングの強度とその効果につ
いて調べておくこと（1時間）

7ストレッチングの理論と実際

ストレッチングの種類と特性について、機能解剖学からその説明をしま
す。また、効果や実施上のポイントについて実習を交えながら解説しま
す。

ストレッチングの種類について調
べておくこと（1時間）

8体脂肪と除脂肪体重 体脂肪率の測定方法とそのメカニズム、メリットとデメリットを説明し
ます。また、体脂肪率の評価方法について解説します。

テキスト・参考書を熟読すること
（1時間）

9暑熱環境下の運動指導 暑熱環境下の運動時体温変化と熱中症について、運動指導におけるポイ
ント(効果的な水分摂取タイミングなど)を説明します

熱中症について調べておくこと
（1時間）

10筋肉の構造と筋力発揮のメカニズム
筋線維のタイプを収縮特性と代謝特性に基づいて分類し、筋力発揮の特
性と運動の関係を説明します

事前に配布するプリントを熟読す
ること（1時間）

11
健康運動づくり運動の実際
①（静的レジスタンストレ
ーニング）

レジスタンス運動の分類を筋活動様式からみて特徴を学び、適切なプロ
グラムの立案と目的別トレーニングの指導方法を習得します

テキスト・参考書を熟読すること
（1時間）

12
健康運動づくり運動の実際
②（動的レジスタンストレ
ーニング）

自重や身近な用具を使用したトレーニング方法、サーキットトレーニン
グなどを理解します

テキスト・参考書を熟読すること
（1時間）

13中高年者の為の健康づくり運動の理論 中高齢者のための運動プログラム作成の理論について説明します。 中高齢者運動のプログラムを調べ
てくること（1時間）

14中高年者の為の健康づくり運動の実際
中高齢者ための運動プログラム作成と実践します。期末試験に向けて説
明します。

運動プログラムを準備しておくこ
と（1時間）

15健康運動指導のまとめ
健康づくり運動を総合的に捉え、幅広い視点から指導できるように、作
成した運動プログラムの内容についてディスカッションとワールドカフ
ェ方式で討論を行います。

今までに配布したプリントを復習
しておくこと（1時間）

テキスト
「人生はピンピンきらりワークブック誰でもできる健康運動実践法」（（オ
フィスエム社））　ISBN:978-4-900918-94-8 (生協で購入してください。)
「【10歳若返る！】インターバル速歩の秘密」（こう書房）編

成績評価の方法・基準
レポート：25％　定期試験：50％　受講態度：25％

参考書
「健康運動指導士養成講習会テキスト(上・下)」（財団法人健康・体力づく
り事業団体）編
「健康運動実践指導者用テキスト」（財団法人健康・体力づくり事業団体

履修上の注意（学生へのメッセージ）
健康運動指導士や実践指導者資格希望者など、豊かな暮らしを営む為の「健康
づくり」を学ぶ者は、常に社会の動向に目を向け問題意識を持って授業に臨ん
で下さい。実習は運動着で体育館シューズを持参すること
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科目名 野外活動 学年学期 3・4年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37023研究室 S-22

担当者 中島　弘毅 必修選択 選択 科目種別 実習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
野外活動とは、①キャンプ，ハイキング，スキー，カヌーといった文字通りの野外活動、②動植物や星の観察といった自然・環境学習活
動、そして、③自然物を使った工作や自然の中での音楽会といった文化・芸術活動などを包括する総合的な活動を指します。本授業では
、体験学習としての「野外活動」を行います。自然の中で集団生活や環境を生かした様々なプログラムを体験し、「体験学習」の意味と
効果を学びます。

学修到達目標
野外活動を通して、野外活動に必要で欠かせない知識、身支度、火の取り扱い、仲間との協力など基本的な知識・技能・態度を身に着け
、自然に親しむ資質や力を磨くことを目的とします。

授業の進め方
学内での事前ガイダンスを踏まえ、2年生全員で2泊3日の宿泊型キャンプに参画します。グループで生活を共にするとともに、期間中は選
択プログラムとして個別の活動体験に参加します。（参加費用として10,000円程度が必要となります。）
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 宿泊型集中授業としての本講義の進め方について、目的、ねらい、参加
費用等基本的な内容を説明します。

野外・集団生活に必要な個人情報
、健康状態等の申請をする（既往
症・アレルギーなど）（1時間）

2野外での生活
キャンプの概要をおさえ、共に過ごすグループのメンバーと役割分担を
して仕事内容を把握します。選択プログラムの参加希望種目を申し出ま
す。

活動拠点のｷｬﾝﾌﾟ地の自然の情報
を調べる。役割に必要な準備をす
る。(準備品・食材購入)(1時間)

3野外活動Ⅰ
キャンプ生活開始時に、自己解放と人間関係つくりを目的としてアイス
ブレイク（ゲーム）に参加します。共に活動する仲間の表情や変容する
姿をリーダーの視点で発見し、仲間との交流を意識して進めます。

活動を振り返り、自分の感情に気
づいておく。個別の感想や気づき
をﾒﾝﾊﾞｰと分かち合う。(1時間)

4野外活動Ⅱ
ロウエレメント、アドベンチャープログラムなど、キャンプ地の環境を
活用した自然体験プログラムに参加します。挑戦や葛藤、協力や支え合
いなどの体験を通しチームとしてつながっていくプロセスを学びます。

外部インストラクターによるプロ
グラム活動開始に際し、進行・紹
介など準備を整える。(1時間)

5野外活動と生活（食）
野外炊飯の方法を体験を通して学びます。日常離れのキャンプ生活で摂
る食事の楽しさを体感します。環境保全の配慮をした野外での食のあり
かたを学びます。（火のおこし方、食材の準備、片づけ）

野外炊飯の方法について事前に調
べる。体験を次回（翌日）に生か
す。(1時間)

6野外活動と生活（夜）
暗闇体験、天体観測、たき火を囲むなど選択プログラムに参加します。
ゆっくりと流れる時間の中で自分との対話、また仲間との交流を深める
時間を過ごします。

ｷｬﾝﾌﾟ地で可能な夜ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを考え
る。安全確保・危機管理について
感じたことを記録する。(1時間)

7野外活動と生活（休息） 野外生活における自らの体力保持・健康管理は集団生活に欠かせない努
力義務という認識を持って自己管理をします。

一日の活動を振り返る。翌日のプ
ログラムの準備（健康管理）をす
る。(1時間)

8活動プログラムⅠ キャンプファイヤーの槇の組み方、点火の方法、自然への配慮など実施
の基本を学び、ねらいに即してプログラムを組み立て実施します。

キャンプのねらいを再確認し、役
割分担と進行ができたか、参加者
の声を集約しまとめる。(1時間)

9活動プログラムⅡ
マウンテンバイク（インストラクター）による指導を受けます。スポー
ツとしてのマウンテンバイクの技術を習得し、持てる力を最大限発揮し
、活動の醍醐味を体感します。

ｽﾎﾟｰﾂとしてﾊﾞｲｸを体験した前後
の感覚の違い、ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰ間の意識
の違いをまとめる。(1時間)

10活動プログラムⅢ
カヌー（インストラクター）による指導を受けます。スポーツとしての
マウンテンバイクの技術を習得し、持てる力を最大限発揮し、活動の醍
醐味を体感します。

カヌーを体験した前と後の感覚の
違い、チームメンバー間の意識の
違いをまとめる。(1時間)

11活動プログラムⅣ 登山案内人指導のもとで登山の知識・技術を学習し、持てる力を最大限
発揮して、活動の醍醐味を体感します。

登山を体験した前と後の感覚の違
い、チームメンバー間の意識の違
いをまとめる。(1時間)

12活動プログラムⅤ
ハイエレメント・ツリークライミング（インストラクター）による指導
を受けます。プログラムのねらいである「自己決定、自分と向き合う。
」が主軸の活動体験をし自己と向き合います。

挑戦する自分・支える自分の言動
に気づき、日常に生かすことを考
え、まとめる。(1時間)

13活動プログラムⅥ
川に親しむ、地域の文化に親しむなどキャンプ地の特徴を生かしたプロ
グラムや、自然物を活用したクラフトなど様々な自然体験プログラムを
知り、野外活動の豊かさ創造的なプログラムの数々を学びます。

作品を完成する、報告会に向け、
活動グループ毎まとめをする。
(1時間)

14振り返り キャンプ日程全体を振り返り、各自が感じたことを共有します。グルー
プワークの総まとめとして話し合い、その内容を発表します。

選択プログラムの体験報告をし合
い仲間の報告から多様なプログラ
ムの魅力をまとめる。(1時間)

15報告会 野外活動で体験したことや発生したこと、発見したことを学内報告会の
発表用にグループでまとめます。

聞く人に伝わる発表の仕方に努め
る。グループで意見交換し、情報
を寄せまとめる。(1時間)

テキスト
講義内でプリントを配布して進めます。

成績評価の方法・基準
受講態度：60％　レポート：40％
受講態度は、役割分担、協力的態度、活動への積極的参加、発言、発表等につ
いて評価します。S:95点以上  A:80点以上   B:70点以上   C:60点以上

参考書
「アイスブレーク」石田　易司著（有)エルピス社）　ISBN：4-900581-18-6
活動別参考図書を講義内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自分の持つ力を、グループ内でどのように発揮する(機能させる)かに挑戦しま
しょう。体験学習をする中で、互いの価値観を受け止め、相互の気づきを次の
活動に生かす姿勢で臨んでください。
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科目名 レクリエーション実技Ⅰ（ゲーム） 学年学期 3・4年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37024研究室 S-23

担当者 犬飼　己紀子 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
レクリエーションの場でイン･リーダーとして仲間と向き合い、楽しく心地よい場つくりに役立つレクリエーション･ゲームの数々を習得
します。活動をすることで生じる参加者の感情に気づくことに重きをおきます。その上で、一人ひとりの意欲を引き出す支援者の関わり
とはどのような姿勢かについて学びます。後半ではリーダーとして模擬体験をします。

学修到達目標
基本のレクリエーション財(ゲーム）を学習し、アイスブレイク時に応用できるスキルを習得します。また、対象者に向かいインストラク
ションする自分の態度に気づき、対象に向きあう際の支援姿勢について自己の課題を発見することが目標です。

授業の進め方
ゲームの数々を実際に体験し、自分や仲間の感情が変化することを学びます。さらに、そのプロセスで仲間と相互に影響し合っているこ
とに気づいていきます。後半では、グループで実際にゲームのリードを体験しあいます。　
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
支援者としてのレクリエーション学を学ぶことの意味を確認します。レ
クリエーションゲームの数々が「財」と呼ばれることの意味を学びます
。

自分にとってのレクリエーション
とは何かを改めて考える。（1時
間）

2アイスブレーク「財」としてのゲーム
アイスブレークの実際を体験し、実施前後の自分の感情の変化を、感情
測定尺度POMSで測ります。　POMSの集計をします。

本時の活動を振返り自分や仲間の
感情の変化についてPOMSの結果を
踏まえ感想を書くこと。(1時間)

3心を解放に向けるゲームの手法

ゲームを展開する中で、参加者個々人の感情に気づいていきます。支援
者（リーダー）として必要な「許容的雰囲気つくり」を仲間との相互作
用の中で創る姿勢を学びます。記録ノート提出について説明をします。

「プラスストローク」の意味と態
度を学ぶこと。活動記録ノートへ
の記録。（1時間）

4勝敗が決定するゲーム
じゃんけんゲームの数々を体験します。偶然性により勝敗が決まるじゃ
んけんゲームで、技能に関係なく競い合える事の楽しさを知り、活用の
バリエーションを考えます。

これまでに体験したことのあるじ
ゃんけんゲームを挙げ、記録ノー
トに書き出すこと。（1時間）

5ゲームの展開法
集団で行うゲームの展開とは、ゲームを羅列することではないことを知
り、活動の流れと構図についてのノウハウを学びます。参加対象者の状
態を洞察し、それに沿う展開法が重要な流れになることを学びます。

活動記録ノートを順次提出するこ
と。提出の翌週に、教員からコメ
ントを入れ返却します。(1時間)

6ホスピタリティを学ぶ
レクリエーションは「財」を提供する支援者の態度や関わり方に左右さ
れることを学びます。ホスピタリティーの意味を知り、活動に参加する
自分の表情や、態度、言動に気づくことを知ります。

ホスピタリティーの語源を調べる
。活動記録ノートの提出と返却。
(1時間)

7対象理解と動機づけ(小学生）

4～5人のグループになり授業を進めます。小学生集団を例に挙げ、現代
の子どもたちにはどのような課題があるかを書き出します。そのうえで
対象に向けた活動プログラの組み立てを体験します。

小学生の体力、運動能力の傾向を
調べること。活動記録ノートの提
出と返却。(1時間)

8対象理解と動機づけ（中高年）

4～5人のグループになり授業を進めます。働き盛り（親世代）のライフ
スタイルをイメージし、レクリエーションゲーム活用の場を考えます。
日常生活で活用可能な「体力チェック」の方法を探ります。

中高年の生活実態について調べる
こと。活動記録ノートの提出と返
却。(1時間)

9対象理解と動機づけ(元気な高齢者）

4～5人のグループになり授業を進めます。人生経験豊富な世代に向けた
活動支援の工夫として、体力の衰えを感じているが元気いっぱいの高齢
者に向けた様々なプログラム提供の方法を考えます。

高齢者の健康運動志向を探ること
。活動記録ノートの提出と返却。
(1時間)

10対象理解と動機づけ　支援を必要とする人（高齢者）

アセスメントの重要性を学びます。特に個別のプログラムが求められる
障がい者や高齢者に対し、レクリエーション活動に携わる支援者として
の姿勢について学びます。DVD視聴覚教材等で学びます。

尊厳・人権についての理解を深め
ること。活動記録ノートの提出と
返却。(1時間)

11異年齢交流で繋がりを創る
現代に必要とされる異年齢交流の場つくりについて、対象者の特性、多
様性など個性ある対象を想定し、リーダー(支援）の在り方を考えます
。

活動場面を想定し、ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝす
るゲームを例に挙げ、言葉かけを
ノートに書き出す。(1時間)

12自己紹介ゲームの手法　
グループでゲームを活用した自己紹介を実施します。メンバーの自己紹
介を見聞きして、全員でフィードバックしあいます。グループで、次回
から実施する活動支援に向けた計画書を作成します。

ゲームの展開法を参考に、計画書
を作成し提出する。(1時間)

13リード体験
前半の5グループがゲームの展開を実施します。CSSの活用や、参加学生
からのフィードバックをもらい、指導体験後の自己評価をし、次回に生
かします。

実施体験後のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸで得たこ
とを次回に生かすため、記録ノー
トに書きとめること。(1時間)

14リード体験
後半の5グループが順次ゲームの展開を実施します。CSSの活用や、参加
学生からのフィードバックをもらい、指導体験後の自己評価をし、次回
に生かします。

実施体験後のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸで得たこ
とを次回に生かすため、記録ノー
トに書きとめること。(1時間)

15活動企画 これまで習得したゲーム(財）を実践し、応用系や活用のバリエーショ
ンを創造的に発展させます。グループでアイディアを重ねます。

「財としてのﾚｸｹﾞｰﾑとその可能性
」(仮）、を記録ﾉｰﾄの最終ﾍﾟｰｼﾞ
に書き提出すること。(1時間)

テキスト
「前 レク財100連発カード」犬飼己紀子　監修著長野県レクリエーション協
会編（龍共印刷株式会社　）(講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
実技：50％　出席レポート：30％　課題：20％
S:レク・ゲーム活用の効果を知り、場に応じた「財」活用の組み立てと展開が
できる。A:レク・ゲームいろいろを習得し、場に合わせた活動を考えることが
できる。B:レク・ゲームの展開法如何で、参加者の感情に起こる違いに気づく
ことができる。C:ゲームのルール説明を順序だって行うことができる。

参考書
「スポレク活動で健康寿命を延伸」（日本レクリエーション協会）
「レクリエーション支援の基礎」（日本レクリエーション協会）　
ISBN：978-4-931180-81-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自分が楽しめていない活動は、相手にとっても楽しく感じられるものではあり
ません。活動展開する中で、まずは自分の感情に気づいていきましょう。
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科目名 レクリエーション実技Ⅱ（芸術・文化） 学年学期 3・4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37025研究室 S-22

担当者 中島　弘毅 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
本講義では、レクリエーション実技としてレクリエーション財を自らが提供できるようにその活動・種目について学びます。クラフトを
主として取り上げ、作成・体験を通して基礎的技能を身につけることを目的とします。個々で作品の制作を行うことを基本としますが、
仲間と協力しながら作業を進めることの大切さと楽しさも感じてください。また、作品の制作過程および完成した作品を通して楽しさを
味わいます。あわせて、その作品の制作指導ができるように、まとめる作業も行います。

学修到達目標
身近なもので様々な作品を作り上げることの感動を味わい、作品制作方法を学ぶことにより、他者に作成指導ができる基礎的知識の習得
を目指します。3H（Hand,Head,Heart)を念頭におきながら制作ができるようになります。

授業の進め方
個々人で作品を完成させ、その作品をつくる感動を味わいます。また、作品の制作過程での気づき、学びについて意見交換を行います。
作品の制作の仕方についてその都度まとめていきます。　アウトキャンパススタディも実施します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 本講義の概要と進め方について 次週に向けて必要な道具の準備を
します。（1時間）

2マイ箸を作ろう！ 竹でオリジナルの世界で一つだけの思いをこめた箸を作ります。竹の特
徴、ナイフの使い方も合わせてマスターします。

作品を完成させ、制作過程を復習
する。（1時間）

3マイ箸を鑑賞しよう。 オンリーワンの箸を完成させます。また、他者がどの様な思いを持って
作品を仕上げたかを共有し、作品の素晴らしさをお互いに評価します。

完成品の写真を撮り、レポートを
仕上げる。（1時間）

4部屋に飾ろう、想い出の焼き板作り！
杉板を使って焼き板を作ります。木を炙る事によって美しい木目が浮か
び上がります。そこに、自らの想いを表現します。

作品の制作過程を復習する。
（1時間）

5焼き板を鑑賞しよう 焼き板を完成させ、振り返りをおこないます。他者の作品への想いを共
有して、オリジナル性と良い点を見抜く目を養います。

作品を写真に取り、レポートをま
とめる。（1時間）

6上高地へ行こう！
自然の不思議を発見し、気づく目を養います。上高地に出かけ、動植物
、地理、歴史について知識を深め、自然が学びの宝庫であることと「心
の元気｣を回復する場であることをを学びます。

上高地へ行っての気づきをまとめ
る。（1時間）

7上高地での発見、気づきをまとめよう。

グループで上高地での発見、気づきをまとめることによって、自然散策
がスポーツレクリエーションの重要な活動種目であり、自然豊かな土地
に身を置くことによる「心の元気」回復に寄与することに気づきます。

パワーポイントを完成させ、発表
の練習をする。（1時間）

8上高地の自然についてのプレゼンテーション

各グループによるプレゼンテーションを通して、自然散策が「心を元気
｣にするスポーツレクリエーションの有効な手段であることに気づき、
その方法論と基本的知識について学修します。

プレゼンテーションをして、また
きいての気づきについて復習し、
まとめる。（1時間）

9オリジナルのネックレスを作ろう！

オーブン粘土を使って、自分でしてもいい、あげてもいい、そんなオリ
ジナルなネックレス作りをします。粘土を練りながら、作品のイメージ
を練り上げてゆきます。

作品の作り方について復習する。
（1時間）

10オリジナルのネックレス作り！その2
オーブンでの温度調節について学びます。調節ができる紐の結び方につ
いても学びます。

作品を完成させて写真を撮り、制
作過程を復習する。（1時間）

11作品鑑賞会 作品に表れた他者の思いを共有します。実に様々な作品がたった一つの
粘土から生まれることに気づきます。 レポートを仕上げる。（1時間）

12あなたと私のエッグキャンドル！
エッグキャンドルの作り方を学びます。様々な色の世界と香りの世界を
作り出します。

作品の制作過程を復習し、まとめ
る。（1時間）

13エッグキャンドルの土台作りと鑑賞会
エッグキャンドルの土台作りをします。土台に飾られた色鮮やかなエッ
グキャンドルを楽しみます。

写真を撮ってレポートをまとめる
。（1時間）

14手作りアイスに挑戦！
手作りで美味しいアイスを作ります。本字では、その計画をグループご
とに立てます。身近なもので、チョッと一工夫。それでまた作りたくな
る美味しいアイスが出来上がることの感動と美味しさを味わいます。

作り方を調べレポートにまとめる
。（1時間）

15手作りアイスの感動を味わおう！＆まとめ

前半：アイス作り。後半：全体の振り返り。ホモ・ファーベルトとも言
われる人間。3H、即ち物を使い自作する、想いを込めてオリジナルを創
ることの楽しさ、素晴らしさ、その必要性について考えます。

作品を作ることの意義について考
え、レポートを作成する。（1時
間）

テキスト
必要に応じてプリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：60％　出席レポート：10％
受講態度は、授業への積極的な参加、仲間との協力、発言、準備、片づけ等に
ついて評価します。S:95点以上  A:80点以上   B:70点以上   C:60点以上

参考書
「レクリエ－ション支援の基礎」(財)日本レクリエーション協会編（(財)日
本レクリエーション協会）　ISBN：978-4-931180-81-9

履修上の注意（学生へのメッセージ）
・本授業はレクリエーションインストラクターの資格を取得しようとする学生
のための科目です。
・道具、材料を各自で用意することも必要となります。
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科目名 スポーツ実技Ⅰ（ニュースポーツ） 学年学期 3・4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37026研究室 S-23

担当者 犬飼　己紀子 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
誰もが参加し親しむことのできる運動やスポーツ環境について学びます。各スポーツ種目の特性を知り、競技というよりゲーム性や「場
」を共有する人々の交流をねらい、行う人（対象者）の状態に合うスポーツの展開法や実践について学びます。ニュースポーツと称して
紹介されている様々な種目を始め、既存スポーツのルールや用具をアレンジし学生自ら創り上げるスポーツの実践を目指します。

学修到達目標
スポーツ基本計画にうたわれた「多様なスポーツの機会」に照らし合わせ、ニュースポーツのコンセプトを理解すること。ゲームそのも
のに含まれる楽しさと同時に、活動する参加者の感情に楽しさをもたらす指導・関わりの姿勢を身につけることが目標です。

授業の進め方
仲間と創り上げる毎回の活動を「記録ノート」に残してください。競技者間に生じる相互作用に気づきレクリエーション支援の技法とし
て、ゲームのアレンジや実施まで、スポーツの楽しさを伝える方法や態度を学びます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
「運動は苦手」という人にも楽しく活動できるスポーツとは何かを考え
ます。人々が生涯を通じて運動やスポーツに親しむことを可能にする資
源としてニュースポーツを学び、提供できる指導者として学びます。

これまでのスポーツ体験を振り返
っておくこと。(0.5時間）

2アイスブレイクのゲーム
運動能力や技術に左右されず、交流を主目的としたコミュニケーション
ゲームを実施し、偶然性が生むグループでできるチーム編成の手法を学
びます。

カブグループが集団に及ぼす影響
について、関わり方を考える。
(1時間）

3キンボールとリードアップゲーム

目に楽しい「キンボール」という素材を活用し、活動への動機付けの効
果を知ります。様々なリードアップゲームで、競技の特性と危険回避の
方法を学びます。

ルールを確認をして、ゲームの進
め方を復習しておく。(1時間）

4キンボール審判とゲームの進行

キンボールルールの特徴「エースの居ないスポーツ」は、メンバー全員
の参加がなければゲームが成立しません。ニュースポーツとしてのキン
ボールのねらいについて確認します。

毎時間、自らがリーダーとして進
めるゲームの方法をイメージする
。(1時間）

5キンボール　ゲーム
3チームで対戦するゲームの特徴を生かし、試合の組み合わせを考えま
す。ルールを理解し、審判、進行への協力など主体的にゲームを進行す
る態度を学びます。

活動運営者として自分の態度を考
えること。(1時間）

6インディアカ
インディアカの特徴とルールを確認します。グルーピングからゲームの
進行まで学生のリードで進めます。インディアカボールに慣れる運動を
考えて指導体験をします。

取り扱い器具の多様さを知り、会
場準備を含め、対応を考える。
(1時間）

7インディアカ　ゲーム
ゲームを進める当事者として、インリーダーとしての態度や姿勢を学び
ます。自分のチーム以外の人の動きも意識において、全体に気配りする
目と態度を身に着けます。

ニュースポーツのねらいに沿った
効果的な交流について自身の目標
を定めること。(1.5時間）

8インディアカ　ゲーム
自分の力と技術を発揮して、対戦チームと競技としてのインディアカを
楽しみます。ニュースポーツは、実施する人の力量に合わせて楽しむこ
とができるスポーツであることを体験的に学びます。

競技としてのインディアカの魅力
についてまとめる。(1時間）

9リングテニス
ラケット操作を必要としないテニスです。ネット種目の形態をとらなく
とも、幼児から高齢者まで、投捕だけで楽しめる素材であることを、活
動アレンジの幅の広さから学びます。

リングを使った遊びを創作する。
(1時間）

10リングテニス　ゲーム
リングの投捕とステップの制限が戦略と工夫を生むことの楽しさを学び
ます。本時では、学生の運動能力を十分に発揮しながら、対戦チームと
のゲームや、団体戦の複合的な面白さも学びます。

チーム戦をすることで、ゲームの
楽しさが変わることを知る。(1時
間）

11リングテニス　団体戦
チームメンバーの個性、能力を知り、メンバー間の交流を図りながらダ
ブルス、シングルスの組み合わせを工夫し、対戦チームとゲームをしま
す。

ニュースポーツ体験が、日常の人
間交流に影響するか、についてま
とめる。(1時間）

12ふらばーるバレー
変形ボールの予測不能な動きを楽しみます。スポーツ経験者のパターン
化された反応がミスを呼ぶ、という特性を活用したスポーツの面白さが
あります。技術よりも互いの声掛けが勝因につながることを学びます。

変形ボールを活用したスポーツの
楽しさの理由はどこにあるか探る
。(1時間）

13ふらばーるバレー
ふらばーるバレーボールの予測が難しい動きに対応するには、仲間同士
が声を掛け合うことが欠かせません。プラスのストロークがゲームの楽
しさを醸し出していることに気がつきます。

スポーツの特徴を意識すること、
チームとして協力できることに何
があったかを考える。(1時間）

14バブルサッカー・リードアップゲーム
バブルに入り、体当たりや自由な回転動作を感覚として味わいます。
生身では体験できないダイナミックな動きを楽しみます。

バブルサッカールールの確認。用
具の特性の活かし方を考える。
(1時間）

15バブルサッカー・ゲーム
ニュースポーツについて自分の捉え方を確認します。単に軽いスポーツ
、新しいスポーツという捉え方ではないことを再確認します。生涯スポ
ーツ指導者としての姿勢、役割についてレポート課題を課します。

指導者・リーダーとしての姿勢で
臨めたかを確認する。(1時間）

テキスト
プリントで進めます。

成績評価の方法・基準
実技：50％　レポート：50％
S:スポーツ基本計画を理解し、指導者としてニュースポーツの活用法を習得し
ようとしている。A:ニュースポーツのコンセプトを理解し、スポーツを対人関
係構築に向けたツールとして活用する力を身に着けている。B:スポーツの解釈
の幅を広げ、これまでスポーツで培ってきた能力を発揮し指導者として参加者
に関わる姿勢を身に着けている。C:スポーツへの解釈の幅を広げ、初めて体験
するスポーツへの興味を持ち活動に参加している。

参考書
「ニュースポーツ事典」日本レクリエーション協会編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
スポーツに親しもうとする全ての人にとって、運動することの楽しさを引き出
すことのできる指導者の姿勢を学んでください。指導者として相応しい姿勢・
服装を求めます。
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科目名 スポーツ実技Ⅰ（ニュースポーツ） 学年学期 3・4年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL37026研究室 S-15

担当者 山本　薫 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
誰もが参加し親しむことのできる運動やスポーツ環境について学びます。各スポーツ種目の特性を知り、競技というよりゲーム性や「場
」を共有する人々の交流をねらい、行う人（対象者）の状態に合うスポーツの展開法や実践について学びます。ニュースポーツと称して
紹介されている様々な種目を始め、既存スポーツのルールや用具をアレンジし学生自ら創り上げるスポーツの実践を目指します。

学修到達目標
ゲームそのものに含まれる楽しさと同時に、活動する参加者の感情に楽しさをもたらす指導・関わりの姿勢を身につけることを目的とし
ます。

授業の進め方
競技者間に生じる相互作用に気づきレクリエーション支援の技法として、ゲームのアレンジや実施まで、スポーツの楽しさを伝える方法
や態度を学びます。※種目の内容と順番は変更することがあります
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション
「運動は苦手」という人にも楽しく活動できるスポーツとは何かを考え
ます。人々が生涯を通じて運動やスポーツに親しむことを可能にする資
源としてニュースポーツを学び、提供できる指導者像を学びます。

これまでのスポーツ体験を振り返
っておくこと。

2ウォーミングアップゲーム(ガッツフリスビー)
ディスクスポーツの特徴とルールを確認します、スローとキャッチの基
本技術について学び、ウォーミングアップに活用します。

ガッツの歴史や発展、現状につい
て調べる

3アルティメット（1） アルティメットにおける基礎技術・ルールの理解とゲームの進め方につ
いて学びます。

アルティメットの歴史や発展、現
状について調べる

4アルティメット（2） アルティメットにおける基礎技術・ルールの理解。フォーメーション・
ルールとゲームの進め方について学びます。

ルールを確認をして、ゲームの進
め方を予習しておく。

5アルティメット（3） アルティメットにおける基礎技術・ルールの理解。フォーメーション・
ルールとゲームの進め方について学びます。

指導者として自分の態度を考える
こと。

6ノルディックウォーキング（1）
基本的なテクニック(ヘルスレベル)を身につける。10ステッププログラ
ムの1～6までをマスターします。

ノルディックウォーキングの歴史
や発展、現状について調べる

7ノルディックウォーキング・ダッシュ（2）
フィットネスレベルのテクニックを身につける。10ステッププログラム
の1～6までをマスターします。

ノルディックウォーキングの種目
特性についての自身の考えをまと
める

8キックベースボール（1） キックベースの特徴とルールを確認します。蹴る，捕る，投げる，走塁する技能を身に付け，簡単なルールのゲームを学びます。

キックベースボールに関連するス
ポーツやその歴史やルールに
ついて調べる。

9キックベースボール（2） チームの特徴が生かせるように，ルールや作戦を工夫してゲームを行うことを学びます。
キックベースボールのルールを確
認する。

10キックベースボール（3） チームの特徴が生かせるように，ルールや作戦を工夫してゲームを行うことを学びます。
キックベースボールのルールを確
認する。

11インディアカ(1)
インディアカの特徴とルールを確認します。グルーピングからゲームの
進行まで学生のリードで進めます。インディアカボールに慣れる運動を
考えて指導体験をします。

インディアカの種目特性について
の自身の考えをまとめる

12インディアカ(2)
インディアカの特徴とルールを確認します。グルーピングからゲームの
進行まで学生のリードで進めます。インディアカボールに慣れる運動を
考えて指導体験をします。

インディアカの種目特性について
の自身の考えをまとめる

13インディアカ(3)
ゲームを進める当事者として、インリーダーとしての態度や姿勢を学び
ます。自分のチーム以外の人の動きも意識において、全体に気配りする
目と態度を身に着けます。

ニュースポーツのねらいに沿った
効果的な交流について自身の目標
を定めること。

14指導案作成＆指導実習
ニュースポーツについて自分の捉え方を確認します。単に軽いスポーツ
、新しいスポーツという捉え方ではないことを再確認します。生涯スポ
ーツ指導者としての姿勢、役割についてレポートにまとめます。

指導者・リーダーとしての姿勢で
臨めたかを振り返る。

15指導案作成＆指導実習
ニュースポーツについて自分の捉え方を確認します。単に軽いスポーツ
、新しいスポーツという捉え方ではないことを再確認します。生涯スポ
ーツ指導者としての姿勢、役割についてレポートにまとめます。

指導者・リーダーとしての姿勢で
臨めたかを振り返る。

テキスト
　必要に応じて資料を配布します。
プリントを配布して進めます。

成績評価の方法・基準
実技：60％　レポート：40％
指導者として様々な対象に向き合う場面を想定し、ニュースポーツ展開の目的
を理解し、場に合ったルールの工夫や応用のしかたなど柔軟な姿勢と参加者と
の相互交流の姿勢を評価する。

参考書
「ニュースポーツ事典」日本レクリエーション協会編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
スポーツに親しもうとする全ての人にとって、運動することの楽しさを引き出
すことのできる指導者の姿勢を学んでください。指導者として相応しい姿勢・
服装を求めます。
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科目名 野外教育Ⅰ 学年学期 4年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL47027研究室 S-23

担当者 犬飼　己紀子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
「野外活動」のキャンプリーダーとして必要な技術・指導法を学ぶための授業です。野外での集団生活を進めるうえで必要になるコミュ
ニケーションワーク（ゲーム）や、野外炊事の薪割り・火つけを実際に体験して、参加者に指導できるよう練習します。このほか、教育
キャンプでの生活に必要な係について具体的な役割分担を通じてリーダーとしての姿勢を学びます。

学修到達目標
「野外活動」参加者の集団生活と体験学習をサポートするための知識と技術とチームワークを身につけます。自然を生かした活動の企画
・立案・準備・運営に携わる中で、履修者同士が自分達で声を掛け合い、コミュニケーションワークを効果的に実施しながら協同作業を
行うことです。
授業の進め方
ガイダンス、コミュニケーションワーク実習、訓練と下見のためのキャンプ（ラボランド黒姫、1泊2日、6月中の土日を予定）、2年生の
ガイダンス指導（7月）、係の仕事・自主企画の準備（分担後随時開始）。5,000円程度の費用（宿泊・食材）がかかります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス この授業のねらいと具体的な作業を確認します。履修の意思決定をして
下さい。

なぜ、何のために学ぶか、各自の
目標を明確にする。(0.5時間）

2関係つくり
コミュニケーションワーク（ゲーム）をお互いに提供し合います。指導
者と学習者の両方の視点から検討を加えることで、実践的に指導力を向
上させます。

体験したことのあるワークのルー
ル等を確認する。活動の振り返り
を記録に残す。（1時間）

3役割分担①
集団生活を運営するために、プログラム、炊事、会計、連絡、記録、安
全・保健、といった係活動の担当者を決め、6月のキャンプ企画をしま
す。仕事内容を理解し、係同士で連携できるようにします。

仕事の内容を具体的に把握し、プ
レ・キャンプの運営・実行に向け
る。(1時間）

4役割分担②
ゼミグループのアドバイザー、もしくは、本部の物品管理スタッフとし
て集団生活を運営します。自分達で話し合いながら責任を持って準備し
て下さい。

担当別の作業を確認し必要な物品
を揃える。役割分担表を作成する
。(1時間）

5プログラムの企画・立案
9月のキャンプのテーマを決め、全体像を共有できるようにしておきま
す。自分たちの主導する活動を確認し、担当を分担する雨天プログラム
も考えます。

9月のキャンプ全体の流れを把握
しておく。担当者同士で準備を進
める。(1.5時間）

6実地踏査　プレ・キャンプ
集団生活を営みながら、現地の下見をします。プログラムをどのように
提供するか考え、自分たちの動きを具体的にシュミレーションします。
用具・参加者への連絡事項・今後の課題、等をリストアップします。

学内や現地での各プログラムのね
らい、役割分担、指示の出し方を
明確にしておく。(1時間）

7指導実習　プレ・キャンプ
コミュニケーションワーク（ゲーム）をお互いに提供し合います。
100人以上の規模を想定し、スムースな進行の実施と、ねらいに即した
効果を得るための技術を習得します。

アイスブレイク、グループワーク
を調べて指示の練習をする。(1時
間）

8チームビルディング
アドベンチャープログラム（ローエレメント、ハイロープスコース）に
おける、グループの変容を体験します。挑戦や葛藤、協力や支え合いな
どを意識的にとらえ、チームとして活動する過程を体験的に学びます。

アイスブレイク、グループワーク
を実施し、感想や気づきを他者と
分かち合う。(1時間）

9ナイトプログラム
夜の活動プログラムを企画立案します。参加者に、夜の自然を感じなが
らどのような体験をしてもらいたいか考え、複数の選択制プログラムを
開発準備します。

担当するプログラムを決定し、実
地踏査や必要な準備を各自で自主
的に進める。(1時間）

10キャンプファイヤー
井桁の組み方、点火の方法、自然への配慮など、キャンプファイヤーを
実施するための知識や技術を習得します。ファイヤーマスター（司会者
）、ファイヤーキーパー（火の管理者）も配置した実習です。

施設への連絡、役割分担、9月の
キャンプでの企画を考えて準備を
する。(1時間）

11野外炊事
薪割り、火起こしの技術を習得しま。火や刃物の安全な扱いを確認し、
指導できるようにしま。グループ内の作業が特定の人に偏らないように
配慮し、十分なコミュニケーション・時間管理のもとで調理します。

メニューに必要な食材を考えて、
一人で指導できるようになるまで
練習する。(2時間）

12ファシリテーション 振り返りの進行や、グループの協力・コミュニケーションを引き出すた
めに、参加者に対する、支援的指導方法を学びます。

活動時に起こる色々なことに気づ
いて自分の行動を変えていけるよ
うにする。(1時間）

13危機管理
自分の健康管理、参加者達の健康観察、活動場所の安全対策、スタッフ
間のコミュニケーション、教員との連携、外部インストラクターとの連
絡、天候の予測、装備の支度、などを実習します。

気づきのメモをまとめ、次の活動
や話し合いに生かす。(1時間）

14参加者説明会の準備
説明会の役割分担と、作業確認をします。説明資料作りなどの作業を担
当別、もしくは個人で進めていきます。会場の予約、備品の借用など、
大学とのやり取りをする。教員への依頼事項も明確にします。

しおり作り、健康チェック表を作
成する。(1時間）

15参加者説明会の実施 2年生への事前説明会において、司会進行をします。全体的に目を配り
、自分たちから声をかけて雰囲気作りに努めます。

しおりの内容を理解し、ガイダン
ス時の説明、疑問に答えられるよ
うにする。(1時間）

テキスト
初回ガイダンスで提示します。

成績評価の方法・基準
受講態度：60％　レポート：40％
S:自らの体験をもとに野外活動で起こりうる状況をイメージし、仲間に提案し
討議し対応を具体化することができる。A:野外活動における多様な役割を知り
、リーダーシップを発揮できる。B:活動場面をイメージしサポーターとして自
ら行動する姿勢がある。C:活動プログラムを理解し、技術を習得する。

参考書
「キャンプ指導者入門」日本キャンプ協会著

履修上の注意（学生へのメッセージ）
この授業は、話し合いや協同作業がメインです。授業外の時間の作業にも責任
を持ち、連絡を取り合い進めてください。雨具、靴などは、活動に適した物を
各自で用意してもらいます。
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科目名 野外教育Ⅱ 学年学期 4年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ NL47028研究室 S-23

担当者 犬飼　己紀子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 ﾚｸ･ｲﾝｽﾄ 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
◎ △ △ △

授業概要
スポーツ健康学科2年生履修「野外活動」に、ゼミグループのアドバイザーもしくは本部の物品管理スタッフとして参加します。事前ガイ
ダンスから2泊3日のキャンプ期間中を通して、係別の仕事を指南したり、自分たちで企画した活動プログラムを実施したり、と、主導的
に動くことが求められます。専門のインストラクターや教員が指導する活動プログラムには、助手として参加します。

学修到達目標
教育キャンプに参加する集団に向け、自然を生かした活動を安全で効果的に運営し、仲間との協力を促進するための援助技術を身に着け
ます。具体的にはリーダーとして、係の仕事を的確に説明し参加者の主体的な取り組みを促すこと、担当グループをサポートしファシリ
テーションできるようになることです。
授業の進め方
2年生へのガイダンス（学内）と、キャンプ（ラボランド黒姫、2泊3日、9月上旬）の、全日程に帯同し、実際の運営・指導を体験的に学
習してもらいます。宿泊・食材は個人負担となるので、参加費用＝10,000円程度かかります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス
宿泊型集中授業としての本講義の進め方について、目的、ねらい、参加
費用等基本的な内容を確認します。ゼミアドバイザー、本部スタッフの
役割を明確に2年生へ伝え、支援にあたります。

質問に答えられるよう、プログラ
ム全体について理解しておく。
（1時間）

2野外での生活
プログラム、炊事、会計、連絡、記録、安全・保健、といった係活動を
分担して、集団生活を運営します。事前ガイダンス以降キャンプ期間中
も通して、報告、連絡、相談をしながら係の2年生に指南します。

担当教員からの指示を受け、本部
機能を整える。記録係は、しおり
を作る。（1時間）

3物品管理
プログラムに必要な物品を事前に把握します。大学から持参した物品は
、「本部」を設営して収納し、本部スタッフが貸し出しの管理をします
。宿泊施設から拝借する物品は、事前に問い合わせます。

必要な物品は、本部スタッフに随
時伝える。次年度へ引き継ぐこと
をリストアップする。（1時間）

4コミュニケーションワーク 仲間作りゲームを実施し、参加者達の緊張を和らげます。人間関係が円滑になるような基盤作りに努めます。

担当者を決め、実施方法を話し合
って練習しておく。効果について
の振り返りをする。（1時間）

5目的／対象に合わせたレクリエーションワーク

ローエレメント、アドベンチャープログラムにおける、グループの変容
を観察します。挑戦や葛藤、協力や支え合いなどの体験を通し、参加者
たちがチームとしてつながっていくプロセスを学びます。

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、ﾁｰﾑﾋﾞﾙﾄﾞの基本的な
知識を持っておく。感想や気づき
を他者と分かち合う。（1時間）

6野外炊事
自分たちの食事作りと、2年生の指導をします。メニューや火着けの指
導のほか、各グループ内の作業が特定の人に偏っていないか、コミュニ
ケーションがとれているか、火や刃物のに扱いなどに目を配ります。

炊事係の指示を促し調理道具・食
材の衛生的な管理。会計係の管理
での食材の購入。（1時間）

7ナイトプログラム 自然を生かした夜の活動プログラムを企画して実施します。環境に合っ
た服装や必要な持ち物を指導し、参加者の安全を確保します。

必要物品を本部に申請しておく。
参加者にどのような効果が与えら
れたのか振返りを行う。(1時間)

8健康管理
参加者が、自身の体力・健康を保持できるよう、休息時間を確保します
。ケガや事故の起こらぬよう参加者達の様子に目を配り、変化があれば
直ちに対処します。

安全・保健係は事前にチェックシ
ートを作成しておく。期間中の参
加者に健康管理を促す。(1時間)

9活動プログラムⅠ
マウンテンバイクによる指導を受けます。インストラクターのサポート
をしながら、参加者の変容を観察する。負傷者、はぐれてしまう者が出
ぬよう注意しながら活動します。

持ち物、服装などをインストラク
ターに確認して参加者に伝える。
活動の効果を振り返る。(1時間)

10活動プログラムⅡ カヌーによる指導を受けます。インストラクターのサポートをしながら
、参加者の変容を観察します。水難事故の防止にも努めます。

持ち物、服装などをインストラク
ターに確認して参加者に伝える。
活動の効果を振り返る。(1時間)

11活動プログラムⅢ 登山による指導を受けます。ルート確認、歩行のペース配慮など、イン
ストラクターのサポートをしながら、参加者の変容を観察します。

持ち物、服装などをｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰに確
認し参加者に伝える。活動の効果
について振返る。(1時間)

12活動プログラムⅣ
ハイエレメント・ツリークライミングによる指導を受けます。高所の苦
手な参加者のフォロー、インストラクターのサポートをしながら、参加
者の変容を観察します。

持ち物、服装などをｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰに確
認し、参加者に伝える。活動の効
果について振返る。�(1時間)

13活動プログラムⅤ 川あそびなど、自然に親しむ活動の指導を受けます。指導にあたる教員
の助手をしながら、参加者の変容を観察します。

持ち物、服装などを指導者に確認
し、参加者に伝える。活動の効果
について振り返る。(1時間)

14活動プログラムⅥ キャンプファイヤーを実施します。2年生が主体的に動き、楽しめるよ
うなサポートをします。

テーマを話し合い、プログラムを
立案する。2年生、教員の関わり
方を明確に伝える。(1時間)

15振り返り
夜のミーティングにて、その日の出来事を語らい、総括します。2年生
のゼミグループでは、語らいの進行役をし、スタッフミーティングでは
、各担当からの情報交換や翌日の活動確認を行います。

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝの基本を知っておく。
ここでの気づきをﾚﾎﾟｰﾄ課題に取
り入れ、学び深める。(1時間)

テキスト
初回授業で提示します

成績評価の方法・基準
受講態度：60％　レポート：40％
S:教育キャンプの目的を理解し、全日程を掌握しリーダー集団と協働して活動
中に起こる様々な課題に対応することができる。A:キャンプの目的を理解し、
参加者の主体的活動を促す態度でリーダーの役割を担うことができる。B:リー
ダーの一員として活動中に生じる課題に気づき、解決に向け自ら努力すること
ができる。C:リーダーとしての自分の役割を自覚し、全日程に関わることがで
きる。

参考書
「グループの力を生かす」プロジェクトアベンチャージャパン著
「対立がちからに」ウイリアム・J.クレイドラー他（プロジェクトアベンチ
ャージャパン:訳）著

履修上の注意（学生へのメッセージ）
集合から解散まで全日程参加が必須です。大学を出発して帰着するまで、引者
としての自覚を持って主体的に取り組んで下さい。「野外教育Ⅰ」を履修しな
い人は、「野外教育Ⅱ」の履修はできません。
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科目名 地域社会と大学教育（人間健康学部） 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL11101研究室 学生ｾﾝﾀ
ｰ

担当者 住吉　廣行 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ 健△ ス○ △ △ △ △

授業概要
本講義は、初年次教育の意味合いを持たせています。大学のミッション、大学・学部・学科の3ポリシーについて確認します。大学生の特
徴を捉えた教育手法を説明し、課題解決型の学びを展開しようとしていること、学生支援についての大学側の考え方がCSの向上にあるの
ではなく学生をパートナーと見なすというパラダイムシフトを考えていることを説明します。各種センターの機能について説明し、それ
らを大学生活の中で活かせるようにします。

学修到達目標
大学の教育に対する考え方、大学側が用意している学修支援システムの種類や場所やその機能等について理解すること。そしてそれらを
活用するためにも、学生一人一人がこれからの学生生活をどのように送るべきかを十分に考え、カリキュラムの組み方、取得すべき資格
、地域連携・ボランティア活動等学生の自主的な活動への参加などについてプランニングが出来るようになること。
授業の進め方
オムニバスでの授業となります。学長、学部長・両学科長、各センター長などが交代で担当します。加えて、大学の「自主独立の精神に
基づいて、それぞれの学部に適合した内容で前向きな姿勢で講演して下さるゲストをお招きし、熱く語っていただきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1長野県、松本市などの特徴
松本大学が立地する長野県、松本市がどのような特色を持った地域であ
るか、地勢、文化、歴史などから概観し、そのような地で学ぶ事の意義
を考える。

事前：パンフレットは熟読する。
(2時間)事後：配布したプリント
に基づき復習する。(2時間)

2大学設立経緯と学校法人の組織

長野県、松本市及び広域連合、松商学園が1/3づつ出し合った本学の設
立経緯、地域立大学と呼ばれる本学及び学生への期待と存在意義、法人
組織の全容を紹介する。

事前：配布したプリントを読む。
(2時間)事後：本学及び本学部に
ついて文章でまとめる。(2時間)

3
松本大学の教育手法（帰納
的教育手法等）、具体例紹
介　

松本大学の地域連携による多様な取組をいくつか紹介し、それらが学生
の成長をどの様に促しているかを具体的に把握して貰う。

事前：以前に配布たプリントを読
む（2時間）事後：地域連携に必
要な資質を考える（2時間）

4本学での国際交流の現状と将来

本学の国際交流の現状を具体例を用いて説明し、学生にどのような可能
性があるかを確認させる。その中で国際交流委員会が果たす窓口機能の
役割も説明する。

事前：グローバル化について検討
。(2時間)事後：自身の学修計画
に国際を組み込む。(2時間)

5健康安全センターの役割、本学における図書館機能

前半は学生の健康を守る砦としての健康安全センターの役割を周知し、
身体検査結果の解説や喫煙や受動喫煙が体に及ぼす影響に警鐘をならす
。後半は大学での学修拠点となる図書館から賢い利用方法を提示する。

事前：キャンパスガイドで健康安
全センターと図書館の機能を把握
する。（4時間）

6地域づくり考房『ゆめ』の存在意義

地域づくり考房『ゆめ』設立の経緯とその理念を理解して貰う。予め準
備されたシートに書き込むことによって、自らの地域との関わり方とそ
の可能性を認識する。

事前：活動事例を調べる。(2時間
)事後：『ゆめ』を訪問し、活動
に触れる。(2時間)

7特別講義「積極的に生きる」

特別講師による、これまでの人生経験とそこから育まれた人生観を語っ
ていただき、これからの大学生活を意欲を持って前向きに取り組むこと
の意味を学んで貰う。

事後：講義を聴いた感想を短くて
も良いのでまとめる。（4時間）

8学部の理念と特徴、学ぶべき内容

学部のACDポリシーを説明し、学びの体系とその狙いなどを語る。2つの
学科が存在することに対する大学側の思いや考え方にも触れ、学生の学
修意欲を高めたい。

事前：学部の3ポリシーを理解す
る。(2時間)事後：ポリシーを踏
まえ目標を検討する。(2時間)

9学科の理念と特徴、学ぶべき内容

2つある内の一つの学科について、どのような学びの可能性があるかを
説明し、将来の就職先との関連などにも言及する。具体例に基づき学生
のイメージを膨らませる。

事前：学部の3ポリシーを理解す
る。(2時間)事後：ポリシーを踏
まえ目標を検討する。(2時間)

10学科の理念と特徴、学ぶべき内容
もう一つの学科について、その学科の特徴を踏まえて、上と同じような
説明を行い、学生の学びへの意欲を高める。

事前：学部の3ポリシーを理解す
る。(2時間)事後：ポリシーを踏
まえ目標を検討する。(2時間)

11教職センターの役割1
教職の免許を取るための学びの枠組みや履修するための諸手続きについ
て詳細に説明する。卒業要件に含まれない単位取得に伴う時間的な制約
についても理解する。

事後：配付された資料を読み、教
職センターを訪問し疑問点をなく
すようにする。（4時間）

12教職センターの役割2
教育実習を含む学びの具体的な内容に加え、先輩である卒業生の状況、
教員採用状況などについて理解する。学修支援の体制（試験対策）の利
用を促す。

事前：前週配布のプリントを読む
（2時間）事後：教職課程を取る
か否かを検討する（2時間）

13自らの特徴を理解する PROGテストの結果とその見方について解説される。自分自身の持つ特徴
について考察する機会とする。

事後：結果は一つの参考データで
あり、これをどのように受け止め
るべきかを良く考える。（4時間

14大学側の学生支援の考え方を理解

松本大学が“B”ポリシーとして学生支援を積極的に考えており、学生
をカスタマーではなくパートナーとして見ようと考えているが、その哲
学を理解して貰う。

事前：事前配布のプリントを読む
。(2時間)事後：自分たちに何が
出来るかを考える。(2時間)

15松本大学の地方創生戦略と大学教育　授業のまとめ

松本大学がこれまで実施してきた地域連携活動が認められ、COC（地
（知）の拠点）大学として認定された。こうした活動を踏まえ、大学の
これからの地域連携を考える。全講義のまとめ、期末試験の注意点を示

事後：蒼穹を読み松本大学の
COCがどのような内容であったか
を学んでおく。（4時間）

テキスト
講義用プリントが配布されます。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S:大学の使命、教育手法等を正しく理解したうえで、大学生活に意欲を持ち、
卒業に向けた準備学修の計画を立て、試験で特に優れた結果を出しすことがで
きる。A:大学の使命、教育手法等を理解したうえで、今後の大学生活に意欲を
持ち、卒業に向けた準備学修の計画ができ、試験で80点以上である。B:大学の
使命、教育手法等を概ね理解したうえで、卒業に向けた準備学修の計画ができ
試験で70点以上である。C:大学の使命、教育手法等を踏まえ、準備学修の計画
がある程度でき、試験で60点以上である。

参考書
本学が発行する各種パンフレットなど。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義は前の席で聞きたい学生を予め募集し、席を2列ほど確保します。残りの学
生は座席指定とします。シラバスをよく読んで、講義に臨んで下さい。受講票
に記入された感想、質問、要望には次の時間に応えたいと思います。
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科目名 知の技法 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL11102研究室 A-16

担当者 守　一雄 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日5限､木曜日5限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
教養ある大人となるための「知の技法」を実習します。「知の技法」は広範囲に及びますが、この授業では言語の活用技術に絞って「読
み・書き・聞き・話す」という4つの技能について実習を通して学びます。具体的には、3冊の課題図書を読み、レポートを6回書き、本の
内容について6回ディベート（聞き、話す）をします。なお、最終試験の受験資格が与えられるのは「ディベートに5回以上出席し、すべ
ての読後レポートを提出」した者とします。

学修到達目標
1) 本を決められた期間内に読めるようになる。2) パラグラフ・ライティングで文章が書けるようになる。3) ディベートで相手の主張を
正しく聞き取ることができるようになる。4) ディベートで自分の意見を決められた時間内に話すことができるようになる。

授業の進め方
全部で15回の授業のうち、6回を講義と実習、6回を小グループによるディベートに充てます。講義を聞くだけでなく、課題図書を読み、
読後レポートを書き、ディベートで聞き、話すことで、言語の4つの機能をフル活用する授業となるようにします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション この授業の進め方／ディベートのやり方と利点 課題図書(1)の読書（4時間）

2パラグラフライティング レポートの書き方実習（三論点意見文章法）／パラグラフライティング 課題図書(1)の読書（4時間）

3ディベート① ディベート導入の是非についてディベート 読後レポート(1)の作成、提出
（4時間）

4相互添削実習 レポート(1)の返却と相互添削実習　文章推敲の意義と方法 レポート(1)の書き直し（4時間）

5ディベート② ディベート導入の是非について再度ディベートします レポート(1)の完成版提出（4時間
）

6意見と感想 レポート(1)完成版返却とコメント　絶対評価と相対評価 課題図書(2)の読書（4時間）

7ディベート③ 課題図書(2)に関するテーマついてディベートします 課題図書(2)のレポート(3)提出
（4時間）

8レポート(3)の相互添削実習 レポート(3)の相互添削実習／三論点文章法の応用 読後レポート(3)の推敲、完成版
作成（4時間）

9ディベート④ 課題図書(2)に関するテーマついてディベートします レポート(3)の書き直しと完成版
（4）の提出（4時間）

10英語を学ぶことの意義 レポート(4)返却とコメント／科学的思考方法 課題図書(3)の読書（4時間）

11ディベート⑤ 課題図書(3)に関するテーマついてディベートします 課題図書(3)のレポート(5)提出
（4時間）

12英語学習の実際 レポート(5)の相互添削実習／三論点文章法の応用 読後レポート(5)の推敲、完成版
(6)作成（4時間）

13ディベート⑥ 課題図書(3)に関するテーマついてディベートします 読後レポート(6)の作成、提出
（4時間）

14知の技法まとめ レポート(6)返却とコメント 総合的復習（4時間）

15最終試験・授業アンケート 最終試験・授業アンケート 総合的復習（4時間）

テキスト
「ザ・ディベート」茂木秀昭著（ちくま新書）　ISBN:978-4480058928 (生協
で購入してください。)　課題図書
「残念ながら、その文章では伝わりません」山口拓朗著（だいわ文庫）　
ISBN:978-4479306597 (生協で購入してください。)　課題図書
「英語を制するライティング」キム　ジョンキュー著（講談社現代新書）(別
途、指示します。）　課題図書

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S：課題を基準レベルで達成し、授業内容の理解、授業内活動、課題図書、自主
的学習の3つ以上において優れた成果を示した。A：課題を基準レベルで達成し
、授業内容の理解、授業内活動、課題図書、自主的学習の2つ以上において優れ
た成果を示した。B：課題を基準レベルで達成し、授業内容の理解、授業内活動
、課題図書、自主的学習において優れた成果を示した。C：課題すべてを基準レ
ベルで達成した。なお、最終試験では、知識を問うような試験はしません。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
楽な授業ではありませんが、本を読む習慣がつき、文章を書く力がつくはずで
す。また、ディベートを通して、自分の主張をわかりやすく話し、相手の主張
をしっかりと聞き取れるようになれると思います。
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科目名 基礎ゼミナールⅠ 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL11103研究室 S-06

担当者 矢内　和博 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △ △

2017年度～

授業概要
松本大学の学生である自覚をもち、4年間の大学生活で知識や経験を習得し社会を構成する一人の人間として成長するための総合的な教育
プログラムです。大学生活を潤滑に送るために必要なヒントを提供します。ゼミ担当教員との少人数での話し合いや、大学で行われてい
る諸活動の紹介などから大学生活を想像してみて下さい。4年間の大学生活を通して自分が一生をかけてやりたいことを見つけ、人生の目
標を明確にし、社会に出るための準備期間、充電期間としての大学生活を有意義なものにしましょう。

学修到達目標
高校と異なる授業のやり方、自由な科目選択、自由な時間など、大学生活の自由度は高くこれまでの高校生活と大きく違います。自由な
時間をうまく使って大学での4年間を満足できるものにし、知力、学力、人間性を高めるのはあなた次第です。そのために必要となる最小
限の心構え、方法・技術、学力などを身につけましょう。最初が肝心です。
授業の進め方
講義形式の授業と、演習形式の授業をオムニバス形式で行います。演習形式での授業は基礎教育センター教員が参加して行います。理解
が不十分なところ、不明なところは、すぐに、気軽に担当教員に尋ねてください。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1学生生活の設計(教務委員)学生生活における時間管理と学習習慣を身につけます。
4年間の学生生活の目標、計画を
立ててから、受講しましょう
（1時間）

2松本大学の学生として 松本大学の学生として（住吉学長）、人間健康学部の学生として（等々
力学部長）4年間どのように大学と向き合うかについてお話します。

事前に同級生と4年間の大学生活
で何がやりたいか話し合ってみま
しょう（1時間）

3松本大学の基礎教育（国語1）

松本大学では基礎教育にも力を入れていて、個々の学生に合わせた、き
め細かな教育支援を行っています。基礎教育センターの教員が、国語の
基礎学力の支援について、実践形式で指導します。

テキスト『大学での学び方』
23～29頁（1時間）

4PROG テスト
PROG（プログ）テストは、社会が大学を卒業した者に求めているスキル
がどの程度身についているかを、客観的に把握するテストです。自身の
状況を確認してみましょう。

自分の現状を知り、3年次にどれ
だけ進歩したか確認します。

5松本大学の基礎教育（国語2）
前回に引き続き、文章力をつける、よく伝わる文章を書くための基礎学
力を身につけるため、課題を解きながら実践的指導を行います。

テキスト『大学での学び方』
30～33頁（1時間）

6レクリエーション 同級生と教員、上級生との交流の場として、スポーツ大会を中心とした
イベントを行います。

この日に初めて友達になった人、
友達と話した内容、活動内容を書
き留めてください（1時間）

7松本大学の基礎教育（国語3）
前回に引き続き、公的な場で通用する文章を書くための基礎学力を身に
つけるため、課題を解きながら実践的指導を行います。

テキスト『大学での学び方』
8～22項、30～33頁（1時間）

8悩んでいませんか？（健康安全センター）

新しい環境や大学生活に慣れる頃ですが、健康安全センターの教員が皆
さんの悩みの解決に手を貸します。また、保健師と管理栄養士との係わ
りについてお話します。

大学生活で不安に感じている事が
あったら、解決策を得るつもりで
受講しましょう（1時間）

9大学祭への参加について
大学祭の準備が始まります。上級生の活動経験を参考にしながら、出展
についてクラス単位で考えましょう。
地域づくり工房ゆめの紹介を行います。

大学祭は、大学の大イベントです
。みんなで参加できるように議論
しましょう。（1時間）

10松本大学の基礎教育(数学1)
管理栄養士として必須な数学の基礎を課題を用いて実践的に指導します
。

与えられた課題に取り組む。不明
な点は基礎教育センターを活用し
て解決する（1時間）

11松本大学の基礎教育(数学2)
管理栄養士として必須な濃度算・希釈率など数学の基礎を課題を用いて
実践的に指導します。

与えられた課題に取り組む。不明
な点は基礎教育センターを活用し
て解決する（1.5時間）

12松本大学の基礎教育(数学3)
管理栄養士として必須な溶解度・統計処理など、数学の基礎を課題を用
いて実践的に指導します。

与えられた課題に取り組む。不明
な点は基礎教育センターを活用し
て解決する（1.5時間）

13松本大学の基礎教育(数学4)
管理栄養士として必須な損益算、仕事算など、数学の基礎を課題を用い
て実践的に指導します。

与えられた課題に取り組む。不明
な点は基礎教育センターを活用し
て解決する（1.5時間）

14確認テストと解説
これまでに学んだ基礎学力が身についているかを、試験問題を解いて確
認して下さい。また、問題の解説を聞いてさらに学習が必要なポイント
を明らかにし、管理栄養士としての専門科目を学ぶ準備をして下さい。

基礎教育センターによる講義の復
習と試験準備（2時間）

15前期を終えるにあたって（ゼミ担当者）

前期を振り返ります。ゼミ単位で集まり、大学生活の最初の半年で感じ
たことなど、話し合ってみましょう。また、長い夏休みに取り組みたい
ことなども、考えてみましょう。

これからの大学生活を楽しく過ご
すにはどのようにしたら良いか考
えます（1時間）

テキスト
「大学での学び方」(別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　出席レポート：15％　小テスト：35％
講義、講演への参加状況、質問や発言など積極的に授業に参加しようとする姿
勢、事前事後学習の取り組み状況などで評価します。事前事後学習で示されて
いる課題ができていればC、授業で提示された課題を、事前事後学修を含めて最
後までできればB、授業に積極的に参加し、発言や意見を求められた場合に対応
できればA、大学祭などの学内、学外の行事に積極的に参加できればS。

参考書
授業で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
高校生活とは大きく異なる大学生活について考えるとともに、必要なスキルを
身につけることを期待しています。大学生活の基本を学ぶという姿勢で取り組
んでください。
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科目名 基礎ゼミナールⅡ 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL11104研究室 S-06

担当者 矢内　和博・各教員 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △ △

2017年度～

授業概要
1) 管理栄養士の使命や役割、関連職種との関わりについて学ぶ。2)　栄養学・管理栄養士の発展の歴史について学ぶ。3）地球レベルで
の栄養の課題と取組について学ぶ。

学修到達目標
栄養学の歴史を学び、社会における管理栄養士の使命や役割および活動分野の理解を通して、管理栄養士を目指す気持ちを育む。併せて
管理栄養士として国際的に活動するために、諸外国の食文化や生活習慣、経済、および栄養政策や制度等を理解する。

授業の進め方
医療、福祉、行政、企業、学校等の様々な分野で活躍する管理栄養士、管理栄養士と連携する他職種や最先端の研究をされている方々の
お話を伺います。定期の講義以外に特別講演会がありますので。日程に注意して下さい。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 管理栄養士を目指す気持ちを育む導入教育について概説する。また、栄
養学・栄養士の発展の歴史について講義します（沖嶋）

要点をまとめて考察する（1時間
）

2管理栄養士の役割（臨床栄養コース）
臨床栄養の観点から、管理栄養士の役割について講義します。また、臨
床栄養コースの説明、履修、就職についてお話します。（藤岡、成瀬）

要点をまとめて考察する（1時間
）

3管理栄養士の役割（スポーツ栄養コース）

スポーツ栄養の観点から管理栄養士の役割について講義します。また、
スポーツ栄養コースの説明、履修、就職についてお話します。（長谷川
）

要点をまとめて考察する（1時間
）

4管理栄養士の役割（食品安全コース）
食品安全の観点から管理栄養士の役割について講義します。また、食品
安全コースの説明、履修、就職についてお話します。（高木、沖嶋）

要点をまとめて考察する（1時間
）

5管理栄養士の役割（フードデザインコース）
食の観点から管理栄養士の役割について講義します。また、フードデザ
インコースの説明、履修、就職についてお話します。（石原、矢内） 要点をまとめ考察する（1時間）

6管理栄養士の役割
大学院の紹介、また大学院で学ぶ意義について講義します。（山田、木
藤）
栄養教諭の紹介と栄養教諭になるためについて講義します。（廣田）

要点をまとめて考察する（1時間
）

7
管理栄養士の使命や役割、
関連職種との関わり（行政
・地域）

行政としての管理栄養士としての役割や地域で活躍する管理栄養士につ
いて概説します。

要点をまとめて考察しましょう
（1時間）

8松本大学の基礎教育（国語5）
前期基礎ゼミナールⅠに引き続き、基礎教育センターの教員がレポート
の形式について実践的に指導します。実際にレポートを書きます。

テキスト『大学での学び方』
74～103項（1時間）

9レクリエーション 学年間、教員との交流の場としてスポーツ大会を中心としたレクリエー
ションを行います。

今日あった出来事をまとめてみま
しょう（1時間）

10松本大学の基礎教育（国語6）

前期基礎ゼミナールⅠに引き続き、基礎教育センターの教員がレポート
の形式について実践的に指導します。実際にレポートを書きます。過去
4回分の学習が文章中でどう生きているかを学びます。

テキスト『大学での学び方』
74～103項（1時間）

11管理栄養士の使命や役割、関連職種との関わり
管理栄養士と協働する社会福祉士（廣瀬）、臨床心理士（矢崎）との連
携について概説します。

要点をまとめて考察する（1時間
）

12
管理栄養士の使命や役割、
関連職種との関わり（福島
）

管理栄養士の職業倫理について概説する（福島）。また、管理栄養士と
協働する看護師、保健師との連携について概説するとともに、ピアカウ
ンセリングについて学びます（中島）。

要点をまとめ考察する（1時間）

13（仮）卒業生との懇談 卒業生をお招きし、様々な分野で活躍する先輩の話を聞きます。就職、
国家試験について多くのアドバイスを聞く回とします。

質問を準備してください。また、
質問した内容をまとめます。
（1時間）

14教員、上級生との懇談会
2年生になるための準備として、2年生での授業、実験実習、履修につい
て上級生からレクチャーを受ける回とします。また、国家試験や就職活
動について、アドバイスを受けましょう。

質問を準備してください。また、
質問した内容をまとめます。
（1時間）

15後期、1年間を振り返る
後期の学習状況や単位取得状況、1年間大学で学んでどうだったか、自
分なりに振り返り、来季に向けて大学とどう向き合っていくか考えまし
ょう。

後期、今年一年を振り返り、次年
度に向けて準備を開始しましょう
。（1時間）

テキスト
配布プリントで対応します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：100％
講義、講演への参加状況、質問や発言など積極的に授業に参加しようとする姿
勢、事前事後学習の取り組み状況などで評価します。各授業の内容がきちんと
まとめられた出席レポートが提出されていればC、加えて授業中、あるいは授業
後でも質問できればB、さらに授業テーマに関連する自分の意見を、授業中、あ
るいは出席レポートで発言できればA、その内容が充実していればS。

参考書
「導入教育」日本栄養改善学会著伊達ちぐさ他編（医歯薬出版㈱）　
ISBN：978-4-263-70980-1

履修上の注意（学生へのメッセージ）
社会における管理栄養士の使命や役割および活動分野の理解を通して、管理栄
養士を目指してください。
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科目名 総合英語Ⅰ（ＩＮＴ）Ａクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12101研究室 非常勤

担当者 ﾐｹﾞﾙ ｱﾙﾍﾞﾙﾄ ﾐｼｮﾝ 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅰ（基礎）

授業概要
実際に使える英語を修得し活用できるようになるために、基本的な英語でのリーディングやリスニング、スピーキングを行い英語でのコ
ミュニケーションに慣れていきます。英語でのアウトプットの前に充分なインプットを入れ、また同じ意味の様々な英語表現を聞いてい
く中で、基本的な文型や発話の仕方、コミュニケーションに慣れていきます。また、その理解の過程で慣れてきた英語表現等により、良
いコミュニメーションの土台を築きます。

学修到達目標
英語での授業を聞き、その内容を理解できる。また、様々な表現に慣れ、表現の幅を広げることができる。

授業の進め方
英文に対する説明を英語で聞き、その内容を理解します。必要に応じペアでの意見交換を行います。授業はすべて英語で行われます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業の内容、実施方法等についてのオリエンテーション。 授業の在り方を理解し、事前準備
を行う。（1時間）

2The World's Best-SellingMedicine 1
ガイダンスにおいて授業の実施方法について理解する。世界で最も売れ
ている薬の歴史等について理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

3The World's Best-SellingMedicine 2
授業の実施方法について理解する。世界で最も売れている薬の歴史等に
ついて理解する。時間的出来事の経過を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

4Fighting Diseases withDiseases 1 人間の免疫システムとその発見の歴史について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

5Fighting Diseases withDiseases 2
人間の免疫システムとその発見の歴史について理解する。主要文と指示
文の関係について理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

6Saved from Certain Death1 致命的なウィルス感染による病気からの回復について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

7Saved from Certain Death2
致命的なウィルス感染による病気からの回復について理解する。因果関
係について整理し、理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

8Dolphins to the Rescue 1動物と人間の不思議な関係について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

9Dolphins to the Rescue 2動物と人間の不思議な関係について理解する。批判的リーディングにつ
いて理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

10The Gentle Giant fromAfrica 1 キリンが初めてフランスに登場した歴史とその背景について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

11The Gentle Giant fromAfrica 2

キリンが初めてフランスに登場した歴史とその背景について理解する。
リーディングにおいて他の参考文献等による深い理解について理解する
。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

12Animal Detectives 1猫や犬などの動物の特殊な能力について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

13Animal Detectives 2猫や犬などの動物の特殊な能力について理解する。リーディングスピー
ドについて考える。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

14How the Kiwi Got ItsName 1
キィウイの名称の変遷について理解する。疑問を持ったリーディングを
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

15How the Kiwi Got ItsName 2
キィウイの名称の変遷について理解する。疑問を持ったリーディングを
理解する。批判的リーディングスキルを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

テキスト
「READ THIS! 2」Daphne Mackey, Alice Savage著（Cambridge University
Press）　ISBN:978-0-521-74789-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に又テーマを深く理解し、積極的に課題に取り組み、教科書より
難しい英語やテーマが理解できる。A：授業やテーマをよく理解し、積極的に課
題に取り組み、教科書よりやや難しい英語やテーマが理解できる。B：授業を概
ね理解し、課題に誠実に取り組み、教科書より少し難しい英語が理解できる。
C：授業を理解し、課題に誠実に取り組み、内容と同レベルの英語が理解できる
。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則、欠席は2回までです。
授業は全て英語で行われます。意見交換をする際には積極的に意見を英語で言
うようにしてください。
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科目名 総合英語Ⅰ（ＩＮＴ）Ｂクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12101研究室 非常勤

担当者 ｲｰｻｰ ﾌｨﾘｯﾌﾟ 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅰ（基礎）

授業概要
実際に使える英語を修得し活用できるようになるために、基本的な英語でのリーディングやリスニング、スピーキングを行い英語でのコ
ミュニケーションに慣れていきます。英語でのアウトプットの前に充分なインプットを入れ、また同じ意味の様々な英語表現を聞いてい
く中で、基本的な文型や発話の仕方、コミュニケーションに慣れていきます。また、その理解の過程で慣れてきた英語表現等により、良
いコミュニメーションの土台を築きます。

学修到達目標
英語での授業を聞き、その内容を理解できる。また、様々な表現に慣れ、表現の幅を広げることができる。

授業の進め方
英文に対する説明を英語で聞き、その内容を理解します。必要に応じペアでの意見交換を行います。授業はすべて英語で行われます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業の内容、実施方法等についてのオリエンテーション。 授業の在り方を理解し、事前準備
を行う。（1時間）

2The World's Best-SellingMedicine 1
ガイダンスにおいて授業の実施方法について理解する。世界で最も売れ
ている薬の歴史等について理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

3The World's Best-SellingMedicine 2
授業の実施方法について理解する。世界で最も売れている薬の歴史等に
ついて理解する。時間的出来事の経過を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

4Fighting Diseases withDiseases 1 人間の免疫システムとその発見の歴史について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

5Fighting Diseases withDiseases 2
人間の免疫システムとその発見の歴史について理解する。主要文と指示
文の関係について理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

6Saved from Certain Death1 致命的なウィルス感染による病気からの回復について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

7Saved from Certain Death2
致命的なウィルス感染による病気からの回復について理解する。因果関
係について整理し、理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

8Dolphins to the Rescue 1動物と人間の不思議な関係について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

9Dolphins to the Rescue 2動物と人間の不思議な関係について理解する。批判的リーディングにつ
いて理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

10The Gentle Giant fromAfrica 1 キリンが初めてフランスに登場した歴史とその背景について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

11The Gentle Giant fromAfrica 2

キリンが初めてフランスに登場した歴史とその背景について理解する。
リーディングにおいて他の参考文献等による深い理解について理解する
。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

12Animal Detectives 1猫や犬などの動物の特殊な能力について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

13Animal Detectives 2猫や犬などの動物の特殊な能力について理解する。リーディングスピー
ドについて考える。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

14How the Kiwi Got ItsName 1
キィウイの名称の変遷について理解する。疑問を持ったリーディングを
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

15How the Kiwi Got ItsName 2
キィウイの名称の変遷について理解する。疑問を持ったリーディングを
理解する。批判的リーディングスキルを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

テキスト
「READ THIS! 2」Daphne Mackey, Alice Savage著（Cambridge University
Press）　ISBN:978-0-521-74789-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に又テーマを深く理解し、積極的に課題に取り組み、教科書より
難しい英語やテーマが理解できる。A：授業やテーマをよく理解し、積極的に課
題に取り組み、教科書よりやや難しい英語やテーマが理解できる。B：授業を概
ね理解し、課題に誠実に取り組み、教科書より少し難しい英語が理解できる。
C：授業を理解し、課題に誠実に取り組み、内容と同レベルの英語が理解できる
。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則、欠席は2回までです。
授業は全て英語で行われます。意見交換をする際には積極的に意見を英語で言
うようにしてください。
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科目名 総合英語Ⅰ（ＩＮＴ）Ｃクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12101研究室 A-08

担当者 和田　順一 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限､水曜日3限

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅰ（基礎）

授業概要
実際に使える英語を修得し活用できるようになるために、基本的な英語でのリーディングやリスニング、スピーキングを行い英語でのコ
ミュニケーションに慣れていきます。英語でのアウトプットの前に充分なインプットを入れ、また同じ意味の様々な英語表現を聞いてい
く中で、基本的な文型や発話の仕方、コミュニケーションに慣れていきます。また、その理解の過程で慣れてきた英語表現等により、良
いコミュニメーションの土台を築きます。

学修到達目標
英語での授業を聞き、その内容を理解できる。また、様々な表現に慣れ、表現の幅を広げることができる。

授業の進め方
英文に対する説明を英語で聞き、その内容を理解します。必要に応じペアでの意見交換を行います。授業はすべて英語で行われます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業の内容、実施方法等についてのオリエンテーション。 授業の在り方を理解し、事前準備
を行う。（1時間）

2The World's Best-SellingMedicine 1
ガイダンスにおいて授業の実施方法について理解する。世界で最も売れ
ている薬の歴史等について理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

3The World's Best-SellingMedicine 2
授業の実施方法について理解する。世界で最も売れている薬の歴史等に
ついて理解する。時間的出来事の経過を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

4Fighting Diseases withDiseases 1 人間の免疫システムとその発見の歴史について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

5Fighting Diseases withDiseases 2
人間の免疫システムとその発見の歴史について理解する。主要文と指示
文の関係について理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

6Saved from Certain Death1 致命的なウィルス感染による病気からの回復について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

7Saved from Certain Death2
致命的なウィルス感染による病気からの回復について理解する。因果関
係について整理し、理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

8Dolphins to the Rescue 1動物と人間の不思議な関係について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

9Dolphins to the Rescue 2動物と人間の不思議な関係について理解する。批判的リーディングにつ
いて理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

10The Gentle Giant fromAfrica 1 キリンが初めてフランスに登場した歴史とその背景について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

11The Gentle Giant fromAfrica 2

キリンが初めてフランスに登場した歴史とその背景について理解する。
リーディングにおいて他の参考文献等による深い理解について理解する
。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

12Animal Detectives 1猫や犬などの動物の特殊な能力について理解する。
授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

13Animal Detectives 2猫や犬などの動物の特殊な能力について理解する。リーディングスピー
ドについて考える。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

14How the Kiwi Got ItsName 1
キィウイの名称の変遷について理解する。疑問を持ったリーディングを
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

15How the Kiwi Got ItsName 2
キィウイの名称の変遷について理解する。疑問を持ったリーディングを
理解する。批判的リーディングスキルを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

テキスト
「READ THIS! 2」Daphne Mackey, Alice Savage著（Cambridge University
Press）　ISBN:978-0-521-74789-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に又テーマを深く理解し、積極的に課題に取り組み、教科書より
難しい英語やテーマが理解できる。A：授業やテーマをよく理解し、積極的に課
題に取り組み、教科書よりやや難しい英語やテーマが理解できる。B：授業を概
ね理解し、課題に誠実に取り組み、教科書より少し難しい英語が理解できる。
C：授業を理解し、課題に誠実に取り組み、内容と同レベルの英語が理解できる
。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則、欠席は2回までです。
授業は全て英語で行われます。意見交換をする際には積極的に意見を英語で言
うようにしてください。
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科目名 総合英語Ⅰ（栄養）Ａクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12101研究室 非常勤

担当者 勝山　庸子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅰ（基礎）

授業概要
実際に使える英語を修得し活用できるようになるために、基本文法を復習します。単に文法を暗記するのではなく、耳と口を使って英語
を吸収し、会話を楽しみながら学習します。アウトプットを繰り返し行うことで、重要語彙や文法パターンを自然な形で身に付け、
TOEICでもハイスコアを目指せるような土台を築きます。

学修到達目標
ネイティブスピーカーが話す自然なスピードの英語を聞きとることができる。
基礎文法を使って海外で日常生活ができる程度のスピーキング力を修得している。

授業の進め方
アウトプット中心の体験型学習を通して基礎的な会話を復習します。課題もアウトプットが主になります。Eラーニングを採用し、授業中
の問題解答や宿題管理を行います。プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
英語習得のための意識改革
と学習方法

授業の概要と目標、進め方について説明。英語に対する苦手意識や心の
バリアを取り払い、授業に積極的に取り組む準備をします。Eラーニン
グツール「チェックリンク（CL）」を登録。

ゴールの設定、自己学習計画を立
てロードマップへ記入する。
（1時間）

2現在形（Be動詞）First Day of Class

現在形（Be動詞）am, are, beの違い、否定文、疑問文、命令文
学校での会話とリスニング
自己紹介の仕方

P14 A、P16 C（CL）
会話練習、単語、自分の自己紹介
を書いてくる（1時間）

3一般動詞の現在形I Love Bread!

一般動詞現在形の否定文、疑問文、命令文
パン屋での会話とリスニング
グループで自己紹介

P20 A、P22 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

4可算名詞と不可算名詞Pizza Time

可算名詞、不可算名詞の違い
ピザ注文の会話とリスニング
メニューの読み方

P26 A, P28 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

5代名詞Not Just a Baker

代名詞（主格、所有格、目的格、所有代名詞）
アルバイトに関する会話とリスニング
好きなバンドを紹介しよう

P32 A、P34 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

6
一般動詞の過去形
What's wrong with
Hitomi?

一般動詞（過去形）の変化、否定文・疑問文
病院での会話とリスニング
1日の予定を言ってみよう

P38 A,�P40�C（CL）
会話練習、単語（1時間）

7中間テスト
中間テスト：2-6講で学んだダイアログを基にした自由会話の口述テス
ト
残り時間：進行形

P44 A、P46 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

8前置詞I Feel Healthy Already!

時と場所を表す様々な前置詞
食料品店での会話とリスニング
学校と授業について紹介してみよう

P50 A, P52 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

9未来形Small Talk

未来を表す表現（will, be going to）
道案内の会話とリスニング
週末の予定を言ってみよう

P56 A, P58 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

10現在完了形Weight Down, Power Up!

現在完了形（経験、継続、完了）
ジムでの会話とリスニング
To-Do-Listを書いてみよう

P62 A, P64 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

11比較級と最上級It's Nice…And

比較級・最上級
自転車店での会話とリスニング
比較級で文章を作ってみよう

P68A, P70 C （CL）
会話練習、単語（1時間）

12接続詞Hitomi Wants a New Look

様々な接続詞(and, or, but, so)
美容室での会話とリスニング
接続詞を使って自分について書いてみよう

P74 A, P76 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

13動名詞と不定詞Shopping for Clothes

動名詞と不定詞の意味
ショッピングでの会話とリスニング
自分の好き嫌いについて書いてみよう

P80 A, P82 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

14疑問詞I'm Meeting a Friend

疑問詞の種類（5W1H）
ルームメイトとの会話とリスニング
最近行ったレストランを紹介してみよう

P86 A, P88 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

15助動詞Date Night

様々な助動詞(can, should, must, have to, might)
回転寿司店での会話とリスニング
学校の規則について書いてみよう

P92 A, P94 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

テキスト
「English Aid」Robert Hickling / Misato Usukura 著（金星堂）　
ISBN:9784764740365 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　定期試験：30％　課題：30％　小テスト：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探究姿勢をもっ
て課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解し
、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける。
B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問題
が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み
、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
インターネットでダウンロードした音声を活用した課題が出ます。PC、スマー
トフォンのいずれかが必要です。英語上達には、積極性と地道な努力が不可欠
。英語を話す自分をイメージし、会話を楽しみながら受講してください。
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科目名 総合英語Ⅰ（栄養）Ｂクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12101研究室 非常勤

担当者 佐々木　智美 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅰ（基礎）

授業概要
実際に使える英語を修得し活用できるようになるために、基本文法を復習します。単に文法を暗記するのではなく、耳と口を使って英語
を吸収し、会話を楽しみながら学習します。アウトプットを繰り返し行うことで、重要語彙や文法パターンを自然な形で身に付け、
TOEICでもハイスコアを目指せるような土台を築きます。

学修到達目標
ネイティブスピーカーが話す自然なスピードの英語を聞きとることができる。
基礎文法を使って海外で日常生活ができる程度のスピーキング力をつける。

授業の進め方
アウトプット中心の体験型学習を通して基礎的な会話を復習します。課題もアウトプットが主になります。Eラーニングを採用し、授業中
の問題解答や宿題管理を行います。プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
英語習得のための意識改革
と学習方法

授業の概要と目標、進め方について説明。英語に対する苦手意識や心の
バリアを取り払い、授業に積極的に取り組む準備をします。Eラーニン
グツール「チェックリンク（CL）」を登録。

ゴールの設定、自己学習計画を立
てロードマップへ記入する。
（1時間）

2現在形（Be動詞）First Day of Class

現在形（Be動詞）am, are, beの違い、否定文、疑問文、命令文
学校での会話とリスニング
自己紹介の仕方

P14 A、P16 C（CL）
会話練習、単語、自分の自己紹介
を書いてくる（1時間）

3一般動詞の現在形I Love Bread!

一般動詞現在形の否定文、疑問文、命令文
パン屋での会話とリスニング
グループで自己紹介

P20 A、P22 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

4可算名詞と不可算名詞Pizza Time

可算名詞、不可算名詞の違い
ピザ注文の会話とリスニング
メニューの読み方

P26 A, P28 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

5代名詞Not Just a Baker

代名詞（主格、所有格、目的格、所有代名詞）
アルバイトに関する会話とリスニング
好きなバンドを紹介しよう

P32 A、P34 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

6
一般動詞の過去形
What's wrong with
Hitomi?

一般動詞（過去形）の変化、否定文・疑問文
病院での会話とリスニング
1日の予定を言ってみよう

P38 A,�P40�C（CL）
会話練習、単語（1時間）

7中間テスト
中間テスト：2-6講で学んだダイアログを基にした自由会話の口述テス
ト
残り時間：進行形

P44 A、P46 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

8前置詞I Feel Healthy Already!

時と場所を表す様々な前置詞
食料品店での会話とリスニング
学校と授業について紹介してみよう

P50 A, P52 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

9未来形Small Talk

未来を表す表現（will, be going to）
道案内の会話とリスニング
週末の予定を言ってみよう

P56 A, P58 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

10現在完了形Weight Down, Power Up!

現在完了形（経験、継続、完了）
ジムでの会話とリスニング
To-Do-Listを書いてみよう

P62 A, P64 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

11比較級と最上級It's Nice…And

比較級・最上級
自転車店での会話とリスニング
比較級で文章を作ってみよう

P68A, P70 C （CL）
会話練習、単語（1時間）

12接続詞Hitomi Wants a New Look

様々な接続詞(and, or, but, so)
美容室での会話とリスニング
接続詞を使って自分について書いてみよう

P74 A, P76 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

13動名詞と不定詞Shopping for Clothes

動名詞と不定詞の意味
ショッピングでの会話とリスニング
自分の好き嫌いについて書いてみよう

P80 A, P82 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

14疑問詞I'm Meeting a Friend

疑問詞の種類（5W1H）
ルームメイトとの会話とリスニング
最近行ったレストランを紹介してみよう

P86 A, P88 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

15助動詞Date Night

様々な助動詞(can, should, must, have to, might)
回転寿司店での会話とリスニング
学校の規則について書いてみよう

P92 A, P94 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

テキスト
「English Aid」Robert Hickling / Misato Usukura 著（金星堂）　
ISBN:9784764740365 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　定期試験：30％　課題：30％　小テスト：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探究姿勢をもっ
て課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解し
、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける。
B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問題
が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み
、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
インターネットでダウンロードした音声を活用した課題が出ます。PC、スマー
トフォンのいずれかが必要です。英語上達には、積極性と地道な努力が不可欠
。英語を話す自分をイメージし、会話を楽しみながら受講してください。

168



科目名 総合英語Ⅰ（栄養）Ｃクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12101研究室 非常勤

担当者 櫻井　智子 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅰ（基礎）

授業概要
実際に使える英語を修得し活用できるようになるために、基本文法を復習します。単に文法を暗記するのではなく、耳と口を使って英語
を吸収し、会話を楽しみながら学習します。アウトプットを繰り返し行うことで、重要語彙や文法パターンを自然な形で身に付け、
TOEICでもハイスコアを目指せるような土台を築きます。

学修到達目標
ネイティブスピーカーが話す自然なスピードの英語を聞きとることができる。
基礎文法を使って海外で日常生活ができる程度のスピーキング力を修得している。

授業の進め方
アウトプット中心の体験型学習を通して基礎的な会話を復習します。課題もアウトプットが主になります。Eラーニングを採用し、授業中
の問題解答や宿題管理を行います。プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
英語習得のための意識改革
と学習方法

授業の概要と目標、進め方について説明。英語に対する苦手意識や心の
バリアを取り払い、授業に積極的に取り組む準備をします。Eラーニン
グツール「チェックリンク（CL）」を登録。

ゴールの設定、自己学習計画を立
てロードマップへ記入する。
（1時間）

2現在形（Be動詞）First Day of Class

現在形（Be動詞）am, are, beの違い、否定文、疑問文、命令文
学校での会話とリスニング
自己紹介の仕方

P14 A、P16 C（CL）
会話練習、単語、自分の自己紹介
を書いてくる（1時間）

3一般動詞の現在形I Love Bread!

一般動詞現在形の否定文、疑問文、命令文
パン屋での会話とリスニング
グループで自己紹介

P20 A、P22 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

4可算名詞と不可算名詞Pizza Time

可算名詞、不可算名詞の違い
ピザ注文の会話とリスニング
メニューの読み方

P26 A, P28 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

5代名詞Not Just a Baker

代名詞（主格、所有格、目的格、所有代名詞）
アルバイトに関する会話とリスニング
好きなバンドを紹介しよう

P32 A、P34 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

6
一般動詞の過去形
What's wrong with
Hitomi?

一般動詞（過去形）の変化、否定文・疑問文
病院での会話とリスニング
1日の予定を言ってみよう

P38 A,�P40�C（CL）
会話練習、単語（1時間）

7中間テスト
中間テスト：2-6講で学んだダイアログを基にした自由会話の口述テス
ト
残り時間：進行形

P44 A、P46 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

8前置詞I Feel Healthy Already!

時と場所を表す様々な前置詞
食料品店での会話とリスニング
学校と授業について紹介してみよう

P50 A, P52 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

9未来形Small Talk

未来を表す表現（will, be going to）
道案内の会話とリスニング
週末の予定を言ってみよう

P56 A, P58 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

10現在完了形Weight Down, Power Up!

現在完了形（経験、継続、完了）
ジムでの会話とリスニング
To-Do-Listを書いてみよう

P62 A, P64 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

11比較級と最上級It's Nice…And

比較級・最上級
自転車店での会話とリスニング
比較級で文章を作ってみよう

P68A, P70 C （CL）
会話練習、単語（1時間）

12接続詞Hitomi Wants a New Look

様々な接続詞(and, or, but, so)
美容室での会話とリスニング
接続詞を使って自分について書いてみよう

P74 A, P76 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

13動名詞と不定詞Shopping for Clothes

動名詞と不定詞の意味
ショッピングでの会話とリスニング
自分の好き嫌いについて書いてみよう

P80 A, P82 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

14疑問詞I'm Meeting a Friend

疑問詞の種類（5W1H）
ルームメイトとの会話とリスニング
最近行ったレストランを紹介してみよう

P86 A, P88 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

15助動詞Date Night

様々な助動詞(can, should, must, have to, might)
回転寿司店での会話とリスニング
学校の規則について書いてみよう

P92 A, P94 C（CL）
会話練習、単語（1時間）

テキスト
「English Aid」Robert Hickling / Misato Usukura 著（金星堂）　
ISBN:9784764740365 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　定期試験：30％　課題：30％　小テスト：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探究姿勢をもっ
て課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解し
、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける。
B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問題
が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み
、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
インターネットでダウンロードした音声を活用した課題が出ます。PC、スマー
トフォンのいずれかが必要です。英語上達には、積極性と地道な努力が不可欠
。英語を話す自分をイメージし、会話を楽しみながら受講してください。
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科目名 総合英語Ⅱ（ＩＮＴ）Ａクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12102研究室 非常勤

担当者 ﾐｹﾞﾙ ｱﾙﾍﾞﾙﾄ ﾐｼｮﾝ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅱ（初級）

授業概要
前期に学修したコミュニケーションのための言い換え等の表現や英語力を活用し、英文の内容を理解し、その内容を相手に伝わるように
英語を使っていきます。また、伝える相手の表現を聞くことにより、自分自身の表現を増やしていきます。

学修到達目標
英語での授業を聞き、その内容を理解できる。また、それらの言い換えを学び、自分自身の表現したい内容を伝えることができる。

授業の進め方
英文に対する説明を英語で聞き、その内容を理解します。読んだ英文の内容を自分自身の表現でその内容を相手に伝えたり、自分自身の
意見を発言します。授業は全て英語で行われます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・Ice Hotel 1
ガイダンスにおいて授業の実施方法について理解する。またTourism
and Hospitaliryのトピックの中で、具体的なホテルの英文を読み理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

2Ice Hotel 2 またTourism and Hospitaliryのトピックの中で、具体的なホテルの英
文を読み、時系列の考え方を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

3The Traveling Chef 1Tourism and Hospitalityのトピックで様々な文化での食について理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

4The Traveling Chef 2Tourism and Hospitalityのトピックで様々な文化での食について理解
する。また主文と支持文の関係を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

5Sail High in the Sky 1Tourism and Hospitalityのトピックで具体的な建築物のホテルを例に
してその様子を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

6Sail High in the Sky 2Tourism and Hospitalityのトピックで具体的な建築物のホテルを例に
してその様子を理解する。またリーディングの速さも意識する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

7The MysteriousDisappearance of Kaiko 1
Earth Scienceのトピックで深海の探査を行った「かいこう」について
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

8The MysteriousDisappearance of Kaiko 2

Earth Scienceのトピックで深海の探査を行った「かいこう」について
理解する。また英文を正確に理解、表現するために代名詞の照応を理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

9An Ocean of Plastic 1Earth Scienceのトピックで太平洋のごみの集積される場所についての
理解をする。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

10An Ocean of Plastic 2Earth Scienceのトピックで太平洋のごみの集積される場所についての
理解をする。また文章の構造の因果関係について理解をする。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

11Ed Pulaski and the BigBurn 1
Earth Scienceのトピックでアメリカで起こった森林火災について理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

12Ed Pulaski and the BigBurn 2
Earth Scienceのトピックでアメリカで起こった森林火災について理解
する。また物語文の時系列の考えを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

13The Flying Housewife 1Sports and Fittnessのトピックでスポーツの分野で初期に活躍した女
性の話を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

14The Flying Housewife 2
Sports and Fittnessのトピックでスポーツの分野で初期に活躍した女
性の話を理解する。また読解において類推能力を使用し、作者の意図を
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

15Blade Runner Sports and Fittnessのトピックで障碍を持つ選手のOlympicsへの挑戦を理解する。また英文中の情報を整理し理解することを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

テキスト
「READ THIS! 3」Alice Savage, et al.著（Cambridge University Press）
　ISBN:978-0-521-74793-6 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に又テーマを深く理解し、積極的に課題に取り組み、教科書より
難しい英語やテーマが理解できる。A：授業やテーマをよく理解し、積極的に課
題に取り組み、教科書よりやや難しい英語やテーマが理解できる。B：授業を概
ね理解し、課題に誠実に取り組み、教科書より少し難しい英語が理解できる。
C：授業を理解し、課題に誠実に取り組み、内容と同レベルの英語が理解できる
。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則、欠席は2回までです。
英語で授業が行われます。意見交換をする際には積極的に意見を英語で言うよ
うにしてください。
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科目名 総合英語Ⅱ（ＩＮＴ）Ｂクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12102研究室 非常勤

担当者 ｲｰｻｰ ﾌｨﾘｯﾌﾟ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅱ（初級）

授業概要
前期に学修したコミュニケーションのための言い換え等の表現や英語力を活用し、英文の内容を理解し、その内容を相手に伝わるように
英語を使っていきます。また、伝える相手の表現を聞くことにより、自分自身の表現を増やしていきます。

学修到達目標
英語での授業を聞き、その内容を理解できる。また、それらの言い換えを学び、自分自身の表現したい内容を伝えることができる。

授業の進め方
英文に対する説明を英語で聞き、その内容を理解します。読んだ英文の内容を自分自身の表現でその内容を相手に伝えたり、自分自身の
意見を発言します。授業は全て英語で行われます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・Ice Hotel 1
ガイダンスにおいて授業の実施方法について理解する。またTourism
and Hospitaliryのトピックの中で、具体的なホテルの英文を読み理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

2Ice Hotel 2 またTourism and Hospitaliryのトピックの中で、具体的なホテルの英
文を読み、時系列の考え方を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

3The Traveling Chef 1Tourism and Hospitalityのトピックで様々な文化での食について理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

4The Traveling Chef 2Tourism and Hospitalityのトピックで様々な文化での食について理解
する。また主文と支持文の関係を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

5Sail High in the Sky 1Tourism and Hospitalityのトピックで具体的な建築物のホテルを例に
してその様子を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

6Sail High in the Sky 2Tourism and Hospitalityのトピックで具体的な建築物のホテルを例に
してその様子を理解する。またリーディングの速さも意識する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

7The MysteriousDisappearance of Kaiko 1
Earth Scienceのトピックで深海の探査を行った「かいこう」について
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

8The MysteriousDisappearance of Kaiko 2

Earth Scienceのトピックで深海の探査を行った「かいこう」について
理解する。また英文を正確に理解、表現するために代名詞の照応を理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

9An Ocean of Plastic 1Earth Scienceのトピックで太平洋のごみの集積される場所についての
理解をする。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

10An Ocean of Plastic 2Earth Scienceのトピックで太平洋のごみの集積される場所についての
理解をする。また文章の構造の因果関係について理解をする。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

11Ed Pulaski and the BigBurn 1
Earth Scienceのトピックでアメリカで起こった森林火災について理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

12Ed Pulaski and the BigBurn 2
Earth Scienceのトピックでアメリカで起こった森林火災について理解
する。また物語文の時系列の考えを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

13The Flying Housewife 1Sports and Fittnessのトピックでスポーツの分野で初期に活躍した女
性の話を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

14The Flying Housewife 2
Sports and Fittnessのトピックでスポーツの分野で初期に活躍した女
性の話を理解する。また読解において類推能力を使用し、作者の意図を
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

15Blade Runner Sports and Fittnessのトピックで障碍を持つ選手のOlympicsへの挑戦を理解する。また英文中の情報を整理し理解することを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

テキスト
「READ THIS! 3」Alice Savage, et al.著（Cambridge University Press）
　ISBN:978-0-521-74793-6 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に又テーマを深く理解し、積極的に課題に取り組み、教科書より
難しい英語やテーマが理解できる。A：授業やテーマをよく理解し、積極的に課
題に取り組み、教科書よりやや難しい英語やテーマが理解できる。B：授業を概
ね理解し、課題に誠実に取り組み、教科書より少し難しい英語が理解できる。
C：授業を理解し、課題に誠実に取り組み、内容と同レベルの英語が理解できる
。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則、欠席は2回までです。
英語で授業が行われます。意見交換をする際には積極的に意見を英語で言うよ
うにしてください。
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科目名 総合英語Ⅱ（ＩＮＴ）Ｃクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12102研究室 A-08

担当者 和田　順一 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅱ（初級）

授業概要
前期に学修したコミュニケーションのための言い換え等の表現や英語力を活用し、英文の内容を理解し、その内容を相手に伝わるように
英語を使っていきます。また、伝える相手の表現を聞くことにより、自分自身の表現を増やしていきます。

学修到達目標
英語での授業を聞き、その内容を理解できる。また、それらの言い換えを学び、自分自身の表現したい内容を伝えることができる。

授業の進め方
英文に対する説明を英語で聞き、その内容を理解します。読んだ英文の内容を自分自身の表現でその内容を相手に伝えたり、自分自身の
意見を発言します。授業は全て英語で行われます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・Ice Hotel 1
ガイダンスにおいて授業の実施方法について理解する。またTourism
and Hospitaliryのトピックの中で、具体的なホテルの英文を読み理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

2Ice Hotel 2 またTourism and Hospitaliryのトピックの中で、具体的なホテルの英
文を読み、時系列の考え方を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

3The Traveling Chef 1Tourism and Hospitalityのトピックで様々な文化での食について理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

4The Traveling Chef 2Tourism and Hospitalityのトピックで様々な文化での食について理解
する。また主文と支持文の関係を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

5Sail High in the Sky 1Tourism and Hospitalityのトピックで具体的な建築物のホテルを例に
してその様子を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

6Sail High in the Sky 2Tourism and Hospitalityのトピックで具体的な建築物のホテルを例に
してその様子を理解する。またリーディングの速さも意識する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

7The MysteriousDisappearance of Kaiko 1
Earth Scienceのトピックで深海の探査を行った「かいこう」について
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

8The MysteriousDisappearance of Kaiko 2

Earth Scienceのトピックで深海の探査を行った「かいこう」について
理解する。また英文を正確に理解、表現するために代名詞の照応を理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

9An Ocean of Plastic 1Earth Scienceのトピックで太平洋のごみの集積される場所についての
理解をする。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

10An Ocean of Plastic 2Earth Scienceのトピックで太平洋のごみの集積される場所についての
理解をする。また文章の構造の因果関係について理解をする。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

11Ed Pulaski and the BigBurn 1
Earth Scienceのトピックでアメリカで起こった森林火災について理解
する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

12Ed Pulaski and the BigBurn 2
Earth Scienceのトピックでアメリカで起こった森林火災について理解
する。また物語文の時系列の考えを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

13The Flying Housewife 1Sports and Fittnessのトピックでスポーツの分野で初期に活躍した女
性の話を理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

14The Flying Housewife 2
Sports and Fittnessのトピックでスポーツの分野で初期に活躍した女
性の話を理解する。また読解において類推能力を使用し、作者の意図を
理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

15Blade Runner Sports and Fittnessのトピックで障碍を持つ選手のOlympicsへの挑戦を理解する。また英文中の情報を整理し理解することを理解する。

授業で理解できない部分について
復習をし、明確にしておく。
（1時間）

テキスト
「READ THIS! 3」Alice Savage, et al.著（Cambridge University Press）
　ISBN:978-0-521-74793-6 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に又テーマを深く理解し、積極的に課題に取り組み、教科書より
難しい英語やテーマが理解できる。A：授業やテーマをよく理解し、積極的に課
題に取り組み、教科書よりやや難しい英語やテーマが理解できる。B：授業を概
ね理解し、課題に誠実に取り組み、教科書より少し難しい英語が理解できる。
C：授業を理解し、課題に誠実に取り組み、内容と同レベルの英語が理解できる
。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則、欠席は2回までです。
英語で授業が行われます。意見交換をする際には積極的に意見を英語で言うよ
うにしてください。
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科目名 総合英語Ⅱ（栄養）Ａクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12102研究室 非常勤

担当者 勝山　庸子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅱ（初級）

授業概要
総合英語Ⅰを受講した学生が基礎文法を応用し、TOEICレベルの英語を聞く・読む力を養うクラスです。総合英語Ⅰに続きリスニング、ス
ピーキングを中心に学習します。これまでの学習スタイルに加えネイティブが話す英語にある音の変化を学び、聞き取れるよう取り組み
ます。また100字から150字のリーディング問題を難なくとけるよう、サイトトランスレーションの技術を学びます。

学修到達目標
ネイティブスピーカーが話す自然な英語を聞きとり、復唱ができる。
基礎文法に加え、語彙やイディオムを増やし、より自由に英語で自己表現ができる。
簡単な新聞記事なども推測しながら内容把握ができる。
授業の進め方
リスニングにディクテーションを加え、読み書きの力もつけていきます。事前課題は音読などを行い、授業で発表することで課題点が与
えられます。映像から話を理解し、同じような場面設定で発話ができるよう練習します。100語程度の長文読解も取り入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
Scene1: It's so nice to
meet you! be動詞と一般動
詞,挨拶をする

授業の概要と目標、授業の進め方を説明。
be動詞と一般動詞の性質や使い方の確認
「握手」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

2
Scene2: Is he a popular
professor?疑問文と否定文
, 自己紹介をする

疑問文と否定文の特徴
自己紹介する際の口語表現
「クラブ活動」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

3
Scene3: He showed me "a"
way 現在形と過去形, 感想
を言う

現在形と過去形の使い方
自分の感想や感情を表す口語表現
「ホームステイ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

4
Scene4: For here or to
go?可算名詞と不可算名詞,
注文をする

可算名詞と不可算名詞の違いと使い方
注文をする時の口語表現
「キャンパスライフ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

5
Scene5: She is so
beautiful 代名詞, お願い
をする

代名詞の確認
お願いをする時の口語表現
「キャンパスライフ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

6Scene6: Catching a cab前置詞, 場所を説明する

前置詞の性質と使い方
場所を説明する時の口語表現
「チップ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

7中間テスト（口述）Scene7: How Romantic!

中間テスト：1-6講で学んだ内容のロールプレイ発表
残り時間：形容詞と副詞の違いと使い方
人を描写する際の口語表現

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

8
Scene8:I'm not feeling
well 助動詞、体調を述べ
る

助動詞の種類と使い方
体調を表現するときの口語表現
「旅行保険」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

9
Scene9: Tickets for a
Yankees Game 進行形、誘
う

進行形の使い方
行動を誘う時の口語表現
「大学スポーツ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

10
Scene10: What's on the
shopping list?接続詞、誘
いを断る

接続詞の種類
誘いを断る時の口語表現
「健康食」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

11Scene11: MoMA is fun!現在完了形、聞き直す

現在完了形の種類と使い方
聞き直す時の口語表現
「ブロードウェイ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

12
Scene12: The "Fourth of
July" is coming up
未来形、予定を尋ねる

未来形の種類と使い方
予定を尋ねる時の口語表現
「独立記念日」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

13
Scene13: Who is that
guy?!不定詞と動名詞、提
案する

不定詞と動名詞の性質と使い方
提案する時の口語表現
「カレッジタウン」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

14Scene14: You're myfriend、比較級と最上級

比較級と最上級の使い方
会話を切り出す時の口語表現
「結婚年齢」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

15まとめ 口述テスト：グループに分かれ、これまで学んだ内容を使ってフリート
ーク

期末試験に向けての準備（1時間
）

テキスト
「映像で学ぶ はじめてのNYホームステイ - Hello New York! - 」土屋武久
　本多吉彦　Braven Smillie 著（金星堂）　ISBN:9784764740112 (生協で購
入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　定期試験：30％　課題：30％　小テスト：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探究姿勢をもっ
て課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解し
、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける。
B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問題
が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み
、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
インターネットでダウンロードした音声や映像を使った課題が出ます。PC、ス
マホのいずれかが必要です。英語上達は積極的な参加姿勢と地道な努力が不可
欠です。楽しみながら受講して下さい。
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科目名 総合英語Ⅱ（栄養）Ｂクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12102研究室 非常勤

担当者 佐々木　智美 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅱ（初級）

授業概要
総合英語Ⅰを受講した学生が基礎文法を応用し、TOEICレベルの英語を聞く・読む力を養うクラスです。総合英語Ⅰに続きリスニング、ス
ピーキングを中心に学習します。これまでの学習スタイルに加えネイティブが話す英語にある音の変化を学び、聞き取れるよう取り組み
ます。また100字から150字のリーディング問題を難なくとけるよう、サイトトランスレーションの技術を学びます。

学修到達目標
ネイティブスピーカーが話す自然な英語を聞きとり、復唱ができる。
基礎文法に加え、語彙やイディオムを増やし、より自由に英語で自己表現ができる。
簡単な新聞記事なども推測しながら内容把握ができる。
授業の進め方
リスニングにディクテーションを加え、読み書きの力もつけていきます。事前課題は音読などを行い、授業で発表することで課題点が与
えられます。映像から話を理解し、同じような場面設定で発話ができるよう練習します。100語程度の長文読解も取り入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
Scene1: It's so nice to
meet you! be動詞と一般動
詞,挨拶をする

授業の概要と目標、授業の進め方を説明。
be動詞と一般動詞の性質や使い方の確認
「握手」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

2
Scene2: Is he a popular
professor?疑問文と否定文
, 自己紹介をする

疑問文と否定文の特徴
自己紹介する際の口語表現
「クラブ活動」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

3
Scene3: He showed me "a"
way 現在形と過去形, 感想
を言う

現在形と過去形の使い方
自分の感想や感情を表す口語表現
「ホームステイ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

4
Scene4: For here or to
go?可算名詞と不可算名詞,
注文をする

可算名詞と不可算名詞の違いと使い方
注文をする時の口語表現
「キャンパスライフ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

5
Scene5: She is so
beautiful 代名詞, お願い
をする

代名詞の確認
お願いをする時の口語表現
「キャンパスライフ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

6Scene6: Catching a cab前置詞, 場所を説明する

前置詞の性質と使い方
場所を説明する時の口語表現
「チップ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

7中間テスト（口述）Scene7: How Romantic!

中間テスト：1-6講で学んだ内容のロールプレイ発表
残り時間：形容詞と副詞の違いと使い方
人を描写する際の口語表現

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

8
Scene8:I'm not feeling
well 助動詞、体調を述べ
る

助動詞の種類と使い方
体調を表現するときの口語表現
「旅行保険」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

9
Scene9: Tickets for a
Yankees Game 進行形、誘
う

進行形の使い方
行動を誘う時の口語表現
「大学スポーツ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

10
Scene10: What's on the
shopping list?接続詞、誘
いを断る

接続詞の種類
誘いを断る時の口語表現
「健康食」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

11Scene11: MoMA is fun!現在完了形、聞き直す

現在完了形の種類と使い方
聞き直す時の口語表現
「ブロードウェイ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

12
Scene12: The "Fourth of
July" is coming up
未来形、予定を尋ねる

未来形の種類と使い方
予定を尋ねる時の口語表現
「独立記念日」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

13
Scene13: Who is that
guy?!不定詞と動名詞、提
案する

不定詞と動名詞の性質と使い方
提案する時の口語表現
「カレッジタウン」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

14Scene14: You're myfriend、比較級と最上級

比較級と最上級の使い方
会話を切り出す時の口語表現
「結婚年齢」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

15まとめ 口述テスト：グループに分かれ、これまで学んだ内容を使ってフリート
ーク

期末試験に向けての準備（1時間
）

テキスト
「映像で学ぶ はじめてのNYホームステイ - Hello New York! - 」土屋武久
　本多吉彦　Braven Smillie 著（金星堂）　ISBN:9784764740112 (生協で購
入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　定期試験：30％　課題：30％　小テスト：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探究姿勢をもっ
て課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解し
、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける。
B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問題
が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み
、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
インターネットでダウンロードした音声や映像を使った課題が出ます。PC、ス
マホのいずれかが必要です。英語上達は積極的な参加姿勢と地道な努力が不可
欠です。楽しみながら受講して下さい。

174



科目名 総合英語Ⅱ（栄養）Ｃクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12102研究室 非常勤

担当者 櫻井　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅱ（初級）

授業概要
総合英語Ⅰを受講した学生が基礎文法を応用し、TOEICレベルの英語を聞く・読む力を養うクラスです。総合英語Ⅰに続きリスニング、ス
ピーキングを中心に学習します。これまでの学習スタイルに加えネイティブが話す英語にある音の変化を学び、聞き取れるよう取り組み
ます。また100字から150字のリーディング問題を難なくとけるよう、サイトトランスレーションの技術を学びます。

学修到達目標
ネイティブスピーカーが話す自然な英語を聞きとり、復唱ができる。
基礎文法に加え、語彙やイディオムを増やし、より自由に英語で自己表現ができる。
簡単な新聞記事なども推測しながら内容把握ができる。
授業の進め方
リスニングにディクテーションを加え、読み書きの力もつけていきます。事前課題は音読などを行い、授業で発表することで課題点が与
えられます。映像から話を理解し、同じような場面設定で発話ができるよう練習します。100語程度の長文読解も取り入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
Scene1: It's so nice to
meet you! be動詞と一般動
詞,挨拶をする

授業の概要と目標、授業の進め方を説明。
be動詞と一般動詞の性質や使い方の確認
「握手」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

2
Scene2: Is he a popular
professor?疑問文と否定文
, 自己紹介をする

疑問文と否定文の特徴
自己紹介する際の口語表現
「クラブ活動」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

3
Scene3: He showed me "a"
way 現在形と過去形, 感想
を言う

現在形と過去形の使い方
自分の感想や感情を表す口語表現
「ホームステイ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

4
Scene4: For here or to
go?可算名詞と不可算名詞,
注文をする

可算名詞と不可算名詞の違いと使い方
注文をする時の口語表現
「キャンパスライフ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

5
Scene5: She is so
beautiful 代名詞, お願い
をする

代名詞の確認
お願いをする時の口語表現
「キャンパスライフ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

6Scene6: Catching a cab前置詞, 場所を説明する

前置詞の性質と使い方
場所を説明する時の口語表現
「チップ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

7中間テスト（口述）Scene7: How Romantic!

中間テスト：1-6講で学んだ内容のロールプレイ発表
残り時間：形容詞と副詞の違いと使い方
人を描写する際の口語表現

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

8
Scene8:I'm not feeling
well 助動詞、体調を述べ
る

助動詞の種類と使い方
体調を表現するときの口語表現
「旅行保険」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

9
Scene9: Tickets for a
Yankees Game 進行形、誘
う

進行形の使い方
行動を誘う時の口語表現
「大学スポーツ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

10
Scene10: What's on the
shopping list?接続詞、誘
いを断る

接続詞の種類
誘いを断る時の口語表現
「健康食」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

11Scene11: MoMA is fun!現在完了形、聞き直す

現在完了形の種類と使い方
聞き直す時の口語表現
「ブロードウェイ」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

12
Scene12: The "Fourth of
July" is coming up
未来形、予定を尋ねる

未来形の種類と使い方
予定を尋ねる時の口語表現
「独立記念日」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

13
Scene13: Who is that
guy?!不定詞と動名詞、提
案する

不定詞と動名詞の性質と使い方
提案する時の口語表現
「カレッジタウン」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

14Scene14: You're myfriend、比較級と最上級

比較級と最上級の使い方
会話を切り出す時の口語表現
「結婚年齢」についての長文

単語リストを覚える、Let's
Watchパートのロール別シャドー
イング、音読筆写（1時間）

15まとめ 口述テスト：グループに分かれ、これまで学んだ内容を使ってフリート
ーク

期末試験に向けての準備（1時間
）

テキスト
「映像で学ぶ はじめてのNYホームステイ - Hello New York! - 」土屋武久
　本多吉彦　Braven Smillie 著（金星堂）　ISBN:9784764740112 (生協で購
入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　定期試験：30％　課題：30％　小テスト：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探究姿勢をもっ
て課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解し
、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける。
B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問題
が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み
、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
インターネットでダウンロードした音声や映像を使った課題が出ます。PC、ス
マホのいずれかが必要です。英語上達は積極的な参加姿勢と地道な努力が不可
欠です。楽しみながら受講して下さい。
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科目名 総合英語Ⅲ 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22103研究室 非常勤

担当者 大岩　裕子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅲ（中級）

授業概要
音読は苦手ではありませんか。読めない単語は聞き取れませんし、覚えられないものです。遠回りなようでも英文を聞き、声に出して読
むことが、リスニングや読解力のアップにつながります。英語を読むことに慣れましょう。スポーツと健康、教育という身近なテーマに
関する平易な英文で、「読む」「聞く」「書く」力を鍛えます。

学修到達目標
日本語との違いを意識して「相手に届く声」で正確に英語を読むことができること、表現に必要な基本文法を理解し、会話や作文で応用
できること、まとまった量の英文の内容を読み取る読解力を身につけている。

授業の進め方
声を出す機会をできる限り多く設けます。予習してあることを前提にテキストを進めますので、ダウンロードした音声を聞き、音読の練
習をしてきてください。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・発声練習と子音の発音
自分の呼吸・口形を意識して英語の子音を発音してみましょう。音読し
やすい短文で、まずはしっかり声を出すことから始めます。

ウォーミングアップのテキストの
発声練習をしてください。(1時間
）

2Warming Up! 適切なウォーミングアップとクールダウンとは？ストレッチングも効果
的です。

Unit1本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

3Sports Nutrition!アスリートに必要な栄養とは？健康的な食事について学びます。
Unit2本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

4Sevens rugby!走力・筋力・体力を備えた選手がぶつかり合うラグビー。オリンピック種目になった7人制ラグビーの誕生について学びます。

Unit3本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。
（1時間）

5Athletics! オリンピックの花、陸上競技について学びます。
Unit4本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

6Weight Training!今注目のウェイトトレーニング。効果的な方法とは？
Unit5本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

7Women's Soccer!人気の女子サッカー。その歴史について学びます。
Unit6本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

8Sports Supplements!スポーツサプリメントの功罪とは？
Unit7本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

9Swimming! 多くの動物は生まれながらに泳げますが、人は泳ぎ方を教わらなくては
泳げません。水泳競技がオリンピック種目になった経緯とは？

Unit8本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

10Judo！ 柔道は今や世界で広く愛好されています。柔道の誕生と発展の過程につ
いて学びます。

Unit9本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

11Sports Psychology!最高の結果につながるメンタルトレーニングとは？スポーツ心理学の観
点から考えてみましょう。

Unit10本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

12Equestrian! 人馬一体となって挑む馬術競技。その奥深さについて学びます。
Unit11本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

13
The Paralympic Games and
Special Olympic World
Games!

パラリンピックとスペシャルオリンピックの歴史について学びます。
Unit12本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

14Gymnastics! オリンピックでもメダルが期待される体操競技。各種目を詳しく見てみ
ましょう。

Unit14本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

15Sportsmanship!真のスポーツマンシップとは？
Unit15本文の音声を聞き、音読と
練習問題をやっておくこと。(1時
間）

テキスト
「Sports and English」Toshiyuki Sakabe, Matthew J. Cotter, Noriaki
Okajima　他 Yoshihiko Shinano著（南雲堂）　ISBN:978-4-523-17825-5
C0082 (生協で購入してください。)　開講が決まってから購入してください
。

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　受講態度：20％
受講態度は、課題の提出状況、授業への意欲（予習、発言）等で総合的に判断
します。S:授業内容をほぼ100％理解し、意欲的に課題をこなし優秀な成績をお
さめている。A:積極的に課題に取り組み、授業内容をよく理解し、目標を十分
に達成している。B:授業をおおよそ理解し、真面目に課題に取り組み目標を達
成している。C:授業内容を60％程度理解し、基本目標をほぼ達成している。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自宅で音読の練習をすること。辞書を持参すること。必ず予習をして講義に臨
んでください。
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科目名 総合英語Ⅳ 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22104研究室 非常勤

担当者 大岩　裕子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英語Ⅳ（上級）

授業概要
音読は苦手ではありませんか。読めない単語は聞き取れませんし、覚えられないものです。遠回りなようでも英文を聞き、声に出して読
むことがリスニングや読解力のアップにつながります。英語を読むことに慣れましょう。食・運動・健康・育といった身近なテーマに関
する平易な英文で、「読む」「聞く」「書く」力を鍛えます。

学修到達目標
日本語との違いを意識して「相手に届く声」で正確に英語を読むことができること、表現に必要な基本文法を理解し、会話や作文で応用
できること、まとまった量の英文の内容を読み取る読解力を身につけている。

授業の進め方
声を出す機会をできる限り多く設けます。予習してあることを前提にテキストを進めますので、ダウンロードした音声を聞き、音読の練
習をしてきてください。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・発声練習と子音の発音
自分の呼吸・口形を意識して英語の子音を発音してみましょう。音読し
やすい短文で、まずはしっかり声を出すことから始めます。

ウォーミングアップのテキストの
発声練習をしてください。(1時間
）

2Fuel Your Body and Mind/ 心身を育む朝食
朝食を摂らないとどのような影響が出てくるのか考えます/ つながる音
を意識して読みましょう。

Unit1の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

3
What Helps Keep a Doctor
Away? / 医者にかからなく
て済むように

運動不足がもたらす悪影響について考えます/ つながる音、聞こえない
音を意識して読みましょう。

Unit2の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

4
laughing Will Save You
from Going Crazy / 笑い
が心身にもたらす影響は？

笑いがもたらす効果について考えます / 発音されない子音hとその前後
の連結を意識して読みましょう。

Unit3の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。（1時間）

5The French Paradox / フランス人はなぜ太らないか
フレンチパラドックスとはどのようなものでしょうか/ 隣り合う音同士
が影響してできる新しい音を練習しましょう。

Unit4の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

6
Americans' Interest in
Sushi / 寿司もわさびも大
人気

英語で寿司を説明してみましょう。わさびが健康にもたらす効果とは
？/ 英語の持つ強弱のリズムを意識して読みましょう。

Unit5の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

7
Don't Stay Away from
Natto / 納豆を食べるとい
いことばかり

納豆の持つ驚くべき効果とは？納豆が苦手な理由は？/ 文の内容と強弱
の関係を意識して読みましょう。

Unit6の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

8
Acute Alcohl
Intoxication Can Kill
You / 急性アルコール中毒

急性アルコール中毒の危険性について考えます/ 強くなる音と強勢のあ
る語の差を意識して読みましょう。

Unit7の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

9Is Snoring a Bad Sign? /いびきは体の危険なサイン
いびきの危険性について考えます/ 舌先で作るtとdの弾き音を練習しま
しょう。

Unit8の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

10
Getting a Good Night
Sleep is a Challenge /質
の良い睡眠をとるには

睡眠障害とその原因について考えます/ 否定語の意識して読みましょう
。

Unit9の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

11
Chocolate and its
Magical Power / チョコレ
ートの秘めたる力

ダークチョコレートの効用について考えます/ 対比している情報を意識
して読みましょう。

Unit10の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

12
The Health Risks of
Eating Processed Food /
どうして加工食品はよくな

加工食品を過度に摂取することの問題を考えます/ 句動詞のアクセント
を意識して読みましょう。

Unit11の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

13
Is Genetically Modified
Food Safe Enough? / 遺伝
子組み換え食品の危険性

遺伝子組み換え食品の危険性について考えます/ 英語のリズムや音の変
化を意識して読みましょう。

Unit12の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

14
Environmental Health
Threats / アレルギー反応
の怖さを知ろう

アレルギー反応、アナフィラキシーについて考えます/ 音変化を意識し
た音読をしましょう。

Unit13の音声を聞き音読と練習問
題をやっておくこと。(1時間）

15講義全体のまとめ 重要表現の復習 もう一度音声を聞き、正確に読む
練習をしておくこと。(1時間）

テキスト
「Better Health for Every Day」Toshiaki Nishihara / Mayumi Nishihara
/ Amy Mukamuri著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-3983-3C1082 (生協で購入し
てください。)　開講が決まってから購入してください。

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　受講態度：20％
受講態度は、課題の提出状況、授業への意欲（予習、発言）等で総合的に判断
します。S:授業内容をほぼ100％理解し、意欲的に課題をこなし優秀な成績をお
さめている。A:積極的に課題に取り組み、授業内容をよく理解し、目標を十分
に達成している。B:授業をおおよそ理解し、真面目に課題に取り組み目標を達
成している。C:授業内容を60％程度理解し、基本目標をほぼ達成している。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自宅で音読の練習をすること。辞書を持参すること。必ず予習をして講義に臨
んでください。
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科目名 英会話ⅠＡクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12105研究室 非常勤

担当者 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ ｶﾙｰｽ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅰ（入門）

授業概要
さまざまな日常的な話題について、英語を聞き、話すことを練習します。
We will practice listening and speaking English about a wide variety of everyday topics.

学修到達目標
日常的な英会話を修得し、自信を持ってコミュニケーションをとることができる。
Upon finishing this class, students will be able to communicate more confidently in English.

授業の進め方
毎週の授業はまずテキストを聞くことから始め、つぎに質問の発音を練習します。その後学生はペアになって話し、学習した質問をした
りそれに答えたりします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンスGuidance授業への導入　Introduction to the class Preparation for a test.(1h)

2Getting to know eachother Get to know each other game Write a self-introduction.(1h)

3Getting to know eachother Teacher interview Report on an English reading
book.(1h)

4Dates and OrdinalNumbers Japanese holidays and events; BirthdaysWrite Japanese holidays.(1h)

5Dates and OrdinalNumbers Describing weather around the worldWrite about the weather inyour hometown.(1h)

6Personal InformationAsk and answer questions about yourselfWrite about yourself.(1h)

7Personal InformationJapanese celebrities Write about a Japanese
celebrity.(1h)

8Likes and DislikesAsk about likes and dislikes Write about something you
like.(1h)

9Likes and DislikesInterviews about likes and dislikes; favoritesWrite about your favorite.(1h)

10Counters andSingular/PluralOgui contest; Review singular/plural
Report on an English reading
book.(1h)

11Counters andSingular/PluralCard activity to practice singular/plural
Write about “What’s in my
refrigerator.”(1h)

12Wh- QuestionsQuestion formation; Adverbs of frequencyWrite about something you
like.(1h)

13Wh- QuestionsDiscussion about interests Write about a T.V. show or
movie you like.(1h)

14Can and Can’tTalk about abilities Write about some of the things
you can do.(1h)

15まとめ　Review Review course, prepare for final examinationPrepare for final
examination.(1h)

テキスト
「Talk a Lot, Starter Book, Second edition」David Martin著（EFL
Press）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：25％　定期試験：25％
授業への参加度：25％　努力点：25％
Reports: 25%, Final examination: 25%，Class Attitude:25%，Assignments:
25%,　S:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業内容すべて
を理解している。A:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業
内容の8割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授
業内容の7割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、
授業内容の6割以上を理解している。

参考書
辞書　Any dictionary

履修上の注意（学生へのメッセージ）
いつでもメールで私に連絡してください。
Please contact me by email at fredcarruth@hotmail.com anytime.
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科目名 英会話ⅠＢクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12105研究室 非常勤

担当者 久田　康子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅰ（入門）

授業概要
ナチュラルで実用的な基礎英会話を、考えなくても自動的できるまでに習得していくために、スピーキングとリスニングのトレーニング
と、ペアでの英語コミュニケーションを重ねていきます。まとめとして、ユニットごとのミニ・プレゼンテーションと、2度の総合プレゼ
ンテーションをすることで重要構文を繰り返し復習し、より正確で自由度の高い会話力とコミュニケーション力を高めていきます。

学修到達目標
日本語を通さずに直接英語で考えて実用的な基礎英会話ができる達成感を段階的に積み重ねることで、学ぶ意欲と自信を
高め、社会にでてからも自主的に学び続けることのできる方法を身に着けていきます。自主的な姿勢で自らとパートナーのコーチになっ
て工夫しながらトレーニングをすることができるようになることをめざします。
授業の進め方
アクティブラーニングを実施し、文法事項の予習クイズの後、テキストに沿ってリスニングとペアワークで話す練習をします。クラスの
後半では、完成させた総括課題をクラスの中でシェアして学び合います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 現状の英語能力の確認のためにプレイスメント・テストを受けます。 基礎的な英語の総復習。

2Unit 1AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

3Unit 2AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

4Unit 3AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

5Unit 4AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

6Unit 5AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

7Unit 6AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

8Presentation[1](課題)Unit 1-6 　テキストを見ないでペアで行う会話試験。 Unit 1-6の総復習

9Unit 7AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

10Unit 8AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

11Unit 9AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

12Unit 10AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

13Unit 11AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

14Unit 12AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

15Presentation[2](課題)Unit 7-12　テキストを見ないでペアで行う会話試験。 Unit 7-12の総復習

テキスト
「Get Real! New Edition Level [1] Student Book　生協様、注文は日本出
版貿易に願います」Angela Buckingham, Miles Craven and David
Williamson著（MACMILLAN）　ISBN:978-0-230-44708-0 (生協で購入してくだ
さい。)
テキストは毎回使用しますので、早期の購入をお願いします。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　課題：40％　定期試験：30％
S：授業内容を高度に理解し実践力を身に着け批判的思考力に基づく探究姿勢で
課題に取り組み難しい応用問題が解ける。A：授業内容を理解し実践力を身に着
け、積極的な探究姿勢で課題に取り組みやや難しい応用問題が解ける。B：授業
内容のおおよそを理解し実践することができ、与えられた課題に誠実に取り組
み応用問題が解ける。C：授業内容の60%程度を理解し実践することができ与え
られた課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
「辞書（例：ジーニアス英和・和英辞典など）　電子辞書を推奨します。」
辞書には、作文に役立つ例文が豊富にあり、大変便利です。
毎回持参して下さい。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業の大半は演習ですので、皆さん一人一人が主役となって自主的な姿勢で活
躍してください。また、お互いに助け合い、学び合っていきましょう。
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科目名 英会話ⅠＣクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12105研究室 非常勤

担当者 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ ｶﾙｰｽ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅰ（入門）

授業概要
さまざまな日常的な話題について、英語を聞き、話すことを練習します。
We will practice listening and speaking English about a wide variety of everyday topics.

学修到達目標
日常的な英会話を修得し、自信を持ってコミュニケーションをとることができる。
Upon finishing this class, students will be able to communicate more confidently in English.

授業の進め方
毎週の授業はまずテキストを聞くことから始め、つぎに質問の発音を練習します。その後学生はペアになって話し、学習した質問をした
りそれに答えたりします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンスGuidance授業への導入　Introduction to the class Preparation for a test.(1h)

2Getting to know eachother Get to know each other game Write a self-introduction.(1h)

3Getting to know eachother Teacher interview Report on an English reading
book.(1h)

4Dates and OrdinalNumbers Japanese holidays and events; BirthdaysWrite Japanese holidays.(1h)

5Dates and OrdinalNumbers Describing weather around the worldWrite about the weather inyour hometown.(1h)

6Personal InformationAsk and answer questions about yourselfWrite about yourself.(1h)

7Personal InformationJapanese celebrities Write about a Japanese
celebrity.(1h)

8Likes and DislikesAsk about likes and dislikes Write about something you
like.(1h)

9Likes and DislikesInterviews about likes and dislikes; favoritesWrite about your favorite.(1h)

10Counters andSingular/PluralOgui contest; Review singular/plural
Report on an English reading
book.(1h)

11Counters andSingular/PluralCard activity to practice singular/plural
Write about “What’s in my
refrigerator.”(1h)

12Wh- QuestionsQuestion formation; Adverbs of frequencyWrite about something you
like.(1h)

13Wh- QuestionsDiscussion about interests Write about a T.V. show or
movie you like.(1h)

14Can and Can’tTalk about abilities Write about some of the things
you can do.(1h)

15まとめ　Review Review course, prepare for final examinationPrepare for final
examination.(1h)

テキスト
「Talk a Lot, Starter Book, Second edition」David Martin著（EFL
Press）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：25％　定期試験：25％
授業への参加度：25％　努力点：25％
Reports: 25%, Final examination: 25%，Class Attitude:25%，Assignments:
25%,　S:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業内容すべて
を理解している。A:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業
内容の8割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授
業内容の7割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、
授業内容の6割以上を理解している。

参考書
辞書　Any dictionary

履修上の注意（学生へのメッセージ）
いつでもメールで私に連絡してください。
Please contact me by email at fredcarruth@hotmail.com anytime.
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科目名 英会話ⅠＤクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12105研究室 N-02

担当者 ﾏｰﾒｯﾄ ｼｮｰﾝ 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限､木曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅰ（入門）

授業概要
どんな状況でも自信を持って英語を使えるようにすることがこのコースの目的です。
特に、物事を表現したり、意見を述べたり、説明やプレゼンの仕方を学びます。異文化コミュニケーション, クリティカルシンキング,
ボキャブラリーの増強、正確な文法、流暢な会話を目指してください。

学修到達目標
本コースではスピーキング力を伸ばすために、個人的かつ学術的に興味深いトピックについてディスカッションを行います。「TED
Talks」からスピーチを学び、実際に自分の「TED Talks」を作り上げましょう。様々なトピックについて自然で文法的に正しい会話がで
きるような教材を準備しますので、教員の指示に従い、グループディスカッションやプレゼンで使用するツール持参してください。
授業の進め方
積極的に授業に参加すること。教員およびクラスメートの話を注意して聞くこと。全ての授業に出席すること。クラスを休むと宿題が出
ます。宿題の内容について教員または級友に連絡すること。予習をして遅刻をせずに授業に来ること。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション。 Orientation to this "English Speaking" class. Introduction to
the evaluation of this class, as well as to the textbook.

Purchase the textbook, and
then become familiar with its
format. Study ユニット 1.

2ユニット 1- Friends andFamily (Lesson 1)ユニット 1- Friends and Family (Lesson 1)Study ユニット 1.　それらは、
クラスで公表します。

3ユニット 1- Friends andFamily (Lesson2)ユニット 1- Friends and Family (Lesson2)Study ユニット 1.　それらは、
クラスで公表します。

4ユニット 1- Friends andFamily (Lesson3)ユニット 1- Friends and Family (Lesson3)Study ユニット 1.　それらは、
クラスで公表します。

5ユニット 1- Friends &Family (Lesson 4)- Test.ユニット 1- Friends & Family (Lesson 4)- Chapter Test.Study ユニット 1.　それらは、
クラスで公表します。

6ユニット 2- Jobs Aroundthe World (Lesson 1)ユニット 2- Jobs Around the World (Lesson 1)Study ユニット 2.　それらは、
クラスで公表します。

7ユニット 2- Jobs Aroundthe World (Lesson 2)ユニット 2- Jobs Around the World (Lesson 2)Study ユニット 2.　それらは、
クラスで公表します。

8ユニット 2- Jobs Aroundthe World (Lesson 3)ユニット 2- Jobs Around the World (Lesson 3)Study ユニット 2.　それらは、
クラスで公表します。

9
ユニット 2- Jobs Around
the World (Lesson 4)-
Test.

ユニット 2- Jobs Around the World (Lesson 4)- Chapter Test.Study ユニット 2.　それらは、
クラスで公表します。

10ユニット3: Houses andApartments (Lesson　1)ユニット3: Houses and Apartments (Lesson 1)Study ユニット 3.　それらは、
クラスで公表します。

11ユニット3: Houses andApartments (Lesson　2)ユニット3: Houses and Apartments (Lesson 2)Study ユニット 3.　それらは、
クラスで公表します。

12ユニット3: Houses andApartments (Lesson　3)ユニット3: Houses and Apartments (Lesson 3)Study ユニット 3.　それらは、
クラスで公表します。

13
ユニット3: Houses and
Apartments (Lesson　4)-
Test.

ユニット3: Houses and Apartments (Lesson 4)- Chapter Test.Study ユニット 3.　それらは、
クラスで公表します。

14ユニット4: Possessions(Lesson 1) ユニット4: Possessions (Lesson 1) Study ユニット 4.　それらは、
クラスで公表します。

15ユニット4: Possessions(Lesson 2)
ユニット4: Possessions (Lesson 2)～The final class of this
semester．

Study ユニット 4.　それらは、
クラスで公表します。

テキスト
「”World English Introduction (Second Edition, 2015)”」Martin
Milner, Rebecca Chase, And Kristen Johannsen 著（National Geographic
Learning－ Cengage　）　ISBN:978-1-305-08955-6 (生協で購入してくださ
い。)

成績評価の方法・基準
定期試験：30％
各回のプレゼンテーションに対する評価　70％

参考書
「Any English language dictionary.」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
Students are expected to prepare their homework, or to engage in other
forms of self-study, before each weekly class session. Students are
also expected to review & consolidate the material covered in class.
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科目名 英会話ⅡＡクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12106研究室 N-02

担当者 ﾏｰﾒｯﾄ ｼｮｰﾝ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限､水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅱ（基礎）

授業概要
どんな状況でも自信を持って英語を使えるようにすることがこのコースの目的です。
特に、物事を表現したり、意見を述べたり、説明やプレゼンの仕方を学びます。異文化コミュニケーション, クリティカルシンキング,
ボキャブラリーの増強、正確な文法、流暢な会話を目指してください。

学修到達目標
本コースではスピーキング力を伸ばすために、個人的かつ学術的に興味深いトピックについてディスカッションを行います。「TED
Talks」からスピーチを学び、実際に自分の「TED Talks」を作り上げましょう。様々なトピックについて自然で文法的に正しい会話がで
きるような教材を準備しますので、教員の指示に従い、グループディスカッションやプレゼンで使用するツール持参してください。
授業の進め方
積極的に授業に参加すること。教員およびクラスメートの話を注意して聞くこと。全ての授業に出席すること。クラスを休むと宿題が出
ます。宿題の内容について教員または級友に連絡すること。予習をして遅刻をせずに授業に来ること。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション。
Orientation to this "English Speaking　II" class. Introduction
to the evaluation of this second semester class, as well as to
the latter half of the textbook.

Refresh yourself with the
textbook. Study the latter
half of　ユニット 4.

2ユニット4: Possessions(Lesson　3) ユニット4: Possessions (Lesson　3) Study ユニット 4.　それらは、
クラスで公表します。

3
ユニット4: Possessions
(Lesson　4)～ Chapter
Test.

ユニット4: Possessions (Lesson　4)～ Chapter Test.Study ユニット 4.　それらは、
クラスで公表します。

4ユニット 5: DailyActivities (Lesson　1)ユニット 5: Daily Activities (Lesson　1)Study ユニット 5.　それらは、クラスで公表します。

5ユニット 5: DailyActivities (Lesson　2)ユニット 5: Daily Activities (Lesson　2)Study ユニット 5.　それらは、クラスで公表します。

6ユニット 5: DailyActivities (Lesson　3)ユニット 5: Daily Activities (Lesson　3)Study ユニット 5.　それらは、クラスで公表します。

7
ユニット 5: Daily
Activities (Lesson　
4)～Chapter Test｡

ユニット 5: Daily Activities (Lesson　4)～　Chapter Test｡Study ユニット 5.　それらは、
クラスで公表します。

8
ユニット 6: Getting
There (Directions)
(Lesson 1)

ユニット 6: Getting There (Directions) (Lesson 1)Study ユニット 6.　それらは、
クラスで公表します。

9
ユニット 6: Getting
There (Directions)
(Lesson 2)

ユニット 6: Getting There (Directions) (Lesson 2)Study ユニット 6.　それらは、
クラスで公表します。

10
ユニット 6: Getting
There (Directions)
(Lesson 3)

ユニット 6: Getting There (Directions) (Lesson 3)Study ユニット 6.　それらは、
クラスで公表します。

11
ユニット 6: Getting
There (Directions)
(Lesson 4)－　Chapter

ユニット 6: Getting There (Directions) (Lesson 4)－　Chapter
Test

Study ユニット 6.　それらは、
クラスで公表します。

12ユニット 7: Free Time(Lesson 1) ユニット 7: Free Time (Lesson 1) Study ユニット 7.　それらは、
クラスで公表します。

13ユニット 7: Free Time(Lesson 2) ユニット 7: Free Time (Lesson 2) Study ユニット 7.　それらは、
クラスで公表します。

14ユニット 7: Free Time(Lesson 3) ユニット 7: Free Time (Lesson 3) Study ユニット 7.　それらは、
クラスで公表します。

15
ユニット 7: Free Time
(Lesson 4)－　Chapter
Test.

ユニット 7: Free Time (Lesson 4)－　Chapter Test.Study ユニット 7.　それらは、
クラスで公表します。

テキスト
「”World English Introduction (Second Edition, 2015)”」Martin
Milner, Rebecca Chase, And Kristen Johannsen 著（National Geographic
Learning－ Cengage　）　ISBN:978-1-305-08955-6 (生協で購入してくださ
い。)

成績評価の方法・基準
定期試験：30％
各回のプレゼンテーションに対する評価　70％

参考書
「Any English language dictionary.」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
Students are expected to prepare their homework, or to engage in other
forms of self-study, before each weekly class session. Students are
also expected to review & consolidate the material covered in class.
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科目名 英会話ⅡＢクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12106研究室 非常勤

担当者 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ ｶﾙｰｽ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅱ（基礎）

授業概要
さまざまな日常的な話題について、英語を聞き、話すことを練習します。
We will practice listening and speaking English about a wide variety of everyday topics.

学修到達目標
英会話Ⅰで修得した英語能力をさらに向上させ、さまざまな日常的な話題について自信をもってコミュニケーションをとることができる
。
Upon finishing this class, students will be able to communicate more confidently in English.
授業の進め方
毎週の授業はまずテキストを聞くことから始め、つぎに質問の発音を練習します。その後学生はペアになって話し、学習した質問をした
りそれに答えたりします。　
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンスGuidance授業への導入　Introduction to the class Preparation for a test.(1h)

2Simple Present andDescribing ThingsListen and guess the creature; Simple presentReport on an English reading
book.(1h)

3Simple Present andDescribing ThingsDescribing food; Food crossword Write a description of an
animal or insect.(1h)

4Family Talk about relatives Bring family pictures.(1h)

5Family Ask and answer questions about family and petsReport on an English reading
book.(1h)

6Simple Past: Questionsand Stories
Ask and answer questions about what you did yesterday, last
weekend

Write about what you did last
weekend.(1h)

7Simple Past: Questionsand Stories Telling a story Finish the story on page
33.(1h)

8Jobs Talk about jobs and what they are likeReport on an English reading
book.(1h)

9Jobs Talk about jobs Describe a job.(1h)

10Making ComparisonsStudy comparison forms, then play the Comparison GameWrite a comparison of two
things.(1h)

11Making ComparisonsAsk and answer comparison and superlative questionsWrite about the most ____ in
your life.(1h)

12Numbers Numbers: pronunciation, bingo, math game, tell timeWrite about your daily
schedule.(1h)

13Numbers Ask and answer questions about your daily scheduleWrite about what you did
today.(1h)

14Present and PastProgressive Ask and answer questions about actionsBe ready to play the Action
Game.(1h)

15まとめ　Review Review course, prepare for final examinationPrepare for final
examination.(1h)

テキスト
「Talk a Lot, Starter Book, Second edition」David Martin著（EFL
Press）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：25％　定期試験：25％
授業への参加度：25％　努力点：25％
Reports: 25%, Final examination: 25%，Class Attitude:25%，Assignments:
25%,　　S:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業内容すべ
てを理解している。A:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授
業内容の8割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、
授業内容の7割以上を理解している。C:意欲的に授業参加、課題取り組みができ
、授業内容の6割以上を理解している。

参考書
辞書　Any dictionary

履修上の注意（学生へのメッセージ）
いつでもメールで私に連絡してください。
Please contact me by email at fredcarruth@hotmail.com anytime.
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科目名 英会話ⅡＣクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12106研究室 非常勤

担当者 久田　康子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅱ（基礎）

授業概要
前期より上級の文法事項を含むナチュラルで実用的な基礎英会話を、自動的にできるまでに習得していくために、話す・聴くの演習とペ
アでの英語コミュニケーションを重ねていきます。まとめとして、ユニットごとのミニ・プレゼンテーションと2度の課題発表をすること
で、重要構文を繰り返し復習し、より正確で自由度の高い会話力とコミュニケーション力を高めていきます。

学修到達目標
日本語を通さずに直接英語で考えて実用的な基礎英会話ができる達成感を段階的に積み重ねることで、学ぶ意欲と自信を
高めて、社会にでてからも自主的に学び続けることのできる方法を身に着けていきます。自主的な姿勢で自らとパートナーのコーチにな
って工夫しながらトレーニングをすることができるようになることをめざします。
授業の進め方
アクティブラーニングを実施し、文法事項の予習クイズの後、テキストに沿ってリスニングとペアワークで話す練習をします。クラスの
後半では、完成させた総括課題をクラスの中でシェアして学び合います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 現状の英語能力の確認のためにプレイスメント・テストを受けます。 基礎的な英語の総復習。

2Unit 1AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

3Unit 2AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

4Unit 3AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

5Unit 4AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

6Unit 5AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

7Unit 6AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

8Presentation[1](課題)Unit 1-6 　テキストを見ないでペアで行う会話試験。 Unit 1-6の総復習

9Unit 7AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

10Unit 8AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

11Unit 9AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

12Unit 10AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

13Unit 11AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

14Unit 12AB 予習クイズ、会話演習とミニプレゼンテーション。 予習クイズの準備

15Presentation[2](課題)Unit 7-12　テキストを見ないでペアで行う会話試験。 Unit 7-12の総復習

テキスト
「Get Real! New Edition Level[2] Student Book 生協様、注文は日本出版
貿易に願います」Angela Buckingham, Miles Craven and David
Williamson著（MACMILLAN）　ISBN:978-0-230-44710-3 (生協で購入してくだ
さい。)
テキストは毎回使用しますので、早期の購入をお願いします。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　課題：40％　定期試験：30％
S：授業内容を高度に理解し実践力を身に着け批判的思考力に基づく探究姿勢で
課題に誠実に取り組み難しい応用問題が解ける。A：授業内容を理解し実践力を
身に着け積極的な探究姿勢で課題に取り組みやや難しい応用問題が解ける。
B：授業内容のおおよそを理解し実践力を身に着け与えられた課題に誠実に取り
組み応用問題が解ける。C：授業内容の60%程度を理解し実践することができ与
えられた課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける
。

参考書
「辞書（例：ジーニアス英和・和英辞典など） 電子辞書を推奨します。」
辞書には、作文に役立つ例文が豊富にあり、大変便利です。
毎回持参して下さい。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業の大半は演習ですので、皆さん一人一人がクラスの主役となって自主的な
姿勢で活躍してください。また、お互いに助け合い、学び合いましょう。
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科目名 英会話Ⅲ 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22107研究室 非常勤

担当者 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ ｶﾙｰｽ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅲ（実践）

授業概要
これまで積み上げてきた英文読解の知識を活かし、リーディング力とスピーキング力の強化を行っていきます。身近な時事問題などの簡
単なニュース記事を題材に、英文の要点を素早くつかみ、それを基に自分の意見をどう発するか、その方法や伝え方、質問の仕方を学ん
で、実践の中で読む・話す・聞く力を強化します。

学修到達目標
英会話Ⅰ・Ⅱで修得した英語能力をさらに向上させ、さまざまな日常的な話題について自信をもってコミュニケーションをとることがで
きる。

授業の進め方
毎週の授業はまずテキストを聞くことから始め、つぎに質問の発音を練習します。その後学生はペアになって話し、学習した質問をした
りそれに答えたりします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1Guidance Introduction to the class Useful language; Getting
started.(1h)

2Getting to know eachother Ask and answer questions about yourselfWrite about yourself.(1h)

3Getting to know eachother Get to know your classmates and teacherWrite about a classmate.(1h)

4Talking about interestsAsk and answer questions about things you like/dislikeWrite about things you
like/dislike.(1h)

5Talking about interestsDiscuss interests; talk about abilitiesWrite about your
abilities.(1h)

6Talking about familyAsk and answer questions about  familiesBring some pictures of your
family.(1h)

7Talking about familyAsk and answer questions about familiesPrepare to talk about English
reading.(1h)

8Talking about peopleMatch descriptions with pictures of peopleWrite a description of a
friend.(1h)

9Talking about peoplePractice describing people Write a description of a
famous person.(1h)

10Talking about workDescribe a job Write a description of a
job.(1h)

11Talking about workTelling time; describing jobs Write a description of your
dream job.(1h)

12Talking about pastexperiences Talk about what you did yesterdayWrite about what you didyesterday.(1h)

13Talking about pastexperiences Talk about a vacation; Play the Past Tense GameWrite about what you did on
vacation.(1h)

14Telling storiesTell a story (based on the T.V. talk show GokigenyouA story about something that
happened to you.(1h)

15まとめ　Review Review course, prepare for final examinationPrepare for final
examination.(1h)

テキスト
「Talk a Lot, Book One, Second edition」David Martin著（EFL
Press）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：25％　定期試験：25％
授業への参加度：25％努力点：25％
Reports: 25%, Final examination: 25%，Class Attitude:25%，Assignments:
25%, 　S:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業内容すべて
を理解している。A:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業
内容の8割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授
業内容の7割以上を理解している。C:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、
授業内容の6割以上を理解している。

参考書
辞書　Any dictionary

履修上の注意（学生へのメッセージ）
いつでもメールで私に連絡してください。
Please contact me by email at fredcarruth@hotmail.com anytime.
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科目名 英会話Ⅳ 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22108研究室 非常勤

担当者 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ ｶﾙｰｽ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 英会話Ⅳ（応用）

授業概要
総合英語Ⅳで学ぶ英文ライティングの知識を活かし、英会話Ⅲで学んだ内容をさらに応用して、自分の意見を英文で書いてまとめ発話す
るスキルを養っていく。グループワークを通じて、自分の趣味や興味のあることを題材に簡単に英語にして発話、それに対して質問をす
る形式を繰り返し、英語の4技能の全てを定着させていく。

学修到達目標
英会話Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで修得した英語能力をさらに向上させ、さまざまな日常的な話題について自信をもってコミュニケーションをとること
ができる。

授業の進め方
毎週の授業はまずテキストを聞くことから始め、つぎに質問の発音を練習します。その後学生はペアになって話し、学習した質問をした
りそれに答えたりします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1Guidance Introduction to the class Useful language: Getting
started.(1h)

2Talking about sportsPronunciation, discussion about sportsExplain your feelings about
sports.(1h)

3Talking about sportsQ&A and listening about sports Prepare to talk about a
reading book.(1h)

4Talking about othercountries Discuss foreign countries, people and food.Extensive reading.(1h)

5Talking about othercountries Talk about foreign countries and languages.Write about foreign food.(1h)

6Talking aboutexperiences Talk about things you have done or haven't done.Extensive reading.(1h)

7Talking aboutexperiences Interview classmates about their experiences; listeningWrite about an interesting
experience.(1h)

8Talking about placesTalk about indoor places. Extensive reading.(1h)

9Talking about placesGiving subway and street directions.Write about how to get
somewhere.(1h)

10Traveling to HawaiiMaking restaurant and airplane reservations.Extensive reading.(1h)

11Traveling to HawaiiPlan to visit other Hawaiian islands.Write about a trip.(1h)

12Talking about Japanesethings Describing Japanese places and thingsExtensive reading.(1h)

13Talking about Japanesethings Talk about Japanese New Year and prices in Japan.Write about what you do for
New Year.(1h)

14Talking about futureevents Making plans Extensive reading.(1h)

15Review Review course. Prepare for final examination.Prepare for final
examination.(1h)

テキスト
「Talk a Lot, Book One, Second edition」David Martin著（EFL
Press）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：25％　定期試験：25％
授業への参加度：25％　努力点：25％
Reports: 25%, Final examination: 25%，Class Attitude:25%，Assignments:
25%,　S:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業内容すべて
を理解している。A:主体的かつ意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授業
内容の8割以上を理解している。B:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、授
業内容の7割以上を理解している。C:意欲的に授業参加、課題取り組みができ、
授業内容の6割以上を理解している。

参考書
辞書　Any dictionary

履修上の注意（学生へのメッセージ）
いつでもメールで私に連絡してください。
Please contact me by email at fredcarruth@hotmail.com anytime.
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科目名 TOEICⅠＡクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 山浦　かおる 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、英語運
用力の基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を身につけ、TOEIC受験に必要な英語力の基礎を作ります。
後期「TOEICⅡ」の履修を通してリスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&R で400点以上の取得を目指します。
プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC L&R で350点以上取得できる。
さらに、簡単な日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
たくさん英語を聞き、学んだ表現を実際に使うことで、まずは最も重要なリスニング力向上を目指します。
その上で、リーディングや文法も学習し、得点アップにつながる基礎力を養います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&Rテストについて
知る

TOEICの特徴を知り、目標点数を取得するためにはどんなトレーニング
が必要かを検討する。

自分に合った学習計画を作成する
（1時間）

2リスニング演習リーディング演習
サンプル問題に挑戦
Lesson1 5W& Howを聴き取る（Part2)

Lesson1 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

3リスニング演習リーディング演習
Lesson2 be動詞の直後の動作(Part1)
Lesson9 品詞を攻略しよう（Part5)

Lesson2 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

4リスニング演習 Lesson3 写真と矛盾した要素を聞き取る(Part1)
Lesson3 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson4 許可、依頼、提案(Part2)
Lesson4 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

6リスニング演習小テスト① Lesson11 音のひっかけに注意（Part1,2）
Lesson11 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

7リスニング演習 Lesson12 典型的な設問とその流れ（Part3,4）
Lesson12 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

8リスニング演習 Lesson13 会話の全体構造を理解する（Part3）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

9リスニング演習 Lesson14 トークの全体構造と頻出トピックを押さえる（Part4）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

10リーディング演習 Part7の解き方
Lesson15 典型的な問題文と答えのヒント（Part7）

Lesson15 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

11リーディング演習 Lesson16 Part7の頻出トピック・文書形式（Part7）
Lesson16 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

12リスニング演習小テスト② Lesson5 問いかけごとの「よくある」「ありえない」応答（Part2）
Lesson5 音読筆写
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

13リスニング演習リーディング演習
Part3 テキストミニ模試より
Lesson6 意味だけでなく形に注目（Part5）

Part3 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

14リスニング演習リーディング演習
Part4 テキストミニ模試より
Lesson8 キーワードを探して正しい時制を見抜く（Part5,6）

Part4 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Micuael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978040883190761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（アル
ク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。そのため、後期
の「TOEICⅡ」も受講することを強く推奨しています。Eラーニングの使用に、
スマホ、パソコン、タブレットのいずれかが必須です。

187



科目名 TOEICⅠＢクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 春日　啓子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、英語運
用力の基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を身につけ、TOEIC受験に必要な英語力の基礎を作ります。
後期「TOEICⅡ」の履修を通してリスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&R で400点以上の取得を目指します。
プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC L&R で350点以上取得できる。
さらに、簡単な日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
たくさん英語を聞き、学んだ表現を実際に使うことで、まずは最も重要なリスニング力向上を目指します。その上で、リーディングや文
法も学習し、得点アップにつながる基礎力を養います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&Rテストについて
知る

TOEICの特徴を知り、目標点数を取得するためにはどんなトレーニング
が必要かを検討する。

自分に合った学習計画を作成する
（1時間）

2リスニング演習リーディング演習
サンプル問題に挑戦
Lesson1 5W& Howを聴き取る（Part2)

Lesson1 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

3リスニング演習リーディング演習
Lesson2 be動詞の直後の動作(Part1)
Lesson9 品詞を攻略しよう（Part5)

Lesson2 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

4リスニング演習 Lesson3 写真と矛盾した要素を聞き取る(Part1)
Lesson3 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson4 許可、依頼、提案(Part2)
Lesson4 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

6リスニング演習小テスト① Lesson11 音のひっかけに注意（Part1,2）
Lesson11 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

7リスニング演習 Lesson12 典型的な設問とその流れ（Part3,4）
Lesson12 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

8リスニング演習 Lesson13 会話の全体構造を理解する（Part3）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

9リスニング演習 Lesson14 トークの全体構造と頻出トピックを押さえる（Part4）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

10リーディング演習 Part7の解き方
Lesson15 典型的な問題文と答えのヒント（Part7）

Lesson15 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

11リーディング演習 Lesson16 Part7の頻出トピック・文書形式（Part7）
Lesson16 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

12リスニング演習小テスト② Lesson5 問いかけごとの「よくある」「ありえない」応答（Part2）
Lesson5 音読筆写
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

13リスニング演習リーディング演習
Part3 テキストミニ模試より
Lesson6 意味だけでなく形に注目（Part5）

Part3 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

14リスニング演習リーディング演習
Part4 テキストミニ模試より
Lesson8 キーワードを探して正しい時制を見抜く（Part5,6）

Part4 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Micuael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978040883190761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（アル
ク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。そのため、後期
の「TOEICⅡ」も受講することを強く推奨しています。Eラーニングの使用に、
スマホ、パソコン、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅠＣクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 中野　麻里 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、英語運
用力の基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を身につけ、TOEIC受験に必要な英語力の基礎を作ります。
後期「TOEICⅡ」の履修を通してリスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&R で400点以上の取得を目指します。
プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC L&R で350点以上取得できる。
さらに、簡単な日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
たくさん英語を聞き、学んだ表現を実際に使うことで、まずは最も重要なリスニング力向上を目指します。
その上で、リーディングや文法も学習し、得点アップにつながる基礎力を養います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&Rテストについて
知る

TOEICの特徴を知り、目標点数を取得するためにはどんなトレーニング
が必要かを検討する。

自分に合った学習計画を作成する
（1時間）

2リスニング演習リーディング演習
サンプル問題に挑戦
Lesson1 5W& Howを聴き取る（Part2)

Lesson1 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

3リスニング演習リーディング演習
Lesson2 be動詞の直後の動作(Part1)
Lesson9 品詞を攻略しよう（Part5)

Lesson2 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

4リスニング演習 Lesson3 写真と矛盾した要素を聞き取る(Part1)
Lesson3 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson4 許可、依頼、提案(Part2)
Lesson4 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

6リスニング演習小テスト① Lesson11 音のひっかけに注意（Part1,2）
Lesson11 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

7リスニング演習 Lesson12 典型的な設問とその流れ（Part3,4）
Lesson12 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

8リスニング演習 Lesson13 会話の全体構造を理解する（Part3）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

9リスニング演習 Lesson14 トークの全体構造と頻出トピックを押さえる（Part4）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

10リーディング演習 Part7の解き方
Lesson15 典型的な問題文と答えのヒント（Part7）

Lesson15 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

11リーディング演習 Lesson16 Part7の頻出トピック・文書形式（Part7）
Lesson16 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

12リスニング演習小テスト② Lesson5 問いかけごとの「よくある」「ありえない」応答（Part2）
Lesson5 音読筆写
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

13リスニング演習リーディング演習
Part3 テキストミニ模試より
Lesson6 意味だけでなく形に注目（Part5）

Part3 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

14リスニング演習リーディング演習
Part4 テキストミニ模試より
Lesson8 キーワードを探して正しい時制を見抜く（Part5,6）

Part4 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Micuael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978040883190761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（アル
ク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。そのため、後期
の「TOEICⅡ」を受講することを強く推奨しています。Eラーニングの使用に、
スマホ、パソコン、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅠＤクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 勝山　庸子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、英語運
用力の基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を身につけ、TOEIC受験に必要な英語力の基礎を作ります。
後期「TOEICⅡ」を通してリスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&R で370点以上取得することを目指します。
プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC L&R で320点以上取得できる。
さらに、簡単な日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
たくさん英語を聞き、学んだ表現を実際に使うことで、まずは最も重要なリスニング力向上を目指します。
その上で、リーディングや文法も学習し、得点アップにつながる基礎力を養います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&Rテストについて
知る

TOEICの特徴を知り、目標点数を取得するためにはどんなトレーニング
が必要かを検討する。

自分に合った学習計画を作成する
（1時間）

2リスニング演習リーディング演習
サンプル問題に挑戦
Lesson1 5W& Howを聴き取る（Part2)

Lesson1 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

3リスニング演習リーディング演習
Lesson2 be動詞の直後の動作(Part1)
Lesson9 品詞を攻略しよう（Part5)

Lesson2 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

4リスニング演習 Lesson3 写真と矛盾した要素を聞き取る(Part1)
Lesson3 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson4 許可、依頼、提案(Part2)
Lesson4 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

6リスニング演習小テスト① Lesson11 音のひっかけに注意（Part1,2）
Lesson11 音読筆写
Eラーニング、単語
文法問題（1時間）

7リスニング演習 Lesson12 典型的な設問とその流れ（Part3,4）
Lesson12 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

8リスニング演習 Lesson13 会話の全体構造を理解する（Part3）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

9リスニング演習 Lesson14 トークの全体構造と頻出トピックを押さえる（Part4）
Lesson13 音読、オーバーラッピ
ング、シャドーイング Eラーニン
グ、単語、文法問題（1時間）

10リーディング演習 Part7の解き方
Lesson15 典型的な問題文と答えのヒント（Part7）

Lesson15 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

11リーディング演習 Lesson16 Part7の頻出トピック・文書形式（Part7）
Lesson16 音読・復習
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

12リスニング演習小テスト② Lesson5 問いかけごとの「よくある」「ありえない」応答（Part2）
Lesson5 音読筆写
Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

13リスニング演習リーディング演習
Part3 テキストミニ模試より
Lesson6 意味だけでなく形に注目（Part5）

Part3 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

14リスニング演習リーディング演習
Part4 テキストミニ模試より
Lesson8 キーワードを探して正しい時制を見抜く（Part5,6）

Part4 音読、オーバーラッピング
、シャドーイング
Eラーニング、単語、文法問題

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Micuael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978040883190761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（アル
ク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。そのため、後期
の「TOEICⅡ」も受講することを強く推奨しています。Eラーニングの使用に、
スマホ、パソコン、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅠＥクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 清澤　理恵 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEICは「英語でコミュニケーション」が取れるかを測るテストです。英語は外国だけで使うものではなく、国内でも英語を使うことでよ
り多くの道が開けます。この授業では、TOEICテストの入門編であるTOEIC Bridgeの教材を使用し、聞き取り練習や、基本的なフレーズを
使って繰り返し会話練習をすることで、基礎的な英語力向上とTOEIC Bridgeのスコアアップを目指します。後期「TOEICⅡ」を通して
TOEIC Bridge 140点以上を目指します。プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC Bridge 120点以上を取得することができる。
また、上記相当に必要な問題に対処することができ、英語で基本的な応答ができる。

授業の進め方
講義形式ではなく受講生のみなさんの参加形式です。英語を声に出し会話を楽しみながら、文法演習やTOEICの演習問題にも多く取り組み
、英語の基礎力（特に文法力とリスニング力）の向上を目指します。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション TOEIC Bridgeがどのようなテストかを知り、今後の学習計画を立てます
。

自己紹介文を考え、発表できるよ
うに練習を行う。Eラーニング
（1時間）

2TOEIC Bridge演習（1回目）課題分析
実際にTOEIC Bridgeを解いて答え合わせを行った後、それぞれの課題分
析を行う。

テストに出てきた基本動詞、単語
リスト1、Eラーニング（1時間）

3文法演習リスニング Part 1
基本文法（名詞・動詞）の問題演習
Part 1 基礎問題

文法（名詞・動詞）の復習、テキ
ストP. 14-15の音読筆写、単語リ
スト1、Eラーニング（1時間）

4文法演習リスニング Part 1
基本文法（形容詞・副詞）の問題演習
Part 2 応用問題

文法（形容詞・副詞）の復習、テ
キストP. 16-17の音読筆写、単語
リスト2、Eラーニング（1時間）

5
文法演習
リスニング Part 2
小テスト

実践テスト①
Part 2 When
単語テスト①

実践テスト①の復習、テキストP.
20の音読筆写、単語リスト2、Eラ
ーニング（1時間）

6文法演習リスニング Part 2
基本文法（代名詞・助動詞）の問題演習
Part 2 Who

文法（代名詞・助動詞）の復習、
テキストP. 21の音読筆写、単語
リスト3、Eラーニング（1時間）

7文法演習リスニング Part 2

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

8
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

9
文法演習、小テスト
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（前置詞と接続詞のちがい）の問題演習
実践テスト②
Part 2 What、Part 5 請求書（基礎問題）

文法復習、P. 24, 84-85の音読筆
写と復習、単語リスト4、Eラーニ
ング（1時間）

10
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在形・現在進行形）の問題演習
Part 2 How much、Part 5 請求書（実践問題）
単語テスト②

文法復習、P. 25, 127の音読筆写
と復習、単語リスト5、Eラーニン
グ（1時間）

11
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在完了・現在完了進行形）の問題演習
Part 2 How long
Part 5 表（基礎問題）

文法の復習、P. 26, 86-87の音読
筆写と復習、単語リスト5、Eラー
ニング（1時間）

12
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（過去形・過去形と現在完了のちがい）の問題演習
Part 2 How far
Part 5 表（実践問題）

文法の復習、テキストP. 27,
120の音読筆写と復習、単語、Eラ
ーニング（1時間）

13
文法演習、小テスト
リスニング Part 3
リーディング Part 4

基本文法（過去進行形・過去完了形）の問題演習
Part 3-4 実践問題演習

文法復習、問題の復習と音読筆写
、単語リスト6、Eラーニング
（1時間）

14TOEIC Bridge演習（2回目）課題分析
第1回目の授業で解いた問題にもう一度取り組み、どの能力を伸ばすこ
とができたのかを認識すると共に、今後の課題を分析。単語テスト③

間違った問題を全て復習。特に不
明な単語を覚えて音読筆写、Eラ
ーニング（1時間）

15まとめ 定期テストとして行うTOEIC Bridge IPに備え、学んだ単語や表現の総
復習を行う。

授業で扱ったフレーズ・文法の復
習、課題の総復習、Eラーニング
（1時間）

テキスト
「TOEIC Bridge スピードマスター」柴山かつの著（ジェイ・リサーチ出版）
　ISBN:978-4-901429-57-3 (生協で購入してください。)
「TOEICテスト英文法をひとつひとつわかりやすく。」富岡恵著（株式会社学
研プラス出版）　ISBN:978-4053046499 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　課題：30％　定期試験：20％
S：授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。スコアにおいても著しい
成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難しい応
用問題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取
り組み、応用問題が解ける。C：授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課
題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。後期の「
TOEICⅡ」の受講を強く推奨しています。授業や課題でEラーニングを活用する
ため、パソコン、タブレット、スマートフォンのいずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅠＦクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 小西　さやか 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEICは「英語でコミュニケーション」が取れるかを測るテストです。英語は外国だけで使うものではなく、国内でも英語を使うことでよ
り多くの道が開けます。この授業では、TOEICテストの入門編であるTOEIC Bridgeの教材を使用し、聞き取り練習や、基本的なフレーズを
使って繰り返し会話練習をすることで、基礎的な英語力向上とTOEIC Bridgeのスコアアップを目指します。後期「TOEICⅡ」を通して
TOEIC Bridge 130点以上を目指します。プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC Bridge 110点以上を取得することができる。
また、上記相当に必要な問題に対処することができ、英語で基本的な応答ができる。

授業の進め方
講義形式ではなく受講生のみなさんの参加形式です。英語を声に出し会話を楽しみながら、文法演習やTOEICの演習問題にも多く取り組み
、英語の基礎力（特に文法力とリスニング力）の向上を目指します。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション TOEIC Bridgeがどのようなテストかを知り、今後の学習計画を立てます
。

自己紹介文を考え、発表できるよ
うに練習を行う。Eラーニング
（1時間）

2TOEIC Bridge演習（1回目）課題分析
実際にTOEIC Bridgeを解いて答え合わせを行った後、それぞれの課題分
析を行う。

テストに出てきた基本動詞、単語
リスト1、Eラーニング（1時間）

3文法演習リスニング Part 1
基本文法（名詞・動詞）の問題演習
Part 1 基礎問題

文法（名詞・動詞）の復習、テキ
ストP. 14-15の音読筆写、単語リ
スト1、Eラーニング（1時間）

4文法演習リスニング Part 1
基本文法（形容詞・副詞）の問題演習
Part 2 応用問題

文法（形容詞・副詞）の復習、テ
キストP. 16-17の音読筆写、単語
リスト2、Eラーニング（1時間）

5
文法演習
リスニング Part 2
小テスト

実践テスト①
Part 2 When
単語テスト①

実践テスト①の復習、テキストP.
20の音読筆写、単語リスト2、Eラ
ーニング（1時間）

6文法演習リスニング Part 2
基本文法（代名詞・助動詞）の問題演習
Part 2 Who

文法（代名詞・助動詞）の復習、
テキストP. 21の音読筆写、単語
リスト3、Eラーニング（1時間）

7文法演習リスニング Part 2

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

8
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

9
文法演習、小テスト
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（前置詞と接続詞のちがい）の問題演習
実践テスト②
Part 2 What、Part 5 請求書（基礎問題）

文法復習、P. 24, 84-85の音読筆
写と復習、単語リスト4、Eラーニ
ング（1時間）

10
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在形・現在進行形）の問題演習
Part 2 How much、Part 5 請求書（実践問題）
単語テスト②

文法復習、P. 25, 127の音読筆写
と復習、単語リスト5、Eラーニン
グ（1時間）

11
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在完了・現在完了進行形）の問題演習
Part 2 How long
Part 5 表（基礎問題）

文法の復習、P. 26, 86-87の音読
筆写と復習、単語リスト5、Eラー
ニング（1時間）

12
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（過去形・過去形と現在完了のちがい）の問題演習
Part 2 How far
Part 5 表（実践問題）

文法の復習、テキストP. 27,
120の音読筆写と復習、単語、Eラ
ーニング（1時間）

13
文法演習、小テスト
リスニング Part 3
リーディング Part 4

基本文法（過去進行形・過去完了形）の問題演習
Part 3-4 実践問題演習

文法復習、問題の復習と音読筆写
、単語リスト6、Eラーニング
（1時間）

14TOEIC Bridge演習（2回目）課題分析
第1回目の授業で解いた問題にもう一度取り組み、どの能力を伸ばすこ
とができたのかを認識すると共に、今後の課題を分析。単語テスト③

間違った問題を全て復習。特に不
明な単語を覚えて音読筆写、Eラ
ーニング（1時間）

15まとめ 定期テストとして行うTOEIC Bridge IPに備え、学んだ単語や表現の総
復習を行う。

授業で扱ったフレーズ・文法の復
習、課題の総復習、Eラーニング
（1時間）

テキスト
「TOEIC Bridge スピードマスター」柴山かつの著（ジェイ・リサーチ出版）
　ISBN:978-4-901429-57-3 (生協で購入してください。)
「TOEICテスト英文法をひとつひとつわかりやすく。」富岡恵著著（株式会社
学研プラス出版）　ISBN:978-4-901429-57-3 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　課題：30％　定期試験：20％
S：授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。スコアにおいても著しい
成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難しい応
用問題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取
り組み、応用問題が解ける。C：授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課
題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。後期の「
TOEICⅡ」の受講を強く推奨しています。授業や課題でEラーニングを活用する
ため、パソコン、タブレット、スマートフォンのいずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅠＧクラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12109研究室 非常勤

担当者 櫻井　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅠ（入門）

授業概要
TOEICは「英語でコミュニケーション」が取れるかを測るテストです。英語は外国だけで使うものではなく、国内でも英語を使うことでよ
り多くの道が開けます。この授業では、TOEICテストの入門編であるTOEIC Bridgeの教材を使用し、聞き取り練習や、基本的なフレーズを
使って繰り返し会話練習をすることで、基礎的な英語力向上とTOEIC Bridgeのスコアアップを目指します。後期「TOEICⅡ」を通して
TOEIC Bridge 120点以上を目指します。プレイスメントテスト成績に基づく人数クラス（原則20名以下）で行います。

学修到達目標
TOEIC Bridge 100点以上を取得することができる。
また、上記相当に必要な問題に対処することができ、英語で基本的な応答ができる。

授業の進め方
講義形式ではなく受講生のみなさんの参加形式です。英語を声に出し会話を楽しみながら、文法演習やTOEICの演習問題にも多く取り組み
、英語の基礎力（特に文法力とリスニング力）の向上を目指します。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション TOEIC Bridgeがどのようなテストかを知り、今後の学習計画を立てます
。

自己紹介文を考え、発表できるよ
うに練習を行う。Eラーニング
（1時間）

2TOEIC Bridge演習（1回目）課題分析
実際にTOEIC Bridgeを解いて答え合わせを行った後、それぞれの課題分
析を行う。

テストに出てきた基本動詞、単語
リスト1、Eラーニング（1時間）

3文法演習リスニング Part 1
基本文法（名詞・動詞）の問題演習
Part 1 基礎問題

文法（名詞・動詞）の復習、テキ
ストP. 14-15の音読筆写、単語リ
スト1、Eラーニング（1時間）

4文法演習リスニング Part 1
基本文法（形容詞・副詞）の問題演習
Part 2 応用問題

文法（形容詞・副詞）の復習、テ
キストP. 16-17の音読筆写、単語
リスト2、Eラーニング（1時間）

5
文法演習
リスニング Part 2
小テスト

実践テスト①
Part 2 When
単語テスト①

実践テスト①の復習、テキストP.
20の音読筆写、単語リスト2、Eラ
ーニング（1時間）

6文法演習リスニング Part 2
基本文法（代名詞・助動詞）の問題演習
Part 2 Who

文法（代名詞・助動詞）の復習、
テキストP. 21の音読筆写、単語
リスト3、Eラーニング（1時間）

7文法演習リスニング Part 2

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

8
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

9
文法演習、小テスト
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（前置詞と接続詞のちがい）の問題演習
実践テスト②
Part 2 What、Part 5 請求書（基礎問題）

文法復習、P. 24, 84-85の音読筆
写と復習、単語リスト4、Eラーニ
ング（1時間）

10
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在形・現在進行形）の問題演習
Part 2 How much、Part 5 請求書（実践問題）
単語テスト②

文法復習、P. 25, 127の音読筆写
と復習、単語リスト5、Eラーニン
グ（1時間）

11
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在完了・現在完了進行形）の問題演習
Part 2 How long
Part 5 表（基礎問題）

文法の復習、P. 26, 86-87の音読
筆写と復習、単語リスト5、Eラー
ニング（1時間）

12
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（過去形・過去形と現在完了のちがい）の問題演習
Part 2 How far
Part 5 表（実践問題）

文法の復習、テキストP. 27,
120の音読筆写と復習、単語、Eラ
ーニング（1時間）

13
文法演習、小テスト
リスニング Part 3
リーディング Part 4

基本文法（過去進行形・過去完了形）の問題演習
Part 3-4 実践問題演習

文法復習、問題の復習と音読筆写
、単語リスト6、Eラーニング
（1時間）

14TOEIC Bridge演習（2回目）課題分析
第1回目の授業で解いた問題にもう一度取り組み、どの能力を伸ばすこ
とができたのかを認識すると共に、今後の課題を分析。単語テスト③

間違った問題を全て復習。特に不
明な単語を覚えて音読筆写、Eラ
ーニング（1時間）

15まとめ 定期テストとして行うTOEIC Bridge IPに備え、学んだ単語や表現の総
復習を行う。

授業で扱ったフレーズ・文法の復
習、課題の総復習、Eラーニング
（1時間）

テキスト
「TOEIC Bridge スピードマスター」柴山かつの著（ジェイ・リサーチ出版）
　ISBN:978-4-901429-57-3 (生協で購入してください。)
「はじめてのTOEIC受験」霜村和久著（センゲージラーニング）　
ISBN:9784863121812 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　課題：30％　定期試験：20％
S：授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。スコアにおいても著しい
成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難しい応
用問題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取
り組み、応用問題が解ける。C：授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課
題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICで高得点を目指すためには、継続的な学習が不可欠です。後期の「
TOEICⅡ」の受講を強く推奨しています。授業や課題でEラーニングを活用する
ため、パソコン、タブレット、スマートフォンのいずれかが必要です
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科目名 TOEICⅡＡクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 山浦　かおる 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
本授業では英語でのコミュニケーションの基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を総合的に身につけ、TOEIC L&Rの
スコアアップを目指します。授業では、学んだ表現を実際にクラスメートとの会話で使い、スピーキング力も養うことを目指します。

学修到達目標
リスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&Rで400点以上取得できる。
さらに、日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
TOEIC Iから引き続き、リスニング力の強化に取り組みつつ、リーディングの得点アップにつながる学習も行います。また、授業中に学ん
だ表現を実際に使ってみることで、スピーキング力強化にも繋げます。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と目標、授業の進め方について説明。前期の結果を踏まえ、
スコアを上げるための学習計画を立てる。 Eラーニング、文法問題（1時間）

2リスニング演習 Lesson7動作と状態の違いで正解を見抜く（Part1）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

3リーディング演習リスニング演習
Lesson17 代名詞のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

4リーディング演習リスニング演習
Lesson18 形容詞節のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson22 図表問題の解き方(Part3, 4）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

6リーディング演習リスニング演習
Lesson19 相関語句（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

7ハーフ模試　通し練習 ここまでの学習で習得したスキルを使い、半分の模試（100問）に挑戦
します。

Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

8リスニング演習 Lesson26 文脈を読み取る（Part3, 4） 音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

9リーディング演習リスニング演習
Lesson21 Scanningを身に付けよう（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

10リーディング演習リスニング演習
Lesson20 接続詞系の問題（Part5, 6)
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

11リーディング演習リスニング演習
Lesson24 文章の展開パターン（Part6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間

12リーディング演習リスニング演習
Lesson23 Multiple Passage（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

13リーディング演習リスニング演習
Lesson25 代名詞や限定詩が生むつながり（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

14リーディング演習リスニング演習 Lesson27 口語的なやり取りに慣れよう（Part3, Part7）音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数(100問)の模試に取り組む。学習の成果を出し切れ
るよう、時間配分に注意しながら解く練習をする。 期末試験に備える（1時間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Michael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978-4-88319-761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト 英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（ア
ルク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期のTOEICⅢも引き続き受講すること
を推奨しています。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラーニン
グを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅡＢクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 春日　啓子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
本授業では英語でのコミュニケーションの基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を総合的に身につけ、TOEIC L&Rの
スコアアップを目指します。授業では、学んだ表現を実際にクラスメートとの会話で使い、スピーキング力も養うことを目指します。

学修到達目標
リスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&Rで400点以上取得できる。
さらに、日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
前期「TOEIC I」から引き続き、リスニング力の強化に取り組みつつ、リーディングの得点アップにつながる学習も行います。また、授業
中に学んだ表現を実際に使ってみることで、スピーキング力強化にも繋げます。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と目標、授業の進め方について説明。前期の結果を踏まえ、
スコアを上げるための学習計画を立てる。 Eラーニング、文法問題（1時間）

2リスニング演習 Lesson7動作と状態の違いで正解を見抜く（Part1）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

3リーディング演習リスニング演習
Lesson17 代名詞のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

4リーディング演習リスニング演習
Lesson18 形容詞節のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson22 図表問題の解き方(Part3, 4）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

6リーディング演習リスニング演習
Lesson19 相関語句（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

7ハーフ模試　通し練習 ここまでの学習で習得したスキルを使い、半分の模試（100問）に挑戦
します。

Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

8リスニング演習 Lesson26 文脈を読み取る（Part3, 4） 音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

9リーディング演習リスニング演習
Lesson21 Scanningを身に付けよう（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

10リーディング演習リスニング演習
Lesson20 接続詞系の問題（Part5, 6)
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

11リーディング演習リスニング演習
Lesson24 文章の展開パターン（Part6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間

12リーディング演習リスニング演習
Lesson23 Multiple Passage（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

13リーディング演習リスニング演習
Lesson25 代名詞や限定詩が生むつながり（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

14リーディング演習リスニング演習 Lesson27 口語的なやり取りに慣れよう（Part3, Part7）音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数(100問)の模試に取り組む。学習の成果を出し切れ
るよう、時間配分に注意しながら解く練習をする。 期末試験に備える（1時間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Michael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978-4-88319-761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト 英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（ア
ルク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)
「新TOEIC TEST 初心者特急 読解編」神崎正哉、TEX加藤著（朝日新聞出版）
　ISBN:978-4023313231 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期の「TOEICⅢ」も引き続き受講する
ことを強く推奨します。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラー
ニングを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅡＣクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 中野　麻里 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
本授業では英語でのコミュニケーションの基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を総合的に身につけ、TOEIC L&Rの
スコアアップを目指します。授業では、学んだ表現を実際にクラスメートとの会話で使い、スピーキング力も養うことを目指します。

学修到達目標
リスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&Rで400点以上取得できる。
さらに、日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
前期「TOEIC I」から引き続き、リスニング力の強化に取り組みつつ、リーディングの得点アップにつながる学習も行います。また、授業
中に学んだ表現を実際に使ってみることで、スピーキング力強化にも繋げます。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と目標、授業の進め方について説明。前期の結果を踏まえ、
スコアを上げるための学習計画を立てる。 Eラーニング、文法問題（1時間）

2リスニング演習 Lesson7動作と状態の違いで正解を見抜く（Part1）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

3リーディング演習リスニング演習
Lesson17 代名詞のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

4リーディング演習リスニング演習
Lesson18 形容詞節のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson22 図表問題の解き方(Part3, 4）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

6リーディング演習リスニング演習
Lesson19 相関語句（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

7ハーフ模試　通し練習 ここまでの学習で習得したスキルを使い、半分の模試（100問）に挑戦
します。

Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

8リスニング演習 Lesson26 文脈を読み取る（Part3, 4） 音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

9リーディング演習リスニング演習
Lesson21 Scanningを身に付けよう（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

10リーディング演習リスニング演習
Lesson20 接続詞系の問題（Part5, 6)
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

11リーディング演習リスニング演習
Lesson24 文章の展開パターン（Part6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間

12リーディング演習リスニング演習
Lesson23 Multiple Passage（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

13リーディング演習リスニング演習
Lesson25 代名詞や限定詩が生むつながり（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

14リーディング演習リスニング演習 Lesson27 口語的なやり取りに慣れよう（Part3, Part7）音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数(100問)の模試に取り組む。学習の成果を出し切れ
るよう、時間配分に注意しながら解く練習をする。 期末試験に備える（1時間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Michael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978-4-88319-761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト 英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（ア
ルク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)
「新TOEIC TEST 初心者特急 読解編」神崎正哉、TEX加藤著（朝日新聞出版）
　ISBN:978-4023313231 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期の「TOEICⅢ」も引き続き受講する
ことを強く推奨します。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラー
ニングを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅡＤクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 勝山　庸子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
本授業では英語でのコミュニケーションの基礎となるリスニング力、リーディング力、文法力、語彙力を総合的に身につけ、TOEIC L&Rの
スコアアップを目指します。授業では、学んだ表現を実際にクラスメートとの会話で使い、スピーキング力も養うことを目指します。

学修到達目標
リスニング能力、文法の知識、語彙力を身につけ、TOEIC L&Rで370点以上取得できる。
さらに、日常会話ができる程度のコミュニケーション能力を修得している。

授業の進め方
前期「TOEIC I」から引き続き、リスニング力の強化に取り組みつつ、リーディングの得点アップにつながる学習も行います。また、授業
中に学んだ表現を実際に使ってみることで、スピーキング力強化にも繋げます。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と目標、授業の進め方について説明。前期の結果を踏まえ、
スコアを上げるための学習計画を立てる。 Eラーニング、文法問題（1時間）

2リスニング演習 Lesson7動作と状態の違いで正解を見抜く（Part1）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

3リーディング演習リスニング演習
Lesson17 代名詞のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

4リーディング演習リスニング演習
Lesson18 形容詞節のチェックポイント（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

5リスニング演習 Lesson22 図表問題の解き方(Part3, 4）
Eラーニング

音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

6リーディング演習リスニング演習
Lesson19 相関語句（Part5, 6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

7ハーフ模試　通し練習 ここまでの学習で習得したスキルを使い、半分の模試（100問）に挑戦
します。

Eラーニング、単語、文法問題
（1時間）

8リスニング演習 Lesson26 文脈を読み取る（Part3, 4） 音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

9リーディング演習リスニング演習
Lesson21 Scanningを身に付けよう（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

10リーディング演習リスニング演習
Lesson20 接続詞系の問題（Part5, 6)
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

11リーディング演習リスニング演習
Lesson24 文章の展開パターン（Part6）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間

12リーディング演習リスニング演習
Lesson23 Multiple Passage（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

13リーディング演習リスニング演習
Lesson25 代名詞や限定詩が生むつながり（Part7）
Eラーニング

音読、Eラーニング、単語、音読
、文法問題（1時間）

14リーディング演習リスニング演習 Lesson27 口語的なやり取りに慣れよう（Part3, Part7）音読、シャドーイング、Eラーニ
ング、単語、文法問題（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数(100問)の模試に取り組む。学習の成果を出し切れ
るよう、時間配分に注意しながら解く練習をする。 期末試験に備える（1時間）

テキスト
「はじめてのTOEIC L&Rテスト きほんのきほん」石井洋佑、Karl Rosvold、
Michael McDowell著（スリーエーネットワーク）　ISBN:978-4-88319-761-3
(生協で購入してください。)
「TOEIC L&Rテスト 英文法ゼロからスコアが稼げるドリル」高橋恭子著（ア
ルク）　ISBN:978-4-7574-3012-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期の「TOEICⅢ」も引き続き受講する
ことを強く推奨します。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラー
ニングを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅡＥクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 清澤　理恵 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
TOEICは「英語でコミュニケーション」が取れるかどうかを測るテストです。
本授業ではTOEICⅠに引き続き、TOEIC Bridgeのスコアアップを狙いながら、会話やコミュニケーション力をさらに養います。問題演習や
会話練習を多く取り入れ、使える英語の修得を目指します。

学修到達目標
TOEIC Bridgeで140点を目指せる英語力を身に着けている。
英語での基本的な応答がスムーズにできる。
リーディングに必要な、基本的スキルを身に着けている。
授業の進め方
前半はリスニング力の習得に力を入れながら、同時に会話練習を行って、楽しみながら基本的なコミュニケーション能力を身につけます
。後半では、文法・読解問題演習を増やし、TOEIC Bridgeテストでのスコアアップを目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 前期を振り返り、目標を達成するために何が必要かを確認します。
前期の内容を復習して授業に臨む
。宿題として自己学習の目標を立
てる。（1時間）

2
学習方法の確認と実践
文法演習
リスニング Part 2

英語学習に必要な学習方法を確認
基本文法（過去完了進行形）の問題演習
Part 2 手段・程度

文法復習、テキストP. 28-29の音
読筆写、単語リスト1、Eラーニン
グ（1時間）

3
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（未来を表す表現・未来進行形と未来完了形）の問題演習
Part 2 一般疑問文・平叙文
Part 5 料理法

文法復習、テキストP. 30-31,
88-89の復習と音読、Eラーニング
（1時間）

4
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（仮定法過去・仮定法過去完了）の問題演習
Part 2 付加疑問文・否定疑問文
Part 5 広告・記事（基礎問題）

文法復習、テキストP. 32, 90-
91の復習と音読筆写、単語リスト
、Eラーニング（1時間）

5
文法演習、小テスト
リスニング Part 2
リーディング Part 5

実践テスト③、小テスト①
Part 2 選択疑問文
Part 5 広告・記事（実践問題①）

実践テスト③復習、テキストP.
33, 122の復習と音読筆写、単語
リスト2、Eラーニング（1時間）

6
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（分詞・受動態）の問題演習
Part 3 Where
Part 5 広告・記事（実践問題②）

文法復習、テキストP. 40, 123の
復習と音読筆写、単語リスト3、
Eラーニング（1時間）

7
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（受動態のいろいろな形）の問題演習
実践テスト④
Part 3 Who、Part 5 広告・記事（実践問題③）

文法復習、テキストP. 41, 126の
復習と音読練習、単語リスト3、
Eラーニング（1時間）

8
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（不定詞・不定詞を使った文）の問題演習
Part 3 When
Part 5 掲示文（基礎問題）

文法復習、テキストP. 42, 92-
93の復習と音読練習、単語リスト
4、Eラーニング（1時間）

9
文法演習、小テスト
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（不定詞のいろいろな形・動名詞）の問題演習
Part 3 How、Part 5 掲示文（実践問題）
単語テスト②

文法復習、テキストP. 43-44,
121の復習と音読練習、単語リス
ト4、Eラーニング（1時間）

10
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（不定詞と動名詞のちがい）の問題演習
実践テスト⑤
Part 3 What、Part 5 Eメール（基礎問題）

文法復習、テキストP. 45, 94-
95の復習と音読練習、単語リスト
5、Eラーニング（1時間）

11
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（関係代名詞・そのほかの関係代名詞）の問題演習
Part 3 Why
Part 5 Eメール（実践問題）

文法復習、テキストP. 46, 124の
音読練習、単語リスト5、Eラーニ
ング（1時間）

12
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（注意すべき関係代名詞・関係副詞）の問題演習
Part 4 実践問題演習①、Part 3 交通機関
Part 5 手紙（実践問題）

文法復習、テキストP. 47, 113-
114, 125の復習と音読練習、単語
リスト6、Eラーニング（1時間）

13
文法演習、小テスト
リスニング Part 1-3
時間配分について

基本文法（関係代名詞と関係副詞のちがい）の問題演習
Part 1-2 通し練習、Part 3 ガイドツアー
時間配分確認、単語テスト③

文法復習、テキストP. 48の復習
と音読、単語リスト1-6、Eラーニ
ング（1時間）

14
通し練習振り返り
文法演習
リスニング Part 3

課題の通し練習を振り返り、課題分析
基本文法（比較級・最上級）の問題演習
実践テスト⑥、Part 4 実践問題演習②、Part 3 電話メッセージ

文法復習、テキストP. 49, 115-
116の復習と音読練習、単語リス
ト7、Eラーニング（1時間）

15リスニング Part 2-3Part 4 実践問題演習③Part 2-3 部分的に通しで練習し、テスト対策

テキストP. 113-118、間違った個
所の復習と音読練習、単語リスト
1-7、Eラーニング（1時間）

テキスト
「TOEIC Bridgeスピードマスター」柴山かつの著（ジェイ・リサ-チ出版）　
ISBN:978-4901429573 (生協で購入してください。)
「TOEICテスト 英文法をひとつひとつわかりやすく。」富岡恵著（株式会社
学研プラス出版）(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
 S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期の「TOEICⅢ」も引き続き受講する
ことを強く推奨します。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラー
ニングを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅡＦクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 小西　さやか 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
TOEICは「英語でコミュニケーション」が取れるかどうかを測るテストです。
本授業ではTOEICⅠに引き続き、TOEIC Bridgeのスコアアップを狙いながら、会話やコミュニケーション力をさらに養います。問題演習や
会話練習を多く取り入れ、使える英語の修得を目指します。

学修到達目標
TOEIC Bridgeで130点を目指せる英語力を身に着けている。
英語での基本的な応答がスムーズにできる。
リーディングに必要な、基本的スキルを身に着けている。
授業の進め方
前半はリスニング力の習得に力を入れながら、同時に会話練習を行って、楽しみながら基本的なコミュニケーション能力を身につけます
。後半では、文法・読解問題演習を増やし、TOEIC Bridgeテストでのスコアアップを目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 前期を振り返り、目標を達成するために何が必要かを確認します。
前期の内容を復習して授業に臨む
。宿題として自己学習の目標を立
てる。（1時間）

2
学習方法の確認と実践
文法演習
リスニング Part 2

英語学習に必要な学習方法を確認
基本文法（過去完了進行形）の問題演習
Part 2 手段・程度

文法復習、テキストP. 28-29の音
読筆写、単語リスト1、Eラーニン
グ（1時間）

3
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（未来を表す表現・未来進行形と未来完了形）の問題演習
Part 2 一般疑問文・平叙文
Part 5 料理法

文法復習、テキストP. 30-31,
88-89の復習と音読、Eラーニング
（1時間）

4
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（仮定法過去・仮定法過去完了）の問題演習
Part 2 付加疑問文・否定疑問文
Part 5 広告・記事（基礎問題）

文法復習、テキストP. 32, 90-
91の復習と音読筆写、単語リスト
、Eラーニング（1時間）

5
文法演習、小テスト
リスニング Part 2
リーディング Part 5

実践テスト③、小テスト①
Part 2 選択疑問文
Part 5 広告・記事（実践問題①）

実践テスト③復習、テキストP.
33, 122の復習と音読筆写、単語
リスト2、Eラーニング（1時間）

6
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（分詞・受動態）の問題演習
Part 3 Where
Part 5 広告・記事（実践問題②）

文法復習、テキストP. 40, 123の
復習と音読筆写、単語リスト3、
Eラーニング（1時間）

7
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（受動態のいろいろな形）の問題演習
実践テスト④
Part 3 Who、Part 5 広告・記事（実践問題③）

文法復習、テキストP. 41, 126の
復習と音読練習、単語リスト3、
Eラーニング（1時間）

8
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（不定詞・不定詞を使った文）の問題演習
Part 3 When
Part 5 掲示文（基礎問題）

文法復習、テキストP. 42, 92-
93の復習と音読練習、単語リスト
4、Eラーニング（1時間）

9
文法演習、小テスト
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（不定詞のいろいろな形・動名詞）の問題演習
Part 3 How、Part 5 掲示文（実践問題）
単語テスト②

文法復習、テキストP. 43-44,
121の復習と音読練習、単語リス
ト4、Eラーニング（1時間）

10
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（不定詞と動名詞のちがい）の問題演習
実践テスト⑤
Part 3 What、Part 5 Eメール（基礎問題）

文法復習、テキストP. 45, 94-
95の復習と音読練習、単語リスト
5、Eラーニング（1時間）

11
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（関係代名詞・そのほかの関係代名詞）の問題演習
Part 3 Why
Part 5 Eメール（実践問題）

文法復習、テキストP. 46, 124の
音読練習、単語リスト5、Eラーニ
ング（1時間）

12
文法演習
リスニング Part 3
リーディング Part 5

基本文法（注意すべき関係代名詞・関係副詞）の問題演習
Part 4 実践問題演習①、Part 3 交通機関
Part 5 手紙（実践問題）

文法復習、テキストP. 47, 113-
114, 125の復習と音読練習、単語
リスト6、Eラーニング（1時間）

13
文法演習、小テスト
リスニング Part 1-3
時間配分について

基本文法（関係代名詞と関係副詞のちがい）の問題演習
Part 1-2 通し練習、Part 3 ガイドツアー
時間配分確認、単語テスト③

文法復習、テキストP. 48の復習
と音読、単語リスト1-6、Eラーニ
ング（1時間）

14
通し練習振り返り
文法演習
リスニング Part 3

課題の通し練習を振り返り、課題分析
基本文法（比較級・最上級）の問題演習
実践テスト⑥、Part 4 実践問題演習②、Part 3 電話メッセージ

文法復習、テキストP. 49, 115-
116の復習と音読練習、単語リス
ト7、Eラーニング（1時間）

15リスニング Part 2-3Part 4 実践問題演習③Part 2-3 部分的に通しで練習し、テスト対策

テキストP. 113-118、間違った個
所の復習と音読練習、単語リスト
1-7、Eラーニング（1時間）

テキスト
「TOEIC Bridgeスピードマスター」柴山かつの著（ジェイ・リサ-チ出版）　
ISBN:978-4901429573 (生協で購入してください。)
「TOEICテスト 英文法をひとつひとつわかりやすく。」富岡恵著（株式会社
学研プラス出版）　ISBN:978-4053046499 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　定期試験：20％　課題：30％
 S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期の「TOEICⅢ」も引き続き受講する
ことを強く推奨します。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラー
ニングを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅡＧクラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12110研究室 非常勤

担当者 櫻井　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅡ（初級）

授業概要
TOEICは「英語でコミュニケーション」が取れるかどうかを測るテストです。
本授業ではTOEICⅠに引き続き、TOEIC Bridgeのスコアアップを狙いながら、会話やコミュニケーション力をさらに養います。問題演習や
会話練習を多く取り入れ、使える英語の修得を目指します。

学修到達目標
TOEIC Bridgeで120点を目指せる英語力を身に着けている。
英語での基本的な応答がスムーズにできる。
リーディングに必要な、基本的スキルを身に着けている。
授業の進め方
前半は前期に引き続き、リスニング力の習得に力を入れながら、同時に会話練習を行って、楽しみながら基本的なコミュニケーション能
力を身につけます。後半では長文問題演習を増やし、TOEIC Bridgeテストでのスコアアップを目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション TOEIC Bridgeがどのようなテストかを知り、今後の学習計画を立てます
。

自己紹介文を考え、発表できるよ
うに練習を行う。Eラーニング
（1時間）

2TOEIC Bridge演習（1回目）課題分析
実際にTOEIC Bridgeを解いて答え合わせを行った後、それぞれの課題分
析を行う。

テストに出てきた基本動詞、単語
リスト1、Eラーニング（1時間）

3文法演習リスニング Part 1
基本文法（名詞・動詞）の問題演習
Part 1 基礎問題

文法（名詞・動詞）の復習、テキ
ストP. 14-15の音読筆写、単語リ
スト1、Eラーニング（1時間）

4文法演習リスニング Part 1
基本文法（形容詞・副詞）の問題演習
Part 2 応用問題

文法（形容詞・副詞）の復習、テ
キストP. 16-17の音読筆写、単語
リスト2、Eラーニング（1時間）

5
文法演習
リスニング Part 2
小テスト

実践テスト①
Part 2 When
単語テスト①

実践テスト①の復習、テキストP.
20の音読筆写、単語リスト2、Eラ
ーニング（1時間）

6文法演習リスニング Part 2
基本文法（代名詞・助動詞）の問題演習
Part 2 Who

文法（代名詞・助動詞）の復習、
テキストP. 21の音読筆写、単語
リスト3、Eラーニング（1時間）

7文法演習リスニング Part 2

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

8
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（接続詞・そのほかの接続詞）の問題演習
Part 2 Why
Part 5 パンフレットの読み取り練習

文法（接続詞）の復習、テキスト
P. 23の音読筆写、単語リスト4、
Eラーニング（1時間）

9
文法演習、小テスト
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（前置詞と接続詞のちがい）の問題演習
実践テスト②
Part 2 What、Part 5 請求書（基礎問題）

文法復習、P. 24, 84-85の音読筆
写と復習、単語リスト4、Eラーニ
ング（1時間）

10
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在形・現在進行形）の問題演習
Part 2 How much、Part 5 請求書（実践問題）
単語テスト②

文法復習、P. 25, 127の音読筆写
と復習、単語リスト5、Eラーニン
グ（1時間）

11
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（現在完了・現在完了進行形）の問題演習
Part 2 How long
Part 5 表（基礎問題）

文法の復習、P. 26, 86-87の音読
筆写と復習、単語リスト5、Eラー
ニング（1時間）

12
文法演習
リスニング Part 2
リーディング Part 5

基本文法（過去形・過去形と現在完了のちがい）の問題演習
Part 2 How far
Part 5 表（実践問題）

文法の復習、テキストP. 27,
120の音読筆写と復習、単語、Eラ
ーニング（1時間）

13
文法演習、小テスト
リスニング Part 3
リーディング Part 4

基本文法（過去進行形・過去完了形）の問題演習
Part 3-4 実践問題演習

文法復習、問題の復習と音読筆写
、単語リスト6、Eラーニング
（1時間）

14TOEIC Bridge演習（2回目）課題分析
第1回目の授業で解いた問題にもう一度取り組み、どの能力を伸ばすこ
とができたのかを認識すると共に、今後の課題を分析。単語テスト③

間違った問題を全て復習。特に不
明な単語を覚えて音読筆写、Eラ
ーニング（1時間）

15まとめ 定期テストとして行うTOEIC Bridge IPに備え、学んだ単語や表現の総
復習を行う。

授業で扱ったフレーズ・文法の復
習、課題の総復習、Eラーニング
（1時間）

テキスト
「TOEIC Bridge スピードマスター」柴山かつの著（ジェイ・リサーチ出版）
　ISBN:978-4-901429-57-3 (生協で購入してください。)
「TOEICテスト英文法をひとつひとつわかりやすく。」富岡恵著（株式会社学
研プラス出版）　ISBN:978-4053046499 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：40％　課題：30％　定期試験：20％
S：授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。スコアにおいても著しい
成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難しい応
用問題が解ける。B：授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取
り組み、応用問題が解ける。C：授業の内容の60%程度を理解し、与えられた課
題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
TOEICには継続的な学習が不可欠です。来期の「TOEICⅢ」も引き続き受講する
ことを強く推奨します。間違えることを恐れず英会話を楽しみましょう。Eラー
ニングを活用するため、PC、スマホ、タブレットのいずれかが必須です。
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科目名 TOEICⅢＡクラス 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22111研究室 非常勤

担当者 山浦　かおる 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅢ（中級）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、スコアアップを狙います。リスニングを重視しますが、やや長めの文を読みながら語彙力と文法力に磨きを
かけ、総合的な英語力も養います。後期「TOEICⅣ」を通してTOEIC L&Rで500点以上の取得を目指します。

学修到達目標
「TOEIC I・Ⅱ」で学習した内容を復習しながら、TOEIC450点取得に必要な問題に対処できる力を修得している。
リスニングでは、自然なスピードでの会話を聞き、概要を把握できる。

授業の進め方
TOEICに頻出するトピックごとにまとめられたテキストを用いて、リスニング、語彙、文法、読解を総合的に学習します。さらに、授業で
会話練習に取り組むことにより、スピーキング力を強化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と進め方を説明。質問を受ける。TOEIC L&Rの概要の確認。
過去のテスト結果を踏まえ、今後の学習方法を検討する。チェックリン
ク登録。

学習計画を立てる、音読（1時間
）

2リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

3リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

4リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

5リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

6リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

7リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

8リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

9リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

10リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

11リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

12リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

13リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

14リスニング・リーディング問題演習 Unit7 Part1-7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問題演習（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「THE HIGH ROAD TO THE TOEIC� LISTENING AND READING TEST 」早川幸治
、番場直之、中村信子、鈴木顕著（金星堂 ）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。後期「TOEICⅣ」の受講を強く推奨しています。
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科目名 TOEICⅢＢクラス 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22111研究室 非常勤

担当者 春日　啓子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅢ（中級）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、スコアアップを狙います。リスニングを重視しますが、やや長めの文を読みながら語彙力と文法力に磨きを
かけ、総合的な英語力も養います。後期「TOEICⅣ」を通してTOEIC L&Rで500点以上の取得を目指します。

学修到達目標
「TOEIC I・Ⅱ」で学習した内容を復習しながら、TOEIC450点取得に必要な問題に対処できる力を修得している。
リスニングでは、自然なスピードでの会話を聞き、概要を把握できる。

授業の進め方
TOEICに頻出するトピックごとにまとめられたテキストを用いて、リスニング、語彙、文法、読解を総合的に学習します。さらに、授業で
会話練習に取り組むことにより、スピーキング力を強化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と進め方を説明。質問を受ける。TOEIC L&Rの概要の確認。
過去のテスト結果を踏まえ、今後の学習方法を検討する。チェックリン
ク登録。

学習計画を立てる、音読（1時間
）

2リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

3リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

4リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

5リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

6リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

7リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

8リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

9リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

10リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

11リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

12リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

13リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

14リスニング・リーディング問題演習 Unit7 Part1-7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問題演習（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「THE HIGH ROAD TO THE TOEIC� LISTENING AND READING TEST 」早川幸治
、番場直之、中村信子、鈴木顕著（金星堂 ）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。後期「TOEICⅣ」の受講を強く推奨しています。
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科目名 TOEICⅢＣクラス 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22111研究室 非常勤

担当者 勝山　庸子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅢ（中級）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、スコアアップを狙います。リスニングを重視しますが、やや長めの文を読みながら語彙力と文法力に磨きを
かけ、総合的な英語力も養います。後期「TOEICⅣ」を通してTOEIC L&Rで500点以上の取得を目指します。

学修到達目標
「TOEIC I・Ⅱ」で学習した内容を復習しながら、TOEIC450点取得に必要な問題に対処できる力を修得している。
リスニングでは、自然なスピードでの会話を聞き、概要を把握できる。

授業の進め方
TOEICに頻出するトピックごとにまとめられたテキストを用いて、リスニング、語彙、文法、読解を総合的に学習します。さらに、授業で
会話練習に取り組むことにより、スピーキング力を強化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と進め方を説明。質問を受ける。TOEIC L&Rの概要の確認。
過去のテスト結果を踏まえ、今後の学習方法を検討する。チェックリン
ク登録。

学習計画を立てる、音読（1時間
）

2リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

3リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

4リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

5リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

6リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

7リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

8リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

9リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

10リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

11リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

12リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

13リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

14リスニング・リーディング問題演習 Unit7 Part1-7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問題演習（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「THE HIGH ROAD TO THE TOEIC� LISTENING AND READING TEST 」早川幸治
、番場直之、中村信子、鈴木顕著（金星堂 ）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。後期「TOEICⅣ」の受講を強く推奨しています。
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科目名 TOEICⅢＤクラス 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22111研究室 非常勤

担当者 櫻井　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅢ（中級）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、スコアアップを狙います。リスニングを重視しますが、やや長めの文を読みながら語彙力と文法力に磨きを
かけ、総合的な英語力も養います。後期「TOEICⅣ」を通してTOEIC L&Rで500点以上の取得を目指します。

学修到達目標
「TOEIC I・Ⅱ」で学習した内容を復習しながら、TOEIC450点取得に必要な問題に対処できる力を修得している。
リスニングでは、自然なスピードでの会話を聞き、概要を把握できる。

授業の進め方
TOEICに頻出するトピックごとにまとめられたテキストを用いて、リスニング、語彙、文法、読解を総合的に学習します。さらに、授業で
会話練習に取り組むことにより、スピーキング力を強化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と進め方を説明。質問を受ける。TOEIC L&Rの概要の確認。
過去のテスト結果を踏まえ、今後の学習方法を検討する。チェックリン
ク登録。

学習計画を立てる、音読（1時間
）

2リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

3リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

4リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

5リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

6リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

7リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

8リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

9リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

10リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

11リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

12リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

13リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

14リスニング・リーディング問題演習 Unit7 Part1-7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問題演習（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「THE HIGH ROAD TO THE TOEIC� LISTENING AND READING TEST 」早川幸治
、番場直之、中村信子、鈴木顕著（金星堂 ）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。後期「TOEICⅣ」の受講を強く推奨しています。
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科目名 TOEICⅢＥクラス 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22111研究室 非常勤

担当者 宮坂　るみ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅢ（中級）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、スコアアップを狙います。リスニングを重視しますが、やや長めの文を読みながら語彙力と文法力に磨きを
かけ、総合的な英語力も養います。後期「TOEICⅣ」を通してTOEIC L&Rで500点以上の取得を目指します。

学修到達目標
「TOEIC I・Ⅱ」で学習した内容を復習しながら、TOEIC450点取得に必要な問題に対処できる力を修得している。
リスニングでは、自然なスピードでの会話を聞き、概要を把握できる。

授業の進め方
TOEICに頻出するトピックごとにまとめられたテキストを用いて、リスニング、語彙、文法、読解を総合的に学習します。さらに、授業で
会話練習に取り組むことにより、スピーキング力を強化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と進め方を説明。質問を受ける。TOEIC L&Rの概要の確認。
過去のテスト結果を踏まえ、今後の学習方法を検討する。チェックリン
ク登録。

学習計画を立てる、音読（1時間
）

2リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

3リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

4リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

5リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

6リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

7リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

8リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

9リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

10リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

11リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

12リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

13リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

14リスニング・リーディング問題演習 Unit7 Part1-7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問題演習（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「THE HIGH ROAD TO THE TOEIC� LISTENING AND READING TEST 」早川幸治
、番場直之、中村信子、鈴木顕著（金星堂 ）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。後期「TOEICⅣ」の受講を強く推奨しています。
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科目名 TOEICⅢＦクラス 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22111研究室 非常勤

担当者 田邉　雅彦 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅢ（中級）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、スコアアップを狙います。リスニングを重視しますが、やや長めの文を読みながら語彙力と文法力に磨きを
かけ、総合的な英語力も養います。後期「TOEICⅣ」を通してTOEIC L&Rで500点以上の取得を目指します。

学修到達目標
「TOEIC I・Ⅱ」で学習した内容を復習しながら、TOEIC450点取得に必要な問題に対処できる力を修得している。
リスニングでは、自然なスピードでの会話を聞き、概要を把握できる。

授業の進め方
TOEICに頻出するトピックごとにまとめられたテキストを用いて、リスニング、語彙、文法、読解を総合的に学習します。さらに、授業で
会話練習に取り組むことにより、スピーキング力を強化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
TOEIC L&R テストの傾向と
対策

授業の概要と進め方を説明。質問を受ける。TOEIC L&Rの概要の確認。
過去のテスト結果を踏まえ、今後の学習方法を検討する。チェックリン
ク登録。

学習計画を立てる、音読（1時間
）

2リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

3リスニング・リーディング問題演習 Unit1 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

4リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

5リスニング・リーディング問題演習 Unit2 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

6リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

7リスニング・リーディング問題演習 Unit3 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

8リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

9リスニング・リーディング問題演習 Unit4 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

10リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

11リスニング・リーディング問題演習 Unit5 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

12リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

13リスニング・リーディング問題演習 Unit6 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問
題演習（1時間）

14リスニング・リーディング問題演習 Unit7 Part1-7のPractice, Challenge問題単語、音読、シャドーイング、問題演習（1時間）

15まとめ 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

定期試験に向けて自己学習（1時
間）

テキスト
「THE HIGH ROAD TO THE TOEIC� LISTENING AND READING TEST 」早川幸治
、番場直之、中村信子、鈴木顕著（金星堂 ）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書は授業内で紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。後期「TOEICⅣ」の受講を強く推奨しています。
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科目名 TOEICⅣＡクラス 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22112研究室 非常勤

担当者 山浦　かおる 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅣ（実践レベル）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、さらなるスコアアップを狙います。リスニングに加え、前期よりもさらに長い文を読みこなせるリーディン
グスキルを養います。

学修到達目標
TOEIC L&Rで500点を取得できる英語力を身に着けている。
リスニングでは、英語での短文の質問・応答が理解でき、やや長めのアナウンスを聞いて概要を理解できる。

授業の進め方
この授業では、リスニング力、語彙力、文法力を実践的に身につけます。さらに、授業では会話も取り入れ、スピーキング力も同時に強
化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要と授業の進め方の説明。前期の振り返りと今期の学習計画を立
てる。

前期IPスコアシート持参。学習計
画を立てる。問題演習（1時間）

2リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

3リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

4リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

5リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

6リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

7リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

8リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

9リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

10リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

11リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

12リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

13リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

14リスニング演習リーディング演習 Unit14 Part1-7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

15通し練習 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

テキスト
「The High Road to TOEIC Listening and Reading Test」早川幸治 / 番場
直之 / 中村信子 / 鈴木顕 著著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生協
で購入してください。)
「TOEIC L&R TEST 標準模試2」神崎正哉、ダニエル・ワーリナ著 著（IBCパ
ブリッシング）　ISBN:978-4794604668  (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書、追加のテキストは授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅣＢクラス 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22112研究室 非常勤

担当者 春日　啓子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅣ（実践レベル）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、さらなるスコアアップを狙います。リスニングに加え、前期よりもさらに長い文を読みこなせるリーディン
グスキルを養います。

学修到達目標
TOEIC L&Rで500点を取得できる英語力を身に着けている。
リスニングでは、英語での短文の質問・応答が理解でき、やや長めのアナウンスを聞いて概要を理解できる。

授業の進め方
この授業では、リスニング力、語彙力、文法力を実践的に身につけます。さらに、授業では会話も取り入れ、スピーキング力も同時に強
化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要と授業の進め方の説明。前期の振り返りと今期の学習計画を立
てる。

前期IPスコアシート持参。学習計
画を立てる。問題演習（1時間）

2リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

3リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

4リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

5リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

6リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

7リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

8リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

9リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

10リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

11リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

12リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

13リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

14リスニング演習リーディング演習 Unit14 Part1-7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

15通し練習 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

テキスト
「The High Road to TOEIC Listening and Reading Test」早川幸治 / 番場
直之 / 中村信子 / 鈴木顕 著著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生協
で購入してください。)
「TOEIC L&R TEST 標準模試2」神崎正哉、ダニエル・ワーリナ著 著（IBCパ
ブリッシング）　ISBN:978-4794604668  (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書、追加のテキストは授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅣＣクラス 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22112研究室 非常勤

担当者 勝山　庸子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅣ（実践レベル）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、さらなるスコアアップを狙います。リスニングに加え、前期よりもさらに長い文を読みこなせるリーディン
グスキルを養います。

学修到達目標
TOEIC L&Rで500点を取得できる英語力を身に着けている。
リスニングでは、英語での短文の質問・応答が理解でき、やや長めのアナウンスを聞いて概要を理解できる。

授業の進め方
この授業では、リスニング力、語彙力、文法力を実践的に身につけます。さらに、授業では会話も取り入れ、スピーキング力も同時に強
化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要と授業の進め方の説明。前期の振り返りと今期の学習計画を立
てる。

前期IPスコアシート持参。学習計
画を立てる。問題演習（1時間）

2リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

3リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

4リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

5リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

6リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

7リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

8リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

9リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

10リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

11リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

12リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

13リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

14リスニング演習リーディング演習 Unit14 Part1-7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

15通し練習 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

テキスト
「The High Road to TOEIC Listening and Reading Test」早川幸治 / 番場
直之 / 中村信子 / 鈴木顕 著著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生協
で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書、追加のテキストは授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅣＤクラス 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22112研究室 非常勤

担当者 櫻井　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅣ（実践レベル）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、さらなるスコアアップを狙います。リスニングに加え、前期よりもさらに長い文を読みこなせるリーディン
グスキルを養います。

学修到達目標
TOEIC L&Rで500点を取得できる英語力を身に着けている。
リスニングでは、英語での短文の質問・応答が理解でき、やや長めのアナウンスを聞いて概要を理解できる。

授業の進め方
この授業では、リスニング力、語彙力、文法力を実践的に身につけます。さらに、授業では会話も取り入れ、スピーキング力も同時に強
化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要と授業の進め方の説明。前期の振り返りと今期の学習計画を立
てる。

前期IPスコアシート持参。学習計
画を立てる。問題演習（1時間）

2リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

3リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

4リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

5リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

6リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

7リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

8リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

9リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

10リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

11リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

12リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

13リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

14リスニング演習リーディング演習 Unit14 Part1-7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

15通し練習 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

テキスト
「The High Road to TOEIC Listening and Reading Test」早川幸治 / 番場
直之 / 中村信子 / 鈴木顕 著著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生協
で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書、追加のテキストは授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅣＥクラス 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22112研究室 非常勤

担当者 宮坂　るみ 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅣ（実践レベル）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、さらなるスコアアップを狙います。リスニングに加え、前期よりもさらに長い文を読みこなせるリーディン
グスキルを養います。

学修到達目標
TOEIC L&Rで500点を取得できる英語力を身に着けている。
リスニングでは、英語での短文の質問・応答が理解でき、やや長めのアナウンスを聞いて概要を理解できる。

授業の進め方
この授業では、リスニング力、語彙力、文法力を実践的に身につけます。さらに、授業では会話も取り入れ、スピーキング力も同時に強
化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要と授業の進め方の説明。前期の振り返りと今期の学習計画を立
てる。

前期IPスコアシート持参。学習計
画を立てる。問題演習（1時間）

2リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

3リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

4リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

5リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

6リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

7リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

8リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

9リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

10リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

11リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

12リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

13リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

14リスニング演習リーディング演習 Unit14 Part1-7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

15通し練習 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

テキスト
「The High Road to TOEIC Listening and Reading Test」早川幸治 / 番場
直之 / 中村信子 / 鈴木顕 著著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生協
で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書、追加のテキストは授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。
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科目名 TOEICⅣＦクラス 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22112研究室 非常勤

担当者 田邉　雅彦 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 TOEICⅣ（実践レベル）

授業概要
TOEIC L&R は英語のコミュニケーション能力を評価する試験で、採用する大学や企業の数は年々増え続けています。本授業では、より実
践的なTOEIC用の教材を使い、さらなるスコアアップを狙います。リスニングに加え、前期よりもさらに長い文を読みこなせるリーディン
グスキルを養います。

学修到達目標
TOEIC L&Rで500点を取得できる英語力を身に着けている。
リスニングでは、英語での短文の質問・応答が理解でき、やや長めのアナウンスを聞いて概要を理解できる。

授業の進め方
この授業では、リスニング力、語彙力、文法力を実践的に身につけます。さらに、授業では会話も取り入れ、スピーキング力も同時に強
化することを狙います。Eラーニングを活用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業概要と授業の進め方の説明。前期の振り返りと今期の学習計画を立
てる。

前期IPスコアシート持参。学習計
画を立てる。問題演習（1時間）

2リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

3リスニング演習リーディング演習 Unit8 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

4リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

5リスニング演習リーディング演習 Unit9 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

6リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

7リスニング演習リーディング演習 Unit10 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

8リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

9リスニング演習リーディング演習 Unit11 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

10リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

11リスニング演習リーディング演習 Unit12 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

12リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part1, 3, 7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

13リスニング演習リーディング演習 Unit13 Part2, 4, 5, 6のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

14リスニング演習リーディング演習 Unit14 Part1-7のPractice, Challenge問題単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

15通し練習 実際の半分の問題数（100問）の模試に取り組む。学習の成果を出し切
れるよう、時間配分に注意して解く。

単語・フレーズを学習　音読　問
題演習（1時間）

テキスト
「The High Road to TOEIC Listening and Reading Test」早川幸治 / 番場
直之 / 中村信子 / 鈴木顕 著著（金星堂）　ISBN:978-4-7647-4045-7 (生協
で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　小テスト：30％　定期試験：30％　課題：30％
S:授業内容を高度に理解し、課題をこなすだけでなく自ら学ぶ姿勢を持って学
習に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。TOEICスコアにおいても著
しい成績を残した。A：授業内容を理解し、積極的に学習に取り組み、やや難し
い応用問題が解ける。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実
に取り組み、応用問題が解ける。C:授業の内容の60%程度を理解し、与えられた
課題に誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
参考書、追加のテキストは授業内で指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今までにTOEIC関連の講義を受講したことがある学生を対象としています。受講
経験のない学生は相談して下さい。スマートフォン、PC、タブレット端末のい
ずれかが必要です。
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科目名 中国語Ⅰ（基礎） 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22113研究室 非常勤

担当者 中島　暉 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
本講義は中国語の発音と簡単な会話を学び、中国語の基礎を身に付けることを目的とします。
本講義はテキストを用いて、その内容を「聴く、話す、読む、書く」という練習を繰り返すことによって、標準的な発音および会話能力
の定着をはかります。

学修到達目標
受信するだけではなく発信にも使えるような基礎的な文法と会話表現を身に付けることが具体的な目標です。

授業の進め方
声を出すことを大切にし、ロールプレイ形式で練習します。
授業に合わせて中国の食文化、習慣などを紹介していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス、中国語とは 授業概要、学習目標、授業の進め方、評価の仕方について説明をします
。中国語の特徴を紹介します。

テキストP6とP7を事前に予習する
。（1時間）

2発音「単母音」、声調 中国語の発音（ピンイン）と声調（四声）について説明をします。発音
練習を行います。

テキストP8を事前に読み、授業内
容について復習をする。（1時間
）

3発音「子音」、挨拶 発音「子音」と簡単な挨拶について説明をします。発音練習を行います
。

テキストP9を事前に読み、授業内
容について復習をする。（1時間
）

4発音「子音」、自己紹介 発音「子音」と名前の言い方について説明をします。発音と会話練習を
行います。

テキストP9とP14を事前に読み、
授業内容について復習をする。
（1時間）

5発音「複合母音」、自己紹介
発音「複合母音」と「出身地、職業」の言い方について説明をします。
発音と会話練習を行います。

テキストP14とP15を事前に読み、
P16の問題練習をする。（1時間）

6
発音「複合母音」、物事の
尋ね方（指示代名詞、疑問
詞）

発音「複合母音」と「これは何ですか？」の使い方について説明をしま
す。発音と会話練習を行います。

テキストP19を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

7発音「鼻母音」 前回学習した内容を使い、会話練習を行います。 テキストP10とP18を事前に読み、
P20の問題練習をする。（1時間）

8動詞の文 「動詞の文」について説明をします。会話練習を行います。 テキストP22とP23を事前に読み、
P24の問題練習をする。（1時間）

9量詞、形容詞の文、買い物 「量詞」、「形容詞の文」と「買い物」をする時に使う表現について説明をします。会話練習を行います。
教科書P26とP27を事前に読み、
P28の問題練習をする。（1時間）

10数字、日付、時刻 「数字」、「日付」と「時刻」の使い方について説明をします。会話練
習を行います。

教科書P30とP31を事前に読み、
P32の問題練習をする。（1時間）

11完了、助動詞、食事 「完了」、「助動詞」と「食事」の時に使う表現について説明をします
。小テストを行います。

テキストP33～P35を事前に読み、
P36問題練習をする。（1時間）

12所在 「所在」を表す表現について説明をします。「～は～にある・いる」と
「～したい」を使い、会話練習を行います。

テキストP35を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

13介詞、反復疑問文、家族名称
「介詞」、「反復疑問文」と「家族名称」の呼び方について説明をしま
す。

教科書P39を事前に読み、授業内
容について復習をする。（1時間
）

14存在、家族構成 「存在」と「家族構成」の言い方について説明をします。会話練習を行
います。

教科書P38を事前に読み、P40の問
題を練習する。（1時間）

15講義全体まとめ これまで学習した内容をまとめます。
テキストP8～P40の内容について
目を通し、全体の復習をする。
（1時間）

テキスト
「中国語はじめの一歩」竹島金吾　監修　尹景春・竹島毅著（白水社）　
ISBN:978-4-560-06925-7 (生協で購入してください。)
必要に応じて、プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　小テスト：30％　定期試験：40％
S:各回の授業内容を十分理解するとともに、自ら意欲的に課題を取り組み、授
業で学んだことを95％以上ができる。A:各回の授業内容を理解するとともに、
積極的に課題を取り組み、授業で学んだことを80％以上ができる。B:授業内容
について概ね理解し、課題を取り組み、授業で学んだことを70％以上ができる
。C:授業内容について理解し、授業で学んだことを60％以上ができる。

参考書
特にありません

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業中恥ずかしがらずに声を出して、練習をしましょう。
予習と復習を行ってください。
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科目名 中国語Ⅱ（展開） 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22114研究室 非常勤

担当者 中島　暉 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件 中国語Ⅰを修得していること

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
本講義では、学習した中国語Ⅰをベースに、さらに具体的、実践的な場面での会話能力を習得します。
本講義はテキストを用い、その内容を「聴く、話す、読む、書く」という練習を繰り返すことによって、標準的な発音および会話能力の
習得を目指します。

学修到達目標
受信するだけではなく発信にも使えるような会話能力を身に付けることが具体的な目標です。

授業の進め方
声を出すことを大切にし、ロールプレイ形式で練習することを重視します。中国文化についても紹介し、異文化への理解を深めていきま
す。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス、発音（ピンイン）の確認
授業概要、学習目標、授業の進め方、成績評価の仕方について説明をし
ます。発音（ピンイン）の確認をします。

学習した「中国語Ⅰ」の内容につ
いて復習をする。（1時間）

2時間量、助動詞、介詞 「時間量」、「助動詞」と「介詞」について説明をします。
テキストP43を事前に読む。授業
内容について復習をする。（1時
間）

3アルバイト 前回学習した内容を使い、「一週間に何回アルバイトがありますか？」
などの会話練習を行います。

テキストP41とP42を事前に読む。
P44の問題を練習する。（1時間）

4過去型、強調 「過去形」と「強調」について説明をします。
テキストP47を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

5介詞、応用 「介詞」、「～したことがある」と「～が～に」の使い方について説明
をします。

テキストP47を事前に読み、P48の
問題を練習する。（1時間）

6旅行 「あなたは旅行が好きですか？」、「アメリカに行った事がありますか
？」などの会話練習を行います。

テキストP46を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

7動作の様態、助動詞 「動作の様態」と「助動詞」について説明をします。
テキストP51を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

8動詞の重ね型 「動詞の重ね型」について説明をします。
テキストP51を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

9できる（能力的・条件的・習得する） 「できる」を使い、会話練習を行います。 テキストP50を事前に読み、P52の
問題を練習する。（1時間）

10動作の進行、選択疑問 「動作の進行」と「選択疑問」について説明をします。
テキストP55を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

11趣味 前回学習した内容を使い、会話練習を行います。小テストを行います。 テキストP53～P55を事前に読み、P56の問題を練習する。（1時間）

12比較、2つの目的語をもつ文 「比較」と「2つの目的語をもつ文」について説明をします。
テキストP59を事前に読み、授業
内容について復習をする。（1時
間）

13予定 前回学習した内容を使い、会話練習を行います。 テキストP57～P59を事前に読み、
P60の問題を練習する。（1時間）

14作文（自己紹介） 学生自身が実際に中国語で「自己紹介」の作文を書いてみます。 テキストP61を事前に読んでくだ
さい。（1時間）

15講義全体まとめ これまで学習した内容をまとめます。 テキストP43～P60の内容について
復習をする。（1時間）

テキスト
「中国語はじめの一歩」竹島金吾　監修　尹景春・竹島毅著（白水社）　
ISBN:978-4-560-06925-7 (生協で購入してください。)
必要に応じて、プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　小テスト：30％　定期試験：40％
S:各回の授業内容を十分理解するとともに、自ら意欲的に課題を取り組み、授
業で学んだことを95％以上ができる。A:各回の授業内容を理解するとともに、
積極的に課題を取り組み、授業で学んだことを80％以上ができる。B:授業内容
について概ね理解し、課題を取り組み、授業で学んだことを70％以上ができる
。C:授業内容について理解し、授業で学んだことを60％以上ができる。

参考書
特にありません。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業中恥ずかしがらずに声を出して、練習を行いましょう。
予習と復習を行ってください。
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科目名 ハングルⅠ（基礎） 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22115研究室 非常勤

担当者 林　英美 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
ハングル」とは、元来朝鮮半島で使われている言語（韓国語・朝鮮語）を表記するために用いられている文字のことを示しますが、この
授業では科目の名称として使用しています。この科目では韓国語・朝鮮語の文字と発音を習得します。また、韓国語の文章が読めるよう
になり、簡単な日常会話を身につけることを目的とします。

学修到達目標
履修生は、ハングルの文字の発音の基礎について学び、読み書きができるようになることを目的とします。また、韓国語の文章が読める
ようになり、簡単な日常会話を話せるようになることを目的とします。

授業の進め方
主にテキストの内容に沿って授業を進めます。書き取り・聞き取り・カードゲームなど様々なミニテストを実施し、会話練習にも取り組
みます。ハングル歌・映画・ドラマ等を紹介するほか、朝鮮半島の文化風習についても紹介します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス　ハングル・韓国語・朝鮮語について

授業概要、学習目標、授業の進め方、評価の仕方についての説明をしま
す。ハングルで用いられている記号の説明をし、韓国語・朝鮮語がどの
ような言語であるのか紹介します。

テキス第1課1と2を読んで、授業
内容の復習をする。(1時間）

2単母音、ヤ行 単母音、ヤ行について学びます。 テキストP10～18の復習と予習を
する。(1時間）

3ワ行 ワ行について学びます。 テキストP14～17の復習と予習を
する。(1時間)

4平音 平音について学ぶ。 テキストP18～25の復習と予習を
する。(1時間）

5激音・濃音 激音と濃音について学ぶ。 テキストP18～27の復習をする。
(1時間）

6有声音化 平音の有声音化について学ぶ。 テキストP26～32の復習をする。
(1時間）

7これまでのまとめ テキスト第1課と第2課のまとめをする。
テキストP10～32の復習をし、
P33～35までの予習をする。(1時
間）

8パッチム（1） 鼻音と流音について学ぶ。 テキストP33～39の復習と予習を
する。(1時間）

9パッチム（2） 口音と日本語のハングル表記について学ぶ。 テキストP36～43の復習と予習を
する。(1時間）

10発音規則（1） 連音化、hの弱音化・無音化について学ぶ。 テキストP40～45の予習と復習を
する。(1時間）

11発音規則（2） 濃音化にいついて学ぶ。 テキストP44～47の復習と予習を
する。(1時間）

12発音規則（3） 激音化について学ぶ。 テキストP48～49の復習をする。
(1時間）

13発音規則（4） 口蓋音化・流音化について学ぶ。 テキストP32～35の復習をする。
(1時間）

14アウトキャンパススタディ 韓国文化を実体験し、韓国語とそれにまつわる文化的理解を深める。 アウトキャンパススタディに関す
るレポートを書く。

15講義全体まとめ 前期で学んだ事項を復習する。 テキストP10～49の復習をする。

テキスト
「おはよう韓国語1」崔柄珠著（朝日出版社）　ISBN:978-4-255-55632-1 (生
協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
小テスト：20％　レポート：10％　定期試験：40％　出席レポート：30％
S: 授業内容を高度に理解しており、成績評価の合計が100％である。　A：授業
内容を理解しており、成績評価の合計が80％～99％である。　B：授業内容を概
ね理解しており、成績評価の合計が70％～79％である。　C：授業内容の60％程
度を理解しており、成績評価の合計が60％～69％である。

参考書
「おはよう韓国語1」崔柄珠著（朝日出版社）　ISBN：978-4-255-55632-1
適宜お知らせいたします。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
常日頃から韓国や朝鮮のドラマ・映画、ニュースなどに興味を持ち、ハングル
に親しみましょう。また、留学生との交流を図り、学んだ知識を実践で使って
みるように心掛けましょう。
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科目名 ハングルⅡ（展開） 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22116研究室 非常勤

担当者 林　英美 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件 ハングルⅠを修得していること

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
前期に学んだハングルの文字と発音のルールをベースにして、後期では主に簡単な会話表現・文法について学ぶことを目的とします。

学修到達目標
ハングルの基本的な読み書きを習得している受講生が、語彙、文法、発音に関する知識を深め、日常会話に役立つ表現を学ぶことを目的
とします。また、ハングル能力検定試験5級及び韓国語能力試験1級を受験できるレベルの知識習得を目標とします。

授業の進め方
対話練習を重視し、語彙・文法・発音を身につけられるようにします。会話・筆記試験を定期的に実施し、習得状況を確認します。映画
鑑賞や異文化学習、アウトキャンパススタディによる実践練習を取り入れた楽しい学習方法を伝授します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス、文字と発音 文字と発音について学びます。 テキストP10-49を復習する。
（1時間）

2第5課自己紹介（1） 第5課の発音と語彙、文法と表現について学ぶ。 テキストP58～67を復習する。
（1時間）

3第5課自己紹介（2） 第5課のまとめ学習をする。 テキストP58～67を復習する。
（1時間）

4第6課～ではありません(1)第6課の発音と語彙、文法と表現について学ぶ。 テキストP68～77を復習する。
（1時間）

5第6課～ではありません(2)第6課のまとめ学習をする。 テキストP68～77を復習する。
（1時間）

6第5～6課のリスニングと会話 第5～6課のリスニングと会話学習をする。 テキストP58～77を復習する。
（1時間）

7第7課～が好きです(1) 第7課の発音と語彙、文法について学ぶ。第4課「流音の鼻音化」について学ぶ。
テキストP78～91を復習する。
（1時間）

8第7課～が好きです(2) 第7課の重要表現について学ぶ。 テキストP78～91を復習する。
（1時間）

9第7課～が好きです(2) 第7課のまとめ学習をする。 テキストP78～91を復習する。
（1時間）

10第8課お誕生日(1) 第8課の発音と語彙、文法と表現について学ぶ。 テキストP92-105を復習する。
（1時間）

11第8お誕生日(2) 月と曜日、時を表す語を学ぶ。第4課「nの添加（合成語）」について学
ぶ。

テキストP92-105を復習する。
（1時間）

12第8お誕生日(2) へヨ体を学び、第8課のまとめ学習をする。 テキストP92-105を復習する。
（1時間）

13第9課予定と時間 固有数詞と時刻について学ぶ。 テキストP110-114を復習する。
（1時間）

14アウトキャンパススタディ、第10課
5課から10課までの会話表現を用いて、韓国語話者と会話練習をする。
異文化体験を通じて、「ハングル」に対する理解を深める。

アウトキャンパススタディ参加レ
ポートを作成する。（1時間）

15全体のまとめ 第5課から第10課を復習する。 テキストP58～125を復習する。
（1時間）

テキスト
「おやよう韓国語1」崔柄珠著（朝日出版社）　ISBN:978-4-255-55632-1 (生
協で購入してください。)
　

成績評価の方法・基準
小テスト：30％　定期試験：30％　レポート：10％　受講態度：30％
S: 授業内容を高度に理解しており、成績評価の合計が100％である。　A：授業
内容を理解しており、成績評価の合計が81％～99％である。　B：授業内容を概
ね理解しており、成績評価の合計が71％～80％である。　C：授業内容の60％程
度を理解しており、成績評価の合計が61％～70％である。

参考書
適宜お知らせいたします。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
ハングルIIを履修する学生は、ハングルIを受講していることが条件です。後期
から受講を希望する場合、文字の読み書きができることが必須条件です。
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科目名 ICTと情報倫理 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12201研究室 非常勤

担当者 久保田　裕 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
2017年度～

授業概要
本講義は、様々な事例を参考に、情報社会における諸問題を理解し、それへの対応力を高めます。情報機器の急速な発展によってインタ
ーネット利用が日常化し、メディアの特性や価値を理解することなく情報の受発信を行ことにより、著作権侵害、個人情報の漏洩、児童
ポルノ、不正アクセス、ネット詐欺など犯罪の加害者、被害者になったり、意図せずに法令に違反するなどの例も後が絶ちません。そう
ならないために、情報モラルの醸成と情報をめぐる法の精神について考え、人生の生き方を学修します。

学修到達目標
ICTとは何か情報倫理（情報モラル）を学ぶために、人生とは何か、どう生きたいか、情報社会との関わり合いを通し、周囲とのコミュニ
ケーションの重要性を再認識し、大学生活及び社会生活を有意義で快適、かつ安全に過ごすための基本的な考え方を修得することができ
る。
授業の進め方
授業の学習内容により、資料を作成したり、グループワークや講義形式など様々な形態で行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ICTと情報倫理（情報モラル）概要 本講義で学ぶ概要を説明します。 自分の履修計画を作成します。
（4時間）

2あなたの人生の目標は？（1）
各自、坐右の銘を紹介し、簡単な自己紹介をすることによってプレゼン
テーションの実習をします。

著作物（作品）との関わりについ
て新聞や本を読み、話す内容をま
とめておきます。（4時間）

3あなたの人生の目標は？（2） 2回と同じ。受講生が多いことからテーマを同じにしました。 2回と同じ。（4時間）

4情報モラルと情報を巡る法律について（1回）
情報社会で「生きる」ことについて考えます。今この状況を乗り切る判
断、決断、覚悟、決心について学びます。

自分の人生の振り返りをし、今後
について考えます。（4時間）

5情報モラルと情報を巡る法律について（2回） 4回に同じ。 4回に同じ。（4時間）

6
いわゆる情報法全般につい
て触れ、法の精神を考えま
す。

情報社会の規律としての情報法を学び、規範の意味について考えます。
情報社会で、被害にあったり、加
害者になっていないかを検討し、
発表します。（4時間）

7著作権法を学ぶ（1回） 民法の特別法としての著作権法を学びます。法とモラルの違いを考えな
がら法へのアプローチを考えます。

ネットで著作権法にかかわる条文
や事例についてアクセスしておく
。（4時間）

8著作権法を学ぶ（2回） 1回目講義の復習をしつつ、条文にあたりながら自分の生活と著作権法
との関わりを考え、著作物の意味と価値を考えます。 復習すること。（4時間）

9著作権法を学ぶ（3回）
人間しか行わない「創作」について考え、自らの表現行為と誰に向けて
の発信か、さらにどの様なメデイアを選択するのか、という観点から情
報ツールとの付き合い方を考えます。

著作物の例示からその種類をイメ
ージし、自ら創作してみます。
（4時間）

10著作権法を学ぶ（4回） 著作権の侵害とその救済について具体的な例をあげ、自分の著作権を守
ることを考えます。　

ICT機器の進歩やメディアの変遷
にどの様な与えているか考えます
。(4時間）

11
著作権検定問題に挑戦し、
著作権法を正しく理解して
いるか。

初級著作権検定問題に挑戦。 理解していなかったところの復習
をし、確認します。（4時間）

12
検定問題をひとつひとつ自
らの判断理由を述べ、全員
で議論。

正しい著作権法の理解に向けて解説します。
間違えた設問について、と照らし
合わせながら復習します。（4時
間）

1312回に続く解説 正しい著作権法の理解について解説します。
自分としての倫理感を過去の事例
を挙げて改めて考えます。（4時
間）

14松本大学情報モラル10箇条について
過去の松本大学情報モラル10箇条について検討し、意見交換を行います
。

各自が情報モラル10箇条を考えて
来ること。（4時間）

15振り返りとまとめ もう一度講義内容を振り返り、この講義の意味と価値を考えます。
情報モラルと法（ルール）につい
て、講義で習得した内容のレポー
トを提出する。（4時間）

テキスト
「たのしい著作権法」(講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　定期試験：30％　出席レポート：30％
S:各回の授業内容をすべて理解し、人生目標を極めて真剣に探究している。
A:各回の授業内容をよく理解し、人生目標を真剣に探究している。
B:各回の授業内容を理解し、人生目標を探究している。
C:各回の授業内容の概要を理解し、人生目標を立てようとしている。

参考書
「小さな倫理学入門」山内志朗著（慶応義塾大学出版会株式会社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
情報社会において真偽が定かでない情報が氾濫しています。この時代に生きて
未来を創造する学生の皆さんは、情報に流されないように、どう生きるかしっ
かりと自己確立し、ミュニケーション脳力の向上を目指してください。
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科目名 情報処理Ⅰ（WORD）（栄養） 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12202研究室 非常勤

担当者 内川　小百合 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
情報処理を学ぶことは、ひとつはコンピュータ・リテラシーを学ぶこと、つまりコンピュータを使いこなしていくことです。文字を入力
することは、その基礎です。さまざまな文書をコンピュータで作成し、編集し、そして保存し、また再利用することは、現代社会の中で
、必須の技能といえるでしょう。本講義では、クラウド上の文書管理やビジネスメールの送り方、ワープロソフトWORDを使った正しく速
い入力技術の習得、ビジネス文書・図形・表などを作成していくための機能を学んでいきます。

学修到達目標
Office365の機能を習得し、ファイルの送受信などビジネスで使えるスキルを身につけている。正しいキータッチを習得し、ワープロソフ
トWORDを使ってビジネス文書・表作成・図形挿入・クリップアートや写真の挿入と編集ができる。日本情報処理検定協会ワープロ検定3級
～2級を取得できる力を身につけている。
授業の進め方
演習形式で進めます。特に正確で素早いキータッチの技術を身につけるために、毎回スピードテストを行っていきます。WORDの機能を知
り、その機能を使いこなせるように多くの演習をこなしていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1Office365の概要 Office365の機能と操作、WORDの起動と終了。 Office365の予復習（1時間）

2文書管理、メール送信 文書管理（ONE　DRIVE）、メール機能、送信練習など メール機能について予復習（1時
間）

3キータッチについて 正しいキータッチについての解説と演習 キータッチの運指練習（1時間）

4日本語入力基礎 日本語入力基礎　日本語変換モード、IMEパッド、ファンクションキー
及びキータッチ演習 キータッチの運指練習（1時間）

5漢字変換について 漢字変換について（変換、文節区切り、文字の修正）　短文入力・記号
の入力演習

キータッチによる単語練習（1時
間）

6特殊文字の入力 特殊文字の入力　アルファベット、カタカナ、特殊文字を含む文章の入
力演習

キータッチによる短文入力練習
（1時間）

7編集機能① 文字の修正、移動、コピーの演習 練習問題の復習（1時間）

8編集機能② 文字の書式（フォント・サイズ・ボールド体・イタリック体・下線・囲
み・網掛け） 練習問題の復習（1時間）

9編集機能③ 文字の書式（拡大縮小・下付き文字・上付き文字・取り消し線・影付き
など）

編集機能の復習と入力練習（1時
間）

10文書保存 文書保存、文書読み込み、再保存（上書き保存、新しいファイル名を付
けて保存） 入力練習および保存（1時間）

11ビジネス文書 ビジネス文書のページ設定（右詰め、中央揃え、インデント、段落番号
、箇条書き）

ビジネス文書の入力練習（1時間
）

12表作成 罫線機能、表挿入、線種変更、列幅行高変更、セルの結合と分割、列や
行の挿入と削除 表入力練習（1時間）

13画像編集 画像の挿入（ワードアート、オートシェイプ、クリップアート） 画像挿入および編集の復習（1時
間）

14ビジネス文書 表と画像を含むビジネス文書の完成 表と画像を含む文書の入力練習
（1時間）

15ビジネス文書 会社見学礼状や、内定時の礼状など、学生として出す文書の作成と留意
点

さまざまな文書を自分の立場で作
成してみる（1時間）

テキスト
「WORDの基礎」内川小百合著（丸の内ハイデ出版）(生協で購入してください
。)
「日本語ワープロ検定問題模擬問題集」（日本情報処理検定協会）(生協で購
入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：40％　定期試験：60％
受講態度は、授業への参加度（授業への取組、発言等）で評価します。
S：9割以上の理解度＋授業への参加度＋実技点が100点。
A：8割以上の理解度＋授業への参加度＋実技点が80点以上。
B：8割程度の理解度＋授業への参加度＋実技点が70点以上。
C：8割程度の理解度＋授業への参加度＋実技点が60点以上。

参考書
「知りたい操作がすぐわかるWord2013全機能Bible」西上原裕明著（技術評論
社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
コンピュータの入力技術は本講義でしっかりと身につけてください。講義以外
の時間を利用してできるだけキーボードに慣れ、WORDの機能についてよく復習
してください。日本語ワープロ検定をぜひ受検しましょう。
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科目名 情報処理Ⅱ（EXCEL初級）（栄養） 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12203研究室 非常勤

担当者 松澤　みわ子・河西　文子・駒村　明子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ △ △ △

授業概要
Microsoft Excelを用いた数値情報の加工・分析は、大学における研究分野のみならず、ビジネスシーンでも幅広く用いられています。身
の回りの数値データを的確に処理し、自分に必要な情報を加工する道具としてExcelを使いこなせるようにしていきます。入力や計算式の
作り方の基本から、セル参照の種類やよく使う算術・論理関数、グラフ作成、印刷などについて学びます。

学修到達目標
日本情報処理技検定協会が実施している「表計算検定2級」の資格を取得する。または、それと同等の実力を養い、Excelを用いて素早く
数値データの集計・加工ができる。

授業の進め方
講義はすべてパソコン教室でコンピュータを用いた実習形式となります。資格取得のためには、作業スピードも重要な要件となるため、
時間外にも繰り返し操作することで作業効率の向上を目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス基本操作と計算式
授業の進め方、評価方法について
Excelの基本操作および表計算検定4級について学習します。

同レベルの問題を配布するので、
復習をしおく。（1時間）

2IF関数と端数処理 表計算検定3級で必須とされる基礎的な関数や書式設定について学習し
ます。

配布されたプリントをもう一度、
最初から解答しておく。（1時間
）

3セルの参照方式 表計算検定3級で必須とされるセルの参照方式（相対参照・絶対参照
）について学習します。

配布されたプリントをもう一度、
最初から解答しておく。（1時間
）

4判断文（2分岐・3分岐） 表計算検定3級で必須とされる、IF関数による条件判断や順位付けの関数について学習します。

配布されたプリントをもう一度、
最初から解答しておく。（1時間
）

5表計算検定3級まとめ これまで学習してきた表計算検定3級のまとめの回です。次回2級へ進む
ための準備学習も行います。

3級レベルの確認課題を出すので
、次回までに解答しておく。
（1時間）

6表検索とセル証明 表計算検定2級で必須とされる、Vlookup関数を用いた表検索やセル証明
について学習します。

授業内にやった模擬問題を確実に
解答できるよう復習しておく。
（1時間）

7グラフ作成 表計算検定2級で必須とされる、グラフ作成方法（主に円グラフ）につ
いて学習します。

授業内にやった模擬問題を確実に
解答できるよう復習しておく。
（1時間）

8論理演算子を使った判定 表計算検定2級で必須とされる、AND関数、OR関数を理解し、IF関数と組
み合わせた処理について学習します。

授業内にやった模擬問題を確実に
解答できるよう復習しておく。
（1時間）

9論理演算・平均との比較 平均との比較を含む複雑な論理演算しを使った判定について学習します
。

授業内にやった模擬問題を確実に
解答できるよう復習しておく。
（1時間）

10評価の解き方のまとめ 表計算検定2級で出題される複雑な多重分岐の解き方に関するまとめの
学習を行います。

模擬問題を時間を計りながら次回
までに練習しておく。（1時間）

11表計算2級検定試験対策① 問題集や過去問題を使って規定時間内に解答できるようトレーニングします。

課題が出るので、時間を計りなが
ら次回までに練習しておく。
（1時間）

12表計算2級検定試験対策② 問題集や過去問題を使って規定時間内に解答できるようトレーニングします。

課題が出るので、時間を計りなが
ら次回までに練習しておく。
（1時間）

13表計算2級検定試験対策③ 問題集や過去問題を使って規定時間内に解答できるようトレーニングします。

課題が出るので、時間を計りなが
ら次回までに練習しておく。
（1時間）

14表計算2級検定試験対策④ 自分の弱点抽出を行い、その部分を解答できるようトレーニングします。
時間を計りながら次回までに問題
を練習しておく。（1時間）

15表計算2級検定試験対策⑤ 自分の弱点抽出を行い、その部分を解答できるようトレーニングします。
時間を計りながら問題を練習して
おく。（1時間）

テキスト
「情報処理技能検定模擬問題集・表計算2級」日本情報処理技能検定協会編
(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：20％　定期試験：80％
定期試験は表計算検定2級レベルの内容となります。
A:課題の提出と定期試験または表計算検定において80%程度の技能が認められる
B:課題の提出と定期試験または表計算検定において70%程度の技能が認められる
C:課題の提出と定期試験または表計算検定において60%程度の技能が認められる

参考書
「情報処理技能検定試験・表計算検定対策問題集（過去問題集）」日本情報
処理技能検定協会編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
収集した数値データや膨大な情報をいかに正確に効率よく取り扱えるかで、今
後の問題解決のスピードが大きく変わります。ぜひともExcel操作に精通して欲
しいと思います。
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科目名 情報処理Ⅲ（EXCEL上級） 学年学期 2年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22204研究室 非常勤

担当者 松澤　みわ子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
本講義は、表計算1級の検定合格を目標とします。楽しくパソコンを操作しながら、Excelの本格的な使い方を身につけます。会社などの
仕事で実際に役立つような表計算の実力を身につけることを目的としています。数値データをもとにさまざまな統計処理が行えるように
なります。「情報処理Ⅱ」では登場しなかった文字列関数や特殊関数、データベース関数、データの抽出、シート間の連携、複合グラフ
などについて学びます。

学修到達目標
本講義は日本情報処理検定協会が実施している「表計算検定1級」以上の資格取得、またはそれと同等の実力をけることを目標とします。
Excelを用いて複雑な数値データの集計・加工ができるようになることが目標です。

授業の進め方
講義はすべてパソコン教室でコンピュータを用いた実習形式となります。基本解説の後に演習課題を繰り返し行い、さまざまなパータン
を経験し、実践力と作業のスピードアップを狙います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス 授業の進め方、評価方法につて
Excelの操作復習（表計算2級レベル）を行います。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

2多重判断文等の復習 表計算検定2級レベルで必須とされている、多重判断文、表検索等につ
いて再確認をします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

3文字列操作関数 表計算検定1級レベルで必須とされている、文字列を操作するLife・
Right、CONCATINATE関数などについて解説します。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

4特殊関数 表計算検定1級レベルで必須とされている、ABS関数など特殊なについて
解説します。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

5データベース関数① 表計算検定1級レベルで必須とされている、DSUM、DAVERAGE、DCOUNT関
数などのデータベース関数について解説します。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

6データベース関数② 前回の授業で解説したDSUM、DAVERAGE、DCOUNT関数などのデータベース
関数について復習します。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

7抽出と抽出後のデータ処理 表計算検定1級レベルで必須とされている、条件を指定したデータ抽出とそのデータに対する処理について解説します。
授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

8シート間の処理 表計算検定初段レベルで必須とされている、複数シートを用いた計算式
の作り方を紹介します。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

9複合グラフの作成 表計算検定初段レベルで必須とされている、複合グラフやグラフを複数
作成する方法を紹介します。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

10検定試験対策① 総合演習課題（過去問題のポイント解説を含む）を規定時間内にできる
ようトレーニングします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

11検定試験対策② 総合演習課題（過去問題のポイント解説を含む）を規定時間内にできる
ようトレーニングします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

12検定試験対策③ 総合演習課題（過去問題のポイント解説を含む）を規定時間内にできる
ようトレーニングします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

13検定試験対策④ 総合演習課題（過去問題のポイント解説を含む）を規定時間内にできる
ようトレーニングします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

14検定試験対策⑤ 総合演習課題（過去問題のポイント解説を含む）を規定時間内にできる
ようトレーニングします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

15検定試験対策⑥ 総合演習課題（過去問題のポイント解説を含む）を規定時間内にできる
ようトレーニングします。

授業で解いた問題を何回も練習し
て下さい。(1時間)

テキスト
「情報処理技能検定模擬問題集・表計算1級」日本情報処理技能検定協会編
(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　課題：20％
定期試験は表計算検定1級レベルの内容となります。
A:課題の提出と定期試験または表計算検定において80%程度の技能が認められる
B:課題の提出と定期試験または表計算検定において70%程度の技能が認められる
C:課題の提出と定期試験または表計算検定において60%程度の技能が認められる

参考書
「カラー図解Excel「超」効率化マニュアル」立山 秀利著（講談社）　
ISBN：978-4062579995
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
定期試験は、表計算検定1級と同等の問題を予定しています。「情報処理Ⅲ」を
履修する学生は「情報処理Ⅱ」を履修し、2級を取得していることが望ましい。
Excelの幅広い分野への応用力を養いましょう。
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科目名 情報処理Ⅳ（パワーポイント） 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22205研究室 非常勤

担当者 松澤　みわ子・駒村　明子・河西　文子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 中一(保体)､高一(保体)､養教一､栄教一､中一(保健)､高一(保健)履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
Microsoft PowerPointによるプレゼンテーションは、研究発表や教育現場、ビジネスシーンなどで幅広く用いられています。本講義では
プレゼンテーションというコミュニケーション手段の特色をよく理解し、企画立案の段階から訴求力の高い視覚資料の作成方法、内容が
伝わる発表技法など、プレゼンテーション全般を扱います。

学修到達目標
効果的なプレゼンテーションのために一連の作業（企画立案～視覚資料の作成～発表まで）ができる。また、PowerPointの操作技能とし
ては、デザインに重点を置き、視覚効果を多様した資料作成能力（プレゼンテーション作成検定2級レベル）を修得している。

授業の進め方
講義は主にパソコン教室でコンピュータを用いた実習形式となります。
授業内にプレゼン・スキルのトレーニングをかねて、一人ひとりプレゼンテーション（個人課題）実施の機会を設けます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス
授業の進め方、評価方法についての説明
PowerPointの基本的な機能を使用して、プレゼンテーション資料の作成
方法を確認します（プレゼンテーション作成検定4級）。

シラバスの内容を事前に確認
事後は同様の問題で復習を行う。
（1時間）

2プレゼンの企画立案 プレゼンの企画段階において重要なことや、ストーリー構成の組み立て
方、情報収集の手法について学習します。

授業で学んだ内容を参考に、自分
のプレゼン実施に向けた準備作業
を進めておく。（1時間）

3レイアウト・デザイン 視覚資料のデザイン決定においてて重要なことや、テーマの活用方法を
学習します。

授業で学んだ内容を参考に、自分
のプレゼン実施に向けた準備作業
を進めておく。（1時間）

4視覚に訴えるチャート化 目に見えない概念や考え方、手順などを説明する際にチャートを活用す
る方法について学習します。

授業で学んだ内容を参考に、自分
のプレゼン実施に向けた準備作業
を進めておく。（1時間）

5訴求力を上げるカラー化 カラーの基礎知識や配色の基本テクニック、カラー化によってプレゼン
資料の訴求力を上げるためのポイントを学習します。

授業で学んだ内容を参考に、自分
のプレゼン実施に向けた準備作業
を進めるておく。（1時間）

6数値のビジュアル化とイメージ伝達
数値を目的に合わせてビジュアル表現するため、表やグラフの活用方法
や具体的なイメージを伝える手段について学習します。

授業で学んだ内容を参考に、自分
のプレゼン実施に向けた準備作業
を進めておく。（1時間）

7効果的なアニメーション アニメーション効果、画面切り替えなど特殊効果の活用方法と、事前に
行っておくべきさまざまな準備作業について学習します。

授業で学んだ内容を参考に、自分
のプレゼン実施に向けた準備作業
を進めておく。（1時間）

8発表スキルと質疑応答 内容を効果的に相手に伝えるための様々なテクニックや、質疑応答の進
め方について学習します。

次回のプレゼン本番に備え、視覚
資料を完成させ、所定のフォルダ
に提出する。（2時間）

9プレゼン準備とリハーサル これまで学んだ内容を実際に使って個人毎のプレゼン実施の準備とリハーサルを行います。

次回のプレゼン本番に備え、視覚
資料を完成させ、所定のフォルダ
に提出する。（2時間）

10プレゼン発表
大切な個人ごとのプレゼン発表の回です。発表者はこれまでのプレゼン
スキルの成果発表を行い、その他の人は質疑応答の場面で質問者となっ
てもらいます。

事前にリハーサルを済ませ、必要
に応じて発表者用ノートを準備し
ておく。（2時間）

11プレゼン発表、またはプレゼン振り返り
履修者の人数にもよりますが、プレゼン発表の続き、または前回のプレ
ゼン成果発表の振り返りを行います。

事前にリハーサルを済ませ、必要
に応じて発表者用ノートを準備し
ておく。（2時間）

12プレゼン検定対策（3級） プレゼンテーション作成検定3級の模擬問題を解きながら、基本的なスライド作成手順やPowerPointの操作方法を復習します。
練習問題を配布するので、次回ま
でに復習しておく。（1時間）

13プレゼン検定対策（2級）①

プレゼンテーション作成検定2級の模擬問題を解きながら、デザインに
重点を置いた、グラフ、アニメーションなどの視覚効果を多用した資料
作成の技術を高めます。

練習問題を配布するので、次回ま
でに復習しておく。（1時間）

14プレゼン検定対策（2級）②

プレゼンテーション作成検定2級の模擬問題を解きながら、デザインに
重点を置いた、グラフ、アニメーションなどの視覚効果を多用した資料
作成の技術を高めます。

練習問題を配布するので、次回ま
でに復習しておく。（1時間）

15プレゼン検定対策（2級）③

プレゼンテーション作成検定2級の模擬問題を解きながら、デザインに
重点を置いた、グラフ、アニメーションなどの視覚効果を多用した資料
作成の技術を高めます。

練習問題を配布するので、次回ま
でに復習しておく。（1時間）

テキスト
「情報利活用 プレゼンテーション PowerPoint 2013/2010対応」山崎　紅著
（日経BP社）　ISBN:978-4-82229-702-2 (生協で購入してください。)　教科
書は全員が購入してください。

成績評価の方法・基準
課題：50％　定期試験：50％
定期試験はプレゼンテーション作成検定2級レベルの内容となります
A:課題の提出・発表と定期試験において80%程度の技能が認められる
B:課題の提出・発表と定期試験において70%程度の技能が認められる
C:課題の提出・発表と定期試験において60%程度の技能が認められる

参考書
「プレゼンテーション検定模擬問題集2級」（日本情報処理技能検定協会）
検定受験を予定している方は購入をしてください。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
プレゼンテーションとPowerPointのに精通することで、円滑なコミュニケーシ
ョン能力の向上も期待できます。他の授業においても、積極的にプレゼン発表
の機会を得るように心がけてください。
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科目名 情報処理Ⅴ（ホームページ） 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL32206研究室 非常勤

担当者 松澤　みわ子・駒村　明子・永田　綾子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
ホームページは情報の取得と発信の強力なツールであり、高度情報社会における重要な情報メディアと言えます。本講義では、ホームペ
ージ作成における初中級レベルの技術を習得することを目的とします。ホームページの基礎知識（HTML・スタイルシート）を学び、さら
にホームページ内で用いるWebコンテンツ（画像、ロゴ、アニメーション）の作成についても学びます。

学修到達目標
ホームページビルダーを使った一連の作業（サイト作成～Webページやコンテンツ類作成まで）ができる。日本情報処理検定協会が実施し
ている「ホームページ作成検定2級」に合格する。

授業の進め方
本講義はコンピュータ教室での実習となります。
使用ソフトは「ホームページ・ビルダー」、「Webアートデザイナー」、「Webアニメーター」です。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス
授業の進め方、評価方法について
ホームページビルダーを使って初歩的なホームページの作り方を学びま
す。まずはホームページ作成検定4級レベルに挑戦します。

HP検定4級の復習をしておくこと
。（1時間）

2ホームページビルダー基本操作
ホームページビルダーの基本操作を習得します。この回ではホームペー
ジ作成検定3級レベルに挑戦します。

HP検定3級の復習をしておくこと
。（1時間）

3ページの属性HP検定対策（3級）
トップページの作成、およびページ属性について学びます。また、ホー
ムページ作成検定3級の出題範囲について学習します。

教科書の作業を完結しておくこと
。またHP検定3級の復習をしてお
くこと。（1時間）

4書式の設定HP作成検定対策（3級）
さまざまな書式設定やWebで扱うカラーや画像の特徴について学びます
。また、ホームページ検定3級の出題範囲について学習します。

教科書の作業を完結しておくこと
。またHP検定3級の復習をしてお
くこと。（1時間）

5表の作成HP作成検定対策（2級）
表挿入や表編集の方法を学びます。この回からホームページ検定2級に
挑戦します。

教科書の作業を完結しておくこと
。またHP検定2級の復習をしてお
くこと。（1時間）

6リンクの設定HP作成検定対策（2級）
各ページにリンクを設定する方法を学びます。また、ホームページ検定
2級の出題範囲について学習します。

教科書の作業を完結しておくこと
。またHP検定2級の復習をしてお
くこと。（1時間）

7リンクの応用HP作成検定対策（2級）

ラベルリンク、ロールオーバー、イメージマップなど、リンクの応用を
学びます。また、ホームページ検定2級の出題範囲について学習します
。

教科書の作業を完結しておくこと
。またHP検定2級の復習をしてお
くこと。（1時間）

8HP作成検定対策（2級）①よく出題されるプロパティを含むHP2級の問題の解き方を学習します。HP検定2級の復習をしておくこと。（1時間）

9HP作成検定対策（2級）②ボーダーなどのプロパティを含むHP検定2級の問題の解き方を学習します。
HP検定2級の復習をしておくこと
。（1時間）

10HP作成検定対策（2級）③ラベルリンクなどを用いた難易度の高いHP検定2級の問題の解き方を学習します。
HP検定2級の復習をしておくこと
。（1時間）

11HP作成検定対策（2級）④検定模擬を実施し、弱点の抽出を行います。
HP検定2級の過去問題を配布する
ので、課題として提出すること
（2時間）

12Webページ課題制作 新たな題材でホームページ制作の過程を最初から復習していきます。
課題「京都物語」サイトの構築を行っていきます。

教科書の総合問題を解いておくこ
と。（2時間）

13Webコンテンツの制作① Webアートデザイナーを利用し、写真の加工や合成の方法、タイトルロゴやボタンなど、個人課題で使用する素材を制作していきます。
課題の中で利用するオリジナル素
材を準備すること。（1時間）

14Webコンテンツの制作② Webアニメーターを利用した文字バナー広告など、個人課題で使用するアニメーション素材を制作します。
課題の中で利用するオリジナル素
材を準備すること。（1時間）

15Webページ課題仕上げ 課題「京都物語」を指示に従って完成させていきます。
HP作成検定2級に関する復習も行う予定です。

課題を期限までに提出すること。
（2時間）

テキスト
「よくわかるホームページ・ビルダー19」（FOM出版）　ISBN:978-4-86510-
207-9 (生協で購入してください。)　教科書に従って演習を進めていきます
ので、必ず購入してください。

成績評価の方法・基準
課題：50％　定期試験：50％
定期試験はホームページ作成検定2級レベルの内容となります。
A:課題の提出と定期試験またはHP検定において80%程度の技能が認められる
B:課題の提出と定期試験またはHP検定において70%程度の技能が認められる
C:課題の提出と定期試験またはHP検定において60%程度の技能が認められる

参考書
「ホームページ作成検定試験模擬問題集2級編」日本情報処理検定協会編  検
定試験を受験する方はできる限り購入してください。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
パソコン操作に慣れていることが前提ですが、複雑な操作は多くありませんの
で誰でも受講可能です。今後、「ホームページ実践」の履修、またはHP作成検
定1級取得を目指す人はぜひ履修をしてください。
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科目名 日本語入門（異文化理解基礎） 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12301研究室 E-15

担当者 中村　純子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件 留学生限定科目

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
大学で学ぶためには、講義を理解し、教科書、参考文献を読み、レポートを作成する能力が必要です。本講義は教科書、参考文献を読む
ための読解力、レポート作成のための基礎を学びます。まず、論理的な文章に触れ、読解力を養います。それとともにレポートの文体、
論理的な文章構成、論理的な表現を学びます。最後に学んだことをもとにテーマを決めて、レポートを作成します。

学修到達目標
論理的な文章の読解、レポートの作成ができるようになることが到達目標です。そのために語彙、表現の幅を広げ、文章の構成、段落の
構成に配慮できるようになることを目指します。また、学生同士でレポートをチェックすることで、互いの意見を理解し、自分の意見を
表明できるようになることが目標です。
授業の進め方
読解に必要な技能、表現などを演習形式で学んでいきます。さらに、レポートを書くために必要な文体、構成、表現について講義をし、
実際に学んだことを基にレポートを作成してもらいます。作成後、互いの文を評価し合い、フィードバックを受けます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
読解：語のまとまり
作文：表記の仕方
作文「国の有名人」

読解のストラテジーとして、語を意味のまとまりでとらえる観点を学び
ます。作文では、縦書き、横書き、文体と書き言葉について学び、実際
に「国の有名人」について作文を書いてもらいます。

文体、書き言葉に注意し、作文を
書く(2時間）

2読解：語のまとまり復習作文：段落の構成

読解は前回と別の文を使い、語のまとまりをとらえるエクササイズをし
ます。また、作文では段落の構成について学びます。中心文、支持文に
ついて説明します。

「使役」について復習をし、教科
書のP8～15までを読んで、予習を
する(2時間）

3
読解：使役
作文：助詞相当語　
作文｢国の有名人｣　

読解は使役、使役受身、授受表現に注意し、「する」側、「される」側
の関係をつかむストラテジーについて学びます。作文は助詞相当語につ
いて学びます。作文の合評会を行い、フィードバックを受けます。

使役、使役受身、授受表現を含ん
だ他の文の読解をする(2時間）

4読解：使役復習　作文：引用表現

「する」側、「される」側の関係をつかむストラテジーを使って、読解
練習をします。作文は「引用表現」について学びます。最後に引用表現
文型を使って「各国の国民性」についての作文を書きます。

「各国の国民性」についての作文
を完成させる。小テストに備え、
復習をする(2時間）

5読解：文の構造　小テスト

読解では文の修飾関係を正しく理解するストラテジーについて説明しま
す。さらに今までの読解、作文の書き方について小テストを行い、フィ
ードバックをします。

小テストの結果のフィードバック
をもとに理解できていない点を復
習する(2時間）

6
読解：文の構造復習　
作文：間接疑問
作文「日本人の不思議」

読解は文の構造の復習をします。作文は間接疑問文について作り方を確
認したあと、その文を使って、作文「日本人の不思議」について書いて
もらいます。「各国の国民性」のフィードバックをします。

作文「各国の国民性」の清書。
作文「日本人の不思議」を完成さ
せる(2時間）

7読解：前件と後件　作文：接続表現
読解は前件と後件の関係をつかむことを学びます。作文は接続表現につ
いて学びます。小テストに備えて、前回までの復習をします。

小テストに備えて該当箇所を復習
する(2時間）

8
読解：前件と後件の復習　
作文：「日本人の不思
　議」合評会、小テスト

読解は前件と後件の復習を行います。作文は「日本人の不思議」の合評
会とフィードバックです。また読解と作文の小テストを行います。

小テスト結果フィードバック、理
解できていない点を復習する。作
文の清書をする(2時間）

9
読解：指示詞　
作文：レポート作成
　レポート文を読む

読解は指示詞のさすものを見つけるストラテジーを身につけます。作文
は調査をもとにしたレポート作成の準備をします。まず、参考になるレ
ポート文の読解をし、到達目標をつかみます。

インターネット、図書館を利用し
て、レポートのテーマを考える
(2時間）

10読解：指示詞復習　作文：資料の引用
読解は指示詞の復習を行います。作文は資料の引用の仕方について、説
明します。また、参考文献の書き方についても学んでもらいます。

インターネット、図書館を利用し
て、レポートのテーマを考える
(2時間）

11
読解：省略
作文：レポートのテーマ
　決定･構成

読解は省略されているものはなにかを見つけるストラテジーを学びます
。作文はレポートのテーマの決定、構成を練ります。図表の書き方も学
びます。

レポートのテーマについて図書館
、インターネットを利用し、調査
する(2時間）

12
読解：「省略されている
　もの」復習
作文：文献調査

読解は省略されているものはなにかを見つけるストラテジーの復習をし
ます。作文は仮アウトラインを作ります。仮説も立てます。

レポートのテーマについて、調査
する。レポート下書きをする(2時
間）

13
読解：関連のある言葉
作文：レポート下書チェ
　ック

読解は関連のある言葉を見つけるストラテジーを学びます。作文はレポ
ートの下書きをして、チェックを受けます。 レポートを執筆する(2時間）

14読解：関連ある言葉復習作文：レポート校正
読解は関連ある言葉を見つけるストラテジーの復習をします。作文はレ
ポートの校正を行います。 レポートを完成させる(2時間）

15レポート合評会 レポートの合評会を行い、学生同士の作文から様々な視点を学びます。
フィードバックを受けて、さらに校正を行います。 レポートを清書する(2時間）

テキスト
「留学生の日本語②作文編」アカデミック・ジャパニーズ研究会編著（アル
ク）　ISBN:4-7574-0500-6  (別途、指示します。）
「留学生のための読解トレーニング」石黒圭他著（凡人社）　ISBN:978-4-
89358-780-0 (別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
受講態度：15％　小テスト：25％　課題：60％
受講態度(合評会などでの発言回数と内容）S:適切な表現で論理的な文章が書け
る。自他の文章に批判的な目を持ち、適切かつ正確に伝えられる。A:書き言葉
で論理的な文章が書ける。自他の文章に批判的な目を持ち、適切に伝えられる
。B:ほぼ適切な表現である程度論理的な文章が書ける。自他の文章に批判的な
目を持ち、ほぼ適切に伝えられる。C:ある程度論理的な文章が書ける。自他の
文章に批判的な目を持ち、伝えられる。

参考書
「留学生のための論理的文章の書き方」二通信子著（スリーエーネットワー
ク）　ISBN：978-4-88319-257-1

履修上の注意（学生へのメッセージ）
作文は時間外にやらなければならないことが多いです。講義計画に沿って準備
してきてください。質問はオフィスアワーに対応します。
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科目名 日本語応用（異文化理解応用） 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL12302研究室 E-15

担当者 中村　純子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件 留学生限定科目

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
本授業は、大学のテキスト、参考文献を理解するための読解力を養うことと、場面に合わせた文章を作成することを扱います。具体的に
は、手紙文、スピーチ原稿、自身および母国の状況をテーマにした作文を扱い、最後に社会問題に関するレポートを作成をします。また
、必要な語彙、表現、文法なども学んでいきます。

学修到達目標
場面に合わせた適切な文章を作成することができるようになることが目標です。そのためには、文章の目的に合わせて、適する語彙、表
現の選択のほか、文体、構成にも配慮できるようになることを目指します。また、互いの作文をチェックすること、ディスカッションを
通して、様々な視点を学ぶこと、自分の意見を表明できるようになることを目標とします。
授業の進め方
読解と作文を行います。読解は読解のためのストラテジーを学んでいきます。作文は実例に触れながら、様々な文章の特徴を理解しても
らい、その特徴を踏まえ、様々な文章を作成してもらいます。作成後、学生同士、フィードバックも行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
読解：筆者の意見　
作文：はがきの書き方

授業の目的、概要、評価の仕方を説明します。読解では文末に注意し、
筆者の意見を見抜くストラテジーを学びます。作文では、eメール、は
がきの書き方について学び、実際に書く練習をします。

実際にeメールを教員に出す。ま
た、はがきは実際に書き、投函す
る(2時間）

2
読解：「筆者の意見」復　
習
作文：手紙文の書き方

読解は筆者の意見を見抜くストラテジーについて復習をします。作文は
手紙文の書き方を学び、実際に書く練習をします

手紙文の下書きをしてくる
(2時間）

3読解:筆者の立場　作文:スピーチ原稿

読解は筆者の立場を見分けるストラテジーを学びます。作文は過去の留
学生の書いたスピーチ原稿を参考にし、ブレインストーミングをします
。

スピーチのテーマを考え、下書き
をする(2時間）

4
読解:「筆者の立場」復習
作文:スピーチ原稿の発表
　の仕方

読解は筆者の立場を見分けるストラテジーの復習をします。作文はスピ
ーチ原稿の下書きをチェックし、フィードバックをします。よいスピー
チとは何かを考えます。

スピーチ原稿の清書、スピーチの
練習をする(2時間）

5読解:大切なことのサイン作文:スピーチ発表会
読解は大切なことのサインをつかむストラテジーを学びます。スピーチ
の発表をし、他学生、教員からフィードバックを得ます。

小テストに備え、復習をする
(2時間）

6
読解:「大切なことのサ
　イン」復習　
作文:アジア賞原稿構成　

読解は「大切なことのサイン」の復習をします。作文はアジア賞に向け
て、テーマを考え、構成を練ります。前回のアジア賞応募の原稿を読み
、到達目標を把握します。

アジア賞の応募原稿の下書きを書
く(2時間）

7
読解：速読　
作文：アジア賞応募原稿
　作成

読解は速読のストラテジーを学びます。作文は、作文評価の観点の説明
を受けたのち、アジア賞応募原稿の下書きを学生同士、チェックします
。

アジア賞応募原稿の清書をする
(2時間）

8
読解：「速読」復習　
作文：アジア賞応募原稿
　完成、合評会

読解は速読の復習、作文はアジア賞原稿の合評会を行い、学生同士、互
いの考え方を理解します。

アジア賞応募原稿校正をする(2時
間）

9
読解：話題を見抜く
作文：調査をしてレポ
　ートを書く

読解は文章の話題を見抜くストラテジーを身につけます。作文は社会問
題もとにしたレポートの作成をします。テーマ決定のためのブレインス
トーミングを行います。

インターネット、図書館などを利
用し、レポートのテーマを考える
(2時間）

10
読解:「文章の話題を見抜
　く」復習　
作文:仮アウトライン

読解は「文章の話題を見抜く」ストラテジーの復習をします。作文はレ
ポートのテーマ、構成を決め、仮アウトラインを作成します。

小テストのための復習をする。
レポートのテーマについて調べる
(2時間）

11小テスト読解:ストーリーを読む
小テストをします。読解はストーリーを読むためのストラテジーを学び
ます。作文は仮アウトラインにのっとって、下書きをします。

レポートの下書きを完成させる
(2時間）

12
読解:「ストーリーを読
　む」復習　
作文:賀状の書き方

読解は「ストーリーを読む」の復習をします。作文は賀状の書き方につ
いて学びます。

レポートの下書きを完成させる
(2時間）

13
読解：読み間違いを見つ　
ける
作文：下書きチェック

読解は読み間違いを見つけるストラテジーを学びます。作文はレポート
の下書きを学生同士観点に沿って、チェックし、フィードバックを得ま
す。

フィードバックをもとにレポート
の校正、清書をする(2時間）

14
読解「読み間違いを見つ　
ける」復習　
作文：レポート合評会

読解は「読み間違いを見つける」ストラテジーの復習をします。作文は
レポート合評会を行い、学生同士、互いの考え方を理解し、ディスカッ
ションを行います。

定期試験に備え、復習をする(2時
間）

15総復習作文：合評会
定期試験に備え、総復習をします。作文はレポートの合評会の続きを行
い、学生同士、考え方を理解し、ディスカッションを行います。

定期試験に備え、復習をする(2時
間）

テキスト
「留学生のための読解トレーニング」 石黒圭著（凡人社）　ISBN:978-4-
89358-780-0 (別途、指示します。）
日本語入門と同じ教科書です。

成績評価の方法・基準
受講態度：15％　小テスト：20％　課題：45％　定期試験：20％
受講態度　(合評会などでの発言回数と内容）S:場面に合わせた文章を適切、か
つ正確に作成できる。自分の意見を適切かつ正確に表明できる。A:場面に合わ
せた文章を適切に作成できる。自分の意見を適切に表明できる。B:場面に合わ
せた文章をほぼ適切に作成できる。自分の意見をほほ適切に表明できる。C:場
面に合わせた文章を作成できる。自分の意見を表明できる。

参考書
「日本語Eメールの書き方」簗晶子他著（ジャパンタイムズ）　ISBN：4-
7890-1184-4

履修上の注意（学生へのメッセージ）
留学生の物の見方、考え方を表明する場でもありますので日頃より見聞を広げ
てほしいと思います。質問はオフィスアワーで対応します。
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科目名 日本事情Ⅰ（異文化理解基礎） 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22303研究室 E-15

担当者 中村　純子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件 留学生限定科目

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
この授業は日本人学生と留学生が共に学び合い、異文化コミュニケーションを実践する授業です。地域のグローバル化に伴って、異文化
の人との円滑なコミュニケーション力の養成は重要な課題となっています。この授業では、理論として異文化コミュニケーションの特徴
、異文化コミュニケーションに対する態度を学び、さらにトレーニング、実際の異文化交流を通して、異文化に対する意識の変革を目指
します。

学修到達目標
この授業では、異文化コミュニケーションの特徴、異文化コミュニケーションに対する態度を学び、実際に異文化の人との円滑なコミュ
ニケーションをとれるようになることが目的です。さらに留学生と日本人がテーマに沿ってディスカッションをし、互いの意識改革を行
い、多文化共生社会の礎を築くことが目標です。
授業の進め方
講義形式で異文化コミュニケーションに関する理論を説明します。その理論をもとに様々な事例を取り上げ、日本人学生と留学生がディ
スカッションをし、互いの考え方、価値観、文化が理解できるようにします。また、国際交流活動に参加してもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業ガイダンス異文化を理解する
授業の目的、概要、評価の仕方を説明します。異文化コミュニケーショ
ンとは何かを考えます。

身近にあった異文化コミュニケー
ションの経験をレポートにまとめ
る(2時間）

2異文化体験発表新しい常識の発見

異文化体験を発表し、異文化が身近であることを理解します。
異文化の人と常識が違うことを様々な例を用いて説明します。自分の価
値観を絶対正しいと思わない態度を身につけます。

自分の体験で、異文化でなくても
、常識の通じなかった経験をレポ
ートにまとめる(2時間）

3
常識が通じなかった体験発
表
ステレオタイプ

常識の通じないというのは異文化だけではないことを理解します。ステ
レオタイプの定義、要因、そして自らのステレオタイプを考えます。さ
らに自分、自分の国がどう見られているかを考えます。

世界の様々な国のステレオタイプ
を調べて、レポートにまとめる
(2時間）

4「ステレオタイプ」発表文化とコミュニケーション

ステレオタイプについて発表を行い、ステレオタイプの弊害について考
えます。文化とコミュニケーションについて考え、誤解を受けるメカニ
ズムを考えます。

誤解を受けた経験を客観的に振り
返り、その要因を分析し、レポー
トにまとめる(2時間）

5
「誤解」レポート発表
コミュニケーションスタイ
ル－誘い方と断り方

人間がコミュニケーションをとるとき、異文化ならずとも誤解がおこる
ことをメカニズム的に理解します。さらに、コミュニケーションスタイ
ルの違う文化では誤解が起こりやすいことを学びます。

誘い方と断り方の自分のコミュニ
ケーションスタイルについて、分
析的に考え、まとめる(2時間）

6
「誘い方と断り方」発表
コミュニケーションスタ
イル－謝罪と感謝

自分の誘い方と断り方のコミュニケーションスタイルを客観的に知る。
謝罪と感謝のコミュニケーションスタイルの文化による相違について考
える。

スタイルが異なるとどんな摩擦が
起きやすいかをレポートにまとめ
る(2時間）

7
松本国際ふるさと祭り
「こいこい松本」への参
加準備

「こいこい松本」の目的、概要を説明します。松本の外国籍住民につい
ての理解を深め、自分なりのスタッフ参加の目的を決めます。

スタッフ会議も含め当日スタッフ
として参加する。参加後、レポー
トを書く（16時間）

8「こいこい松本」に参加して学んだことを発表
「こいこい松本」に参加しての自分の目的に合わせた成果を発表します
。発表の後、ディスカッションをします。

ディスカッションの内容も含め、
レポートをまとめ直す
(4時間）

9非言語コミュニケーションータッチング・空間距離
非言語コミュニケーションとは何か。非言語の文化的影響を説明します
。本授業ではタッチング、空間距離の文化的差異を取り上げます。

他者を観察し、非言語を使ったコ
ミュニケーションの実例をレポー
トにまとめる(4時間）

10
非言語コミュニケーション
－表情・アイコンタクト・
ジェスチャー

非言語コミュニケーションの表情、アイコンタクト、ジェスチャーを取
り上げ、文化的差異について説明します。最後に非言語コミュニケーシ
ョンが摩擦を生む例について考えていきます。

非言語コミュニケーションを分類
し、摩擦の多いタイプは何かをレ
ポートにまとめる(4時間）

11多文化共生の意義と課題
多文化共生の意義、課題を考えます。
まず、カナダ、日本の実例について紹介します。
課題についてディスカッションをします。

多文化共生の意義と課題について
調べてレポートにまとめる（4時
間）

12多文化共生の意義と課題－発表
多文化共生の意義、課題について調べてきたことを発表します。
お互いの発表を聞いて、ディスカッションをします。

外国人(異文化の出身者）にイン
タビューする。テーマを考える
(4時間）

13外国人にインタビュー
学習してきたことをもとに自分でテーマを決めて、外国人にインタビュ
ーします。本授業ではテーマについて理解を深め、調査項目を決定しま
す。

仮調査票を完成させる(4時間）

14外国人にインタビュー－パイロット調査
調査項目をもとにパイロット調査を行います。学生同士質問をし合い、
調査項目を見直します。

調査票を完成させ、調査を行い、
PPTでスライドを作る
(4時間）

15発表原稿チェック発表シミュレーション
お互いに発表原稿のチェックをします。よい発表の観点を説明し、シミ
ュレーションを行います。

シミュレーションでのフィードバ
ックをもとに発表原稿を完成させ
、発表練習をする(4時間）

テキスト
「異文化コミュニケーション・ワークブック」矢代京子他著著（三修社）　
ISBN:978-4-384-01851-6 (講義にて配布します。)

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：40％
発表30％　受講態度（ディスカッションでの発言回数と内容）S:異文化コミュ
ニケーションの特徴を深く理解し、円滑なコミュニケーションがとれる。A:異
文化コミュニケーションの特徴を理解し、円滑なコミュニケーションがとれる
。B:異文化コミュニケーションの特徴をほぼ理解し、のコミュニケーションが
とれる。C:異文化コミュニケーションの特徴をある程度理解し、コミュニケー
ションができる。

参考書
「異文化理解入門」原沢伊都夫著（研究社）　ISBN：978-4-327-37734-2

履修上の注意（学生へのメッセージ）
異文化の人と交流をして互いの価値観を知り、理解できるようにしてください
。質問はオフィスアワーで対応します。

225



科目名 日本事情Ⅱ（異文化理解応用） 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL22304研究室 E-15

担当者 中村　純子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件 留学生限定科目

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
地域のグローバル化にともない、日本の事情を客観的に知ること、さらにそれを他に伝えることが必要となっています。この授業はまず
日本を大きく3つの地域に分け、その文化、歴史、宗教等を学んでいきます。そして、地域ごとに自分が興味を持ったテーマを見つけ、発
表します。発表は3回行います。留学生と日本人学生がともに日本事情について学ぶことにより、互いの文化、歴史、宗教等を比較し、日
本事情の特徴に対する理解を深めます。

学修到達目標
日本の事情を知り、さらにそれを他に伝えられるようになることを目標とします。また、留学生の母国との比較により、それぞれの文化
に対する理解を深めることも目標とします。また、発表のスキルを学ぶことも目標です。

授業の進め方
授業の前半は講義形式で、地域ごとの文化、歴史、宗教等を学びます。後半は学生がテーマを選び、発表します。その内容について学生
同士質問したり、話し合ったりしてもらいます。最後に発表のコメントを書き、提出します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス
日本の地理
北部（北海道）について

授業の目的、授業概要、授業評価について説明を受けます。日本の地理
の概要をつかんだ後に、北海道について学びます。北海道は主にアイヌ
の歴史について学びます。

復習及び発表準備（2時間）

2北部(岩手県）について 柳田國男の「遠野物語」を中心に学びます。日本の民俗学について
理解を深めます。方言についても考えます。 復習及び発表準備（4時間）

3北部（仙台、奥の細道）について
東北の3大祭りについて学びます。さらに俳句について学び、「奥の細
道」について理解を深めます。また句会の準備をします。

俳句を実際に作る。
復習及び発表準備（4時間）

4
句会
北部（福島・茨城）につい
て

句会を体験します。さらに東日本大震災について学びます。また、白虎
隊、日光東照宮についてそれぞれの歴史についても理解を深めます。

発表準備まとめ。北部小テスト準
備（6時間）

5
中部（東京・富士山）につ
いて　学生発表①
小テスト（北部）

東京、下町文化、富士山とそこから生まれた芸術について、学びます。
東北地方に関する小テストを受け、知識を定着させます。発表を行い、
その発表のテーマについてディスカッションをします。

発表準備（2時間）

6中部（信州）について学生発表②

桜と日本人の美意識について学びます。また、江戸時代の人々の暮らし
について絵島事件を通して学びます。発表を行い、その発表のテーマに
ついてディスカッションをします。

日本人の美意識に対する本を読み
、レポートを書く（4時間）

7中部（奈良、京都）学生発表③
奈良時代、平安時代を中心に学びます。発表を行い、その発表のテーマ
についてディスカッションをします。

復習及び発表準備
（4時間）　

8中部(滋賀、大阪）学生発表④

戦国時代を中心に学びます。また、茶道の概要、精神についても学びま
す。発表を行い、その発表のテーマについてディスカッションをします
。

発表準備
茶道の歴史と茶掛けを調べる。
（4時間）

9茶道体験 茶道を体験します。その際茶道の精神がどのように実際に活かされてい
るかを探ります。

茶道体験をレポートにまとめる。
発表準備　
小テスト準備(6時間）

10
南部（島根県出雲・松江
）について
小テスト(中部）

神話、怪談などを中心に学びます。また、中部地方について知識定着の
ための小テストを行います。発表を行い、その発表のテーマについてデ
ィスカッションをします。

神話、怪談の中から、好きなもの
を選び、あらすじをまとめる。
（4時間）

11
南部（岡山・広島）につい
て
学生発表⑥

日本の城、および安芸の宮島を中心に学びます。発表を行い、その発表
のテーマについてディスカッションをします。 復習及び発表準備（4時間）

12南部（四国）について学生発表⑦
坂本竜馬、正岡子規を中心に学びます。発表を行い、その発表のテーマ
についてディスカッションをします。 復習及び発表準備（4時間）

13
南部（福岡・長崎・大分
）について
学生発表⑧

原爆、鎖国、温泉を中心に学びます。発表を行い、その発表のテーマに
ついてディスカッションをします。 復習及び発表準備（4時間）

14
南部（熊本・鹿児島）につ
いて
学生発表⑨

熊本、鹿児島の自然、歴史を中心に学びます。発表を行い、その発表の
テーマについてディスカッションをします。 復習及び発表準備（4時間）

15沖縄について学生発表⑩
戦争、自然、歴史を中心に学びます。発表を行い、その発表のテーマに
ついてディスカッションをします。

小テスト(南部）準備及び発表準
備（4時間）

テキスト
(講義にて配布します。)　パワーポイントによる資料を配布

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　レポート：20％　小テスト：20％
発表50％　S:授業内容の高度な理解の上に立ち、自らテーマを発見、探求し、
他に伝えることに優れている。A:授業内容を理解し、自らテーマを発見、探求
し、他に伝えることができる。B:授業内容をほぼ理解し、テーマにそって探求
し、他に伝えることができる。C:授業内容の60％程度を理解し、テーマについ
て他に伝えることができる。

参考書
「日本人と日本文化」司馬遼太郎　ドナルド・キーン著（中公新書　285）　
ISBN：4-12-100285-7

履修上の注意（学生へのメッセージ）
日本人学生、留学生が互いの国の事情を積極的し合うことが必要です。質問は
オフィスアワーで対応します。
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科目名 子どもの育ちと教育 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13101研究室 A-02

担当者 大藏　真由美 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限､水曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
子どもの成長発達は連続しています。そのことの理解が十分でないと、子どもの育ちが円滑に進まないことがあります。そこで本授業で
は、小学校へとつながる幼児期に着目し、その成長発達の特徴及びその時期の子どもの成長発達のために重要である教育の基本を理解す
ることを目的とします。具体的には、映像資料を活用して3歳から5歳までの子どもの成長発達の特徴を考えます。さらに、幼児教育の基
本を、映像資料や幼稚園教育要領等を資料として考えます。

学修到達目標
1.幼児期の子どもの成長発達の特徴を理解し、説明できる。
2.幼児期の子どもの育ちのために重要な教育の基本を理解し、説明できる。
3.子どもの育ちをめぐる今日的課題に興味関心を持ち、その一つについて自分の意見を表明できる。
授業の進め方
講義形式を主として進め、適宜、グループワーク等を行います。必要に応じて資料を配布しますが、資料は授業内容の理解を助け、さら
に発展的内容を示していますので、該当する授業前に必ず読み、持参して授業に臨んで下さい。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業内容や進め方を説明します。 シラバスを読む、幼稚園教育要領
解説を読む。(4時間)

2子どもの育ち1 三歳前半の成長の様子とその特徴を説明します。
第1回授業で配布した資料の該当
箇所を読む、授業時に指示した内
容を行う。(4時間)

3子どもの育ち2 三歳後半の成長の様子とその特徴を説明します。
前時の復習、第1回授業で配布し
た資料の該当箇所を読む(2間)。
ワークを完成する。(2時間)

4子どもの育ち3 四歳児の成長の様子を映像を通して確認します。
前時の復習、第3回授業で配布し
た資料の該当箇所を読む。(2時間
)ワークを完成する。(2時間)

5子どもの育ち4 四歳児の成長とその特徴を説明します。
前時の復習、第3回授業で配布し
た資料②の該当箇所を読む。(2時
間)ワークを完成する。(2時間)

6子どもの育ち5 五歳児の成長の様子を映像を通して確認します。
前時の復習、第5回授業で配布し
た資料の該当箇所を読む。(2時間
)ワークを完成する。(2時間)

7子どもの育ち6 五歳児の成長の特徴を説明します。
前時の復習、第5回授業で配布し
た資料の該当箇所を読む。(2時間
)ワークを完成する。(2時間)

8ここまでの授業のまとめ 第7回までの授業内容を振り返り、総括します。
第7回までの授業内容を復習する
、幼稚園教育要領解説を再読する
。(4時間)

9子どもの育ちのために1 子どもの今と子どもの最善の利益について考えます。
第8回授業で配布した資料を読む
、授業時に指示した内容を行う。
(4時間)

10子どもの育ちのために2 養護と教育について説明します。
前時の復習、第9回授業で配布し
た資料を読む、授業時に指示した
内容を行う。(4時間)

11子どもの育ちのために3 環境を通して行う教育について説明します。
前時の復習、第10回授業で配布し
た資料を読む、幼稚園教育要領解
説の指定箇所を読む。(4時間)

12子どもの育ちのために4 遊びを通して行う教育について説明します。
前時の復習、第11回授業で配布し
た資料を読む、幼稚園教育要領解
説の指定箇所を読む。(4時間)

13子どもの育ちのために5 主体的活動の展開について説明します。
前時の復習、第12回授業で配布し
た資料を読む、授業時に指示した
内容を行う。(4時間)

14子どもの育ちのために6 子どもの育ちをめぐる今日的課題について説明します。
前時の復習、第13回授業で配布し
た資料を読む、授業時に指示した
内容を行う。(4時間)

15まとめ 第9回から第14回の授業を振り返り、総括します。また、授業全体のま
とめを行います。

これまでの授業の復習をする。
(4時間)

テキスト
使用しません。必要に応じて資料を配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：35％　定期試験：35％
受講態度(授業への意欲、毎時間後の感想・質問)、レポート(授業内容の理解度
や考察の深まりを知る為の授業内小レポートやワーク)、定期試験を総合して評
価します。
＜評価基準＞S:正しく理解された授業内容に加え、資料やデータを活用しつつ
、論理的に自分の考え、意見を述べている。A:授業内容を正しく理解し論理的
に説明できる。B:授業で取り上げた事柄を理解し説明できる。C:授業で取り上
げた事柄を理解している。

参考書
「小学校学習指導要領」文部科学省編（東京書籍）
「幼稚園教育要領解説」文部科学省編（フレーベル館）
その他は授業の進捗状況に合わせて紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
家族や家庭、その中で子どもに対して行われる教育的営みは身近な事柄です。
自分の経験と比較しながら聴講して下さい。また、積極的な授業参加を期待し
ています。受講者数により参加型の授業を取り入れていきます。
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科目名 心理学概論 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13102研究室 A-18

担当者 川島　一夫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日3限､木曜日4限､木曜日5限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 心理学

授業概要
心理学は科学であることを中心テーマに、心理学全般について学びます。心理学についてのビデオをみて、その領域についての説明を行
います。また、授業の途中での小テストや、課題の本を読みテーマを決めての討論を行います。一般に考えられている心理学に対する誤
解を解くことが授業の目的です。なお、締め切り日をすぎたレポートは一切受け取りません。レポートを期日どおりに出すこともこの授
業の目的です。

学修到達目標
心理学について、幅広い知識を習得し、一般に考えられている心理学に対する誤解を解くことができる。また、人間関係を含めた社会的
な事象について客観的なデータをもとに解釈することができる。

授業の進め方
ビデオ心理学への招待(DISCOVERING PSYCHOLOGY)を聴視し、その中で出てくる内容についての講義を行います。また、小テスト、討論も
行います。さらに質問に回答すること。レポートは、それぞれ2000文字以上です。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1研究を理解する 研究を理解する Understanding Researchを資料による説明とDVD視聴資料を参照して心理学の研究につ
いてのレポート（4時間）

2反応する脳 反応する脳 The Responsive Brainを資料による説明とDVD視聴宿題の小テストを資料を見て回答
（4時間)

3子供の発達 子供の発達 The Developing Childを資料による説明とDVD視聴を行いま
す

宿題の小テストを資料を見て回答
（4時間)

4感覚と知覚 感覚と知覚 Sensation and Perceptionを資料による説明とDVD視聴を行
います

「面白いほどよくわかる」前半を
読んでレポート 2000文字（4時間
)

5学習理論 学習 Learningを資料による説明とDVD視聴を行います
「面白いほどよくわかる」後半を
読んでレポート 2000文字（4時間
)

6討論と質問回答　「心理学ってどんなもの」
「面白いほどよくわかる!」心理学の本について討論と質問回答を行い
ます

「面白いほどよくわかる!」心理
学の本　討論の感想文（4時間)

7記憶と忘却 記憶と忘却 Remembering and Forgettingを資料による説明とDVD視聴を
行います

宿題の小テストを資料を見て回答
（4時間)

8判断と意思決定 判断と意思決定 Judgment and Decision Makingを資料による説明と
DVD視聴を行います

「アサーション入門」前半を読ん
でレポート（4時間)

9動機づけと情動 動機づけと情動 Motivation and Emotionを資料による説明とDVD視聴を
行います

「アサーション入門」後半を読ん
でレポート（4時間)

10討論と質問回答　「アサーション入門」 「アサーション入門」について討論と質問回答を行います 「アサーション入門」討論の感想
文（4時間)

11認知過程 認知過程 Cognitiveを資料による説明とDVD視聴を行います宿題の小テストを資料を見て回答（4時間)

12成熟と老化 成熟と老化 Maturing and Agingを資料による説明とDVD視聴を行います
「スタンフォードの自分を変える
教室」前半を読んでレポート
（4時間)

13状況の力 状況の力 The Power of the Situationを資料による説明とDVD視聴を行
います

「スタンフォードの自分を変える
教室」後半までを読んでレポート
（4時間)

14
討論と質問回答「スタンフ
ォードの自分を変える教室
」

「スタンフォードの自分を変える教室」の討論と質問回答を行います。 「脳はなにかと言い訳する」討論の感想文（4時間)

15心理療法 心理療法 Psychotherapyを資料による説明とDVD視聴 宿題の小テストを資料を見て回答（4時間)

テキスト
「面白いほどよくわかる不思議な心理学」ライフ・エキスパート著
（KAWADE夢文庫）　ISBN:978-4309498300 (生協で購入してください。)
「アサーション入門」平木 典子著（講談社現代新書）
「スタンフォードの自分を変える教室」ケリー・マクゴニガル著（だいわ文
庫）
レポート課題対象となる新書・文庫3冊は別途指示する。

成績評価の方法・基準
小テスト：70％　レポート：30％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考力に基づく探求姿勢をもっ
てレポートに取り組み、小テストでは、全問題に正解できる。A:授業内容を理
解し、積極的な探求姿勢をもってレポートに取り組み、殆どの小テストが正解
できる。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられたレポートに誠実に取り組
み、小テストが解ける。C:授業の内容の60％程度を理解し、与えられたレポー
トに誠実に取り組み、授業で示した例題と同レベルの小テストが解ける。

参考書
参考図書は、授業時に紹介します。また、領域ごとの講義の区切り時に、ト
ピックや心理学最新情報も含めて紹介していきます。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本を読んでのレポートと討論があります。締め切り日をすぎたレポートは一切
受け取りません。大変ですが楽しみにしてください。
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科目名 健康管理論 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13103研究室 S-16

担当者 江原　孝史 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ △ △ △

授業概要
生活習慣病や高齢化などを背景に、健康志向の考え方が社会に広まっています。このような時代背景にいったいどんな健康を害する要素
が潜んでいるのか？、本科目では講義を行います。「健康ではない状態」を回避するため、または、改善するために何をすべきなのか
？についても情報を提供します。

学修到達目標
「健康」の概念を理解し、「健康」を害する要因と「健康」を維持するための方法について基礎知識を習得することが目標です。

授業の進め方
指定のテキストを用いて進めますが、テキストには掲載されていない内容も講義内容には含まれます。必要に応じてプリントなどを配布
したり、スライドを使って説明します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1社会と健康 健康の定義、概念を理解する。生活習慣と健康の関係、環境が健康に及
ぼす影響について説明し、公衆衛生とその歴史について学びます。

テキストの第1章を読んでくる。
テキストの練習問題を解く。
（4時間）

2疫学 疫学の定義と疫学のさまざまな指標、疫学的研究方法について学びます
。

テキストの第2章を読んでくる。
練習問題を解く。（4時間）

3人口統計 統計の基本事項について学び、人口統計、国勢調査、平均寿命、健康寿
命について学びます。

テキストの第3,4,5章を読んでく
る。健康寿命延伸について調べる
。（4時間）

4健康づくり 日本の健康づくり施策（第一次健康づくり対策からの歴史的変遷、運動
指針）食生活関連施策、運動関連施策について学びます。

テキストの第6章を読んでくる。
食生活関連施策の特徴とその変遷
について調べる。（4時間）

5健康管理 健康管理の原則と考え方、健康教育定義と方法、その計画と実施、事例
について学びます。

テキストの第7章を読んでくる。
健康教育の事例を調べる。（4時
間）

6生活習慣と健康 生活習慣病、メタボリックシンドロームについて学び、特定健診、保険
指導についても学びます。

テキストの第8章を読んでくる。
生活習慣病のどれか1つについて
調べる。（4時間）

7生活習慣病の疫学、予防、健康管理1

循環器疾患、糖尿病、脂質異常、がんとその予防、運動による予防効果
と運動を始める前のメディカルチェックの重要性と検査項目、基準値に
ついて学びます。

テキストの第9章を読んでくる。
血液検査の脂質異常の項目につい
て調べる。（4時間）

8生活習慣病の疫学、予防、健康管理2

骨粗鬆症、慢性閉塞性肺疾患、ロコモティブシンドロームについて学び
、運動による予防効果と運動を始める前のメディカルチェックの重要性
と検査項目、基準値について学びます。

テキストの第9章を読んでくる。
骨粗鬆症の治療について調べる。
（4時間）

9地域の保健予防システム 保健所の歴史とその役割、保健師の役割、災害・危機管理対策、感染症
法について学びます。

テキストの第10章を読んでくる。
感染症法の疾患について調べる。
（4時間）

10社会保障制度 社会保障の概念、医療制度、福祉制度について学びます。
テキストの第11章を読んでくる。
世界の国の社会保障制度について
調べる。（4時間）

11高齢者の健康管理 高齢者の医療確保に関する法律、健康増進事業、介護保険法と制度、認
知症、サルコぺニアについて学びます。

テキストの第12章を読んでくる。
フレイルの予防について調べる。
（4時間）

12母子の健康管理 母子保健事業、保健指導、児童虐待、子供子育て支援制度について学び
ます。

テキストの第13章を読んでくる。
児童虐待、いじめについて調べる
。（4時間）

13学校の健康管理 健康診断と保健指導、学校給食、児童生徒の問題行動について学びます
。

テキストの第14章を読んでくる。
発達障害について調べる。（4時
間）

14職場の健康管理 一般健康診断、職業病と特殊健康診断、メンタルヘルスについて学びま
す。

テキストの第15章を読んでくる。
職業病の歴史について調べる。
（4時間）

15国際保健 地球規模の健康問題、世界の人口問題について学びます。
テキストの第1章を読んでくる。
世界と自分が住む地域の人口問題
について調べる。（4時間）

テキスト
「基礎から学ぶ　健康管理概論」柳川　洋編（南江堂）　ISBN:978-4-524-
25475-0 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
S : 授業内容を高度に理解し、実習に積極的に取り組みかつ質問し、実習課題
の内容が特に優れ、定期試験も90点以上。A : 授業内容をよく理解し、実習に
積極的に取り組みかつ質問し、実習課題の内容が優れ、定期試験が80点以上。B
: 授業内容を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、実習課題の評価が良
で定期試験が70点以上。C : 授業の内容を理解し、与えられた課題に取り組み
、実習課題の評価が可で定期試験が60点以上。

参考書
「生活習慣病と健康管理」斉藤征夫、柏原征子、鈴木康夫、谷口いつか著
（診断と治療社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
社会人になると、自分の健康は自分で管理しなければなりません。皆さんを取
り巻く環境や自分のライフスタイルを客観的に評価してみよう、という気持ち
で講義を聞いてください。
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科目名 生涯スポーツⅠ（集団的スポーツ）齊藤クラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13104研究室 S-20

担当者 齊藤　茂 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本講義では、バスケットボールを中心とした集団で行うスポーツを通して、身体活動の面白さを体験し、生涯にわたってスポーツを楽し
むことができるような下地をつくります。具体的には、バスケットボール等の基本スキルを習得した上で、チームの仲間と協力してゲー
ム自体を楽しみ、高い運動量を確保します。

学修到達目標
生涯を通じてスポーツを楽しむ習慣を身に付けることを目標とします。また、チームになってゲームを行うため、チーム内でコミュニケ
ーションをとりながら競技を行うことも目標です。

授業の進め方
講義の前半はグループ単位で技術練習を行ない、後半はゲーム形式の講義が中心となります。ゲームを通じての実践的な技術向上を目指
し、早い段階からゲームを行っていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業参加に際しての注意事項、授業の進め方等について説明を行う。 シラバスを熟読し、講義内容につ
いて理解する。（1時間）

2ボールハンドリング練習 バスケットボールに慣れるために、ハンドリングを学習します。授業の
後半では、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

3シュート練習 バスケットボールの基本スキルであるシュートを学習します。授業の後
半では、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

4パス練習 バスケットボールの基本スキルであるパスを学習します。授業の後半で
は、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

5ドリブル練習 バスケットボールの基本スキルであるドリブルを学習します。授業の後
半では、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

6ピポット、ドリブルターンの練習

バスケットボールの基本動作であるピポット、ドリブルターンを学習し
ます。授業の後半では、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認しま
す。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

7ディフェンス練習 バスケットボールのディフェンスの仕方を学習します。授業の後半では
、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）。

81対1、2対2の練習
バスケットボールの1対1、2対2のオフェンス・ディフェンスの仕方を学
習します。授業の後半では、ゲーム形式の練習の中で学んだことを確認
します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

9総合練習(1)
バスケットボールの1対1のディフェンスを班ごとに練習した後、ゲーム
で応用することを学習します。授業の後半では、ゲーム形式の練習の中
で学んだことを確認します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

10総合練習(2) バスケットボールの2対1のディフェンスを班ごとに練習した後、ゲーム
で応用することを学習します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

11総合練習(3) バスケットボールの1対1のオフェンスを班ごとに練習した後、ゲームで
応用することを学習します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

12総合練習(4) バスケットボールの2対1のオフェンスを班ごとに練習した後、ゲームで
応用することを学習します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

13総合練習(5) バスケットボールのセットプレイを班ごとに練習した後、ゲームで応用
することを学習します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

14総合練習(6) バスケットボールの応用スキルとして実践ゲームを班ごとに練習した後
、ゲームで応用することを学習します。

実技の不十分なところについて自
主練習等を行う。（1時間）

15総合練習(7) これまで学んだことを生かして、まとめのゲームを行います。 課題レポートの作成を行う。
（2時間）

テキスト
　必要に応じてプリントを配布します。

成績評価の方法・基準
レポート：20％　受講態度：80％
S：強い向上心をもって積極的に授業に参加をし、授業内でリーダーシップを発
揮した。A：強い向上心をもって積極的に授業に参加をした。B：向上心を持っ
て授業に参加をした。C：おおよそ積極的に授業に参加をした。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
運動するために適した服装（スポーツウェアやシューズ等）を各自で用意して
ください。また、生涯を通じてスポーツを楽しむ習慣を身に付けることを目標
としていますので、積極的な姿勢で授業に参加してください。
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科目名 生涯スポーツⅠ（集団的スポーツ）寺平クラス 学年学期 1年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13104研究室 非常勤

担当者 寺平　美樹 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本講義は、有酸素運動であるエアロビクスダンスと、格闘技系の動きを体験します。これらの体験を通して、正しい姿勢で身体を動かす
ことにより、負担を軽減し効果ある運動が可能であることを知ると共に、楽しく身体を動かせ、身体を動かすことで爽快な気分になるこ
とを味わってもらうことを目的とします。また、専門の講師による世界のいろいろなジャンルの音楽に合わせて踊る「ズンバ」を取り入
れていきます。

学修到達目標
運動を行うために必要なストレッチングを行うことができる。
柔軟性を高め、充分な体力をつけることを目的とします。

授業の進め方
音楽に合わせて、基本動作に強度変換要素を加え、スムーズに身体を動かしていきます。特殊な形のウェーブストレッチリングを使い、
身体のほぐし、引き伸ばし、ボディリメイクの効果を体験します。履修者数に伴い、講義計画が変更になる場合があります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業時の注意点、講義への向き合い方、進め方の説明を行います。真剣
に授業に向き合うための準備をします。

シラバスの確認をし、次週に向け
心構えを持つ（1時間）。

2ウォーミングアップの重要性

普段行っているストレッチが自己流になっていないか、正しいストレッ
チの方法を習得します。フラフープ、三角コーンを使って身体遊びをし
ます。

準備運動はなぜ大切なのか調べて
くる（1時間）。

3レクリエーション、体力レベルを知ろう

自己の体力レベルを知り、向き合って今後につなげます。ペアで、グル
ープで、身体遊びをし、個人の体力レベルを知り、体力別に運動強度を
考えてみます。

基礎体力がつく運動にはどのよう
なものがあるのか調べてくる
（1時間）。

4ウェーブストレッチ ウェーブストレッチリングを使い、かたくなっている身体をほぐしてい
きます。柔軟性を向上させます。

授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

5
エアロビクスダンス実践①
基本動作の習得、ズンバ
ウェーブストレッチ

エアロビダンス、ズンバの楽しさを体感します。 授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

6
エアロビクスダンス実践②
基本動作の習得、ズンバ　
ウェーブストレッチ

エアロビダンス、ズンバの楽しさを体感します。 授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

7
エアロビクスダンス実践③
レイヤリングを楽しもうズ
ンバウェーブストレッチ

エアロビクスダンス、ズンバの動きに慣れ、可動域を広げます。 授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

8
エアロビクスダンス実践④
レイヤリングを楽しもうズ
ンバウェーブストレッチ

エアロビクスダンス、ズンバの動きに慣れ、可動域を広げます。 授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

9エアロビクスダンス 、ズンバまとめ 音楽の速度を変える等、難易度や強度の高い構成にチャレンジします。
実践①～④で動いてきたことを復
習し、高度な構成につなげるよう
準備する（1時間）。

10
格闘技系エクササイズ実践
①
ズンバ、ウェーブストレッ

ジャブ、ストレート等、ボクシングの基本動作を正しく行い、習得しま
す。身体の動きを良くするため、ズンバを入れます。

授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

11
格闘技系エクササイズ実践
②
ズンバ、ウェーブストレッ

ガード、キック等、ボクシングの基本動作を習得し、音楽に合わせて動
きます。身体の動きを良くするため、ズンバを入れます。

授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

12
格闘技系エクササイズ 実
践③　
ズンバ、ウェーブストッチ

空手の基本の型を習得し、キレ良く、格好良く動きます。身体の動きを
良くするため、ズンバを入れます。

授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

13
格闘技系エクササイズ 実
践④
ズンバ、ウェーブストレッ

空手の蹴り動作を習得し、音楽に合わせて動きます。身体の動きを良く
するため、ズンバを入れます。　

授業で行ったストレッチを復習す
る（1時間）。

14格闘技系エクササイズ、ズンバ まとめ

ボクシング、空手の動作を音楽に合わせ、8×8の構成で動いてみます。
高度な動きにチャレンジします。身体の動きを良くするため、ズンバを
入れます。

実践①～④で動いてきたことを復
習し、高度な構成につなげるよう
準備する（1時間）。

15まとめ
エアロビクスダンスか、格闘技系エクササイズの動きを取り入れ、プロ
グラムを構成し、音楽に合わせて動きます。身体の動きを良くするため
、ズンバを入れます。

選択した動きに必要なストレッチ
を復習し、プログラムについて準
備する（1時間）。

テキスト
なし

成績評価の方法・基準
受講態度：100％
理由のない遅刻、私語、授業の向き合い方等で総合的に判断します。
S：遅刻・早退・欠席がなく、私語を慎み前向きに受講する。A：遅刻・早退・
がなく、欠席が1回のみで、私語をを慎み前向きに受講する。B：遅刻・早退・
がなく、欠席が2回以内で、私語をを慎み前向きに受講する。C：遅刻・早退・
がなく、欠席が3回以内で、私語をを慎み前向きに受講する。

参考書
必要に応じて紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
スポーツウェア(上･下)、スポーツシューズは必ず着用してください。エアロビ
クスダンスに使えそうな動きを事前に考えてみましょう。
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科目名 生涯スポーツⅡ（個人的スポーツ）新井クラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13105研究室 S-18

担当者 新井　喜代加 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日5限

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業では、バドミントンを通じてスポーツに親しむ資質を身につけることを目的とします。スポーツに親しむには、なによりスポーツ
の楽しさを体験することが重要であると考えられます。本授業では、ペア・チームごとに「楽しい」という気持ち、感覚、雰囲気、表情
等と向き合いながら、「楽しいバドミントン」を探求します。

学修到達目標
(1)バドミントンの基本的技術を習得し、ゲームに活かすことができる
(2)ペア・チームで協力して、ゲームを展開することができる
(3)楽しくゲームを進行するために工夫することができる
授業の進め方
基本的に本授業は、ペア・チーム単位で「課題の設定→課題解決のための練習方法の決定と実施→ミニゲームの実施→ミニゲームの振返
り→課題の見直しと再設定」というサイクルで進めていきます。（アクティブラーニングの実施）
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業のねらい、授業内容、評価方法、留意事項等について解説し、チー
ム分けをします

事前：シラバスを読む／事後：バ
ドミントンのルールを確認する
（1時間）

2攻守の基本的技術の習得1 グループごとにストロークの技術の習得方法を考え、それを実践します
事前：ストロークについて調べる
／事後：ストロークをする際の注
意点を復習する（1時間）

3攻守の基本的技術の習得2 グループごとにサービスの技術の習得方法を考え、それを実践します
事前：サービスについて調べる
／事後：サービスをする際の注意
点を復習する（1時間）

4攻守の基本的技術の習得3 グループごとにショット（スマッシュ）の技術の習得方法を考え、それを実践します

事前：スマッシュについて調べる
／事後：スマッシュをする際の注
意点を復習する（1時間）

5攻守の基本的技術の習得4 グループごとにショット（クリアー）の技術の習得方法を考え、それを実践します

事前：クリアーについて調べる
／事後：クリアーをする際の注意
点を復習する（1時間）

6攻守の基本的技術の習得5 グループごとにショット（ドロップ）の技術の習得方法を考え、それを実践します

事前：ドロップについて調べる
／事後：ドロップをする際の注意
点を復習する（1時間）

7基本的なルールの理解と審判技術の習得 ルールと審判技術の基本を確認し、簡易ゲームで実践します
事前：ルールと審判について調べ
る／事後：審判をする際の注意点
を復習する（1時間）

8リーグ戦1-1 これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術を発揮する場とし
てシングルスやダブルスを組み合わせたチーム対抗の試合を実施します

事前：チームごとにアピールポイ
ントを考える／事後：チームごと
にゲーム分析をする（1時間）

9リーグ戦1-2 これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術を発揮する場とし
てシングルスやダブルスを組み合わせたチーム対抗の試合を実施します

事前：チームごとにアピールポイ
ントを考える／事後：チームごと
にゲーム分析をする（1時間）

10リーグ戦1-3 これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術を発揮する場とし
てシングルスやダブルスを組み合わせたチーム対抗の試合を実施します

事前：チームごとにアピールポイ
ントを考える／事後：チームごと
にゲーム分析をする（1時間）

11基本的な技術と戦術の確認 チームごとにリーグ戦1を振返り、基本的な技術と戦術をミニゲームを通して再確認します

事前：チームごとに課題を整理す
る／事後：チーム戦術を再確認す
る（1時間）

12リーグ戦2-1
これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術とリーグ戦1から
得た知見を発揮する場としてシングルスやダブルスを組み合わせたチー
ム対抗の試合を実施します

事前：チームごとアピールポイン
トを考える／事後：チームごとに
ゲーム分析をする（1時間）

13リーグ戦2-2
これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術とリーグ戦1から
得た知見を発揮する場としてシングルスやダブルスを組み合わせたチー
ム対抗の試合を実施します

事前：チームごとアピールポイン
トを考える／事後：チームごとに
ゲーム分析をする（1時間）

14リーグ戦2-3
これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術とリーグ戦1から
得た知見を発揮する場としてシングルスやダブルスを組み合わせたチー
ム対抗の試合を実施します

事前：チームごとアピールポイン
トを考える／事後：チームごとに
ゲーム分析をする（1時間）

15レクリエーション 討議により設定した特別ルールのもと試合を実施します
事前：楽しくゲームができる特別
ルールを考える／事後：本授業の
レポートを作成する（1時間）

テキスト
特に指定せず、必要に応じて資料を配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：60％　実技：20％　レポート：20％
評価基準は次の通りです。S:批判的思考に基づく探求姿勢をもって積極的に課
題に取り組み、習得した基本的技術を用いて、チームメイトと楽しくゲームを
展開することができる/A:探求姿勢をもって積極的に課題に取り組み、習得した
基本的技術を用いて、チームメイトとゲームを展開することができる/B:与えら
れた課題に誠実に取り組み、習得した基本的技術をゲームに活かすことができ
る/C:与えられた課題に誠実に取り、習得した基本的技術を実践することができ
る

参考書
特に指定しません。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
履修者数を抽選により調整する場合があります。
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科目名 生涯スポーツⅡ（個人的スポーツ）古屋クラス 学年学期 1年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13105研究室 非常勤

担当者 古屋　顯一 必修選択 選択 科目種別 実技 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 栄教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業では、バドミントンを通じてスポーツに親しむ資質を身につけることを目的とします。スポーツに親しむには、なによりスポーツ
の楽しさを体験することが重要であると考えられます。本授業では、ペア・チームごとに「楽しい」という気持ち、感覚、雰囲気、表情
等と向き合いながら、「楽しいバドミントン」を探求します。

学修到達目標
(1)バドミントンの基本的技術を習得し、ゲームに活かすことができる
(2)ペア・チームで協力して、ゲームを展開することができる
(3)楽しくゲームを進行するために工夫することができる
授業の進め方
基本的に本授業は、ペア・チーム単位で「課題の設定→課題解決のための練習方法の決定と実施→ミニゲームの実施→ミニゲームの振返
り→課題の見直しと再設定」というサイクルで進めていきます。（アクティブラーニングの実施）
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業のねらい、授業内容、評価方法、留意事項等について解説し、チー
ム分けをします

事前：シラバスを読む／事後：バ
ドミントンのルールを確認する
（1時間）

2攻守の基本的技術の習得1 グループごとにストロークの技術の習得方法を考え、それを実践します
事前：ストロークについて調べる
／事後：ストロークをする際の注
意点を復習する（1時間）

3攻守の基本的技術の習得2 グループごとにサービスの技術の習得方法を考え、それを実践します
事前：サービスについて調べる
／事後：サービスをする際の注意
点を復習する（1時間）

4攻守の基本的技術の習得3 グループごとにショット（スマッシュ）の技術の習得方法を考え、それを実践します

事前：スマッシュについて調べる
／事後：スマッシュをする際の注
意点を復習する（1時間）

5攻守の基本的技術の習得4 グループごとにショット（クリアー）の技術の習得方法を考え、それを実践します

事前：クリアーについて調べる
／事後：クリアーをする際の注意
点を復習する（1時間）

6攻守の基本的技術の習得5 グループごとにショット（ドロップ）の技術の習得方法を考え、それを実践します

事前：ドロップについて調べる
／事後：ドロップをする際の注意
点を復習する（1時間）

7基本的なルールの理解と審判技術の習得 ルールと審判技術の基本を確認し、簡易ゲームで実践します
事前：ルールと審判について調べ
る／事後：審判をする際の注意点
を復習する（1時間）

8リーグ戦1-1 これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術を発揮する場とし
てシングルスやダブルスを組み合わせたチーム対抗の試合を実施します

事前：チームごとにアピールポイ
ントを考える／事後：チームごと
にゲーム分析をする（1時間）

9リーグ戦1-2 これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術を発揮する場とし
てシングルスやダブルスを組み合わせたチーム対抗の試合を実施します

事前：チームごとにアピールポイ
ントを考える／事後：チームごと
にゲーム分析をする（1時間）

10リーグ戦1-3 これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術を発揮する場とし
てシングルスやダブルスを組み合わせたチーム対抗の試合を実施します

事前：チームごとにアピールポイ
ントを考える／事後：チームごと
にゲーム分析をする（1時間）

11基本的な技術と戦術の確認 チームごとにリーグ戦1を振返り、基本的な技術と戦術をミニゲームを通して再確認します

事前：チームごとに課題を整理す
る／事後：チーム戦術を再確認す
る（1時間）

12リーグ戦2-1
これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術とリーグ戦1から
得た知見を発揮する場としてシングルスやダブルスを組み合わせたチー
ム対抗の試合を実施します

事前：チームごとアピールポイン
トを考える／事後：チームごとに
ゲーム分析をする（1時間）

13リーグ戦2-2
これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術とリーグ戦1から
得た知見を発揮する場としてシングルスやダブルスを組み合わせたチー
ム対抗の試合を実施します

事前：チームごとアピールポイン
トを考える／事後：チームごとに
ゲーム分析をする（1時間）

14リーグ戦2-3
これまでの授業で習得した基本的技術および審判技術とリーグ戦1から
得た知見を発揮する場としてシングルスやダブルスを組み合わせたチー
ム対抗の試合を実施します

事前：チームごとアピールポイン
トを考える／事後：チームごとに
ゲーム分析をする（1時間）

15レクリエーション 討議により設定した特別ルールのもと試合を実施します
事前：楽しくゲームができる特別
ルールを考える／事後：本授業の
レポートを作成する（1時間）

テキスト
特に指定せず、必要に応じて資料を配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：60％　実技：20％　レポート：20％
評価基準は次の通りです。S:批判的思考に基づく探求姿勢をもって積極的に課
題に取り組み、習得した基本的技術を用いて、チームメイトと楽しくゲームを
展開することができる/A:探求姿勢をもって積極的に課題に取り組み、習得した
基本的技術を用いて、チームメイトとゲームを展開することができる/B:与えら
れた課題に誠実に取り組み、習得した基本的技術をゲームに活かすことができ
る/C:与えられた課題に誠実に取り、習得した基本的技術を実践することができ
る

参考書
特に指定しません。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
履修者数を抽選により調整する場合があります。
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科目名 こころと体の健康 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13104UL13106研究室 S-03

担当者 進藤　政臣・廣田　直子・中島　節子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限､金曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
大学生活を送る上で、また卒業後の社会生活を送る上でも、学生自身が自分の心や体について十分な知識を持ち、健康で安全な日常生活
を営むことが必要です。そのため、健康日本21の標語にもなっている「1に運動、2に食事、しっかり禁煙、5にクスリ」のそれぞれに対応
して、専門的な視点からその基礎的知識を学び、自らの生活に結びつけて実践し、健康で安全な学生生活が送れることを目的とします。

学修到達目標
・健康な生活を送るために必要な運動、栄養、休養の必要性について理解し、実践できる。
・生活習慣病の発症について理解し、予防策を説明することができる。
・安全な生活を送るために必要な知識と技術を説明することができる。
授業の進め方
各専門分野の教員がオムニバス形式で進めます。講義、演習を含めて実施します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション　健康とは
講義の進め方のオリエンテーションを行います。健康の概念について学
びます。健康日本21の取り組みや課題を学びます。

健康の概念について予習復習する
。（4時間）

2飲酒、喫煙について　がんの発症と予防
飲酒、喫煙のからだへの影響について学び、がんなどの病気との関連に
ついて学びます。

飲酒、喫煙、がんについて予習復
習する。（4時間）

3生活習慣に関連する病気Ⅰ 生活習慣と関連の深い高血圧、高脂血症について、疾病の症状や要因、予防方法、治療方法について学びます。
生活習慣病について予習復習する
。（4時間）

4生活習慣に関連する病気Ⅱ 生活習慣と関連の深い疾病について学びます。糖尿病、肥満など異常の早期発見のための健康診断の必要性や項目について学びます。
健康診断や検査について予習復習
する。（4時間）

5メンタルヘルスⅠ 代表的な精神疾患の特徴について学び、それらの対応について学びます
。

精神疾患について予習復習する。
（4時間）

6メンタルヘルスⅡ 現代社会の精神的な課題やストレスへの対応などを学び、予防と相談方
法について学びます。

メンタルヘルスについて予習復習
する。（4時間）

7栄養・食生活 栄養についての基礎知識を学び、健康的な食生活について考えます。 栄養・食生活について予習復習す
る。（4時間）

8健康と食生活Ⅰ 食生活と疾病との関連を学び、食事についての現代的な課題について解
決策を考えます。

食生活と疾病についてレポートを
作成する。（4時間）

9健康と食生活Ⅱ休養 健康的な食生活について考えます。健康づくりのための休養指針につい
て学び、健康づくりのための休養について考えます。

休養について予習、復習する。
（4時間）

10健康づくりのためのレクリエーション 積極的な休養の方法を学び、レクリエーション活動を行います。 レクリエーションについて予習復
習する。（4時間）

11健康づくりと運動　 運動と健康の関連について学びます。 運動と健康との関連について予習
復習する。（4時間）

12健康づくりと運動の実際 運動についての課題と対応策を考えます。健康づくりのための運動を行
います。

運動と健康についてのレポートを
作成する。（4時間）

13安全と救急法について けがの予防と応急手当について学びます。救命救急法について学び、演
習を行います。

けがの予防と応急手当、救急法に
ついて予習復習をする。（4時間
）

14生と性について 生と性について考えます。性の多様性LGBT、妊娠、出産について学びま
す。

生と性について予習復習する。
（4時間）

15感染症と予防について 感染症と感染予防について学びます。 感染症について予習復習する。
（4時間）

テキスト
必要な資料はその都度配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S：授業内容を高度に理解し、自己の健康課題を解決する方法に応用することが
できる。A：授業内容を理解し、自己の健康課題を明確にし、解決する方法を見
出すことができる。B：授業内容のおおよそを理解し、自己の健康課題を明確に
することができる。C：授業内容の60％は理解でき、健康の重要性を説明できる
。

参考書
「大学生の健康ナビ―キャンパスライフの健康管理〈2016〉」山本眞由美著
（岐阜新聞社）　ISBN：978-4877972240

履修上の注意（学生へのメッセージ）
大学生活を健康で安全に送る基礎を学び、実践に結びつけられるように努力し
てください。
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科目名 哲学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23105UL23108研究室 非常勤

担当者 護山　真也 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
私たちの常識的な世界の見方に対して、一歩ひいたところから、その価値を疑い、批判的な考察をくわえることで、その真価を見極めて
いくことが「哲学」の実践です。そのような哲学は、古今東西、さまざまな場所、さまざまな時代で行われてきました。この授業では、
西洋哲学のみならず、東洋哲学にも目を配り、それらに共通するテーマを設定し、それに対する異なるアプローチの仕方を学んでいきま
す。　

学修到達目標
哲学・倫理学・宗教学で問われる諸問題を理解し，それらに対して批判的に考えることのできる力を身につけている。

授業の進め方
プリントを用いて講義形式で進めます。映像資料を利用する回もあります。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1哲学への招待 授業全体の見取り図を示し，授業のガイダンスを行います。 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

2プラトンの愛 プラトンの『饗宴』を素材として，ギリシア哲学の特質について学びま
す。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

3キリスト教の愛 ユダヤ教・キリスト教の基本的な考え方を学びます。 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

4仏教の慈悲 ブッダの思想と大乗仏教の菩薩道を中心に，仏教の慈悲の考え方につい
て学びます。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

5愛を哲学する フロムの『愛するということ』を通して，現代における愛の問題につい
て考えます。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

6自己をめぐる哲学 〈わたし〉とは何か、それがなぜ哲学の問題になるのか、ということを
鷲田清一『じぶん・この不思議な問題』を参照しながら，学習します。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

7デカルトと近代的自我 デカルトの『省察』を素材として，西洋近代思想の誕生の背景について
学びます。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

8反デカルト主義の哲学 デカルト以降の哲学、特にニーチェが展開した反デカルト主義の議論を
学びます。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

9人格の同一性について パーフィットの『理由と人格』を参照しながら，人格の同一性の問題に
ついて学びます。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

10日本哲学の可能性 西田幾多郎の思想について学びます。また，この回で，自己をめぐる哲
学の問題をまとめます。

授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

11心と世界(1) 『マトリックス』的世界について学びます。 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

12心と世界(2) カントの認識論とその背景について学びます 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

13心世界(3) インド仏教の唯識思想について学びます。 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

14心と世界(4) 観念論を批判する議論について学びます。 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

15哲学の再構築 授業のまとめを行います。 授業で配付するプリントの読み直
しをしてください。（4時間）

テキスト
授業中にプリントを配布します。

成績評価の方法・基準
小テスト：50％　レポート：50％
方法については初回に指示。(1) 与えられた哲学的問題を正しく理解し，(2)
自らの考えを，(3) 論理的に，(4) 独自の考察を加えて，表現することができ
る。(1)のみはC，(2)まででB，(3)まででA，すべて満たせばS評価とする。

参考書
「愛するということ」エーリッヒ・フロム著（紀伊国屋書店）
「じぶん・この不思議な存在」鷲田清一著（講談社）
「観念論の教室」富田恭彦著（筑摩書房）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
今学期は休講とそれに伴う補講が3～4回予定されています。初回に日程を伝え
ます。
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科目名 生活習慣病と予防 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UA23106UA23107研究室 S-16

担当者 江原　孝史 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日2限

関連資格 養教一 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
○ △ ◎

授業概要
食事をはじめとする生活習慣はさまざまな病気の発症に深くかかわっている。遺伝が原因の病気においてもこれは同様である。生活習慣
を見直すことで病気の発症を防ぎ健康長寿を達成することができます。
　本講義では、生活習慣が関係して発症するさまざまな疾患について学び、生活習慣病を防ぐための食事、運動について知ることを目的
とします。実習では自分の体の状態（体重、腹囲、血圧、ヘモグロビン、体脂肪量、動脈血酸素飽和度）をチェックします。

学修到達目標
自分の生活習慣と健康状態を知り、自らの生活習慣病のリスクを把握することによって、より健康的な学生生活を送ることができ、かつ
、生活習慣病とそれを予防するための知識を教えることができるようになること。

授業の進め方
スライドを使いながらレポートと実習で進めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 生活習慣病とは？　成人病から生活習慣病へ　生活習慣病の低年齢化に
ついて学びます。

教科書13-36ページを読んでくる
。自分の生活習慣を調べてくる。
（4時間）

2肥満、肥満症
なぜヒトは太るのか（痩せることができないか）肥満の定義とBMI の計
算方法について学びます。自分の体重を測定し、体脂肪、内臓脂肪をチ
ェックし、BMIを計算する。

教科書37-72ページを読んでくる
。小児肥満の問題について調べる
。（4時間）

3糖尿病 (1) 糖尿病の定義、分類（I型、II型）、血糖値とHbA1c測定の意義について
学びます。グルコーススパイクとその意義について学びます。

教科書73-87ページを読んでくる
。糖尿病と遺伝の関係を調べる。
（4時間）

4糖尿病 (2) 糖尿病の合併症、運動療法、食事療法について学びます。
教科書88-102ページを読んでくる
。糖尿病の合併症の特徴を調べる
。（4時間）

5脂質異常 脂質異常症の種類と原因、動脈硬化との関係、脂質異常の予防法につい
て学びます。

教科書125-130ページを読んでく
る。1日に摂取する脂質の種類と
特徴について調べる。（4時間）

6メタボリックシンドローム メタボリックシンドロームの定義とその意義について学びます。
事前に腹囲を測定する。メタボリ
ックシンドロームの体への影響を
調べる。（4時間）

7高血圧
高血圧の定義、本態性高血圧と二次性高血圧、家庭血圧と診察室血圧の
違いについて学びます。血圧の正しい測定方法を学び、自分の血圧を測
定します。

教科書103-124ページを読んでく
る。高血圧の影響について調べる
。（4時間）

8虚血性心疾患 虚血性心疾患の分類（狭心症、心筋梗塞）、運動療法について学びます
。

教科書133-158ページを読んでく
る。心臓リハビリについて調べる
。（4時間）

9脳卒中 脳出血、脳梗塞の分類、脳卒中のサインと危険因子について学びます。 脳梗塞の治療法、特に薬物治療について調べる。（4時間）

10消化器の生活習慣病 逆流性食道炎、胃潰瘍、胆石、脂肪肝、慢性膵炎、大腸憩室などについ
て学びます。

生活習慣とさまざまな消化器疾患
との関係を調べる。（4時間）

11呼吸器疾患
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の種類とSpO2測定の意義、COPDに対する運動
療法の有用性、運動誘発性ぜんそくについて学びます。パルスオキシメ
ーターでSpO2を測定します。

スパイロメーターで自分の肺活量
、1秒率、肺年齢を調べる。（4時
間）

12がん がんの定義、がんの男女別死亡率、がんの生物学、がん検診と一次予防
について学びます。

日本人がかかるがんの特徴とがん
検診の問題について調べる。
（4時間）

13運動器疾患 変形性関節症、変形性脊椎症、骨粗鬆症についてとその予防と運動につ
いて学びます。骨密度の測定方法の種類とその特徴を学ぶ。

教科書233-256ページを読んでく
る。自分の骨密度を測定する。
（4時間）

14ロコモティブシンドローム ロコモティブシンドロームの構成概念、サルコぺニアやフレイルの定義、高齢者の運動障害の特徴について学びます。

事後にロコチェックとロコトレを
行う。サルコぺニアのメカニズム
を調べる。（4時間）

15認知障害、認知症 認知症の病態、認知症症状と症状に対する運動療法（コグニサイズ）に
ついて学びます。

教科書211-232ページを読んでく
る。（4時間）

テキスト
「Q ＆ A 生活習慣病の科学　Neo」中尾　一和編（京都大学学術出版会）　
ISBN:978-4-8140-0050-0 (生協で購入してください。)　授業とレポートに必
要なので必ず購入してください

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
評価の基準　S : 授業内容を高度に理解し、実習に積極的に取り組みかつ質問
し、実習課題の内容が特に優れ、定期試験も90点以上。A : 授業内容をよく理
解し、実習に積極的に取り組みかつ質問し、実習課題の内容が優れ、定期試験
が80点以上。B : 授業内容を理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、実習
課題の評価が良で定期試験が70点以上。C : 授業の内容を理解し、与えられた
課題に取り組み、実習課題の評価が可で定期試験が60点以上。

参考書
「健康運動指導士養成講習会テキスト95頁～253頁」（財団法人健康・体力づ
くり事業団）
「世界一長寿な都市はどこにある？」家森幸男著（岩波書店）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎日の生活習慣（食事を含め）が病気の発症に影響することを知ろう。とくに
栄養と運動とが大きな要素であることを学ぼう。
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科目名 生命倫理 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23107UL23109研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
生命をめぐる倫理（道徳・規範）的諸問題をさまざまな視点から考察し、医療領域における今日的かつ具体的問題に対処できる思考力を
養います。生命倫理学の歴史的背景と今日の課題について理解し、具体的な倫理的問題を包括的な観点から把握することを目標とします
。1960年代以降、医療領域において生じた倫理的諸問題を個別に取り上げ考察します。

学修到達目標
生命科学、医療領域における具体的な倫理的問題に、一個人として対峙し、個別の倫理的判断を導き出すことができる。

授業の進め方
授業内容に応じてグループ報告、グループ討論を実施します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1生命倫理学の成立背景 生命倫理学の歴史と現状について概説します。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

2健康と病気 健康と病気、正常と異常、それぞれの概念について学びます。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

3治療と人体実験 医療の目的と人体実験の歴史について学びます。 事前配布資料を読んで下調べをす
る。（4時間）

4Quality of LifeとSanctity of Life
Quality of Life（生命の質）とSanctity of Life（生命の神聖性）に
ついて学びます。

配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

5生殖技術 生殖技術の発展とそれに伴う倫理的問題について学びます。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

6脳死と臓器移植 脳死と臓器移植の関係について、現状と課題について学びます。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

7安楽死と尊厳死 安楽死・尊厳死と治療停止の現状と課題について学びます。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

8ケアの倫理 医療福祉分野におけるケアの倫理について学びます。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

9医師―患者関係 医師-患者関係の変容と今日的課題について学びます。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

10インフォームド・コンセントと情報開示
インフォームド・コンセントの歴史と医療領域における情報開示につい
て概説します。

配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

11医療資源の配分 医療資源の配分における公正さと正義について考えます。 事前配布資料を読み、下調べをす
る。（4時間）

12パーソン論 パーソン（人格）とは何かについて学びます。 配布資料の要点をまとめる。
（4時間）

13老人介護と世代間倫理 少子高齢化と介護問題について概説します。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

14生命倫理学の比較考察 諸外国と日本における生命倫理学の比較をします。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

15まとめ 講義全体のまとめ。 総復習。（4時間）

テキスト
学生が選択するグループ討論のテーマによって、使用テキストは異なります
ので個別に指定します。

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　出席レポート：20％　レポート：30％
受講態度にはグループ討論への参加状況が含まれます。また、上記以外にグル
ープ報告30%で評価します。
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組むことができる。A:授業内容を理解し、積極的な探究姿勢を
もって課題に取り組むことができる。B:授業内容のおおよそを理解し、与えら
れた課題に誠実に取り組むことができる。C:授業の内容の60％程度を理解し、
与えられた課題に誠実に取り組むことができる。

参考書
「生命倫理とは何か」市野川容孝編（平凡社）
「生命倫理学を学ぶ人のために」加藤尚武・加茂直樹編（世界思想社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
ひとつひとつの事例について、学生自身考えることが要求されます。
毎回の講義終了前に、次回講義の概要について説明します。予習の指示がある
場合は、必ず予習をしてから講義に臨んでください。
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科目名 スポーツとノーマライゼーション 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23110研究室 A-10

担当者 小林　敏枝 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日5限､木曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
スポーツは誰もが享受することのできる権利です。その上で、誰もが参加できるユニバーサルスポーツについて学修し、スポーツがノー
マライゼーション社会の実現にどのように貢献するか考えます。さらに身近なユニバーサルデザインを調査し、「障がいは人に帰属する
のではなく、人と環境の間に存在する」ことの意味について理解を深めます。ボランティアを含めた「支えるスポーツ」について学修し
、「我々にできること・行動するための要因」について考えます。

学修到達目標
障がい者スポーツ（アダプテッドスポーツ）の実際について理解し、ノーマライゼーション社会の実現とスポーツについて説明できる。
さらに「共にスポーツを楽しむこと」への理解を深め、「我々にできること・行動するための要因」について柔軟で幅の広い考え方を身
につけている。
授業の進め方
基本的にはテキスト・配布資料を基に授業を展開します。また、パラリンピックなどの視聴覚教材を使用し、障がいのある方々のスポー
ツへの理解を深めます。その上で、ノーマライゼーション社会の実現とスポーツについて考えを深めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1
授業ガイダンス　障がい者
スポーツ（アダプテッドス
ポーツ）とは何か。

授業概要・学修目標・授業の進め方・評価の仕方などについて説明しま
す。「障がい者スポーツ」ではなく「アダプテッドスポーツ」の意味を
学びます。

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｯﾄﾞｽﾎﾟｰﾂ関連の書籍・記事
を読み事前学習する。授業の内容
を復習する。(1時間）

2アダプテッドスポーツの基本理念
アダプテッドスポーツの基本理念を学習します。基本的な「障がい者ス
ポーツ（アダプテッドスポーツ）」に関連する言葉を解説します。

アダプテッドスポーツの基本理念
について予習する。関連語句を復
習する。（1時間）

3パラリンピックの歴史・変遷と発展の背景

視聴覚教材を使用し、パラリンピックについて学びます。その開催意義
や発展を支えた社会的背景について理解し、人間とスポーツについての
考えを深めます。

パラリンピックについて事前学習
する。パラリンピックの歴史につ
いて復習する。（1時間）

4障がいとは WHOの障害分類を学習し、人間が心身共に健康で、生きがいをもち豊か
に暮らす上での各因子の相互作用について考えます。

障害分類について事前学習する。
WHOの障害分類について復習する
。（1時間）

5ノーマライゼーションについて
ノーマライゼーションの概念について学びます。さらに、現在の福祉政
策についての理解を深めます。

共生社会についての基礎知識を事
前に学習する。共生社会の考え方
について復習する。（1時間）

6障がいのある人を取り巻く障壁について
障がいのある人々が地域で暮らす上での障壁について考えます。その上
で、誰もが豊かに暮らせる環境について考えを深めます。

身近な環境のバリアについて事前
学習する。障がい者にとっての障
壁とは何か復習する。（1時間）

7アダプテッドスポーツを支える人々について

アダプテッドスポーツに関わっている人々を紹介します。アダプテッド
スポーツにおけるボランティアの意味を考え、私たちにできることを見
つけ、行動計画をたてます。

支援の内容について事前学習する
。ポーツを支える人々について復
習する。（1時間）

8
障がい者スポーツ（アダプ
テッドスポーツ）の魅力に
ついて

アダプテッドスポーツの目的は多岐にわたります。地域でスポーツを楽
しむ障がいのある方々について学び、スポーツを行うことの魅力につい
て考えます。

アダプテッドスポーツ選手につい
て事前学習する。スポーツの魅力
について復習する。（1時間）

9視覚障害とスポーツについて

視覚障害者のサポートの方法、スポーツの実際、ルールや用具の工夫に
ついて学びます。その上で、共に楽しむための工夫を考え理解を深めま
す。

視覚障害者の困難性を事前学習す
る。視覚障害者のスポーツのルー
ル等復習する。（1時間）

10ユニバーサルスポーツルール用具の工夫

現在行われているユニバーサルスポーツについて学びます。その理念、
実施方法などについて理解を深め、共にスポーツを楽しむ要因について
考えます。

アダプテッドスポーツ種目の事前
学習を行う。ユニバーサルスポー
ツについて復習する。（1時間）

11重症心身障害児・者のスポーツの意義について
重度の障がいのある方にとってのスポーツとは何か考える。またどのよ
うなことができるのか、その可能性について理解を深めます。

重度障がいの方のスポーツ種目を
調べる。重症心身障害者のスポー
ツについて復習する。（1時間）

12インクルーシブ教育とアダプテッドスポーツについて

ノーマライゼーションの思想を背景に行われる教育「インクルージョン
」について学びます。学校におけるアダプテッドスポーツについての理
解を深めます。

スポーツと共生社会について事前
学習を行う。インクルージョン教
育の復習をする。（1時間）

13
障がい者スポーツ（アダプ
テッドスポーツ）とボラン
ティアについて

アダプテッドスポーツは支援者によって競技が成立する要素が高いこと
から、ボランティアの在り方について理解を深めます。

自分が行ったボランティアをまと
める。スポーツとボランティアに
ついて復習する。（1時間）

14事例研究 実際の事例に対して、自分だったらどのように行動するか考え、私たち
にできる支援について理解を深めます。

今までに体験した障がい者とのか
かわりを事前にまとめておく。事
例の復習をする。（1時間）

15スポーツとノーマライゼーション社会の実現について
現代社会の問題点を明らかにし、ノーマラーゼーション社会実現のため
の行動計画をたてよう。

共生社会における課題を事前学習
する。共生社会とスポーツの関わ
りについて復習する。（1時間）

テキスト
随時資料を配布します。

成績評価の方法・基準
レポート：70％　出席レポート：30％
S：基本的な概念や理論を正確に把握し説明できる。探求姿勢を持ち課題に取り
組み、高い意欲を示している。A：授業内容を理解し、基本的な概念を正確に把
握している。B：授業内容をおよそ理解し、与えられた課題に誠実に取り組みほ
ぼ説明できる。C：授業内容の60％を理解し説明できる。与えられた課題をすべ
て行っている。

参考書
「障害者とスポーツ」高橋　明著（岩波新書）　ISBN：ISBN4-00-430896-8

履修上の注意（学生へのメッセージ）
体験を通じて学ぶことが沢山あります。積極的にボランティアなどに参加しな
がら学習を進めてください。
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科目名 対人関係の心理学 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33109UL33111研究室 A-17

担当者 岸田　幸弘 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日1限､木曜日2限

関連資格 履修条件 2018年度開講せず

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
2016年度～

授業概要
対人行動や集団とのかかわりかたなどを、個人の特性や環境の面から考察し、人との関係で悩んだり、喜びを感じたりする心理的なメカ
ニズムや、人の行動の生成について学びます。講義を中心に進めますが、グループワークやグループラーニングを取り入れ、演習形式で
の学びも体験します。

学修到達目標
対人行動を心理学的に理解し、知識として自己と他者およびその関係性を理解します。実際に討論や演習なども行いながら、自己理解や
他者理解の促進、人との関係のあり方の理解がどれほど促進されたかを，客観的に理解できるようにします。併せて自分の人との付き合
い方やその傾向について新たな気付きが生まれることを目標とします。
授業の進め方
1回から9回までは講義を中心に対人関係を心理学的に理解します。10回以降は実生活や人生で出会うであろう問題に対処するために、ス
キルを身につけることを目標にして、体験的な演習や討論を取り入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1自己と対人行動（授業ガイダンスを含む）

人は人の中に生まれ、人の中で育ち成長します。多くの人間関係の中で
心理や行動に影響を与えているのが対人行動です。また自分の対人行動
のあり方が人間関係を築いていることを事例を通して理解します。

シラバスを熟読し、自分の対人行
動についての特徴を整理する。
（4時間）

2自己開示とコミュニケーション

自分を語ることが得意な人と苦手な人がいる。自己開示の方法や心理学
実験などを通して自己開示の理論を学び、自己開示（自己紹介）の演習
を通して、自分の対人行動の特徴を理解します。

配布の資料を熟読しまとめるとと
もに、時間内で自己紹介する訓練
を行う。（4時間）

3自己評価と対人行動
他者への評価や他者からの評価も含め、自己評価の高低は対人行動に大
きな影響をもたらすことを、実験事例をとおして学びます。また自己評
価のコントロールが人付き合いを変えてしまうことを学びます。

配布資料を熟読しまとめるととも
に、質問項目を考える。前回の自
己紹介の練習をする。（4時間）

4対人魅力と好意 好意の感じ方によって人との付き合い方は変わります。外見の魅力など
も含めて互いの好意の持ち方と対人行動の関係を学びます。

配布の資料を熟読しまとめるとと
もに、課題「魅力的な人」をレポ
ートする。（4時間）

5援助の心理と対人行動
援助行動は個人的特性だけではなく、周囲の人の様子や状況によって変
化します。また自分に利益をもたらすという理由から、自己犠牲を払う
という援助行動もあることを学びます。

配布の資料を熟読しまとめるとと
もに、対人援助の体験をレポート
する。（4時間）

6攻撃的な対人行動
いじめや暴力、体罰などは大きな社会問題になっています。しかし世の
中からなくなることはありません。人はなぜ攻撃するのかを、4つの心
理的メカニズムから学びます。

配布の資料を熟読しまとめるとと
もに、自分や人の攻撃行動を観察
しレポートする。（4時間）

7同調的な対人行動
自分の考え（認知）と行動が不協和状態のとき、あるいは自分の行動と
周囲の人の行動とが違うときに、その矛盾を解消しようとして起こる心
理的メカニズムを学びます。

配布の資料を熟読しまとめるとと
もに、自分（他者）の同調行動を
レポートする。（4時間）

8リーダーシップと対人行動 PM理論を中心にリーダーのあり方を理解し、効果的なリーダーシップの発揮の仕方と集団の特性について、具体的な事例をもとに学びます。

配布資料を熟読しまとめるととも
に、自分のリーダーシップについ
て分析しレポートする。(4時間)

9社会的ジレンマ
人との関わりの中でジレンマに陥ることはよくある。個人の利益追求が
全体の不利益になるような事例では、どのように行動すればよいのだろ
うか。対人行動を円滑にするための方法を学びます。

配布の資料を熟読しまとめるとと
もに、ジレンマに陥った体験を考
察しレポートする。（4時間）

10本音で交流できる対人関係づくり①

安心できる不安のない集団に属したいと願いつつも、集団の中では様々
な葛藤や困難が起きる。構成的グループエンカウンター（SGE）を体験
してよりよい対人関係の築き方を学ぶ。

SGEの配布資料を熟読する。事後
はエンカウンター体験をレポート
する。（4時間）

11本音で交流できる対人関係づくり②
構成的グループエンカウンターの理論と方法を学び、実際に体験と照ら
し合わせて自己理解の促進と、本音の交流のあり方を学びます。

理論的背景を実際の体験と照らし
合わせて考察し、レポートする。
（4時間）

12不安や緊張のない集団づくり①
不安や緊張を感じない、安心できる集団を築くための理論と方法を対人
関係ゲーム（SIG）を、実際に体験しながら学びます。

SIGの配布資料を熟読する。事後
は体験したことをレポートする。
（4時間）

13不安や緊張のない集団づくり②
対人関係ゲームの「交流」「協力」「折り合い」のゲームを中心に実際
に行い、自己を振り返りながら、人との付き合い方を学びます。

第12回と第13回をまとめて体験し
たことをレポートする。（4時間
）

14さわやかな自己主張①
相手を尊重しながら、自分の言いたいことをしっかりと主張できる「ア
サーション」の理論と方法を学び、対人関係の中での自分の特性を理解
します。

アサーションの配布資料を熟読し
、自分のアサーションの特性を分
析する。（4時間）

15さわやかな自己主張② アサーショントレーニングの方法を身につけ、実際に体験することで相
手も自分も大切にする自己表現の大切さを学びます。

アサーショントレーニングの体験
をレポートする。（4時間）

テキスト
授業中に適宜配布する。

成績評価の方法・基準
定期試験：50％　課題：30％　受講態度：20％
S：知識的理解に優れ、体験から教育分析（自己分析）ができる。
A：知識的理解がおおむね可能で、積極的に体験参加ができ、レポートが充実し
ている。
B：知識的理解がおおむね可能で、体験内容をレポートできる。
C：学んだ知識をもとにして、積極的にSGEやSIGに参加できる。

参考書
「徹底図解　心理学―生活と社会に役立つ心理学の知識」青木紀久代・神宮
英夫　編著（新星出版社）　ISBN：978-4-405-10675-8
「性格は変えられない，それでも人生は変えられる」アルバート・エリス著

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義のみならず、参加体験型のグループワークを含んだ内容です。人と関わる
こと（対人関係）を知識と体験から学びます。
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科目名 地域企業特論 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13201研究室 W-32

担当者 小林　俊一 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2016年度～

授業概要
本講義は国際ロータリー第2600地区（松本地域）と松本大学の教育連携協定に基づく講座であり、長野県を代表する企業から毎回招く講
師の講義内容は、実践や実務の中から獲得された「経験知」です。論理的に構築される大学での学びがバーチャルの世界の「知」である
とするならば、まさしくリアリティのある｢知｣とも言え、新たな自己発見につながる講義です。

学修到達目標
企業の歴史的背景や現状を踏まえた現在の活動ならびに、将来構想などについて企業家自身から講義を受けることで、「自己」、「社会
」、「企業」といった視点から、大学での学びや自らの進路、生き方について考えていきます。さらに、社会人として必要な実践的知識
や環境対応力といった社会人基礎力と言われる社会的知識を獲得することが最終的な目標となります。
授業の進め方
各回のテーマに沿った企業人を講師に招いて講義形式の講演を聴きます。講義の最後には講師の出題するテーマや講演を聴いた感想をレ
ポートにまとめて提出します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・ロータリークラブの役割
地域社会のリーダーという立場から、国際的組織でもあるロータリーク
ラブの目的と社会的役割について解説します。

事前にシラバスを読んでおく。ロ
ータリークラブについて整理して
おく。(4時間）

2プロフェッショナルとは 社会人として身につけなければならないプロ意識について、企業人の実
際の活動から学び取り、働くことの意義を再認識します。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

3企業イノベーション
これからの企業経営の課題であるイノベーションとは、技術だけでなく
幅広い意味での「革新」です。アイディアやひらめきが生み出される背
景を探り、発想力豊かな社会人について考えます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

4企業活動と地域社会 企業活動が経済、文化など、様々な形で地域社会に及ぼしている影響に
ついて展望し、社会人なることの意味を考えます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

5グローバルとローカル
グローバル化が叫ばれる現在において、その対称に位置すると考えられ
ているローカル的思考が重要であるとされる理由を実際の企業活動を通
して考察していきます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

6リーガルマインドと企業活動

法的な解釈を基本とした論理的思考とバランス感覚に基づく企業活動の
実際を例に、社会人に求められるリーガルマインドとは何かを考えてい
きます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

7社会問題に挑む企業活動
高齢化や環境など現代社会に存在する様々な社会問題の解決に取り組む
企業活動を通して、社会を形成する仕事の在り方について考えていきま
す。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

8企業の専門性 企業における専門性とは何か、企業規模とは全く違う視点から企業の価
値について考え、働くということの意味を再考します。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

9企業がおこなう地域貢献
企業はどのような理念に基づき地域貢献をおこない、それがどのような
社会的意義を持つのかを考えることで、企業と地域の関係を見直します
。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

10経済情勢と企業経営 現在の経済情勢を踏まえた企業経営とはどのようなものかを学び、経済
動向に応じた柔軟な企業活動と今後の見通しについて考えます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

11企業のグローバル戦略 経済の激しいグローバル化が進む中で、地方の企業がどのような戦略に
基づき経営しているか実例から学び、国際的視野の重要性を考えます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

12企業のコンプライアンスとモラル

コンプライアンスやモラルを企業価値を高めるものとしてとらえ、積極
的に取り組んでいる企業の実例から、信頼され尊敬される企業や従業員
とは何かを考えていきます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

13ブラック企業と何か
社会問題化しているブラック企業とはどのような企業のことを指してい
るのか、その実態を捉えつつ、労働者としての権利と義務について考え
ていきます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

14起業するための条件
起業するとはどういうことか、ビジネスチャンスのつかみ方やリスクに
ついて学び、起業家として成功するための条件について考えていきます
。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

15意味のある働き方とは
企業が求める人材とはどのような人材なのかについて経営者の立場から
話を聞き、人間にとって働くということがどのような意味を持っている
のか、今何をすべきか考えていきます。

事前に関係する内容について考え
ておく。提出した小論の内容を復
習する。(4時間）

テキスト
テキストはありませんが、毎回講義用の参考資料を配付しますので、全ての
資料をファイルしておいてください。

成績評価の方法・基準
レポート：90％　受講態度：10％
毎回、講義の最後に授業内容に関する小論を書きそれを講師が評価します。
15回の講義の小論の評価の合計点に、授業中のメモを取るなどの聴講態度を加
えた総合評価とします。小論は各回の講義の狙いによって多少の違いはありま
すが、講義内容のまとめ、自分の考えや主張、文章量などが評価されます。Sは
9割以上、Aは8割以上、Bは7割以上、Cは6割以上の得点を必要とします。

参考書
できれば２紙以上の新聞を読むようにして下さい。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自分の就職や生き方など、将来を真剣に考えている人にとっては有益な講義で
す。外部から毎回招聘する講師が違います。それだけに学生諸君には積極的な
傾聴姿勢を求めます。
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科目名 日本国憲法 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13202研究室 非常勤

担当者 松田　清 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 第一種衛生､中一(保体)､高一(保体)､養教一､栄教一､中一(保健)､高一
(保健) 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 法学（含日本国憲法）

授業概要
全15回の講義ですが、初めて法律を学ぶ学生が、大多数ですから、最初の5回で、法学入門的な授業を行います。その際に、日々の生活に
関係の深い民法と、3.4年次で労働関係の法律を学ぶ際の基礎になるように、労働法についても、学んでいきます。6回目からは、憲法の
入門書を使って、日本国憲法の基本的人権・統治機構について学んでいきます。その際も、労働基本権を含む社会権については、しっか
り学んでいくことになります。

学修到達目標
細かい知識の丸暗記ではなく、法律の基本的な考え方（リーガルマインド）を、身に着ける。日本国憲法の体系・骨組みをつかむ。

授業の進め方
テキストに沿って授業を進めますが、必要に応じてプリントを配付します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1法律を学ぼう 法律とは　法律の目的　法と道徳について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分を読み込む
こと。

2法律の適用 法的三段論法　法の分類(公法と私法等)について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

3民法とは何か 民法の役割　民法の考え方　
財産法の仕組み　物権と債権について講義します。

事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

4物権法と債権法の概略 具体例を使って（売買契約）
民法の全体図について講義します。

事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

5労働法の全体像 労働法と憲法の関係、労働法の体系を学びます。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

6憲法とは何か 憲法とは　憲法の特質等について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

7国民主権 主権とは　間接民主制　直接民主制等について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

8基本的人権 基本的人権の原理と限界について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

9法の下の平等 平等の意味　最近の判例等について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

10精神的自由権 思想・良心自由　表現の自由等について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

11経済的自由権 職業選択の自由　財産権等について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

12社会権 労働基本権を中心に講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

13総復習 法律の勉強は、繰り返しが大事です。重要事項について復習します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

14統治機構 権力分立　国会　内閣　裁判所について講義します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

15総復習 重要部分を中心に全体を総復習します。
事後学修として講義の際に指定し
たテキストの該当部分読み込むこ
と。

テキスト
「伊藤真の憲法入門」伊藤　真著　ISBN:978-4-535-52040-0 (生協で購入し
てください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：80％　レポート：20％
S　課題に意欲的に取り組み、授業内容をすべて理解して、正しく文章で表現す
ることができる。A　授業で学んだことを理解し、正しく文章で表現することが
できる。B　授業で学んだことを概ね理解し、文章で表現することができる。
C　最低限押さえてほしい事項(授業で指示します)について、理解し表現できる
。

参考書
六法は各自持参すること。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
原則として、事前学修は必要ありませんが、事後学修に努めてください。
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科目名 経済入門 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13203研究室 E-10

担当者 糸井　重夫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業では、主としてマクロ経済学の基礎について講義します。特に、マクロ経済学の大きなテーマは、失業問題、通貨価値の問題、経
済成長の問題、外国貿易の問題などですが、本授業では、失業問題と通貨価値の問題について学修します。授業は講義形態ですが、でき
るだけ双方向の授業にしたいと考えています。また、毎回の授業内容を整理したレポート（出席レポート）を提出することで、授業の理
解を深めます。この科目は2年後期の「国際経済」の基礎となります。

学修到達目標
「出席レポート」の提出を通して、文章力や理解力、そして論理的思考を高め、テレビや新聞などでの経済問題について、各自で考え、
自分の意見を持ち、これを表現することができる。

授業の進め方
授業内容は下記の計画に従って展開されますが、授業内容は相互に関連性があり、積み重ねながら全体が理解できるようになっています
。したがって、一方方向の授業に加えて、必要に応じて質疑応答やテーマについての議論も行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1資本主義的生産様式の生成
人類の歴史における生産体制を概観するとともに、資本主義的な生産体
制の特徴について理解します。特に、資本の三要素の生成について整理
します。

ルネサンス以降の欧州の歴史につ
いて、特に宗教改革と資本の蓄積
について学ぶ。（4時間）

2資本の蓄積と銀行制度 資本主義的生産体制の下では、資本の蓄積手段として銀行制度と株式会
社制度が生み出されました。授業では、銀行制度について説明します。

宗教改革以後の欧州における資本
主義の発展について復習し、授業
を整理して提出する。(4時間)

3資本蓄積と株式会社制度 株式会社制度の仕組みについて整理する。また、所有と経営の分離につ
いても説明し、今日の経営統合や企業合併等についても講義する。

「出席レポート」で資本の蓄積制
度を整理します。事前のプリント
を読み、予習する。（4時間）

4マクロ経済学の基礎概念
マクロ経済学の理論を理解するために、基礎的な概念について理解する
。具体的には、ストックとフロー、三面等価の原則などの概念を説明す
る。

「出席レポート」に授業内容を整
理します。ICTを活用して三面等
価について調べる。（4時間）

5労働市場分析
労働市場における屈折供給曲線について説明し、自発的失業と自発的失
業の概念を整理します。また、労働組合の役割や非自発的失業対策とし
ての財政金融政策の役割についても説明します。

ICTを用いて非自発的失業を調べ
「出席レポート」に整理する。
（4時間）

6有効需要の原理と消費関数
有効需要の原理とセイ法則について説明します。また、ケインズの絶対
消費関数について解説し、限界消費性向や限界貯蓄性向の役割について
整理します。

ICTを用いて、消費関数について
調べます。「出席レポート」で
45度線分析を整理する。(4時間)

7投資関数と財政政策の効果
ケインズの乗数理論について説明します。また、財政政策の波及メカニ
ズムや、限界消費性向の差異による財政政策の効果の違いについて整理
します。

ICTを活用して乗数理論について
調べます。財政政策の有効性につ
いて整理する。（4時間）

8租税乗数と貿易乗数 租税政策の効果について、また貿易依存度の違いによる財政政策の効果
について整理します。

ICT等により乗数理論について調
べ「出席レポート」に財政政策の
効果を整理する。（4時間）

9貨幣の役割
貨幣の機能と貨幣数量説について説明します。また、貨幣需要理論とし
ての貨幣数量説についても整理し、ケンブリッジ現金残高数量説を説明
します。

ICTを用いて貨幣数量説を調べま
す。「出席レポート」に貨幣数量
説について整理する。(4時間)

10流動性選好利子論 貨幣需要動機について整理し、確定利付債券について説明します。そし
て、ケインズの流動性選好利子論について説明します。

「出席レポート」で貨幣需要理論
としての貨幣数量説について整理
する。(4時間)

11信用創造論
預金準備制度について整理し、信用創造について説明します。また、預
金準備率が通貨供給量に与える影響や、金融政策が実体経済に波及する
メカニズムについて説明します。

「出席レポート」で信用創造につ
いて整理し、ICTを活用して金融
政策について調べる。(4時間）

12財市場の均衡（IS曲線） 財市場の均衡を示すIS曲線を導出します。また、なぜIS曲線上で均衡するのかについて、財市場の自動調整メカニズムについても整理します。
IS曲線について調べ、「出席レポ
ート」に整理する。(4時間)

13貨幣市場の均衡（LM曲線）
貨幣市場の均衡を示すLM曲線導出します。また、なぜLM曲線上で均衡す
るのかについて、貨幣市場の自動調整メカニズムについても整理します
。

LM曲線について調べ、「出席レポ
ート」に整理する。(4時間)

14IS-LM曲線分析
財政金融政策の有効性について、IS-LM曲線を用いて説明します。また
、貨幣数量説の意味や流動性の罠についても整理し、今日の“アベノミ
クス”の有効性についても考えていきます。

“アベノミクス”について調べ、
レポートに整理する。(4時間)

15財政金融政策の有効性
財政政策と金融政策の波及メカニズムの違いについて整理し、その有効
性が経済状況の違いにより異なることを理解します。また、一国の財政
金融政策が、外国為替相場に与える影響についても説明します。

わが国の金融政策について調べ、
レポートに整理する。(4時間)

テキスト
開講時に指示します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　小テスト：20％　定期試験：50％
評価は、出席レポート、小テスト、定期試験での総合評価を基本としますが、
定期試験が特に優れている場合には、定期試験の得点を重視して評価します。
また、評価の目安は、「S」：授業内容を良く理解し、授業内容を他者に説明で
きる、「A」：授業内容を理解し、自分の考えを表明できる、「B」：授業内容
を理解し、「出席レポート」などで整理できる、「C」：授業内容を重要な点を
理解し、重要な点については「出席レポート」などで整理できるです。

参考書
開講時に指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業外学修の「出席レポート」は、文章力や表現力などのコンピテンスを育成
し、「論理的思考力」も高めますので、積極的に取り組んでください。
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科目名 新聞に見る社会の動き 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23204研究室 非常勤

担当者 江成　康明 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

△ ○ △ △ △
2016年度～

授業概要
新聞を使って社会の動きを考えていきます。インターネットの普及により活字離れが目立ち、読書や手書きの習慣が薄れてきました。一
番身近なはずの新聞も無読層の増加によって、読まれなくなっています。新聞には政治、経済、外交や社会の動向などが凝縮されており
、情報の収集だけでなく、どう読みこなすかが必要になってきます。記事の内容を読み、理解したうえで自分の考えをまとめるという習
慣をつけるための授業です。乱れ始めた日本語の良さや文章の作り方も授業の中で実施していきます。

学修到達目標
4年間の大学生活中に就職活動という社会人への第一歩が始まります。社会の動きを知っていることは企業側へ有利な評価を与えるととも
に、面接でも自信を持って臨むことができます。情報収集、読解力、理解力、筆記力を高め、最終的には学生自らがひとつのテーマを選
んで「私の考察」をまとめられることができる。
授業の進め方
主に新聞のコピーを資料とします。新聞にはニュースの情報発信のほかに解説、コラムなども掲載されており、一つの出来事に対して幅
広い知識が得られます。グループ討論や特別講師招へい、新聞社見学なども行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1総論　新聞の価値と役割
新聞には多くの情報が詰まっています。1面から最終面までにどのよう
なものが載っているかなど新聞の全体像を紹介しながら、トップ記事の
意味やベタ記事、焦点、解説、コラム記事とは、などを説明します

この1週間の新聞の中から興味が
あったニュースを取り上げ、感想
を書く。(4時間)

2新聞を読む必要性
ネット社会の中で、新聞は不要という若者が多くいます。しかし、ネッ
ト情報だけだと偏りがちで、幅広い知識は得られません。社会を知る意
味では新聞を読み、「なぜ」「どうして」を考えることが必要です。

疑問の沸いたニュースを選び、疑
問を持ちながらまとめてみる。
(4時間)

3各論①　硬派記事についての考察
政治、経済、国際外交などは硬派記事と呼ばれます。授業のころに起き
ている問題を取り上げ、硬派面を騒がしているニュースを検証します。

この日取り扱った記事の感想や意
見を書く。(4時間)

4各論②　軟派記事についての考察
社会の動きやスポーツ、暮らしなどを軟派記事と呼びます。社会ではい
ったい何が起きているのかを新聞をもとに検証します。

この日の話題に対して、どう思っ
たかをまとめる。(4時間)

5グループ討論①
ひとつのテーマについての新聞記事を読み、そのあとのグループ討論で
その話題について話し合ってみましょう。自分の気付かなかったことを
知るはずです。

グループ討論を経験して、という
内容でレポートを提出する。(4時
間)

6グループ討論② 5回目と違ったテーマで、同様に進めます。考えながらしっかり読むこ
とは、書くことが上達に必ずつながります。

読んだ記事に対してどう感じたか
をレポートに書き、提出する。
(4時間)

7新聞社見学
地元紙で伝統のある信濃毎日新聞社（予定）を訪ね、編集局などを見学
。政治（県政担当）、社会部記者などの話を聞き、新聞作りに携わる人
たちの意識などを学びます。

見学の感想や意見を書く。(4時間
)

8日本語の美しさ 最近は日本語が乱れている、と言われます。若者が普段使っている言葉
が正反対の場合もあります。正しい日本語の意味を考えてみましょう。

テキストにある例と普段の自分の
言葉が適切かどうか考える。(4時
間)

9文章の書き方
新聞は中学生にも理解できるような平易な言葉で書いてあります。文章
を書くときには難しい言葉はいりません。相手が読みやすいような文章
を書くにはどうしたらいいかを学びます。

気に入ったコラムを探してみる。
(4時間)

10特別講演
2012年、年間でただ一人に送られる「日本記者クラブ大賞」に輝いた毎
日新聞・萩尾信也氏を招き、講演していただく。記者として頂点に立っ
た取材力、執筆力に興味がわくはずです。

事前配布の萩尾氏の記事を読み、
質問を考えておく。(4時間)

11社会現象の自由研究①
過去1年間の政治、経済、国際、社会問題などの動きの中で、自身が最
も注目すべき課題をひとつ決めて下さい。どうしてそれを選んだのかを
グループ討論で意見発表しましょう。

自分の選んだテーマの記事を集め
る。(4時間)

12社会現象の自由研究②
新聞に書いてあることを鵜呑みにするのではなく、疑問や幅広い考え方
を持って問題点を探って下さい。いくつもの新聞や新聞コピーを読んで
まとめる力をつけましょう。

800字にまとめられるように準備
と整理をする。(4時間)

13社会現象の自由研究③
自分のテーマについて、800字にまとめてみましょう。問題を深く掘り
下げて書く習慣を身につけるだけでなく、しっかりとした言葉遣いも重
要なポイントです。

自分の書いた文章を思い出し、再
考してみる。(4時間)

14自由研究の成果と課題
受講生がまとめた内容についての考察をします。同じテーマで臨んだ人
たちによるグループ討論も行い、足りなかった点などさらにテーマを深
めることに努めて下さい。

この科目に対する感想を書く。
(4時間)

15まとめ　 新聞の役割や機能と必要性をもう一度再確認します。ネット社会に慣れ
ていても、「新聞を読む習慣」を持ち続けてほしいものです。

15回目のまとめのテキストを熟読
する。(4時間)

テキスト
毎回、テキストを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　定期試験：50％　課題：30％
S:授業内容の理解度、考察力、文章の読解力、書く力が秀でている。A:積極的
に授業に臨み、課題に対しても自分の意見をしっかり書ける。B:授業内容のお
およそを理解し、課題に対しても自らの主張ができる。C:授業内容を60%ほど理
解でき、与えられた課題にも誠実に取り組んでいる。

参考書
毎回、テキストを配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回の授業で感じることが必ずあるはずです。受講票には名前だけでなく、感
想や意見を書いて下さい。書き慣れることが頭の整理につながります。図書館
などで普段から新聞に接するようにしましょう。
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科目名 食の社会学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23205研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
身体的な経験は社会的に生みだされ、食べ物と食べる行動にも社会的な関係が深くかかわっています。本講義では「食（食べ物や食べる
こと）」についての意味や信念、社会構造について社会学の観点から考察します。扱うテーマは 1）社会のマクドナルド化、2）食と文化
、3）フード・ポリティクス、4）食と身体とします。

学修到達目標
本講義の目的は、人間が普段何気なく行っている「食べる」という行為を相対化し、「食」に関する様々な見方、考え方に慣れ、自分自
身に対する理解を深めることです。

授業の進め方
講義形式とします。異なる4つのテーマについて、3～4回の講義を行います。テーマ毎に小レポートを課す予定です。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1社会のマクドナルド化① マクドナルド化とは何かについて概説します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

2社会のマクドナルド化② ファストフードとスローフードについて概説します。 配布資料を読み、下調べをする
（4時間）。

3社会のマクドナルド化③ 事例研究としてドキュメンタリー映像を鑑賞します。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

4食と文化① フードとノン・フードについて学びます。 配布資料の読み、下調べをする
（4時間）。

5食と文化② 宗教的戒律とノン・フードについて学びます。 英文の配布資料を読み、下調べを
する（4時間）。

6食と文化③ 事例研究として反捕鯨運動を取り上げます。
ドキュメンタリー映像についての
意見をレポートにまとめる（4時
間）。

7フード・ポリティクス① 食品偽装の歴史について学びます。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

8フード・ポリティクス② 食品の安全性と国による規制について概説します。 配布資料を読み、下調べをする
（4時間）。

9フード・ポリティクス③ 機能性食品の政治学について概説します。 配布資料を読み、下調べをする
（4時間）。

10フード・ポリティクス④ 階級と食行動の関係について概説します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

11食と身体① 「食べない」という選択として断食（不食）を取り上げます。
ドキュメンタリー映像についての
意見をレポートとしてまとめる
（4時間）。

12食と身体② 「食べない」という選択として「摂食障害」を取り上げます。 配布資料を読み、下調べをする
（4時間）。

13食と身体③ 「食べない」という選択と胃ろうの功罪について考えます。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

14食と身体④ 食と身体①～③のまとめをします。 小テストに向けて、これまでの講
義の内容をまとめる（4時間）。

15まとめ 講義全体のまとめ 総復習（4時間）

テキスト
日本語で読めるまとまったテキストは存在しないため、数冊の日本語文献と
英語文献を組み合わせて使用します。その都度コピーを配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：15％　定期試験：60％　小テスト：25％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解
し、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける
。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問
題が解ける。C:授業の内容の60％程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り
組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
A Sociology of Food & Nutrition, J. Germov & L.Williams(ed. ), Oxford
University Press.

履修上の注意（学生へのメッセージ）
普段の学習や既知の概念を相対化することが求められます。講義内容は一般教
養に等しいですから、他学部他学科からの履修も歓迎します。英文資料の読解
もありますので、事前の学習時間を確保できることが前提となります。
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科目名 日本地理 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23206研究室 非常勤

担当者 川上　淨明 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
くらしにみられる諸相を通して地域とは何か、地域らしさの背景は何かにせまり、ミクロからマクロへ、また、グローバルから地域へと
視点を移すことで日本地理を捉えていくことを目的とします。現代社会における身近なくらしの中で目にするものや、これまでまで当た
り前に接していた事柄や常識の中から、「なぜ」、「どうして」と問い直すことで、地域の特性を追求し、日本地理の新たな見方が獲得
できるよう展開します。

学修到達目標
地域を地理的視点を持って見ることができる。地域を調べる方法を理解できる。

授業の進め方
講義中心の時間が多くなりますが、その中に作業学習やグループ討議などアクティブ・ラーニングの時間も取り入れます。フィールドワ
ーク・地域調査も行う予定です。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1日本という地域の概要をつかもう 日本の位置・領域・標準時・地域区分を理解します。 テキストの作業内容を確認して、
理解を深める。（4時間）

2世界と日本の地形を学ぼう プレートテクトニクス説などによる世界と日本の地形の特徴を学びます。
テキストによって学習を深める
（4時間）

3世界と日本の気候を学ぼう ケッペンなどの気候区分とそれに基ずく気候区分の特徴を学び、自然災害とその対策についても理解します。
自分の選んだ地域のハイサ―グラ
フを作成する。（4時間）

4日本の人口の特徴とその変化を学ぼう
日本の人口の変化・構成・移動などを人口ピラミッドを作成するなどし
て理解します。

自分の出身地域の人口の特徴を調
べ理解する。（4時間）

5日本の第1次産業の特徴を学ぼう
日本の農業などの特徴を外国と比較しながら学習し、各地域の特徴も理
解します。

自分の出身地域の農業の特徴を調
べ理解する。（4時間）

6日本の第2次・第3次産業の特徴を学ぼう 日本の第2次・第3次産業の特徴を世界とのかかわりの中で理解します。
自分の出身都道府県の第2次・第
3次産業の特徴を調べ理解する。
（4時間）

7
地域を見る目を「ブラタモ
リ」を視聴することによっ
て養おう

「ブラタモリ」を視聴して、地表面の現象から地域を理解する方法を学
びます。

「ブラタモリ」の視聴メモをまと
める。（4時間）

8地形図の読み方を学ぼう 2万5千分の一地形図「松本」「波田」およびテキストの作業を通じて、
地形図読図の基本を学びます。

指示された地形図作業を行う。
（4時間）

9大学周辺の地域的特徴を地形図と資料から学ぼう
地形図作業と資料から大学周辺の地域的特徴を学び、次の時間の巡検の
課題を明らかにします。

巡検の視点を明らかにする。
（4時間）

10大学周辺を巡検し、地域を見る目を養おう 地形図を持って大学周辺を巡検し、地域の実情を学びます。 巡検レポートを作成する。（4時
間）

11大学周辺の地域的特色を巡検を経た視点で理解しよう グループ討議によって、地域の特徴を理解します。
討議を経て、巡検レポートを完成
させる。（4時間）

12地域調査のテーマを考えよう
地域調査の方法を学びます。それらをもとに地域調査のテーマを決定し
ます。

地域調査の方法を考え、資料収集
を開始する。（4時間）

13地域調査を開始しよう 地域調査の調査方法を決定し、調査を開始します。 冬休みも使って地域調査を実施す
る。（4時間）

14地域調査レポート完成させよう 地域調査レポートを完成させ提出します。 地域調査レポートをまとめる。
（4時間）

15日本の地域的特色を考えよう
提出された地域調査レポートなどをもとに、日本の地域的特色を考えて
みます。

日本の地域的特色をまとめる。
（4時間）

テキスト
「新編地理資料2018」内山美彦他編（東京法令出版（株））　ISBN:978-4-
8090-7838-5 (生協で購入してください。)
「グラフィックワイド地理日本2018」東京法令出版教育事業推進部編（東京
法令出版）(別途、指示します。）
「今がわかる時代がわかる 日本地図 2018年版」（成美堂出版）　ISBN:978-
4415112725 (生協で購入してください。)
「2万5千分1地形図「松本」・「波田」」（国土地理院）(生協で購入してく
ださい。)

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：30％　定期試験：40％
S：授業内容を高度に理解し積極的にグループ討議に参加した。非常に詳細な地
域調査レポートを作成し、特に高い地理的思考力を身につけた。A：授業内容を
理解しグループ討議に参加した。詳細な地域調査レポートを作成し、高い地理
的思考力を身につけた。B：授業内容をおおよそ理解しグループ討議に参加した
。地域調査レポートを作成し、地理的思考力をおおよそ身につけた。C：授業内
容の60%程度理解し、地域調査レポートを作成した。

参考書
「東京学芸大学地理学会シリーズⅡ日本を学ぶ」（古今書院）
「地理を学ぼう　地理エクスカーション」立正大学地理学教室編（朝倉書店
）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
中学高校生用の副教材や地形図をテキストとしますが、作業学習や資料を見る
ためのものです。授業中にその作業学習を行うことがあります。12色程度の色
鉛筆を持参してください。
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科目名 国際経済 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23207研究室 E-10

担当者 糸井　重夫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
今日の国際経済は様々な分野で相互依存関係が深化し、一国経済が他国に強い影響を与える経済に変質してきています。本授業では、経
済のグローバル化の背景やその方向性について講義します。また、授業は「経済入門」を受講していることを前提としますが、必要に応
じて「経済入門」の内容を復習しながら進めます。また、「出席レポート」の提出により様々なコンピテンスを育成するとともに、「論
理的思考力」についても高めていきますので、新聞等で積極的に実社会を確認してください。

学修到達目標
授業内容の理解を通して実社会に興味を持ち、特に国家間の経済的な結びつきを理解することを通して、国際経済の構造を自分なりに理
解する。特に、長野県は海外拠点を持つ企業が多く、外国為替市場の動向に企業収益が左右される企業が多いため、外国為替市場の動向
と地域経済との関係が理解できるようになる。
授業の進め方
授業は講義形式で実施しますが、「出席レポート」等を通して受講者の理解を確認しながら授業を進めます。また、人数が少ない場合、
双方向型のアクティブ・ラーニング授業を行い、その場で理解を確認しながら進めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1国際経済と国際通貨制度 国際通貨制度について、19世紀に確立した金本位制度について説明しま
す。また、貨幣の機能についても整理します。

ICT等を活用して金本位制につい
て調べ、「出席レポート」に整理
する。（4時間）

2戦後の国際通貨制度 戦後の「ブレトン・ウッズ体制（通称「IMF・GATT体制」）」について
説明します。また、固定相場制と変動相場制についても説明します。

ICT等を活用して「ブレトン・ウ
ッズ体制」などを調べ、整理する
。（4時間）

3国際通貨制度の矛盾とニクソン・ショック
外国為替制度について説明します。また、今日の国際通貨制度の矛盾に
ついても説明します。

ICT等を活用して「ニクソンショ
ック」などを調べ、整理する。
（4時間）

4金融経済の進展と要因 拡張的な財政金融政策の功罪について説明し、金融経済の進展が意味す
ることを説明します。

ICT等を活用して「財政金融政策
」の手法などを調べ、整理する。
（4時間）

5プラザ合意と国際的政策協調体制の成立
グローバルな国際経済における「インバランス」の問題と、それに対す
る国際的な協調体制成立の背景等について説明します。

ICT等を活用して「プラザ合意」
などを調べ、整理する。（4時間
）

6アジア通貨危機 1990年代のアジア通貨危機の背景や、この危機に対する各国の対応、さ
らにはIMFの対応等について説明します。

ICT等を活用して「アジア通貨危
機」などを調べ、整理する。
（4時間）

7各国の財政金融政策と世界経済
今日の世界経済は、外国為替相場の変動を通して各国の経済に強い影響
を与える経済に変質してきていますが、その影響について説明します。

ICT等を活用して「欧州信用不安
」などを調べ、整理する。（4時
間）

8後期金融経済と金融機関規制

今日、金融機関の破綻の影響を最小限に抑えるため、金融機関行動を国
際的に規制するBIS規制が導入されていたす。ここでは、この規制につ
いて説明します。

ICT等を活用して「BIS規制」など
を調べ、整理する。（4時間）

9日本企業の海外進出 戦後の高度経済成長期以後の日本企業の海外進出について、外国為替相
場の変動の側面を中心に説明します。

ICT等を活用して円高・円安の進
行に伴う日本企業の行動変化につ
いて調べ、整理する。(4時間)

10企業活動のグローバル化と国際分業
今日の各国企業のグローバル化と、ビジネスモデルの変化について説明
します。

ICT等を活用して、1990年以降の
日本企業の行動変化について調べ
、整理する。（4時間）

11企業活動のグローバル化と労働
企業活動のグローバル化に伴って労働力も国境を越えて移動しますが、
その状況について説明します。

ICT等を活用してわが国の労働力
受入等について調べ、整理する。
（4時間）

12多文化共生社会と企業経営 外国人労働者の増加など、多様化する社会において求められる「ダイバシティ・マネジメント」に「ついて説明します。

ICT等を活用して「ダイバシティ
・マネジメント」について調べ、
整理する。（4時間）

13自由主義と保護主義 貿易自由化と保護貿易主義の歴史について説明し、今日の世界経済にお
ける貿易の方向性について説明します。

ICT等を活用して「貿易戦争」に
ついて調べ、整理する。（4時間
）

14世界経済の拡大と日本経済 世界経済の動向が日本経済にどのような影響を与えるのかについて説明します。
ICT等を活用して世界経済につい
て調べ、整理する。（4時間）

15全体のまとめ 14回の授業のまとめをします。また、まとめを通して、今後の国際経済
の動向や課題についても説明します。

各自で国際経済の方向性について
整理する。（4時間）

テキスト
プリントや資料を配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　課題：10％　小テスト：20％　定期試験：40％
評価の目安は、「S」：事前事後学修の成果を含めて授業内容を理解し、その内
容を文章等を含めて他者に分かりやすく説明できる、「A」：事前事後学修の成
果を含めて授業内容を理解し、その内容を文章等で明確に整理できる、「B」
：事前事後学修の成果を含めて授業内容の要点を理解し、文章等で整理できる
、「C」：授業内容を理解し、その内容を文章等で整理できる、です。

参考書
国際経済、国際金融関係の図書を開講時に指示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本授業は、経済学関係の基礎科目を履修しているという前提で展開されます。
授業中に経済学に関する復習等も行いますので、受講者は、経済学関係の基礎
科目のノートを持って出席してください。
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科目名 死と死につつあることの社会学 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23208研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
現在、いわゆる「先進国」では病院で死を迎える人びとが大半を占めています。18世紀末の臨床医学の誕生から、近代医学が人間のライ
フサイクルに関与する機会は増加したといわれています（たとえば出産や死）。本講義では、近代医学が人間の死にいかに関わってきた
のか、その歴史を概観し、その関わり方の変容および持続について解説します。

学修到達目標
現代社会における「死」の様々な側面を学び、自らの問題として捉えることを目標とします。

授業の進め方
講義形式で行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1現代社会における死 現代社会における死の諸相を紹介します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

2近代医学の成立 近代医学の成立についての歴史を学びます。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

3臨床医学と監視医学 臨床医学の誕生から監視医学の興隆までを概観します。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

4医療政策 先進国における医療政策の変化について解説します。 配布資料を読み、下調べをする
（4時間）。

5ホスピス緩和ケア 死にゆく人びとを支えるケアの誕生について学びます。
小テストを実施するのでこれまで
の授業内容を復習する（4時間
）。

6ホスピス運動 ホスピス運動とは何かを学びます。 小テストでできなかった問題の復
習をする（4時間）。

7死ぬ権利を求める運動 死ぬ権利を求める運動とホスピス運動の共通点を考えます。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

8自己決定権 医療における自己決定権について、死ぬ権利を含めて考えます。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

9告知の現状 病名と予後に関する告知の各国の現状を紹介します。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

10医療制度(1) 医療制度の英米・伊・日本の比較をします。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

11医療制度(2) 英米・伊・日本の比較をします。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）。

12ホスピス緩和ケアの実際 ホスピス緩和ケアの実際を質的調査の結果とともに紹介します。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

13ホスピス緩和ケアの実際 ホスピス緩和ケアの実際を質的調査の結果とともに紹介します。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

14現代社会における死と文化 文化と死の関係について考えます。 授業中に配布する課題プリントを
する（4時間）。

15まとめ 講義全体のまとめ 総復習（4時間）

テキスト
1冊にまとまったテキストは存在しないため、いくつかの文献から論文を選ん
で提示します。

成績評価の方法・基準
定期試験：60％　課題：40％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解
し、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける
。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問
題が解ける。C:授業の内容の60％程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り
組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
「先端医療の社会学」黒田浩一郎編（世界思想社）
「現代医療の社会学」黒田浩一郎編（世界思想社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
生あるものは必ず死を迎えます。あなたにとって大切な他者の死を看取ること
もあるでしょう。現代社会における「死」について知り、真摯に向き合う姿勢
をもって講義に臨んでください。
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科目名 近代日本の歴史 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33209研究室 非常勤

担当者 小松　芳郎 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
本講義では、地域にのこる身近な歴史に触れながら、それぞれの時代の日本の歴史を見ていきます。いつ、どこで、何が起きたかといっ
た網羅的な日本史ではなく、日本の歴史事象をいくつか選び、当時の人物、記録、時代をとらえていきます。

学修到達目標
歴史をみる眼、歴史観を新たに構築できる。

授業の進め方
今も残る歴史資料などを紹介しながら、毎回10頁のレジメをもとに講義を進めます。講義は教室で行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1歴史像と歴史理論 日本史の時代区分、歴史を学ぶにあたって（小さな歴史から大きな歴史
へ）

シラバスを熟読したうえで講義に
のぞむこと。（4時間）

2旧石器・原始時代 旧石器時代・縄文時代・弥生時代の日本 身近にある遺跡等を調べておくこ
と。（4時間）

3古墳時代 東日本最古の弘法山古墳の文化と日本 身近にある古墳を事前に調べてお
くこと。（4時間）

4中世の人びとの暮らし 「物くさ太郎」を読み解きながら、都の暮らしと地方の暮らしを考える
大学の近くにある「物くさ太郎」
関連の史跡をみておくこと。
（4時間）

5戦国時代 川中島の戦い、真田氏三代と小笠原氏三代
これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理してくること。
（4時間）

6江戸時代の暮らし（武家） 幕藩体制の時代を、信濃の諸藩から、武家の暮らしをみていく。藩主の変遷、動向をさぐる。

これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理してくること。
（4時間）

7江戸時代の暮らし（村びと） 江戸時代の村びとの暮らし、立ち上がる農民たち（加助騒動）
これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理してくること。
（4時間）

8幕末から明治へ ペリー来航から維新期への激動、藩から県へ（「信濃の国」）
これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理してくること。
（4時間）

9地域の近代化 自由民権運動と秩父事件、普通選挙運動発祥の地松本
これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理してくること。
（4時間）

10明治・大正期の日本 人物をとおして、日清・日露戦争期の日本をみる。松本平から大逆事件
を考える。

「大逆事件」について調べてくる
こと。（4時間）

11養蚕・製糸業の発展 日本一の蚕糸王国長野県の製糸業と工女の生活
なぜ製糸業が長野県で栄えたのか
を事前に調べてくること。（4時
間）

12戦時下の日本 満洲事変から15年間の戦時下の日本を、さまざまな角度からみていく
（歩兵第五十聯隊・満洲移民・工場と児童の疎開）

戦争の時代の話を聞いてくること
（4時間）

13変わる生活 高度経済成長期の前と後の変容を日記から読み解く 身近な生活の変化を整理しておく
こと。（4時間）

14戦後72年の日本 昭和20年以降の日本の首相の動きから、戦後の日本をふりかえる 記憶に残る日本の首相を整理して
おくこと。（4時間）

15歴史的文化財の保護 文化財の保護・保存、歴史文書の保存・利用、および講義全体のまとめ
地元にどのような文化財があるか
、事前に調べて来ること。（4時
間）

テキスト
担当者が作成したレジメを、講義ごとに出席者に配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　定期試験：50％
講義後のコメント：20％
S:出席レポートを全回提出し、講義後のコメントの密度が非常に高く、講義の
内容のほぼすべてを修得している。A:出席レポートを全回提出し、講義後のコ
メント内容が充実しており、講義内容を深化させて修得している。B:出席した
回すべての出席レポートを提出し、講義後のコメントが記入され、講義内容を
理解し、自分なりの史観を表現できる。C:出席した回すべての出席レポートを
提出し、講義後のコメントが記入され、講義内容をある程度理解している。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義ごとに感想を受講票に記入して提出してください。質問があればあわせて
記入してください。次回の講義で答えます。
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科目名 地域の歴史 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13301研究室 非常勤

担当者 小松　芳郎 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
2017年度～

授業概要
政治・教育・文化・諸産業・交通運輸等々にわわる。長野県の歴史上の人物の生き様や業績をとおして、その生きた時代を、日本の歴史
上に位置付けながら検証していきます。古代・中世・近世・近代・現代と、それぞれの時代の群像を取り上げます。その中で、地域の歴
史の学び方を、歴史資料の所在・調査・研究などの面から、自分なりにどのように取り組んでいくのかを考えていきます。

学修到達目標
地域で、何をどのように学び、それを様々な教育等の場でいかに生かせていったらよいのか、自分なりに課題をみつけ、具体的に調べ、
伝えていくことができる。

授業の進め方
具体的にいくつかの資料を紹介しながら、レジュメをもとに講義をすすめます。講義は教室で行ないます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1県歌制定50年 長野県歌「信濃の国」を読み解き、その時代背景をみる。 何番まで歌えるか、歌詞の意味を
考えておくこと。（4時間）

2旧石器・縄文の時代 野尻湖人、縄文時代の人びとなどをとおして、その時代の生活をみてい
く。

地元の遺跡や遺物を調べておくこ
と。（4時間）

3物くさ太郎 御伽草子「物くさ太郎」を読み解きながら、中世の人びとの暮らしを考
える。

大学近くにある「物くさ太郎」の
碑を事前に見ておくこと。（4時
間）

4真田氏・小笠原氏3代 真田氏三代と小笠原氏三代をとおして、戦国時代をみる。
これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理しておくこと。
（4時間）

5江戸時代の領主たち 松本の領主をもとに、代表的な人物をもとに、その時代背景をみる。
これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理しておくこと。
（4時間）

6江戸時代の村びとたち 百姓一揆の多田加助、堰を開発した百瀬三七を調べる。 加助騒動の身近な史跡を調べてお
くこと。（4時間）

7明治の群像 佐久間象山、赤松小三郎、松尾多勢子、近藤茂左衛門らをとおして、幕
末維新期の日本をみる。

これらの人物について調べておく
こと。（4時間）

8自由民権運動と秩父事件 松本の自由民権運動、佐久での秩父事件を主導した人物をとおしてその
全体像にせまる。

これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理しておくこと。
（4時間）

9普選の父、中村太八郎 日本の普通選挙運動発祥の地は松本。中村太八郎・木下尚江らの活動を
さぐる。

普通選挙運動について調べておく
こと。（4時間）

10製糸王国長野県 製糸王今井五介をとおして、養蚕製糸業の発展をみる。私鉄の敷設、木
曽川の電力開発についても考える。

養蚕・製糸業について調べておく
こと。（4時間）

11松本からみた「大逆事件」 事件の発端は松本平から。幸徳秋水らと信州の関わりをみながら「大逆事件」と日本を考える。

これまで学んだことのある左記テ
ーマについて整理しておくこと。
（4時間）

12大正期の教育 川井清一郎訓導が関わった学校での事件から信州教育を考え、鳩山春子
と沢柳政太郎をとおして日本の教育をみる。

「信州教育」とは何かを考えてお
くこと。（4時間）

13戦争の時代（1） 福島安正と河原操子をとおして、日清・日露戦争をみる。 ふたりの人物について調べておく
こと。（4時間）

14戦争の時代（2） 川島芳子と川島浪速などをおいながら、「満洲事変」からの「15年戦争
を」みていく。

川島芳子について調べておくこと
。（4時間）

15戦後の日本 戦後73年間の日本の首相と米国の大統領をとおして、日本の政治史をみ
る。

記憶にのこる日本の首相を整理し
ておくこと。（4時間）

テキスト
講義ごとに担当者が作成したレジメを、出席者に配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　定期試験：50％
講義後のコメント：20％
S:出席レポートを全回提出し、講義後のコメントの密度が非常に高く、講義の
内容のほぼすべてを修得している。A:出席レポートを全回提出し、講義後のコ
メント内容が充実しており、講義内容を深化させて修得している。B:出席した
回すべての出席レポートを提出し、講義後のコメントが記入され、講義内容を
理解し、自分なりの史観を表現できる。C:出席した回すべての出席レポートを
提出し、講義後のコメントが記入され、講義内容をある程度理解している。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義ごとに感想や質問を受講票に記入して提出してください。質問については
、次回の講義で答えます。
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科目名 地域と文学 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13302研究室 A-07

担当者 國府田　祐子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
～2016年度 文学

授業概要
信州にゆかりのある文学者や研究者を取り上げ、出身地や略歴、代表作等を紹介します。地域の昔話も含みます。担当者が代表作の紹介
を行い、描写の読み取り方や味わい方を学びます。分担した箇所について調べ学習を行いながら、自分の読みを確立するための力を身に
つけていきます。その後学生自身が自分の興味・関心に沿って他の作品を調査し、各自が調べた結果を最後に発表します。発表された内
容について全体で検討し討議し、共有します。

学修到達目標
1　信州の主たる代表作を知り、その実際を広く理解する。
2　文学作品に対する知見を深め、文学に関する考察力や研究力を身につける。
3　作品に対する自分の考察を持ち、わかりやすく発表、論述することができる。　
授業の進め方
講義、発表、演習です。教員が文学作品の読み方講義をします。その後作品を自分の力で読み進めプリントを作成し発表します。最後に
各自が自分の興味・関心に応じて調べ学習をし発表します。週末にｱｳﾄｷｬﾝﾊﾟｽに出かける予定です。（日程は初回に提示）
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス　文学の読み方 文学作品の読み方について基本的な観点を講義します。発表分担を決めます。

シラバスから全体を概括する。読
み方の基本の視点をまとめ、担当
箇所を調査する。(4時間）

2信州の作家(1)
島崎藤村『夜明け前』を読み作品の背景を学びます。各自が読んだ内容
を発表し合います。互いに読み合うことによって深め、各自が考察を持
ちます。

授業内容を考察しまとめる。分担
箇所について発表準備をする。
（4時間)

3信州の作家(2) 『夜明け前』を読み進め読み深めます。各自が読んだ内容を発表し合い
、互いの読みを交流し、各自が考察を持ちます。

授業内容を考察しまとめる。分担
箇所について発表準備をする。
(4時間)

4信州の作家(3) 島崎藤村『夜明け前』を読み、作品の背景や読み進め方を学びます。互
いの意見交流をします。

授業内容を考察しまとめる。分担
箇所について発表準備をする。
(4時間)

5信州の作家(4) 『千曲川のスケッチ』を読み進め、互いの読みを共有し、自分の読みの
確立を目指します。各自で考察を持ちます。

授業内容を考察しまとめる。分担
箇所について発表準備をする。
(4時間)

6信州の作家(5) 『千曲川のスケッチ』を読み進め、互いの読みを共有し、自分の読みの
確立を目指します。各自で考察を持ちます。

授業内容を考察しまとめる。分担
箇所について発表準備をする。
(4時間)

7信州の作家(6) 『千曲川のスケッチ』を読み進め、互いの読みを共有し、自分の読みの
確立を目指します。各自で考察を持ちます。

授業内容を考察しまとめる。分担
箇所について発表準備をする。
(4時間)

8信州の詩歌(1) 島崎藤村の詩から複数取り上げ、読み味わい方や解釈の仕方を学びます
。

授業内容をまとめる。分担箇所に
ついて発表準備をする。『夜明け
前』を読破し提出する。(4時間)

9信州の詩歌(2) 『若菜集』等から複数の作品を取り上げ、読み味わい方や解釈の仕方の
筋道を学びます。

『藤村詩抄』を読破しレポートを
書く。発表準備をする。(4時間）

10信州の研究者・歌人(1) 窪田空穂の業績を知り、いくつかの作品を取り上げ読み味わいます。（ｱｳﾄｷｬﾝﾊﾟｽを予定。詳細は別途）

授業内容を考察しまとめる。ｱｳﾄｷ
ｬﾝﾊﾟｽの準備とまとめを行う。
(4時間）

11信州の研究者・歌人(2) 窪田空穂の業績を知り、いくつかの作品を取り上げ読み味わいます。（ｱｳﾄｷｬﾝﾊﾟｽを予定。詳細は別途）

授業内容を考察しまとめる。ｱｳﾄｷ
ｬﾝﾊﾟｽをまとめ、レポートを書く
。(4時間）

12信州の童話・昔話 信州を代表する昔話に触れ、これまで学んだ読み方を生かして解釈し、
考察を持ちます。

各自が発表資料を作成し、発表の
準備をする。(4時間）

13信州の作品(1) 各自が自分の興味・関心に応じて調べ、調べた内容や作品解釈、作品研
究を発表します。

各自が発表資料を作成し、発表の
準備をする。(4時間）

14信州の作品(2) 各自が自分の興味・関心に応じて調べ、調べた内容や作品解釈、作品研
究を発表します。

各自が発表資料を作成し、発表の
準備をする。(4時間）

15信州の作品(3)　総括 各自が自分の興味・関心に応じて調べ、調べた内容や作品解釈、作品研
究を発表します。 15回を総括する。(4時間）

テキスト
「夜明け前　第1部（上）」島崎藤村著（角川ソフィア文庫　）　
ISBN:9784101055084 (生協で購入してください。)
「千曲川のスケッチ」島崎藤村著（岩波文庫　緑23-6）　ISBN:4003102363
(生協で購入してください。)
「藤村詩抄」島崎藤村著（岩波文庫）　ISBN:4003102312 (生協で購入してく
ださい。)
「大造じいさんとガン」椋鳩十著（偕成社文庫）　ISBN:978-4-03650620-0
(生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　課題：60％　レポート：20％
S:基本的な概念や理論を正確に説明でき適切に表現し、高い意欲を示している
。A:基本的な概念や理論をほぼ正確に説明でき適切に表現している。B:基本的
な概念や理論を一部説明できるものがあり表現している。課題を全て行ってい
る。C:基本的な概念や理論を説明できるものがあり表現している。課題を全て
行っている。受講態度には毎回出すシートの出来映え、発表等を含む。欠席4回
で単位を認定しません。欠席・遅刻2回で1回の欠席とし、30分以上の遅刻・早
退は欠席1とみなします。

参考書
「島崎藤村　吉田精一著作集6」吉田精一著（桜楓社）
「新しい国語表記ハンドブック　第7版」三省堂編修所編編（三省堂）
「漢字筆順ハンドブック　第3版」江森賢治著（三省堂）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
その他参考書は講義で適宜紹介します。座席指定です。レポートや課題は手書
きによる提出が主です。用具等は第1回授業で指示します。ｱｳﾄｷｬﾝﾊﾟｽが企画で
きた際は必ず出席してください。
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科目名 地域の伝統行事 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23303研究室 非常勤

担当者 小松　芳郎 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
2017年度～

授業概要
日頃から体験している年中行事から始まり、各地に伝わる伝統行事について学びます。長野県内の代表的な行事を、それぞれの地域ごと
に扱い、地域に残る歴史と民俗事象を掘り下げていきます。さらに、身の回りの暮らしの中での伝統行事を、今日までの変容を追いなが
ら、どのように調べて記録としてのこしていくのか、それを後世にどのように伝えていったらよいのかを、具体的な事例を挙げながら探
り考えていきます。

学修到達目標
地域で、何をどのように学び、それを様々な教育等の場でいかに生かしていったらよいのか、自分なりに課題をみつけ、具体的に調べ、
伝えていくことができるようになる。

授業の進め方
いくつかの資料を紹介しながら、レジメをもとに講義をすすめます。講義は教室で行ないます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1変わる生活 昭和30年代からの高度経済成長期を境にして変わる生活のなかでの年中
行事を、日記をもとにみます。

三世代の話を聞いて、暮らしの変
容の一部を調べておくこと。
（4時間）

2年中行事（1） 信州の春のさまざまな年中行事をみます。 自分の住む地域の左記テーマにつ
いて調べておくこと。（4時間）

3年中行事（2） 信州の夏のいろいろな年中行事・祭りをみます。 自分の住む地域の左記テーマにつ
いて調べておくこと。（4時間）

4年中行事（3） 信州の秋の各地の年中行事・祭りをみます。 自分の住む地域の左記テーマにつ
いて調べておくこと。（4時間）

5年中行事（4） 信州の冬のいくつかの年中行事をみます。 自分の住む地域の左記テーマにつ
いて調べておくこと。（4時間）

6人の一生（1） 誕生から成人までの儀礼などをみていきます。 誕生から今日までの自分の儀礼を
調べておくこと。（4時間）

7人の一生（2） 成人からの人の一生をみます。 親の世代などの儀礼の例を聞いて
おくこと。（4時間）

8人の一生（3） 一生を終える儀式とその変容を、時代とともにみていきます。 葬儀の変容について調べておくこ
と。（4時間）

9善光寺 善光寺仏の流転、善光寺信仰、御開帳などを調べます。 左記のテーマについて調べておく
こと。（4時間）

10御柱 信州各地の御柱のようす、歴史などを調べます。 自分の住む地域の左記テーマにつ
いて調べておくこと。（4時間）

11石仏を調べる 石仏、道祖神などを調べます。 自分の住む地域の左記テーマにつ
いて調べておくこと。（4時間）

12地域の文化財（1） 北信の文化財には、どのようなものがあるか調べます。 左記のテーマについて調べておく
こと。（4時間）

13地域の文化財（2） 東信の文化財には、どのようなものがあるか調べます。 左記のテーマについて調べておく
こと。（4時間）

14地域の文化財（3） 中信の文化財には、どのようなものがあるか調べます。 左記のテーマについて調べておく
こと。（4時間）

15地域の文化財（4） 南信の文化財には、どのようなものがあるか調べます。 左記のテーマについて調べておく
こと。（4時間）

テキスト
担当者が作成したレジメを、講義ごとに出席者に配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　定期試験：50％
講義後のコメント：20％
S:出席レポートを全回提出し、講義後のコメントの密度が非常に高く、講義の
内容のほぼすべてを修得している。A:出席レポートを全回提出し、講義後のコ
メント内容が充実しており、講義内容を深化させて修得している。B:出席した
回すべての出席レポートを提出し、講義後のコメントが記入され、講義内容を
理解し、自分なりの史観を表現できる。C:出席した回すべての出席レポートを
提出し、講義後のコメントが記入され、講義内容をある程度理解している。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義ごとに感想や質問を受講票に記入して提出してください。質問については
、次回の講義で答えます。
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科目名 地域社会と学校教育 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33304研究室 A-01

担当者 征矢野　達彦 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日4限､金曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
授業概要
学校教育では、新学習指導要領で「生きる力」を育成するという基本理念が継承され、「確かな学力」や「豊かな人間性」などを育むこ
とが求められています。知識・技能を実生活で活用する力や、異なる文化や背景を持つ人々との関係を構築する力が、今後必要とされて
います。それらの力を育成するには、外部の力を有効に活用していく必要があります。地域社会における学校の意味を問い直し、「信州
型コミュニティスクール」の取り組みを研究すると共に、地域社会に根ざした学校づくりを追究していきます。

学修到達目標
地域社会における教育計画の理念や背景を学び、地域社会に支えられた学校や教師のあり方の理解を深め、豊かな人間観、教育観、教師
観を形成する。地域社会と学校との関わり方について学び、教員としての資質を身につける。

授業の進め方
学校と地域との関わりについての歴史や変容、展望を講義で学び、小・中学校の実際の教育現場でのｱｳﾄｷｬﾝﾊﾟｽを通して、地域と共にある
学校づくりを学びます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 学校と地域社会との関わりについての学び方を理解します。 地域社会の概念の理解をする
（4時間）

2近代学校の成立 学校の成立と学校統合、通学区の再編について学びます。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

3開かれた学校 地域社会に「開かれた学校」の動向と展望について理解します。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

4学校と家庭 少子化社会における家庭の教育機能の変容について理解します。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

5国・県の教育計画 国及び県の教育計画、長野県の求める教師像について理解します。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

6信州型コミュニティスクールの取り組み 信州型コミュニティスクールの理念と取り組みについて学びます。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

7松本市の教育行政 松本市の教育行政と学校の教育計画について学びます。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

8アウトキャンパス① 信州型コミュニティスクールの取り組みを小学校で参観します。 参観観点別評価表に記入する
（4時間）

9アウトキャンパス② 信州型コミュニティスクールの取り組みを中学校で参観します。 参観観点別評価表（4時間）

10参観報告会 小・中学校の地域と共にある学校づくりの成果と課題を話し合い、共有
します。

本時の学習内容の整理をする
（4時間）

11アウトキャンパス③ 地域社会の特性を生かした特別支援学校の取り組みの様子を参観します
。

参観観点別評価表に記入する
（4時間）

12参観報告会 地域社会と特別支援学校との関わりの成果と課題を話し合い、共有しま
す。

本時の学習内容の整理をする
（4時間）

13教師像 保護者や地域社会が求める学校と教師像を学びます。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

14まとめ① 地域社会と学校との関わり方をみんなでシェアします。 本時の学習内容の整理をする
（4時間）

15まとめ② これまでの総括として、地域社会と学校教育の将来像を明らかにします
。

総合レポートをまとめる（4時間
）

テキスト
使用しません。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：70％
S:到達目標達成のために探求姿勢をもって課題に意欲的に取り組み、授業内容
をすべて理解して、正しく文章で表現することができる。A:到達目標達成のた
めに探求姿勢をもって課題に取り組み、授業で学んだことを理解し、正しく文
章で表現することができる。B:到達目標達成のために探求姿勢をもって課題に
取り組み、授業で学んだことについて概ね理解し、文章で表現することができ
る。C:到達目標達成を理解して、課題に取り組み、授業で学んだことを表現で
きる。

参考書
必要に応じて提示します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
外部での授業があるので、学校現場に入るときの諸注意を遵守してください。
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科目名 地域経済史 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33305研究室 W-22

担当者 木村　晴壽 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日4限､金曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ ○ ○
授業概要
わが国が工業化される過程で発展しあるいは衰退した地域（地場）産業の全体像を踏まえた上で、地域経済の形成に大きな影響を与えた
地域産業を取り上げ、それらの歴史的展開について講義します。特に、本学が立地する信州の地域産業については、工場形態での発展に
よりわが国最大の外貨獲得産業となった器械製糸業、および、一時期は地域経済に大きな比重を占めながらも戦後の経済発展のなかで産
業としての影響力を失い、伝統工芸としての業態で存続した他の絹関係品生産を対比しながら、地域産業の動きを理解します。

学修到達目標
明治以降の日本がたどった歴史を、地域産業を通じて理解し、最終的には地域産業の持つ強さ・弱さ、そしてその将来像を把握している
。地域に展開した産業（特に長野県では製糸業）がどういう発展の仕方をしてきたか、そしてそれがいま地域で展開する産業とどういう
関係にあるかを理解する。
授業の進め方
基本的には教員からの説明を主体とした講義形式で進めます。アウトキャンパス等は計画していません。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス ガイダンスと講義に向けての基礎知識について説明します。
テキスト1～5頁を熟読のこと(2時
間)。事後、授業で指摘した事項
を調べること(2時間)。

2繊維産業と日本経済 繊維産業、特に製糸業が日本経済にどのように位置づけられるかを詳述
します。

テキスト6～13頁を熟読のこと
（2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

3地主制と製糸業 器械製糸の中心地は長野県であることを踏まえ、地主制との関連を詳述
します。

テキスト13～18頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

4器械製糸業 長野県が器械製糸の中心になった背景と要因について詳述します。
テキスト20～23頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

5田中組の金融活動 長野県にも大きな政商が（小野組と田中組）関わっていたことを詳述し
ます。

テキスト23～26頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

6洋銀取引との関係 「金の国」日本（小判とドル銀貨） と銀貨の関係について述べます。
テキスト26～29頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

7外国為替相場の出現 日本初の相場師が長野県出身の商人である事実と長野県の機械製糸業と
の関係を詳述します。

テキスト29～32頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

8片倉製糸 日本最大の生糸メーカー、片倉製糸の成長過程について詳述します。
テキスト34～35頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

9蚕網の生産 重要な養蚕具として江戸期から信州で使われていた蚕網が全国に普及し
てゆく過程を詳述します。

テキスト35～39頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

10戦時下の製糸業 戦時下で切り捨てられる製糸業の姿を詳述します。
テキスト40～42頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

11戦時下の地域経済 戦争直後の混乱のなか日本経済がどう変わったかを基礎に、地域産業の
変貌について詳述します。

テキスト48～53頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

12戦後の農地改革 戦争直後の混乱を経て日本の農業はどう変わったかを詳述します。
テキスト55～58頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

13戦後の軽工業と重工業 戦後、地域産業として何が製糸業に取って替わったかについて詳述しま
す。

テキスト58～60頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

14地域経済の転換 戦前と比較して大変貌を遂げた信州の経済構造について詳述します。
テキスト60～61頁を熟読のこと
(2時間)。事後、授業で指摘した
事項を調べること(2時間)。

15総括 信州の地域産業が軽工業から精密工業へと転換するまでの流れを詳述し
ます。

テキスト全体を通読のこと(3時間
)。事後、授業での総括を復習す
ること(3時間)。

テキスト
「地域経済史」木村晴壽著松本大学総合経営学部編（松本大学）(生協で購入
してください。)

成績評価の方法・基準
レポート：30％　定期試験：70％
S:授業内容を十分に理解し、地域産業について解説ができる。A:授業内容を理
解している。B:授業内容をおおよそ理解している。C:授業内容を6割程度理解し
ている。

参考書
「長野県史（各巻）」長野県編（長野県）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
期末の試験は、難易度がかなり高く設定されているので、普段の講義で集中し
て理解しようとする姿勢が必要です。
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科目名 地域課題研究Ａクラス 学年学期 1年通年 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13306研究室 W-34

担当者 白戸　洋 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 前期：火曜日3限後期：火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
授業概要
学生が地域の直面する課題について、その現状を学ぶとともに、実践活動を通じて具体的に課題解決を図ることを目的とします。

学修到達目標
①地域課題について理解をするとともに、実践活動の成果を分析・評価し、その成果を踏まえて具体的な解決にむけたアクションを自ら
計画し実施する技術及び能力を身に付ける　②活動を通じコミュニケーション能力や課題解決能力、社会的課題に対する関心、地域に向
き合う意識などを身に付ける
授業の進め方
子育ての問題や買い物弱者問題、地域の居場所づくり、子どもの育ち、まちづくりなど地域が直面する課題についての講義、課題の実態
を把握するための調査、その解決を図るための実践活動によって構成されます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 講義の内容及び進め方を説明し履修者シートの作成を行う（学修達成目
標等）

小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

2地域課題に関する講義① 高齢者の抱える問題（買い物弱者問題など）について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

3地域課題に関する講義② まちづくりをめぐる地域課題について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

4地域課題に関する講義③ 子育てをめぐる問題について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

5地域課題に関する講義④ 子どもをめぐる問題について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

6地域課題に関する講義⑤ その他の地域課題について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

7地域課題解決事業の実施準備① 対象地区等での実態の把握 (現地踏査)を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

8地域課題解決事業の実施① 対象地区において地域課題の解決を図る事業を実施する 小レポートを含む事後学習を時間
を行う

9地域課題解決事業の実施② 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

10地域課題解決事業の実施③ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

11地域課題解決事業の実施④ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

12地域課題解決事業の実施⑤ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

13地域づくりに関する講義① まちづくりについて講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

14地域づくりに関する講義② 居場所づくりについて講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

15地域づくりに関する講義③ 人づくりについて講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

16地域づくりに関する講義④ 子ども・子育てについて講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

17地域づくりに関する講義⑤ 高齢者について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

18地域づくりに関する講義⑥ 対象地区における課題を考える 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う
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授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

19地域課題解決事業の実施⑥ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

20地域課題解決事業の実施⑦ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

21地域課題解決事業の実施⑧ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

22地域課題解決事業の実施⑨ 対象地区において事業を実施する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

23調査手法① 社会調査について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

24調査手法② 分析・評価手法について講義する 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

25調査手法③ アンケート等調査に必要な資料の作成を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

26事業の成果分析① 対象地区等での成果と課題の把握 (アンケート調査)を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

27事業の成果分析② 対象地区等での成果と課題の把握 (ヒアリング調査)を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

28事業の成果分析③ 対象地域における事業の効果の検証を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

29今後の事業計画の策定 次年度以降の事業の計画策定を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

30まとめ　 個人別学修達成目標の評価を行う 小レポートを含む事後学習を1時
間を行う

テキスト
「買い物難民を救え!移動スーパーとくし丸の挑戦」村上　稔著（緑風出版）
　ISBN:978-4-8461-1411-4  (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
レポート：60％
S:講義の成果を活かして持続的に課題解決のために具体的な活動を行うことが
できる　A:実践活動を通じて地域課題を把握し有効な解決策を提言し解決を試
みた B:実践活動を通じて地域課題を把握し有効な解決策を提言 C:実践活動を
通じて地域課題を把握し概ね具体的な解決策を提言

参考書
「買物難民　もうひとつの高齢者問題」杉田　聡著（大月書店）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
PBL（問題解決）型の授業として、みなさんの身近な社会問題に対して実践的に
アプローチし、解決方法を学びます。積極的に参加してください。
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科目名 地域課題研究Ｂクラス 学年学期 1年通年 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13306研究室 S-02

担当者 廣田　直子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 前期：水曜日3限後期：水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
授業概要
この授業では地域全体を学びの場とし、フィールド活動により地域課題を見出し、その解決に向けて皆でディスカッションし、提案とい
う形にまとめます。Bクラスでは人の一生を「健康」の視点で概観し、まずは、乳幼児期、学童・青年期、壮年期、高齢期といったライフ
ステージごとの特徴をとらえます。その上で、地域活動に参画して生活者である地域の人々が直面する健康課題を発見し、グループ討議
を経て解決に向けて考え合い、提案をまとめます。

学修到達目標
能力：フィールド活動での観察力を修得する。課題について積極的にディスカッションできる。
具体的到達目標：健康を栄養と運動、社会生活の視点からとらえ、近隣社会の現状を踏まえて地域が抱える健康問題・課題への認識を深
め、自分たちの提案をまとめる。
授業の進め方
前半はオムニバス形式で、講義を中心に進めます。後半は、周辺地域で行なわれている「健康」への取り組みを、実習体験を通じて学び
、グループで地域課題に向けた解決法を探り、提案をまとめます。（履修者数を制限することがあります。）
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション 授業の進め方と、後半に行う実習参加について実習先や実習内容の説明
をします。決定している範囲で参加実習の情報を提示します。

各自で、予定されている実習に参
加するための日程を調整し、参加
意欲を高める。(1時間）

2社会生活と健康
4～5人のグループをつくります。自己紹介に加え、自身の健康観につい
て自由に語ることで互いの考えを知り、その後「社会生活と健康」を考
える次回以降の講義の意味について学びます。

健康観について、自身の健康に対
する受け止め方や考え方をまとめ
て記述する。（1時間）

3ライフステージと健康①乳幼児期
乳幼児期の発育発達の大枠を捉え、生涯にわたり健康な生活を送るため
の基盤となる育ちの環境について、栄養・運動の両面から学びます。　

身近に暮らす乳幼児に関心を寄せ
、乳幼児期に重要な育ちの環境に
ついてまとめる。（2時間）

4ライフステージと健康②学童・青年期

長野県内の児童の生活習慣の実態について学びます。生活習慣が子ども
の発育発達に及ぼす影響について県内の実態からとらえ、改善に向けた
栄養と運動両面からの支援の可能性を探ります。

学童期の生活時間、生活習慣の実
態を知り、問題の所在について考
えレポートを作成する。(2時間)

5ライフステージと健康③壮年期

体力をはじめ諸機能の衰えを感じ始めるのが壮年期です。健康上の様々
な問題を感じるようになるこの年代は、健康への関心が高まる時期でも
あります。栄養・運動の両面からの指導や支援の実情を学びます。

身近な大人との会話から、働き盛
り世代の健康への意識・関心を聞
き取ってまとめる。（2時間）

6ライフステージと健康④高齢期

元気な高齢者、支援が必要な高齢者など、「高齢期」とひとくくりにし
てもその幅は広く、人生における喜・哀のイベントが健康に影響を及ぼ
す年代でもあります。様々な観点から健康維持について学びます。

高齢期に生じる体の生理的衰えを
知り、健康であることの価値につ
いて考え、まとめる。（2時間）

7地域課題　（健康と栄養）
これまでの学習で得た知識を基に、地域に目を向けます。実際に行われ
ている栄養指導の場面やその内容、また対象に関する地域の実情を知り
、アウトキャンパスでの学習目標に向けて考えます。

これまでの学習内容を振り返り、
生活実態に合った「食」のあり方
を考え、まとめる。（2時間）

8地域課題　（健康と運動）
これまでの学習で得た知識を基に、地域に目を向けます。実際に行われ
ている運動指導の場面やその内容、また対象に関する地域の実情を知り
、アウトキャンパスでの学習目標に向けて考えます。

これまでの学習内容を振り返り、
生活実態に合った「運動」の必要
性を考え、まとめる。（2時間）

9松本市の健康づくりの取り組み

健康寿命延伸都市松本の制度や健康づくりに関する様々な取り組みにつ
いて知り、若者（学生）の視点からの行政への要望・提案についてディ
スカッションし、その中から自分たちで対応可能な課題を発見します。

市の活動内容をまとめ、行政が取
り組みにくい課題に関するレポー
ト執筆の準備をする。(3時間）

10市民運動としての健康づくりの取り組み

NPOや地域の自主運営による健康の取り組みについての実態を学びます
。熟年体育大学（JTRC)の取り組みや、本学地域健康支援ステーション
の事業例を参考に、健康に関する地域課題について考えます。

前回に続き、地域の健康課題を、
実際の事例から捉えてレポートを
完成させる。（3時間）

11情報収集の方法
これまでに学習した健康に関する様々な情報を、さらに幅広く収集する
ための方法とその活用方法について学びます。その際、今後の活動で必
要とされるルール、マナーについても学修します。

以後の報告や発表資料に役立てる
ための健康情報、地域情報などの
情報を収集する。(3時間）

12プレゼンテーションの方法
本講義後半では、グループで「地域における健康課題（仮）」を発表す
るので、収集した資料や実習での体験をまとめる際に必要となるプレゼ
ンテーションの方法として、パワーポイントの作成技法を学びます。

パソコンの操作に慣れ、パワーポ
イントを活用し、プレゼンファイ
ル作成の練習をする。(3時間）

13地域課題を探る
3～4人のグループになり、健康観について話し合いを持ちます。初回講
義でそれぞれが感じていた健康観を振り返り、あらためて地域の健康課
題について考え、メンバーと共有します。

グループで共有した問題について
地方紙などから情報を収集し、次
回講義時に持ち寄る。(2時間)

14地域課題を提起1
前回授業に続き、KJ法やブレーンストーミングなどで情報を出しあい、
グループの関心事をまとめて発表します。グループで収集した地域課題
について問題の所在を探ります。

グループで決めたテーマを咀嚼し
、実習の際のモチベーションの向
上を図る。（1時間）

15地域課題を提起2
グループで決めた地域課題（テーマ）を再確認します。何が問題で、ど
うしていくことが求められるか、自分たちにできることは何かなど具体
化させ、グループの意思決定を図ります。

後期に行う実習を意味あるものに
するため、積極的に必要な準備を
整える。(3時間）

16オリエンテーション（後期）

グループで進めます。前半の学習やグループの課題・目標を再確認しま
す。今後実施する実習参加について説明を受けます。実習記録ノートを
配布します。

実習記録ノートを確認し、実習参
加の準備と心構えを確固としたも
のにする。（1時間）

17実習事前指導
実習の事前指導を受けます。実習に臨む姿勢、記録の取り方、事後報告
について理解するとともに、実習先や対象者によって参加時の配慮や参
加姿勢が異なることを理解します。

実習先について事前に情報収集し
(1時間）、実習ごとの目標を定め
て臨む。(1時間)

18実習（栄養指導場面1）
アウトキャンパスでの見学体験や、地域健康支援ステーションの活動に
参加します。対象者について理解し、事業目的と評価について学んで、
グループでの討議やまとめに生かします。

実習記録ノートをまとめる。
（3時間）
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授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

19実習（栄養指導場面1-2）
アウトキャンパスでの見学体験や、地域健康支援ステーションの活動に
参加します。対象者について理解し、事業目的と評価について学んで、
グループでの討議やまとめに生かします。

実習記録ノートをまとめる。
（3時間）

20実習（栄養指導場面1-3）
アウトキャンパスでの見学体験や、地域健康支援ステーションの活動に
参加します。対象者について理解し、事業目的と評価について学んで、
グループでの討議やまとめに生かします。

実習記録ノートをまとめる。
（3時間）

21実習を振り返る（栄養）
グループ毎、体験から得た学びを共有します。互いの実習記録を振り返
り、それぞれの場面での気付きを話題提供し、地域社会に求められてい
る健康づくりの課題を探ります。

実習での振り返りや気づきを次回
実習に生かすために、自身の課題
目標を明確にする。（1時間）

22実習（運動指導場面1）
アウトキャンパスでの見学体験や、地域健康支援ステーションの活動に
参加します。対象者について理解し、事業目的と評価について学んで、
グループでの討議やまとめに生かします。

実習記録ノートをまとめる。
（3時間）

23実習（運動指導場面1-2）
アウトキャンパスでの見学体験や、地域健康支援ステーションの活動に
参加します。対象者について理解し、事業目的と評価について学んで、
グループでの討議やまとめに生かします。

実習記録ノートをまとめる。
（3時間）

24実習（運動指導場面1-3）
アウトキャンパスでの見学体験や、地域健康支援ステーションの活動に
参加します。対象者について理解し、事業目的と評価について学んで、
グループでの討議やまとめに生かします。

実習での振り返りや気づきを報告
会に生かすため、自分の考えや意
見をまとめる。（2時間）

25実習を振り返る
前期講義で得た学びや地域活動での実習体験をふまえ、グループで話し
合い、報告会での発表を前提にした討議をします。地域社会に求められ
ている健康づくりの課題と解決方法をを探ります。

自分の考えや意見を、体験と理論
の両面から語れるように準備を進
める。（2時間）

26報告会の準備
グループで互いの実習記録を振り返り、それぞれの場面での気付きにつ
いて話題提供し、地域社会に求められる健康づくりの課題とその解決方
法に向けた提案をまとめ、報告会での発表資料を作成します。

発表の準備・練習(2時間）、自分
の考えや意見を体験と理論の両面
から語れるようにする。

27実習報告会1
互いの報告・発表を聞き、自分の実習体験と重ね、他のグループの発表
に対して質問や感想を述べるなど、関心を持って聞き、互いに学び合い
ます。

「健康問題」を、個人の問題とし
てではなく、地域が抱える課題と
して再考する。(2時間）

28実習報告会2
互いの報告・発表を聞き、自分の実習体験と重ね、他のグループの発表
に対して質問や感想を述べるなど、関心を持って聞き、互いに学び合い
ます。

「健康問題」を、個人の問題とし
てではなく、地域が抱える課題と
して再考する。(2時間）

29実習報告会のまとめ 報告会での発表を受けて、地域課題解決に向けた方途についてグループ
ディスカッションをします。

ディスカッションを踏まえて地域
課題解決のための方途についてま
とめる。（3時間）

30地域課題　まとめ
一人ひとりが本講義の学びをまとめ、それをお互いに聴取し合い多様な
考えがあることを知ります。それを通して個々の学生が大学生活及び将
来の健康課題について、地域という視点で考え続ける姿勢を培います。

記録ノートや発表から、地域社会
における健康課題解決の方途に関
するレポートを作成する。（3時

テキスト
(別途、指示します。）　配布資料（プリント）で進めます。

成績評価の方法・基準
出席レポート：50％　課題：50％
S:積極的な地域活動参加を通し、多角的な観察による気づきや提案を的確に文
章表現できる。集団討議ではリーダーシップを発揮できる。A:積極的な地域活
動での観察から、気づきや提案を文章表現できる。集団討議で的確な意見を述
べることができる。B: 地域活動での観察による気づきを文章表現できる。集団
討議で自分の意見を述べることができる。C:地域活動に参加して学修した内容
を文章表現できる。グループワークで自分の意見を述べることができる。

参考書
配布資料で進めます。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
学生だから体験できる地域社会との交流を通じ、誰もが大切にしたい「健康」
への認識を深め、自身の健康についても考えください。また、学修を通して社
会の健康課題と向き合い、その解決方法を考え地域に目を向けましょう。
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科目名 地域課題研究Ｃクラス 学年学期 1年通年 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13306研究室 W-19

担当者 矢﨑　久 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 前期：火曜日2限､火曜日3限､木曜日2限､木曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ 健○ ス△
授業概要
　買い物難民、老老介護、孤独死など高齢化社会に共通した課題に加えて、豪雨や地震など近時増加する自然災害への対処など地域が抱
える課題は少なくありません。これら諸課題から今年度は「防災」に焦点をあてて、地域における防災の現状と課題について学ぶととも
に、具体的な活動を通した課題解決能力の獲得を図ります。

学修到達目標
　地域における「防災」をテーマに、課題の発見、解決目標の設定、目標達成にむけた実践計画の立案と実行、評価までを自らが主体と
なり、かつ創造的におこなえる。

授業の進め方
　火災、地震、豪雨などの災害や防災初動組織と地域連携のありかたについての座学、グループワーク、減災や防災と社会資源の活用、
災害支援ボランティア体験、さらに自治防災組織に関わることで「防災士」としての実践力を涵養します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1地域課題とはなにか 地域社会における課題の存在を知る 事前：プリント予習（0.5時間）
事後：講義計画理解（0.5時間）

2地域と防災 地域防災の現状と課題を知る 事前：プリント予習（0.5時間）
事後：課題作成（0.5時間）

3地域と防災 地域防災についての課題を抽出する 事前：課題作成（0.5時間）
事後：ワーク準備（0.5時間）

4地域課題としての防災 課題の発見と解決目標の検討
事前：解決目標の絞り込み
（0.5時間）事後：解決にむけた
計画検討（0.5時間）

5地域課題としての防災 課題の決定と解決にむけた実践計画作成
事前：課題シート作成（0.5時間
）
事後：実践計画案作成（0.5時間

6防災と社会資源 防災に活かせる社会資源を知る
事前：社会資源マップ準備
（0.5時間）事後：マップ作成
（0.5時間）

7防災と社会資源 災害想定と社会資源活用の実践 事前：社会資源確認（0.5時間）
事後：実践振返り（0.5時間）

8災害と危機管理 危機管理とはなにか。管理すべきポイントを知る
事前：危機管理について調べる
（0.5時間）事後：管理ポイント
の整理（0.5時間）

9災害と危機管理 災害予防、状況把握、対策検討、実施計画策定、実施、評価の実際（図
上訓練の準備）

事前：訓練手順を調べる（0.5時
間）事後：手順修正・整（0.5時
間）

10災害と危機管理 災害の想定と図上訓練の実施
事前：訓練手順確認（0.5時間）
事後：訓練実施後の課題まとめ
（0.5時間）

11地域住民の防災意識 地域住民の防災意識を知る（調査準備）
事前：防災意識調査表案作成
(0.5時間）事後：ワーク準備
（0.5時間）

12地域住民の防災意識 地域住民の防災意識を知る（調査実施） 事前：調査表作成（0.5時間）事
後：結果集計（0.5時間）

13地域住民の防災意識 地域住民の防災意識調査の結果集計と発表資料作成 事前：発表準備(0.5時間）
事後：発表資料作成（0.5時間）

14地域防災組織との交流 地域防災組織（消防団等）の役割、体制、訓練について学ぶ
事前：消防団について（調査
）(0.5時間）事後：報告書作成
（0.5時間）

15地域防災組織との交流 訓練の実際を知る（見学） 事前：作成準備（0.5時間）事後
：報告書作成（0.5時間）

16地域防災組織との交流 地域防災組織から学ぶ自治防災 事前：報告書作成（0.5時間）
事後：報告書修正（0.5時間）

17防災訓練 地域防災組織の指導による防災訓練の企画
事前：計画案作成（0.5時間）
事後：計画作成（グループワーク
）（0.5時間）

18防災訓練 防災訓練計画立案と関係部門間調整 事前：計画書作成（0.5時間）事
後：調整実施（0.5時間）
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授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

19防災訓練 地域防災組織と所属機関協働による防災訓練を実施する 事前：事前調整（0.5時間）　　
事後：報告書作成（0.5時間）

20災害とボランティア 災害支援ボランティア活動の実際（東日本大震災ボランティア活動） 事前：プリント予習（0.5時間）
事後：報告書作成（0.5時間）

21災害支援とボランティア 被災地のニードを知り災害支援ボランティアとして行動する 事前：ニード調査（0.5時間）
事後：支援準備（0.5時間）

22災害支援とボランティア 被災地支援をおこなう 事前：ニード絞込み（0.5時間
）事後：実施評価（0.5時間）

23災害支援とボランティア 支援体験を発表する
事前：支援・行動・評価表作成
（0.5時間）
事後：報告書作成（0.5時間）

24災害と自治防災組織 地域防災における防災士の役割、地域防災組織との協働による自治防災
をありかたを調べる

事前：自治防災組織調査（0.5時
間）
事後：報告書作成（0.5時間）

25災害と自治防災組織 組織の設立を準備する
事前：組織案作成（0.5時間）
事後：設立企画書案作成（0.5時
間）

26自治防災組織の設立 設立企画書の作成と開始準備
事前：設立企画案作成（0.5時間
）
事後：準備計画作成（0.5時間）

27自治防災組織の設立 地域防災組織と連携した自治防災組織をつくる
事前：役割の確認(0.5時間）
事後：報告書作成準備（0.5時間
）

28自治防災組織の設立 地域防災組織との協働訓練と情報共有 事前：役割の確認（0.5時間）
事後：報告書作成（0.5時間）

29実践の検証 地域課題の解決にむけた実践を検証する
事前：実践報告書作成（0.5時間
）
事後：発表資料作成（0.5時間）

30実践の検証 地域課題研究における成果をまとめる
事前：報告書作成準備（0.5時間
）事後：報告書作成（0.5時間）

テキスト
適宜配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：30％　実技：30％　定期試験：40％
「防災士」資格の理念である自助・共助・協働の姿勢があるか、演習および訓
練に求められる知識と技能を発揮しているかを総合的に判定します。
成績評価基準「S」レポート、演習と実技、定期試験のすべてが95%以上
　　　　　　「A」                　〃　　　　　　　　　　80%以上
　　　　　　「B」                  〃　　　　　　　　　　70%以上
　　　　　　「C」                  〃　　　　　　　　　　60%以上

参考書
適宜プリントを配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
　履修は「防災士養成講座」を受講し認証試験に合格している者、あるいは地
域防災に関心があり「防災士」の取得を目指している者に限定します。
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科目名 日本文化 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13401研究室 W-26

担当者 山根　宏文 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業では、日本で培われてきた芸能・文化芸術・自然観・食生活・住生活・建築・武道・宗教・習俗思等々の文化を全般にわたって学
び、日本文化の基礎知識を総合的に養います。ジャポニズムからディスカバージャパン、クール・ジャパンなど日本文化ブームになって
います。一過性の日本文化ではなく、総合的に日本文化の豊かさ、真の魅力の理解を深めていきます。

学修到達目標
日本の文化、美意識を学び、暮らしの中に息づいている多くの文化に気付き、それを享受でき、説明することができる。さらに、日本人
とての誇りを感じ、外国人にも伝えることができる。

授業の進め方
市販のテキストは用いず、独自のプリント教材を中心に講義を進めます。必要に応じて、スライド、ビデオなどの視聴覚教材を利用しま
す。教室での講義になります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業概要、学習目標、授業の進め方、評価について案内します。
日本文化で魅力を感じるものとそ
の要因について考える。
（4時間）

2日本の美① 後世に残したい日本の美について扱います。（自然・建築・伝統文化・
工芸など）

後世に残したい日本の美について
考える。（4時間）

3日本の美② 後世に残したい日本の美について扱います。（自然・建築・伝統文化・
工芸など

後世に残したい日本の美について
考える。（4時間）

4日本の伝統文化　華道 いけばなと日本人の自然観について述べます。
日本の伝統芸能についてどのよう
なものがあるか考える。
（4時間）

5日本の伝統文化　茶道 「茶の文化　利休の心・42の教え」とホスピタリティについて述べます
。

茶道から学ぶおもてなしの心につ
いて考える。
（4時間）

6日本の伝統工芸と民藝 日本の工芸品と柳宗悦によって提唱された民藝運動について述べます。
身の周りにある生活雑器を探し、
魅力を考える。
（4時間）

7和食「和食の魅力とは」 古代から現在までの食文化と食生活を解説します。 食生活についての課題について考
える。（4時間）

8日本の宗教　仏教と神道 仏教と神道についての考え方や日々の暮らしにある宗教行事について解
説します。

各家庭の宗教と教えについて考え
る。（4時間）

9江戸文化と武士道
武士道と城下町・国宝の城について講義します。
武士道では、今も息づいている日本人の精神性についてあるいは、ビジ
ネスに活かせる宮本武蔵の思考を説明します。

武士道と言われ思いつくものを考
える。（4時間）

10浮世絵とジャポニズム なぜ、西洋画家が浮世絵を愛したのか　日本の美と文化にいて、モネや
ゴッホやエミール・ガレの作品をみながら解説します。

モネ・ゴッホについて調べる。
（4時間）

11現代の日本文化　大衆文化 大衆文化として漫画文化について歴史から読み解きます。 漫画の魅力を考える。
（4時間）

12現代の日本文化　農村文化 ①現代日本の生活文化　②農村文化の魅力　について理解を深めます。
日々の生活文化について考える。
農村文化の魅力について考える。
（4時間）

13現代の日本文化　　芸術振興　①
文化の活かし方、愉しみ方について解説をし、暮らしの中で文化芸術が
活きる為の施策について解説します。

自分自身の暮らしの中に活きてい
る文化芸術についてあるものを考
える。（4時間）

14現代の日本文化芸術振興　②
文化の活かし方、愉しみ方について解説をし、暮らしの中で文化芸術が
活きる為の施策について解説します。

自分自身の暮らしの中に活きてい
る文化芸術についてあるものを考
える。（4時間）

15まとめ 日本文化の魅力についてのまとめをします。 全講義の復習をする。
（4時間）

テキスト
特になし。

成績評価の方法・基準
定期試験：70％　課題：30％
S：授業内容を高度に理解し、提案力が特に優れている。
A：授業内容を高度に理解し、探究心・提案力が優れている。
B：授業内容をおおよそ理解し、探究心・提案力がある。
C：授業内容をおおよそ理解し、探究心・提案力が60％程度である

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
あたりまえのような暮らしの中に、日本人の美意識が宿っています。この講義
でそれらの多くからいくつかを選択して日本人としての美しい心と伝統芸能、
伝統工芸について講義します。　皆さんも日本の魅力を探してください。
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科目名 異文化理解 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13402研究室 A-08

担当者 和田　順一 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限､水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業では、自分自身の文化と他者の文化を比べ、それらを意識することによって、どのように文化間において差が見られるか、英文等
を通して理解していきます。その際に、それらの異文化間での違いについての事象を分類化して理解したり、その事象を具体化して自分
自身のケースと比較したりすることで理解していきます。これらにより、自身の文化をさらに意識していくと共に、他の文化に対し自文
化の観点からのみ理解していくことを避けていく考え方を身につけます。授業は全て英語で行われます。

学修到達目標
異なる文化においてお互いを理解しあうために、英語で様々なことが理解できる。また文化を理解するために、自分自身の文化を考えな
がら、それとは異なる文化を知り、その価値観等を理解できる。

授業の進め方
学習内容に応じ、グループワークや講義形式、英語による発表など様々な形態で行います。また授業は英語で行います。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス・文化とは 授業の進め方、異文化理解の考え方について。
授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

2文化とは 1 英文を読み、文化におけるMaterial CultureとNon-Material Cultureを
理解します。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

3文化とは 2 英文を読み、文化におけるMaterial CultureとNon-Material Cultureを
理解し、まとめます。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

4文化のルールと許容される行動 1
文化におけるnormsの考え方とその変化について例を取り上げ理解しま
す。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

5文化のルールと許容される行動 2
文化におけるnormsの考え方とその変化について例を取り上げ理解し、
まとめます。また調べたものについて発表します。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

6ステレオタイプ 1 ステレオタイプとはどのようなものであるかを例等から理解します。
授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

7ステレオタイプ 2 ステレオタイプとはどのようなものであるかを例等から理解し、まとめ
ます。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

8メディアと文化 1 メディアによる考え方への影響について理解します。
授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

9メディアと文化 2 メディアによる考え方への影響について理解し、まとめます。
授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

10非言語コミュニケーション1
非言語によるコミュニケーションの例を取り上げ、その影響等について
理解をします。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

11非言語コミュニケーション2
非言語によるコミュニケーションの例を取り上げ、その影響等について
理解をし、内容をまとめます。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

12時間の考え方 1 文化において時間に対する考え方が違うというとについて例を取り上げ
理解します。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

13時間の考え方 2 文化において時間に対する考え方が違うというとについて例を取り上げ
理解し、内容をまとめます。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

14接触と空間 1 文化における空間と取り方や身体的接触について例を考え理解します。
授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

15接触と空間 2 文化における空間と取り方や身体的接触について例を考え理解し、まと
めます。

授業中にわからない英語に関して
調べ、理解を深める。テーマにつ
いて理解を深める。（4時間）

テキスト
「This Is Culture」梶浦麻子・Gregory Goodmacher著TA/YK編（南雲堂）　
ISBN:978-4-5231-7489-9 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
受講態度：10％　課題：20％　小テスト：20％　定期試験：50％
S：授業を高度に理解し、テーマに関し探究し課題に取り組み、教科書より難し
い英語とテーマが理解できる。A：授業をよく理解し、テーマに関し探求し課題
に取り組み、教科書よりやや難しい英語とテーマが理解できる。B：授業を概ね
理解し、課題を誠実に行い、教科書レベルの英語やテーマが理解できる。C：授
業が理解でき、課題を誠実に行い、教科書の英語とテーマが理解できる。　　

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業は全て英語で行われます。しっかりと復習とまとめ課題をして下さい。ま
た異文化の例等に対し偏見を持たないようにして下さい。原則、欠席は2回まで
です。授業では自分の意見を英語で言うなど積極的に取り組んでください。
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科目名 比較文化 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13403研究室 E-18

担当者 松原　健二 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
2017年度～

授業概要
アメリカ文化を代表とする欧米文化と日本文化を比較することによって、欧米的な考え方や欧米文化への理解を深めると共に、我々が親
しんでいる日本文化を客観的に見直していくことをめざします。題材として、贈答・挨拶・食事・住居・買物など、日常生活上の身近な
ものを取り上げて進めて行きます。

学修到達目標
自分たちが慣れ親しんでいる日本文化が、唯一絶対のものではないことを理解できる。また、言葉と文化の密接なつながりや、言葉の探
求によって人々の生活様式や文化を類推できる。

授業の進め方
まず、「日米異文化間適応訓練」のクイズに取り組みます。その後、プリント教材を用いて講義を進めて行きます。学習内容の理解を助
けるために、スライドやビデオなどの視聴覚教材も利用します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1文化とは／贈答習慣
人々の暮らしの中で、贈答というものが人間関係の潤滑油として機能し
ている実態を学びます。そして日本人に多く見られる旅行土産について
、その歴史的な成立過程を踏まえて考えます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

2おごりと食事習慣
「おごる」行為の背後にある人間関係について考えます。また日常生活
の中で非常にありふれた食事習慣の中に、異文化が潜んでいる事実を検
証します。食器とプライバシーについても、考察します。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

3挨拶
挨拶というものが、文化により、性別により、また時代により違いが認
められるものであることを学びます。日本語と英語の挨拶言葉の違いか
ら、その背後にある、社会における人間関係の違いを考えます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

4客／人格構造の比較
社会における人間関係や、家族間の人間関係を、「人間関係のベクトル
」の観点から考えます。そして三重の同心円のモデルを使って、日本人
とアメリカ人の人格構造の違いを比較します。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

5家と住まいの文化論Ⅰ
アメリカ開拓史についてその概要を学び、17世紀初頭に開拓者たちがど
のようにして住宅建築をしたのかを学びます。そして、伝統的な日本の
住宅とどのような違いがあるのかを、検証して行きます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

6家と住まいの文化論Ⅱ
建築工法や建築材料によって、窓の造形に違いが生まれることを学びま
す。石造りの建築においてアーチ様式が生まれた理由や、ドームへの発
展、気候風土と建築様式の関連性についても考えます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

7エチケット／羞恥心
羞恥心の感じ方は、文化の影響を受けていることを学びます。そしてそ
の違いがエチケットという社会規範に影響していることを検証して行き
ます。中国に生まれた纏足という珍しい文化についても考えます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

8事故と謝罪(1)
謝罪言葉と責任の所在という問題について、日米を比較しながら考えま
す。題材として「えひめ丸事故」を取り上げ、米側からの謝罪がなぜ長
い期間行われなかったのかという問題を、文化的視点から考えます。

えひめ丸事故について調べる／授
業プリントの復習（4時間）

9事故と謝罪(2)
謝罪行動の日米での違いを、「ファイアストンタイヤ破裂事故」を題材
にして考えます。フォード社とブリヂストン社の対応の違いは、深い文
化的な問題に根ざすものであることを学びます。

「ファイアストンタイヤ破裂事故
」について調べる／授業プリント
の復習（4時間）

10結婚と離婚の国際比較
初婚年齢や婚姻率の国際比較から、結婚というものを取り巻く諸文化を
学びます。また日本における結婚は伝統的に「家と家」の結びつきであ
る歴史が長かった実態も検証します。また離婚についても考えます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

11おつりの比較文化論
日本では、おつりは引き算で渡されますが、欧米では足し算で渡されて
いることを学びます。そしてこの社会習慣の違いの背景には、売り手と
買い手の間の信用関係が深く関係していることを検証して行きます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

12決済方法の比較文化論
決済方法の選択にも、売り手と買い手の間の信用関係が深く関係してい
ることを学びます。そして、この問題が小切手や口座振替の普及率と密
接に関連していることを検証して行きます。

Culture Assimilatorの予習／授
業プリントの復習（4時間）

13広告の比較文化論
同じメーカーの洗顔クリームを題材にして、日米の広告を比較します。
広告の仕方やキャッチフレーズの違いの背景には、売り手側の会社と買
い手側の消費者との人間関係の捉え方の違いがあることを学びます。

Culture Assimilatorの予習／同
一商品の広告を、日米で比較する
。（4時間）

14仕事と職場の文化論
会社と従業員の関係が、日米の経営スタイルにも影響していることを学
びます。題材として、日本の自動車メーカーが米国に進出した際の事例
を取り上げ、個人と会社の関係、仕事と職場の文化について考えます。

Culture Assimilatorの予習／映
画『Gung Ho』について調べる。
（4時間）

15個人と集団の関係
童話「アリとキリギリス」を題材に、日本では従来、異文化的改変が施
された翻訳が広く読まれていた実態を検証します。そして、社会におけ
る個人と集団の関係が、日本と欧米では大きく異なることを学びます。

家にあるイソップ童話を調べる
／意図的な改変が施された翻訳事
例を調べる。（4時間）

テキスト
独自のプリント教材を作成し、毎回の授業で配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　定期試験：70％
S：探求心を持って授業に参加し、各回の講義で学んだことを正しく理解し、課
題に対して自分なりの解決方法を見つけ出すことができる。A：探求心を持って
授業に参加し、各回の講義で学んだことを正しく理解し、課題に対して解決方
法を見つけ出すことができる。B：授業に参加し、各回の講義で学んだことを理
解し、課題に対して解決方法を考えることができる。C：授業に参加し、講義で
学んだことを理解し、課題に対して解決方法を探ることができる。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
この講義では、異文化衝突の場面において、どのような問題があり、いかなる
解決方法があるかを考えてもらいます。「課題解決能力」
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科目名 文化人類学 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33404研究室 W-03

担当者 福島　智子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
異文化を知ることで自らを確認し、その上で両者を相対化しうる感受性を多少でも身につけること―これが本講義のめざすところです。
あたりまえの世界を疑い、文化とは何かを考えます。文化人類学は難しい学問ではありません。抽象度の高い理論についても触れますが
、基本的には身近にある（「理由はわからないけど、そうなっている」）事例を捉えなおしてみることが重要です。内容については講義
計画を参考にしてください。

学修到達目標
自身が属する集団（地域社会、日本）の文化を理解し、異文化を学ぶことで自文化を相対化できる。

授業の進め方
講義形式で行います。講義で学んだ視点から各自の生活を振り返ってもらうため、講義後に小レポートを課す場合があります。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1文化人類学とは 文化人類学とは何か概説します。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

2文化相対主義と自文化中心主義
文化の捉え方である文化相対主義と自文化中心主義について概説します
。

事例研究として各自リサーチする
。（4時間）

3文化相対主義とFGM 事例研究としてFGM(Female Genital Mutilation)を取り上げます。ドキュメンタリー映像に対する意
見をまとめる。（4時間）

4神話(1) 神がこの世を作る話である神話（物語）の構造について学びます。 具体的な神話を取り上げ、調べる
。（4時間）

5神話(2) 神話の具体的事例を紹介します。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

6信仰と世界観(1) 世界宗教と民族宗教、一神教と多神教など、宗教の分類について学びま
す。

配布資料を読み、下調べをする。
（4時間）

7信仰と世界観(2) 呪術とは何か、その定義、分類、目的を学びます。 配布資料を読み、下調べをする。
（4時間）

8信仰と世界観(3) 妖術とは何か、その定義、分類、目的を学びます。 配布プリントの要点をまとめる
（4時間）

9信仰と世界観(4) 日本人の宗教観の特徴について概説します。 配布資料の要点をまとめる。
（4時間）

10通過儀礼 人が一生のうちに経験する通過儀礼とは何かを学びます。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

11文化と身体(1) 葬送儀礼について学びます。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

12文化と身体(2) 事例研究として特定の地域の葬送儀礼を取り上げます。 配布プリントの要点をまとめる。
（4時間）

13病気と治療の文化人類学：総論 病気と治療をテーマとした文化人類学について概説します。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

14病気と治療の文化人類学：各論 特定の地域の治療実践を、文化人類学の観点から紹介します。 授業中に配布する課題プリントを
する。（4時間）

15まとめ 講義全体のまとめ 総復習（4時間）

テキスト
さまざまな具体的事例を通して考えるという科目の特性からテキストは指定
せず、プリントと資料を配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：60％　課題：40％
S:授業内容を高度に理解するとともに、批判的思考能力に基づく探究姿勢をも
って課題に取り組み、例題からは難しい応用問題が解ける。A:授業内容を理解
し、積極的な探究姿勢をもって課題に取り組み、やや難しい応用問題が解ける
。B:授業内容のおおよそを理解し、与えられた課題に誠実に取り組み、応用問
題が解ける。C:授業の内容の60％程度を理解し、与えられた課題に誠実に取り
組み、授業で示した例題と同レベルの問題が解ける。

参考書
「文化人類学」波平恵美子編（医学書院）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
同一テーマで講義が続いている場合は欠席しないように心がけてください。
毎回の講義終了前に、次回講義の概要について説明します。予習の指示がある
場合は、必ず予習をしてから講義に臨んでください。
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科目名 音楽の歴史と鑑賞 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33405研究室 A-19

担当者 安藤　江里 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限､木曜日2限､金曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
西洋音楽史や日本の伝統音楽の歴史をたどりながら、西洋から影響を受けた日本の音楽の現状についても触れ、邦楽と洋楽の音律の違い
や楽器の違いなどを通じて、様々な文化を理解し音楽の多様性を感じ取り、学んでいく授業です。

学修到達目標
それぞれの時代や地域を代表する楽曲をCDまたはDVDで鑑賞しながら、時代の流れと共に音楽がどのように発展してきたのか、また人間の
生活との関わりについて捉え、レポートすることができること。

授業の進め方
西洋音楽史と日本の伝統文化を中心に、それぞれの時代を代表する楽曲をCDまたはDVDで鑑賞します。毎回テーマに沿って聴く観点を説明
し特徴を捉えやすくし、ワークにまとめたり実際歌ったり楽器に触れたりもし能動的な活動を取り入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス　音楽の始まり

授業の進め方についての説明とアンケート、音楽の始まりとして古代ギ
リシャから中世、ルネッサンスの音楽を紹介します。グレゴリア聖歌を
歌います。

自分の生活における音楽の意味に
ついて考えてくる。（4時間）

2バロックの音楽 楽器の発達や作曲技法について学び、ビバルディ、バッハ、ヘンデルの
の楽曲を鑑賞します。

課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

3古典派の音楽(1) ハイドン、モーツァルトの器楽曲からソナタ形式について学びます。ま
たオペラにも触れます。

課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

4古典派の音楽(2) ベートーベンの交響曲を鑑賞し、第九を歌います。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

5ロマン派の音楽(1) シューベルト、シューマン等の歌曲を中心に鑑賞します。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

6ロマン派の音楽(2) ブラームス、ショパン等の器楽曲を中心に鑑賞します。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

7オペラ イタリアオペラからワーグナーの楽劇までを概観します。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

8バレエ音楽 チャイコフスキーの3大バレエ曲を中心に鑑賞します。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

9国民楽派その他 様々な国を代表する作曲家と代表作を紹介します。標題音楽にも触れま
す。

課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

10印象派　フランス音楽 ドビュッシーを中心に、フォーレ、ラベルの楽曲を絵画や文学と関連さ
せて鑑賞します。

課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

1120世紀の音楽　無調音楽 新ウィーン学派やストラヴィンスキーなどから調性の崩壊と12音技法の音楽を紹介します。
課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

12アメリカ音楽 ジャズ、ポップ、ロック、ラテン音楽を鑑賞し体験します。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

13日本の伝統文化について(1)
雅楽、宗教や政治との関わり、能等について概観します。様々な楽器も
体験します。

課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

14日本の伝統文化について(2) 琴、尺八などの楽器、歌舞伎について鑑賞します。 課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

15現代の音楽 明治以降の西洋音楽の影響を受けた日本の現代曲を鑑賞し、総括します
。

課題ワークを完成させ、感想をま
とめる。（4時間）

テキスト
適宜プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　レポート：50％
S:意欲的に課題に取り組み、学習内容をすべて理解し文章表現できる。A:意欲
的に課題に取り組み、学習内容を概ね理解し文章表現できる。B:意欲的に課題
に取り組み、学習内容をまとめることができる。C:課題に取り組み学習内容を
まとめることができる。

参考書
「はじめての音楽史　増補改訂版」久保田慶一　他著（音楽之友社）
「もう一度学びたいクラシック」西村理　監修著（西東社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
CDやDVDを鑑賞しながら、実際歌ったり演奏もします。私語を慎み、意欲的に望
んでください。毎回プリントを配布しますので自己管理してください。
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科目名 海外研修Ⅰ 学年学期 1・2・3・
4年通年 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13406研究室 E-10

担当者 糸井　重夫 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 前期：火曜日3限後期：火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
本授業は、事前学修、現地研修、事後学修から構成されています。事前学修では、シャイネスを克服するプログラム、研修先について発
表するプログラム、英会話プログラムで構成されています。単位取得には現地研修に参加する必要があります。現地研修先は、オースト
ラリア、台湾などでのグループ語学研修、イタリア栄養学研修、アメリカ東海岸大学訪問研修、韓国やカナダ、イギリスなどでの個人語
学研修（語学が初級終了程度以上）を予定しています。事後学修では、現地研修の成果について発表し、報告書を作成します。

学修到達目標
授業は、異文化対応力を向上させることを教育目的としています。本授業では、2～4週間、現地の家庭や大学寮に滞在して学修しますが
、この異文化体験を通して生きた外国語力の向上と異文化理解を深めます。したがって、本授業の到達目標は、「異文化について学び、
異文化の相手を尊重しつつ自分の考えを明確に相手に伝えることができる」です。
授業の進め方
事前学修と事後学修は、座学による授業と双方向型授業を組み合わせて行われます。また、授業日時は不規則で、外部講師による土曜日
等にも開講されます。現地研修のプログラムや費用等は開講時に提示しますが、人数制限をする場合があります。。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1グローバル社会 グローバル化する現代社会について理解し、そこで求められる能力につ
いて考える。

渡航先の政治・経済・社会につい
て調べ、報告の準備をする。
（1時間）

2渡航先の政治・経済・社会 各自が調べた渡航先の政治・経済・社会について、パワーポイントを用いて発表する。また、相互に評価を行い発表の改善をする。

発表した内容をレポートに整理す
る。現地研修の課題・目的につい
ての報告を準備する。（1時間）

3現地研修に対する抱負 現地研修での各自の課題・目的について、パワーポイントを用いて発表
する。また、発表について、相互に評価を行う。

発表した内容をレポートに整理す
る。（1時間）

4シャイネス克服Ⅰ 外部講師によるプログラム。役者になりきり、大きな声、動作で自分を
表現し、コミュニケーションを図る。

グループで役割を決め、発表の準
備をする（創作漫才、寸劇等）。
（1時間）

5シャイネス克服Ⅱ グループで役割を決め、発表の準備をする（創作漫才、寸劇等）。
グループでの発表を英語で発表出
来るように準備をする。（1時間
）

6サバイバルイングリッシュⅠ

英語でのグループ発表（漫才、寸劇等）。相互に評価を行います。旅行
等で必要な最低限の英語学習をグループでのアクティブ・ラーニングで
行う。

決まった英語フレーズを暗唱し、
旅行等をテーマにしたグループで
の寸劇を準備する。（1時間）

7サバイバルイングリッシュⅡ

英語でのグループ発表（漫才、寸劇等）。相互に評価を行います。買い
物等で必要な最低限の英語学習をグループでのアクティブ・ラーニング
で行う。

決まった英語フレーズを暗唱し、
買い物等をテーマにしたグループ
での寸劇を準備する。（1時間）

8渡航準備と研修目的の明確化
英語でのグループ発表。危機管理等、海外の状況や現地の状況について
理解するとともに、再度各自の課題や目的意識を明確化する。

外務省等の渡航情報等により、危
険な場所等を把握する。各自の研
修目的を再確認する。（1時間）

9現地研修Ⅰ クラス分け試験等。ホームステイ先ファミリーとの顔合わせ、学生寮で
の入寮プログラム。（1日～2日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

10現地研修Ⅱ 午前中は通常の語学授業。午後は各種アクティビティ参加。小旅行にも
出かけます。（3日～4日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

11現地研修Ⅲ 午前中は通常の語学授業。午後は世界遺産、地域社会等見学。（5日
～6日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する（4時間）

12現地研修Ⅳ 午前中は通常の語学授業。午後は伝統文化の見学、体験、並びに自然観
察等。（7日～8日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

13現地研修Ⅴ 午前中は通常の英語授業。午後は買い物等で外国語の実践。（9日
～10日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。報告書の準備をする。
（6時間）

14体験報告Ⅰ
日誌、報告書の提出と、それに基づく各自の課題・研修目的、成果につ
いてのパワーポイントでの発表。相互に評価をおこない、発表力の向上
を図ります。

日誌、報告書の提出準備と発表準
備。体験報告を英語で準備する。
（1時間）

15体験報告Ⅱ 前回の体験報告を改善し、研修先の外国語で発表する。また、ビデオ、
DVDで保存するとともに、記念誌を作成する。

外国語原稿の準備。振り返りによ
る自己肯定感を涵養する。（1時
間）

テキスト
開講時に指示されます。また、適宜、プリント等の資料が配布されます。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　定期試験：20％　レポート：20％　実技：30％
「受講態度」には発表等、「定期試験」には小テスト、「レポート」には事前
・事後学修のレポート、「実技」には現地研修の評価が含まれます。また、評
価「S」は、外国語と日本語で円滑なコミュニケーションや発表ができる。評価
「A」は、外国語と日本語で伝えたいことを明確に伝えることができる。評価「
B」は、外国語と日本語で伝えたいことを伝えることができる。評価「C」は、
外国語と日本語で簡単な内容を伝えることができる。以上が目安です。

参考書
現地の教室で配付されるプリント、各種案内パンフレット

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本授業では、海外での研修も行われることから多くのリスク（危険）が想定さ
れます。そこで、現地研修の参加の可否については、受講状況に加えて、必要
に応じてゼミ担当教員や語学教員等の意見を参考に決定します。
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科目名 海外研修Ⅱ 学年学期 1・2・3・
4年通年 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13407研究室 E-10

担当者 糸井　重夫 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 前期：火曜日3限後期：火曜日3限

関連資格 履修条件  海外研修Ⅰ

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
　 ◎ △ △ △

授業概要
本授業は、「海外研修Ⅰ」同様、事前学修、現地研修、事後学修の3つの部分で構成されています。詳細は「海外研修Ⅰ」を参照してくだ
さい。また、本授業は「海外研修Ⅰ」に参加した者が再度「海外研修Ⅰ」とは異なる現地研修先に参加したい場合に履修することができ
ます。したがって、「海外研修Ⅰ」と同一の現地研修はできません。研修先は「海外研修Ⅰ」を参考にしてください。また、現地研修で
は2～5週間程度現地の家庭や大学寮に滞在し、語学力の向上と異文化理解を深めます。

学修到達目標
本授業は異文化対応力を向上させることを教育目的とし、学修到達目標は、「異文化について学修し、異文化の相手を尊重しながら自分
の考えを明確に伝えることができる」です。さらに、本授業では、外国人との交流を通して「コミュニケーション力」の向上も教育目標
とし、企業が求めるグローバル・コンピテンスの育成を視野に入れています。
授業の進め方
事前事後学修は座学による授業と双方向型授業を組み合わせて行われます。また、授業回数・日時は不規則で、外部講師による土曜日等
にも開講されます。現地研修の場所、内容、費用等は開講時に提示しますが、人数制限をする場合があります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1グローバル社会 グローバル化する現代社会について理解し、そこで求められる能力につ
いて考える。

渡航先の政治・経済・社会につい
て調べ、報告の準備をする。
（1時間）

2渡航先の政治・経済・社会 各自が調べた渡航先の政治・経済・社会について、パワーポイントを用いて発表する。また、相互に評価を行い発表の改善をする。

発表した内容をレポートに整理す
る。現地研修の課題・目的につい
ての報告を準備する。（1時間）

3現地研修に対する抱負 現地研修での各自の課題・目的について、パワーポイントを用いて発表
する。また、発表について、相互に評価を行う。

発表した内容をレポートに整理す
る。（1時間）

4シャイネス克服Ⅰ 外部講師によるプログラム。役者になりきり、大きな声、動作で自分を
表現し、コミュニケーションを図る。

グループで役割を決め、発表の準
備をする（創作漫才、寸劇等）。
（1時間）

5シャイネス克服Ⅱ グループで役割を決め、発表の準備をする（創作漫才、寸劇等）。 グループでの発表を英語で発表出
来るように準備する。（1時間）

6サバイバルイングリッシュⅠ

英語でのグループ発表（漫才、寸劇等）。相互に評価を行います。旅行
等で必要な最低限の英語学習をグループでのアクティブ・ラーニングで
行う。

決まった英語フレーズを暗唱し、
旅行等をテーマにしたグループで
の寸劇を準備する。（1時間）

7サバイバルイングリッシュⅡ

英語でのグループ発表（漫才、寸劇等）。相互に評価を行います。買い
物等で必要な最低限の英語学習をグループでのアクティブ・ラーニング
で行う。

決まった英語フレーズを暗唱し、
買い物等をテーマにしたグループ
での寸劇を準備する。（1時間）

8渡航準備と研修目的の明確化
英語でのグループ発表。危機管理等、海外の状況や現地の状況について
理解するとともに、再度各自の課題や目的意識を明確化する。

外務省等の渡航情報等により、危
険な場所等を把握する。各自の研
修目的を再確認する。（1時間）

9現地研修Ⅰ クラス分け試験等。ホームステイ先ファミリーとの顔合わせ、学生寮で
の入寮プログラム。（1日～2日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

10現地研修Ⅱ 午前中は通常の語学授業。午後は各種アクティビティ参加。小旅行にも
出かけます。（3日～4日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

11現地研修Ⅲ 午前中は通常の語学授業。午後は世界遺産、地域社会等見学。（5日
～6日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

12現地研修Ⅳ 午前中は通常の語学授業。午後は伝統文化の見学、体験、並びに自然観
察等。（7日～8日目）

授業準備と宿題対応。日誌を作成
する。（6時間）

13現地研修Ⅴ 午前中は通常の英語授業。午後は買い物等で外国語の実践。（9日
～10日目）

授業準備と宿題対応。日誌の作成
。報告書を準備する。（6時間）

14体験報告Ⅰ
日誌、報告書の提出と、それに基づく各自の課題・研修目的、成果につ
いてのパワーポイントでの発表。相互に評価をおこない、発表力の向上
を図ります。

日誌、報告書の提出準備と発表準
備。体験報告を英語で準備する。
（1時間）

15体験報告Ⅱ 前回の体験報告を改善し、研修先の外国語で発表する。また、ビデオ、
DVDで保存するとともに、記念誌を作成する。

外国語原稿の準備。振り返りによ
る自己肯定感を涵養する。（1時
間）

テキスト
上記の授業計画は参考です。現地研修先等の情報は随時提供します。また、
適宜、プリント等の資料が配布されます。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　定期試験：20％　レポート：20％　実技：30％
評価は、発表等の受講態度、現地研修で発行される成績証明書等の定期試験、
事前事後学修での課題とレポート、現地研修の実技の5つの面から総合的に評価
します。また、評価の目安は、「S」：特定の話題について、相手を尊重しなが
ら意見交換ができる、「A」：相手を尊重しながら自分の意見を伝え、良好なコ
ミュニケーションがとれる、「B」：簡単な話題について意見交換ができる、「
C」：日常生活に困らない程度のコミュニケーションができるです。

参考書
現地の教室で配付されるプリント、各種案内パンフレット

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本授業では、海外での研修も行われることから多くのリスク（危険）が想定さ
れます。そこで、現地研修の参加の可否については、受講態度に加えて、ゼミ
担当教員等の所見と語学教員等の意見を参考に決定します。
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科目名 海外事情Ⅰ 学年学期 1・2・3・
4年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13408研究室 E-10

担当者 糸井　重夫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業は、海外の協定校等の教員が、自国の政治・経済・社会・文化などについて講義する授業です。今年度は、中山大学（中華人民共
和国）の先生と、東新大学（大韓民国）の先生が講義する予定です。現代社会は、他国との相互依存関係が政治的にも経済的にも、また
文化的にも深化してきています。授業内容の詳細は開講時に提示します。

学修到達目標
本授業の到達目標は、「国際社会に目を向け、国際社会の一員としての日本の立場について学ぶとともに、特に中国や韓国などのアジア
地域おける日本の立場について自分の意見を説明できる」ことです。授業では、毎回簡単なレポートを提出しますので、文章力や表現力
、「論理的思考」や「コミュニケーション力」の育成も図ります。
授業の進め方
授業は日本語による集中講義形式で行われます。また、時期は夏休みの1週間程度を予定しています。授業は、授業計画に従って進められ
ますが、担当者や内容、順番等については変更になる可能性があります。変更等については随時連絡します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業の概要 授業の概要説明と講師紹介、中国の中山大学、協定校の嶺南師範学院と
韓国の協定校の東新大学の紹介等を行います。

ICTを活用し、指示されたプリン
トで講義内容を予習すること。
（4時間）

2中国社会（歴史） 前半の7回は「中国の事情」を講義します。ここでは、中国社会の現状
を歴史的な視点を含めて解説します。

配布プリント等を参考に中国近代
史について把握する。（4時間）

3中国社会（現状） ここでは、中国社会の現状を説明します。特に、生活、流行、等、文化
的な面を取りあげます。

配布プリントやインターネット等
により授業内容の理解を深め、発
表の準備する。（4時間）

4中国経済（現状）
中国の経済状況について説明します。中国の経済は成長著しい状況にあ
りますが、格差の問題等、様々な経済的な問題を抱えています。これら
について説明します。

配布プリントやインターネット等
により授業内容を確認し、日本の
状況も整理する。（4時間）

5中国経済（将来）
中国の人口は今後減少に転じ、日本以上の少子高齢化社会になることが
懸念されています。ここでは、中国経済の将来について考えていきます
。

現存する日中間の課題について調
べ、レポートとして整理する。
（4時間）

6中国の教育（制度） 中国の教育制度について解説します。また、中国の高等教育改革の現状
について説明します。

わが国の高等教育についてその課
題を調べ、レポートとして整理す
る。（4時間）

7日中の教育比較
中国と日本の教育制度や教育内容の比較を通して、高等教育の在り方を
考えます。また、受講者にも学生時代に何をしておくべきかを考えても
らいます。

受講者各自が、学生生活に関する
レポートを作成する。（4時間）

8まとめ これまでの講義のまとめを行います。また、質疑応答を通して中国の実
情の理解を深めます。

中国について理解したこと、考え
たことについてレポートにまとめ
る。（4時間）

9戦後の韓国社会（民主化） 戦後の韓国社会の民主化の過程について講義します。また、これを通して韓国社会についての理解を深めます。
配布プリント等で授業内容を確認
し、理解を深める。（4時間）

10民主化と韓国社会 韓国の民主化に関するビデオを鑑賞し、韓国の民主化について理解を深
めるとともに、民主化の意味を考えます。

韓国社会の歴史について調べ、レ
ポートとして整理する。（4時間
）

11韓国社会の現状と将来 韓国における民主化の現状と将来について考えていきます。また、日本
の民主化や国際社会における民主化についても考えていきます。

世界の民主化運動について調べ、
レポートとして整理する。（4時
間）

12戦後の韓国経済 1990年代までの韓国経済の軌跡について解説すると共に、韓国の財閥が
韓国の社会や経済に与える影響等について説明します。

世界の民主化問題についての報告
の準備する。（4時間）

13韓国経済の現況 1997年のアジア通貨危機以降の韓国経済の状況に焦点を絞って説明しま
す。

アジア通貨危機について調べ、レ
ポートとして整理する。（4時間
）

14韓国の高等教育
韓国の教育制度について説明するとともに、大学等の高等教育の現状に
ついて解説します。また、韓国の学生の就職についても言及します
。

わが国の高等教育の状況について
調べ、レポートとして整理する。
（4時間）

15日中韓の諸問題 これまでの授業内容を参考にして、中国、韓国、日本の教員と学生諸君
がいくつかのテーマを出し合い、議論をします。

議論内容をレポートとして提出す
る。（4時間）

テキスト
プリント等を配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：40％　レポート：30％　受講態度：30％
本授業での受講態度は、留学生等との積極的な意見交換や、自分の意見の発表
を含みます。評価の目安は次のようになっています。「S」は、授業内容を理解
し、データや資料に基づいて論理的に整理した内容で意見交換ができる。「A」
は、授業内容を理解し、データや資料に基づいて意見交換ができる。「B」は、
授業内容を理解し、自分の意見を述べることができる。「C」は、授業内容をあ
る程度理解して、自分の意見を述べることができる。

参考書
プリント等を配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本授業は海外の大学の教員との連携授業です。従って、本務校の事情や本学の
学生の事情により、お願いする講師の変更や開校日の日程が変更になることも
あります。日程変更等は掲示等で随時連絡します。
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科目名 海外事情Ⅱ 学年学期 1・2・3・
4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13409研究室 E-10

担当者 糸井　重夫 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
本授業は、本学の教員と海外の協定校等の教員が、自国の政治・経済・社会・文化などについて講義する授業です。今年度は、本学の教
員以外に、アジア諸国の教員や、欧米の教員にお願いする予定です。現代社会は、他国との相互依存関係が政治的にも経済的にも、また
文化的にも深化してきています。本授業では、政治・経済・社会の変化を中心に講義しますが、授業内容の詳細は開講時に提示します。

学修到達目標
本授業の到達目標は、「国際社会に目を向け、国際社会の一員としての日本の立場について学ぶとともに、日本と国際社会の関係につい
て自分の意見を持ち、これを表現できること」です。また、米国や欧州に対しての知識を深め、興味を持つことも目標としています。授
業では、毎回簡単なレポートを提出しますので、文章力や表現力、「論理的思考」の育成も図ります。
授業の進め方
授業は日本語や英語による集中講義形式で行われます。また、時期は冬休みの1週間程度を予定しています。授業は、授業計画に従って進
められますが、担当者や内容、順番等については変更になる可能性があります。変更等については随時連絡します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1授業の概要 授業の概要説明と講師紹介。 講師が所属する国や大学等につい
て調べ、整理する。（4時間）

2アジア・欧米の政治史 アジアや欧米の政治史について講義します。 事前に欧米の政治史について整理
する。（4時間）

3アジア・欧米の経済史 アジア・欧米の経済史について講義します。 アジア、欧米の経済史について事
前に整理する。（4時間）

4アジア、欧米の社会史 アジア、欧米の社会史について講義します。 アジア、欧米の社会史について事
前に整理する。（4時間）

5アジア、欧米の文化史 アジア、欧米の文化について講義します。 欧米の文化史について事前に整理
する。（4時間）

6アジア、欧米の学校制度 アジア、欧米の学校教育の歴史や制度について講義します。
ICT等を活用して欧米の学校制度
について調べ、整理する。（4時
間）

7アジア、欧米の高等教育制度 アジア、欧米の高等教育制度と教育改革について講義します。
ICT等を活用して欧米の高等教育
制度について調べ、整理する。
（4時間）

8アジア、欧米の高等教育改革
アジア、欧米の高等教育改革について、教育手法と評価手法の観点から
講義します。

ICT等を活用してパフォーマンス
評価等について調べ、整理する。
（4時間）

9欧州の政治情勢（Ⅰ） 欧州における難民問題について、現状を講義します。
ICT等を活用して難民問題、シリ
ア問題等を調べ、整理する。
（4時間）

10欧州の政治情勢（Ⅱ） 英国のEU離脱問題とその影響について講義します。
ICT等を活用して、英国のEU離脱
問題について調べ、整理する。
（4時間）

11欧州の経済情勢 EU域内のインバランス問題とEU経済の現状について講義します。 インバランスについて調べ、整理
する。（4時間）

12北米の政治情勢（Ⅰ） 米国のトランプ政権下の政治情勢について講義します。
ICT等を活用してトランプ政権誕
生による社会の変化について調べ
、整理する。（4時間）

13北米の政治情勢（Ⅱ） 米国とカナダ、メキシコの関係の変化について講義します。
ICT等を活用して北米での自由貿
易圏について調べ、整理する。
（4時間）

14欧米の政治・経済と日本 欧米の政治、経済的変化が日本経済、社会に与える影響について講義し
ます。

これまで整理したレポートを参考
に各自で日本への影響について整
理する。（4時間）

15まとめ これからの欧米社会の方向性と日本社会の今後について、受講者全員で
議論します。

議論内容についてレポートに整理
する。（4時間）

テキスト
プリント等を配布します。

成績評価の方法・基準
出席レポート：40％　レポート：30％　受講態度：30％
本授業での受講態度は、パワーポイント等による発表を含みます。評価の目安
は次のようになっています。「S」は、授業内容を理解し、データや資料に基づ
いて論理的に整理した内容で意見交換ができる。「A」は、授業内容を理解し、
データや資料に基づいて意見交換ができる。「B」は、授業内容を理解し、自分
の意見を述べることができる。「C」は、授業内容をある程度理解して、自分の
意見を述べることができる。

参考書
プリント等を配布します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
本授業は、本学の教員とアジアと欧米を中心に外国の教員等が連携して実施す
る授業です。海外の大学の多くは9月新学期ですので、担当する教員、授業の日
程が確定するのは9月以降です。また、英語による授業の場合もあります。
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科目名 数学の基礎 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13501研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫・丸山　文男 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 履修条件 履修者上限数を80名とします。

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
どちらかというと数学は苦手だったという学生を対象に、数学に興味を持てるような、論理的にものを考える習慣を身に付けられるよう
な講義にしたいと考えています。管理栄養士として必要とされる数学力は、濃度計算やモル計算など基本的な数と式の計算、データを分
析する力、そして統計学とされています。例題の解説と演習形式の授業を通して、実践的な計算力やデータの解析力を身につけるととも
に、後期に開講される基礎統計学の基礎となる数学力を身につけます。

学修到達目標
数学に対する苦手意識の克服と、数学に興味を持ち、論理的に考える習慣を身に付けることを講義の目的、到達目標とします。また、演
習問題として、SPIの非言語分野の問題や、就職時に課せられる数理系の試験問題を選んでいるので、これらの問題を解くことによって就
職試験に対応できる力も身につけましょう。
授業の進め方
紙に書いて考える、問題を解く、得意な問題は他の人に教えるなど、学生が能動的に関与する演習型講義です。配布するプリントの問題
を解きながら、論理的思考に慣れ、あわてずに完全に理解、納得してから先に進むようにします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1数と式(1) 基本的な計算問題を解きます（平方根、累乗根、指数、対数の計算など
）。

授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

2数と式(2) 基本的な計算問題を解きます（式の計算と展開、因数分解、分数式・無
理式の計算など）。

授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

3方程式と不等式 基礎的な1次、2次方程式、不等式を解きます。 授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

4計算力を身につける（1） 身近な問題・課題を自分の言葉で言い換えて数式にする。実際にSPI問題（割合と比の計算、濃度計算）を解いてみよう。
授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

5計算力を身につける（2） 身近な問題・課題を自分の言葉で言い換えて数式にする。実際にSPI問題（損益計算、分割払い、料金割引など）を解いてみよう。
授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

6計算力を身につける（3） 身近な問題・課題を自分の言葉で言い換えて数式にする。実際にSPI問題（仕事算、水槽問題、表の読み取り問題など）を解いてみよう。
授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

7計算力を身につける（4） 身近な問題・課題を自分の言葉で言い換えて数式にする。実際にSPI問題（速さの計算、旅人算、流水算、通過算など）を解いてみよう。
授業プリントを復習し，課題を行
います．（4時間）

8集合と論理的な考え方 集合の考え方を復習し必要条件、十分条件、命題の真偽など、集合を使
った論理的な考え方に対するアレルギーを克服しましょう。

数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

9データの分析 データの散らばりやデータの相関など、データ分析の基本を学び、統計
処理に必要な基礎力を身につけます。

数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

10場合の数
数え上げの基本、樹形図を使えるようになりましょう。また、集合を使
った数えあげにも慣れてもらいます。SPIに出題される問題を解き、苦
手意識をなくしましょう。

数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

11順列・組合せ
順列の公式、組合せの公式の使い方を習得します。また、順列・組合せ
を応用した、様々な問題の解法に取り組みます。SPIに出題される問題
も解いてみます。

数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

12確率の基本 確率とは何か、確率の意味や考え方とその基本的な法則を復習し、実際
に問題を解いてみます。

数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

13確率 SPIに出題される問題を例に、確率問題の解法に慣れます。
数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

14確率と統計 確率分布や確率変数に慣れ、統計学の基礎を身につけます。
数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

15推論・資料解釈の実際 SPIで出題される推論、資料解釈の問題を解き、これら問題の実践的な
解法を身につけます。

数学の教科書や参考書で関連する
ところをを復習しておく。配布プ
リントの添削と見直し（4時間）

テキスト
必要な資料等は授業時間に配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
基礎的な計算力が身についており、シンプルな計算問題がすらすら解ければC、
文章問題を理解し、数式を立てて問題が解ければB、集合の考え方を理解し、確
率計算まで展開できればA、実験や実習などで必要となる溶液や試薬の調製に必
要な計算、実験データの統計学的処理ができるようになればS。

参考書
「Ability大学生の数学リテラシー」（共立出版株式会社）
「SPI3能力テスト対応必出問題完全攻略」伊坂孝史著（学研メディコン）
3年生はキャリアセンターから配布されます。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
大学までに、数学をあまりやってこなかった学生を前提とした授業です。積極
的に授業に参加することを期待しています。誰でも得手、不得手な分野があり
ます。得意なところは伸ばし、苦手なところを減らしましょう。
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科目名 生物学の基礎 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL13502研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
～2016年度 基礎生物学

授業概要
現代を生きるには、生物学の知識は必須です。生物学の進歩は急激で、マスコミなどで報道される健康や病気に関わるニュース、さらに
は環境問題などの内容を正しく理解するために、生物学に関する知識の重要性は増しています。特に本学科で学ぶ学生は、生物としての
人間を理解することが求められます。本講義ではヒト（生物として人間を扱うときはカタカナで表す）の生物学に重点を置き、食品、医
療、環境といった複数の視点から、「ヒトの生物学」を学修します。

学修到達目標
生物の基本単位である細胞の構造や、細胞の中で起こる様々な化学反応を、私たち自身の体や私達の日常生活に関わる食品を通じて理解
します。さらに、医療に関する諸問題を通じて、感染症、免疫、生殖について学び、ゲノム情報の活用と倫理面での課題についての理解
を深めます。また、環境汚染とその対策について学び、私達を取り巻く環境問題についての考え方を身につけます。
授業の進め方
教科書と配布資料を使って講義を行います。また、毎回小テストを行い理解度を確認します。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1微生物と食品生産 微生物を利用した食品を紹介し、それに関わる微生物を材料に、細胞の
基本的な構造と、細胞を構成する分子や小器官について学習します。

教科書の第1章の1を予習するとと
もに、高校教科書の細胞の構造を
復習する（2時間）

2食品生産における発酵技術 発酵食品を通じて、発酵とは何か、それに関わる代謝について学びます。

教科書の第1章の2を予習するとと
もに、解糖系を復習する（2時間
）

3遺伝子組換え食品 遺伝子組換え食品とは何か、どのような遺伝子が「組換え」られている
のか、私達や身の回りの生態系にどのような影響を与えるのか考える。

教科書の第1章の3を予習するとと
もに、遺伝子について復習し要点
をまとめる（4時間）

4抗生物質
感染症の治療薬である抗生物質とはどのような物質か学ぶ。また、抗生
物質を使うことで細菌は退治できるのに、どうして私達の体は平気なの
かを理解するために、いくつかの細胞構造を比較する。

教科書の第2章、29～40ページを
予習し、細胞の構造を復習する
（4時間）

5ワクチンと臓器移植
ワクチン接種でどうして病気を予防することができるのか学び、私達の
体を守る免疫に関する知識を身につける。また、体を守る免疫が作用す
ることで起こる拒絶反応やアレルギーについても学ぶ。

教科書の第2章、40～54ページと
、85～89ページを予習する（4時
間）

6第5回目までのまとめと確認テスト

第5回目までに学習した内容のまとめと、内容をどの程度理解している
か確認するために、確認テストを行います。さらに、解答例の説明を通
して、学習内容の要点を確認します。

教科書54ページまでのまとめと、
確認テスト対策（6時間）

7遺伝子の構造と突然変異 全ての生物がもつ遺伝子の構造について学び、遺伝子のどのような変化
が、がんや遺伝病などの原因となる突然変異となるか理解する。

高校の教科書などで遺伝子の構造
、DNA二重らせんなどを復習して
おく（4時間）

8遺伝子の発現とタンパク質合成
遺伝情報の流れ、いわゆるセントラルドグマについて学び、遺伝子に記
録された情報がどのようにして機能分子となるか学修する。

高校の教科書などで、遺伝子の転
写、タンパク質の合成について復
習しておく（4時間）

9遺伝病の検査と治療
遺伝子の発現や遺伝の法則について学び、遺伝子の変異が病気の原因と
なることについて学ぶ。また、遺伝病の検査技術や、治療法の最前線に
ついても学ぶ。

教科書第2章の3、4を予習し、高
校の教科書などで遺伝の法則を復
習しておく（4時間）

10生物の生殖、発生、成長、老化

ヒトの受精から誕生について学習します。さらに、生物の成長と老化に
ついて学習し、生命の連続性について考えます。また、先端技術を応用
した生殖補助医療に関する課題について考えます。

教科書第2章の5を予習しておく
（4時間）

11第7回～第10回までのまとめと、学習内容の整理

第7回～第10回で学習した内容のまとめと、内容をどの程度理解してい
るか確認するために、確認テストを行います。さらに、解答例の説明を
通して、学習内容の要点を確認します。

教科書54～90ページまでのまとめ
と、確認テスト対策（6時間）

12生態系と外来種の侵入 生態系とは何か、また外来種によって生態系がどのように変化するのか
を学ぶ。また、地球における炭素循環、窒素循環についても学習する。

教科書第3章の1を予習するととも
に、高校の教科書で生態系を復習
しておく（4時間）

13環境汚染物質
いくつかの環境汚染物質と、それらが引き起こした環境問題、公害につ
いて学習し、これ以上環境破壊を行わないためにはどのような対策が必
要か考える。

教科書第3章の2を予習する（4時
間）

14地球温暖化とバイオ燃料
地球温暖化の原因と地球の表面温度を決めているメカニズムに対する理
解を深め、対策としてどのようなことが考えられ、実行されているか学
修する

教科書第3章の3を予習する（4時
間）

15学修のまとめ
これまで学習した14回の内容について、理解が不十分なところを各自で
補います。また、自信のある分野については、受講者の前で説明して、
さらに理解を深めます。

これまでの学修内容を復習し、理
解できた所、できなかった所を明
らかにして講義に臨む（6時間）

テキスト
「高校で教わりたかった生物」趙大衛（編著）松田良一（監訳、編著）著
（日本評論社）　ISBN:978-4-535-60033-1 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
生物の基本単位である細胞の構造と各細胞小器官の機能を説明できればC、細胞
を構成する各種物質の基本構造、機能、特徴を説明できればB、それらの基礎知
識をもとに、生物によるエネルギー産生や多細胞生物の恒常性維持など、複雑
な生命現象が説明できればA、マスコミなどで話題となった生物が関わるトピッ
クを正確に説明できればS。

参考書
「ヒューマンバイオロジー、人体と生命」坂井建雄、岡田隆夫　監訳著（医
学書院）　ISBN：978-4-260-00156-4  坂井建雄ほか監訳

履修上の注意（学生へのメッセージ）
高等学校で生物学を履修していない人や苦手だった人は、必ず受講してくださ
い。
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科目名 力学の基礎 学年学期 1年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UA13503UA13504研究室 N-05

担当者 丸山　文男 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 履修条件 「運動と物理学」を受講する学生は履修し
てください。

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ ○ △

授業概要
健康運動指導士や健康運動実践指導者のバイオメカニクス（運動の力学的な視点からの研究）分野（2年前期開講の「運動と物理学」）を
理解するために必要な力学の基本的な知識を学ぶ科目です。運動の表し方（等速度直線運動、等加速度直線運動）、力のつりあい、運動
の法則を学び、繰り返し問題を解くことで、基本的な力学の考え方を理解できるようにします。

学修到達目標
基本的な力学の知識を習得し、関連する問題を解くことによって理解を深めることです。特に、等速度直線運動、等加速度直線運動、力
のつりあいなどの基本的な問題を解けるようになることです。

授業の進め方
テキストにそって力学の基本的な知識と、基本的な例題を説明した後、実際に関連する問題を解きます.

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1速さと速度 「速さ」と「速度」の違いを理解して計算します。 テキストを復習し、課題を行いま
す．（4時間）

2等速直線運動 グラフを書きながら理解を深めます。 テキストを復習し、課題を行いま
す．（4時間）

3速度の合成と分解 ベクトルである速度の合成、分解を作図をしながら理解を深めます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

4等加速度直線運動① 加速度とは何かをしっかり理解し、計算ができるようにします。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

5等加速度直線運動② グラフを書きながら理解を深めます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

6自由落下運動 自由落下運動を図を書きながら理解を深めます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

7鉛直投げ下ろし運動等 鉛直投げ下ろし運動、鉛直投げ上げ運動を図を書きながら理解を深めま
す。

テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

8水平投射 水平投射を図を書きながら理解を深めます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

9斜方投射 斜方投射を図をかきながら理解を深めます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

10力の表し方 力の表し方を学びます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

11力のつりあい 力のつりあいについて学びます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

12作用反作用の法則 作用反作用を力のつりあいとのちがいに注意しながら学びます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

13運動の法則 物体に力がはたらいた場合の速度の変化を考えます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

14運動方程式 運動方程式を導き使ってみます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

15いろいろな力 摩擦力、圧力、浮力について学びます。 テキストを復習し，課題を行いま
す．（4時間）

テキスト
「総合物理1－力と運動・熱ー」國友正和他著（数研出版）　ISBN:978-4-
410-81203-3 (生協で購入してください。)
「フオローアップドリル物理基礎　運動の表し方・力・運動方程式」数研出
版編集部編（数研出版）　ISBN:978-4-410-26522-8 (生協で購入してくださ
い。)
その他必要に応じプリントを配布します。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S:授業内容を深く理解し，複雑な応用問題を解くことができる
A:授業内容をよく理解し，応用問題を解くことができる．
B:授業内容を理解し，簡単な問題を解くことができる．
C:授業内容をほぼ理解し，例題を解くことができる．

参考書
「新しい高校物理の教科書」山本明利　左巻健男編（講談社）　ISBN：4-06-
257509-4

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業では、三角関数や連立方程式の知識が必要になります。数学や物理をあま
り学んできていない人は、自ら問題を解き理解することが必要です。質問はい
つでも受け付けますので、積極的に学んでください。
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科目名 基礎統計学 学年学期 2年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23504研究室 N-04

担当者 弘田　量二 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日4限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ
△ ○ △ △ △

授業概要
現代社会において、様々なデータを用いて分析、図表の作成、結果等をまとめることは必須の能力です。それは栄養学分野にかかわる方
にとっても同様です。無料統計ソフトEZRを使って実際に様々なデータの分析、考察していくことを目的とします。

学修到達目標
統計解析の基本的な概念を深く理解し、統計解析を実施していく上で必要な基礎的なことから学習します。記述統計や仮説検定、疫学の
デザイン2群の比較、3群以上の比較、相関リスク比オッズ比、線形回帰、多変量解析等基本的な知識について説明と演習を行います。

授業の進め方
毎回の講義時に説明を行いますので、各自がコンピュータで統計解析ソフトEZRを使って実際にデータ処理（演習）を行いながら講義を展
開します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション・倫理審査・同意書・研究計画書

演習方法の概要と評価方法、人を対象にした研究には、倫理審査・同意
書・研究計画書を作成し、研究機関の倫理審査委員会の承認を得る必要
があります。その手続きの流れや概念を学習します。

配布資料を熟読してください。
（4時間）

2記述統計 記述統計量の表し方（平均値や中央値、パーセント、最頻値）について
学習します。統計計算を理解する前の重要な知識を習得します。

テキスト1日目を熟読してくださ
い。（4時間）

3仮説検定（1） 有意差を表すP値の意味や「統計的な差」と「臨床的（実際に意味のあ
る）差」の違いについて学習します。

テキスト2日目を熟読してくださ
い。（4時間）

4仮説検定（2） ハザード比、信頼区間、標準誤差などについて学習します。 テキスト2日目を熟読してくださ
い。（4時間）

5疫学研究のデザイン（1） P（参加者）E（研究）C（何と比較するか）O（アウトカム）の理解、観察研究・ケースコントロール研究を学習します。
テキスト3日目を熟読してくださ
い。（4時間）

6疫学研究のデザイン（2） P（参加者）E（研究）C（何と比較するか）O（アウトカム）の理解、介入研究、ランダム化比較研究などを学習します。
テキスト3日目を熟読してくださ
い。（4時間）

7統計テストの選び方（1） 変数の種類が連続変数の場合の統計テストの選び方を学習します。 テキスト4日目を熟読してくださ
い。（4時間）

8統計テストの選び方（2） 変数の種類が、2値のカテゴリー変数、順序のあるカテゴリー変数、順序のないカテゴリー変数の場合の統計テストの選び方を学習します。
テキスト4日目を熟読してくださ
い。（4時間）

9T検定、U検定（1） サンプルが正規分布している場合のスチューデントT検定を学びます。
2群を比較する代表的な手法を学修します。

テキスト5日目を熟読してくださ
い。（4時間）

10T検定、U検定（2）
サンプルが正規分布でなくても使えるマンホイットニーのU検定を学び
ます。2群を比較する代表的な手法を独力で解析できるようになります
。

テキスト5日目を熟読してくださ
い。（4時間）

11対応ありのT検定、符号付き順位和検定（1）
対応ありの場合のT検定について学びます。2群を比較する代表的な手法
を学修します。

テキスト6日目を熟読してくださ
い。（4時間）

12対応ありのT検定、符号付き順位和検定（2）
ウイルコクスン符号付き順位和検定について学びます。2群を比較する
代表的な手法を独力で解析できるようになります。

テキスト6日目を熟読してくださ
い。（4時間）

133群以上の比較（1）
3つ以上のグループ間に差があるかどうかを知りたい時に用いる母集団
が正規分布（パラメトリック）な手法の検定である、一元配置分散分析
を学びます。

テキスト7日目を熟読してくださ
い。（4時間）

143群以上の比較（2）
3つ以上のグループ間に差があるかどうかを知りたい時に用いるノンパ
ラメトリックな手法の検定である、Kruskal-Wallis（クラスカル・ウォ
リス）検定を学びます。

テキスト7日目を熟読してくださ
い。（4時間）

15線形回帰と相関係数 単回帰、重回帰、ピアソンの相関係数、スピアマンの相関について学習
します。

テキスト8日目を熟読してくださ
い。（4時間）

テキスト
「みんなの医療統計ー12日間で基礎理論とEZRを完全マスター」新谷歩著（講
談社）　ISBN:978-4-06-156314-8 (生協で購入してください。)
講義で使用しますので、必ず購入して下さい。

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　課題：10％
研究の立案や取得データの評価の際に必須のスキルとなる基本的な統計学を学
びます。概念や得られる成果の習得をめざし、謙虚で積極的な学習態度で臨ん
でください。S: 実習・課題に積極的且つ自主的に取り組み高度な内容を理解し
定期試験で9割以上解ける。A: 実習・課題に積極的に取り組み応用的な内容を
理解し定期試験で8割程度解ける。B: 実習・課題に積極的に取り組み、授業内
容のおおよそを理解し定期試験で7割程度解ける。C：マニュアル等を参照し基
本操作を完了し定期試験で6割程度解ける。

参考書
「公衆栄養学実習」金田雅代・郡俊之・酒井徹・山本茂著（講談社サイエン
ティフィック）　ISBN：978-4-06-155355-2
その他、講義の中で随時紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
毎回パソコン教室で演習を行います。特に、復習に力を注いで下さい。
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科目名 地球環境と人間生活 学年学期 2年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL23505UL23506研究室
学生ｾﾝﾀ
ｰ

担当者 住吉　廣行 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
2017年度～

授業概要
ビッグバン宇宙、地球の生成、生命の誕生と進化のおおよその流れを把握します。その中でオゾン層の出現やその破壊と克服の過程につ
いて学びます。次に地球温暖化のメカニズムを学び、産業革命以降人類の生活の進歩・発展とその裏側で進んでいた二酸化炭素の大量発
生に伴う地球温暖化現象を概観します。エネルギー源の変遷（木炭・石炭・石油・原子力）を理解し、それぞれの長所・短所を調べなが
ら、生活水準を維持できるだけの自然エネルギーの可能性があるかについても検討していきます。

学修到達目標
環境問題、エネルギー問題についての新聞報道、TV報道に接して自分なりの視点でそれらを解釈でき、求められれば見解を述べることが
できる。

授業の進め方
配布したプリントに基づく講義、ビデオ鑑賞、グループに分かれてのディスカッションなどを交えることで、各学生が自分の意見を纏め
ていけるようなプロセスを予定しています。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1宇宙・元素合成、地球形成の道筋

授業の狙いを説明する。ビッグバン宇宙論、元素合成、地球の形成など
、自分達が住む地球いついて大まかな道筋を理解する。受講票は環境問
題に関するクイズ付き。

事前：シラバスを読む（1時間
）事後：クイズに解答、疑問・質
問を受講票に記入（2時間）

2生命の進化、オゾン層の形成

生命の誕生・進化と植物の発生、酸素、オゾンの形成を考える。オゾン
層がどれくらいの時間を掛けて、どの様に出来てきたのか、破壊の原因
は何かについて考える。

事前：前回の講義の復習（2時間
）事後：クイズに答える。疑問・
質問をまとめる（2時間）

3オゾン層破壊とそれへの対応

オゾン層が果たす役割と、その破壊のメカニズムとフロンガスへの配慮
の必要性を理解する。オゾン層の破壊による影響を知る。モントリオー
ル議定書について知る。

事後：前回クイズの解答を配布す
るのでそれを読み理解を深める
（4時間）

4温暖化機構理解とCO2増加の原因

温室効果の機構を理解し、温室効果ガスの種類を把握する。産業革命で
文明の発達が加速化し、その結果大気中のCO2が急激に増加しているこ
とを理解する。

事前：前回配布のプリント(温暖
化のメカニズム)を読む（2時間
）事後：疑問点を整理（2時間）

5COPなど人類の温暖化への取組

地球温暖化対応の国際的な動きを把握する。リオデジャネイロでの地球
サミット、京都議定書、パリ協定などIPCCやCOPのその後の動きについ
て知る。グループディスカッションを取り入れる。

事前：IPCCをﾈｯﾄで調査する（2時
間）事後：COPのこれまでの流れ
をネットで調べる（2時間）

6フィードバックシステムとしての地球

循環系としての地球の特徴を理解する。可逆、不可逆の意味と地球温暖
化についてIPCCからの警告の意味を理解する。臨界点という考え方を提
示する。

事後：IPCCの活動を再度調査し、
理解を深める（4時間）

7大量生産・消費・廃棄の生活の実態

大量生産、大量消費、大量廃棄の生活スタイルがいかに現代人の生活に
浸透しているかを実感してみる。グループワークによるアクティブラー
ニング形式を採用する。

事後：自分の生活を振り返り、是
正できる点をまとめﾚﾎﾟｰﾄ提出す
る（4時間）

8地球温暖化の影響を考える
地球温暖化が人類や地球上の生命に与える影響を考える。絶滅危惧種の
存在、熱帯生物の北上、海水面の上昇、砂漠化などなどについて考える
。新聞記事の読み合わせを実施。

事前：前回配布のプリントを読む
（2時間）事後：温暖化の実情を
ネットでも調査する（2時間）

9ビデオ鑑賞 地球温暖化の影響を被っている世界で見られる実態を、映像によって、
視覚にも訴えながら理解する。

事後：鑑賞した感想を受講票に記
入する。仲間と話し合う。（4時
間）

10日本の発電量の現状をつかむ

火力、原子力、水力、風力など多様な発電様式があるが、その原理を理
解する。ファラデーの電磁誘導などにも簡単に触れ、発電様式による違
いはどこにあるかを知る。

事後：電力の節約について考えて
おく（4時間）

11石油の使用量と埋蔵量
全て石油で火力発電を行った場合の必要量を、百万トンタンカーを単位
として考える。化学製品にも利用しており、その量の膨大さを知り地球
の有限性を認識する。

事前：プラスティック製品の投棄
とそこから生じる問題点をネット
で調査（4時間）

12太陽エネルギーの利用を考える

太陽から地球上に降り注ぐ太陽エネルギーの膨大さを考え、再生可能エ
ネルギー、自然エネルギーの在り方をみんなで考える。アクティブラー
ニング方式とする。

事後：世界的に見た自然エネルギ
ーの利用状況を調査する（4時間
）

13原子力発電と原爆の違いを知る
原子力発電のメカニズムを知る。アインシュタインのE=mc2の有名な式
の意味を説明し、実際の発電様式について説明する。

事前：事前配布のプリントを読む
（2時間）事後：原子と原子核の
サイズの違いを認識（2時間）

14原子力発電の利点と問題点を知る
温室効果ガスを出さないが、放射性廃棄物の処理について問題があるこ
と、地震やテロからどう護るかなど考えられる課題を取り上げる。

事前：配布している新聞記事を読
む（2時間）事後：家族・友人等
と話し合う（2時間）

15日本のエネルギー政策を考える
これまでの学びを通じて得た知識を基に、日本のこれからのエネルギー
政策の在り方についてグループディスカッションで深める。

事前：グループディスカッション
の準備（2時間）事後：試験に備
えた学習（2時間）

テキスト
講義用プリントが配布されます。

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S:Aの中でも特に優秀な結果を出した者。
A:定期試験において80点以上。
B:定期試験において70点以上、80点未満。
C:定期試験において60点以上、70点未満。

参考書
「グリーン経済最前線」井田徹治・末吉竹二郎著（岩波新書）
「低炭素経済への道」諸富徹・浅岡美恵著（岩波新書）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義をよく聞き、自分の見解も述べつつ、多くの学生と意見交換する中で、環
境問題の本質を掴めるようにして欲しい。そのためにも、配布したプリント、
新聞記事等に目を通し、自分なりの意見を纏めるように努力して下さい。
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科目名 地域環境と生態 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33506UL33507研究室 S-12

担当者 木藤　伸夫・丸山　文男 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日2限､水曜日3限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
この講義の前半では、環境を構成する要素など環境問題を考えるうえで必要な基礎知識や、環境問題を取り扱う際の方法論などを解説し
ます。後半では、地球上のあらゆる環境で生活している微生物に焦点を当て、微生物の種類や性質などの基礎的なことから、地球環境と
微生物の関わり、微生物を利用した環境改善など応用的な面まで分かりやすく概説します。

学修到達目標
前半では、天気や気候の変化における大気と海洋の役割を理解し，人間の活動と地球環境の変化の関係を理解することが目的です。後半
では、地球全体の物質循環とそれに関わる微生物によって地球環境が維持されていることを理解することが目的です。

授業の進め方
配布資料に基づいて講義形式で授業を行います。講義内容を理解するには物理学、化学、生物学、地学などの理系基礎科目の知識が必要
です。毎回小テストを行い、授業の理解度を確認します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1太陽系の中の地球 地球大気の起源と進化について学びます。
配布資料を復習します．課題を課
し提出を求める場合があります
．（第1回～7回まで）（4時間）

2大気の鉛直構造 対流圏、成層圏とオゾン層、中間圏、熱圏について学びます。 配布資料を復習します．（4時間
）

3地球のエネルギー収支 地球のエネルギー収支を理解し温室効果について学びます。 配布資料を復習します．（4時間
）

4地球をめぐる大気の流れ 風の吹き方を理解し大気の大循環を学びます。 配布資料を復習します．（4時間
）

5海水の循環 海水の流れを理解し海洋と気候について学びます。 配布資料を復習します．（4時間
）

6気候変動 エルニーニョ、異常気象について学びます。 配布資料を復習します．（4時間
）

7地球環境 都市気候、酸性雨、地球温暖化について学びます。 配布資料を復習します．（4時間
）

8確認テスト 第1回～7回までの内容の理解度を筆記試験で確認します。
これまでに配布された資料などに
基づき、講義内容を振り返ってお
きます（6時間）

9環境微生物の進化と環境形成

46億年前に誕生した地球の環境がどのように変化して現在の環境になっ
たかを解説します。「地球と生命の共進化」ともよばれる、地球環境の
変化と生物進化の密接な関係を理解することが目的です。

配布資料を復習します．（4時間
）

10環境微生物が行う各種物質変換の実際

地球レベルでの物質循環を知るために、炭素循環と窒素循環を取り上げ
て解説します。物質循環には生物が関与しない無機的な循環と、生物が
関与するものがあります。違いを明確に理解する事が目的です。

配布資料を復習します．（4時間
）

11極限環境微生物
微生物は地球上の様々な環境に生息していますが、特に変わった環境
（高温、強酸・強アルカリなど）で生きている微生物がいること、私達
の日常生活でこれらの微生物がどのように利用されているか学びます。

配布資料を復習します．（4時間
）

12地球環境の激変と環境微生物のかかわり

近年問題になっている地球環境の変化、すなわち地球温暖化や、水質、
大気、土壌などの環境汚染の原因物質は何か、汚染はどのようにして起
こるのかを学びます。

配布資料を復習します．（4時間
）

13微生物による有害物質除去・分解の原理

微生物を使った環境浄化の方法、特に排水処理法、悪臭処理法、重金属
汚染や有機塩素化合物などの除去、分解法などを理解することが目的で
す。

配布資料を復習します．（4時間
）

14バイオレメディエーション
微生物による環境浄化（バイオレメディエーション）について学習しま
す。原油や界面活性剤の汚染除去への応用、土壌や地下水の汚染除が実
際どのように行われているかを学びます。

配布資料を復習します．（4時間
）

15食糧生産への微生物利用とバイオエネルギー

人工的な肥料の代わりに微生物を使った農法の有用性を学びます。また
、化石資源の代替エネルギーとして注目されているバイオエネルギーに
ついて、メリット、デメリットを学習します。

配布資料を復習します．（4時間
）

テキスト
なし

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
地球環境を決める複数の要因をあげることができればC、それらが地球環境にど
のような影響を与えるか説明できればB、地球における物質循環やエネルギー収
支について説明できればA、現代起こっている様々な環境問題や環境保全、環境
改善などについて、自分の考えを述べることができればS。

参考書
「地球環境46億年の大変動史」田近英一著（化学同人）　ISBN：978-4-7598-
1324-1
「一般気象学」小倉義光著（東京大学出版会）　ISBN：978-4-13-062725-2

履修上の注意（学生へのメッセージ）
物理、化学、生物学、地学のどれか1科目でも良いので、高校で学んだ理系科目
を復習しておいて下さい。
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科目名 ごみ処理と循環型社会 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33508研究室 非常勤

担当者 水橋　文雄 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
一番身近な環境問題がごみ問題です。快適なライフスタイルが、大量生産・大量消費・大量廃棄の悪循環の中で、ごみを増やし、地球を
汚して来ました。地球のあらゆる資源は有限です。人々はその資源を惜しみなく使い、ごみとして捨てることで経済成長して来ました。
今、まさに「成長の限界」(1972　ローマクラブ)　が示すとおりの社会になっています。そこで、松本市のごみ行政の取り組み状況を参
考にして、将来に向かってこのごみ問題とどう向き合うべきかを考えます。

学修到達目標
各地で、廃棄物の中間・最終処分場が不足し、廃棄物の安全・安定な処理に支障をきたし、しかも、放射性廃棄物の処理も新たな大きな
社会問題となっている中で、廃棄物問題に対する取組みと、その対策を考え、実践し、その成果を検証する能力（PDCAサイクル）を身に
つける。
授業の進め方
パワーポイントやDVD(BR)を利用して講義を進めます。資料はパワーポイントの主な内容をプリントして配ります。また、アウトキャンパ
スとして、「ごみ焼却場、最終処分場」の見学を予定します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ごみとは 廃棄物の処理及び清掃に関する法律で規定する「ごみ」について説明し
ます。

法律で規定される「ごみ」につい
て調査する。(4時間）

2ごみの分別について ごみの分別（松本市を例に）の必要性と方法について説明します。
各自の出身自治体のごみの分別方
法を調査する。(レポート1の提出
)。(4時間）

3ごみの出し方について ごみの出し方（ごみ袋・ごみステーション等松本市を例に）について説
明します。

各自の出身自治体のごみの出し方
を調査する。(4時間）

4ごみ処理施設について 一般廃棄物のごみ処理施設の種類と機能と問題点について説明します。
各自の出身自治体のごみ処理施設
の種類と規模等について調査する
。(4時間）

5施設見学(1) 松本市の一般廃棄物の最終処分場（エコトピア山田）を見学します。 見学後に最終処分施設の設置の目
的と現状を整理する。(4時間）

6施設見学(2) 松本市の一般廃棄物の中間処理施設（松本クリーンセンター）を見学し
ます。

見学後に中間処理施設の設置の目
的と現状を整理する。(4時間）

7ごみ処理施設整備の課題について ごみ処理施設整備の問題と課題（松本市を例に）について説明します。
ごみ処理施設整備に対する住民感
情について調査する。（レポート
2の提出)(4時間）

8循環型社会の構築について(1)
持続可能な社会の主要な要素である、循環型社会を構築するために必要
な制度について説明します。

持続可能な社会を構築するために
何が必要とされるのかを調査する
。(4時間）

9循環型社会の構築について(2) ごみ減量（リデュース）施策（松本市を例に）について説明します。 各自の出身自治体のごみ減量施策
を調査する。(4時間）

10循環型社会の構築について(3)
ごみにしないように物を繰り返し使用（リユース）する施策（松本市を
例に）について説明します。

日頃から「もったいない」と感じ
ていることを整理する。（レポー
ト3の提出）(4時間）

11循環型社会の構築について(4)
ゴミを減らす為、資源として再生利用（リサイクル）する制度（松本市
を例に）について説明します。

日本のリサイクル法について内容
と問題点を調査する。(4時間）

12廃プラスチック問題について
廃プラスチックが、世界の環境（マイクロプラスチックによる海洋汚染
問題等）に与える影響について説明します。

廃プラスチックの回収の必要性と
方法について調査する。(4時間）

13放射性廃棄物について 放射性廃棄物の処理と保管・埋立の問題点について説明します。 放射性廃棄物の現状と今後の処分
方法について調査する。(4時間）

14不法投棄問題等について ごみの不法投棄と有害廃棄物の放置等の状況と対策（松本市を例に）に
ついて説明します。

各自の出身自治体における、不法
投棄の状況及びその対策について
調査する。(4時間）

15ごみ処理と循環型社会について（整理）
ごみ処理の問題点（最終処分場等の施設の整備等）と循環型社会の構築
（主にリサイクル法の問題点）について整理します。

循環型社会を構築するためには、
今何をすべきかを整理する。(4時
間）

テキスト
必要に応じて、パワーポイントを抜粋した資料を配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　レポート：30％　定期試験：40％
受講態度は、講義毎に提出する受講票による講義への意見の内容を評価に加味
します。レポートは3回以上の提出を予定します。提出期限を厳守して下さい。
S評価は、成績評価の合計が100となり、レポート提出状況及び受講態度が優秀
な場合です。A評価は、成績評価の合計が80以上の場合で、レポート提出状況及
び受講態度が良好な場合です。B評価は、成績評価の合計が70以上80未満の場合
で、C評価は、成績評価の合計が60以上70未満の場合です。

参考書
特にありません。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
国は、循環型社会を構築するために、様々なリサイクル法を制定していますが
、その多くを地方公共団体の事務としています。そこで、各地方公共団体の取
り組みに関心を持つことがリサイクルを実施する上で大切です。
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科目名 環境社会学 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33508UL33509研究室 非常勤

担当者 江成　康明 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
人々が生きて行くうえで欠かせないのは周囲の環境です。一番身近な家族や仲間、そして自治体や日本、世界、宇宙と環境は広がってい
きます。それらと関連しながら生活するには、世の中の動向を意識しなければなりません。今の社会に何が起きているのか、どう対応し
なければならないのかを考え、自分を高めていくことが求められています。殺伐とした事件の増加やネット社会にまつわる犯罪などを例
に社会学を学び、多層的に研究、発表するのが目的です。

学修到達目標
社会を営む時代背景やその国の環境などに自分がどう対応したらいいのかを学び、その中で自らの立ち位置を心がける。みんなが心地よ
く生活し、生きていくためには一人一人の思いやりや気配りが必要なことを知ることで、社会構成員の一人であることを自覚する。

授業の進め方
講義は毎回配布するプリントを基に教室でのデスカッションを中心に進めます。グループ討論やクロスロード（分岐点）のほか、レポー
トの提出をしてもらいます。更にはフィールドワークや学外専門家を招いての講演会、討論会なども行います。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1環境社会学とは何か？
環境といっても、「地域」だけを考えるのではなく、それを支える「人
間」や「自然」にまで興味を持って対応する必要があります。
授業全体の基本となる環境社会学を幅広い視点で学びます。

あなたが思い浮かべる環境社会学
のイメージを事前に考えて下さい
。(4時間）

2地域環境と民度の関係性
第一回授業で提出したレポートから様々な意見や提案をピックアップし
、学生自身が社会の一員として環境社会学をどう捉えているかを探りま
す。そのうえで、人間としての役割を考えていきます。

新聞のコピーを読んで、事後に感
想を書いてもらいます。(4時間）

3ネット社会で変化する社会
日本人は思いやりや気配りのある人種と言われています。しかし、ネッ
ト社会の到来で変化してきました。社会の動きに真剣に向き合わなけれ
ばなりません。ネットで陥りやすい犯罪や危険性を学びます。

ネット関連の事件事故について、
一番気になったものを考えてもら
います。(4時間）

4ネット社会の危険性についての研究

現状では、生活や仕事をするうえでネットは欠かせません。しかし、ネ
ットを使った犯罪が増え、反面、人との直接対話が少なくなっています
。過激派組織ISやネット犯罪の愚かさを研究します。

安易にネットを使ってないかを見
直してもらいます。(4時間）

5それぞれ違う民度のあり方 グループに分かれ、クロスロード（分岐点）をそれぞれの班で討論します。それをもとに、全体でディスカッションします。

クロスロードでの自分の意見、考
え方と人の意見の相違を改めて振
り返ってください。(4時間）

6続クロスロード
社会は人それぞれの民度によって安全、安心な暮らしが保たれています
。しかし、クロスロードで体験するように、考え方はまちまちです。幅
広い民度の意識を持つために、前回に続き話し合いを継続します。

自分の考え方による民度が正しい
のかどうかを推量してください。
(4時間）

7学外専門家の特別講演 簡単で便利なネットには様々な落とし穴があります。著作権について詳
しい学外専門家を招き、特別講演及び討論会を実施します。

事後に講演会の感想レポートを提
出してもらいます。(4時間）

8（野外実習）場所は未定 地域全体が民度の高い場所を訪ね、地域環境を守るためにどのような戦
略が図られているかを体験します。

事後にレポートを書く。9回目に
提出。(4時間）

9新聞に見る社会の動き
社会で起きている出来事を新聞コピーを読んで考えます。その中から、
環境社会学のあり方を自分なりに理解し、さらにグループ討論して仲間
の意見も聞いていきます。

授業でのコピー以外のテーマに沿
って、レポート提出。(4時間）

10ネット社会を生き抜くための10か条づくり

ネットが欠かせない現実の中で、自ら犯罪に巻き込まれたり、他人に迷
惑をかけないためにはどうしたらいいのかをグループで話し合い、10か
条を作成します。

授業終了と同時に、当日の担当は
グループ10か条を書いて提出。
(4時間）

11各グループの10か条発表
前回作ったグループ10か条を班の代表が発表。それをもとに、受講生全
体の10か条を作り上げますので、各グループによるプレゼンが大事にな
ってきます。

全員で作った10か条を自分なりに
実践する意識を高めてください。
(4時間）

1210か条の絞り込み
各グループから出てきた10か条は相当数に上ります。その中から、受講
生による10か条を選択していきます。創作する難しさや楽しさを実感で
きるはずです。

10か条は常に心掛けておく必要が
あります。人にも言えるほど反復
して覚えて下さい。(4時間）

13学外専門家の特別講義 受講生が作ったネット社会と民度10か条について、専門家の意見を聴き
ます。

感想をレポートにまとめ提出。
(4時間）

14続々　クロスロード 地域環境と民度を学んできて、自分の考え方は変わったか、人とかかわ
りながら生きていく中で何をなすべきかなどをグループ討論します。

これまで学んできた民度をもう一
度復習しておき、自分の意見とし
てまとめてください。(4時間）

15講義全体のまとめ 講義全体を振り返って総括します。
社会の中で生きていくために必要
なテーマを自分なりに見つけてく
ださい。(4時間）

テキスト
毎回プリントまたは資料を配布する。

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　定期試験：50％　課題：30％
S:授業内容の理解度、考察力、文章の読解力、書く力が秀でている。A:積極的
に授業に臨み、課題に対しても自分の意見をしっかり書ける。B:授業内容のお
およそを理解し、課題に対しても自らの主張ができる。C:授業内容を60%ほど理
解でき、与えられた課題にも誠実に取り組んでいる。

参考書
毎回プリントまたは資料を配布する。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
講義ではグループ別に分けた学生の皆さんとのディスカッションを中心に進め
ますので積極的な参加を期待します。受講票には、名前だけでなくその日の感
想や意見を必ず書いて下さい。
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科目名 バイオメディカル文章理解 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL33509UL33510研究室 S-01

担当者 山田　一哉 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

◎ △ △ △
授業概要
自然科学分野では、最新の情報は英文で報告されます。したがって、高い専門性をもった管理栄養士や健康運動指導士になろうとすると
、世界の最新情報に目を配り、必要な情報とそうでない情報を見極め、自己の知識をつねに更新していく必要があります。本講義では、
専門分野の英文を輪読しながら、自然科学文献の読み方を学びます。

学修到達目標
本講義は、バイオメディカル系の文章を輪読していくことで、まずは専門用語・英文になれることを目的とします。

授業の進め方
少人数（10人以内）での輪読形式で行います。希望者が10人を超える場合は、大学院進学を考えている人・病院への就職を考えている人
など優先順位の高いもの順に選抜します。毎回、英文を読んでもらいますので、徹底的な予習が必要です。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1本講義のガイダンス 本講義の進め方や達成目標を説明します。輪読する文献について意見を
集約します。

シラバスをよく読んで内容を理解
したうえで、受講すること。(1時
間)

2バイオメディカル文献検索法
パソコンを用いて、PubMed からの文献検索等の方法について学びます
。

いくつか自分が関心のある文献を
検索してみること。(4時間)

3自然科学論文の構成
自然科学論文は、要約・序論・材料と方法・結果・考察・引用文献など
定型的な構成を持っています。それぞれの項目の内容について解説しま
す。

レポートを課します。(4時間)

4バイオメディカル英文輪読：一般科学系① 自然科学一般に関する文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4.5時間)

5バイオメディカル英文輪読：一般科学系② 自然科学一般に関する文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4.5時間)

6バイオメディカル英文輪読：一般科学系③ 自然科学一般に関する文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4時間)

7バイオメディカル英文輪読：一般科学系④ 自然科学一般に関する文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4時間)

8バイオメディカル英文輪読：バイオ系① 生命科学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4時間)

9バイオメディカル英文輪読：バイオ系② 生命科学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4時間)

10バイオメディカル英文輪読：バイオ系③ 生命科学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4時間)

11バイオメディカル英文輪読：バイオ系④ 生命科学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4時間)

12バイオメディカル英文輪読：メディカル系① 医学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4.5時間)

13バイオメディカル英文輪読：メディカル系② 医学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4.5時間)

14バイオメディカル英文輪読：メディカル系③ 医学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4.5時間)

15バイオメディカル英文輪読：メディカル系④ 医学系の文献を輪読します。
文献を読んでくること。事後は、
内容を的確に反映した文章にまと
め直すこと。(4.5時間)

テキスト
課題とする文献を配付します。

成績評価の方法・基準
受講態度：90％　レポート：10％
受講態度とは、輪読時の準備状況・読み方や訳しかたの程度を指す。間違いな
がらも読めるとC。少ない間違いで読めるとB。正確に読めるとA。内容まで踏み
込んで読めるとS。

参考書
特になし。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
かなりの努力が必要です。自分で自分を伸ばすための機会ととらえて、積極的
に講義に臨んでください。将来必ず役に立ちます。大学院進学や専門分野で英
文理解を必要とする就職先を考えている学生は、ぜひ受講して下さい。
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科目名 キャリア入門 学年学期 1年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL14101研究室 W-24

担当者 上野　隆幸 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日2限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
授業概要
本授業ではキャリア教育の初歩的段階として、自らのキャリアを考える上で必要となる情報を提供し、併せてこれらの情報を基に「考え
てもらう」ことを目的としています。具体的には「自らのキャリアを考える上での情報提供」「実際に自らのキャリアを考える」「就職
活動の基礎事項の情報提供」の3点に焦点を絞って展開します。

学修到達目標
現在の若年者の就職・労働に関する知識を修得し、大学生の就職活動の流れを理解した上で、自らの「働くこと」への初期ビジョンを形
成できること。

授業の進め方
毎回の講義で配布するプリントに沿って、パワーポイントによるスライドにより講義を進めます。なお講義では、毎回ミニレポートを作
成してもらいます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1導入　－キャリアとは何か、そしてなぜ重要か－
キャリアという言葉の説明を行うとともに、本講義で扱う内容等につい
て説明します。

「キャリア」とは何か調べて下さ
い。プリントを復習して下さい。
（4時間）

2
企業における人事管理の基
盤①　－企業の社員区分制
度の概要－

人事管理の基盤システムの一つである社員区分制度について解説します
。

社員区分制度とは何か調べて下さ
い。プリントを復習して下さい。
（4時間）

3
企業における人事管理の基
盤②　－社員区分制度の詳
細と学歴との関係－

社員区分制度が学歴別管理とリンクしている点について説明します。
学歴別の賃金カーブについて調べ
て下さい。プリントを復習して下
さい。（4時間）

4
フリーターとしての働き方
①　－フリーターのタイプ
と所得の問題－

フリーターの現状やタイプを説明した後、フリーターと正社員の生涯所
得について説明します。

フリーターのデメリットについて
調べて下さい。プリントを復習し
て下さい。（4時間）

5
フリーターとしての働き方
②　－雇用･能力開発・年
金の問題－

フリーターと正社員の違いについて、雇用の安定や老後など、所得以外
の面から比較し、説明します。

国民年金と厚生年金の違いについ
て調べて下さい。プリントを復習
して下さい。（4時間）

6産業研究　－どのような産業・業種があるのか－ 社会にはどのような産業(業界)があるのかを紹介します。
自らが興味を抱く産業を理由とと
もに5つ考えて下さい。プリント
を復習して下さい。（4時間）

7職種研究　－どのような職種・仕事があるのか－ 社会にはどのような職種(仕事)があるのかを紹介します。
自らが興味を抱く職種を理由とと
もに5つ考えて下さい。プリント
を復習して下さい。（4時間）

8転職のメリットとデメリット 転職した場合に有利になる点、不利になる点について解説します。
転職した場合に不利になる点につ
いて調べて下さい。プリントを復
習して下さい。（4時間）

9ライフデザイン　－人生設計－
人生の節目のイベントを経済的側面からみることで、生涯にどれだけの
お金が必要かを解説します。

自らのライフデザインについて考
えて下さい。プリントを復習して
下さい。（4時間）

10働く上でのリスク 会社の倒産やリストラ、病気など、働く上でのリスクについて説明しま
す。

企業の人員整理に関する事例を調
べて下さい。プリントを復習して
下さい。（4時間）

11大学生の就職活動①　－大学生の就職活動の流れ－ 大学生の就職活動の大きな流れについて説明します。
就職活動に関する新聞記事を探し
、読んで下さい。プリントを復習
して下さい。（4時間）

12
大学生の就職活動②　－デ
ータでみる大学生の就職活
動－

大学生の就職活動について、就職支援企業の調査結果を基に、その概要
を説明します。

企業の採用活動に関する新聞記事
を探し、読んで下さい。プリント
を復習して下さい。（4時間）

13松本大学生の就職活動 松本大学生の就職活動をデータを用いて説明します。
就職活動の流れを調べて下さい。
プリントを復習して下さい。
（4時間）

14先輩たちから学ぶ就職活動 就職活動を終えた先輩方の経験談を聞きます。
先輩方に対する質問を考えて下さ
い。講義後、先輩方の就活成功の
秘訣を考えて下さい。（4時間）

15講義全体のまとめ これまでの講義内容を簡単にレビューします。
これまでの講義での不明点を確認
して下さい。プリントを復習して
下さい。（4時間）

テキスト
プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
小テスト：55％　出席レポート：45％
小テストと出席レポートの合計点が100点の場合にS、80点以上の場合にA、70点
以上の場合にB、60点以上の場合にC、59点以下の場合にDとなります。

参考書
「キャリアデザイン入門〈1〉基礎力編」大久保幸夫著（日経文庫）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
皆さんの将来の働き方や就職活動を考える上で、必ず役に立つ授業です。なお
、授業は就職活動前の学生に対する内容のため、4年生の受講は可能な限り避け
て下さい。
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科目名 キャリアデザインⅠ（栄養） 学年学期 2年後期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL24103研究室 S-06

担当者 矢内　和博・道幸　俊也 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日1限

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
2017年度～

授業概要
この講義は、大学卒業後、社会の一員としてそれぞれのキャリアを積み上げていく際に土台となる基本的な考え方を学びます。ここで言
うキャリアとは、単なる「経歴」や「仕事」ではなく、「自分らしい社会や仕事との関わり方」ということを意味しています。3年次以降
、具体的な進路や就職先などを考えていく際に、自分なりの判断基準を持てるようになることが、この講義の最大の目的です。

学修到達目標
自分のキャリアの目標を設定します。社会の仕組み、働くことについて理解することができ、社会人となるために必要となる基礎知識
（一般常識）を深めます。また、それを踏まえて、卒業研究に向け、各自で取り組みたい研究テーマをについて考えます。

授業の進め方
教室での講義を主とします。「セルフワーク」、「グループワーク」、「解説」、「ロールプレイング」を組み合わせながら進めます。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1キャリアデザインⅠについてガイダンス 本科目の概要、趣旨を説明します。
前期の課題「キャリア面談」の実
施レポート返却するのでしっかり
見直してください（1時間）。

2キャリアデザインとは キャリアデザインの考え方、卒業後の進路選択や就職試験に向けた準備
について学びます。

本日の講義で学んだ知識を講義資
料をもとに復習してください
（1時間）。

3自分史作成・自己成長チェック
子どもの頃から、大学生活までの振り返りを行います。取得単位、大学
生活で何を得たかを書き出し「自分史」を作成します。

講義で実施した演習の続きを行い
「自分史」を完成させてください
。(1時間）

41年間の振り返り ライフラインチャートを作成し、一年間を振り返ります。自分にとって
の人生の価値観を見出します。

講義の演習の続きを行い「ライフ
ラインチャート」からの気付きを
書き出してください。（1時間）

5社会人基礎力とは コミュニケーションスキルについて学びます。12の素養の社会人基礎力
についての理解を深めます。

本日の講義で学んだ知識を講義資
料をもとに復習してください。
(1時間）

6自己分析 心理学タイプ論からの自己理解アプローチを行います。
本日の講義で学んだ知識を講義資
料をもとに復習してください。
(1時間）

7業界・業種・職種研究 社会を知り、自分のタイプと重ねて目指す進路について考えます。 社会人インタビューから発表の準
備をします。(1時間）

8働くことの理解 本学科を卒業した先輩の話を聞き、様々な職種や業界での仕事について
考えます。

本日の講義で学んだ知識を講義資
料をもとに復習してください。
(1時間）

9社会人インタビューとまとめ
身の回りの社会人にインタビューし、レポートにまとめた内容をグルー
プ内で発表しあい、価値観を広げます。

本日の講演で学び得たことをレポ
ートにまとめ提出してください。
（1時間）

10学生時代にとれる資格と実際の活用
学科でとれる資格が社会でどのように活用されているか具体例を含めて
説明します。

講義内容を復習し、自分の興味あ
る内容をより具体的に調べます。
(1時間）

11キャリア形成と卒業研究(1)

3、4年次の健康栄養演習と卒業研究に向け、各自で取り組む研究テーマ
について考えます。各研究室の教員が、それぞれ行っているゼミ活動や
研究について説明します。

講義内容を精査し、自分の進みた
い将来像についてレポートを提出
してください（1時間）

12キャリア形成と卒業研究(2)

3、4年次の健康栄養演習と卒業研究に向け、各自で取り組む研究テーマ
について考えます。各研究室の教員が、それぞれ行っているゼミ活動や
研究について説明します。

講義内容を精査し、自分の進みた
い将来像についてレポートを提出
してください（1時間）

13新聞の読み聞かせセミナー 社会に目を向け、新聞やニュースの読み方を理解します。新聞を実際に読解してみます。

本日の演習で実施した内容をレポ
ートにして提出してください。
(1時間）

14先輩学生の話 就職活動を終えた4年生から「職業選択」や「就職試験」に向けた準備
について聞きます。

本日の講義で学んだことからレポ
ートをまとめ提出してください。
（1時間）

15収入や税金について学ぶ 労働から得られる収入や税金の仕組みについて正しく理解し、働くこと
について考えます。

本日の講義で学んだ知識を講義資
料とともに復習してください。
(1時間）

テキスト
必要に応じて、資料・プリントを配布します。

成績評価の方法・基準
課題：40％　出席レポート：60％
出席レポートは毎回講義終了時提出します。S：探求姿勢をもって意欲的に課題
に取り組み、各回の授業内容を高度に理解し、文章で正しく表現することがで
きる。A：意欲的に課題に取り組み、授業内容を理解し文章で正しく表現するこ
とができる。B：与えられた課題に誠実に取り組み、授業内容を概ね理解し文章
で表現することができる。C：課題に取り組み、授業内容の60％程度を理解し、
文章で表現することができる。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自分自身のこととして捉え主体的に参加することを心がけてください。考えて
やってみることがることが重要です。

279



科目名 キャリアデザインⅡ 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL34104UL34103研究室

担当者 各教員 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
授業概要
本講義では、大学卒業後の自分のキャリアを主体的に考え、それを実現していくための手法を応用的に学んでいくことを目的としていま
す。納得のできる進路を選択するには、自己理解を深めること、社会や職業に対する知識と自分なりの考えを持つこと、またそれらをわ
かりやすく他者に伝えるスキルを身に付けることなどが重要となります。本講義では、これらの知識やスキルを身に付けるために、これ
までの大学生活での経験を振り返り、自己のキャリア形成のための具体的計画を行います。

学修到達目標
自己の将来のキャリア形成について向き合い、卒業後の進路選択や目標を実現するための計画を立て、実行に移すためのスキルを身に付
けることを目標とします。特に、言語による自己表現、進路選択に伴う就職活動のための情報収集の仕方を学び得るものです。

授業の進め方
教室での講義を主とします。「セルフワーク」や「解説」、さらに「社会人による講演」や「ロールプレイ」などを組み合わせながら講
義を進めていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ライフプランと就職活動 本講義の流れと個々の将来のキャリア形成への向き合い方。就職活動の
スケジュールについて

キャリアデザインⅠで学んだこと
を見直し、卒業後の目標について
考えてください（1時間)。

2適性検査（受検） 適性検査を受験します。
事前に、1年次に受験した検査結
果シートを見直してください(1時
間)。

3採用試験とは 一般的な採用試験（筆記・面接・書類）の種類やそのために必要な準備
について、事例（企業・教職・行政・ほか）を交えて紹介します。

配布テキスト「就職活動ナビゲー
ション」第1章を読んで臨んでく
ださい(1時間)。

4SPI試験対策①（受験） SPI試験を模擬体験します。
配布テキスト「SPI3必出問題完全
攻略」により個々に対策して臨ん
でください(1時間以上)。

5採用に関わる社会情勢と就職活動サイト活用法 当該年度の採用事情や社会情勢の解説、就職活動サイト利用法と登録 受講後、実際に就職活動サイトを
閲覧してください。

6
自己分析①初級偏
（適性検査の結果に見る自
分）

適性検査の結果を見て自己振り返りを行います。進路選択のための自己
分析法を解説し、実際にワークを行います。

配布テキスト「就職活動ナビゲー
ション」第2章を読んで臨んでく
ださい(1時間)。

7自己分析②初級偏（自分の強み・弱み） 自己分析に基づき、自分の強みを言葉で表現し文章にしてみます。
前回のワークを復習し、引き続き
自己ワークに取り組んでから臨ん
でください(1時間)。

8SPI試験対策②（解説） 模擬試験の結果返却と問題の解説および演習
模試受験時に配布された回答冊子
を読み、不明点を明らかにして臨
んでください。(1～2時間)

9求める人材の理解（企業講演会）
企業の人事担当者から新卒社会人に求める能力や、大学時代に身に付け
てもらいたいことなどを講演いただきます。

＜課題＞講演の感想を自分の言葉
で400字でまとめてください。
(1～2時間)

10企業研究会①（業界・職種の理解）

業界・職種の種類や企業研究の仕方を解説。新聞を利用した企業研究法
や読み方のコツをお伝えします。インターンシップに関わる説明も行う
予定です。

実際に就職サイトを閲覧し、企業
検索やインターンシップ情報を閲
覧してください（1時間)

11企業研究会②（企業研究の仕方）
企業を調べる上で、確認する項目や比較する情報について、企業研究の
仕方と注目するポイントについて解説します。

＜課題＞次週来学予定の卒業生の
企業研究を行ってください。(1時
間)

12企業研究会③（卒業生の講演会）
本学の卒業生から、企業や仕事について、またその職を得るために工夫
したことなど経験談を語って頂きます。

＜課題＞第14回講義に向けて、
1社企業を選択し、企業研究をし
てください（1～2時間)。

13履歴書作成法 就職活動に臨む際の履歴書の作成方法について解説します。これまでの
講義で培った自己分析の結果を盛り込む内容を考えます。

＜課題＞作成法に基づき、履歴書
を作成してください。用紙は講義
中に配布します(1～2時間)。

14企業研究会④（グループワーク）
個々に興味のある企業について調べた情報（課題）をグループ内で発表
します。他者の発表から価値観を広げ、自分の興味の幅を広げます。

受講後、他者の調べた企業の中か
ら選び、更に企業研究を深めてく
ださい(1時間)

15インターンシップの意義と夏季休業期間の過ごし方

講義全体のまとめと、職業観を養うためのインターンシップ参加方法
について。また今後の就職活動準備に関わる注意点についても触れます
。

受講後、配布資料（インターンシ
ップ企業リスト）から企業研究を
すすめてください(1時間)。

テキスト
「就職活動ナビゲーション（日経HR）」「ワークブック（1）（2）（松本大
学キャリアセンター）」「SPI3能力テスト対策　必出問題完全攻略（㈱学研
メディコン）」の３つのテキストを講義にて配布します。個人で購入する必
要はありません。

成績評価の方法・基準
受講態度：70％　課題：30％
課題点は提出期限を遵守（社会人マナーの実践）し、遅れた場合の評価は内容
に問わず加点半分とします。
S:職業観を十分養い、自己分析が明確に伴い、他の学生への手本ともなる社会
人マナーが身についている。
A:職業観を養い、自己分析が明確で社会人マナーを理解している。
B:職業観を理解し、自己分析がある程度進み社会人マナーを理解している。
C:職業観を理解し、社会人マナーを理解している。

参考書
「通るエントリーシートの法則」福沢恵子著日経HR編集部編（日経HR）　
ISBN：978-4-89112-141-9
「面接の質問『出た順』50」日経就職ナビ編集長　渡辺茂晃著日経HR編集部

履修上の注意（学生へのメッセージ）
社会に出るための準備をする講義です。主体的に取り組むことを心がけてくだ
さい。またキャリアセンターが実施する就職合宿、就職対策講座などにも積極
的に参加するようにしてください。
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科目名 ワークインフォメーション 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ UL44105UL44104研究室 非常勤

担当者 野村　尚 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 履修条件

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

○ △ △ △ △
授業概要
本講義では、これから「社会人として、そして労働者として働く」学生が、働く上での諸問題をきちんと克服し、より良い働き方を実現
できるための授業です。大きく①働く上での中心的な法律の説明、②仕事と生活のバランスの取り方、③社会保険の説明、④働くことで
問題が生じた際の解決方法、⑤万が一転職や失業した際の手続などを学びます。

学修到達目標
働くうえで知っておくべき法律の一般的知識について習得している。

授業の進め方
基本的には講義形式で進めますが、授業の内容によりグループワークの形態で行うこともあります。

授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 自己紹介、働く場面で生じるあらゆる問題を紹介し、労働法の基本的枠
組みについて解説します。

話題となっている身近な法律問題
を調べておく。（4時間）

2労働法の歴史 労働法の背景、歴史について学びます。
基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

3労働法総論 労働法の基本構造、労働法上の当事者、労働法の法源について学びます
。

基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

4労働基本権 労働基本権の性格、内容について学びます。
基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

5労働関係の成立 募集、採用等労働関係の成立の際に発生する諸問題をとりあげます。
基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

6労使関係 労使関係の基本的枠組み、労働者、使用者と労働組合との集団的な関係
を規律する法律について学びます。

労働基準法・労働組合法の条文を
事前に学習し、授業後は振り返り
をする。（4時間）

7雇用関係の展開 人事、職場規律と懲戒について学びます。
配付する就業規則等のサンプルを
読む。授業後は振り返りをする。
（4時間）

8雇用関係の終了 解雇、解雇以外の終了事由について学び、その際に発生する諸問題につ
いてとりあげます。

配付する就業規則等のサンプルを
読む。授業後は振り返りをする。
（4時間）

9賃金 賃金の種類と体系、賃金の法規制について学びます。
基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

10労働時間 労働時間制度の基本的枠組み、特則について学びます。
労働基準法等の条文を事前に学習
し、授業後は振り返りをする。
（4時間）

11労働者の安全 労災補償制度の枠組み、内容について学びます。
基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

12労働組合 労働組合の組織と運営、その限界について学びます。
労働組合法の条文を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

13団体行動権、不当労働行為の禁止
労働者の団体行動についてその概念や法的枠組みを学ぶとともに、不当
労働行為の救済について学びます。

労働者の権利についての条文を事
前に学習し、授業後は振り返りを
する。（4時間）

14雇用保険制度と失業給付 雇用保険制度の概要、失業給付の概要について学びます。
基本書の該当部分を事前に学習し
、授業後は振り返りをする。
（4時間）

15労働紛争の解決 労働審判、訴訟等労使関係における紛争解決手段について学びます。 該当法令を事前に学習し、授業後
は振り返りをする。（4時間）

テキスト
「労働法入門（有斐閣双書）」外尾健一著（有斐閣）(生協で購入してくださ
い。)

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　レポート：50％
S：授業内容を高度に理解するとともに、授業では誠実に取り組み、批判的思考
力に基づく探求姿勢をもってレポートを作成できている。A：授業内容を理解し
、授業では誠実に取り組み、積極的な探求姿勢をもってレポート作成ができて
いる。B：授業内容のおおよそを理解し、授業では誠実に取り組み、レポート作
成ができている。C：授業の内容の60％程度を理解し、授業では誠実に取り組み
、レポート作成ができている。

参考書
「労働法」水町勇一郎著（有斐閣）  本格的なものなので、深く知りたい人
が参考書等として利用してもよい。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
戦後労働者が権利を確立するまでの歴史を知り、それに基づき、正当な労働者
の権利及び義務とは何かを知る手がかりとなれば幸いだと考えております。
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